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本 結 は NT.S CC カカ 式 さ よる カラ ee 受像 機 お 
よび ラー テレ ヒビ 機器 の 調 峰 や 点検 に 必 必要 な 
装置 で , 外部 同期 信号 を 必要 と せ ず 色 回 路 調 
必用 の カ ラー ペー 信 訪 , B—Y-・ R— Y 信 号 -。 
コン パー ジェ ンス 調 眉 用 の ドッ ト 信 号 , 格子 
信号 な どの 映像 信号 が えら れる ほか テレ ビ ・ 
チャ ネル (1 一 12 チ ャ ネル の 内 , 任意 の も の ) 
に 談 調 きれ た 高周波 出力 も え を られ る の で , 放 
送 の 有無 に か ゝ わら ず カ ラー 受像 機 の 調 映 が 
代 電 に で きき は すす 


規 格 
出力 映像 信号 開放 端子 で 0 一 2.5V pip 
正 ま た は 負 1007n 端子 で 0 一 1.0V 5-s 


人 管 和 座 100% 

の ①⑦① カ ヵ r ラ ー ノ パー 信号 色 配 列 順 | 白 ・ 黄 ・ シ アン ・ 緑 ・ 
マゼンタ ・ 考 ・ 素 の 明 庶 大 

@ 色 庶 信 号 交 度 成分 を 除去 し た 信号 

@ 間 度 信 号 色 庶 成分 を 除去 し た 信号 

@ 格 子 信 号 水平 15 本 、 垂 直 2 0 本 

SS ド F > ト 号 300 点 

高周波 変調 出力 信号 1 一 12 チャ ネル の 内 , 任意 の 1 チ 
ャ ネル の 高周波 変調 出力 が (プラ 
グイ ィ イン 方 式 に より ) えら れる 
出力 電圧 約 10 mV 

弄 抑 送 波 出 力 信 号 1.0V ss 

寸 法 ・ 重 曲 270( 巾 )x300( 高 き )Xx400( 奥 行 ) 
・ 約 12 kg 


芝 電 気 株 式 会 入 
稼 電 気 測 株 式 会 社 


本 社 ・ 工 場 東京 都 世 田谷 区 野沢 町 2 丁目 148 (421) 5111~5 
八王子 工場 八王子 市 大 和田 町 16 4 4 人 王子 26121( 代 ) 
営業 所 東京 営業 所 ・ 大 阪 営業 所 ・ 福 岡 営業 所 


_316B 形 カ 


本 器 は , NTS C 方 式 に お ける 複合 カラ ー 
信号 中 の 色 度 信号 を 測定 する た め に 設計 され 
た も の で 。 カラ ー プ レヒ クサ が 正しく 調 眉 き れ 
て いる か ,。 また は 完成 きれ た カラ ー バ ペー 信人 号 
を 取り 扱っ て いる 伝送 機器 が 正常 な 位相 ・ 振 
幅 関 係 を た も っ て いる か どう か を 監視 し , ま 
た 級 速 な 測 害 を 行う の に 非常 に 便利 な 測 定 問 
で あり きす 

な お 本 器 は , 一 般 の オシ ロス コー プ 装 置 で 
観測 する 場合 と 同様 に 水平 掃引 表示 も 可能 で 
すか ら , 特に 正確 な 位相 の 測定 を 必要 と する 
場合 は 寺 調 憎 法 に より 内 部 精密 移 相 器 で 測定 
する こと が で きま す 。 これ に より 微分 位相 
懲 分 利得 の 測定 も 可能 で あお あります. 


格 

入 カカ 信 号 NTSC 方 式 に ょ る 複合 か カ ラー 信号 
(2 信号 ), 映像 1Vss 同期 0.4 
Vp 759 不平 笑 

外部 融 送 流入 力 3.579545 Me 副 無 送 波 2 V pL 上 

位相 沿 定 絡 囲 0 一 200" 連 続 可変 

位 相 確 庶 マク ト を 表示 に お いて 二 2° 
水平 掃引 表示 (協調 農法 ) に お いて 士 1? 


飽和 謀 測 定 2 信号 比較 士 3% 
表 示 方 式 ペク トル 表示 と 水平 掃引 表示 (期間 1H) 
較 正 信 号 3.59Mc 
Dil i 原 AC100V 50%& ま た は 60% 
約 350 VA 


寸 法 500( 吊 )x250( 高 き )※x470( 奥 行 ) 


会 員 諸 君 へ の お 願い 


ーー 会 費 徴 政 方 法 の 変更 に つい て ーー 
従来 , 会 員 の 会 費 徴収 た つい て は , 団体 扱い と よ ょ る 会 員 の ほか は , 任意 の 時 期 た に お 払込 丸 
願い 前 お 払込 み の な い 場 合 , 年 四 回 定期 的 と (2 月 , 5 月 , 8 月 , 11 月 ) 堆 促 する EE 
致し て 来 ま し た が , 事務 の 簡素 化 と 会 費 収納 の 確実 を 期す る た め , 下記 の よう に 会 費 徴収 
方 法 を 改め る こと に な り ま し た の で , 御 了 承 の 上 何卒 御 協力 を お 願い いた し ます 。 
記 

1. 会 費 は , 学会 事務 所 か ら の 請求 に た よっ て 払込 むこ と 4 

交 2 会 費 は , 半年 分 を 6 月 (7 月 か ら 12 月 まで ) お よび 12 月 (1 月 か ら 6 月 まで ) 

ER と 予納 する と と 。 

: 3 は 昭和 35 年 12 月 か ら 実 行 し ます 。 従っ て 今後 お 払込 み の 分 は 12 月. 

分 まで た に し て 下さ い 。 : 

g 4 会 宮 引 入 月 か ら 6 ヵ月 問 会 費 の お 払込 み が な か っ た 場合 は 予告 を 行なっ て 、 

i 雑誌 の 発送 を 停止 し ます 。 i 

; ) 5.. 前 項 に ょ っ て 雑誌 発送 停止 後 な お 6 ヵ月 間 会 費 の お 払込 み が な い 場 合 は 予告 を 
行なっ て 除名 に な り ま す 。 rt 

6. 一 上下, 除名 に な る と 再 入 会 は で きま せん の で ,』 除名 に な ら ぬ 前 に 滞納 会 費 を 完 
納 さ れ て , 退会 届 を 出さ れる ょ うお 願い し ます 。 ; 
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半導体 整流 器用 邊 2 


低圧 より 高圧 まで 
検波 用 より 大 電力 用 まで 
許容 温度 転 囲 の 拡張 に 
漏洩 に よる 機能 劣化 防止 に 


る ハー メチ ッ ク シ ー ル は , 電気 機器 部 品 等 を 容 
器 の 中 に 密閉 する 場合 の 導入 端子 と し て 用 いら 
れる も の で あり ます 。 

@ ハ ー メ チッ クシ ー ル は 外周 が 金属 で で き て い 
て 半田 付 等 の 方 法 で 容易 に 容器 に 接続 する こと 
が で きる 様 に な っ て お り , 中 央 の リー ド と の 間 
は 特殊 ガラ ス で 完全 に 絶縁 され て お り ま す 。 


— z — 
新 日 本 電 所 株 式 福 届 
本 社 大 阪 市 北 区 梅田 2 番地 (第 一 生命 ビル ) 
支社 東京 都 港 区 芝 西 応寺 町 55 番地 
大 津 工場 大 津 市 栗 津 晴嵐 町 2 5 番地 


前 一 2 


半導体 整流 体 の 特性 を 生か す た め に 


NEC 


A A 
シー ル 


半田 付 


電話 (36) 3271 (代表 ) 
電話 (451) 9671 (代表 ) 
電話 大 津 4681ー~6 


本 装置 は 写真 ⑪ に 示す よう を な 形態 で 各種 通信 

回 路 ま た は 通信 機器 の レベ ル 損失 利得 を 

測定 する の に 便利 な よ ょ うに 構成 きれ た 測定 回 

で 実験 試作 用 に また と 保守 建設 用 に 御 使 

用 戴け る と 思い ます 

本 装置 の 縮合 特性 は 下記 の よう で あぁ あります 。 

(1) 測定 周波 数 範囲 0.2Ke~ 500Kc 

(2) 測定 レベ ル 和 邪 囲 30db~ 一 60db 

(3) 利得 損失 測定 範囲 75db 

(4) 電 源 。 AC100V ( 御 要 求 に 
まる ) 


| 
8 


\ 


s 


Noise Level across the LA output (dbm ) 


ー110 


0 1 2 3 4 
Freq. MC) 


本 装置 の 構成 は 写真 の よう に な り ま す 

(1) KW -111ACR 発 振 器 (0.2Ke~ 500Kc) 

(2) KW -325A レ ベル 測定 器 ( 寸 30db~ 
ー60db) 

(3) KW-610A 抵抗 減衰 器 (75 タ 91db) 

(4) KW-609A / (6008 91db) 

(5) KW-810A 切替 長 

(6) KW-811A 較正 器 


Relative Deviation (db) 


な お 本 装置 に は 周波 数 並び に レベ ル の 較正 回 


を 実装 し て お り 周 波数 は 10* に レベ ル は 総 

対 レ ベル の 0.2 db 包 合 すこ と が で きま す 本 

装置 の 特長 を の べ ま す と 下記 の よう に な り ま 

+ 

写真 ①⑪ に 示す よう に 

(1) トラ ンク 形 の 形態 を し て お り 小形 で あぁ 
る た め 自 動車 に また は 汽車 に 積み 込み 可 
能 で あぁ あり ます が 特性 は 従来 の 移動 架 式 測 
定 装置 に 比 し 導 色 が あり ませ ん 

(2) 各 測 定 器 を 写真 ② の 様 に 筐 体 よ り 取 出せ 
ば 自己 電源 で 単独 使用 が 可能 で あり ます 

(3) 従来 の 移動 架 式 測定 装置 より 低 れ ん で 約 
表 で あり ます 

(4) 周波 数 較正 器 レベル 較正 器 も 有 し て お 
り ま す の で どん な 山間 また は 外地 等 標 
準 器 の な い 所 で 測定 使用 し て も 安心 し て 
使用 で きま す 


Frequency Response Charact. (8 repeater) 


+20 A without FIX a) 
BD ee with FIX. 
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> 日 本 電 所 


230—01— 1 —3510 


軍司 吉 


oo 
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NN 
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侍 友 電工 ゥ 


特 性 
1. 絶 抵 抗 : 10,000 MQ /km 以 上 
2. 絶縁 耐圧 : A.C. 2,000 V 
3. 減 誤 量 : 60 dB/km 
(C13 Mete aT て ) 
4 委 性 4 に 一 が な ス 75 玉 1459 
(1.3 Mc に お いて ) 
5 パルス 反射 50 dB 以上 
(パル ス 幅 0.05 ks) 
6. 漏 話 減 誤 量 : 120 dB/250m 以上 
(60 kc に お いて ) 
7. 屈曲 特性 : きわ め て 良好 
8. 取扱 い の 難 易 : ケー ブル が 軽量 の 
上 , 可 拉 性 に 富み , か つ 屈 曲 特 
性 良好 の た め , 非常 に 容易 


10 
4 幼 同軸 コア ー の こ 
6 
5 
4 
3 
2 
吉 


ーー 発泡 PE 綴 縁 

1 ーー 外部 導体 ( 型 付 軟鋼 テー フー 枚 縦 漆 ) 
oe フ ニ 枚 間 陸 療 
f 色 別 PVC テー フ 重 療 
ペ 発泡 PE 組 緑 市 外 カ ッ ド 

- 抑 巻 (コム テー フー 枚 終 漆 ) 

注 付 軟 ア ルミ テー フー 枚 縦 添 


ーー PE 外部 被 王 


0.65 mm 60 対 8 心 細心 同 還 
合 ア ル ペ スケ ー プ ブル 


定数 


高度 の 伝送 特性 を 具備 し て いま す 
Lh 


1. 中 短 距離 搬送 ケー プル に 
テレ ビ 中 継 回 線 に 
電力 線 搬 送 等 の 引込 線 等 に 


001 003 006 01] es 03_0507 1013 SE | お り ま す . 
c 


住友 電 篤 工業 株 式 凛 詩 


を 
支 


大 阪 市 此花 区 思 貴 島 南 之 町 べつ 〇 
和 東 束 者 扶 区 なさ 末 ET 一 
名 "し 志 活き 司 福 岡 


店 
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wel 


日 当 才 口 w 瘍 種 } 和 線 
カラ ー 受 像 機 用 遅延 素子 葬 , 才 計 


カラ ーTV 受 像 機 の 輝度 信号 遅延 用 

と し て 開発 され た 新 製 品 で , 特殊 巻 
線 構 造 (特許 申請 中 ) を 用 いる の で ーー 
従来 の 同種 の も の に 比較 する と , 波 
形 歪 が 大 幅 に 減少 し て いま す 。 


遅延 ケ Ty プル VDL-1416A 


T V 関 係 お よび 各種 の 電子 機器 に お 
ける 波形 遅延 に 広く 用 いら れ て お り 
遅延 閣 が な く , 減衰 量 が 小さ い 上 に 
屈曲 に よる 特性 変化 が 僅少 な の で , 
広帯域 お よび 高 忠 実 度 を 要求 され る 
波形 遅延 用 と し て 好適 で す 。 


い o 
人 遅延 ピー ス vpLr 
当社 で 製造 し て いる 遅延 ケー ブル を 
所 要 の 遅延 時 間 を 有する 長 さ に 切断 
ルレ ド し じ た だ る ので, こ ツ 
の まま 機器 に と りつ け て 使用 する こ 
と が で きま ます 。 | | 


昭和 軍 線 雷 纏 林 式 田 社 


社 並 午 場 合川 放 崎 市 * 東 7 江 き a 国 で 3 S17 1 
東京 販売 店 丸の内 (東京 滋 上 ビル 新館 ) 
販 売 店 大 阪 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 


NN 


前 一 5 


機械 的 性 能 に 優れ て いる 。 


OZ レン 
rT レビ カメ 7 用 7 ムル 


28 心 クロ a ロロ プレ ン シ ー ス テレ ビ カ メ ラ ケ ー ビ ル 


を 
NN 


テレ ビ カ メ ラ 用 ケー プル は テレ ビ カ メ ラ と カメ ラ 和 制御 装置 間 の 映像 , その 他 の 信号 
伝送 , カメ ラ 用 電源 の 供給 お よび カメ ラ の 達 方 制御 等 に 使用 きれ る ヶ ケー プル で あり , 
近 時 商業 用 お よ ょ び 工 業 用 テレ ビ の 発達 は 著しい も の が あり , テレ ビ 技 術 の 発達 し ヒ テ レ 
ビ 内 容 の 充実 に 伴い テレビ カメ ラ 用 ヶ ケー プル に も 高度 の 電気 的 機械 的 強度 が 要求 き 
れる よう に な っ て き は た 

門 社 で は , これ ら の 要求 に 対応 し て 性 能 の す で れ た 各種 テレ ビ カ メ ラ 用 ケー プル を か 
製造 し , 各 方 面 に 納入 し て 好評 を いた ゞ いて お ぉ お り ま す 。 


電気 的 性 能 が す ぐれ て いる 。 (4) 面 衝 遇 性 が 良好 で ある 。 
耐水 ・ 耐 湿性 が 大 きい 。 (5) 高 所 に 是 下 げ る 場合 で も 特別 
可 控 性 が す ぐれ , 冬期 と 夏 な 装置 を 必要 と し な い 。 

と の 義 が な い 。 


日 生 電 線 株 式 間 入 Et goms 


札 幌 ・ 仙 台 ・ 広 島 ・ 富 山 


3 串 工 の 


SA ERE 


低 損 失 長 距離 超 多 重 伝送 路 用 と し て その 将来 が 注目 きれ て いる , TE。: モー ド 円 形 導 波 
管 の 一 種類 で ある 螺旋 導 波 管 は 早く か ら そ の 有用 性 が 子 想 き れ て お り ま し た 。 こ れ は 細 
い 総 縁 銅 線 を 密 巻 し て 高 精 度 導 波 管 と し た も の で , TEo。 モー ド 以 外 の モー ド を 吸収 す 
る いわ ゆる モー ド ・ フ イル 婦 一 と し じ て の 特 性 を も つも の で あり ます 。 当 社 で は この 螺旋 
導 波 管 を 約 50m 試 作 し , 波長 8.6mm 帯 で その 特性 を 測定 し た 結果 その す ぐれ た 効果 を た 
ほれ めこ に と が 出 拉 ま し た 


絶縁 倉 線 


螺旋 導 波 管 の 構造 と 特性 (34GC) 
I 内 径 51mm 


es TE。rー ド 伝送 減衰 量 0.005db/m 
3s お も な 不要 モー ド に 対す る モー ド ・ 
フラ ィ ルター 特性 
TE モード に 対し て 8db/m 
TE モード に 対し て 64db/m 


TM モー ド に 対し て 60db/m 


な お , 当社 で は 高 精 度 円 形 鋼 製 導 波 管 , 曲 
り 用 誘電 体内 張り 銅製 導 波 管 も 製造 し て お 
り ま す 。 . 


> 古河 電 挟 工業 坪 式 置 


社 東京 都 千 代田 区 丸の内 2 の 14 


= 


! @ 


(se 生生 丘 5f の 
エレ ケト ロニ ッ グ 


カカ 7 ラダ 
トリ オォ 


-TR-111 + -TR-112A/B + -TR-278 
カウ ンタ アク セ サ リ ・ ユ ニッ ト ディ ジタル プリ ンタ 


フォ ト ・ ト ラン ジス タ 式 コー ド ・ コ ン バ ー タ を 内 
蔵 す る 超 精 密 エ レク トロ ニッ ク カ ウン タ 


0~220MC, 0.3k S10'S$, 士 1 土 5X 10 accuracy 


1. 10c 一 2.5Mc 迄 の 周 渡 数 測定 、O 一 10kKc 迄 の 周期 吊 ) 定 、3 Zs 一 10*s の 時 間々 R 電 注 り 定 カ * 等 (ご 再 ;* 商 度 で で きる -TR-110A/5 
Et Uh 7 2 な N 

2. 200kKc1 以 下 の 周 渡 測 定 普 に 周期 測定 、30kus 一 10O*s 迄 の 時 間々 の 他 に も 周 渡 釣 上 比 、 時 間 此 等 1 台 で 6 通り の 介 き を 
する - TR-109B ユニ バー サル カウ ンタ 

3- 200kKc 迄 の 周波 導 1Q0kus 一 10*s の 時 間々 陣 油 定 等 の 半 年 能 を 持っ て で 層 る に も か か わら ず ぞ 極め で て で 小 和 り 4A ヒ と され た =-TR- 
108D ニ ユニ ノー サル カウ ンタ 

4: オー デイ オ 周 流 表 、 四 転 首 測定 に 超 小 型 軽量 に 作ら れ た - TR-1248 デイ ジタル ペッ ト 

= TR- 111. ~- TR- 11O0A/ B. - TR- 109 5. - TR- 108D に は 重り 介 用 の 庁 に 応じ て モデ イフ ライ ケイ ショ ング が 者 得 大 りり リ 


ます か ら 行 り 杜 下さ い 。 

モデ イフ イケ イシ ョ ン HH 最小 入力 感度 SmV rms 

が イフ イケ イジ ション DN レベ ル 0O 一 100 YV 精度 士 1% の 精密 デイ スク リ ミ ネ ー タ を を 内需 
宅 デ イフ イケ イシ ョ ン 供 ラッ クマ ウン ト 救 » 


-TR-124B -TR-108D /108DD -TR-I09B / 109 BD -TRINOD,/ 110DD 


タケ ダダ 理研 工業 株 式 会 社 東京 都 練馬 区 旭 町 285・Tel(933)4111 代 


大 阪 営業 所 大 阪 市 北 区 梅 ケ ヶ 枝 町 92 ヤノ シゲ ビル (宇治 電 ビ ル 前 ) 
Tel : (312 局 ) 0051 一 0056 
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-TR-111 エ レク トロ ニッ ク ・ カ ウン タ 
と -TR-278 デ ィ ジ タル ・ プ リン タ 


Oo©10cps ~220Mc に わた る 広範 囲 の 周波 数 測定 

©0.3kzs~107S に わた る 広範 囲 の 時 間々 隔 測定 

© 〇 Oo ほぼ Ocps —10kc に わた る 周期 測定 に よる 低い 
周波 数 の 精密 測定 

©O1: 1~1: 108@ に わた る 周波 数 比 時 間 比 測定 

Oo -TR-278 ディ ジタル プリ ンタ と 連動 し て 雪 
示 デ ー タ を 直接 印字 記録 する こと が で きま す 

©10cps・1kc・100kc・ 10Mc の 標準 周波 数 

〇 © 豊富 な アク セ サ リ ー 


TR-112A/8B 周波 数 変換 ユニ ッ ト 
-TR-113A_ 時 間々 隔 測 定 ユ ニッ ト 


-TR-1135B 周期 測定 ユニ ッ ト 


-TR-114 増 巾 器 ユニ ッ ト 


-TR-I35F /135FD 


意 等 

本 紙 掲載 の カウ ンタ を 含む 弊社 新 製 品 の 度 

示 が か が 、 下 記 の 斉 会場 に お いて 実施 され ます 。 

「1961 年 電子 応用 測定 器 訂 」11. 16 一 19 (4 日間 ) 
: 東京 都立 痢 業 会 態 5 隊 

「1961 年 計測 器 工 ” 業 度 」 12.5 一 9 (5 日 間 ) 

大 上 阪 市 見 本 市 恒久 展示 場 
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202A FUNCTION GENERATOR—Down to 0.008 cps; 
transient-free! 

Uses: Electrical simulation of mechanical phenomena, vibration 
studies, servo research and testing, medical research, geophysical 
problems, subsonic and audio testing. 

Advantages: No switching transients, continuously variable 
0.008 to 1,200 cps range, 30 v output peak-to-peak constant, hum 
less than 0.05 %, square, triangular or electronically synthesized 
sine waves, 1% stability, 0.2 db response, less than 1% distortion 
(sine waves) on all but x 100 range. 
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P 650A TEST OSCILLATOR— Flat within 1 db, 10 cps 
to 10 MC! 

Uses: Testing TV amplifiers or wide-band systems, measuring 
filter transmission characteristics and tuned circuit response, 
determining receiver alignment, making telephone carrier and 
bridge measurements. 

Advantages: No zero set, no adjustments during operation, out- 
put voltage range 30 pv to 3 v, less than 1% distortion, 20 cps to 
100 KC; less than 2%,100 KC to 1 MC; approx. 5% at 10 MC. 
Hum less than 0.5%, output voltage attenuator, self-contained 
voltmeter, 2% to 3% stability. 


Easy to operate,; [2 R に C 6 @ | QO N 


highly stable, 


a OSCILLATORS 


i precision oscillators perform a wide variety of audio, video, and low frequency tests. They 
offer the outstanding advantages of flexibility and broad usefulness at moderate cost. Employ- 
ing the pioneered RC resistance capacity circuit, the units combine accuracy and reliability 
with ease of operation and minimum adjustment. 


205AG AUDIO SIGNAL GENERATOR-—Six instruments 
in one; 20 cps to 20 KC! 


Uses: Measure amplifier gain and network frequency response, 
measure broadcast transmitter audio and loudspeaker response, 
drive bridges, use in production testing or as precision source for 
voltages. Monitors oscillator output, measures output of device 
under test. 


Advantages: Self-contained instrument, no auxiliary equip- 
ment needed. 5 watts output, + 1 db response, less than 1% dis- 
tortion, hum more than 60 db down, no zero setting, output and 
input meters read v and dbm; four output impedances. 
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206A AUDIO SIGNAL GENERATOR—Less than 0.1% 
distortion; 20 cps to 20 KC! 


Uses: Convenient, precision audio voltage source; checks FM 
transmitter response, makes high quality, high fidelity amplifier 
tests, transmission measurements,. 

Advantages: Continuously variable audio frequency voltage, 
(output 15 dbm ) 0.2 db response, hum 75 db down, 2% frequency 


Ny, less than 0.1% distortion. 111 db attenuator with 0.1 db 
steps. 


Data subject to change without notice. 


pioneered the world-famous 


HEWLETT-PACKARD COMPANY 


resistance-capacity Palo Alto, California, U.S.A. 
oscillator circuit 日 本 総代 理 店 


関 商 事 株 式 会 社 


東京 都 千 代田 区 神田 東 福 田 町 一 番地 
電 話 。 A860 代 さ 03036 
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3CXI0.000A3 


UNIQUE NEW EIMAC 3CX10,000AS3 CERAMIC TRIODE 
OFFERS VHF POWER=UP TO 20 KW 


| Eimac expands its ceramic tube line with the introduction of 


the 3CX10,000A3 — the only 10 kilowatt air-cooled ceramic 
triode in the field. This advanced power tube is intended for 
use at maximum ratings through 110 megacycles. 


An outstanding feature of this clean, efficient ceramic 
triode is the large reserve of ‘grid dissipation assured by 


| platinum-clad tungsten grid wires. Overload protection has 


also been built into the 3CX10,000A3 to make it ideal for 
use in industrial heating — dielectri¢ and induction. 


This newly developed triode is also well suited for such 
applications as broadcast, FM and single-sideband trans- 
mitters, ultrasonic generators and sonar pulse amplifiers. 
Tt can also be used as a class-AB; or class-B linear amplifier 
in audio or r-{ service. 

A companion air-system socket and chimney, as shown 
above, is available with the 3CX10,000A3 to meet your 
specific requirements. Watch for a low mu version of this 
high-power triode in the near future. 


ARACTERISTICS Max. Frequency Max. 
ENERAL CH Operating Filament Filament for Max. Plate-Diss. 
_- EIMAC 3CX10,000A3 Height Diameter Temp. Voltage Current Ratings Rating 
CERAMIC TRIODE 8.25” 730” 250°C, A 102 amp. 110 Me. 10,000 watts 
日 本 総代 理 店 


EITEL-McCULLOUGH, INC. 


San Carlios, California 


関 商事 株 式 会 社 


東京 都 千代 田 区 神田 東 福 田町 一 番地 
電 話 (869 代 。 表 313 6 
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75'Cambridge Porkway Cambridge 42, Massachusetts Eastern 社 


米国 唯一 の 専門 メー カー “Hermes” 


CRYSTAL FILTER 


MODEL CENTER BANDWIDTH | BANDWIDTH 
FREQUENCY 6 DB 


NO. 


SYMMETRICAL Nk 
BANDPASS | 2 


2215KB 


60 DB 


Narrowband crystal filters are being 
used in both commercial and military 
mobile FM receivers, spectrum analy 
zers, doppler radar, FSK systems, TRF receivers and 
other equipments requiring high selectivity. Hermes 
crystal filters maintain specified attenuation through- 
out the stopband region. Impedances listed may be vari- 
ed externally over wide limits. 


model No. 10MA 


CRYSTAL DISCRIMINATOR 


To utilize the single conversion technique in FM 
receivers, detection must be performed at the 
first I-F. Since the first intermediate frequency 
may be too high to permit the realization of a 
conventional LC FM discriminator, a crystal 
Model No. discriminator has been developed which possesses 
IOM-DC a stability comparable to that of the crystal 
filter with which it is used. The inherent sta- 
bility of crystal discriminators makes them ideal for 
use in high frequency AFC circuits. 


IMPEDANCE 
MODEL no| sanowond cenres FREG. OHMS 


50Kc¢ peak 
to peok 


SINGLE SIDEBAND 


In generation of SSB signals the signal 
quality is largely dependent upon the 
ability of the filter to pass one side- 
band of an amplitude modulated signal 
with negligible distortion, and simulta.- 
neously to reject the other sideband. 
In addition to their ability to provide 
asymmetrical characteristics, crystal 
filters also can simplify SSB signal generation by 
reducing the required number of frequency conversions. 


MODEL NO. | care FQ| SIDEBAND PASSBAND 
® 


Model No. 2MUA 


通信 工業 ・ 電 子 工業 ・ 原 子 力 工 業 用 設備 ヘル メス エレ クト ロニ クス 社 日 本 総代 理 店 
測定 器 ・ 部 品 ・ 材 料 ・ 工 作 機械 ・ 工 具 


工業 用 試薬 ・ 輸 出入 ・ 国 内 販売 伯東 株式 会 o 


東京 都 港 区 芝 唆 平 町 1 虎ノ門 産業 ビル 
電 話 (5.01) 3168, 3169, 53019 
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"FALO ALTO, CALIEORNIA 


ULTE VAC® 


SERIES 150A 


applications 


UlteVac pumps produce exceptionally clean, high vacuum with 
a relatively simple pumping system. A complete system con- 
sists of the Series 150 pump, M 150 permanent magnet, and 
PS 150 power supply. The series 150 is especially suited for: 

@ Vacuum tube processing 

@ Super-power microwave tubes 

® Vacuum-jacketed fuel lines and containers 

e Mass spectrometers and electron microscopes 

e Physics experiments 

® General applications requiring clean, high, vacuum. 


advantages 
The UlteVac Series 150 pump has several unique features: 

® Exclusive, compact all-metal couplings with rotatable 
flanges facilitate connection. 

e Rugged, unitized internal structure minimizes virtual 
leaks. 

© Pumping element can be replaced by simple process of 
machining top off in lathe, and rejoining with heliarc 
weld, 

e Magnet can be located in either of two positions with 
respect to exhaust to facilitate incorporation into exist- 
ing equipment. 

e Available with (Series 150 A) or without (Series 150B) 


SealVac flange assembly. 


Series 150・5 1/ sec 


specifications 
SPEED—For the steady state .condition, the 


pumping speed is constant over the pressure 
range from 10-$ to 10-8 mm Heg. 


PRESSURE RANGE —Operates from 2X10-2 
to below 4 X10 -1, Not recommended for contin.- 
uous operation above 1Xx10-* mm Hg. 


STARTING PRESSURE—A forepump is 
required to obtain a pressure of 10-20 microns 
prior to starting the UlteVac pump. 


BAKE-OUT TEMPERATURE —The pump_and 
magnet may be baked out or operated as high as 
250°C. 

ATTACHING TO SYSTEM — The UlteVac 
operates in any position and may be supported 
entirely by its flange. Connection between pump 
and system is made with a complete SealVac 
flange assembly supplied with each pump. 

The male insert (SV-100:2) and one rotatable 
flange( SV-100-1) are designed for heliarc weld.- 
ing to 1” O.D. X.035 wall thickness stainless 
steel tubing. 

Each pump is shipped with four (4) copper 
gaskets ( SV-100-9) to provide the flange seal. 


OTHER PUMPS ULTEVAC 270//sec series 327 


ULTE VAC 


通信 工業 ・ 電 子 工 業 ・ 原 子 力 工業 用 設備 
測定 器 ・ 部 品 ・ 材 料 ・ 工 作 機 械 ・ 工 具 
工業 用 試薬 ・ 輸 出入 ・ 国 内 販売 


® RESISTERD 


ウル テッ ク ・ コ ー ポ レー ショ ン 


伯東 株 式 会 


東京 都 港 区 芝 俊 平 町 1 


| 2/sec series 110 


日 本 販売 元 


社 


虎ノ門 産業 ビル 


話 (501) 3168, 3169, 5301 一 9 


MICROWAVE FERRITE DEVICES 


Excellence in Electronics 


RAYTHEON MICROWAVE FERRITE DEVICES 
ISOLATORS 


UHF-BAND Isolation | Insertion Power 


(dB) |Loss (4B)| jverages 


Frequency 


Waveguide 


No, Min.|Max./Max.|Min.| (Watts) | Pea 
IUH1 500 700|7 |10 |0.9|0.7 | 6KW 7.5MW|1.25 [1.05 | 100 Ibs |30 RR 
IUH2 350 400|5.7| 7.8|0.9 |0.8 | 10KW 10MW[1.17 |1.12 | 250 ibs |36 ‘24 
ILH2 1250 1350 |11.0|11.5|0.6 |0.5 | 2.5KW 4MW|1.15[1.05| 34 Ibs |17 NUG-418A/U RG6-103/U 
ILH9 1250 1350|20 |21 |0.6 |0.55| 1.5KW 2MW|1.12|1.05| 60 Ibs |22 Special Flange | 6.43" W- ww H 
¥ ItH10 1250 1350 |11.0|11.5|0.6 10.5 1.5KW 4MW|1.15 |1.05 33 lbs |17 NUG-418A/U RG-103/U 
ne iLHll | 1250 1350 |11.0|11.5 9.6. 0.5 2-3KW MW 1.15 105 3 ibs 17 YUG-418A/U RS-103/0 
ILH12 1250 1350 |13 |13 |0.45|0.4 l. S - 
HIGH POWER ISOLATOR—Model IUH2 ILH13 | 1250 1350 |13 [13 |0.45l0.4 | 2.5Kw| 2MWl1.20|1.06| 47 ibs |17 UG-418A/U RG6-103/U 
iLH14 | 1250 1350 |11 [11.5|0.6 [0.5 | 5.0KWw] 4MWl1.15|1.05| 34 ibs.|17 NUG-418A/U RG-103/U 
isH2 | 2700 2900 |10.4|11 |0.4 |0.25|5 1MW|l1.12|1.08| 15 Ibs.| 6.0 UG-53/U RG-48/U 
SAND ISH4 2850 3150 |10.5|11.5|0.55|0.45| 3KW 3MWl1.11}|1.08| 15 libs.| 6.0 UG-53/U RG-48/U 
iSH6 |2750, 3050 |10.5|11.5|0.55|0.45]| 3KW 3MW|1.1)|1.08| 15 ibs:| 65.75 UESAAIU RG-48/U 
ISH8 27 3050 |10.5|11.5|0.55|0.45| 3KW 3MW|1.11|1.08| 15Ibs| 5.75 - RG-48/U 
iSH10 | 3400 3600 |18.4|26.8|0.8 |0.5 | 3KW 3MW|1.06 [1.03| 15 Ibs.| 5.75 UG-53/U RG-48/U 
iSH]4 | 2700 3100 |10.7|13.3|0.5 |0.3 | 3KW 3MW|1.08 | 1.05 5.75 UG-53/U RG-48/U 
ISH16 | 2700 2900 |11.5|13.8|0.45|0.35| 3KW 5MW|1.05|1.02| 18 Ibs,| 64 UG-53/U RG-48/U 
IcLl 125 7650|22 |25 |0.6 10.51 5 1Kw [1.25|1.20| 1.8 ibs.[ @.1 UG-344/U MRG-50/U 
ICL3 5800 6000 |25 134 |0.8 |0.7 | 5 KW|L25|1.21| 13or]17 ¥UG-344/U ¥RG-50/U 
iCL4 6000 30 0.7 5 1KWw |1.08 13 oz 
iCM12 | 6575 7125 |42 |57 |9.85|0.75| 10 1Kw |1.15[1.07| 2.6 Ibs.| 5.0 UG-344/U RG-50/U 
ICM13 | 5925 6475 |43 |54 |0.7 |0.6 | 10 1KW |1.15|1.03| 2.6 Ibs | 5.0 UG-344/U RG-50/U 
* : icM18 | 5925 6425 |20 |30 96 04 10 KW 1.15 192 33 Ibs 3.75 Ue 344/U N60 
icM19 | 6425 7125 |27 |34 0. [1.15l1 .3 Ibs | 3. / 
HIGH POWER 1SOLATOR—Model LH2 iCW2L | 7125 7650 |42 [30 [07 [os | 5 1Kw|1.09|1.05| 2.6 ibs.| 5.0 UG-344/U RG-50/U 
ICM22 | 7100 8400 |40 |50 |0.8 |9.5 [100 5OKW |1.19 [1.08| 4.0 Ibs | 5.0 UG-51/U RG-51/U 
ICM23 | 7125 7650 |25 |30 |0.6 [90.4 | 5 1Kw|1.15[1.02| 2.3ibs| 3.75 
S-BAND ICH1 5400 5825 |15 [|20 |0.5 |0.5 300 300KW |1.10|1.05| 6ibs| 50 UG-149A/U RG-49/U 
es icH2 | 5250 5750 |15 |23 |0.5 |0.5 300 300KW |1.08|1.05| 6.8 ibs.| 6.125 UG-1488/U RG-49/U 
icH5 | 5400 5825|15 |23 |0.5 |0.5| 1Kw |300KWw|1.08|1.05| 7.3 ibs | 6.0 UG-)488 /U RG-49/U 
icH6e |580 6000|9 |10 |0.5|0.5|10Kw | 100KW|i.12l108| 15ibs| 80 MUG-J49A/U | ¥RG-49/U 
iCH7 | 5250 5750 |15 |23 |0.5 |0.5 300KW |1.08|1.05| 4.8 ibs | 6.125 UG-406A/U RG-95/U 
ixLl 8500 9600 |17 |30 |0.7 [0.4| 5 1Kw li.26 [108| 6oz.|1.125 | MUG-3IIU MRG-51/U 
IXL3 8900 9400 |24 130 |0.7 |0.5 | 5 1KWw [1.22 [1.05| 6.5 oz. |1.156 UG-39/U RG-5] /U 
IXL7 9800 30 0.5 5 1KW |1.08 3.7.0z. |1.060 UG-135/U RG-68/U 
ixXl8 |%9750 10750 |20 |30 |0.4 |0.3| 5 1KW |1.25 11.06| 5.9 0z. |0.978 | _¥UG-135/U RG-68/U 
IXL9 |'9840 二 40 |29 0.6 5 1KW |1.08 220z.|1.060 | Speciali Flange RG-68/U 
IXLJ0 |"9000 10000 |23 |30 |0.4|0.3| 5 1KW|1.28|1.08| 6oz.|1040 | MNUG-135/U RG-68/U 
IXL19 |"8200 9700|14 |30 |0.9 |0.4| 5 1Kwll.s [1.08| 5.5 oz. |1.125 UG-39/U RG-51/U 
iIXL20 |"9000 11000 |14 |30 |0.7 10.3| 5 1KWw|L4 [1.05| 590z [1.060 UG-135/U RG-68/U 
: IXL21 | 8500 9600 |15.|28 [1.010.5| 5 1KW [1.45|1.15| 4.0 oz. |1.190 UG-135/U RG-68/U 
; : を L233 | 9000 10000 |18 |30 [oa lo3| 3 KW ios 6. [io | eS | RSS8A 
ーー IXL - = J 0z. - f 
HIGR POWER CIRCULATOR—Medel CIH2 1XL28.|9900. 0900 130 19. les 1&4| 5 ikw|125l106| 220z.|1010 | Special Flange | RG-68/U 
IXL27 |"9300 10300 |20 |30 |0.5 [0.4 | 5 1KW|1.25|1.06| 58oz.|1.010 | MUG-135/U RG-68/U 
IXM1l | 9800 二 30 |70 2.0 10 5KW |1.15 1.3 ibs |3.0 Soecial Flange | ¥RG-52/U 
C.BAND IXH1 8500 18 |28 |0.3 |0.25|350 350KW [1.10|1.07| 2.1 Ibs.|2.5 Tapoed Cover RG-51 /U 
IXH2 | 8600 9600 |15 |20 |0.4 |0.35|200 200KW |1.08|1.05| 2.5 Ibs |3.10 UG-29/U RG-52/U 
MEDIUM IXH3 | 8600 9600 |15 |20 |0.4 |0.35|200 200KW |1.10|1.05| 2.5 ibs 3.10 UG-ANA/U RG-52/U 
POWER IXH4 8600 9600 |13 |20 |0.4 |0.3 |300 300KW |1.08 [1.04| 2.9 Ibs |4.38 UG-S2A/U RG6-51/U 
IXH5 8600 9600 |13 |20 |0.4 |0.3 |300 300KW |1.08|1.04| 2.9 ibs.|4.38 UG-51/U RG-51/U 
CIRCULATOR IXH6 |10200 10600 |11.5|13 |0.4 [0.3 | Skw | A100kwli.05|103| 7.0 ibs [80 
IXH7 | 8200 12400 |23 |30 |0.8 |0.5 [150 25KW |1.17 [1.04| 2.5 Ibs |3.75 UG-39/U RG-52/U 
IxH9 | 8200 19 |27 |0.8 |0.4 [150 25KW |1.16|1.04| 2.0 ibs.|3.38 UG-39/U RG-52/U 
Model CCM2 IXH11 | 8500 9600 |10 [14 |o.4 [03185 8SKW|1.15|1.10| 130z.|1.13 | Tapoed Cover RG-52/U 
IXH14 | 8600 9600 |20 |30 |o.6 |0.5 |200 200KW |1.08|1.05| 3ibs |3.5 UG-39/U RG-52/U 
IKel2 |13000 14000 |22 |35 [|o.4 |o.4| 5 1Kw|i12f107| 3o0z.|07 MUG-4)9/0 MRG-91/U 
iKeL3 |13500 30 0.4 5 1KW |1.08 2.24 0z. |0.7 MUG-419/U MRG-91/U 
iKeLS |12500 14500 |18 |35 |0.5'|o.4[ 5 1KW|1.30|1.07| 3o0z.|0.7 MUG-419/U MRG-91/U 
x. iKul4 |16000 “17000 |25 |35 |0.45[0.35| 5 1KW|1.12|1.05| 2.9 oz. [0.65 UG-419/U MRG-91/U 
AND iKuL5 |16250 30 03 5 1Kw |1.06 29o0r.|066 | MUGAI9AU | MRG-91/U 
low IKuHl |16000 17000 |20 0.5 135 135KW | 1.04 2.2 ibs.|3.250 UG-419/U RG-91/U 
POWER IKuH2 |16000 17000 |15 0.4 135 135KW |1.04 1.4 ibs.|2.410 UG-419/U RG-91/U 
iKui3 |16000 17000 |15 0.4 135 135KW |1.04 1.3 ibs.|1.860 UG-420/U RG-91/U 
ISOLATOR IKuHd4 |16000 17000 |20 0.5 135 135KW |1.04 2.1 Ibs.|2.605 UG-420/U R63 
IKuHS |15500 17500 |18 0.6 125 125KW I1.04 2.2 ibs.|3.250 UG-419/U RG-91/U 
Model 1X9 oR 


Isolation | Insertion 


(dB) |Loss (dB) jverages| Poak 
Min. [Max. [Max. [Min. 
X-BAND a 0 
_ HIGH 24 | 38 833 
POWER ~ 3 MUG-344/U 
30 ' UG-135/U 
ISOLATOR 20 | 25 1.10|13.5 oz. | 3. 06-135/U 
| 3 711.03 | 10.5 oz. | 2. UG-135/U 
Model IXH7 a G6-135/U 
2.19 MUG-419/U NRG-91/U 
22 | 25 2.19 MUG-419/U MRG-91/U 


上 記 以 外 に も レイ セオ ン 社 に な いて は UHF 帯 より Ku 帯 に わた り 各 種 製 品 を 取り そろ えて お り , ま た FERRITE 
SWICH ぉ お ょ び FERRITE MATERIAL を 供給 する ほか , 新規 設計 の 御 証 娘 に も 応じ ます の で , マ イク ロ 波 
用 FERRITE 製品 に 関し て は 何卒 下記 に 御 照 会 下さ きい 。 


米国 RAYTHEON COMPANY 


日 本 代理 店 株 式 会 社 エー スズ 商会 営業 第 一 部 
東京 都 中 央 区 日 本 橋 通 2 丁目 2 番地 電 話 (271) 7460 


A AI NS ne | 
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スペ クト ラム 分 析 器 


era SPA—3 型 200%~ 15MC 
(SPA—3 5 基 )200%~25MC 


SPA—3 型 ( 及 SPA 一 3/25 型 ) は 応用 範囲 の 
極め て 広い 測定 器 で 15MC (25MC) 迄 の 周波 数 範 
囲 々 を 3MC 迄 の 掃引 巾 で 分 析 す る も の で す 。 オ ー デ 
ィ オ か ら RF 迄 、 又 双 音 の 分 析 も 可能 。 


中 心 周波 数 、 掃 引 巾 、 掃 引 速 度 、 中 間 周 波 
帯域 巾 は 連続 可変 。 

最高 感度 は 20kx V (フル スケ ー ル ) 

分 解 能 は 最高 200 迄 解 
周波 数 マ -・ カ ー 内 蔵 

双 音 分 析 用 平滑 フイ ルター 内 上 蔵 


(BB) 仕 欄 

) 周波 数 範囲 ;200% 一 15MC (200%% 一 25MC ) 
) 周波 数 目盛 : リ ニヤ ー 

) 掃引 ;0-3MC 迄 可変 
) 

) 
) 


中 心 周波 数 ;0-13.5MC 連続 可変 
分 解 能 ;200% 一 30KC 
振 巾 比 EE' の 測定 に 要する 最少 周波 数 差 ; 振 巾 比 1:1 420% 10・1 960% 
1002 2KC 1000E21 1 5.2KC 
7) 感 度 20xVー2V (フル スケ ー ル に 要する 入力 電 庄 ) 
8) 振 巾 目盛 (Y 軸 目盛 ) : リ ニ ヤ 1.0-0 対数 0 一 40dB 
9) リ ニ ヤ リ テ イ ; リ ニ ヤ スケ ー ル 寺 10% 対数 目盛 。 +1dB 
10) 入力 イン ピー ダン ス ; 7228 (1) 掃引 繰返し ; 1 一 60% 迄 連続 可変 
掃引 は 外部 同期 、 電 源 同 期 、 非 同期 
(12) 使用 プラ ウン 管 ;:5ADP7 CRT 03) 電 源 ;115V,60% 御 注 文 に より 
変更 、 電 源 電 庄 制御 装置 も あり ます 。 
(1 キヤ ピ ネ ッ ト の 寸法 ;21%” HX22 入 ” WX21" D 
(Cc) 附属 装置 
) 掃引 周波 数 発振 器 
) SW 一 1 型 信 号 切換 器 (マー カー 又は 二 現 象 用 ) 
) 
) 


TFA 一 1 型 時 間 対 周波 数 分 析 器 
フェ ア チ ヤ イル ド ・ ポ ー ラ ロイ ド ・ オ ツ ッ シ ロス コー プ 用 カメ ラ 


詳細 は 下記 へ 御 問合せ 下さ い 。 


総 代 理 東 京 : 東 京都 港 区 芝田 村 町 6 丁目 7 番地 
LN 日 本 総代 店 TEL (431)0545 .4941 .5491.7875・8958 


NatisonaL 0 
へ 下 電 器 賀 易 株 式 会 社 大 阪 : 大 阪 市 北 区 天神 橋 筋 1 丁目 14 番 地 
ジイ 松下 電 Fe TEL0)6531~5・9851~4 
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FANSTEEL METALLURGICAL CORPORATION 


North chicago, lllinois, U. S. A. 


TANTALUM CAPACITORS 


SO TR ES TA WET TYPE “ PP” 


Cs 


uic その 他 Foil, Wire, Powder ………… 


S 


ON RECTIFIERS 


MOLYBDENUM 
COLUMBIUM 
DUGS EN 

TT UE TD 

CL AE CT 


過去 50 年 に わた り フ ァ ン ステ ィ ー ル 社 は 各種 希 小 金属 を 供給 し て 大 り ま CS ファ ンス ティ ー ル 社 


か ら 和 電子 工学 用 索 材 と し て の シー ト 、. フォ イル て ロッ ドミ ティ イヤ マー て ‘ウゥ ダー 
等 が 日 本 に 輸入 きれ て 居り ます 。 


@> 


に 村人 


日 本 結 、 代 理 店 
ESTABL LSHEDS. L871 


GETZ B 


きき 
NN eS WR NN 


CoO, 


RN RR, > le 
アツ 2 が # ー ス 商会 
東京 都 港 区 麻布 仲之 町 21 電話 (481) 8461~9 


・ 大 阪 市 北 区 老松 町 3 丁目 西天満 ビル 411 号 電話 (36) 8555 
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TEKTRONIX TYPE&175 
HIGH-CURRENT ADAPTER ーー 
OORTHE TYPE 575 


TRANSISTOR-CURVE TRACER #9ee<e®s 
“‘'°* 6 6 
175 型 高 電 流 用 アダ プター は 575 型 トラ ンジ スタ ・ カ S @ 
= レジ ウサ ーー 用 に 特に 設計 され た も の で 本 アダ プ a i 
ター と 併用 に より コレ クタ ー 電 圧 は 二 段 切換 へ に より 
0 一 20V と 0 一 100V, 又 ベ ー ス 電圧 は 12A が 供給 
で きる か ら 高 出力 用 トラ ンジ スタ の 各種 特性 が プラ ウ 
ン 管 上 に 直接 表示 でき る 。 
575 型 トラ ンジ スタ ・ カ ー プ ・ ト レー サー は 数 多く の 
ステ ッ プ アズ 図 型 , 及び スズ テッ ププ グ 秒 が 得 ら れこ れ ら は 
何れ も 繰返し 又は 単 一 図 型 で 描写 で きる 。 
575 型 トラ ンジ スタ ・ カ ー プ ・ ト レー サー と , 175 型 
アダ プター の 併用 に より NPN, PNP 型 トラ ンジ スタ 
及び ダイ オー ド の 各種 特性 が 観測 並 に 測定 可能 で Y 胃 
中 だ コレクター 電流 言え 軸 に コピ ビク ター 電圧 対 エ ミッ クー 電圧 又は マー テス 電圧 対 エ ミッ タ 
ーー 電圧 の 何れ か に 関す る 特性 曲線 が 描出 可能 で あぁ る 。 


ーー 宇品 な りり る ぐ 仕 き 本 
コレ クタ ーー 電流 : ( 単 一 図 型 に 於 て ) 
最大 200.A 平均 100A 
1kW の 連続 せる コレ クタ ー 電 力 が 供給 で きる 。 
コレ ビク ター 電圧 記 : 
0 一 20V(100A 平均 電流 ) 0 一 100V(20A 平均 電流 ) 
0 レン ポ 
1—1000mA グ ス テ ッ プ 
人 民 太 っ 5 レシ チ ヂ 
0,02 一 0,5 V ど ステ ッ プ 
軸 導 正 表示 。: 
Y 軸 : コ レク ター 電流 X 軸 : コ レク ター 電 圧 (Vcee) 
又は ベー ス 電 圧 (Vbe) 
F.O.B Factory price 
Pe TD ri 必 夫 25 pe 7 $ 


御 申 越 次 第 詳細 カタ ログ を 御 送付 致し ます 。 
日 本 終 代 理 店 


= 
ee 


1 4 


| GENERAL RADIO COMPANY 委 屋 電 受 株 式 会 社 


| TEKTRONIX. INC. 東京 都 中 央 区 京橋 二 丁 目 三 番地 ( 守 随 ビル ) 


| THE HARSHAW: CHEMICAL COMPANY 電話 (561) 9256 ( 代 ) 5848 輸 入 課 直 通 
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= LIN 


芯 


%\ シリ コン トラ ンジ スタ 2 リー< 新 発売 


i EDEC: OUTLINE . TO—3 : TL 
ジリ コン Mesa パ mh ラジ が スタ シリ コン 高周波 トラ ンジ スタ 


2SC4 2 シリーズ 2sSC192 ス シリーズ 


用 人 途 用 途 

HS 2 DR アンプ 中 可 度 < イッ チン ング DC アァ ンプ 
高 0 高周波 中 出力 増 巾 発振 
志学 チ テ チン 電圧 制御 EE 


総 対 最 大間 属 (Taー25 で ) 


VcgBo| VCEN I Fe 0 ico ] Cob 1 | 

(V) (V) ( ( i i ( 和 
- | Ww a tg <VCE-10V、 ecー1 A 

RA BL I am wt A 


= {| eVcs-=%V leE--—imA 
uAle 955| | [ 200 と " 


っ FE 
lun A ”* 955 
Th en 


1nA * 955 ー 


宇和 箇条 で ルド 発 沈 


KR ER 


開始 . ノ 


用 人 有 途 
超 高 速度 スイ ッ チ ング 
マイ クロ 波 増 巾 , 発振 用 
ディ ジタル パル スズ 回 路 
計算 器 記 憶 回 路 用 


Ey PAO 
ト a (mV) a mm en (PF)| (2) |(mx HW)| (Ge) | (Go) 
rte th ER 


Li 
Tue [17 [oofas [ asl [nololmlisheol oe [nioh s | 


る 詳細 お 問合せ は ソニ ー 株 式 会 社 半導体 部 へ 東京 都 品川 区 北 品 川 6 一 351 TEL 441 一 0161( 代 ) 
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ダブ フル パル ス 発 生 装 置 
PUO-3 型 


本 装置 は , 4 ヶ の 異な る 位相 を 持っ た パル ス を 同時 に 発生 する パル ス 発 生 装 
置 で ペル ス 巾 。 パル ス 繰 返し 周期 お よび 遅延 時 間 が 任意 に 可変 出来 ます 。 パ 
0 半 が 必用 吉江 と し で: よ た を 季 和子 機器 装置 の 試験 用 電源 
と し て 非常 に 便利 に 使用 出来 ま 


特 徴 


パル ス 繰 返 じ 周期 が 10 kc~2Mc まで 大 巾 に 変え られ ます 。 
ペル ス 巾 が 0.05 gs~50 gs まで 大 市 た 変 ま もち れ 。 4 ヶ の パル ズ を 夫々 設定 する 事 
が 出 来 ま す 。 
出力 ペル ス の 極性 お よび 出力 電圧 等 を 4 ヶ の パ 
事 が 出来 ます 


牧 能 


i Nz スト 上 VV YY 20mps. biTF 
パル ス 遅 彗 時 間 0~90 gs 

ペル ス 線 返 し 周波 数 10 kc~2 Mc 
Gn 電 % 大 20m20V 

出力 電圧 極性 正 お ょ び 負 

動作 電 源 AC50/60c/s 100 V 


6 月 号 周波 数 特性 直視 装置 9 月 号 信号 発生 器 一 式 
7 月 号 VHF・UHF・SHF・EHF 帯 抵抗 減衰 器 10 月 号 パルス コー プ 
8 月 号 ミリ 波高 感度 検波 器 ・ 信 号 発生 器 11 月 号 マイ ク ァ ド 波 測定 器 


a 


MSG-261 


本 器 は T V 受 
号 発生 器 で , A lider obese 
よび 研究 ・ 調 整 に 適 
確度 は 各 0.002 以 内 で 、 
に て 85% の 変調 が 可能 で あぁ る 。 


標準 TV 信号 発生 器 
像 機 試験 法 の 規格 に 準じ て 製作 され た 信 


1) 映像 搬送 流 信 号 発生 部 
搬送 波 周 波数 第 1 一 第 12 チ ャ ン ネ ル 中 の 
連続 3 る チャンネル 
チ ィ ン ネ ルル 1 91.25Me チャ ィ ャ ン ネ ルル 4 171.25Mc 
2 97.25M cec 5 177.25Me 
3 103.25Mc 6 183.25Mc 
チャ ィ ャ ン ネ ルル 7 189.25Mc チェ ィ ン ネ ルル 10 205.25Mc 
8 193.25Me 11 211.25Mc 
9 199.25Mcec 12 217.25Mc 
周波 数 確度 土 0.002% 以 内 
出力 電圧 範囲 開放 端 に て 114dB 一 04dB_ 
出力 電圧 確度 土 1dB 以内 
出 カ イン ピー ダダ ンス 75Q VSWR 1.2 以 下 
変調 方 式 振 巾 負 変 調 内 部 , 外部 
0 —85% 
内 部 変調 周 液 数 400%,。 士 5% 以 内 
外部 変調 周波 数 特性 基準 変調 特性 に 対し 
0.1Mce + 1dB, 
1Mc +1dB, —1.5dB 
4Mc +1dB, — 34dB 
波形 得 60% 短 形 流 に 対し サケ 
5% 入 下 
非 直 線 褐 85% 変 調 に て 
5% 和 TT 
外部 変調 入力 レベ ル 759Q 1.4Vp-p 以下 で 
85% 変 調 可 能 
SN 50% 変 調 に て 
50dB 以上 
(3) 電 源 入 カカ 100V 50/60% "3 A 


由 思 asuss 


合 試験 お 
商 し 、 映 像 お よび 音声 搬送 波 の 周波 数 
映像 搬送 波 は ビデ オォ 周波 数 帯 


東京 都 目黒 区 上 目黒 五 丁目 二 六 五 人 番地 電話 (712) 1166 ( 代 ) 


(2) 音 声 搬 送 波 信 号 発生 部 
白 送 波 周波 数 第 1 一 第 12 チ ェ ン ネル 中 の 
連続 る チャ ィ ェ ン ネル 
チャ ン ネ ル 1 95.75Mc チェ ィ ン ネ ル 4 175.75Mc 
2 101.75Mc 5 181.75Mc 
3 107.75Me 6 187.75Mc 
チャ ィ ャ ン ネ ル 7 193.75Mc チャ ィ ン ネ ル 10 209.75Mc 
8 197.75Mc 11 215.75Mce 
9 203.75Mcec 12 221.75Mc 
周波 数 確度 エエ 0.002%6 
出力 電圧 四 囲 開放 端 に て 114dB 一 04dB 
出力 電圧 確度 士 1dB 以内 
紅 カ イン セー ダン スー752 VSWR 1 で 
変調 方 式 FM (内 外 ), AM (内 ) 
単 錯 お よび 同時 変調 、 
45 が Rs アリ エン ファ 
内 部 変調 周波 数 FM 400% 士 5% 以 内 
AM10006& 士 5% 以 内 
変調 度 FM 25kc (100%6) 
AM 30% 
外部 談 調 特 性 FM30% 一 15Skc, 士 1 dB 
以内 
外部 変調 入力 レベ マル 6002 5V 以 下 に て 
FM 100% 変 調 可 能 
変調 窒 FM 100% 変 調 に て 
2 % 以 下 
- M 30% 変 調 に て 
5% 以 下 
SN EE FM 100% 変 調 に て 
50dB 以上 
AM 30% 変 調 に て 
50dB 以上 


dl 
より 東 基 っ * x 
(amg 


・ 1160. 
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写真 説明 
本 装置 を 18CH 多 重 搬 送電 話 端 局 (12CH 実 装 ) の 線路 出力 側 に 接続 観 
油 し た 場合 で 、 去 より 2 番 目 は 話 中 回 線 、7 番 貞 は 1Kc の 裸 準 レベ ル を 
示し 、 英 の 他 は 信号 レベ ル で 、 牟 話 路 間 隔 は 4Kc で あり ます 。 こ の 様 に 回 
線 を 切断 する こと な く 、 線路 に 本 装置 を 並 烈 に 接続 する だ け で 毛 器 の 動作 捧 
態 を 調べ る こと が で きま す 。 


電気 的 特性 
測定 周波 迷 帯 域 2 Ke~450 Ke 走査 周波 数 電源 周波 数 の ッ る ee 
注 則 定 周 波数 帯域 巾 0 一 100 Kc の 間 連 続 可 変 使用 ブラ ウン 管 BOPZ(E) 
測定 レベ ル 十 10db 一 60db 電 源 AC 100V 150W 
測定 目盛 LIN 約 20db 
BOG 40db 
目盛 誤差 寺 0.5db 以内 (LOG 且 盛 ) 


ee 
_ 


大 3 


ト 井 電 無 株式 会 方 っ 


語 模 浜 (49) 1043 Th 4 
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ここ 
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中 8S 生 画 水 


“ミニ ニレ ッ キ ーー” MoDELM TC -101 班 』 
MTC -101 尺 型 298,000 円 
MTC -101V 型 318.000 円 


* 特 長 

1 超 小 型 , 軽量 で 僅か ーー 本 の ュ コード を 案 庭 用 受像 棒 に 接続 する だ け で 鮮明 な 映像 が 得 
られ ます 

2 テレ ビ カ メ ラ 独 特 の 太い ケー プル を 必要 と せ ず , 任意 の 場所 に 取付 ける こと が で き 
る ば か り で な く , すべ て トラ ンジ スタ (19 石 ) を 使用 し て お り ま す の で 損 像 管 を 除 
き 寿命 は 半永久 的 と いえ ます 。 


* 構 成 
カメ ララ 本体 , 市 販 受 像 器 , 信号 分 配 器 
* ネ 性 能 5. 解像度 
FE. ょ - ラン ダム イン ター レー ス 方 式 被写体 早 度 … 500 ル ックス に お いて 350 
Kk 字 必 二 導 人 C6 27 aye. 15.75Kce ge me a hs 
2 oesseesseeseesires tossesess 50— ck 陸 ’ 2 
aa cl i- V enonase sr" 水平 約 350 本 , 垂直 約 280 本 
2 Ee 電源 同期 6 二 軍 
寺 村 二 ーーー ラン ダム イン ター レー ス WP ER SR 50% 叉 は 60%100vV10V A 
2. 撮 修 : 礼 yatta nantes ビジ ィ コ ン 6326 | 外 本 2 寸法 ……… カ メラ 店 80x 高 さ 130 x 貴 . 
3. ンズ ese 35% ツ n, 16 ツ nn, シネ 用 行 225%n 
4. 映像 増 巾 器 周 波数 帯域 巾 …5Meldb 以 内 に 堪 和 し カメ ラ 3.2kg (レン ズ を 含む ) 


ラン ジス タ 化 工業 用 
レビ. ジョン 装 填 


お お 問い合わせ は 3 
神奈 川 県 川崎 市 末 長 1116 番 地 八 欧 電機 株 式 会 社 通 信 機 部 
TEL 決 の 口 ( 大 代表 )5111 玉川 (701) 代表 1171・2151 


オッ シロ スコ ー プ に 


中 周波 発振 を 用 
能 
庄 可 座 可 能 


の 際 便 利 で す 


スー NN ~ 

出 カカ 

HVS-— 200 型 10000Vー 20000V 1mA 
HVS-ー 300 型 15000V 一 30000V 1mA 
HVS- 500 型 25000V 一 50000V 1mA 
HVSー1000 型 50000V 一 100000V 1mA 
入 力 各種 AC 100V 


出 カカ 


HV 15 型 

HV 30 型 

HV 100 型 
} HV 100A 型 

HVー=ー」30T 列 
Er 

HVー 100T 型 


a SV 


0 製造 品目 


TV モニ ター・ 吉 種 
ドラ ンジ スク ター 式 モニ クー 
っ 天 デ モ ニ タ ーー 

カラ ー 用 測定 器 
ジス な 一 が pe ペー セ ェ ネ レ ー タ ー 
遅 廷 量 測 定 品 

トラ ンジ スタ ー 低 庄 電 源 


前 一 23 


いな た 高 計 電 源 で す 
電 源 装 革 (① 小 型 、 力 量 で 長 時 間 の 連続 運転 可 


②③② 和 制御 ボリ ュー ム に よう り 広 範囲 に 高 
③) 直 読 メ ー タ ー 付 き で す の で 御 使 用 
高圧 ミニ ッ ト ① 小 型 、 軽 量 で プラ グイ ンタ イプ で す 


る ② 高 圧 制 御 端 子 が 別に 出 て いま す の 
で 、 出 力 電圧 の 和 制御 と 宏 定 が 容易 


f 


放射 線 測 定 器 に 
静 電 塗 装 装 置 に 
放送 機器 に 


500V — 2000V 1mA 
1000V — 4000V 1mA 
1000V — 12000V 1mA 
1000V — 10000V 1mA 


+2500V 1004 A 
ー1800V 100g A 
ー1500V 1004 A 
+8650V 1004 A 
—1450V 1504 A 


ー1350V 200x A 
DC 300V 


東京 都 調布 市 上 布田 町 416 番 地 電話 (0229) 
‘ 4126( 代 ) 一 9 


興 和 電 機 光学 部 営業 


東京 都 千 代田 区 神田 東 松 下 町 11 番 地 共 伸 ビ ル 内 
ME NI 0 TE A 人) 8 5 8 


の 標 y eC 


MEIDEN 
CRYSTAL 
STANDARD 
CAPACITOR 


溶融 水晶 標準 コン デン サ 


通産 省 電 気 試験 所 標準 器 部 の 御 指 導 に 依り 製作 し た 、 
溶融 水晶 を 使用 し て 居る 標準 コン デン サ で す 。 


兄 
= 


囲 0.001PF ~1.0PF (0.001,0.01,0.1,1.0 PF ) 
1.0 PF ~150PF 
差 土 1% 以下 
数 特性 5 X10~ 下 (30q/s ~5 Mc/s ) 
性 
抗 


e103 
102"Q. 上 
10-srad 以下 


半 財 本 硬 誤 電 
Ei 
導 
= 


誘電 体 と し て 溶融 水晶 を 使っ て 居 ま すか ら 物 理 的 、 化 学 的 に 充分 安定 で あり ます 。 
電極 が 誘電 体 に 膜 状 に 密 落 し て 居る の で 相互 の 関係 が 監 生 宏 定 で 容量 値 の 変動 が 
あり ませ ん 。 


3. 熱 膨 服 係 数 が 充分 小さ い の で 温度 変化 に 対す る 容量 変化 が 極め て 少な い 。 
. 特殊 構造 に て 総合 性 能 が 非常 に 優れ て 居る 。 


ws や > 婚 明 電 法 


東京 都 千代 田 区 大 手 町 2 一 4 ( 新 大 手 町 ビル 8 階 ) 電話 東京 (211) 3 1 1 1 
東京 大 阪 名 古屋 福岡 札幌 金沢 仙台 高松 信 路 


St 
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J 中 
|0.7MC SERIES AEE 
STANDARD CRYSTAL FILTERS 


APPLICATIONS 


A FM SSB TREGEIVERS 
"DOPREEBRT RADARESYSTERS 
ES ENMS 

トト |XE ビ EDICHANNE RECE VERS 
・ SPECTRUM ANALYZERS 


BANDWIDTH [|INSERTION [PASS BAND |]IMPEDANCE 
LOSS VAR IATION OHMS 
(MAX) (MAX) (NOMINAL) 
60 KC +1.5 DB 2,000 
ES EE EE EE TE ET 
b= じ = | 15 KC 
10 MF | ” 3.5 KC | 10 KC 


BANDWIDTH 
6 DB 


CENTER 
FREQUENCY 
10.7 MC 


CASE SIZE 


ヶ 


CR RC | | し 0002 i 
CRYSTAL_ DISCRIMINATOR 


MODEL NO | CENTER FREQ BAND WIDTH IMPEDANCE OHMS CASE SIZE TEWH 
10M - DC | 10.7MC 50KC PEAK TO PEAK INPUT 10K, OUTPUT 500K 25X20X25mm 


MODEL 10- MA MODEL 10M- DC 
ATTENUATION VS. FREQUENCY 10.7MC DISCRIMINATOR 


+10 


FREGUENCY IN KC FROM 10.7MC FREQUENCY IN KC FROM 10.7MC 
CENTER FREQUENCY CENTER FREQUENCY 


同一 外形 互換 性 を 考え た 10.7 MC 系 列 既 設計 、 高 信 頼 性 の 高周波 水 唱 泊 波 咽 


を 條 A だ しじま け すけ | 
向 、 特に 新規 設計 に も 応じ ます か ら 何 卒 御用 命 の 程 御 待 ち 中 上 げ て 居り ます 。 


. 

1 

3 

洋 青 信 責 訪 

"a 東洋 紅 信 エ 抽 

| . ~ 2766 
| 奈川 県 川崎 市 塚越 3 丁目 484 番 地 (電話 ) 川崎 (2) 3271ー3773, 


江戸 堀 上 3 『 地 数 吉 ビ 電話 ) 土佐 堀 (44) 0695 
営業 孤 市 西区 江戸 堀 上 通り 2 丁目 37 番 地 数 吉 ビ ル (? 階 } ( 。 
rnbd i 電 下 二 居 町 3 番地 住友 ビル 内 (電話 ) 福岡 (3) 2501 
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CR— | OKB 広帯域 発振 突 RR 
本 器 は テレ ビジ ョ ン そ の 他 に お ける 、 音 声 、 映 像 機器 、 お よび 線路 な どの a ) a 
諸 特 性 の 測定 な ら i 東 試験 に 使用 する 電源 部 自 蔵 の ウィ ー ン プリ ッ ジ ts 低 才 
列 広 帯域 発振 器 で あり ます | ッッ 志 
発振 周波 数 み 周 上 

10%~10Mce 決 波 が 

‘a 周波 数 生 J ペ " 

NS kt * %+1%) > ‘ 
・ 下 凍 前 下 | 出 | 示 
. 75Q nth di 
1」 . | 6009 側 4Vrms 以 上 版 x 
‘le .e・ ® | 


DPA 一 2 弄 低 周 波 特 性 測定 益 


低 周 波 発 振 器 , レベ ル 測 和 定 器 ,, ひずみ 率 測定 器 の 三 台 を 一 息 体 
に 組み 込ん だ 多目的 測定 器 で , し か も 電源 部 を 自 蔵 し て お り ま 
すか ら , 携行 移動 に 便利 で す 。 


低 周 波 発振 部 
発振 周波 数 20%k~20kce 

ひずみ 率 測定 部 
測定 周波 数 55%8 1100%} 200%k} Ikec., 5kcec, 7.5ke 
測定 範囲 0.2%~2%;-2% 一 20% 


レベ ル 測 定 部 
周波 数 範囲 20%~20kce 
測定 範囲 ー70dBm ー 二 30dBm 


"\ ° CH-—1I 
ず 明 ツジ NSE 


用 途 
CHーl!: 特に 高い 入力 抵抗 (10 一 1,000MN) の 回 路 
( 例 ) 高 入 力 抵抗 直流 増幅 器 (pH 計 指 示 部 , 光電 


~ 流 増幅 器 等 ) 
= = 高 入力 抵抗 自動 平衡 式 記録 計 

東亜 5 皮 CHー4: 中 入力 抵抗 (1ー10MA) の 回 中 

ーー ( 例 ) 組み 合わ せ 増 幅 器 (演算 増幅 器 等 ) に お ける 

a ドリ フト 補償 用 増幅 器 等 
9)p) 言 十 ; 則 > また 、CHーー1、CH 一 4 は いずれ も 低 入 力 抵抗 の 回 路 
(数 りー 数 10kn) で 使用 し て , 数 kV の 検出 が 可能 

i 


船場 ビル ・(23) 6547 
気 商会 内 ・(4)4910 
クト ロン 内 ・(9)5232 


\V» 誤 度 


東亜 電波 工業 株 式 会 社 $=。 


i 
\ 
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i 相 度 を 休 証 する 2 


Pa0 電 了 省 評 番 / 


最高 性 能 を 誇る Digital Counter 


N-180C 計数 型 周波 数 計 N-191 計数 型 周波 数 計 N-170 計数 型 周波 数 計 
その 他 性 能 優 る 当社 測定 器 を 御 使用 下さ い 。 
カウ ンタ 及び 周波 計 高周波 QQ メータ x 々 N-403A 


同上 用 周波 数 変換 器 N-180-1, 2 トラ ンジ スタ 定数 測定 器 _N-421 
時 間 間 隔 測定 用 付加 器 N-180-3 容 量 計 N-430 
計数 形 周 波数 計 . N-191) N-170 測定 用 素子 
F147, N148 可変 抵抗 減 誤 器 N-900A, N-900B, N-901 
周波 数 副 標 準 器 N-100 た BA 用 
3 低 周波 周波 計 N-101B 検波 増幅 器 
吸 収 型 周波 計 N-141, N-142, N-143, N-144 直 流 増 幅 器 N-500 
信号 発生 器 広帯域 分 布 増 幅 器 N-511 
倒 信号 発生 器 N-303 FM 直線 検波 器 N-520 
HE 信人 号 発 生 器 N-305 AM 変調 度 測 定 器 N-531, N-532 
強力 信号 発生 器 N-306 中 聞 周 波 増 幅 器 N-560 
VHF 信 号 発 生 器 .N-310 混 合 検 波 器 FF-570 
FM-AM 信号 発生 器 N-350 電源 ・ そ の 他 i 
FM 放送 用 信号 発生 器 _N-352 定 電圧 整流 器 -N-700 
a ER RR N350 ユニ = ニット 定 電 圧 整 流 器 _N-705 
電圧 ・ 電 流 測定 器 低 周 波 オ シロ スコ ュ コープ _N-620 
其 交 管理 圧計 N-10, N-11A 発 振 回 
人 坪 器 N11-1 CR 発 振 . 器 'N-200 
8 敵 rN-11-2 広帯域 CR 発振 器 N-201 
同軸 用 でき ネタ タタ N-11-5 デ ケ ー ド 発振 器 N-210 
高 感 度 真 窟 管 電圧 計 N-12, N-13 超 低 周 波 発 振 毅 N-211 
実効 値 真 空 管 電 圧計 N-14 向 形 波 全 生 器 N-212,N-213, N-214 
高周波 電 力 計 N-21 ペペ ルス 発生 器 N-220,N-221 
通 所 型 電 力 壮 _N-25 ダブ プル パル ス 人 発生 器 N-222 
件 周波 出力 計 NN-31, N-32, NN-33 ユニ ッ ト 低 周波 発振 器 _N-245 
イン ピー ダン ス 測 定 器 ユニ ニット 発振 器 N-249,N-250,N-251,N-252 
以上 は 即納 又は 短期 間 で 納入 出来 る よう 計画 生産 中 の も の で す 。 御 間 合 せ は 下記 へ 
お 願い し ます 。 カタ ログ 旦 シタ 
‘ 東京 都 品川 区 東 中 延 四 丁 目 一 四 〇 二 番 地 (東急 大 井 困 線 在原 町 下 事 ) 
で i i TS ( 代 ) 7181 ( 代 ) 営業 直通 "て 782) 1013 


ラン ジス クタ 測定 時 


TD-150C 型 トラ ンジ スタ 特性 直視 装置 
赴 格 』 レク 々 電源 
ピー ク 電圧 0 20V 10A 最 大 
0 200V 1A 最 大 


ベー ス 電源 
電流 ステ ッ プ 1/ZA-200mA 17 点 切替 
電圧 ステ ッ プ 0.01V-0.2V 5 点 切 替 
繰返し 周波 数 100% 双 は 200 
垂直 軸 コレ クタ 々 電流 10kA 一 1A/diV 
ベ ペース 電 圧 0.01V-5 V /diV 
水平 軸 コレ クタ 電圧 0.01-20V /diV 
ペー ス 和 電圧 0.01~5 V7/diV 


TW -35BB 型 トラ ンジ スタ 定数 測定 器 
規格 
測定 範囲 (1)R 定 数 2:0 1509 0 15009 
YY;20 —150K9 0~1.5MQ2 0~6 MQ 
(2)H 定 数 hs 0 1509 0~15009 
hss 10 10 
ha (< おぉ および) 0 150.0 ~300 
ha2 0.2~—100kV 
測定 精度 2% 以 内 
発振 周波 数 270%%10% 
増 巾 器 利 得 80dB 以上 可変 


本 社 及 平間 工場 川崎 市 田尻 町 90 電 証 2)2658 (3)3049・6428 一 6430 東京 出張 所 及 三 田 工場 東京 尺 二 田 1 一 25 電話 三田 (451)1544・9423 


前 一 28 


‘4 レ 店 > 
安 定 化 電源 装 赴 
505A 形 121 形 505c 形 


= ッッ 、 (電子 管 渋 ) 
( 全 ト ラッ ジス タ 式 ) ( 全 ト ラン ジス タ 式 ) | 電子 管 式 ) 


る る 
; 本 器 は 出力 電圧 500 一 100V (連続 可変 ) で 300mA 
末 器 は 出力 電圧 0~40V (連続 可変 ) で 6A (最大 ) | be eg きる 高 電 圧 直流 安定 化 電源 


の 電流 が 供給 で きる 直流 安定 化 電源 で あり ます 。 
! 補 定 化 直 流 高 店 
i カ 100500V 0~ 
出 力 電 圧 0 一 40V 連 統 可 変 a eh 300mA 
尋 飼 電流 686A リッ プル lmV 以 下 
出力 電圧 安定 度 二 0 5 以内 本 装置 は 12 種 類 の 安定 化 直 流 電源 を 電 <?・ 越 徐 用 直流 出力 
i 子 計算 機 用 また は 自動 制御 プラ ント 用 に 出 カカ 5.7 一 6.9VDC 0 一 14A 
リッ プル 含有 量 2m 適する よう 総括 し 、 そ れ ら の 各回 路 の 保 安定 度 二 0.5% 以 内 
内 部 抵 抗 0.012n 以 下 の に 村 の 0 また リレー リッ プル ' 10mv 以下 
, : 学 に 1 = PN * 

入 カカ 電 源 AC100V 50 一 60Ss る 村谷 電源 eg : 

単 相 (仕様 に より 各種 を 製作 し て お り ま す 。 ) 出力 電流 3A RR 


消 費 電 力 最大 300VA 入力 電源 定格 (I ) AC200V3 相 50/609& 
定格 (I) AC100 V、 単 相 電圧 変動 二 5% 以 内 


強 砂 性 体 ( 特 に トロ イダ ルコ アー ) の 品質 管理 お よび 研究 用 と し て の 決定 版 / 


124 形 本 器 は 後段 加速 計 5 イン チ プ ブラウン管 を 有する シン クロ スコ ー プ 系 統 と 2 個 
J の 直流 増 巾 器 を 有する 検出 系 統 を 結合 する こと に より 、 試 料 4 個 を 接続 し 任意 
の 2 個 を 同時 に 比較 ちよ び 定 量 測定 する こと が で きる よう に な っ て お り ま す の 
で 、 従来 この 種 測定 装置 で は 非常 に 困難 で あっ た 比較 お よび 定量 測定 を パネ ル 
面 の ツマ ミ で 人 簡単 に 行なう こと が で きま す 。 
測定 項目 1. B 三 BB(t) 磁束 密度 波 計 
2. H 王 H(t) 磁界 波形 
da BaB BH カッ カーデ テ 
4. B 三 鍵 (t) 巻 線 出力 
測定 周波 数 50.60,350,420,1.000、1.200% 
感度 B 軸 10mV/cm 一 10V/cm 
- 日 軸 100mV/cem 一 10V/ cm 
位 相 差 1% 一 100kc 士 5* 
使用 CRT 5ABP1 
入力 電源 90 一 110V、 50 一 60% 


塵 カロ グ 


東京 都 人 王子 市 元 本 郷 町 2 一 1 55 
TEL 信 王子 (026)2 局 2380・6748 一 9 


抄 要 
本 貞 定 器 は トラ ンジ スタ の 高 周 法 に け さそ es 
ニラ マラ 特性 ( 各 室 数 に 於 ける ) 8 一 定 中 聞 ※X 
i ラン ンス n に で 測定 し R 十 J X な る 値 を 図表 換算 に より 求め る 事 が 出 
ます 、 各 定数 の 測定 ! ok tt 夫々 別 な エ 


ニッ ト と し 。、 プラ グイ ン 方 式 を 採用 し まし た 。 その 構成 は 
国定 ド 記 の 4m く を っ て いま す 。 
品 ) | - _。 (ベー ス 接 地 ) hib,hfb, hrb 


1 
芝 。 (エミ ッ タ 接地 ) hie,hfe,hre 
3 


。 ベー ス 。 エミ ッ タ 接地 hob,hoe, yob, yoe 
3 但し 、 ユ ニッ ト 3 だ け は 測定 方 式 を 同一 に 出来 な い 為 、 
THC 8 6 0 止む を 得 ず 各 周 波数 毎 に 1 ケ ヶ ケ 宛 必要 を な を 構造 に な っ て いま すす 。 
電気 的 性 能 
1) ベー ス 接 地 445KC, 1.5MC, 10MC 
1) ベー ス 接 地 hib 5 一 500 2 
hfb 0.1—10 
hrb 0.01—1 
ho 100k むー—ーl1Z UV 
エミ ッ タ 接地 hre 507n 一 5KQn 
hfe 1—100 
hre 0.01—1 
hoe 110ZC む 一 1 だ む 
員 定 総 囲 中 常に 0* 一 360* の 位相 量 が 同時 に 測定 出 


振 巾 値 3% (読取 最小 目盛 0.001) 
位 相 3* (読取 最小 目盛 0.5* ) 
バイ アス エミ ッ タ 電流 0 一 3mA . 0 一 10mA 連続 可変 コレ クタ 電 庄 0 一 10V ・0 一 30V 連続 可変 
PNP・NPN 切 換 可 能 
3 法定 き 660( 巾 )X3 2 0( 巾 )X4 4 0( 奥 ) 電源 部 280( 巾 )X320( 商 )X440( 奥 )" 史 
128( 巾 )X1 33( 高 )X21 0( 奥 )% 


京 電波 工業 株 式 会 社 


東京 都 目 悪 区 原町 123 6 (713)8101 (代表 ) 3 
支 社 大 阪 市 北 区 本 幡 町 34 (36) 7220 


柳 要 
本 3 則 室 器 は 低 周 波 (2709%%) に 於 ける トラ ンジ スタ の 各 定 
数 を プリ ッ ジ 方 式 に より 、 測 定 出 来 ま す 。 各 定数 の 測定 素子 
は 全部 独立 し て 設け られ て oiiaks 市 室 後 そ の 値 を 残す こ 
と が で き 特 性 の 記録 等 が と yr で な pr わ り 雪 まま 。 まさ (を 
定数 の 値 を 固 室 し て お く こ と が で きま す の で 検査 時 間 が 短縮 
され 同一 品種 ト ラン ジス タ の 品質 管理 、 製品 検 衣 人 等 に 適し ま 
set 
電気 的 性 能 
1. 測 室 周 波数 270% ( 士 30%) 
2. 測 室 紹 囲 hie 10n 一 10Kn 
hfe 0.1~—1.000 
hre 10-*~—10-$ 
hoe 0.1k UV —100k UV 
3. 位 相 調 瑞 容量 換 値 0 一 10000PF 連 続 可 殿 
4 . 測 定信 号 電 圧 0 一 0.3V 連 統 可能 
5 . 確 諾 よる 3 沈 
6. バ イア ス エミ ッ タ 0 一 2mA 人 A・0 一 10mA 連続 可 座 
コレ クタ 0 一 10V 0 一 30mA 連 統 可 族 2 レン ジ 
寸法 及 重 量 
測定 部 (市 )56 2X( 奥 )3 3 0x( 商 )3 6 2 % "12kg 
電源 部 ()3 2 4 XxX( 奥 )33 0Xx( 高 )3 6 2 % 10kg 


その 他 の 主 な トラ ンジ スタ 測定 器 
高周波 < 測 室 器 各種 
高周波 ベー ス 抵 抗 測 室 器 
低 用 波 よ り 商 周波 迄 の 電力 利得 測定 器 
高周波 fT 測定 喘 
吾 抵 抗 測定 器 
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広帯域 標準 信 


10~-10Me 
振 方 式 | ウ イン プリ チカ 式 
6 バ パンド 十進法 
直読 単 一 目盛 

I MC 於 て 10*~10s 
1% 
600 Nn R750 
16000 rm.s8V 
Pp-P20 
75Q rms 2V 
0~100 db | P—P 6V | 
至 率 | 1 % 以 内 aj 
100V 50~600% | 


出力 特性 |10~-IMC=0db 
IMC—I10MC=+0.4 db 


5Kn 10KQ 


| 遇 カ 特 性 |1ー-1MC0.5b 


. 1 ~-2~10% 
答 率 | 3 ~-10~3 巡 
| 高 サ 横 巾 奥行 
1 315 X 208 X375 


¥\ 80, 000. es 


oT 


‘ | i * 


yy ee 
木村 高周波 研究 所 
」 東京 都 目黒 区 東町 五 四 人 電話 (712) 2971, 2759 
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く SB 用 標準 水晶 フィ ルター Wm 


等 長 1 SSB 送 受信 機 の 簡易 化 
中 心 周波 数 が 1005 kc で ある か ら 送 受信 機 は シン グル コン ノン ヾ 
ー ジ ョ ン で 構成 で きる 。 
1 言 兼 ed 
出力 は 可 立 が あお 9 フレ スト ー ク 式 の 場合 、! ケ で 送受 信 
に 共用 する こと か が で きる 計 
3. 自 好 な 特性 A 
pp 「 ゲ の 水上 本 フイ ルレ ター で 記 .2 kc 以上 の 通過 帯域 特性 と 
90db /OCT の 減 訂 特性 大 得 られ る 。 
伝送 損失 が 少な い 。 
pp 一 20°C 70°C の 広 温 
で a 


男 困 で 動作 安定 、 温 度 係 数 は 極め 


小型 軽量 で ある 。 
を 入出 力 共 、 和 平衡 回 路 に も 不平 笑 回 路 で も 使用 で きる 。 
5. 高安 定性 
pp 経年 変化 は 極め て 少な く 、 叉 拓 動 、 衝 疫 に 強く 高温 多湿 の 悪 
条件 で 劣化 する こと は な い 。 


1. 動作 温度 ー20°*C 一 十 70*C 
2. 中 心 周 波数 1005 kc 
3. 周波 数 特性 (トー 
通過 帯域 特性 
3 db 帯域 巾 / 6 db 帯域 巾 0.8 以 上 
4. 伝送 損失 4 db 下 
スプ リア ス 特 性 


士 10 kc の 範囲 に 於 いて 一 70db 以 下 

6. 入出 カカ インピーダンス 
形 式 CF 1005 4.7K9 
CF1005 A 75 2 


1003. 1 


尚 、 上 記 特 性 は 中 心 周波 数 1000 ke より 1500 ke まで 製作 で きま "a 


日 本 電波 工業 株 式 会 社 


本 社 及 工 場 東京 都 渋谷 区 代々 木 新町 8 4 番地 
電 話 東京 (371) 2191~2194 
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TYPE 551-—B 周波 数 特性 直視 装置 


(351—A) 


フイ ー ド バッ クコ ント ロー ル 


PE 3.51=B 


其 の 他 


A LCER テ スト プリ リッジ 


154A 微少 交流 電圧 計 
20022A ビー ト オ ッ シレ ー タ ー 


本 機 は 吟 周波 発振 器 と オシ ロス コー プ が 電気 
的 、 機 械 的 に 連動 され 、0 一 20.000% 間 の 周波 
数 特性 を プ ブラウン管 上 に 直視 出来 る も の で 自動 
的 に は X 軸 スイ ー プ も 毎 分 3 6.12 回 取る 事 が 出 
来 、 特 に デリ ケー ト な フイ ルター 特性 直視 の 為 
に 手動 スイ ー プ も 出来 る 様 に 設計 され て いる 。 
叉 、BiF.。 0 放 より の 出力 電圧 電流 音 序 、 加 
速度 を 一 定 に する 為 の 自動 フィ ー ド バッ ク 用 コ 
ンプ レッ サー も 自 蔵 し て いる 。 

周波 数 精度 1 % キ 19%、 出 カイ ン ピ ー ダン 
ス 6 一 600092 、 出 力 電 圧 精 度 土 0 5db、 出 力 自 
動 制御 45db、 ト レー サー エリ ア 85X57%n、 
Y 軸 50db 対 数 的 で 0O レベ ル 約 1mV 記録 速 
度 250 一 1500db/ sec 


マイ クロ フォ ン 増 巾 器 


本 機 は 一 10 一 十 80db 迄 (1db ス テッ プ ) の 増 


巾 度 を 持ち 20 一 35,000% 間 フラ ッ ト 特 性 を 有 す 


る 計測 用 増 巾 器 で コン デン サー マイ フク 用 電源 及 


RIA te NA Am 合 す ウエ ィ イー テ 


ンジ な ポッ ドコ ロー ク を 身 蔵 て 入力 ビー ダシ 
る 2M 出力 イン ドー ダン ス 3702 、 ハ ムレ ベ 
ル 2kkV 以 下 の 高安 定 度 を 有する 非常 に 用 途 の 
広い デ ケ ー ド 型 リ ニア ァ アー 増 巾 器 で あぁ る 。 


301A 高速 度 記 録 器 
354A 計測 用 増 巾 問 
464A 防音 箱 


区 抽 間 KA C 2aR ジ グチ ナル ジ エ ネ ba 訪 タ ー OA A A 


DB A dT GL hol I 
254A 周波 数 分 析 器 


Saal 512A 振動 計 較 正 用 加 振 娠 


その 他 


芝田 科 町 2 一 5 TEL (591)1034・3864 


ト 土 ケ ケ 谷 区 西久保 町 33 TE し L (43) 0917 


計測 に 


Ek ~ 
最 。 高 の 性 能 
最 高 の 信頼 度 
長 期 無 故 障 


, “ 9 電流 感度 / 目 盛 | 電圧 感 席 / 目 臣 
動 谷 量 喝 [MMA28 ho oo nA oomv 


MMAID-13 型 110* ~10 や Al| 1ー10mV 
my - - 

MMAHD-14 措 110"~10™*Al| i~10mV 

MMAHD-15 型 1 


| 10~10*9 
MMAI-16 型 ] |o1~1OmvV | 0* yy 


1~3000mV 

振動 容量 型 電位 ーー トー 
動 容量 唱 電 位 計 < 1 ~3000mV dt | 

ーー 
ty - omo | 10 | 
直流 増幅 回 型 |MMAV-109 |1o*~10vA , 5xl0'0 | 6 [sxio"g 
直流 増幅 回 型 
(AC 人 電源 型 ) 


-11 型 


株 式 会 社 川口 電機 製作 所 


東京 都 港 区 記 白 人 金 CC 


TEL 白 金 (441) 8312・6141 一 614 3 


電流 パル ス 発生 器 


CGE GGG EG 


$s 
Br 


= 
か な も 


bt 2 Ot 


国際 電信 電話 株 式 会 社殿 納入 


8. 電 


一 電流 ベル スズ ス 人 発生 器 一 


交 エ 上り 叶 誤 返 し 周 法 朗 | 3 ケー ジー 


モモ リー コア ーー 0.1 — lks 0.3 —lks 

試験 用 (連続 可 変 ) | (連続 可変 ) | (連続 可変 ) 
WW ササ 天 ~19xs 0.1— lks |0.3 —0.6 ks 

試験 用 村 ) (連続 可変 ) | (連続 可変 ) 


ーー 和志 子 
ES ご 

東京 都 北 多摩 郡 国分 寺町 恋 ヶ 給 1080" 電話 国分 寺 (108 局 ) 597 

( 三 和 無線 測 器 研究 所 の パル ス 部 電子 部 が 上 記 の よう に 独立 いた し まし た 。) 
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源 200VAC, 


最大 1A 2kc — 20ke , 
(連続 可変 ) | (連続 可 座 ) 
最大 0.6A 10— 30k 
( 運 続 可変 ) | (連続 可変) 


パル ス 


NN MC | 
i 生 稀 
。 @ “>- 
] 1 2 幸 』 本 器 は リア クト ロン 演算 素子 を 用 いた 計算 
1 ec 機 の 駆動 用 電流 パル ス 発 生 機 で ある 。 
JT) os- 
i 0 
1 
FS ロ 1 ズ カ ペッ ルー 正弦 渋 "6 Vopーp 
} る 2. 細 返 し 周波 数 最高 200ke 
1 較 eR | 3 . 相 2 相 
br 4. 発生 パルス 8 種 
i ーー | 5. 出 力 端 子 振 中 可変 の も の 20 組 
2 } 6. 出 力 電 流 値 2509 負荷 に 1 A 最大 
1) b 2 7 スズ 2 
。 用 2 * ] (ば ) パル ス 巾 1gs 土 10% 可 変 
に Et A og Co 0} 
1 A 1 ( い ) 下り 時 間 02kgs 以下 
oh に に) サ グ お よび オー ペー シュ ー ト 


平均 振 中 の 土 5 % 以 下 
5kVA 


ATTT YY 
出力 imp 


アイ ソレ ー タ ーg び 回 転 型 抵抗 波 吉 


回 転 型 抵 抗 減 褒 器 


周 波 数 li 灘 論 量 | 搾 入 損失 
穫 り 名 | (Ge ノノ s) | 泊 液 管 | (db) (db) V.S.W.R | 寸法 | 較 正 京 
TPCA-24| 22 ~25 |WR I 24| 0 40 |o.5 DF ki 2 nT 中 心 及び 両 喘 3 点 


特 長 この 回 転 型 抵抗 減 論 器 は 
(1 ) 周波 数 に よ ょ っ て 減 座 量 が 変化 せ ず 、 回転 角 の 

み に 関 係 し 、 理 論 値 と ょ よく 一 致す る 

(2) 減衰 量 を 変え る 際 の 位相 変化 が な い 


二 要 製造 品目 


各種 電流 分 光 装 置 ネ イク ロロ 波 管 e 電 磁石 等 
の 高安 定 電源 々 その 他 精 密 電子 応用 機器 


「 凍 原 電 気 精機 株 式 会 社 roster 


le 
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HIGH 世 異 8 最 了 水準 品 // tr 記 林寺 人 
PIRES TON 大 河内 記念 人 賞 受賞 
PATENTED J. MICRO MO TOR pe lef i 


高 信 頼 度 高 追 従 性 安定 性 能 
D. C. SERVO MOTOR, SERVO MOTOR GENERATOR 


マイ クロ モー ター は 独特 の 構造 を も つ 極 め て 精巧 な 微小 形 低 損失 直流 電動 機 で , 短 起 動 
時 定数 , 高 信頼 度 を 有 し , 自重 100g の モー ター の 能率 73% と いら 5 1/2HP の 直流 電 
動機 の 能率 に 匹敵 する 高 性 能 モ ー タ ー で ある 。 

特に 使用 経過 に よる 作動 電流 の 蘭 増 傾向 は 全く な く 性 能 は 均一 か つ 安 定 で ある 。 

当社 で 定め た 規格 テー ブル の 数 値 と 製品 性 能 と の 差異 は な く , 詳細 な 仕様 規格 に よっ て 納入 し ます 。 


特 徴 
(1) 各個 特性 の 偏差 が 極め て 少 い (6) う 一 50°C~100°C で 作動 
(2) う 直径 18mm 和 軍 量 43g (7) 定格 出力 時 定格 回 転 数 3,000, 
(3) 高 能率 0.5W 型 52% 2W 型 73% 5,000 r.p.m. 
(連続 定格 出力 時 ) (8) う 180g の 加速 度 に 耐え る 
(4) 定格 負荷 連続 作動 2,000 時 間 以 上 (9) う Hg 10-:mm に お いて 作動 
(5) 右 転 , 左 転 特性 一 至 (10) 短 起動 時 定数 0.02 秒 以 下 


微小 形 低 損失 直流 電動 機 微小 形 速 度 計 発電 機 付 直 流 電動 機 
微小 形 低 損失 直流 発電 機 言 号 用 直 流 電 動機 


前 列 左 より タコ ジ エ ネ レー ター 内 蔵 サ ー ボ 用 マイ クロ モー ター, 同軸 切換 装置 内 蔵 マ イク ロ 
モー ター 及び CL-3R; CL-3 R, CL-2 A, CL-2 A, マイ クロ モー ター 

後列 左 よ り CL-2 A ギヤ ド マ イ クロ モー ター, CL-4B マイ クロ モー ター, CLS-3 R- 
CLS3 R, CLS-2-A, CLS-2A (ガバ パナ ー 付 ) マイ クロ モー ター 


トラ ンジ スタ テー プレ コー ダー 用 普及 品 も ご ざい ます 


日 本 マイ クロ モー ター 株 式 会 社 


東京 都 目黒 区 下 目黒 4 一 851 番地 電話 13) 代表 2137~9 


表 全 S37 


rg Pioneer in Semiconductor Products 


新 製品 拡散 型 樹脂 封入 構造 
オリ ジジ シェ ホコ メッ ン 全 RP 


拡散 法 に よる 高 逆 耐 , 高 品質 ,. プリ ント 配線 に 適し た ミニ チア 形 
耐熱 特性 に 優れ 。 高 効率 , 長 寿命 樹脂 封 と に よる 低廉 , 高 信頼 性 


NT gh sb | SE0s SE-05 d 


容 頭 逆 耐 電圧 (V) PIV (~100°C 400 

表 大 交 光 入力 電圧 (V) Max.RMS 280* 
流 (kA) ( 単 相 半 波 ) 

サー ジン 電流 (A) (1 サイ ク 

動 作 周 囲 漫 度 - で ©) 

平均 正方 向 電 圧 降 下 (V)(500 mA に て ) 

平均 逆 方 fF 向 ' 電流 ( (uA) PIV 25°G に 


各種 相 各 六 可 路 に お ける 入力 お よび 力 電圧 株 革 
| SE-05 a ! SE-05 b SE-05 ¢ | SE-05 a | * ュ ン デ ン サ な どの 逆 起 電力 負荷 で は 。 入力 電 
Ot 120 | 180 | 240 | 300 圧 を この 値 の サリ: et る | 
ュ ン デン サ 200 gF, 出力 電流 400 mA, 保護 
oie Ry pes hit 50 ct ds he 
単 相 半 波 * 2 [20 he i 保持 し た と き の 標 準 出力 電 


倍 電圧 * 2 5) 76 400 
セン タタ ッ プ | 12 2 1,000 *** 容 量 性 負荷 な どの と き は 20% 減 と する 。 
に 沿 二 360 | 5 | 1,000 冷 友 方 式 : 自 冷 


シリ コン ゲル マ ゃ と ウム で セレ ビジ > 整流 問 ・ 自動 電 
上 調整 喘 ・ 科 研 式 スポ ッ ト 深 接 機 ・ 合 成樹 脂 塗料 


オリ シン 電気 株 式 音 


本 社 ・ 工 場 東京 都 豊島 区 高田 南町 1-195 電話 東京 (982) 1161( 代 ) 3155 ( 代 ) トッ キョ ウツ カニ ウッ ウ (22) 468 
大 阪 営業 所 。 大 阪 市 福島 区 上 福島 南 1-47 電話 大 阪 (45) 2405 (人 民 ) オウ サカ カニ ウ (38) 383 
福岡 出張 所 福岡 市 下 鯛 町 10 電話 福岡 (2)6883 
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| ラン ジス メタ - 増 h 吾 
交 光 目 動 時 誤 江 癌 


日 本 で 始め て の 真空 管 増 巾 器 式 、 世界 で 始め て 磁気 増 巾 器 式 自動 電圧 調整 器 を 発表 し た VOLCO が 、 今 回 
叉 世界 で 始め て の 全 ト ラン ジス ター 増 巾 器 式 の 自動 電圧 調整 器 を 商品 と し て 市 場 に 提供 する こと に な り ま し た 。 
性 能 は 従来 の 真空 管 式 と 全く 同様 な 優秀 な も の で す 。 

寿命 と 信頼 性 は 従来 の 磁気 増 巾 器 式 よ り は る か に すぐ れ て お り ま す 。 


サー ビス 人 共 行 店 


応 束 申 含 元 地 区 吉沢 生 機 工業 株 式 会 社 関 下 地 区 株 式 会 社 三栄 商会 
本 社 東京 都 文 京 区 湯島 新 花 町 35 大 阪 市 北 区 東堀 川町 11 
Tel. (921)1042. 7088.(929) 0289 Tel.。 大 阪 G8 2556 一 7 
党 款 礎 搾 ・77 補 て 知る 2 [0] 中 国 ・ 中 国 ・ 丸 州 地区 新川 電 接 株式 会 社 
Tel. 長 野 4601 店 0 5 宙 に 
新 i 当 市 下 太 川 前 石油 企業 会 館内 Tel. 中 (2) 9147 一 9・9140 
Tel. 新 滴 "(3) 0603 支 店 高松 市 南 鍛 治 屋 町 4 一 18 
中 京 地 区 株 式 会 社 朝日 商会 3 
名 古屋 市 隔 種 区 覚王山 通 3 一 34 福 岡市 上 小山 町 3 一 4 
Tel. (73) 8147— 9. 8140 TTel. 福岡 (2) 0514 (3) 6344 


= < 東京 都 盾 田 区 寺島 町 5 -130 電話 (611) 2461・2971 
=| 本 電 源 機 器 株 式 会 出張 所 大 阪 市 東 区 谷町 1 Me 電話 (94) 1140 
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これ まで 種々 の 原理 の も の が 考え 
られ て いま す が か が, 実用 に 供 き さ れ て い 
る 二 な も の は ⑨ 並 烈 共 振 形 @ 競 
目的 挿入 電圧 加減 法 ⑧@ 昇 減 庄 タッ 
プ 無 接点 切換 法 の 3 種 で す 当社 の 
方 式 は @ に よっ て いま す 

また , MA 一 し 形 で は 検出 装置 に 
基準 定 電 流 装 置 を 使用 し て いま す の 
で , 破損 , 劣化 の 懸念 され る 部 分 は 
全く な く 信 頼 度 を ます ます 高め て い 
ます . 


前 


標準 性 能 お よび 製作 容量 


100 ま た は 200V 二 0.2%|100 ま た は 200V エ 0.5 一 
入 カカ 電 100 ま た は 200V 15% |100 ま た は 200V 寺 15% 
周 波 50 ま た は 60% 二 4%% | 50 ま た は 60% エ le 
sn 


遅 れ 6 0 


みそ ゃ び 向 


だ 
結 


度 
庄 
数 
O00 “人 員 半 状 bbe “KE, 1 科 
率 
補 の が 9 本 内 
間 | 0.2・ 秒 っ ER 内 0.4 秒 1 以 本 


100.200.300.500V A 
1.2.3.5.10K VA 


検 出 器 | 定 電 圧 放 電 管 | 気 式 定 電流 装置 


E] 

堪 

散 

音 

唄 

に 
衣 


ec 


3.5.10.20.30K V A 


T : 昇圧 変圧 器 

MA : 磁気 増 巾 器 
SR: 可 解 和 リア クト ル 
Dt : 検 出 器 


^Vromawm メ ーー 済 美 軍 気 株 式 会 社 
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凡 ゆ る 機器 の 制御 は 電源 電圧 の 自動 制御 か から 

ば ー カ ー の リコ ー 定 電圧 装置 は 負荷 機器 の 種類 た より 磁気 増幅 型 (MR 型 ) 
i 動 変圧 型 (MDR 型 ) 鉄 共振 型 (FR 型 ) の 3 群 た 岐 は 製作 いた し て お り ま す 。 

を す 有力 産業 会 社 , 学校 の 現場 成 い は 研究 室 用 の 電源 と し て 多数 御 採 

用 賜り , 絶対 の 信頼 を 頂い て お り ま す 。 


自動 電圧 調整 装置 標準 仕様 
和信 力 電圧 周波 数 | 出力 電圧 | 負荷 変化 製作 機 
| 変動 範囲 変化 箇 囲 精度 | 範囲 | 応答 時 間 E 量 
_ |70~120V| 50c/s 100 VA 
鉄 共 振 型 ハ 双 ハ | キ 1 少 以内 | 0~100 | 即応 マ 
170~240V| 60cjs | | 5kVA 
較 生 |0120V| a 平均 | 1kVA 
= ハ 2 3 2 0~100 OV ~ 
変圧 弄 ao<2iov LT EY 3 内 | 50 kVA 
大 。 気 80~120V 46~52c/s| 100 VA 
道幅 民 広 以 トト 0 衝 hoo 
精密 紅 h60<240V|56<62c/s 以内 30kVA 


変圧 器質 動 型 1¢ 20kVA 
磁気 増幅 器 型 新 資料 贈呈 


スラ イド ・ ト ラン ス の 用 途 は 電気 応用 機器 の 発展 と 多岐 化 た と も な い テ レビ の 電圧 調整 器 
か ら 電 力 , 電機 会 社 の 設備 用 迄 広範 囲 た わた っ て ぉ お り ま す 。 

弊社 で は 及 ラ イド ・ ト ラン ス の 利点 を 御 認 識 願 い 度 く , 日 夜 凡 ゆ る 部 品 , 機構 の 研究 を 続 
け , 海外 和 広 く 御 利用 願っ て お り ま す 。 

現在 用 途 別 だ 次 の 型式 の も の を 製作 いた し て お り ま す 。 


0 馬上 +H 一 用 -- 夫 製 作 容量 


操作 ハン ドル が 垂直 に 取付 けら | 1%¢ 100 VA~10 kVA 
RD | れ 据 置 の 位置 で 使用 する 3¢ 2kVA~30 EVA 


pg 盾 て 邊 抜 取 付け て で 代用 す 1¢% 100 VA~3 kVA 


筐 体内 部 た に 組 込 ん で 使用 する 又 | 1¢8 4EVA~10 kVA 
は 壁掛 式 で 使用 する 3 T3178 EVA 3 440kVA 200V/0~240V 
耐 爆 


a Os 弁 』 
耐酸 性 を 必要 の 場合 又は a 峰 民 
の 1% 500 VA~3¢ 50 kVA の 誠 天 さい 


三菱 電機 (株 ) 殿 納 入 


カタ ログ 資料 
a 送 阿 上 選 ま 


東京 都 北 区 田端 新町 2 電話 (807) 0171\ 代 一 4 
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チョッ リリ) 


DC—AC チ ョ ッ ィ ポポ 

チョ ッ パ は 直流 入力 を 交流 に 変換 し 、 あ る い は こい を 増 巾 後 出力 を 

再び 直流 に 転換 する 機能 を 有する も の で 、 一 般 自 動 制 御 機器 を 始め と 

し て 直流 増 巾 器 、 ア ナ ロ グ 計算 器 の 増 巾 器 、 自 己 平衡 電位 療 計 、 マ イィ 

クロ ボル トメ ー タ 等 記録 測定 関係 の 各 分 野 に 使用 きれ て いま す 。 弊社 

は 多年 チョ ッ パ の 研究 に 従事 し 、 構造 、 振 動機 構 等 に 独自 の 改良 を 行 
い 特 に 雑音 防止 、 長 寿命 の 点 に 特色 を 有 し て いま す 。 


8 
ai 
品 HM 
‘AC CHAP 定格 双 動 電 庄 電流 導 1 
、 定 格 周 渡 数 


TCP—S5S61A TCP—S561iB TCP—561C 


6.3V 140 mA (50%). I30 mA (608%) 


看 動 電圧 和 面 | 4.5V = Ti 
動作 形 式 SPDT Tk DP 
入力 部 変換 回 逆 ペ マース ピッ 1 ~~?2 — 3 3 


- = - ーー 
入 力 科 換 二 圧 | lrkV—L1.5V 1 V 50V 1 rvV~ー ョ i sv Tl 4 
入力 変換 電流 (最大) | mA 5 mA 1 mA 1 mA 
出力 部 変換 回 路 < マー ぇ ビン 5- 
出力 変換 電圧 | | 1v-sov 1.5V 
出力 変換 電流 (最大 ) 5 mA 
接点 曽 お よび 接点 
雇 体 間 絶 寺 擬 抗 
巻 線 伺 体 間 絶 結 拭 抗 。 


MBB 
ー10* C ~ 


1 御 使用 な きる 定格 馬 勤 周波 数 を 範 指定 下さ 
2 接触 整 は BBM また は MBB の 何れ か を 郷 指定 下る い ・ な ち ぉ 特に 衝 要 望 の の る 場合 は 15※ 一 75 き の 囲 
に て 特別 に 責 乾 も 致し ます 。 


特殊 チョ ッッ パ 
TCP 一 57, TCP 一 58 チ ョ ッ パ は 接点 容量 が 大 きく 電源 用 と し て 使用 きれ る と 同時 に 、 
自動 制御 や 計器 用 と し て の 直流 増 巾 問 に も 使用 きれ ます 。 但 し 低 雑音 を 必要 と する 処 に 
は 不向き で 、 此 の 用 途 に は TCP 一 55 A 叉 は TCP 一 561A を 御 使用 願い ます 。 


線 輪 直流 所 抗 20*C 
入 力 部 変換 回 路 


i 宮 換 電 正 


入力 変換 電流 (最大 ) 


二名 
略 線 抵抗 


eT 
温 度 岬 囲 


式 会 大興 電機 製作 所 


本 社 ・ 東 京 工場 。 東京 都 品川 医 東 中 姫 4 の 1402 電話 (781) 7155( 代 )7181( 代 )6411 
矢板 工場 栃木 県 矢 板 市 百 電話 ( 矢 宏 痢 3 6・49・63 


定格 A“C 17.5V 50% 
(15~20YV) 


小 500 M9 
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ns 


疫 社 製品 の 種類 
ルレ 17K 
ヘッ ダー (K 
各種 ケー ス (K 


E Terminals) 
E Headers) 


A SE. 8) 


に 依る 品位 の 向上 と 
は 製品 を 自信 を | 


江東 


東京 都 北 区 袋町 0 


. 多 、 


NINNNSSNSSRRRRNSRSSRN 


\ G-BEAMS OSCILLOSCOPE 


撮 2 装置 と の 組合 せ に よ 7 的 押し し に 


Tg 
en 
に 
/ 
? a b 
</ 
a 

ト = 

CE 4 
、 \ 笠 
『 
* 


主要 製品 
イン ク 書 き オ シロ グラ フ 、 電 克 オ シロ グラ フ 単 掃引 撮影 
二 現 象 オ シロ スコ ー プ 、 プ ラウ ン 管 連 統 撮影 装置 ( 例 ) 掃引 速度 


直流 増 起 器 、 答 記録 増 巾 器 1Xx5x0.1=0.5ms/cm 


re cad 本 社 東京 都 新宿 区 柏木 ユー95 Tel (371) 7117~8, 8114ー5 
—~ 宋 測 rT 株 式 < 社 工場 東京 都 武 蔵 野市 吉祥 寺 1635 Tel (022 一 ②) 4941. 7825 


う モリ オー ~<ATNN 
RR MIR 


PPA PO ee 


Es 


[| 


NN 
TOI I 


SSIS SS SLL SLL SS 


a 


M55 


寸 法 7 区 X12 
低 抗 値 0.19~225kn 
誤 差 +] %~0. 1% 
温 
ィ 


0.1 W~2 W 
0.1 9~6MQ 


PE AEIN NIIIEHIIIN TI 上 Op HI WL UO 由 HTN iT i 


gallolal2l3 2ionl 2 1 2}8 dh2 19 1 
へ へ 東京 都 荒川 区 日 募 里 町 3 丁目 6 0 6 赤 地 
モリ 通 用 信 機 株 式 会 社 電話 荒川 (891)5 214 ( 代 ) 54258 
A 
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光 本 装置 は 自動 的 に 交換 され る オペ ー ク 2 
叉 統 を 有 有 いじ 交 互 に 、」 本 テレ ビジ 3 標 
進 方 式 に 基く 映像 信号 を 発生 し ます 。 

を タイ マー に 依り 5 秒 一 20 秒 の 任意 の 間隔 
で 左右 各 50 枚 迄 の オペ ー ク カー ド を 自動 
的 上 L つ ェ ン ドレ ス に 交換 する 事 が 出来 、 


又 リ モー トコ ント ロー ル も 可能 で す 
を テロ ラプ に 比 し て 安価 で 且つ 取扱 ・ 保 守 
が 容易 で す 。 
同 波数 特性 100KC を 基 江 と し て 
1KC-6MC +54dB 以 内 
6MC~-8MC +0,-3dB 以 内 
渦 上 通信 機 様式 頃 寺 る 解像力 水平 中 央 部 500 本 以上 
Rs = 周辺 部 400 本 以上 
本 社 ・ 川 崎 工 場 神奈 川 県 川崎 市 均 木 町 2 1 番地 郵 直 350 本 以上 
電話 川崎 (2) 、) : っ 
a 本 oe 人 寺 情 号 浴 音 比 
電話 (431) 5536・5686・5750 番 ハム 雑音 60dB 以 上 


大 阪 営業 所 大 阪 市 北 区 老松 町 3 の 56 西 天満 ビル 412 号 同期 性 誘導 雑音 40dB 以 上 
電話 。(36) 9333 番 


OWA 還 REM ENER 


VHF・UHF 和 柴 


吸収 形 " 通過 形 


其 の 後 の 研 究 の 結果 VHF 芝 よ り UHF 
注 ま で の 吸収 形 お よび 通過 形 の 各種 
の 電力 計 の 精度 が 一 層 向 上 いた 
選 ま 匠 た ぐ 信用 出 米 る 電力 
i 目 信 を も っ て 
御 勧 めい た し ます 。 


白 相 高周波 様式 人 次 玉 


本 社 ・ 工 場 横浜 市 港北 区 中 山 町 111 9 神奈 川 県 川 和 1 5 
東京 事務 所 東京 都 港 区 芝 南 佐 欠 間 町 + の 55 (501) 9588・2662 
東京 研究 所 RR RT (9221) 197 0 


水平 型 - 平 型 双 子 接点 型 有 極 型 小 型 ( 交 ・ 直 流用 )・ そ の 他 特 殊 型 各種 


MA2P 型 (①C 用 ) 
定格 電圧 6,12,24,48,100VDG@ 
動作 電力 最 少 0.4W 

最 大 2.5 W 
接点 組合 2 回 路 切 換 
電流 容量 2A 100 VDOC) 
無 謗 導 負 共 
取 オオ ュ ニュ デラ ゲイ る 8 
(オク タル ソン ソケット) 


人 I 
ロム 壮 = ニ | 
寸 法 . 51x35x35.mm 


カタ ログ 進呈 (取付 面 上) 


⑦⑰ = 杏 高見 澤 電 和 笛 作 孔 


東京 都 品川 区 西 大 崎 3 一 515 
TEL. 大 崎 (491) 代表 2136 
工 場 東京 信州 第 一 信州 第 二 


関西 地区 代理 店 関西 制 失 機器 株 式 会 社 大阪 市 大 淀 区 本 庄川 崎 町 3 一 26 TEL (37) 9859 


世 タ 々 タン レー VS 
ロロ レー / ニ ! リ コーン 設 泊 諾 


ポポ A 形 セ レン 整流 板 は ボ シリ コン 整流 素子 は 


O 逆 電流 が 臣 く 
ほど 少な く 安 
定 し て お り 

O 正 抵抗 も 極め 
て 少な く 

Oo 3 年間 放置 し 
て も 異状 が な 
い (各種 試験 
の デー クタ 集 を 
送付 し ます ) 


Oo 信頼 の お ける 
日 立 の 製品 で 

© 効率 が 高い の 
で 電力 料金 が 
安く 

OO 高温 に よく す 耐 
ええ 寿命 が 長い 


D.C 110V 273A 


カタ ログ 時 東京 都 目黒 区 中 目黒 2 一 605 ス タン レー 電気 KK 宣伝 課 230 係 宛 
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御 希 望 の 方 は 本 誌 名 記入 の 上 
PR 課 ま で 申込 み 下 さい 。 


ミツ ミ 電 機 株 式 会 社 


東京 都 北 多摩 郡 狼 江 町 小 足立 1056 
TEL (416) 2219・2619・2692 


i 


画 特 徴 


電気 的 特性 

. 使 用 周波 数 50% 近 一 5KS%s 12 レ ン 才 切換 
出力 電 . 庄 (100Vie-800V 

罰 0 和 計上 ELV 


1 
2 
3 
4. 
S 
o 


入力 イン ピー ダン ス 500KQ 
I 費 電 力 100V 50% 一 609% 470V A 


出力 負荷 端子 は 常に 0.05KF の 容量 負 某 と な 
る よう に 負荷 を 規定 し ます 。 

: 出 力 に 電圧 電流 計 が 附属 きれ て いる の で 、 和 客 
易 に 共振 点 を 見 出す こと が で きま す 。 


~N 


画 用 途 
本 装置 は 、 エ レク トロ ルミ ネッ セン スス 素子 を エン ク ロ ル ミ < ミネ > 4 
使用 し た 発光 体 の 実験 、 研 究 用 と し て 特別 に 広 クト ミネ ッ セ 用 
帯域 の 周波 数 に お いて 、 高 電圧 を 発生 し 供給 す 
る 装置 で 、 小 型 軽 量 を 目的 と し て 車 上 型 に 製作 

放 委 を だ も: で あり サ 束 な 


お 癌 合わ せ は 宜 伝 部 お 願い し ます 。 


山水 電気 株 式 会 社 


本 社 東京 都 杉並 区 和泉 町 4 6 0 番地 二話 (328 代表 0111 番 ー RT) 
大 阪 営業 所 大 阪 市 都島 区 都島 南通 り 4 の '8 電話 堀川 (35)8009・7819 番 
名 古屋 営業 所 名 古屋 市 中 区 官 出町 34 番 地 電話 中 (24).6240 番 


WE UE UE UE DEED RCEEE EE FES DOR RED EE GE UE 
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( 


ます 還 o プリ ント 醒 税 人 5 


©⑨③ プリ ント 配線 な ら 専 門 メ ー カ ー の 銘 光 工業 に お 任せ 下 き い 。 


支 配線 図 や 簡単 な 図 か ら で も 、 す で プリ ント 化 致 し ます 。 
廊 設計 か ら 製 造 ま で 一 貫 し た 優れ た 技術 と 完全 自動 化 き され た 設備 か ら 
b 生れ る メイ コー の プリ ント 配線 は きっ と 御 満 足 の ゆく こと と 存じ ます 。 


i 
銘 光 工業 株 式 会社 
東京 都 世 田谷 区 祖師 ヶ 谷 2 ~686 TEL (46) 0278・1231 
«4. 
測定 器 , 制御 機器 用 
\ で 
パネ ル 型 摺 動 変圧 人 器 
測定 器 , 制御 機器 等 の 電源 電圧 調整 に パネ ル 型 摺 動 萩 圧 器 の 使用 を お 閉め し ます 7 
滋 社 は 小 は 一 次 30 V, 一 次 0~30V1A 程度 の も の か ら , 大 は 一 次 100Vi 二 次 


0~130V 40 A, 一 次 200V 二 次 0~260V 30A 等 の 大 容 時 の も の まで 種々 慌 作 1 
て お りさ ます 。 

写真 上 は 一 次 100V, 二 次 0~130V 1A の 標準 品 , 下 は 一 次 有 100 Vi 次 80 ろ 
120V 30A の 特殊 品 で す 。 

二 個 又は 三 個 を 同一 帆 で 摺 動 させ る 三 相 用 , 二 個 の 所 動 変圧 器 と 補助 変圧 喘 を 組 倫 
せ た 微 細 調 整 型 (定格 例 , 一 次 100 V, 二 次 0130 V+5 V, 10 A) 一 次 , 二 次 巻 
線 を 別々 に 巻い た 絶縁 型 等 の 特殊 品 も 製作 し , 各 方 面 に 広い 利用 が 考 を られ ます 8。 
シャ フト の 回 転 ト ルク は 100V 5A の 標準 品 で 0.3 kg-cm' 程度 で 小 容量 の モー 巡 
ーー 駆動 に ょ り 自 動 調整 に 使用 する こと が 出来 ます 。 

また マイ クロ ・ ス イッ チ を 数 個 と りつ っ つけ, シャ フト に つけ た カム に より ご れ を 作動 
させ , 任意 の 電圧 値 で 任意 の 回 踏 の 断続 を させ る こと も 出来 ます 。 

約 10 万 回 程度 の 使用 に 耐え , 定期 的 に 手 入 を 行え ば , 十 数 年 の 長期 使用 も 可能 で す 。 
測定 , 検査 等 に 計器 類 と 組合 わせ , 叉 電源 電圧 降下 の 昇圧 用 に 単 相 , 三 相 の 単独 合 
用 型 も 製作 し て おり ます 。 型 録 , 寸法 図 を 準備 し て お り ま す 。 i 

特殊 品 に 関す る お 問合せ を 歓迎 致し ます 。 


東 Pe 精 電 株 式 ~~ 社 東京 都 港 区 芝 南佐久 間 町 1 ノ 5 
和 LT ZI 電 話 (501) 9349 . 9522 
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VE 
i 


3 ドー ルリ る 


日 本 ミネ チア ベア リン ク 舟 式 會 注 


日 本 ミネ チュ アベ アリ ング 販売 株 式 会 社 
東京 都 中 央 区 日 本 橋 兄 町 1 一 4 TEL (671)1203-5 _ 


TIME-MARK GENERATOR 


1. 用 途 オシ ロス コー プ の 掃引 時 間 の 較正 , 
信号 波 末 の 比較 な ど に 使用 し ます 。 
2. 性 能 
| 
の GS Ss. 0 8 
lps, 5gs, 10ks, 50ks, 100ks, 500&gs, 
lms, 5ms, 10ms, 50ms, 100ms, 500ms 
Ls 
2 a 訂 民 001 以上 語 ) 
ET VEL CT 
る a 4 0 後 性 きず プラ: る ex ば 芸人 雪 換 
可能 
2 りー 力 
2・b・1 周波 数 1Me/s 100ke/s 
10kce/s, lke/s, 100¢/s, 10¢/s, 1e/s 
20Vb で 鬼才 出る 35V tgpR50kG 
潤す スッ 
電 源 AC95V 一 105V 50c/s 一 60c/s 
消費 電力 450V A 
寸 法 約 540x370x300 
宣 量 440kg 


一 営業 品目 一 
パル ス 応 用 各種 測定 器 ・ 多 現象 オシ ロス コー プ ・ 高 : 閑 通 エエ = 
周波 電源 装置 ・ 半 導体 関係 測定 器 ・ パ ラメ トワ ロン 関 倍 機 客 式 貸 訪 
係 測定 器 ・ 標 準 時 間 発 振 器 微少 時 間 統 計 機 ・ 医 用 東京 都 港 区 西久保 信 幡 町 1 0 
電子 管 測定 器 ・ 其 の 他 超 広帯域 増 息 器 関係 回 語 3)1247 6;2 247.3.3 


わす ず すか 4 ケ の トラ ンジ スス 光 0 


画 期 的 / 安 定 度 


トラ ンジ スタ ー 安 定 化 電源 


MODEL T$-60 


ーー @ 匠 社 技術 陣 の 研究 開発 に よる 
全く 新しい 回 路 方 式 


⑧ 従 来 の 石 の 数 の - で 0V か ら 
ol NY . 


@⑧1 ケ の ダイ オー ド と 1 ケ の 抵抗 に より 


完全 な 保 護 回 路 


東海 電機 株 式 会 社 


¥ 29,800 
ま 8 も 60 吾 0 東京 都 三 座 市 牟礼 550 TEL ムサシ ノ (3) 3883 


一 屋 と 向上 し た 安定 J きめ 4 
ほとん ど 肢 調 の 必要 あり ませ ん 
@ 真空 管 電圧 抵抗 計 DV 一 5 型 


A. B 電 源 共 電圧 安定 化 装 置 付 , 電圧 は 0.5 V レ ンジ 
に より AC50mV, DC10m V ま で . 周波 数 は 500Mc 
ま ょ で 計測 可能 
測定 範囲 交流 0 一 150V.RKM, S 及 x10 6 レヒ ンジ 
0 一 420V. P. PP 及 x10 6 ヒレ ヒンジ 
直流 0 一 1500V 及 x 100 
最高 30KV ま で 8 レヒ ンジ 
拭 抗 0 一 1000MC 8 レヒ レンジ 
周波 数 範囲 RI.MS 30% 一 500Mc, P P30% 一 50Me 


いま R.M.S C= 1.8PF 1 下 
ンス R=2MQ (100Ke),500KN(10Me) 
60KN (100Mc) 
P.P,C=13PFIJT R=2MN(100Ke) 
1M92 (1Me)200KN (10Me) 
直流 15MQ 及 x100 
誤 灯 交流 定格 値 の 土 3%※x10 は 定格 値 の 士 5% 
直流 定格 値 の 士 3%x100 は 定格 値 の 二 10% 
抵抗 目 克 長 の 士 3% 中 央 目 克 R の 0.3 一 3 
倍 の 間 
周波 数 特性 R.M.S 士 3% (50% 一 250Me), 土 10% 
(30%4 一 500Mec), X10 は 士 10% 
(30%~1Me) 
P. P 土 5% (30% 一 50Mce) 
x10 は 士 10% (30% 1 Me) 


大 央 電気 株 式 会 社 


東 京 孝三 庁 % 市 條 加 ( 淫 '784 "和夫 地 
電 話 『 起 " 蔵 " 野 (022) 3 一 41'0 7 て 代 ) 


ジオ , テレ ビ 用 測定 問 
空中 


© 並 列 T 型 回 路 を 利用 し て 新しく 設計 きれ な た 避 率 測定 器 で あり ます 。 
© 小型 軽量 で 価格 が 非常 に 低 床 で す な が 性 能 は 高価 な も ゃ の と 少し も 談 
り ま せん 。 

支 用 途 

© 和 蛋 率 、 信 号 対 雑音 比 の 測定 。 

© 広帯域 高 感 度 真 空 管 電圧 計 。 

壇 性 能 

© 窒 率 測定 藻 本 周波 数 範囲 30 一 30 Kk 連続 可 談 。 

Oo 窒 率 測定 範囲 、 及 指示 値 30%~-0.2%、db 及 % 直読 。 

Oo 牌 率 測定 に 必要 な 入力 0.5V( 入 力 イ ン ピ ー ダ ンス 100Kg ) 

O つ © 真空 管 電 圧計 周波 数 特性 30%g 一 100 K9g (0.5qp ) 
20% ~150 K% ( 1db) 

Oo 真空 管 電圧 計測 定 範 囲 2mV ~10V 

O 〇 電 源 100V 交流 50~60% 

〇 © 電源 変動 に 対す る 安定 席 電源 変動 +15% に 対し て 指示 誤差 
0.2db 以内 

Oo 要 電 カ 25VA 

云 主 な る 績 入 先 警察 庁 、NHK、 日 本 電気 、 そ の 他 主 メー ヵ ォ ー 


信和 通信 機 株 式 会 社 


東京 都 杉 並 区 下高井 戸 4 ノ 943 電話 (312 う 0125( 代 表 )~0130 


a 


SCIENTIFIC LABORATORY 』 
EQUIPMENT 


恒 


時 


に 


誰 代 


株 式 会 社 興 村 製作 所 


東京 都 板 橋 区 熊野 町 3 5 電話 (961)1596・2728 


i 


島 信 頼 性 絶縁 形 皮 膜 抵抗 人 


(略称 : RM 型 抵 抗 器 ) 
C 部 品 の 完成 ! 
EE 0 


Actual- Size 


理研 電 星 製造 株 式 会 社 


東京 都 板橋 区 志村 小豆 沢 4 の 6 電話 (901) 6176 (代表 ) 


アメ リカ 無線 界 で は パイ レッ クス を 
日 本 で は ボン レッ クス の 御 使 用 を 


ポン レッ クス の 用 途 
無線 , 有線 電気 通信 機器 用 , 超短波 医療 機器 用 ラジオ, 放送 機 
並 に テレ ビジ ョ ン , 船舶 及び 汽車 , 電車 , 理化 学 , 火薬 容器 , 
ウェ ル ダ ー 機 器用 〇 ③ 原 子 力 平和 利用 ・ 各 機器 圧 子 
© 和賀 社 御 考 案 の 別 形 製作 の 場合 は 詳細 御 一 報 次 第 参上 御 説 明 申 上 ます 


を # ボン 和 契 子 製作 所 
東京 都 千代 田 区 神田 松永 町 1 9 番地 
松永 ピル TEL (251) 8 8 9 4 番 


信用 ある 全国 無線 部 品 店 じ に あり 。 
カタ ログ 進 量 
本 誌 名 記入 の 上 お 申込 み 下 さい 。 
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二 8 低 周 波 計 ま 0 の 
UO cps ~ 120016ps の 


正弦 波 ・ 三 角 波 お よび 短 形 波 を 10 進 法 


5 レン ジ に 分 割 し て 発生 する 極め て 安定 な 超 低 周 疲 発振 器 で 
出力 電圧 の 周波 数 特性 は 本 質 的 に フラ ッ ト , 波形 お よび レン ジ 
の 切換 え に よ りほ は と ん ど ト ラン ジエン ト を 発生 せ ず , た だ も に 
新た に 与え られ た 波形 で 発振 し ます 。 

開放 出力 電圧 を 指示 する peak to peak 型 電 圧計 が 組込ま れ 


100V 50/60cps 約 150VA 

495 (520) X240 (258) x404 (445) 品 * 約 22kg 

(10 進 法 5 レンジ) 0.008—1200 cps 
平和 位 お よ ょ び 不 平作 

正弦 波 三 角 波 お ょ び 衝 形 波 


最大 出力 電圧 (4 kn 負荷 に 対し 3 渡 形 と も ) 
出力 電圧 周波 数 特性 

出力 電圧 安定 度 電源 電圧 の 土 10% 変動 に 対し 
牌 率 正弦 流 の と き 


士 0.2dB 以 下 
0.008 一 100 cps 1% 以下 
100~1200 cps 2 % TF 


直流 低 電 圧 安 定 化 電源 711 型 


本 機 は トラ ンジ スタ 化し た 小型 ・ 軽 量 の 
低 電 庄 の 安定 化 直 流 電源 で 、 ヶ ケー ス と 給 緑 
し た 2V-15V, 0 一 500mA の 直流 電圧 を 取 
出す こと が で き 、 出力 電圧 ・ 電 流 計 を そ な 
え 、 和 電流 計 レ ンジ と 連動 する 電子 的 過 負 荷 
防止 回 鷺 に より 、 直 列 ト ラン ジス タ お よび 
出力 電流 計 を 完全 に 保護 し て いま す 。 


出 カ イン ビー ダン スニ eonseeeeeeesneseenmeeseseerereeeeereeeeereereereee 約 409 


2 一 15V 連続 可変 
同期 出力 ーー 約 10V PーP ( 李 性 負 ) バル ス 巾 5gS 和 WT 


0 一 500mA 連続 


(g) 析 式 全 填 菊水 電波 


社 東京 都 大 田 区 馬込 町 西 4 の 67 電話 (771) 9191 5 
和 川崎 市 新丸子 東 3 の 1175 電話 (047) 3073・6224 ・6281 


圭 要 営 業 品 目 


ゴ ッ パ バ パー 


寿 命 。 20,000 時 間 以 上 
雑音 1gV 6kQ 

50 
励磁 コイ ル 0 6.3V 850 
種 類 一 般 用 低 入 力 用 


米国 Swoutout 社 と 技術 提携 
用 電子 管 記録 計 


途 直流 増幅 器 等 大 騙 協 玉 株 式 會 昼 


本 社 東京 都 杉並 区 西田 町 2 丁目 407 番地 電話 C398)5111( 代 表 ) 
大 阪 出張 所 大 阪 市 北 区 芝田 町 112 井上 ビル 24 号 室 電話 (36)5491_5 (交換 ) 
。 小倉 出張 所 小倉 市 博労町 63 富士 ビル 44 合 室 電話 小倉 C5)8621 
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世界 に 迷 然 た り ……… 


習 了 筐 と 性 能 

この 二 極 マイ クロ スイ ッ チ は 本 邦 に 於 いて は 勿論 、 又 その 品種 に 於 いて は 従来 の 単 極 の 
基本 列 と 同一 に 総 ゆる 品種 が 完成 致し まし た こと は 電界 で も 最初 の 画 誠 的 な も の で す 。 こ 
の 成功 の 理由 は 本 器 が 遍 枯 の 動き (M 、D .) に 於 いて 外国 品 の 欠陥 ( 応 差 の 動き が 大 きい こ 
と 、 こ れ は 二 極 マイ クロ スイ ッ チ が 海外 に 於 いて も 、 国 内 に 於 い で も 普及 され な い 理 由 の 
ー つ と 考え られ ます ) を 完全 に 除去 し た こと で す 。 こ れ は 正しく マイ クロ スイ ッ チ の 奮 例 , 
親分 野 へ の 天 明 と まで 云わ れる 理由 で す 。 そ し て 更 ら に 特徴 は の 如く 追加 され る の で す 。 


(1) 外 寸 , 取付 位置 は 単 極 基本 型 と 同一 耐 圧 1000V. A. C. 一 分 間 
(2) 機械 的 寿命 は 50 万 回 以上 , 接点 間 了 。 絶縁 抵抗 500V. 1000MD 以上 


は 従来 の 単 極 品 よ り 広 い . 動作 に 必要 な カ (0. F.) 300 一 450g 
(3) 動作 旋 , 応 差 の 動き も 単 極 型 と 同一 動作 迄 の 動き (P. T.) 0.5MAX 
(4) 単 極 品 を 2 ヶ 並 べ て 使用 する の と 違 。 動作 後 の 動 き (0. T.)} 0.13MIN 
い ス イッ チ の 投入 切断 は 2 回 路 同 時 。 戻り の カ (R. F:) UigMIN 日 本 開閉 器 工 業 株 式 会 社 
(5) 規 格 応 差 の 動き (M. D.) 0.01—0.15 
電流 容量 125・250V. 10A. A. C. 東京 都 大 田 区 馬込 東 3 一 644 


TEL 東京 (771) 8841-2・8379 


新 製 品 
TP _ 030 一 10 型 入 亡 電圧 AC 50~60co 90~105 V 

RE TT 出力 電圧 DC 0~30 V 連続 可 秦 
出力 電流 最大 連続 負荷 10 A 
電圧 変動 電源 及び 全 負 荷 変動 に 対し 100 mV 以下 
リッ プル 5 mV 以下 
過 電 流 安全 装置 付 


ま ・ 重 務 520x340x360 41kg 


PAT. PEND 
この 他 製 造 中 の も の は 次 の 通り で す 。 
掲載 誌 御 記 入 の 上 カタ ログ 御 請 求 下 


3 
ed し % 


富 業 部 川崎 市 二子 662 


TE (G01) 4391 
(048) 3883 
(048) 4111 


FE a 四 常に 高度 の 学問 的 水準 を 維持 し , 業界 の 発展 に 窒 与 


量 電子 技術 者 の 要望 に こと た ぇ 業界 の 指針 た らん と する 


Zz 雷 プ 
特集 ズ 今 の 電子 工 業 の 題 点 を 探る 外国 雑誌 を 読ん で 半導体 ・ 新 し い 回 路 ・ 計 算 機 ・ 自 動 制 御 


新 golden sixty を 迎え た と いわ れる 1960 年 の 電子 工業 は , な どの 各 分 野 の 専門 エン ジニ ア が 論外 の 
EE 現在 技術 的 に も 産業 的 に も 大 き な 曲 り 角 に 立っ て いる と いわ 雑誌 を 読ん で , 評論 する 新しい 企画 
= れる 。60 年 の 各 分 野 に お ける 発展 を 総括 し , 61 年 の 中 む 的 で 
問題 を 探る うと する 特集 。 電子 工業 デザ イン ・ = ト 通 研 ・ 電 気 試験 所 ・NHK 
* zk > 技研 な や 電導 され た - 資 料 に uk D, 現 
を 特集 ズ 技 術 者 は どの よう に 待遇 され て pois dei 
飯 る の 3 デー タ , チャ ー ト の ペー ジ 
技術 者 が 足り な いと いう 声 は 大 きい が , 果して 技術 者 は どの 新 連載 / 技 術 英 文 の 書き 方 通 研 平野 人 
よう な 待遇 を され て いる の ee 研究 所 ・ メ ー カ ー な どの エン Review of Japan Electrical Communication rebornat on 
ーー ジニア の 直接 の 声 と その 実態 を 明らか に 二 る 資料 。 の 編集 に 当る 著者 の 経験 に より , 電子 技術 者 が 英文 を いか に 書く ペ 
0 ド 一 年 間 連 載 す る 。 
大 アラ ピ ャ ノ 通 古 ・ 東 大 に お ける 超 低 湯 
特 研究 ] ] 
焦 写真 に より , 大 きく 変 ぼ うす る 電子 工業 を 総合 的 に 解説 する 小 内 電 子 工 業 
本 誌 独 待 の ペー ジ 
株 式 会 社 


確実 入手 に は 直接 購読 を 
エレ クト セロ ニッ クス ・ ニ ュー ス _ 技術 半年 分 900 円 (5 分 引 ) 
者 の 横顔 新しい 技術 者 潮流 特許 計 ! 年 分 1710 円 コ 割 3 
紹介 新 製 品 紹 介 読者 の ペ マージ 定価 150 円 120 買 


» デー タ 処 理 の 入門 か ら 実 用 まで く < 上巻 発売 中 > ーー 上巻 主 要 目 次 ーーーーーーーー。 
: ⑪⑧ デ ー タ 処理 と いう 間 題 ファ イル : 


マッ クラ ッ ケ ン , ワ イス , リ ー:Programming Business Computers : , : 
: ⑧ 流 れ 図 の 書き 方 ④ デ ー タ 処理 機械 : 


事務 用 計算 機 の プロ ケラ ミン グー 98S365 過 022 


高橋 茂 監訳 ・ 石 井 治 ・ 相 磯 秀 夫 ・ 淵 = 一 博 共 訳 | ⑦ ア ドレ ス 計 算 ⑬ ル ー プ と 指標 レジ 


本 書 は 日 常 電子 計算 機 を 事務 デー タ 処 理 の 問題 に A5 判 ・9 ボ 横 組 : スタ サブルーチン ⑯d 入 出力 装置 : 
応用 する と と に 携わっ て い る 人 。 また 計算 機 の 応 淡 タ リー ム 上 質 紙 大 出力 の プロ グラ ミン グ ⑫3 お プロ み ラ 1 
用 と 非常 に 密接 な 関係 に ある 仕事 を し て いて , 紹 本 グロス 装 特製 i ム の 検査 〔 付 録 JDATAC・ 数 の 表 
介 記 事 を 斜め に 読む だ け で は あき た ら な い 人 の た 上 巻 368 頁 開 1,200 | の 表 
め に 書い て ある . 下巻 300 頁 1,000 : わし 方 ・ 用 語 の 説明 i 


pp ディ ジタル 計算 機 の 実用 入門 参考 書 月 刊 「 電 子 計算 と 制御 」 改 題 


R.K. リ チャ ー ズ : Arithmetic Operations in Digital Computers x = 
給 3 ジル - 村 集 ルー トメ ーション 技術 


高橋 茂 監修 ・ 石 井 善 昭 ・ 相 磯 秀夫 ・ 加 藤 満 佐 夫 共 訳 Office and Industrial Automation 

, 情報 処 理 を 核心 と し た オー トメ ーション 技術 
A5 判 ・365 頁 ・ 特 上 製本 太 定価 \1,400 子 計算 機 ・OR・ 季 介 全 ・ 導 人 
・ 情報 通信 ・ 電 気 機械 工学 ・ オ ー ト メー シ 
ン 機器 の 普及 と 誰 迷 を 編集 方 針 と する 天 界 


* 周波 数 解析 変調 と 雑音 の 理論 。 ご 2 


刊 ゴー ルド マン : Frequency Analysis, Modulation and Noise 新年 号 予 告 ず いそ う (堀内 和夫 ・ 
巴 細野 敏夫 ・ 堀 内 和夫 共 訳 吉村 好美 ) 信 特集 医学 の オー トメ ーション ・ 人 
内 騰 p 直 の オー トメ メー ジョ 0 

約 A5 判 ・9 ポ 横 組 ・500 頁 1 月 下旬 刊 ・ 予 定価 \1,250> の オー トメ ーション (高橋 時 正 ) 信 座席 予約 装 
まゆ 情報 処理 ハン ドブ プ ブック の 応用 寺 科 大 昌和 四 )・ 肖 議 放 0( 全 元 
e 情報 処理 ハン ドブ ッ ク 編 集 委 員 会 編 二 来 春 3 月 刊 > BS5 章 本 信 き 引 、 ・80 買 bi 
$ A5 判 ・8 ポ 2 段 横 組 ・1000 頁 ・ 予 定価 \3,500 ) 誌 半年 \ 960 い . 店 頭 販 売 を 主体 

j 代 1 才 年 \1290 いた し ませ ん の で 御 

2 ヵ年 ¥ 3840 約 な さ 場 合 は 入手 還 

| 2 


将 玉 書院 款 答 直 中 箇 82G8 
ZC 電話 下谷 (831) 6464・5094 振替 東京 34089 
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信頼 で でき る 


本 器 は 周波 数 , 周波 数 比 ,。 周期, 時 間々 隔 等 を 正確 に 測定 し , こ 
の 量 を ディ ジタル 表示 する カウ ンタ で あり ます 。 周 波数 細 囲 は 直流 
か ら 6 最高 2.1Mce まで の 入力 信号 に て 動作 し ます 。 ま た 測定 結果 は 
数 字 表 示 の み で は な く , 4ー2 一 2 一 1 の 符号 出力 と し て 取り 出す 
こも を も でき は が 3 


| e 票 示 お よび 出力 : 10 進 法 , 7 桁 , 最上 位 の 桁 を 除き 4ー2 一 2 一 1 
の 符号 出力 あり 。 各 桁 ネ オン 0 一 9 表示 , 測定 法 に より 小数 点 と 
潤 を 自動 的 に 明示 し ます 。 
e 入 力 : AB 両 チャ ン オ ネル を 適当 に 組合 せ て 各種 測定 を 行 
いい ます 。 
A テ チャ ン オ ネル 10.2Vpre DCGC-ー-21Mc 
B テ チャン ネル 0.4Vpr_p DC~ 1Me 
各 チ ャ ン オ ネル と も に 士 1 Vx1,、x10, X100 の と ヒ と ヒ ベ ペ ベル 選択 可能 
ee ゲー ト 時 間 :1/10/100uS/1/10/100mS/1S の 7 と ヒンジ, お よ 
び ※X10 を 使用 し て この 10 億 も 可能 。 ま た 手動 を 加味 すれ ば 1SxXN 
倍 , 10SxN 倍 も 可能 。 
° E 源 : AC 100V 50 一 60%% 


I i a 
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電気 通信 技術 委員 会 研究 専門 委員 会 
開 催 通 知 ( 硬 和 36 年 1 月) 


本 会 会 員 は 誰 で も , 任意 の 委員 会 
者 は , 委員 会 名 を 指定 


ミ に 自由 に 参加 で き , 研究 発表 も で きま す 。 研究 発表 希 鹿 
前 々 月 末日 まで に 本 会 宛 お 申込 み 下 さい a 


1. 信頼 性 と 品質 管理 理研 究 専 門 和 奏 員 会 委員 長 茅野 健 
晴 : 時 1 月 16 日 (月 ) 14 陸 ~17 時 
場 所 電気 通信 学会 会 議 室 ( 王 代 田 区 富士 見 町 2 の 8 国電 此 田橋 , 水道 橋 寄 改札 口 下 車 う 
議 。 題 ( り ) タン タル ュ コン デン サー の 信頼 度 に 関す る 統計 的 研究 (海外 文献 の 紹介 ) 
檜 山 普 画 君 ( 通 PD 
2! 寿命 許容 限界 唐 津 一 君 ( 電 々 公社 ) 
2. マイ クゥ ェ 波 大 送 研究 専門 委員 会 委員 長 岩 片 秀 妖 
日 時 1 月 15 日 (月 )9 時 17 時 
場 所 早 大 理工 学部 会 病室 で 新宿 区 戸塚 町 ) 
議 題 (1) 第 13 回 URSI 総会 と 出席 し て 森 用 義 尋 君 (東大 生研 
(2| テテ サキ ダイ オー ド を 多数 用 いた マイ クセ 波 増 巾 器 お よび 発振 器 
横 内 滋 君 ( 阪 大 産 研 
3 医用 電子 装置 研究 専門 奏 員 会 委員 長 阪 本 兵 房 
日 時 1 月 24 日 ( 火 )14 時 ~17 時 
場 所 東大 医学 部 本 館 会 議 室 (文京 区 本 富 寺町 ) 
議 題 循 村 器 系 医 皿 診 灯 の た め の 新 し い 電 子 装置 三 浦 茂 君 ( 東 芝 電 子 機器 技術 部 ) 


4 回路 網 理論 研究 専門 委員 会 半 員 長 川下 正光 


日 、 時 1 月 2 日 (大 14 時 ~-17 時 

場 所 東京 工業 大 学 講義 室 (目黒 区 大 岡山 , 目 蒲 線 大 岡 出 下車 ) 

議 和 題 ① 電子 回 路 の 図 的 解 折 藤 原 思 赤 君 (日 本 ネ ョ シン ビ ゃ ヤ ) 
磁 心 アナ r グ 記憶 演算 素子 を 用 いた 伝達 別 数 可変 ろ 波 器 


渡 辺 昭 治 君 (国際 電 々 ) 


oh 2 スタ 研究 専門 委員 会 委員 長 岡部 豊 比 吉 

日 時 1 月 24 上 日 ( 火 ) 14 時 ~17 時 

場 所 東京 大 学 工学 部 電気 工学 科 輪 講 室 六 京 区 本 富士 町 ) 

議 _ 天 (1) ェ サ キダ イオ ー ド の 動 特性 の 測定 た に つい て " 福 井 初 昭君 ( ッ = つ ー) 

(2) 合金 接合 トラ ンジ スタ の パン チ ス ルー 状態 に お ける 諸 特 人 性 に つい て 
柳井 久義 君 ・ 菅 野 卓 雄 君 ・ 佐 々 木 元 君 ( 東 大 エ ) 

(3) トラ ンジ ス 化 分 布 増 巾 器 の 試作 に つい て 

田 守 毅 君 ( 早 大 )・ 黒 沢 公 司 君 ・ 大 平 隆 夫君 ・ 大 和久 修三 君 G 沖 電 気 ) 
⑨ 2 月 は 関西 に て 開催 予定 詳細 は 赤 紙 3 責 参 照 


ER 


6 超 音 波 研 究 専 門 委 上 員 会 a ] 
日 時 1 月 26 日 ( 木 )13 時 ~17 時 も 
場 所 東京 工業 大 学 講義 室 (目黒 区 大 岡山 目 薄 線 大 岡山 下車 ) 
議 (1) New Zealand 北東 海域 に お ける マグ 魚群 探知 機 の 実験 
西 村 実 君 (水産 褒 漁船 研 ) 

( 欠 フィ リッ ピン 海域 に お ける マグ ロ 魚 群 の 探知 に つい て ’ 1 

間 庭 愛 信 君 (水産 庁 漁船 研 ) 

3 物理 化学 に お ける 超 音 波 千 渉 計 の 応用 宮 . 原 豊 君 (名 大 理学 部 ) 

自 超 音波 に ょ る 砂鉄 の 脱 焼 佐々 木 信 了 郎 君 ( 石 戻 線 合 研 う " 


7. 航空 電子 機器 研究 専門 委員 会 委員 長 小 林 正 次 
日 時 1 月 27 日 ( 金 )14 時 ~17 時 | 
場 所 日 本 電気 四 号 議 室 ( 港 区 芝 三 田 四国 町 2, 国電 田町 下車 ) 
議 題 () Kiel に お ける 船舶 の 航法 な ら び に 安全 に 関す る 国際 会 議 に 出席 し て 


岡 田 叫 裕 君 (日 電 う 
軌 第 六 回 国際 航路 標識 会議 に 出席 し て 


広沢 鋼 四郎 君 (日 電 ) ・ 木 戸 栄 治 君 ・ 川 上 義郎 君 沖 電 気 ) 
TR 拉 る の の 
8. オー トマ トン と 自動 制御 研究 専門 奏 員 会 委員 長 高 橋 秀俊 
日 時 1 月 16 日 (月 ) 9 時 ~1Z 時 
場 所 京都 大 学 楽 友 会 館 ( 京 者 市 左京 区 東山 近衛 通 東 ん 一 市 電 東 山 線 近衛 通 下車 東入 を) 
議 題 (J) 日 本 語 単 音 飯 の 符号 化 坂井 利之 君 ・ 堂 下 修 語 君 ( 京 大 D 
(2| パタ ン 認 識 装 置 の 基本 設計 坂井 利之 君 ・ 吹 披 敬 竜 君 ( 京 大 エエ) 
3) AーD 変換 喘 の 二 , 三 の 問 題 点 に つい て 北村 号 君 ・ 川 取 修 君 (島津 製作 所 ) 
(4) 精密 速度 開 測 定 に つい て 松元 雄 倉 君 ・ 意 田 直 紀 君 ( 京 大 エエ 
9. 電 和子 計 算 機 研究 専門 委員 会 委員 長 後 藤 以 皿 
日 時 1 月 .16. 量 (月 )13 時 - マ 6: 時 、 
場 所 京都 大 学 楽 友 会 館 ( 京 都市 左京 区 東山 近衛 通 東 ルー 市 電 東 山 線 , 近 術 通 下車 東入 ル ) 
議 題 (1) KDC I の SymbolicCodingSystem た に つい て 」「 清 野 武 君 《 京 大 
較 論理 演算 基本 回 路 の マー ジン 直視 装置 矢 高 . 修 - 三 君 ( 京 , 1 大 電 
(3) デー タ rr ガー TOSBAC 3225 に つい て 加藤 一 君 ・ 天 羽 浩平 君 ・ i 
山中 和正 君 ・ 白 井 国 雄 君 ・ 近 藤 叉 吉 君 (東芝 電子 機器 技術 部 ) 
貞 MELCOM I IOI Digital computer の 命令 と つい て 
馬場 文男 君 ・ 渡 辺 文明 君 ・ 嶋 村 和 也 君 (三菱 電機 ) 
座 員 会 終了 後 京 大 の 電子 計算 機 KDC 1 を 見 学 の 予定 


10. イン ホメ ーション 理論 研究 専門 委員 会 委員 長 大 泉 充 郎 

中 = 時 1 月 17 日 ( 火 )13 時 ~17 時 

場 所 日 立 フ ァ ミ リー セン ター( 毎 日 大 阪 会 館 2 階 , 大 阪 市 北 区 船 大 工 町 市電 堂 島 中 町 停留 所 東 ) 

講 題 (1) 第 四 回 情報 理論 ロン ドン シン ポジ ッ ゥ ム に つい て 大 泉 充 郎 君 (東北 大 ) 
9) 組織 符 等 構成 へ の 位相 奨 何 学 的 方 法 の 一 応用 則 。 - 忠雄 君 ( 大 阪 大 ) 
3 雑音 検波 出力 の 統計 理論 太 田 光 即 君 ・ 仲 上 稔 君 (神戸 大 ) 
( 位相 同調 FM 復調 器 に お ける 最適 フィ ル タ 津村 隆 君 ・ 小 林 信 三 姓 (三菱 電機 ) 
(5) 文字 ペタ ー ン の 一 符号 化 方 法 に つい て 白井 三郎 君 ・ 坂 ロー ニニ 三 君 (国際 電 々 ) 


SS 、 Td 


11. 通信 方 式 研究 専門 委員 会 委員 長 染谷 重 
は 時 有人 は 18 時 水 )79: 持 へ 4 時 
場 所 大 阪 大 学 工 学部 大 会 議 室 (大 阪 市 都島 区 東野 田町 9) 
議 題 (1!) Meteor Burst 通信 方 式 に つい て の 一 考察 長岡 岩 雄 君 (大 阪 天 ) 


FS デジ タル 信号 の 間 け つっ 通信 に っ いて 生島 広 三 郎 君 (電波 
(3) ダイ パシ ィ テ ィ 方 式 の 改善 度 に つい て 金 久 正 私 君 (神戸 た 
( 邊 レ ー ダ 中 継 方 式 た つい て 和 杯 上 頁 ~ 雄 君 ・ 春 ! 田 7 弓 君 "神戸 5 
(5! 礎 気 ドラ ム 式 遅延 正 帰 層 方 式 小 林 信 三 君 (三菱 電機 ) 


(6 計算 機 た に よる ハミ ング ュー ド の 検討 な ら び に 言語 符号 の 統計 
坂 井 利之 君 ・ 西 尾 英之 助 君 (京都 大) 
選 日 本 語音 声 の 自動 識別 方 法 西山 静男 君 ・ 徳 永 暫 夫君 ・ 川 勝 文 魔 君 (日 立 軸 作 所 ) 
(8) PCM 通信 に お ける 隊 時 縮 伸 。 山下 一 美 君 ・ 細 川 省 一 君 (大 阪 市 
に 電気 音 響 研 究 専 門 奏 員 会 (2 月 の 予定 ) 委員 長 富 田 議 男 
2 月 3 日 ( 金 )9 時 30 分 ~18 時 F 


(6 ディ ー ゼ ル ェ エン ジン 有 碑 音 の 音響 出力 測定 伊藤 毅 君 ( 早 大 理工 学部 ) 
団 テク スポ ネン シヤ ル ホ ー ン の 考察 吉川 昭 吉 郎 君 ・ 村 上 正久 君 ( 通 の 
(8) モー ショ チル フ イィ ー ド パ バック に 関す る 実験 石井 伸一 郎 君 ( 松 下 電 器 ) 
、(9) 機械 系 にょ り 遅 延 回 路 に つい て 富 田 義 男 君 (日 本 ビク ター) 
oO) ト ラン ジス 研究 専門 答 員 会 委員 長岡 部 豊 比 古 ( 2 月 の 予定 ) 
ROE うう 9 S80 分 へ. で 款 
場 所 大 阪 大 学 工学 部 大 会 議 室 (大阪 市 都島 区 東野 田町 9) 
議 題 ) RR i ド の 遊動 性 イン ピー ダン ス に つい て 
i 吉村 る 次 本 君 く 通 Pp 


’ 日 時 

; 場 所 大 阪 大 学 工学 部 大 会 議 室 (大 阪 市 都島 区 東野 田町 9) 

講 苦 (1) 異な る 半径 を 有する 毛細 管 集合 体 の 音 閣 特 性 中 村 昭君 ( 阪 大 産 研 ) 
: (2) 衝 括 を 伴う 振り バネ お よび 曲げ パネ の 振動 特性 の 比較 

; 伊藤 義一 君 ・ 高 村 真 夫君 ・ 清 水 一 君 ・ 大 控 痴 二 君 ( 通 。 硬 ) 
: 3) 日 本 語音 声 の 識別 方 法 北村 音 一 君 ( 阪 大 産 研 ・ 川 勝 文 麻 君 ( 旧 立 ) 
; 軸 電 直 音 叉 に つい て 河合 次 男 君 ・ 三 浦 磁 君 (村田 製作 所 ) 
(5 徴 分 波形 に よる 監 音 の 評価 北 村 音 一 君 ( 阪 大 産 研 ) 


; 罰 記 UHE 吉 の トラ ンジ スタ 化 に つい て 
中 村 正 一 書 ・ 森 栄三 君 (松下 電 障 う ・ 下 村 。 宏 男 ・ 和 楠田 療治 君 (松下 電子 う 
3 の 議 0 5) 無 接 合 素子 の 電気 特 人 性 た つい て 。 泉 - 秀雄 君 ・ 伺 野 影 導 君 ( 通 。 研 う ! 
Ry 出 高 出 カシ リュ ント ラン ジス タ 山本 隆一 君 ・ 土 佐 雅 宮 妊 (三菱 電機 ) 
区 (5) = テキ ダイ ホー ド の 二 , 三 の 応用 尾 上 守 夫君 (東大 生研 ) 
(6]- トラ ンジ スタ の ば ら つ き と パ イア スズ 安定 化 回 路 の 設計 に つい て 
川 西武 君 (上 路 工大) 
中 デル マニ = ゥ ム 合 金 接合 の 異常 降伏 現象 徳山 貌 君 ( 晶 立 中 研 ) 
」 (8) テテ サキ ダイ オー ド を 用 いた 多段 増 巾 器 の 一 構成 法 に つい て ・ ヽ : 
っ 大 平 _ 度 者 ・ 大 和久 牧 三 震 ・ 彰 井 三朗 Ch 電気 研究 所 ) 


> 


tt 


ora 電 計 押 eT 「 草 直線 理 給 」 「 磁 材料 」 「 マ イク ョ 波 真 空 管 」 
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特許 出願 前 に 学会 等 で 発表 し た 発明 の 
新規 性 と 学術 団体 の 指定 


本 年 4 月 1 日 か ら 新 し い 特 許 法 が 施行 され まし た が , 新 特許 法 に 含ま れる 多 ぐ の 改正 事 
項 の うち も, 学会 に 関係 の ある 重要 な も の と し て 「 発 明 の 新規 性 」 に つい て の 解釈 の 改正 が 
あり ます 。 0 - 

発明 が 新規 で ある こと は 特許 を 受け る た め の 要 件 で す が , その 判断 は ぞ の 発明 條 つい て 
の 特許 出願 の 時 を 基準 と し , それ 以前 に 発明 が 刊行 物 ① に 記載 され , また は その 他 の 手 
段 で 公知 と な つた 場合 は 新規 人 性 が な いと する の が 建前 で す 。 し た が っ て 研究 者 が 自己 の 発 
朋 を 研究 成果 と し て 特許 出願 前 に 刊行 物 に 発表 し た 場合 に お いて も , 前 記 の 建前 か らい うっ 
て 新規 性 は な く な る わけ で す 。 

旧 特 許 法 は 以上 の 建前 を 預 守 し て いま し た が 新 特許 法 で は , 研究 発表 の 重要 性 に 鑑み , 次 
に 述べ る 条件 で 例外 が 認め られ れる こ と に な り ま | 

すなわち , 発明 者 (また は 発明 者 か ら 特 許 を 受け る 権利 を 承継 し た 者 ) が 特許 出願 前 た 
その 発明 を 刊行 物 に 発表 し , また は 特許 庁 長 官 が 指定 する 学術 団体 が 開催 する 研究 集会 に 
お いて 文書 を も っ て 発表 する こと に より , その 発明 を 公知 に た し た 場合 に, その 欠 知 し た 日 
か ら 6 月 以内 に その 者 が 特許 出願 を し た と き は , その 発明 は 新規 な も の と みな され る ③ 
A EA 

(第 30 条 第 1 項 ) 
以上 の 規定 は , 実用 新案 法 で 蓮 用 し て いる の で , 実用 新案 に お いて も 特許 の 場合 と 同様 
に 扱わ れ ま ず 。 


- 


〔 詩 〕 (1) 旧法 (第 四条) で は 刊行 物 は 日 本 国内 に お いて 稀 布 さ れ た も の に 限ら れ て いた が , 


新法 (第 29 条 第 1 項 〕 で は 日 本 国内 の み で な く 外 国 に お いて 頸 布 さ れ た 刊行 物 を も 
含め る で と な っ つっ たら 


思 この 特許 出願 に は 上 記 の 規定 の 適用 を 受け よう と する 皿 を 記載 し た 書面 を 同時 に 
提出 し ;, また その 発明 が 前 人 述 の ょ うに し て 発表 され た 発明 で ある こと を 証明 する 書 
面 を 出願 の 日 か ら 30 日 以内 に 提出 し な けれ ば な ら な い 。 (第 30 条 第 4 了 需 ) 


(3 「 新 規 な も の と みな す 」 と は , その 発明 を 公知 に し た 日 まで 出願 日 が さか の ぼる と 
いう 意味 で は な い 。 し た が っ て , と この よう な 例外 規定 が 新た に 設け られ た と い ょ , 特 
評 出 願 は 今後 も で きる だ け 早 くす る と と が 望ま しい 。 


電気 通信 学会 は , 昭和 35 年 11 月 10 日付 35 特 総 第 989 号 を 以 て 特許 庁 長 官 か ら 。 改 


正 特 許 法 第 30 条 第 1 項 (実用 新案 法 第 9 条 第 12 項 に お いて 玉 用 する 場合 を 含む ) に お け 


る 学術 団体 た 指定 され まし た の で , 次 の 如き も の で 発明 また は 導 案 を 発表 し た 後 で 特許 を こ 


出願 され る と き , 本 学会 は 要求 に より 必要 証明 書 を 発行 し ます 。 


電気 通信 学会 雑誌 ( 同 英 ア プス トラ クト ), 電気 四 学 会 連合 大 会 論文 集 

電気 通信 学会 全国 大 会 論文 集 , 電気 通信 技術 委員 会 研究 専門 委員 会 次 料 
その 他 林 学会 の 開催 する 講演 会 講習 会 シン ポジ ッ ム 等 の 研究 導 会 に お いて 原生 
図面 等 の 文書 を も っ て 発表 され た も の 


sn 
. 


3 
了 脱 和 36 年 電気 四 学 会 連合 大 会 講演 論文 集 予約 募集 一 ーー 
「 予 約 申込 締切 昭和 36 年 2 月 17 日 」 
昭和 36 年 連合 大 会 の 講演 論文 集 を 下記 に より 予約 出版 いた し ます 。 
を ま ど め , 次 の 通り 合 本 は 工 , 本 , 世 IV の 4 冊 と し , 分 冊 は 「 一 般 講演 」 を 20 分冊 「 シ ン ポ ジャッ ゥ ム 」 
だ け を 9 分 明 と いた し ま BB た 。 
予約 売 も , 会 場 売 も 同一 値段 で あり ます が , 予約 申込 部 数 の 外 は 多く の 余部 を 作り ませ ん か ら 確 実に 
入手 し た い 方 は , 是非 予約 期間 中 た に お 申込 み 下 さい 。 
昭和 36 年 連合 大 会 講演 論文 集 (3 月 10 日 出 判 予定 ) 
B5 判 オ フ セ ッ ト 印 刷 一 般 講 演 1 件 ユ 1 ペー ジ , シン ポジ ゥ ム , 1 件 2~5 ペ ページ 
合 本 1 エ (分 褒 1 ~ 7 合冊 , 一 般 講演 596 件 , 8S.1~3) 、900 円 
合 本 (分 冊 8 ~12 合冊 , 一般 講 演 516 件 , S.4~7) 900 円 
合 本 ブ 廿 (分 冊 13~16 合冊 一般 講演 292 件 , S.2, 8) 450 円 
合 本 IV (分 冊 17~20 合冊 , 一 般 講 演 441 件 , S. 9) 650 円 
含 本 一 揃 2,900 円 
ー 般 講 注 の 分 國 ; 
分 寺 1 基礎 理論 42 件 70 円 発 配 ナ , 誘導 , 
分 同 11 環 (ケー ジッ 2 ji04 160 円 
分 2 放電 物理 93 件 140 円 \ 軍 電 
分 寺 3 計測 91 件 140 円 分冊 12 鉄道 , 照明 , Et 95 件 140 円 
分 冊 4 自動 制御 105 件 160 円 分 冊 13 弾性 振動 , 音響 60 件 80 円 
" 分 冊 '5 電気 計算 機 。 87 件 130 円 分 冊 14 電磁 波 > アン テ ナ 47 件 80 円 
分 冊 6 電気 材料 152 件 220 円 分 冊 15 マ ィ クロ ョ 波 . 100 件 160 円 
, 分 冊 7 原子 力 26 件 50 円 分 周 16 電子 管 85 件 130 円 
(同期 機 . 非同期 機 , 直 106 4 分 冊 17 半 潤 祭 ト ラン ジス タ 120 件 180 円 
! 記法 民 所 内 替 洗 振 . 交 作 丘 器 , そ の 他人 同 18 電子 可 路 113 件 170 中 
9 電 2 0@( 避 四 喉 。 代 計 断 器 . 継電器 gg 年 130 円 分 冊 19 テレ ビジ ョ ン , 電子 応用 56 作 90 円 
1 人 気 増幅 癌 、 束 施 時 ノー 分 冊 20 電気 通信 152 件 220 円 
発電 , 電力 潮流 , 安定 度 , 
分 冊 10 発送 配電 (1)| 経 湾 運 用 , 継電器 , 変電 1123 件 190 円 
ド 所 , 送 3 ’ 電 , サー ジジ 。 
; 異常 電圧 , が いし 
| | シン ポジ ッ ム 予稿 分 后 ( 各 60 円 ) 
分 冊 'S.1 プラ ズ マ と マイ クウ ペ 流 3 件 分冊 S.6 短絡 容量 対策 3 9 件 
\ 分 冊 S.2 超 高 速 計算 機 の 諸 問題 7 件 分冊 S.7 テレ ビジ ョ ン に 関す る 照明 に つい て 6 件 
分 冊 8S.3 絶縁 材料 の 非 破 填 試験 法 4 件 分 S.8 固体 中 の 超 音 波 の 応用 6 件 
分 冊 S.4 電気 機器 に 関す る 諸 問 題 7 件 分冊 8.9 カラ ー テ レビ ジョ ン 受 像 機 a 補 


分 冊 S.5 電気 鉄道 た 関す る 諸 問 題 6 件 

予約 車 込 統 切 。 昭和 36 年 2 月 17 日 

申込 先 東京 都 千代 田 区 有楽 町 1 の 3 電 気 学 会 
。 車 以 方 法 (① 合 本 一 拉 ま た は , 了 I, 相 , IV の 別 , 一 般 講演 分 冊 番 号 別 ) お よび シン ポジ ゥ ム 予 積分 本 
| 8S.1 8S.2 等 の 別 と 各部 数 を 記載 し , 相当 料金 を 添え , 送付 先 を 記入 の 上 , お 申込 み 下 さい 。 
< ⑫ 振替 に よる 場合 は ,「 振 替 口 座 東京 3168 番 電気 学会 宛 と し , 通信 机 に 上 記 と 同様 記載 す 

る 
3 学校 官庁 等 現品 納入 後 で な けれ ば , 支払 が で き な い 向 は , 申込 書 (用 紙 任意 ) に 支払 

0 期日 を 付記 し て 下さ い 。 

送付 方法 発行 と は 信人 瑞 会 が が 二 電 し て , 指定 の 送付 先 へ お 送り いた し ます 。 


電気 四 学会 連合 大 会 秦 員 会 - 
es 


od og i 4 


昭和 36 年 電気 四 学 会 連合 大 会 御 案 内 一 


期 日 昭和 36 年 4 月 7 日 ( 金 )ー4 記 11 日 《 火 う 
特別 講演 4 月 7 日 ( 金 ) 午 前 9 時 12 時 ’ 
A 会 場 大 阪 大 学 医学 部 講堂 (大阪 市 北 区 常安 町 33, 市 電 一 一 肥後 橋 , 市 ベス 一 田 凌 橋下 車 う 


1 に シス テム 工学 に つい て 大 阪 大 学 教授 熊谷 三 既 君 
2. 現代 建築 の 涯 を 方 と 照明 東京 大 学 教授 平山 温 君 

B 会 場 大 阪 大学 本 部 講堂 (大阪 市 北 区 常安 町 33, 市 電 肥 後 橋 , 市 バス 田 姜 橋下 車 ) 
3. 通信 技術 の 現状 と 将来 日 本 電信 電話 公社 技師 長 米沢 滋 君 


4. テ レビ ジ ョ ン の 加 際 中 多 に つい て NHK 技術 研究 所 次 長 野村 達治 君 
一 般 講 演 , シソ ポジ ゥ ッ ム お よび 部 門 鑑 演 
4 月 7 日 ( 金 ) 午 後 1 時 30 分 ~5 時 , 8 日 ( 土 ) 9 日 (日 ) 午 前 9 時 ~ 午 ' 後 5 時 
会 場 大 阪 大 学 工学 部 (大 阪 市 都島 区 東野 田町 9 丁目 , 市 電 東野 田 , 軸 電 ・ 京 阪 電車 京橋 下車 ) 
〇 一 講 演 1,845 件 (予定 ) 
〇 ©- ジン ポジ ウゥ ウム 下記 の 9 題目 に つい て 行う ; 
S-1 プラ ズ マ と マイ ク r 流 S-6 短絡 容量 対策 


S-2 和己 高速 度 計算 機 の 諸 問 題 S-7 テレ ビジ ョ ン に 関す る 照明 だ に つい て 
8S-3 絶 線材 料 の 非 破壊 試験 S-8 固体 中 の 超 音 波 の 応用 
8S-4 電気 機器 に 関す る 諸 問 題 8S-9 カラ ー テ レビ ジョ ン 受 像 機 


S-5 電気 鉄道 た 関す る 諸 問 題 
〇 o- 部門 閉 演 ( 稿 演 予 稿 は , 当日 当該 会 場 に て , 無料 で 配布 いた し ます ) 
15 CP'5/ の 概要 :、 3. 電子 写真 に つい て 
2. 最近 の 照明 に 関す る 視覚 生理 学 的 衣 察 4. 南 季 地 域 に お ける 水 軒 上 の 電波 伝播 お よび 究 中 線 
〇 "一 般 和 講演 の 論 次 集 お よび シン ポジ ャ ゥ ム 予 稿 は , 別掲 会 告 の 通り 発行 し ます 。 
穏 競 会 4 月 7 日 ( 金 ) 午 後 6 時 一 8 時 大阪 駅 前 阪神 百 貸 店 7 階 大 食堂 
会 費 500 円 定員 300 名 (申込 先着 順に て 締切 ) . 
見 学会 
A 斑 . 紀 上 用 方 面 -4 月 10 上 曰 . 11 日 ( 全 行 程 折 鉄 ベ ス ) 、 
大 阪 駅 7 時 30 分 発 一 大 阪 国 鉄 天王 子 駅 東側 8 時 発 一 関西 電力 多奈川 火力 発電 所 一 紀 三 井 寺 
(昼食 ) 一 東亜 燃料 和歌 山 工場 一 道 或 寺 一 白浜 温泉 19 時 着 1 泊 ) 
白浜 9 時 発 一 同 所 周遊 ( 昼 供 ) 13 時 発 一 天王 寺 着 , 20 時 一 大 阪 詞 20 時 30 分 解散 
BB 斑 逆 圧 湖 京都 方 面 4 月 10 日 (京阪 バス) 
大 阪 駅 前 発 8 時 一 松下 電子 高槻 工場 一 考 選 由 崎 工場 (昼食 ) 一 二条 城 一 金 問 寺 - 比 裕 山 - 根本 中 堂 
一 電 々 公社 比 客 山中 絶 所 一 引 明 大 一 太 阪 駅 18 時 30 分 解散 
C 班 生駒 奈良 方 面 。 4 月 10 日 (近鉄 バス ) 
大 阪 原 発 8 時 一 東大 阪 変電 所 一 NH KK 送信 所 (昼食 ) 一 薬師 寺 一 唐 缶 提 寺 一 法 了 寺 一 (解説 付 ) 
ーー 中 宮寺 一 大 阪 赤 18 時 着 解 散 : 
D 班 明石 小野 方 面 4 月 10 日 (阪神 バス ) 


神戸 工業 大 久保 工場 、 
大 阪 包 前 8 時 発 一 舞子 一 | 一 ( 昼 = \ Ss 
a ie 3n ( 選 食 ) 一 国際 電 々 小野 受信 所 一 大阪 原 
18 時 30 分 着 解 散 


互 斑 阪神 方 面 ) 4 月 10 旦 ( 阪 短 バ パス) a 。 
大 阪 駅 前 8 時 発 一 電気 試験 所 大 阪 支所 一 川崎 電工 (昼食 ) 一 拓 計 譜 川 電 社 一 第 4 突 電 等 一 彰 日 
ビール 西 宮 工 場 一 大 阪 唄 18 時 30 分 着 解散 

斑 レ 大 阪 市 内 4 月 10 日 (市バス) 

大 阪 妃 9 時 発 一 住友 金属 一 住友 電 エ ー ( 必 食 ) 一 大 阪 城 一 TOBK 等 市 内 一 大 孤 駅 17 時 着衣 

pp 肖 
Ceti 大 阪 火 力 (昼食 ) 一 大 阪 第 三 市 外 電 林 局 0 

耳 近 大 阪 市 内 4 月 10 日 (市 バ ぇ ) CE 
大 阪 駅 9 時 発 - ダ イ ン 季 四 工 具 0( 避 全 ) 所 内 一 選 横道 二 直 内 大 区 17 時 着 務 RE 
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定員 お よび 概算 偶 用 
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300 | 300 


の ー 会 お よび 所 属 先 を 明記 の 上 ハ へ が キ で お 申 込み 
下さ い 。 決定 次 第 詳細 案内 書 お よび 費用 請求 書 を 義 送 み 致 し ます 。 (申込 先着 順 た 締切 ) 
2 紀 .F. 有 HI 斑 に つき まし て は , 同業 関係 者 は 御 遠 慮 下さ い 。 
3) 申込 者 の 少な い 班 は 中 止 す る こと が あり ます 。 
懇 箱 会 ・ 見 学会 の 申込 み 

申込 沈 大 阪 市 都島 区 東野 田町 9 丁目 大 阪 大 学 工 学部 内 
昭和 36 年 電気 四 学 会 連合 大 会 実行 委員 会 (電話 35 一 6351 内 線 231, 316) 
申込 期限 2 月 17 晶 
3 〇 希望 者 は 士 記 宛 洲 申込 み 下 さい 。 
o 申込 受付 後 費 用 の 請求 を 致し ます か ら そ の 後に お 払い 込み 下さ い 。 

な #, 定員 未満 の 場合 以外 は 当 昌 の 受付 を 致し ませ ん 。 


大 会 参加 費 会 員 100 円 , 会 員 外 200 円 , 学生 ( 准 員 を 含む ) 50 円 
3 〇 講演 者 以外 の 一 般 参加 者 は 大 会 当日 参加 費 を 大 会 受付 に 払込 み , 参加 章 , 大 会 次 第 書 等 を 
受取 っ て 下さ い 。 


〇 禄 親 会 また は 見 学会 だ どけ の 参加 で も すべ て 大 会 参加 費 の 払込 み を 要 し ます 。 
宿 益 " 実行 委員 会 で の 宿 谷 あっ せん は 致し ませ ん が , 下 表 の 公共 施設 に は 大 会 出席 者 より の 和 宿 
% 泊 申 込 に 対し で は , 公務 員 で な く て る も 特に 便宜 を は か っ て くれ る よう に あら か じ め 依 頼 し 


PA sh 
a 


ド : て あり ます 。 こと これら に 宿泊 を 希望 され る 方 は 下記 様式 で それ ぞ れ の 施設 あて に 1 月 宋 日 

a まで に 直接 申込 ん で 下さ い 。 宿 泊 料 金 は 大 体 1 泊 2 食 付 で 350 ~ 550 円 見 当 で す が , 宿泊 

2 の 申込 た 対し て 当該 施設 か ら 予 約 受付 の 返事 が 参り ま し た ら , 折返 し 予約 金 (100 還 ) を 納 

マ あめ て 契約 を 完了 し て 下さ い 。 

3 子 設 か ら 会 場 へ の 

: 湖 0 et 電 計 | 定 上 和 用 次 通 機関 所 要 時 間 ( 約 ) 

| 谷町 寿 | 大 阪 市 東 区 粉 川町 3 大 阪 942506 | 100| 市 電 30 分 

江 件 落 寿 | 奈良 市 高畑 町 問 大 通 1224 奈良 5582 | 35| 近鉄 国電 11 時 間 

名 A ST PRR RG RC P.-E GREE I IN 
くに 荘 | 京都 市 上 京 区 河原 町 訪 神 曲 上 ん 東 科 町 京都 23)2440| 60| た な 京阪 | 時 間 20 分 
芦屋 会 館 挫 屋 市 山手 町 67 高屋 (22390| 35| 阪急 国電 31 時 間 


随 速 奉 | 大 阪 市 天王 寺 区 石 ケ 辻 町 110 大 阪 (77)2777| 130| 市 電 908 替 
天 申 荘 | 神戸 市 生田 区 北野 町 1 神戸 (226488 
| 春日 野 寿 奈良 市 片 原町 1083 奈良 6021 


| 人 の いえ 京都 市 右京 区 峨 帳 天 意 寺 角倉 町 9 


36| 市 電 , 国電 |1 時間 20 分 


110| 近鉄 , 国電 |1 時 間 


50| 阪急 , 国電 。 |1 時 間 30 分 


__ー OR 講習 会 (東京 支部 案内 

通信 工学 の た め の Operatains Research の 講習 会 を 下記 に ょ り 開 催 致 し ます 。 

故 っ て 御 参 加 下 さい 。 

日 時 2 衣 13 日 (月 );14. 晶 大 15 日 ( 水 ), 16 日 (> 17' 晶 ( 金 ), 18 日 う 


6 日 間 , 毎日 午後 1 時 へ ~5 時 
会 場 13 日 ~17 日 , 日 本 電機 工業 会 (千代 田 区 永田 町 ) 18 日 (未定 ) 


科目 お よび 講師 


1 O・R 概論 
2. O:R 的 問題 の 追跡 法 お よび 予 沿 


同 . " 4 


a 3 8 
. 待合 せ , 情報 理論 8 次 清 こ 江東 寺地 3 
同 Cr 2 同 a 

6. 在庫 の 問題 2 烏 田 正 王者 て 時 立 躍 列 ) 
RE TY 2| 深 尾 夫君 ( 電 試 ) 
8. 実 例 (D 2 大 前 - 義 次 - 君 (関東 ヾ 電 通 ) 
9. System 工学 2 上 秀島 。 正 ": 豆 -: 君 《 富 、: 叶 ご 己 う 
. 実例 (TL) 2 原野 秀 永 君 ( 東 芝 う 


一 講 料 会 員 ( 准 員 を 含む ) 1,200 円 , 会 員 外 2,000 円 学生 員 800 円 
会 員 外 学生 1, 200 円 
維持 員 か ら の 参加 者 が 会 員 で な い 場 合 は 。 維持 員 会 費 一 口 に っ き 1 名 の 制 合 で 
会 員 の 扱い と し ます 。 


予 稿 「 通 信 工 学 の た め の オ ペレ ーション ズ ・ リ ザー チ 」 
活版 印刷 A・5 判 上 製 約 300 頁 , 予定 価格 550 円 (会 員 に 限り 500 円 ) 
聴講 者 以外 の 予稿 希望 者 に は 上 記 価 格 で お 頭 け 致し ます 。 


申込 方 法 用 紙 適宜 , 住所 (連絡 先 ), 氏名 , 動 務 先 , 会 員 種 別 お よび 聴講 希望 又は 予稿 
だ け 希 望 の 還 を 記載 し 代金 を 添え て 下記 宛 申 込む こと 。 
申込 締切 昭和 36 年 1 月 末日 


定 員 200 名 (定員 に 達し た と き は 〆 切 期日 前 で も 〆 切 り ま す ) 6 
よび 予稿 引換 券 を お 送り 致し ます 。 予稿 だ け の 希望 者 に は 講習 会 終了 後 予 稿 を 
お 送り 致し ます 。 で 
申込 先 東京 都 千代 田 区 富士 見 町 2 の 8 電気 通信 学会 東京 支部 
(振替 口座 東京 35300 番 電気 通信 学会 ) こ 


電気 学会 : 電気 通信 学会 (東京 放 


RD 


1 2 0 1Z02 1 1Z16 
これ ら の バレ ッ タ は 時 定数 の 極め て 小 き く 、 非 常に 細く 短 か い 白金 線 を マウ ント じ て あ みあ 
り ま すす ので 高 感度 で あり また 正確 な 二乗 特性 を も っ て お り ま す 。 
銃 石 検波 器 に 代 っ て 高 確度 の マイ クタ = ェ ロ 波 機器 の 相対 電力 、VSWR の 測定 、 電 カモ ニタ 
減衰 量 お ょ ど び 挿 入 損 失 な で どの 測定 に 使用 きれ ます 。 
変調 きれ た マイ ク 記 波 の 検波 な よび そそ ニ タ に は 、SPC 製 定 在 波 増 幅 器 (3 下 0N 生 と 
聞こ に 用い また CW イィ イク uj 波 の 電力 測定 に は SPC 製 ユニ バー サル プリ ンジ O22 欠 
と 組合 せ て 使用 きれ ます 。 


周 波 数 交換 可能 動作 抵抗 最大 入力 電力 温度 係数 
0) 硫 容 (9) (mW) i 


0 ~12.4 | 


12.4 ~26.5 
18.0~40.0 | 
50.0 —75.0 | 


sai Big 


これ ら の バレ ッ タ お よび サー ミス タ は 5S 
PC 製 広 帯域 マウ ント に 揮 入 し て ' SPC 
代り ユニ ン ッ マーサ ルプ リッ マジ (1 PO2D9 ま 凌 
は ポロ メー タプ リッ ジ (1PO3) と 組合 
せ VIS'WR _ 1.5 以下 に て 正確 02 
波 電 力 の 測定 に 使用 きれ ます 。 


温度 係数 | 備 考 


2-0 0 
200 二 20 
200 上 20 


LO TS _ 
LP 220 LT 25 200+20 筐 石 1 N23 形 


T3090 
1T35 200+20 
1 B91 200 
1 T91 200+20 
OI 20020 


田 理念 エ 業 株 式 會 詩 


: 場 東京 都 調布 市 柴崎 町 415 番地 ,: 電 話 ' 調布 (0229) 4101= 6 
: 部 大 阪 市 北 区 伊勢 町 1 番地 電話 大 阪 (36):6 8 9.7 


電気 通信 
第 43 巻 (昭和 35 年 12 月 ) 第 12 号 ー 


i 次 


| 
_ 境 演 


: Rk 欧州 に お け る 最近 の 電気 通信 事情 に つい て ee 正 員 米 沢 光 -13 35130 電 
含水 率 測 定 用 板 状 共 面 電極 に つい て Ce i 正 員 相 川 孝 作 1383(9} 
許 か 制 多重 符号 伝送 に お ける 同期 方 式 8 9 1388 C 14 ) 
攻 エサ キダ イオ ー ド の 電気 的 特性 meerieese sreere esepee sete 正 ご 紀 き 天声 7 人 季 13909 人 289 
見 通 外 通信 低 周波 合成 回 路 の 不平 衡 ひずみ etre 正 員 宮城 正 久 1402 (28) 
(直上 宮入 村 必 三 に 局 
| 形 計画 法 に よる 多数 決 素子 の 構造 決定 ie 正 員 高 須 達 1408 ( 34 ) 
【 正 " 員 ~ 戸田 漁 4 
aac ss einr- の 200 人 0 " 買 - 下 敏 1416 (て (42) 
A [第 思い 拓 ーー 
rm ek 4A の 磁 心 記憶 装置 ete / 正 貞 = 1422 ( 48 ) 
ko vr. ダイ オー ド を 用 いた ダウ ン ・ ュ コン バー タ に つい て … 正 内 _ 休 こ 入 |「 且 豆 ]430C 9569 
補 中 線 共 用 増 過 器 の 相互 変調 と その 軽減 対策 で て rs 正 只 佐藤 敏雄 1431(63 う 
\ 「 正 員 高村 真 夫 
衰 の ある 自由 度 振動 系 の チケ ッ タ に つい て ete 正 員 百合 野 豊 二 1440(66) 
] \ 正 員 大塚 着 ニ 
日 力 を 希望 する 比率 に 分 割 す る Hybrid Ring ese 正 員 伊 藤 健 一 1446(72) 
」 | 高安 定 周波 数 空腸 共振 器 の 安定 度 に 及ぼ す 諸 影響 正 員 田 幸 信子 1451 で 77 ) 
§ i 廊 紹 介 人 机 交 抄訳 (C46 才 i ea 1459 (85 ) 
選 謙 ” 医 用 介 子 装置 の 展 誤 tien uo ke に 員 を ネ 凌 1481 (C107x 0 
RADE SA CR RE 1491 で 8 
eh A Re he TA 郵政 省 電 波 研究 所 1493 (119) 」 
tr GR eA RA ER 1494 (120 ) 
E 給 文 を 月 編集 半 ha Sci ER 1490 (116) 
OR OV 1499 (1259 | 
RR sip di ty We 4 0 se os hil event A IG tt hi a Ea vis te pe Ei eae ete 人 
用 計 放 技 術 共 上 全 記 移 再 由 和 員 会 開催 通知 ee ree Ve ( 削 全 
ee rT i re 
" 8 36 i ri ee i ts 人 ル 二 8 0 0 


Rt 正 大 会 案内 (懇親 会 , cs RN ote eo 
Re 詳 習 会 (東京 支部 ) ) 生 内 ・ ne i 
wn- 


TV 

シリ コン 制御 整流 素子 SC 3 A 型 と その 静 特 性 表紙 写真 説明 
i 間 08 6 生 電 板付 の シリ ュ 
ン 整 流 素子 は 従来 の 格 


子 付 放電 管 て サイ ラ ト 
ドン , 格子 付 水 銀 整 流 
器 ) と 類似 の 動作 を す 
る と と も に , 半導体 整 
出 。 流 器 の も つ 秀 れ た 性 能 
隊 と , 長寿 命 に より , そ 
の 発達 利用 は 整流 器 界 
の 注目 の 的 ほな っ て 
いる 写真 は 新 電 元 工 
業 の 試作 開発 し た シリ 
コン 制御 整流 素子 SC 
3A 型 と その 静 特 性 で 


i ON あぁ ある. 内 部 構造 は ア 形 
( 新 電 元 工業 株 式 会 社 ) シリ コン お よび NV 形 シ 


ザコ ン を PNPN の 4 層 に 接合 し , ア ノー ボド 。 カソード お よび ゲー ト の 各 端 子 を 設け , 気 
宮 次 器 内 に 封入 し て ある . 電気 的 最大 定格 は PIV 400 V, 直流 15A で あり , 定 電 圧 
直流 電源 イン ベー 名 , 欧 止 型 ス マッ チ な ど を は じ め と し て 広範 囲 の 応用 分 野 に 用 いる 
と と が で きる . 目下 量産 態 問 を 準備 中 で あり 来春 市 販 の 予定 で ある . 


EE 


次 導き きど > 朋 や 暫 次 
1 表 紙 22 eR EE ls RR YL br 電気 
相思 大 人 20 
を 村 区 雪 計 - 縮 当 " 枯 2 き 明 電 谷 rt 人 審 
7 作 稼 25 東 溢 通 ” 信 「 本 48" 谷 ・ 光 | エー 業 
= 4 攻 医 省 計る 26 東亜 電 ' 液 3 弐 薬 。 か 東京)? 精 。 . 電 
sr 2% 上 日 本 電 波 49。 日 本 ミネ チュ アテ 
a 前 付 28 日 本 通信 機 < テリ ング 
に な 幸人 析 っ 1129 邊 こ 央 の 電王. カー 失 軍人 借 こえ 來 
2 が 昌 本 電気 0 東京 電 居 工業 50- 束 海 電機 
] 本吉 気 31: 示 詩 高 周波 研究 所 ~ 7 大 」。 央 "電気 
人 電工 業 82 昌 本 電波 工業 517 信 和 通信 和 欄 
5 正和 電線 寺村 33 日 本» 測 器 ヶ 奥 軒 村 製 作 所 
0 電 宇 線 34 | 芯 埋 製作 所 52 理 語 研 引 電 具 : 製 知 
放 0 古河 に 電 和 0 詩 業 ・ 35. 三条 潤 商 規 作 所 # 8 答 覆 子規 作 所 
ケズ 理 碑 工 業 - 36 東京" 電気 精 棋 53 菊 二 水 電流 
が 末日 本 マイ グセ モー ター 0 に 気 , 
10 関 商 事 こ = 38 オ リジン 電気 54 日本 開閉 毅 工 業 
1 関 商 事 139 唱 本 電源 機器 ヶ 高砂 製 作 所 
12。 供 東 計 40 清美 電気 55 小峰 " 電 学 補 業 
13 件 東 滞 4 東栄 束 本 0 エ . 俗 っ 放 6 球 。 者 っ 1 附 
吉 ーー x 商会 142 大 興 電 機 製作 所 | 56* 横 河 電 機 製 作 所 
OP 寺 革 納 。 3 六 . 東電 . 気 
が か がり ンジ プラザ ミズ 商会 7 前 き 通 商 目次 豪 
に 選 N い に 才 和 8 水 の 列 ) 問 コ に 期 田 . 環 化 贅 隊 
RC — な 6 本 機 A RE sR 
0 放 吉 いつ 所 いる 46 池 才 > 仙人 情 き 機 ダイ ジェ = スト 
e 波 測 問 で て 有 日 本 高 ' 周 計 流 。 7 東京 電気 化 堂 先 業 
8 井 生 政 と き 。46: 癌 見沢 電 松 無 作 』 有 際 一 科 ー ニ ーー テー ャ デ テ 
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IV. サー ボ 増 幅 器 出力 段 の 設計 ee 


が eet tlt odes i sp ss 
VW. サー ボ 増 幅 器 用 大 電力 増幅 器 一 ーー 


< トレ ー ニ ング ・ コ ー as 
電子 管 式 自動 平衡 計器 の 設計 


RR St hae. 4 a (山武 ハ 素 ウェ エル) TA > 幸 治 
高周波 雑音 指数 測定 器 
ho (NHK 技 術 研究 所 ) 生 見 ・ 田 子 島 ・ 中 野 
月 細心 同軸 ケー ブル ーー……… (藤倉 電線 ) 名 古 昭 
強 磁 性 共振 器 の 理論 と 応用 
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脅 特 長 画 小型 、 軽量 で プラ グイ ン 式 に 最適 園 一 20 度 か ら 十 80 度 まで まっ た く 変 


の な い 高 い 安 定性 画 電 気 的 諸 特 性 が 均一 


四 トラ ンジ ィ ァ ス タタ 用 、 


CTDK) 東 


還 足 ・ カ タロ グ 企 画 課 へ 


で ある 脅 外事 変化 に 左右 され な い 


真空 管用 、 特 殊 回 路 な ど 各 種 準 備 い た し て お り ま す 


化学 工業 株 式 田 和 刺 


東京 都 千 代田 区 神田 松 住 町 2 番地 


。 、 7 四 和 35 年 12 月 


欧州 に お ける 最近 の 電気 通信 事情 に つい て * 


正 員 Oe 


た だ 今 で 紹介 を いた だ きま し た 米沢 で で ざいます. 
| 9 月 初め か ら 約 1 ユ か 月 間 イ ギリ ス を 初め と し て , オラ 
00 ワラ シス 人 和 ド や ツ を 同人 で まい V9 り ま した: イ 補 
放 リス で は URSI の 第 13 回 総会 に 日 本 の 学術 会 識 の 
代表 団 の 一 人 と し じ て で 参加 いた し まし た . と の 詳細 に つ 
放 きま し て は 別に お 話 が ある と 思い ます の で , 自分 が 見 
E て まい り ま し た 大 綱 と つい て 申し 上 げた いと 思い ま 
| す . また ィ イィ ギ リス を 初め 4 か 国 の 電気 通信 関係 の 首脳 
; 者 と 話し 合っ た と と , ある い は 私 が 色々 見 て まい り ま 
. ⑤⑫27z に と ゃ 述べ た いと 存じ ます -. 
3 


T. URSL 総会 


URSNEG 上 ペー 肝 の の と を 貼 レ 上 げ ます と 。, 私 は 

戦前 標準 電波 の 建設 を や っ た こと こと が あり ます が , 第 一 
委員 会 で 周波 数 標準 の 話 が 出 て 周波 数 標準 を 相互 に 比 
罰 | 牙 し て は どう だ と いう 議論 が あり まし た . 確 度 は 10" 
有 | の ォ ー ダ で ありま す が , 最近 は アト ミッ ク の 周波 数 標 
| 等 色々 研究 を し て いる よう で みり ます .URSI に 莉 
放 ん で 特に 注目 を ひい た の は , いわ ゆる 宇宙 空間 に お け 
| 2 科学 の 問題 で あり ます . 3 年 先 き に は 人 工 衛 星 を 使 
| つた 長 距離 通信 を や る た め に 研 立 が 進め られ て お り ま 
3 人 工 衛星 を 打上 げ る と と に よっ て , 従来 電離 層 の 
| 5l 定 を 行なう 場合 に 電波 の 反射 に 本 っ て 調べ て いた 
| の を , も っ と 広い 科学 的 方 法 と か 直接 的 な 方 法 で 調べ 
| ろ と と 本能 と な っ た た め , と の 方 面 の 研究 が 急速 に 
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し ペッ シィ ブ な も の と アク ティブ の も の の 両方 が あ 
0 人 代 7 半 か ? 


> = NS of the Electrical Communi- 
る cs tion in Europe. By SHIGERU YONEZAWA, 
EN her (Nippon Telegraph and Telephone 
Corporation, Tokyo). [論文 番号 3266] 
10 月 11 日 共済 会 館 に お ける 講演 会 の 講演 要 
RATE FE 
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沢 。 滋 
(日本 電信 電話 公社 ) 


歩 し まし た . 長 距離 通信 に 人 工 衛 星 を 使う る の と し ご 


sie a 178" ぇ ガサ イク ル の _ Radio. i Inter 


UDC 621.39 (4) 


を 今後 日 本 で は どう 進め た らち よい の か 考え させ られ ま 
し た 実は 私 は 1 年 半 ほ ど 通 信 研究 所 長 を ゃ っ て お っ 
た と き に も と の 問題 に つい て 考え て みた の で あぁ り ま チー 
が 会 識 の 議論 を 聞い て お り ま し て 其 研 究 の ウェ ィ 1 
ト を どの へ ん に お け ば よい の か と いう こと と を 考え さ で ' 
られ た の で あり ます -. a 
また 特に 非常 に 微弱 な 電界 で 雑音 を 少な く 増 性 する 
パラ メト リッ ク 増 幅 器 が 議論 され た の で あぁ あります が, 
実は と の 増 思 器 の オリ ジ ナ リティ は 通 研 に あっ た と と 
を 思い 浮 べ まし て , と の 京 通 研 は 大 体 ト ッ プ レ ペ ル に 
あっ た わけ で あり ます . 
な お 第 14 回 の 開 人 地 は 東京 に 溢 ま り ま し た いす 
れ 組 織 委 員 会 等 が 開か れ て , 3 年 先 の 準備 て あたる と 
と と な っ て お り ま す . 電波 科学 研究 連絡 委員 長 の 吉賀 O 
逸 策 博 士 か らち も お 話 が あり まし て , 日 本 で 総会 を 開く 
場合 と に どの よう に 計画 すれ ば よい か を 検 対す る た め に た 
重要 な 委員 会 を , な る べく 広く 回 っ て みた わけ 3R あ 0 
ます RR 
つぎ に URSI で 見 学 い た し まし た と と ろ の 説明 を 
償 池 に い 4S し た いと 存 し ます 見学 し た 場所 は 天 000 測 
Ofice Research Station, Research Department ca 


BPG 0 Radio Astronomy CR Y 
の 3 か 所 で あり ます . Post Ofice Research Station ' 
RRR CE 
周波 数 禁 準 。 ミリ 波 等 の 研究 施設 を 見 まし た が , ミリ 
波 な ど は 通 研 の 方 が 進ん で いる と 思っ た の で す が , 同 
行 の 方 々 も 大 体 同じ 意見 で あり まし た . な お 水晶 の 光 
軸 に 対し て 丸い リン ダグ ダ を 切り と る Essen と いう 人 が 
や ら た だ た 王 ssen"Rirng の 話 が あり まし た だ ‘BBC 
は 陳列 室 を 案内 され まし た が , 空中 線 の ふく 射 指向 性 
を 決め る 方 法 で 計算 機 を 使っ て や る も の ), i 

ー ン の 棋 域 圧縮 の 実験 。 二 色 法 に よる カラ ー の 実験 , 最 」 
穫 G RR 水 ジジ ミス の の デモン シスト ビー ジ ラ 等 を 見 
学 じ まし た ケッ ンプ リッ ジ で は 電波 望遠 鏡 を 見 まし i 


fF 


ferometer , も うー つ は 38 > ガサ イク ル の 電波 望遠 鏡 
有 で ぁ り ます . 178 メガ サイ クル の 方 は 約 800 フォ ー 
】 ト x500 フィー ト の 大 き さ の も の で , 38 ヌメ ガサ イク 
計 ) ル の 方 は 3300 ティー ト x40 フィ ー ト の 大き さ で , 
放 | テン ティ が 一 列 に 長く 並ん だ も の で あり まず: ロン ド 
」 ン か ら ケ ンプ ブリ ッ ジ まで は ちょ うど 東京 小田 原 位 の 距 
'e ‘ad 5 り ま すか が , こと に と うい っ た 大 き な 電 波 望 達 鏡 
を 置き まし て , 光 で の 観測 の 他 に 電波 で 色々 の 天体 観 
| 測 を や っ て お る わり け で あり ます . 


9 2 スズ 
ギリ スズ の GPO で は 総務 長 宮 の Ronald German 
医者 と 装 師 長 の 枚 埋 の Calveley 氏 に 会 いま し て 。, 全国 
の 自動 印 時 電話 に お け る ゾー ン シ ス テム に つい て 意見 
を 次 換 い た し まし た . と の と き 説 明 に 使わ れ た 資料 
は ;』1959 年 7 月 の IEE と , 同氏 の 前 に 総務 長官 で 
F 0 の に 隠 明 し て お られ る Radley 郷 が 「 英 国 の 
」 通信 と その 将来 」 と いう 題目 で Post Office Telecom- 
: ーー Journal の 1957 年 8 月 に 出さ れ た も の 
人 や , 特に STD (Subscriber's Trunk Dialing) に 
| つい て Baron と い ぅ 人 が 書い た も の 等 で あり ます -. 
i" 『「 ギ リス の STD に つき まし て は 1965 年 に 60, 
" 1970 年 に 100% と いう 計画 で 実施 する 予定 だ と 言っ 
HEE 
イギリス は われ われ が 回 っ て 見 まし て も 非常 に 古い 
oe 電子 交換 に つ 
gk CE う 考 えて いる か 話 合 っ て みた と とろ German 
兵 自分 に は よく わか ら な い . し か し 自分 と し て は 
5 年 以内 に 電子 交換 を を とり入れ た いと れ は 本 当 に 自 
| 人 ダ の 休 人 失 な 宛 2」。 と いう と と を 言っ て お り ま し 
た < また Calyeley 氏 も 時 期 や 方 式 に つい て は 族 に も 
| わからない の だ と いう 意見 で し た 。 後 で 調べ て み ま す 
“ 3 わ ゆ る スペ ー ス ・ デ ビジ ョ ン の 方 式 に つい て 
イギリス の GPO 中 心 に な っ て メー カ と 共同 で 
いろ と 試作 を や っ て お り ま す . タイ ム ・ デ ビジ i ョ 
』 ン の 主として 全 電 子 化 の も の は , 先 の 問題 と し て 研究 
中 て STL で 基礎 研究 を 始め て お り ま す . GPO で は む 
し ろ ス ペー ス ・ * デ ビジ ョ ン の 方 た 宣 点 に お いて 進め て 
ます そこ と で 一 体 い つと れ を 採用 する か と いう こと 
※ 。 今 は まだ 研究 の 段 際 で 訂 に も 予測 で き な い と い 
. ! 解 に な る わけ で みあ り ま す . な お 日 本 で は 電子 交換 
宛 で その コン トロ ー ル 回 路 に は パラ メト ロン を 使 


いる と と 説明 し た と と ろ , パラ メト ロン は 日 本 で 
NN も . 


rat et na 


発明 され た の だ か ら , oraaataanen I 
と を 言っ て で おり まし た 。 

参考 まで に イギリス の 電話 に つい て お 話し ます と 。 
ィ ギ リス に は 約 800 万 の 電話 が あり まし て , そ の 1/3 


が ロン ドン 付近 に 集まっ て いま す - 日 本 に は 約 500 万 
の 電話 が ある の で すか が , それ 比べ て ロン ドン に 対す 
る 集中 度 が 日 本 の 東京 に 対す る より も 非常 に 高い の で 
あり ます . それ か ら 増 加 率 は 約 5 必 で 日 本 は 10 錠 以 
上 と な っ て お り ま す . 又 ョ ロン ドン 付近 の 地 盤 は 日 本 と 
ちがっ て 地 明 が な く , 地質 的 に も 非常 に 安定 し て いる 
の で す が , 地下 管 路 と し て は 鉄管 を 使わ な いで Baked 
Clay いわ ゆる 陶 管 を 使っ て お り ま す . な お 市 内 加入 
者 当り の 建設 費 は 110 碗 約 11 万 円 と 言っ て お り ま 
し た が , と これ は いろ いろ の 条件 を 聞い て みな いと 』」 わ 
が 国 の 場合 と の 比較 は 困難 で あり ます . それ か ら ロ ン シ 
ドン と その 他 の 地域 を や つなぐ 市 外線 の 束 は どこ と が 一 番 
太い か 聞き まし た と こと ころ 』 ロン ドン と パー ミン が の 
間 が 一 番 太く 340 チャ ネル (直通 線 ) で あぁ る と 言っ 
て お り ま し た . 最近 の われ われ の 市 外 関 係 の 設計 を 考 
えて 見 ます と , 東 の 太 さ が 非常 に 違っ て いる こと が わ 
か り ま す . 

つぎ に メー カ と し て は どう いう も の が ある か を 聞い 
た の で あり ます . 私 は STC. を 訪ね る 予定 が あり まし 
た の で , STC が 一 番 大 きい の か と 聞き まし た と て うろ 
それ に 対し メーカ は 5 社 あ っ て その うち 3 社 が 関係 が 
深く その 3 社 の 内 の 1 っ に STC が 入っ て いる と いう 
話 で あり まし た . 完全 に 標準 化 さ れ て いる の で ご ど で て 会 
社 に 頼ん で も 同じ で ある と いう ぅ 3 説明 で あり まし た . 
以上 の よう な 会 見 の あと , Faraday Building "に 参 
り ま し た 建物 は 東京 で いい ます と 音 の 丸の内 電話 局 
を 想像 し て いた だ け ば よい で し ょ う 、 そ の 横 に も うぅ 一 7 
つ 新 し い 電 話 局 が で き て お り ま し た .、 こ の 古い 建物 の 
中 に は スト ロー ジャ の 機械 が ずっ と 並ん で お り ま し た 
が , 非常 に 汚れ て いる の で , 私 は 実は びっ くり し た の 
で あり ます . ちょ うど 終戦 前 後 の 日 本 の 電 疾 局 の ょ 3 
に 祭 り 庁 恒 で は な い 。 そ れ か ら ま た 保守 する 人 も , と 
れ は 特殊 の 例 で は ある が , レー ンコ ー ト の 破れ た よう 
な の を 着 だ 1 人 が 一 生 艇 命 に テス ト を し て お り ま し 
た 、 端 的 に いっ て と れ は 官営 で あり ます か ら , 古く な 
っ て も 施設 を 替え な いで 者 命 は いく ら で も ある の だ と 
いう 考え で あり ます . aN a 
か に よい 状態 と 思わ れ ま し た . : 
つき に 新司 の 方 に なり まし た が 。 と と は 設備 が 新 し 
いい ので 測 合 に 恒 に な っ て ね おり まし た fc を 


= 昭和 35 年 12 月 


けた の は いわ ゆる コン チ ネ ンタ ルコ ー ル 一 欧州 大 陸 
と の 長 距離 通話 一 と プロ ビン シャ ルコ ー ル ーー 各州 と の 
市 外 通 話 一 に 対す る トー ルト ラン ク の と と で あぁ ありま 
すず 
] と の 各 ト ラン クタ に は 真空 管 が 使わ れ て お り , 詳細 は 
わか り ま せん が 240 V を か け て 増幅 と 整流 を 兼ね て 
いる と 奈 わ れ ま す . また イギリス で は クロ スペ バー は 使 
っ て いな い の で す が , 機械 式 な ハイ スピ ー ド スイ ッ チ 
を 使 き > て お り ま し た と れ は どく 最近 の と と と 思い ま 
すい ずれ に し て も 自分 の と と ろ で 開発 し た 独自 の 技 
術 を 使っ て いく と いう 考え が よく うか が えま す . し か 
し 同時 に 古い 機械 を 極力 使っ 。 て いる 状況 で あり まし 
で た と た ば 私 の 泊っ て いた ホテ ル な ど で は , 日 本 の 
3 過 形 に 似 た 電話 機 を 使っ て お り ま し た . と の 電話 機 
用 で 東京 の 技師 長 室 庄司 次 長 と 通話 し た の で す が , 大 体 
細か いこ と と は わか ら ず よく 話 が 通じ ませ ん . と れ は 短 
) 波 通 信 の 伝 ば ん の 影響 だ け で な く て , 電話 機 の 感度 も 
罰 悪い の で は な いか と 思っ た の で あり ます : し か し 新 し 
放 い も の が な いか と いう と そう で は な く , ロン ドン 大 
§ 学 の URSI の 受付 等 に は プラ スチ ッ ク の 傾斜 し た , 米 
" 国 の 500 形 の よう な 新 形 電 話 機 も 完備 し て お り ま す -. 
つき さ に 1STC へ 参り まし た と きのこ と と を で ど ご 説明 い 
の まけ る 2 で は 私 が 音 6VRFe を やろ た だ さい う G 
と で ある の か , ある い は URSI に 出 た と と か ら 特 に 無 
線 が わか る と いう と と で あっ た せい か , 特に 無線 方 面 
を 見 せ て くれ た の で あり ます . 私 は 方 々 へ 参り まし て 
製造 額 が いく ら と 聞き まし て $ 日 本 と 貨 整 価値 が 違い 
比較 が 困難 な 関係 か ら , いつ る も 従業 員 の 数 を 聞く と と 
に し で いま し た カ ヵ % STC で は 約 23,000 人 の 人 が いる 
と いう こと と で す . 私 が 案内 され た の は North Woolrich 
| と の うと こと ろ で と こと に は 約 4000 人 の 人 が いま す . 
有 有 とこ と で は まず マイ クロ ウゥ ウェーブ の 話 が 出 た の で あり 
ます が ,』 す で に 18 か 国 に 輸出 を し て お り , その 中 に 
は 日 本 の 大 阪 福岡 癌 に 建設 きれ た も の も 含ん で お り ま 
“A 結局 イギリス の 国内 で は 販路 が ほとん ど な い の 
4 で , 外国 へ の 輸 由 が 業務 の 中 心 と に な る と いう と と で あ 
0 生き も スズ ニテ デン や タラ ヤ ャ に マイ クロ ウエ ニー ブ 
> 通信 網 を 建設 中 と いう こと と で あり まし た . それ か ら 海 
。 庶 司 軸 ケ ー OCR aD 
た. 中 に は まだ 機械 は 何 も 入 っ て a RO SCA 
ee, Ti 
が きら に 史 の 日 New Southgate に ある 工場 
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切換 を 水晶 を 余り 多く 使わ な いで や る も の SSB 装 
置 , その 他 航 空 機 の 無線 航法 に 関係 の ぁ る 装置 等 で あ 
り ま す . と と に も や は り 約 4000 人 の 人 が 働い て いる 
ol ra 

その つき ざ は STC の 外郭 に な っ て お り ま す "ST 下 に 
参り まし た . 所 長 は King 氏 で Nickels 氏 が 副 所 長 
格 で あり ます .、 こ と の 研究 所 は 上 昨 1959 年 こと と に 移っ た 
新しい も の で , ITT の も つ 3 っ つの 大 き な 研 究 所 の 一 
つと いう と こと で あり ます 働い で いる は 約 500 マ 
600 人 位 で あぁ あります. 基礎 研究 を 主体 に と し て お り , い 
わ ゆ る 半導体 関係 , ミリ 波 , 電子 交換 等 で , 電子 交換 
は PCM と か タイ ム デ ビジ ョ ン と いっ た 全 電 子 関係 7 
を や る の だ と いう と と で す が , まだ 余り 進ん で は いな 
か っ た よう で あり ます . それ か ら ト ラン ジス タ を 使っ 
た 電子 計算 機 と か Van de Graaf particle a 
ter が お いて あり , 新しい 材料 を 発見 する の に 用 意 し レー 
re cs NE 最近 電電 公社 で も 通 研 の 
分 室 を 東海 村 に 建設 中 で あり ます が , や は り 狙 い は 同 } 
じ し だ と 思っ た の で あり ます ., それ か らち 部 屋 を 回 きっ て いい 
る と き に 人 人 工 衛 星 の 模 型 の ある の が 見 られ まし た と 
の 模型 は アク ティ ブ な 人 工 衛星 で 赤道 上 約 35,000km J 
の と と ろ に お け ば よい と いう 話 で あり ます .: 先ほど 
URSB の と で でろ RLS 大 陸 間 の 通信 
を 人 和 エ 術 品 で や る みい うと と を 実 仙 応 考 お 0 稚 Gg 
と が わか っ た の で あぁ あり ます . « 
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の 工場 を も ち 従業 員 は 全部 で 70,000 人 お り 。 Ein- 
thoven に は 40,000 人 いる と いう の で あぁ あぁ り ます ・ ペ ベル 
ギー, オラ ンダ , ルク セン ブル グ と いう と と ろ は 関税 
その 他 で も る ほとんど 一 国 の よう に な っ て お り ま す が , 


i ee ee A 
り ま し た 。. 私 は フイ リッ プス で は マス プ ョ ダク ショ ン 
の 視察 を 中 心 と し て , また フイ リッ プス の 技術 者 と 話 
合う 考え で 参り まし た 技術 者 と の 話 合 は 大 し て 内 容 
の あぁ ある も の に な ら ず , SSB や ゃ 航空 無線 関係 の も の に っ つ _ 
いて 話 を 聞い た の で す が , 私 か ら は 12 Mc 同軸 方 式 を 。 
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G0 
志 話し まし た こと の 12 Mc 同軸 に つい て は 冥 空 管 に 非 
有 有 滞 に 員 味 が ある の で , 資料 を 送っ て くれ と 逆 に 頼ま れ 
有 た の で あぁ あります. し か し 研究 に は 非常 に 力 を 入れ て お 
る と と が わか り ま し た .。 つい で 工場 の 中 を 見 て 回 っ た 
の で あぁ り ま す が , 私 が 日 本 の テレ ビ 工 場 で 過去 に 見 た 
放 も の より 10 倍 ぐ らい 大 きい スケ ー ル を も っ て いる の 
有 有 】 で は な いか と 思い ます . 今後 テレ ビジ ョ ン の 販路 は イ 
ンド ある い は アフ リカ 等 の 生活 水準 の 低い と と ころ が 向 
上 し て くれ ば いさ らち で も 販売 で きる と いう 見 通し で や 
有 有 っ て お り ま す . し か し 結局 人 を 集め る こと が 困難 な の 
で , 今後 工場 を どう し て も 各所 に 分 け な け れ ば な ら な 
有 】 いと いう と と で あり ます . Einthoven と し て は 本 社 
EON: 特に 研究 開発 部 門 に 重点 を お いて ゆ 
| きた いと いう こと と を いっ て お り ま し た . あと で 生産 量 
| を 調べ て み ま し た と と ろ , 年 間 約 11 億 ドル , 日 本 
の 金額 に し て 約 4000 億 円 と いう 巨額 に 上 っ て お り ま 
「 す . 他 の 会 社 の 例 を ひき ます と ,。 ウェ エス ター ン の 27 
」 億 ドル , RCA の 13.8 億 ドル , IBM の 13 億 ドル , 
宙 ジー メン ス の 8 億 6600 万 ドル で すか ら , ジー メン ス 
有 有 | より も 大 まい の で あり ます . \ 
os 
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sk? フシ ンス の 話 を いた し ます と , フラ ンス で は 
避 政 省 (PTT) と 中 央 研究 所 (CNET) と メー カ の 
We CIT お よび 基 記 思 宛 を や ゃ や っ て いる CGE: の 4 か 所 に 
| 参り まし た . PTT で は 電気 通信 長 宮 の Croze 氏 に 
ヽ ^ ま し た が 時 間 の 都合 で 十分 話す と と が で きず , 
伝送 担当 の 2 人 の 次 長 に 会 っ た の で あり ます . 
ず フ ラ ンス が 前 か ら 採用 し て いる 6ke の 搬送 方 式 
oss onan snsc?, 短 距 
離 | 5 外線 に 使っ て お り 1961 年 に は 約 1000 固 線 に な 
5, 短 距離 回 線 全体 の 1/4 に 該当 する と いっ て お り 
, th 大 きい 市 外線 東 に つい て は , パリ ー・ リ ョ ン 
間 が 300 回 線 ,』 パリ ー・ ロ ンド ン 間 に は 180 回 線 と 
還 拉 2 で ありま し た 
つぎ は CNET と いう 研究 所 に つい て お 話 い た し ま 
て れ は 通信 の 中 央 国立 研究 所 で , 所 長 の Marzin 


ん と いっ て も 最近 の 通 研 の 方 が いろ いろ な 設備 を 十分 
持っ て いる よう で あり まし た 員 味 の ある 問題 と し て 
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の 表面 劣化 の 研究 を ゃ っ て お り ま し た . 従来 真空 管 を 
使っ て いる 海底 ケー ブル 中 継 器 を る トラ ンジ スタ で 記さ き 0 
か える た めで あり ます . それ か ら ど 承知 の よう 海底 
ケー ブル で 話 を 交互 に や る の を うま く 使 っ て , 通信 を 
増やす 方 法 と し て TASI と いう も の が あり ます が , 
と の TASI の 新しい も の を 図面 に つい て 説明 を 受け 
まし た . すべ て プリ ント 配線 で TASI の 新しい 装 硫 
を 作っ て お り ま し た . 電子 計算 機 は トラ ンジ スタ を 使 
っ た も の を 動か し て お り ま し た また 電子 交換 に つ 必 
て は まとまっ た る も る の が ある わけ で は な い の で す が 才 玩 
ィ ス チャ ーー ジ チョ ー ブ を 使っ 究 和 の 用 トラン 尺 ス みな 
使っ た る の , また スペ ー ス デビ ジ 章 ン や タイ ィ ム デビ ジ 
ョ ン 等 に つい て 英国 と 同じ よ ょ うに に 研究 を すす め て お り 
まし た . マイ クロ ウェ ー ブ 方 式 の 計画 と いた し じ ま し て 
は フラ ンス か ら ズ スペ イン 生み a る 飛ん で 5 南 到 
フリ カ の アル ゼ リ ヤ から サ ハラ 沙漠 を 横断 する よう な 
計画 (アフ リカ だ け で 2000 km) を ゃ も っ て お り ま し 
た . と の た め の い ろ い ろ な 技術 の 実用 化 を すす め て お 
9 まだ 
つき ぎ は に CIT で は Devré 氏 (社長 ) に 会 い 研 究 開 
発 関係 を 全部 見 せ て も らち っ た の で あり ます が , 航 宰 無 
線 , 見 通 外 方 式 。 海底 同軸 等 が その 主 な も の で あり ま 
す . 海底 同軸 方 式 と し て は と れ ま で に K 中 継 器 が 70 個 。 
の も の と 30 個 の も の を 作っ た と いう と と で あり ます 
が 。 最初 の うち は 海底 同軸 ケー ブル を 2 本 使っ て , エ 
コラ イザ , フィルタ , 増幅 器 , フイ ル タ と いう 構成 に 
な っ て お り ま す が , と これ を 最近 ケー ブル 一 本 に し た の 
だ と いう と と で あり まし た . わが 国 で は 海底 同軸 関係 
に つい て は 方 式 と し て ほとん ど 研 究 を し て いな い の で 
あり ます が , フラ ン ヌ は 自分 の 還 の 必要 柏 如 ら 湊 打 
実用 化 を すす め て お り ま し た . 
CGE に 最後 に 参り まし て , 所 長 代 理 の Louvin 氏 
に 会 いま し た 、 こ と こと は 基礎 研究 を 主体 に し て お り 引 記 」 
と えば ディ フュ ー ジ ョ ンタ イプ の トラ ンジ スシ リ 
コン と ゲル マニ ウム の 2 種類 に つい て 研究 し て お り ま 
し た . ま た 建 設 中 で あり まし て 現在 の と と ろ 約 200 人 
の 人 が 働い て いる と いう と と で あり まし た が , 5 年 後 
に は 約 600 人 に する 予定 と いっ て お り ま し た ." 
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LE ツ 
つき に ドイ ッ の お 話 を いた し ます . 端的 た いい まし 
て ヨー ロッ パ を 回 っ て みて , ド イツ ッ の 技術 が や は り 一 


EE ee Ca 
ーー 取 和 35 年 12 月 電気 通 


番 進 ん で お っ た の で あり ます . 


SN の る るー メジ ンス つき ざき に と 


ドイ ッ で は 最初 とき 。 

FTZ に 行き それ か ら フ 
> ラン ク フ ル ト の 市 外 局 を 見 て ; 最後 ヒ に ベル リン の ジー 
y メン ス に 行き さま し た 、 順 序 と し て 最初 に FTZ の 話 を 
. ゆい 72 ら ます と とこ と で は 所 長 に 会 え ず Schmidt お よ 
び Miller 両氏 に 色々 案内 を し て も らち っ た の で あり ま 
ずる は すず ドラ ジジ スタ の 研究 で は き ト ラン タス た’ 
ラフ ラ トロ ョ ロン 特性 を 与え る 研究 や ゲル マニ ウム と シリ コン 
詳 半 つつ コ ン パ ウン ド の 問題 な ど を や っ て お り ま し た また 
進行 波 管 の 静 的 集束 で 3 W 程度 の 出力 を 得 ら れる 
の が あり まし た = カラ ー テ レビ ジン に つい て は 計 ド 
イ 2 の 郵政 庁 が スペ シフ ィ ケ ーション を 決め る た め に 
色々 の 条件 に つい て 研究 を や ゃ っ て お り , カラ ー の 細 合 
} わせ と か 微分 利得 ゃ 微分 位相 を 変化 させ た と き の 色 の 
2 変化 の 模様 な ど を 暗室 で 見 せ て くれ まし た .: 


ge, 


請 」 つぎ に 現場 の 局 と し て は フラ ンク ラル ト に ある 中 央 
- 局 で ある 市 外 電話 局 に 参り まし た . と と は ドイ ィ イッ の 市 
| 外 関 作 特 に 大 陸 通 話 の 中 心 で ある ハン ブル グ ゲ , ミュ ン 

ヘン と 並ん だ 主要 局 で あぁ あります. 従業 員 の 数 を 聞き ま 
- し た と こと ころ 約 5000 人 いる と の こと と で 一 寸 意 外 に 思っ 
| た の で す が , 郵便 関係 も 含め た 全部 の 数 で テク ニ = シャ 
ン が 約 2000 人 , 電話 の オペ レー タ (女子 〕 が 800 人 
S05 に で で あり まり だこ テ ケズ は ドイツ で 移 
305000, フラ ンク タク フル ト に は 約 3000 あり ます が , 図 
エエ に 示す よう に 1950 年 頃 に 比べ る と 約 51 倍 の 拡張 
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| 回 1 テレ ックス 業務 の 発展 (ドイ ツ 郵 政 麻 ) 
. NF (1950 品 め ら 1959 年 まで ) 


る 示し で て ねり ま す -. 日 本 全体 が ちょ うど 3000 で あり 
ます か ら , 約 10 倍 程 度 の 規模 で や っ て いる と と に な 
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図 2 市 内 ・ 市 外 通話 増加 状況 (ドイ ツ 郵 政庁 資料 i 

ス を と っ た と と ろ で , 広い 床 面 積 た 装置 が 並ん で お 共有 
ます . 実際 タイ プラ イタ の キイ を た ヽ ゝ いて いる の は な は, 
日 本 と ちがっ て 女子 ば か り で あり まし て , 約 450 
位 の 敷 で 交替 制 で や っ て お り ま し た . また ドイ 国内 
の 電話 サー ビス の 発展 状況 を ドイ ッ 郵 政庁 資料 で 示し 
ます と 図 2 の と お り で あり ます . っ つき に マイ ィ ク ロッ ェ 
ー ブ 中 継 所 へ 行き まし た が , と れ は 公社 の 宮村 町 の 凝 
局 の 方 が は る か に 大 きく 4000 Mc の 装置 で TV2 ル 
ーー ドレ か 並ん で お り ま せん で し た . 本 YV) 回 和栗 の 多 0 
操作 を し て お り ま し た が , その 忙し さ は 宮村 町 の 場合 
と は 比較 に な ら な い ほ ど 余 裕 の ある も の で し た 」 
一 番 最 後 は ラー メン ス で の 見 聞 で あり ます が , まず 

電信 関係 の 部 門 を 見 た の で あり ます . と と で は Dr. 
Reche 氏 が ディ レク タ で あり ます . 電信 交換 機 た は 。 
47 年 形 の 古い も の と モー タ ・ ベ ー ラ 形 の 新 い の が 
あり まし た 。、 ド イッ 全体 で テレ ックス が 約 30,000 あ 7 
る と いう こと と は いま 述べ た と お り で す . 模写 電信 で は 
1m/m に 5 本 の 模写 で 絵 を 書い て いる の で す が , 割 
合 明 りょう に で て いる よう に た 感じ まし た .: と の 部 門 で 
の 研究 開発 分 野 と し て は 符号 伝送 と 関す る も の が あ , 
り , 400 ボー と か , きら KK 高速 度 で 2000 ポー 等 と い 
うぅ 場合 に 使う 無 誤字 伝送 の 問題 を 研究 し て お り ま し 
た . また 入出 力 装置 に た つい て も 高速 度 の る の を 研究 し J 
て お り , 特に 機械 的 製品 が すぐ れ て いる せい か , 高速 
度 遇 方 寺 悦 も 來 破 基 の も の の 研究 を すずめ て お ね 0k 
We \ 
つぎ は 研究 部 門 を 回 っ た の で す が , と れ は 基礎 研究 
で , ディ レク タ の Dr Siebentz 氏 が 色々 と 案内 し て 
ぐれ た の で あり ます . トラ ンジ スタ は ゲル マニ = RN 
シリ コン と で あり まし て , アコ ロイ 和 形 に つい て は 層 の 厚 ) 

さ が 最 小 約 10 さ クタ ョ ン と いう 唐 字 で あり ます . と れ 


る Vo 
た 
~~ 
: 

お 


| は 工業 化し て は お り ま せん し た が っ て 相当 高周波 ま 
で 使用 で きる の で あり ます が , と れる も 通 研 等 で 経験 し 
| 有 | た よう に マス プロ に の ら な いと いう 点 が 問題 な の で あ 
7 り ます. どこ と へ 行っ て も 皆 デ ィ フ ュー ジュ ン を や っ ぁ っ て 
お り ま し た 、 さ ら に メサ 形 の 問題 に つい て は 小さ な 般 
有 の 中 に た くさ ん 和 孔 が 開け て あり まし て , その 孔 を 機械 
a ちょ っ と ずら す と 孔 が か くれ る よう に な っ 
て お り ま す ・ い わ ゆ る エッ チン グ を や ら な いで 機械 的 
| に 孔 を 開け る 方 法 を と っ て いる 点 は ,。 ベ ル の 方 法 と 非 
| 常に 違っ て いる の で あり ます . それ か ら 全 体 を 見 まし 
| て 女子 が 非常 に 大 勢 仕事 を し て お り ま し て , ちょ うど 
3 日 本 の トラ ンジ スタ 工場 へ 行っ た の と 同じ よう な 感じ 
を 受け た の で あり ます . 
その つき の 日 は 交換 部 門 を 訪ね まし て ディ レク タ の 
pt Dr. Hettwig 氏 , Dr.!Etzel 氏 お よび Dr. Hétzler 氏 
| 等 に 会 いま し た .-STD に 対し まし て は 全国 6000 か 
】 所 が 端 局 と し て 働い て いる と いう と と で あり ます . ま 
i EMD に っ ついては, EMD は 非常 に 簡単 な の で と 
]】 れ ま で 進め て 来 た け れ ど , つぎ の 段階 で は 電子 交換 に 
RGN PhD ET nbsth NT 
有 】」 れ を と り 入 れる か と いう と と は 誰 に も る わから な いと い 
う 意見 で あり まし て , と れ は イギリス に お ける 意見 と 
Ee ます. 私 は 以前 か ら よ くそ うい っ た の で あ 
ます が , 日 本 の デー タ で も 電子 交換 を いつ 採用 する 
, 色々 の 主観 は みっ て も こと これ を 決め られ る デー 
クタ は 揃っ て いな いと 考え られ ます . と の 私 の 意見 と 
同じ ょ うに ジー メン ス の 専門 家達 も は っ きり と 同じ と 
と を 話し て お っ た の で あり ます .。 ジー メン ス で 研究 し 
で お だ の は 従来 の 大 き な ク ロス パー スイ ッ チ の 可 
inp ediebetiors 
は 計算 上 せい ぜ い 2ms あれ ば 十分 な の で ある が , 
| れ を 2ms まで に 選ぶ と し て お ね り ま す . dpamets 
次 朱 と し て は , いわ ゆる 一 通話 回 路 が 機械 的 な も の 
で , コン ト ョ ロー ル 回 牙 が 電気 的 な も の で あり ます . 3 
の 形式 が あり ます ・ 第 1 類 は 特に 小 容量 の も の で あぁ 
ae oiepiompdeiits 
ドリ レー 的 な も の を 使い , 全部 機 槻 的 な 回 中 で あり ま 
ー す ・ 第 2 類 は 通話 路 が 機械 的 な 回 路 で ある けれ ども コ 
ロー ル 回 路 は トラ ンジ スタ で ステ ー ジ コン トロ ー 
を や る も の で あり ます . と れ は 大 体 3000 端子 の も 
」 の を 目標 と し て お り ま す . 第 3 類 は 通話 路 が リー ドリ 
レー 式 の 機械 的 な も の で あり まし て , コン トロ ー ル 回 
ee Sri dodotatelitenrtis 
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i 
で リー ドリ レー を いち いち ガラ スチ ュー ブ に 入れ ず 
に , Edelmetal Snell Koppelfeld と いう いわ ゆる 可 
動 部 分 を 1/100 位 に し , 従来 の も の の 大 き さ の 1/6 
に し た ハイ スピ ー ド リレー を すす め て お る の で あり ま 
す . と の 第 1 の 形式 の も の は すでに PBX と し て 使っ 
て お り , 第 2 の 形式 で 3000 回 線 の も の を 独逸 郵政 庁 
と 共同 し て 近く その 現場 試験 を 行なう よう 計画 し て お 
り ま し た . 第 3 類 の も の は まだ 実験 中 と いう 説明 が あ 
り ま し 7 た 
全 電 子 交換 に つい て は タイ ム デ ビジ ョ ン こ と か PCM 
と か 色々 の 方 式 の も の を 研究 中 と いる 誠 溢 泡 まま 放 
た . 
つき に 伝 送 部 有 門 を ディ レク タ の Dr. Schuchd 氏 の 
案内 で 見 て 回 り ま し た こと で は PPM の 24 チャ ネ 
ル 方 式 , 12 Mc 同軸 方 式 , お よび マイ クロ ウエ ェ エー ブ の 
FM 960 チャ ネル 方 式 な ど を 見 まし た . 12 Mc 同軸 の 
斉 空 管 の 寿命 は 10,000 時 間 と いう と こと で 相当 な 製品 
と 思わ れ ま す .・ な お 御 了 誠 知 の よう に ベル リン は 西 ド イ 
ッ と は 離れ 小島 の よう に な っ て いる の で , ベル リン と 
の 通信 回 線 を 作る た め に SSB の 見 通 外 方 式 に よる 無 
線 機 を 製作 し て いる の を 見 まし た . と これ は 500 Mc 帯 
で 120 チャ ネル を 伝送 し , SSB で 負 和 帰還 方 式 の 点 が 
ちょ っ と 違っ た 点 で あぁ あります. 工場 を 回 っ て 見 事 す と 
非常 に よく 試験 を し て お り ま し て , マイ クロ ウエ テー ブ 
の 機械 も 現場 に 行け ば その まま で 完全 に 働く よう に 試 
験 を し て いる 様子 で あり ます . と の 辺 は 日 本 と 大 分 違 
う よ う で ありま し て , 日 本 で は 技術 の 進歩 が 早く 止 奴 
を 得 な い 面 が ある の で あります が , 日 本 の よう に 現場 
と 行っ て か ら 直 す と と の な いよ うに 十分 に テス ト を や 
っ て いる と いう と と 特に 目 に つい た の で あり ます . 
それ か ら , "つぎ は ジー メン ス の ベル リン 工場 に 参り 
まし た . ペル リン と いう と と ろ は 電気 工業 が 非常 に 発 
達し て いる と と ころ で , た と えた ば AEG と が か が Osram と 
か 大 き な 工 場 が ある の で あぁ あります. と の ジー メン ス の 
ベル リン 工場 は ー つ の 工場 単位 で は 世界 第 二 だ そう ぅ で 
あり まし て , GE が 27,000 人 に 対し て と の ジー メン 
ス の 工場 が 25,000 人 と いう の で あぁ あります.、 1 人 1 か 
月 の 生産 額 は “22~23 万 円 で , 戦前 より は 小さ い ス ペ 
ー ス で か えっ て 高い 生産 量 を 上 げ て お り ま す ・ 従業 員 
の 65% は 女子 で あり ます が , 実際 工場 を 回 っ て み ま 
す と 女 の 人 が 旋 横 や プレ ス の と と ろ で 沢山 働い て いる 
の が 見 受け られ ます と れ は 別に 戦争 の 影響 で は な く 
戦前 か ら の 状況 と の と と で あり まし た . また 工場 の 案 
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内 方 法 に 非常 に 特長 が ある と 思わ れ た の は , 工場 の 基 
礎 部 門 を 初め に 案内 し よう と いう 考え で し ょ うか , 旋 
盤 プ レス 等 の 機械 工作 の 部 分 か ら 案 内 し て くれ た と と 
で あり ます . 特に そこ と で 気がつい た の は 非常 に 作業 者 
の 安全 に 気 を 配っ て いる と いう と と で , た と えば プレ 
ス は 語 手 で 押し た だ け で は プレ ス が 働か ず 両 手 で 押し 
て 初め て 働 ら く よ う に し て あり ます . また 色々 の 物 を 
突 込 む 所 に 網 が あっ て 手 が 中 人 入 ら な いよ うに し て あぁ 
り ま す . と の 他 昭 明 た に つい て る 特に 大 学 の 先生 等 に 頼 
ん で 衣 率 を 上 中 げ る た め の 和 工夫 を する と こと も や っ て お 
り , 全般 的 に 工場 の 能率 向上 , 安全 対策 と いう と と に 
非常 @ 注 意 を 払っ て いる よう で あり まし た . 
また テレ ックス プリ ンタ の 生産 高 が 1 か 月 1000 台 
か ら 1200 台 と いう と と で この 数 字 が 少し 少な すぎ る 
よう に 思わ れる の で あり ます . と これ は 各国 か ら の 注文 
を 受け て 貸 少 し ずつ 仕様 が ちがっ て に いる た め と 説明 し 
て くれ た の で あぁ り ま す が , し か し 8 時 間 運 転 し て 全数 
検査 を し て いる 点 を 見 逃す こと は で き な い と 思わ れ ま 
「 し た 旋 毅 加工 や プレ ス 加 工 を し っ か りや る と 同時 
に 検査 の 方 非常 に し レ っ か り し て お り ま す . 一 方 と 
れ に と も な っ て 色々 な 測定 も 非常 に 発達 し て お り , 人 
手 を 省 い て や る と と に る も 注意 し て お り ま す . と これ は 他 
の 例 に な り ま す が , た と えば 搬送 の フィ ル タ や 変調 器 
| 等 を 極め て 簡単 に 一 人 の 人 が 測定 を や る と いう よう に 
正夫 し て あり まし た . チャ ネル フィ ル タ の 測定 に は 昔 


胃 | 2 日 か か っ た の が 2 時 間 で や れる よう に な り , また 変 


調 器 は 測定 項目 は 27 も ある も の を 一 人 の 人 が 順番 に 


衣 会 部 や れる と いう 風 に 工 共 され て お り ま す -. 


て で で 世に の は さる ほど 述べ まし た よう 
に , RB CE ESK と いう 3 可動 部 分 を 軽く し た 高速 度 
リレー を 使っ て , 局 線 2 回 線 内 線 25 回 線 の も の を 作 


っ て お り ま す . これ は 約 4 年 前 か ら 生 産 を 開始 し て 1 


か 月 約 1500 回 線 ぐ らい 作っ て いる と いう こと と で あり 


| まし た . また 天然 人 工 水晶 の 面 の 仕上 げに 非常 に 注意 


を 払っ で おり, 交 線 で 調べ た だ たり 人 色々 や っ て お り ま すず 
3 と の 水晶 フィ ル タ < 金 簿 が 貼っ て あり ます が , そこ と に 


贅 ド を 取付 け て いて と れ に 3kg 程度 の 宣 さ を 員 り 


計 和 本 条 も 導 れ 人 がい ぐに 17 っ か り し て せっ た の で 


電 気 通 信 学会 雑誌 


す で » 
大 体 以 上 一 か 月 に わた っ て 欧州 で 見 聞 し た と と を 申 
し 上 げた の で あり ます が , 特に と と で 結論 的 に 二 三 7 
申 上 げた いと 思い ます . まず 伸一 た 各国 と を 研 錠 記 電 0 半 
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6. む 


常に 力 を 注 き 出し て きた と い ゥ と と で あり ます 火 交 
の 点 だ け を 参考 に 申 上 げ ま す と , CNET が 2000 
STL が 600 人 , CGE が 600 人 , FTZ が 500 炊 て 
CIT が 1500 人 等 で その 他 ジー メン シス ku き しま 
て も , 戦後 , 時 が た つと 共に だ ん だ ん 余裕 が で き て きき 
た た めも ある で し ょ う が , 研究 に 非常 に 力 を 入れ て いい 
RM 
の 非常 に 進歩 の 早い 技術 の 超 勢 に 即応 する 必要 性 か らち 
来 て いる の で は な いか と 思う の で あり ます . し か し 技 人 7 
術 そ の も の か ら 見 ます と , マイ クロ ウェ ー ブ 技 術 の 7 
うに 日 本 の 方 が 進ん で いる と 思わ れる も の も ある よう 
で あり ます ・ 私 は 通 研 の 現状 お よび メー カ ヵ カ の 現状 を 合 
わせ 考え て みて , マイ クロ ウエ ー ブ 技 術 は 確か 日 本 
の 方 が 進ん で いる の で は な いか と 考え ます : た だ 最近 
脚光 を 浴び て いる パラ メト リッ ク 増 幅 器 に ついては) 
Wo AGT 

, 向う で は 自分 の と と ころ で や っ た よう に 考え て いる 
s9Ta 0 a. 


OO 
すでに 採用 され て いる の で あり ます が , 今後 一 層 強 く 
進め る と と に よっ で て , 日 本 の 通信 事業 , 製造 工業 が 進 7 
歩 し て ゆく と いう と と 感じ て きた の で あり ます : 第 ミー 
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含水 率 測 定 用 板 状 共 面 電極 に つい て * 3 
: EN 8 
(山梨 大 学 工学 部 ) 3 


要約 近年 工業 計測 上 の 電子 応用 の 一 つと し て , 木材 , 繊維 ,。 粉 休 等 の 含水 来 を 


られ , また 自動 制御 に も 応用 され て いる . 
し て は , 被 測 定 試料 が 厚く また は 面積 の 広 ソ 


その うち 高周波 に 


部 分 日 


板 円 環 電 極 が これ に 属す . され ら に つい て は 部 分 8 
た . 著者 は 先 に 各種 共 面 電極 に つい て か な り 精 細 に 調べ た が , 


含水 率 計 電 極 と し て の 選定 , 寸法 の 決定 , 適用 等 の 基礎 資料 を 与え た も の で ある 


UC 


近年 工業 計測 上 の 電子 応用 の 一 つと し て , 木材 , 繊 

放 維 , 粉 体 等 の 含水 率 を 電気 的 に 測定 する 計器 が 実用 に 
1 供 さ きれ, また 自動 制御 に も 応用 され て いる の . その う 
放ち 高周波 に より 誘電 率 ま た は 誘電 体力 率 を 測定 する こと 
と に より 含水 率 を 測定 する 計器 の 電極 と し て は , 被 測 
定 試料 が 厚く また は 面積 の 広い も の が ある の で , 現場 
に お ける 使用 上 の 便 か ら , 試料 の 片面 に 接し て 使用 す 
| る 押 当 形 の 板 状 共 面 電極 が 多く 用 いら れる . 共 面 電 季 
と は 電極 が 同一 平面 に ある と いう 意味 で ある が , 帯状 
電極 (含水 率 計 の 分 野 で は 通称 ゲ リ ッ ド 電 極 と 呼ぶ ) 
や 円 訟 円 環 電 極 が これ に 属す 。 と の 種 の 電極 が 実用 さ 
れ た の は , 棒状 グリ ッ ド 電極 が 高周波 加熱 に 用 いら れ 
だ 以外 は は し じ め て な の で , その 性 質 は 十分 明らか で な 
く , 部 分 的 な 解析 や 実験 が 行なわ れ た に 過ぎ な か っ た 
の ①⑦『 著 者 は 先 に 各種 共 面 電極 に つい て か な り 精 細 に 調 
SS CARY, と は これら を 統一 的 に 相互 比較 を 
| 行ない, 含水 率 計 電極 と し て の 選定 , 寸法 の 決定 , 適 
用 , 取扱 い 等 に つい て 論じ た も の で ある . と こと に 取扱 

うぅ の は 図 1 に 示す 二 列 帯状 , 三 列 帯状 お よび 同心 円 板 
円 環 電極 で ある が , 以下 これ ら を それ ぞ れ 4B,C で 
表わす て こと に する 、 な お 電極 寸法 a, 6, c, 民 は 図 1 に 
「 示す と S り で , し は し ば 出 て くる 共通 な 文字 と し て , 


on と する 、 二 列 帯 状 電極 は 多く の 場合 


ネ Coplanar Plate Electrodes 人 d to Measure 
Moisture Contents. By KOSAKU AIKAWA, 
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より 誘電 率 ま た は 誘電 体力 率 を 測定 する 含水 率 ョ 
‘いも の が ある の で 現場 に お ける 使用 上 の 便 か ら , 
る 押 当 形 の 板 状 共 面 電極 が 主として 用 いら れる . 共 面 と は 電極 が 后 
りな 解析 や 実験 が 行なわ れ た に 選 


Cy 


気 的 に 測定 する 計器 が 実用 に 供 開 
「 ト の 電極 と 
試料 の 片面 に 接し て 使用 す 
同一 平面 に ちあ る と いう 意味 で ある が , 帯状 電極 や 同心 円 
く , その 特性 は 明らか で な か っ >. 
相互 の 比較 を 行ない 


ぎ な 


ご 2 


と ょ に は こと これら を 統一 的 に 取扱 い , 


IT 


コ 
oh ! @’ 


(B) 


1 板 状 共 面 電極 


Fig. 1—Coplanar plate electrodes. 
ァ ー ス に 対し て 対称 に 配置 し 互い に 位相 差 が 180' 
な る よう に 接続 する ・ 克幸 湊 和 は 人 の る 者 隊 
電位 と し , 多く は と れ を アー ス す る . 円 板 円 環 電 極 は 
多く の 場合 円 環 を アー ス す る . 


2. 静 電 容 量 と 誘電 率 の 測定 


3 種 の 電 李 の 前 電 容量 の 近似 理論 式 の を 表 1 上 nl 
段 A,B,C に まとめ て 示す . 表 中 の 式 (① , ② ,(⑥) を . 
それ ぞ れ 図 2 に 示す ・. 

帯状 電極 で は 長 さ が 有限 で LZ で は な い の で 理論 PE 
値 以外 に 端 緑 ( 図 2 の ee;e'e' 部 ) に 基づく 容量 が 付 
加 さ れる . a LR 
も の は 厚 さ が ある の で , と れ に 基づく 容量 が 付加 され 
る . と れ ら を 共 面 電極 の 端 容量 と 呼ぶ と と に する . 量 ; 
さ を 無 促 し た 場合 の 前 者 に 基づく 其 容 量 を 考 感 に 入れ 
た 実験 式 を 同 表 A,B 下段 に 示す の . が 

一 方 平行 円 板 電極 に お いて 電極 間隔 が 電極 面 の 寸法 
に 比 し て 十分 小さ く な い 場 合 』 また 電極 の 厚 さ が 電 . 
極 間隔 に 比 し て 無視 で き な い 場 合 に は 。 対向 面 容量 の 。 
外 に 端 容量 C。 が 加わ り , さら に 対地 容量 , 導線 の 漂 
遊 容量 C。 も 加わ る 、 実 験 室内 と お ける 謗 電 率 の 標準 
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; 。 漂 遊 容量 は 
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図 2 共 面 電極 の 静 電 容 量 


Fig. 2—Capacity of coplanar 
plate electrodes,. 
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で で A な 5 R, の 形 香 は 半 わ れれ 
ご 角 列 の 場合 は >7 で な い 場 合 は , 6 の ある 範囲 で は 
の 増加 と と も に 容量 が 増す が と れ は 実験 式 に 織り 込 

tcninbntathotoay- tit 


yk Dn 2) hi られ る す 潜 比 の 電 


(< 有限 の 場合 ) (3) 


(1-0.08+0.03£) 


{1+0. 125—0.3&+0.155 ) テ ト 


(0.3<k<0.8, 1 


P<0.5 の 家 囲 ) 


(いずれ も Rs っ co と する ) 


(pF/cm), 電極 の 厚 さ を 無視 する . 

桂 実験 式 を 求め た 実験 秀 囲 を 示す . 
(6),(7) は 数 値 的 に ほとん ど 同 値 、 計 
算 に は (7) が 便利 . 
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6/L 


C5) 
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* 空気 中 に お ける 表裏 を 合わ せ た 容 量 


に V1 


= 
- 
NE 


極 で は 図 2 る の (B) 曲線 を その まま 用 いて も 実用 上 は 7 


療 し つか た な い . t 
以上 の よう に し て 電極 の 空気 中 の 容量 が 判 れ ば ぽこ とれ 


を 十分 に 厚い 誘電 体 に 接触 する と こと に より 誘電 率 を 求 


め る こと と が で きる . 電極 片側 の 空気 中 の 容量 を C。, 試 
料 の な いと き の 端 子 間 に お ける 電極 の 全容 量 を C,; 試 
料 に 接し た と き の そ れ を C。 と すれ ば , 誘電 率 は 


C.-C, 4C 
iit c, CN (8) . 


に よっ て 求め られ , 源 遊 容量 等 は 入っ て 来 な い 、 
i 


3. 二 層 誘電 体 の 等 価 誘 電 率 
実際 間 題 と し て は 試料 の 薄い 場合 も 多く , こ と この と き 


は 当然 誤差 を 伴う 。 ま た 電極 と 試料 と の 間 に 空 げき を 」 


設け る 場合 も ちあ る 、 こ と これら を 一 般 化 し て 二 剛 誘電 体 と 
し て 取扱 う 、 第 一 層 , 第 二 剛 の 誘電 率 を それ ぞ れ ss」, 


s&s とし, 等 価 誘電 率 e<。 と s。 と の 比 を 等 価 誘電 率 係 
数 r(=sle) と する 、 第 一 層 の 厚 さ を gd と し , dla 


また は dg/R を 9 と お く . 第 二 層 は 無限 に 量 い と す 


る 同一 k の 各種 電極 に つい て 8 と ァ と の 関係 を 示 


す と 図 3 の よう に な る . 図 は Je。=3 の 近似 曲線 と 第 
一 周 ェ エボ ナイト, 第 二 財 空気 (e/a==2.85) の 場合 の 


測定 結果 を 示し て いる . 9 の 増加 に 対し て C,B;,A の _ 


順に じす みや か に ァ が 1 に 近づく な お 同一 形 式 の 電極 
で は , k= 一 定 の 場合 に は s/s。 が 1 に 近い ほど , ejea 


= 一 定 の 場合 に は k の 大 きい ほど , 8 が 替 す と と ど も 
に ァ は 速やか に 1 に K 近 づ NO 


厚 さ 比 6, 計 電 率 a の 誘電 体 に em 


て (A CY 0 % RR 
。 和 35 年 12 月 。 電気 通信 学会 雑誌 第 8 券 12 呈 i385 
" $ 
容量 は r a 3 の 体 。 層状 洋 電 
| mse : er i 
本 文 豆 の , * よう て 回 な る 主 
が べき も の で あ “ 
- =0 計算 DS, EN 
図表 か ら 12 の r+ 曲線 
求め れ ば ( 図 3 と 類 す 9 
に 重夫 | る ろ る もの) から] 
計 。 に よっ て と に GG) を 求め 
計 近似 的 に 。 る と 図 4 上) 
話 与え られ fiat i の 
に 束 図 3 7 ァ ( 三 ss) と 8( 三 dla また は dR) 3 図 は がき 


と の 関係 (&*=0.6, ei/ss=3) 
Fig. 3—7(=eéeles) versus 8(=9|a or d|R;) 


測定 値 を for k°=0.6 and eles=3 


_ つき 性 
E 誤差 一 定 値 た と えば 0, 1, 5 等 に お さえ る 試料 の 厚 
R 


0!6" の 場合 
ut 
で , A,B は 区 


別 で き い 
き 。 換言 すれ ば ァ が 100,99,95 必 た 達する 試料 の 厚 さ 一 般 に 8=0 
: ば 既に 求め られ て いる が ふつ .⑭, 3 種 の 電極 に つい て (b) ¢ (=da or Y/R 、 に お けり る GF na 
| 比較 する と , 帯状 電極 の 方 が 厚い 試料 を 必要 と し , 円 図 4 (=dlza また は の RI) と の 値 は を = 定 
| 充 円 環 電 極 は 薄い 試料 で 差し つか えな い . 実験 式 る 与 es Pe rd RR 和民 os. 
; られ て いる が ②, 誤差 1 位 に お きえ る に は ら 5 また i for =0.8, B>A 0 t 8 
3 は 太 。 を 基準 と し た 場合 大 ざっ ぱに いう と 厚 さ は 二 大 きく , 各 電極 に つい て は & の 大 きい ほど 大 きい 3 
| 」 列 電 極 , 三 列 電極 で は 1.8 5, 円 板 円 環 電 極 で は 太 。 に =0 に お ける 接線 が 8 軸 と 交わ る 9 の 値 は 科 
等 し な と れ ば まい 対し て お お むね C<B<A の 順に 小さ く , 名 電 栖 に っ 
いて は の 大 きい ほど 小さ い :。 


So = 。 の = * 
4: 不 均一 誘電 体 の 等 価 誘電 素 さて 不 均 一 誘電 体 の 誘電 率 を (9) と すれ ば , 千 直 " 欄 
厚木 材 の ょ うに 表面 と 深部 と で 含水 率 が 異な り 誘 電 育 電 率 e。 は 4 


率 が 不 均一 の 誘電 体 を 考え る . これ は 二 周 誘電 体 を さ a 0 0 
ら に 多層 誘電 体 に 拡張 し て 各層 の 厚 さ を 無限 小 と 考え CE (82e(89d8 OT 
1 れ ば よい わけ で ある が , その 取り 扱い は 理論 上 る 実験 で 与え られ , 図式 積分 と より 求め られ る ・. EF 3 
有 有 上 も わずらわし い の で , ここ に は 一 応 の 目安 を 与え る 一方, 木材 等 の 平均 合 水 率 に 相当 する 平均 請 電 率 sm 
本 堆 向 店 峰 浅 を 示す 。 は , 試料 の 厚 さ 対 届 本 法 比 を (=d/a また は dR) 
| いま 図 4Gz) に 示す よう に 電極 面 に 垂直 な 方 向 (ツー で 表 わ せ ば RR 
る 方 向 ) の 微少 柱 4 ッ » の 持つ 容量 の 全容 量 に 対す る 割合 i 
A | (8)d8 DE 
FP を 容量 変化 率 7(y) と し , と これ を » の か わり に K 9= 9;Jo 


| >/z また は >»/R を 用 いて , FG⑪① で 表わし , か つ いま 4=2 の 試料 に と お いて =⑬) が 図 の よう に 放物線 っ 
0 た G6=1 と する . いま 特別 の 場合 と し て 第 一 賠 。 分 布 ( 介 点 距離 0.125) を し て いる と し て (実際 の 木 
。 の 店 き 比 の な る 二 層 誘電 体 を 考え , 庄 放 s の 場合 と 。 材 で は と の よう な 分 布 を し て いる ), 々 。。 誤差 比 (emー 
競 ee の 場合 と の 容量 差 を CC と すれ ば ee を 求め 表 2 た 示す . 表 に は 平行 円 板 電 極 の 場合 
。 る 参考 と じ て 示 じじ て ある .-k の 大 きい 方 は 9= 0 お : 
(eae GA a , 。 ける RG が 大 まい に も か か わら ず , 深部 の の | が 


NN a 0 i 8 (99 小 き いた め '=。 は 小さ い WW' ee が 大 きい 場合 で も 平行 財 溢 調 
t rT i 2 板 に お ける それ に 比べ る と 本 質 的 に 小さ い . 表 2 は 一 


ちち れれ ば , 8-7 ァ 曲線 か ら 下 ⑭) を 求め る ' 例 で ある か ら .97 が 異な れ ば s。 の 誰 異な 8 
* ’ は 2 4 る ln , 。 * ' 
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有 有 以上 は < また は RI を 基準 に し た 場合 で ある が , 実 
| 際 問 題 と し て は 6 や 太 。 を 基準 に し た 方 が 電極 占有 面 
及 の 関係 上 , また と れ ら が agーc,R, 一 太 。 の 中 間 値 で あぁ る 
有 | 関係 上 好都合 で ある . ある ょ に つい て 一 定 a (また は 
】 R) に 対す る 8, の 関係 は 5 (また は R2) を 基準 と し 
| て 84(=d6 また は dR:) に 換算 さき れる. 8= み =2 の 
| 場合 の 換算 値 2。 は 表 2 に 示し て ある 8。 が 小さ く な 
る と ある 範囲 まで は e。 は 増し て いく が , あま り 小 さ 
| < な る と 背面 が 空気 の 場合 に は その 影響 が 表 わ れ て s。 
| 有 有 | は か えっ て 減ずる . 要 は 全 電 気力 線 が 有効 に 誘電 体 中 
を 通る とこ と が 望ま し いわ け で ある が , 式 (10) に よっ 
| て 計算 する と , 電極 に よっ て 多少 異な る が , 8。 が 0.5 
仁 拉 が 最も ee が 大 きく な る .。 以上 は 厚木 材 に お ける 
| 電極 選定 含水 率 目 局 の 記入 , 測定 値 判断 に お ける 一 つ 
1 の 目安 を 与え る 考え 方 と し て 大 切 で ある . 


5. 電極 の 選定 と 寸法 の 決定 


d # 4 

No 本 全 を 居 定 する 場合 , 考慮 すべ き 事項 は つぎ の 点 で 
あぁ 3._ | 

C1) 電 容 后 実用 上 取り 得る 電極 寸法 , 被 測定 
証 電 率 範囲 , 共振 回 鷺 等 に 関係 する ・ 


(2) 接続 方 式 ち よび し ゃ へ い B,C で は 外 仙 電 極 
i ts ser ー ス に 対し て 対称 に 
B,C で は 中 央 電極 を 裏側 か らし ゃ へ いし 易い の 
dy effect を 軽減 で きる . 

3 tet: A,B は 方 向 民 が あり , C は な い . 


ド 主 と し て ①) , (4) に つい て 考察 する 一般に 
利用 の 含水 率 計 は 帰す る と と ろ は LC 共振 を 利 
午 換 決 が 多い 。 を 測定 する も の で も tan 6 を 
る も の で も 共振 指示 器 は Q メー タ の 計器 と 同 


2 has $y: 


の と な る . 合 水 率 を M と すれ ば , 測定 局 度 す 
dQ/4M が 最大 に な る こと が 望ま し い ・ に < 


CR 


lh 
wr > 43 i EM 


ーー RE 
tan 8 の 大 きい 試料 で は c 大き く な る と Q Ws 
下がっ て 測定 し に くく さく なる. と これ ら の 関係 は 被 測定 試 
料 の 性 質 に 対応 し て 決め な けれ ば な ら な い . 

一 方 実際 に 取り 得る 電極 寸法 に は 限度 が ある か ら , 
必ず し も 上 の 条件 を 満た せな い カ が,。 で きる だ げ け こ と の 目 
的 に そう よう に 共振 回 路 と 電極 寸法 を 選ぶ .・ A で は を 
の 小さ い 方 が C。 が 大 きく , B,C で は と の 反対 に な 
る . C。 は 帯状 電極 で は 式 (1), (2②) に よる 場合 は と 
L に より 決ま り と に は 無関係 , 円 板 円 環 で は と R。 
に よっ て 決ま る : と , 太 。 を 大 きく と れ ば 容量 は 増す が 
L,R。 は 試料 の 大 き さ , 厚 さ , 表面 の 性 質 , 凹凸 , 持 

び , 計器 箱 へ の 収納 等 に よっ て 制限 を 受け る 。 たと. 
えば 木材 で は 凹凸 を 考慮 し て あぁ まり 寸法 を 大 きく と れ 
な い . か くし て C。 の と り 得 る 範 囲 は 制限 され る . な 
お 同一 占有 面積 内 で 取り 得る 容量 の 大 き さ も 電極 に よ 
っ て 異な る と と も 知っ て いる 必要 が ある . と と R。 と 
は 試料 の 厚 さ d, また 誘電 率 分 布 に よっ て 決め な けれ 
ば な ら な い . 6 ム や 太 。 が 小さ いと こと は 放 電 線 が 電 李 面 
近く に 分 布 す る と こと に な る . 薄 い 誘 電 体 に 対し て は 8. 
に し た が っ て と と, 太 。 を 選び , 内 部 不 均 一 の 厚い 試料 で 
は 4. に し た が っ て ,。 これ ら を 厚 さ の 半分 位 に と れ ば 
RR 

x の 選択 に お いて は 謗 電線 分 布 に も 関係 する が ( 誘 
電線 分 布 は 6, 太 。 を 基準 と し た 場合 は 主として dg/6 ま 
た は Qd/R。 で 決ま り ま ょ は 二 閉 的 と な る ) , 府 均 , 水滴 
等 の 付着 な ど を 考慮 し て 電極 間 空 げき を あま り 狭 く な 
ら な いま うに する .・ 

と の よう な 関係 で で 。 の と り 得 る 範囲 は 制限 され る 
か ら , これ を 考慮 し て 共振 回 路 を 設計 し , また は 共振 
回 路 の 要求 を 満た す よ うに めん (R。),L, k を 決定 し な け げ 
れ ば な ら な い . C。 の 値 と し て は 理論 値 ま た は 図 2 の 
曲線 で 与え られ る が , 帯状 電極 で 正確 な 値 が 必要 で あ 
れ ば 実験 式 に よる . 実験 式 を 導い た 範囲 外 の 寸法 で も _ 
と れ に 近い 場合 は 外 挿 し て も よい で あろ う 、c あ る い 、 
は 太 。 は C。 に 対し て は 二 義 的 な 意味 し か な い . 4 

つき ぎ に 具 体 的 な 寸法 と 容量 と の 関係 を 例示 し ょ よう 、_ 

a) 帯状 電極 

ー 列 電極 で は し を 大 , た を 小 に と れ ば いく wt 
C。 は 大 きく と り 得 る が , 実用 上 <10cm, 普通 数 
cm 以下 , し た が っ て と も 2 へ ~3cm 以下 と な り , と の 
に 対し て 安全 な 電極 間 げ き は 少な く と も 4>0.1 に 
と ら な けれ ば な ら な い : し た が っ て C。 の と り 得 る 範 
囲 は エア =10cm と し て も 1pF 以下 と な ろう .、 。 

三 0 電 林 で は と, ょ と と も に C。 は 大 き な, か 3 


k 


< oD ec Ks 、 な は で 


a 


i pe ん < (0 re 区 3 ww ~~ a i A ee 
') 1 , | 
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つと り 得 る 最大 値 も 二 列 電極 より 大 きく な る 。 た と えた 
ば =10 cm, k=0.9 と すみ な と C。 衝 2.5 pF 程 と な る . 
普通 の 含水 率 計 の よう に 可 搬 形 の も の で は , body 
effect の 点 で 三 列 の も の が 二 列 の も の より は る か に 多 
く 実 用 され て いる . 
例 . 繊維 用 含水 率 計 電極 
巻 取 中 の 繊維 また は 紙 の 含水 率 を 測定 する . 試料 は 
薄く かつ 一 定 含水 率 と みな され , 背部 は 空気 で ある か 
ら 5 等価 誘電 率 も 同 力 率 も る 小さい: よっ て 寸法 が 小さ い 
方 が 効果 的 で , か つ 設 置場 所 , 接触 の 点 な ど を 考慮 し て 
三 列 電極 を 選ぶ . k は 大 きい 方 が よい が 電極 間 げ き は 
あぁ あまり 狭く と れ な い の で た に も 制限 が ある . C。 地 0.6 
PRS ら 条 譲れ 7 と で のり =2.5 mm, ==0.2 と すれ ば 
a=0.5mm で , 所 要 の C。 を 与え る た め に た 近似 式 か ら 
三 =67 mm と な る 、c は な る べく 大 きく と り 。 た と を た 
ば 20 mm と する . 実際 の る の は 外側 電極 は スリ ッ ト 
状 に し , 窓 の 中 央 に 内 電極 を 配置 し た も の が 多い の , 
(b) 円 板 円 環 電 極 
た の 大 きい 程 C。 は 大 ぎく な る が ,。 実用 上 , と 
り 得 る 寸法 は 10 mm<R,<30 mm, 2 mm< 太 ,, 0.1< 
0509002 放 容 景 と じじ で は 10:08C。<2pF と な る . 
例 . 耐酸 炉 石 素地 用 含水 率 計 電極 
未 乾 燥 の 状態 で は 非常 に コン ダク タン ス が 大 きく , 
か つ 深 部 の 誘電 率 を 知る 必要 が ある . 器 の 厚 さ は 大 部 
分 は 5 cm 位 で ある が , 部 分 的 に は 10 cm 位 の と こと 
ろ る も ある. 三 列 電極 で も よい が と と で は 円 板 円 環 電 極 
を 用 いる 例 を 示す . 共振 回 路 の 方 か ら 0.3 pF が 与え 
られ た と し , 深部 の 水分 る 探知 で きる よう 太 。 を 厚 さ 
の 半分 位 に と とる. 太 R=35 mm と すれ ば Co。=0.3 pF に 
寺 る に は k=0.22 と すれ ば よく す , し た が っ て 三 7.7 
m= oe し R=42mm; 
例 . 木材 用 含水 率 計 電極 
方 向 性 が な い 点 で 円 板 円 環 電極 が 好適 で ある . 表面 
の 凹 凸 , 多く 用 いら れる 板 の 厚 さ , 持 運 び , 収納 の 便 
を 考慮 し て 太 。=20 mm と すれ ば , C。 の 最大 値 は お 
) の ず か ら 制 限 さ れる . 回 路 の 方 か ら Cs 六 0.9pF が 要 
KK れれ た だ たと すん =018) と な らし た が ss て R= 
7 16 mm RR;=1:5 と し て Rj==30 mm. ’ 
(ce) 円 板 と 誘電 体 と の 間 に 空 げき を 持っ た 円 板 
_ 環 電極 


| 普通 の 木材 含水 率 計 で は 樹種 に 応じ て 異な っ た 含水 
| 率 目 局 を 用 いる が , 円 板 円 環 電 李 を 用 い , 円 板 の み を 
| 上 下 し て 試料 と の 間 に 空 げ き を 持た せる よう に すれ 
| 「 は, 入 電 率 の 大 きい 木材 に 対し て 適当 な 空 げき を 与え 


で 13 3 


図 5 定 げ き 長 の 決 室 


Fig. 5—Determination of length of air gap. 


て 等 価 誘電 率 を 小さ くす る と と が で きる の で , ある 条 


件 の 下 で は 誘電 率 の 小さ い 木 材 に 与え た 含水 率 目 成 を 


その まま 使用 する と と が で きる . 図 5 (a) は 樹種 &,6; 
c,d の 含水 率 M と 誘電 率 < と の 関係 を 示す る の と す 
る . た と えば 共振 形 誘電 率 測 定 器 を 用 いて , 樹種 々 の 
誘電 率 ez:g に 対し て 含水 率 目 盛 M, (こと の と き の 可 変 


コン デン サ の 容量 を C」 と する ) で 同調 が と れ た と す 
る . つぎ に 樹種 か の 含水 率 M, の 場合 の 誘電 率 jp と 


対し て 適当 な 空 げ き 長 を と る と と に より «1g に 置換 し 
て や ゃ やれ ば や は り M4, 目盛 すなわち 再び Cr で 同調 が と | 
れる は ず で ある . か くし て ある 条件 の 下 に , 多く の 樹 


種 に つい て 広い 含水 率 範囲 と わた っ て 同一 の 含水 率 目 


盛 を 用 いる と と が で きる で ある ろう . 

空 げ き 長 を と レ , 空 げ き 比 を (= が R) と を おき), 
図 5(b) に 2 の 関係 を 与え る ⑪。 とれ は ある 誘電 
率 を 空 げ き に より 小さ いい 基準 誘 電 率 に 変換 する の に ど 
れ だ け の 空 げ き 比 を 設け れ ば よい か を 示す 曲線 で あ 
る . た と えば 図 (3) に お いて M=0 に お ける 樹種 2 
の sp を 樹種 @ の sog に 置換 する の に K 図 (b) に お い 


を cog に 置換 する の 
お いて 5p を 8 に 
置換 する の に A 1 
jc を 8&1g に 置換 する 


ある と する し か る 


0 20 30 
M (%) 


図 6 木材 の 含水 率 と 誘電 率 


っ て 同一 空 げき 比 で 


Fig. 6—Dielectric constant 
versus moisture con- 
tent for woods, 


bn l= = 


に ee,M=M, に ) 


の a が 必要 で r 


な けれ ば な ら な いか 


420c= ね 4。 三 ce で な 9 


て 5; 樹種 < の ss。 、% 簡 


に 同一 千種 K 対 し て 。 
M の 例 範 陸 C く わた 


: NO \ 0 Ch 5 の RR a } を 1 * 
] OE < 
i389 HHTE, 信隆 商 計時 人 抽 人 陣 符合 A に お ける 甚大 
ーーーーーーー Re 
けれ ば な ら な い . 任意 の は 4 が と の よう な 関係 を 与え る 。 れ ら 電極 に よる 店 電 率 測定 の 基礎 に じ つ い て 述べ 衣 電 極 7 


と は 限ら な い . 図 6 の いく つか の 木材 の 実例 に つい て 
な だ ==0.1 の =ー ス 2 曲線 上 に 各 1 の 値 を どっ た も の が 
| 図 7 で , ほぼ ば 上 記 条 件 が 満 
| 足 さ れる . と の は ほか が = 8 
0.25 は や や 不適 で ある が 。 " 
だ =0.6 は や や 好適 で ある .・ 
=0 08 を と れ ば た と た 
ば RA,=25 mm に 対し て RR, 
| =8mm と な り ,R/R。 キ 1.2 
R30 mm, 2 CF 


1] 
| 
t 
t 
t 
t 
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0.33pF と な る .s を 9 か ら 5 
3 5 に 雷 質 する に は 図 7 か の 
] らち!2=0.11, し た が っ て 図 7 と 2 の 関係 
(#=0.1) 
f #0.9 mm が 必要 で あ る Fig. 7—e« versus 2 for 
k=0.1. 


RG ek 
| は 文献 (① を 参照 され た い . 
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以上 は 含水 率 測定 用 共 面 板 状 電極 3 種 に つき , 近似 
mm, 5 a 数 値 例 に よっ て 相互 比較 を 行ない , と 


の 選定 , 寸法 の 決定 , 適用 等 の 資料 を 与え だ た. と れ ま 


で 部 分 的 に し か 知ら れ な か っ だ た 測定 用 電極 の 特性 が 系 
統 的 に 総括 され た も の と いえ よう . と の 研究 は 文部 省 . 
科学 研究 費 に よる 含 湿 量 測定 委員 会 の 仕事 と し て 始め 
られ た も の で , 御 指 導 を 賜 わ っ た 東大 名 准 教 授 星 合 正 
治 博士 , 東工 大 教授 森田 清 博士 , 山梨 大 教授 押 山 保 常 
博士 等 に 対し 深 碁 の 謝意 を 表す る 次 第 で ある : 
文 献 
(1) う 星合 正治 監修 : “電気 式 水分 計 ”。 
( 照 35-03). 
(2) う 相川 幸作 : “帯状 共 面 電極 に よる 誘電 率 測定 ”, 信 学 
誌 , 43, 10, p1095, ( 昭 35-10). 
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ee 時 分 割 多重 符号 伝送 に お ける 同期 方 式 
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要約 ディ ジタル 情報 伝送 , 特に フレ ー ム の 長い PCM 等 の フレ ー ム 同期 に は ディ ジタル 同期 方 式 が 適し て いる . 本 
ジタル 同期 方 式 の 復帰 過程 を 解析 し , その 結果 リセ ッ ト 式 系 列 方 式 を 用 いれ ば 同期 バル ス を 1 フレ ー ム 
rte と を 明らか に し , 最適 同期 符号 お よび 最良 の 復 
。 帰 特性 を 与え る フ レー ム 構 成 を 示し た . また ハン チン グ 保 留 に よる 同期 安定 度 の 改善 案 を 示し た . さら に 同期 復帰 過程 
A = レー タ を 了 作 し , 実験 に より 解析 の 結果 を 確か め た . 


導い 二 

多 電 ディ ジタル 情報 伝送 に お いて は , ピッ ト 同 期 の 
F 分 割 を 空間 分 割 に 変換 する た め の フ レー ム 同 其 
re ; 和 お 
て は ア ィ ンタ ル 方 式 が 給 し て いる が , て とれ は 大 叩 す る 
Lt クエ ン シ ャ ル ろ 流 喘 の ⑪, ある い は ESSEX の と 
^ ら れ た よう な 方 式 で 同期 バター ー ン を 選択 する 一 竹 
武 同 期 と , 同期 ぐず れ の 生じ た と き に ハン チン 
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で ある .・ 等 長 2 進 符号 伝送 の フレ ー ム 同期 と し こ 


C9 4 1 - の 


グ に より 位相 を シフ ト せ し め て 自動 同期 復帰 する 方 式 
が ある 、 前 者 に お いて は 同期 パタ ー ン と 同じ 人 パ 
ター ー ン が 生起 し た と き は 調歩 くず れ を 生ずる が , つぎ 
の 同期 時 点 に 正しい パタ ー ン が 来れ ば 直ちに 復帰 す 
る 後者 の 方 式 で は 同一 ターン が 生起 し て も 同期 く 
ずれ を 生じ な い が , 同期 復帰 は 確率 過程 で 一 般 に 復帰 
時 間 が 長い と され て きた 、 
人 策 者 ら は 後者 の 方 式 (以下 ディ ジタル 同期 と 総称 す 
る ) に つき 検討 し て きた が や , さら に と れ を 発展 せ し 

め リ セッ ト 式 系 列 方 式 を 用 いる と と に より 復帰 特 性 が っ 
著しく 改善 され る と と を 見 出し ⑦, その 復帰 過程 を 解 ) 
析 し 試作 シミ ュ レ ー タ に よる 実験 で これ を 確か め た 。 


ZC 


EAE TT \ 


0 ディ ジタル 同期 方 式 と その 論理 回 路 


多重 2 進 符 峡 系 列 中 に 同期 パル ス を 挿入 する 方 法 
は , 大 別 す る と 図 1 ユ のど と く 同 期 ペ ルス を フ レー ム 人 内 
た 等 間 嘱 に 配列 し た (a) 跳 越 方 式 Tnterlace System) 
と フレー ニム 単位 に 一 葬 に まとめ た (b) 系 列 方 式 
(Sequence System) と に わけ られ る . 受信 側 に お いて は 
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継続 する . 雑音 人 等? に より 同期 くず れ が 生 57= と さき さ は ' 


AND; } は 他 の 回 線 の 符号 を 誤 選 択 し , 不一致 回 路 は 不 
一 致 の た び ぴ び ど と ! に パル ス を 発生 する . と の パル ス は 1 
bit の 遅延 回 路 を 経て , 禁止 回 路 に お いて クロ ッ ク 


ルス を 引抜 き 回 線 分 離 回 路 を 1bit シフ ッ ト せ し め る . 
この シフ ト の 過程 あな ん 回 か 繰返し て 同期 状態 た 復帰 
ER 


多重 符号 系 列 の 中 か ら 同期 時 点 の 符号 を 選択 し , これ A 
胡 重 特 号 系 列 b 

同期 パルス : oT ッ ト 式 の 同 

! 期 回 路 ( 図 

| cq) 店 感 万 式 ! 3 休 の 江 

ーーーー1 フ レー- ム ! 一 致 回 路 で 
| 同期 パル ス 1 誤り 検出 す " 

+ EE る た び で と 

で 図 3 リセ ッ ト 式 ディ ジタル 同期 方 式 ・ に , 回 線 分 

図 1 同期 パル ス 配 列 法 Fig. 3—Resetting digital synchronizer. NW 
Fig. 1—Arrangement of synchronizing code 離 回 路 お よ 


sequence jn a frame, 

と 受信 側 の 同期 パタ ー ン と 各 ビ ッ ト ど と に 近 一 比較 し 
論 り あれ ば ハン チン グ に より 同期 復帰 する 。 ハ ンチ ン 
グ の 方 法 と し て は , よく 知ら れ て いる .: ①⑪) 誤り 検出 
ど と に 1 パル ス 間 隔 (以下 bit 単位 で あら わす ) シフ 
ト す る 方 式 と , ②) 誤り 検出 ご と に 回 線 分 離 回 路 を リ 
セット する 方 式 が 考え られ る . 後者 は 同期 系 列 内 の 誤 
り 検 出 の 位置 に よっ て シフ ト 量 が 変化 し , s 番 目 で 誤 
検量 2 だ とき は シフ ト す る 方 式 で ある . 

bi 


_ ク パル ス は 計数 回 路 よ り 成 る 回 線 分 離 回 路 を 歩 進 せ し 
の 各回 線 あ る 々 るい は 各 デ ィ ジ ッ ト の 分 離 パ ルス を 発生 


| する . 同期 回 線 選 択 パ ルス は , AND, で は 多重 符号 系 
" 列 中 か ら 受 信男 の 同期 時 点 の 符号 を 選択 し , AND, で 


導 居 クロ テク より タイ 


ォ ミング され て 同期 パタ ー ン 発生 


| 器 を 動作 せしめ る . 同期 パタ ー ン 発生 器 の 出力 は 不 一 


び が 同期 パタ ー ン 発生 器 を 同期 系 列 の ゼロ 位置 と に リ セッ 
ド K 事 る % と の 場合 同期 パル ス 配 列 を 系 列 方 式 C に すれ ば 
CN 
か に する . 

いずれ の 方 式 に お いて 局 期 分 回 中 は 簡単 な ディ 
ジタル 回 路 で あり , 適当 に 論理 変換 を ほど と し て さら 
に 構成 し 易い よう に する と と も で きる . 


3. 同期 復帰 過程 の 解析 
調歩 式 印 刷 電 信 の 同期 復帰 過程 に つい て は 申込 民 


ト 方 式 の 受 ーー - に より 解析 され て いる . と と で は 等 長 二 進 符 呈 系列 の 
信 同 期 分 離 NV。 bit より な る 1 フレ ー ム 中 に 9g 個 の 同期 ペル ス な が 
回 路 は 図 2 挿入 され た と し , つき ぎの 仮定 を お いて 解析 を 進め る ・ 
され (a) ビッ ト 同 期 は と れ て いる も の と する. 
る 伝送 さ (b) 同期 くず れ は 同期 状態 と おい て 発生 する ( 復 
し て きた 多 帰 時 間 最大 の 場合 ). 
重 符号 系 列 (Ce) ier Rh 
| は ビッ ト 同 kT 0 じ な いも の と する . 
用 期 が と 5 ee も a Cd) Vbit の 各 パ ルス は 相互 独立 と する . 
コタ ロラ synchronizer. (Ce) 胸 越 方 式 に お いて 7g 個 の 同期 パルス 系 列 は フ 


レー ム よ り 短 い 周 期 性 を る た な いと と (同期 状態 
が ュ ユニ ー ク で ある た め の 必 要 条 件 ). 


同期 くず れ の と き に 不一致 回 路 に お いて 誤り 検出 す 


る 確率 を か , 誤り 検出 で き な い 確率 を (=1ー ヵ うと 
涯 る < 
3.1 1bit シフ ト 式 跳 越 方 式 
越 方 式 で は 同期 ペル ス は Ny/g 個 お き に 挿入 され 


| 致 回 路 に お いて AND, の 出力 と 比較 され , 正常 同期 


が その まま 正常 動作 を で いる か ら , ある 同期 パル ス で 誤り 検出 で き を なか っ な た 


5D 


ks 


検出 で きた と き は 1bit シフ ト し て つぎ の 状態 た 層 


< 移す る . 須 移 過程 は Markov 過程 で , AN。 回 の 選 移 
7 を 繰 返 せ Mo.vit 
半ば 谷 帰 す 
の 人 き 必 ヤ 
No-3 No-2 No1 No 


: 2 当 
、 の 状態 遷 1bit P 
| 移 図 は 図 図 4 跳 越 方式 の 状態 居 移 図 


> 4 の ご ど と Fig. 4—Signal flow graph of jnterlace system. 


4 示さ れ 0 1 2 3 4 No-3 No-2 No1 No 


る ね 
よび NV 
は 同期 状 パ 
. 6 
図 5 1bit シフ ト 式 系 烈 方 式 の 状態 頂 移 図 
> RE Sin ow ianh, Ot CHE 


六 i に お い : sequence system. 

て 4 番目 の 同期 パス ス で , は じ め て 誤り 検出 する 確 
 、 率 ぁ (& り は 何 分 布 を な し , 太 =10,1,…… 09} に お 
の で 43 

NDC) = 英和 e 
tN 損 の 各 状 態 は 独立 で か つ 等 し い 分 布 を な す 、 性 た 
店 が っ て r+N,= 4 と すれ ば , (z+ 有 N。) 個 の 同期 パ 


| MATT PD 殺 価 分 布 の N。 回 
1 7 


0 2 の - fe ppm (C2) 
i r={0,1, oo}, Dp =1 


r=0 


; Ot 巨 (?), お よび 分 散 (Cr) は \ 
or (Neh/h, \ 
N=-N:plp" | の 
で 5 せる. パス カル 分 布 は 中 央 極限 定理 に より , 
ees に お いて 正規 分 布 に 確率 収束 する 、 ゃ に 対す 
る 衝 放 時 間 は 7・Ny/g で ある か ら , フレ ー ム 数 で 
和 ; わし な た 復 帰 時 間 の 期待 値 (7) と 分 散 cr*Cf) は 


TY 1) 
肖 C4 も) 
i NA 
EA dep mn 


“tose, と れ を 図 6 , 図 7 に 示す . と の 方 式 で は 
村人 性 は gq に 反比例 し て 改 療 さ れる が , フレ ー ム 長 
で MRns き は NN。 に 比例 し て 増大 する . 

7] ht シフ ト 式 系 列 方 式 の 状態 遷移 図 は 同期 パ 


6 る に 、 
の ; 
#0 J 
TA 7 
束 \ 笛 


と き は Ny/g bit 経て つぎ の 同期 パル ス で 比較 され , 誤 


(C16) 


2 4 そそ 6 1 20 40 6080100 


同期 パル ス 個 数 2 
6 同期 復帰 時 間 の 期待 値 
Fig. 6—Expectations of synchronizing 
recovery time. 


20r 
No=100 
P=P=0.5 
10 x 0) 


k | 


同期 履 牙 時 向 の 標準 般 差 の fF) (フレ - ム ) 
Ls 


2 4 6 810 20 


戸 期 バル ス 価 政 9 
7 同期 復帰 時 間 の 標準 偏差 


Fig. 7—Standard deviation of synchronizing 
recovery time. 


ター ン に よっ て 異な り , た と えば g=3 で G01) の と 
き は 図 5 の ど で と く あ ら わ せる 同期 ペタ ー ン の 29 番 目 
に お いて も 誤り 検出 で まき な いと き は 1 フレ ー ム 経て っ 
ぎの 同期 ペル ス で 比較 する 誤り 検出 で きた と き は そ 
の まま つき ぎの 状態 へ 選 移 し N。 回 の 選 移 を 経て 復帰 す ) 
る . 7 に 関す る 分 布 は パス カル 分 布 に 近似 で きる が 選 
移 時 間 は 一 様 で は な い . し か し NN。>g で あぁ れ ば 9 革 
に 一 回 は 長い 径 路 を 通る の で , 復帰 特性 は 1bit シラ 
ト 式 跳 越 方 式 に 等 し い . 一般に と 1 bit シフ ト 式 で は , 


40 60 80100 
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. 同期 パル ス 配 列 の いか ん に よら すず 平均 的 た 同一 の 復帰 とこ とこ に ?(GS)) は 9g 個 の 同期 パル ス の 中 s; 番目 で 誤 
: 特性 を 示す . り 検 出す る 確率 ) (7D は 序 個 の 長い 径 路 を 通る 確 
3.2 リセ ッ ト 式 系 列 方 式 率 で ある . 2), る) は 規準 化 さ れ て お り , 期待 値 
系 列 方 式 に た 1bit シフ ト 方 式 を 適用 し た の で は , 長 お よび 分 散 は それ ぞ れ 
い 径 路 を 通る 確率 る 短い 径 路 ゃ 通る 確率 に 等 し い の で 1 が 
長い 復帰 時 間 を 要する 。 リセ ッ ト 式 系 列 方 式 は と の 点 a 6 
に 着目 し て , 状態 居 移 する ご ど と に 同期 パタ ー ン を ゼロ Fe 4 A x 
蘭 置 に リセ ッ ト し , 常に 最初 の 同期 パル ス か ら 比 較 し レース) て 
は し じ め る と と に より 長い 径 路 を 通る 確率 を 小 に し , 復 I 
帰 特 性 の 改善 を 試み た る の で ある . re (10) v 
$ 番目 の 同期 パル ス で 誤り を 検出 すれ ば sbit シフ 0 
ト し その 状態 頂 移 は (101Y, 110) , (O11) , 111) の パ ポ tt : 
ター ン に つい て 図 8 に 示す ど と く 2g 重 の Markov 過 Neg と し て 同期 パタ ー ン 自身 こよ る 影響 を 無視 すれ 
a ば 復帰 過程 は パス カル 分 布 で 与え られ , « 


_ 
Xs;=0; d={1,2,,N,} 
t=l 


N 
る = B=t0, ts …, 09} 


, 


(a) 同期 符号 (101) の 場合 Ok 3 
2 3 4 5 6 NsNgeNosNo と お け ば , XN 回 の 居 移 で 8 回 長い 径 路 を 通る 確率 。 7 
| AI DN | pw は 
BnD = GE (NT ra DV 
2 WhO) %) 
と と に , NV は 一 定 値 で な く 確 率 分 布 や なす . 図 8 に 示 

4 す ど と く 必 ず し も る 1 フレ ー ム の 選 移 で 復帰 で きる と は 

か ぎら な い . た ん フレー ム の 怖 移 で 復帰 する 条件 は s』 の 

総和 «が NN。 に 等 し いと こと で ある . こ と の 条件 を みな た 

! すす べ て の 径 路 の 総数 は @ 種類 の 群 か ら as 個 ず = 
つつ ぎの 条件 を みた す よ うに 重複 抽出 し た 場合 の 数 で 

1 ある . 
! VN Rs Ne 

a (d) 6 生 。 ml Sat 
RR i fing Rn 
ioe tete B= 3 nl OY US 

_ 程 で ある . 今 あ る 状態 に お いて 番目 の 同期 パル ス {Zsa Mo , 

で は し じ め て 誤り 検出 で きた と する と , な を 2 つの 独立 。 Ny>g で ある か ら ん に 関す る 各 確 率 過程 を 独立 と 仮 。 
事象 の 和 に わけ て _ 定 す れ ば , 4 の 分 布 は 幾何 分 布 に 近似 され 3 
Rig, 2 だ し an Ph =(1—-p tp, a4 c 
} (5) cE p= IAN) iil/EG) 5) 4 
計 。 a So RR EC EO AD. 7 
} 2 た だ し 2;) 2k) =2( a "3) Eh) =1/p,, RD) =+ー ヵ ,/p。 (16) 
: 着 a NN に 関す る 分 布 は 13) に r=! お よび (の を 代入 NN 
詳 s ¥ HE 2 PR Hp! (1 信 9) 2 規準 位 じ て , 

WY 


Co a ky 0 
. x PAT RL i 
< {Zseas= No} 
GV) 


と の 式 は 簡単 で は な い が , No を >g で ある か ら 
. 慌 筆 Ni 0 


Oy 1 が 宙 き 
0 1—»£ 1 が 

2 取 は 式 GO を 二 項 分 布 に 近似 し て 
rao (1 1 a 
i (NN)= (1— の C ) 


| 上 の 結果 を 総合 する と , 全 復 帰 過程 に お ける の 生 
。 起 確率 PG) は »( カ ⑦ に 関す る 複合 確率 関数 で あり 
- Pj) = pCh) [LN {ACG I (20) 
| 複合 確率 関数 の 期待 値 お よび 分 散 は 各々 の モー メン ト 
| 母 関 数 より 求まる が の, さら に 式 (16) と に お いて 分 離 
し た ダッ ー< に 関す る 期待 値 お よび 分 散 が それ ぞ れ 
ー 戸 (0) お よび (か) に 等 し いか ら , と れ を 加え て 結局 
フレ ー ム を 単位 と し た 全 復 帰 時 間 の 期待 値 E。( び ぴ ) お 
EA 9 *( 了 プ ) は 

"EP)= EW + EQ) EN)-E() 

茹 (f= (h) +0 DD EN)*E(h) 
+ EC CN)E(h) 
wx + CD EN) (h) (22) 

(2D に 0), 16) , 18) , (19) を 代入 すれ ば E( カ 
ks は 簡単 に な り 


1 CNT (23) 


Vo=100_ の 場合 の 正 :(/) お よび oq;( 了 ) を 図 6, 図 7 
kk 示す :. gq を 増加 せしめ る と 急激 に 復帰 時 間 が 改 立 さ 
ES それ ぞ れ (4) お よび (か) に 収束 し , フレ ー ム 
宮 kN, に よら な く な る gq=2 で 9:(/) が むし ろ 増 加 
し て いる の は (7) の 影響 で ある . 

‘ 一 方 リセ ッ ト 式 氷 越 方 式 に つい て も 同じ ょ うに 解析 


(21) 


A 


ろ が な い の で 簡単 な 説明 に と ど め る . いま Nylg 
wo 0h? レー ム に つい て 考え る と , Ny っ Nu/gq, gq~1 の 
jit シフ ト 式 と 同じ で ある か ら ,1 小 フレ ー ム 選 移 時 
_ 間 の 期待 値 は 式 (④ の 1/g で ある. 同期 系 列 引込 時 
選 _w ルス が 丁度 s=1 に あ た れ ば 復帰 完了 し , その 確 
\ は Ni>g と し て 記 分 長い 避 移 を 経た 後 で は 定常 的 
* 8 と な る か 6 1/g に 等 し い . と の 過程 の m 回 の 繰 返 後 
cf 客人 上 信久 計 ポ の ら わ せる か ら , の 


Fe 


きれ る が , 1bit "シフト 式 跳 越 方 式 に と 比 し て も まさ る _ 


or RE i 
4. リセ ッ ト 式 系列 方 式 の 最適 符号 


同期 パタ ー ン は , 一 般 に 多重 符号 系 列 中 最も 生起 確 


率 の 小さ い 系 列 を 選ぶ べき で ある が 。 一 方 リセ ッ ト 式 


系 列 方 式 に お いて は 同期 引込 過程 (同期 状態 の キ gbit 


以内 の 状態 ) は パタ ー ン 自身 の 影 線 に より 状態 頂 移 が 
異な る . ( 図 8) と と で は 全 系 列 中 に お ける すべ て の 
パタ ー ン の 生起 確率 を 等 し いと し て , 最良 の 復帰 特性 
を 与え る 同期 パタ ー ン を 求め る . 

式 (21) , (22) に 示さ れる よう に , 復帰 特性 に た の 
分 布 の 占め る 比 軍 が 大 きい . ム の 分 布 の 現われ る 原因 
は 同期 引込 時 に 不一致 パルス が 発生 する た めで ある . 
し た が っ て 最適 符号 は , これ を 常に 一 致 せ じ め る よう 


な パタ ー ン を 求め る と こと に 帰着 され る . 4 個 共 すべ て 


1 (ある い は 0) より 成る ペタ ー ン は こと の 条件 を みた 


し , 図 8 (d の 慢 移 図 に 示す よう に 1 フレ ー ぇ ム の 本 移 7 
過程 で 必ず 同期 復帰 し , (で) =1, 9*( =0 と な うり 復 


帰 特性 は 改善 され る 。 と の パタ ー ン に よる 復帰 時 間 の 
期待 値 下 :'(7) お よび 分 散 o*() を 図 6, 図 7 中 に 
点線 で 示す ・. 

し か る に すべ て 同 符号 の パタ ー ン に お いて は , 状態 
1, No。—1, No—2, ss Ng 二 1, で は それ ぞ れ qs1, 
1, 2, …, 9gー] の パタ ー ン を 用 いた に 等 し い 。 , て この こと 


と は g を いか に 大 に し て も 実質 的 に g の 小さ い 状 態 


が 復帰 過 得 中 に 存在 する と と で , し た が っ て 復帰 特 作 」 


ゃ ある 程度 以上 改善 で き な い と と に な る . さら に 上 改 療 


する に は , 同期 系 列 の 前 後 で 必ず 誤り 検出 せしめ る と _ 


と に より 同期 引込 過程 に お ける 2() を 0 に すれ ば 
よい 。 
に , それ と 反対 符号 の 0 を 付加 し た 系 列 ぶ = (01110) 
を 送信 パタ ー ン と し て 用 いる と と に よっ て みた され 
る ・ 受 信 パ ター ン 太 . は, R=(0*1110) と し て 誤り 検 


出 ご と に 元 の 系 列 の ゼロ ョ 位置 (* 印 ) に と に リセット せ し 


め る こと と が 必要 で ある . 太 の 最初 の 0 は 復帰 特性 に 寄 


と の 条件 は 上 に の べた 1 の み の パ ター ン の 前 後 


与 す る と と ろ が 大 きく な い の で 省略 し て R=(*1110) 


と し て も よい . か くす れ ば 状態 選 移 図 は 図 9 (a) に 示 「 
され 引込 過程 に おけ る 2( は 0 に な り 復 帰 時 間 は 短 「 
く な る . 受信 側 の 回 路 構 成 は R が すべ て 同 符号 で あれ _ 
g は 1 個 減少 する が R= uD , 


ば 簡単 に な る の で ,, 


を 用 いて も よい ( 図 9(b) 参照 ). 
と の 符号 を 用 いた 場合 の 復帰 時 間 の 期待 値 ( カ の 
分 散 qo”*(f) を それ ぞ れ 図 6 , 図 7 中 に 鎖線 で 示す ・ 

g は 送信 パタ ー ン の 長 さ で は な く , 受信 パタ ー ン の リ 


PR 
' 
っ 
に = 
cw 
S11 
鐘 
< 
二 
癌 
™ 
沿 


R = (11)) 


(pb) SsS=(0110) 


図 9 最適 符号 を 用 いた リセ ッ ト 式 系 列 方 式 の 状態 怖 移 図 
Fig. 9—Signal flow graphs of resetting sequence 
system using optimum codes. 


セッ ド 点 以後 の 長 さ で ある . 付加 符号 は 同期 引込 特性 

を 穴 鋭 に する も る もの で あっ て , 前 後 1 個 ずつ 以上 増し て 
」 も 意味 は な い . 

と の 結果 に よれ ば gq が ある 程度 大 きけ れ ば 同期 く 

ずれ が 生じ て も る も, ほとん ど 1 フ レー ム の 障害 に と ど め 
うる ど と で , と の 点 は 調歩 式 同期 と 同じ で あぁ る が , さ 
ら に 同期 パタ ー ン と 同一 パタ ー ン が 信号 中 に 生起 し て 

$ 同期 くず れ を 生じ な い 点 に お いて 調歩 同期 に まさ る 
. る の で ある . 
\ 図 10 に 最適 符 選 を 用 いた と き の リ セッ ト 式 系 列 方 
| 式 の 復帰 時 間 を N。 に 対し 示す . 同期 方 式 の 設計 に 用 
0 る で と が で きる :; 


Lx) 
oo 
© 


$={0 11---10) 
R=(0311 ---10) 


=) 
Ss 


同期 蛋 帰 時 向 の 期待 貫 Es が )( フ レーム ) 


ogi) の 000 
フレ ー ム 長 -~ No (bit) 
図 10 最適 符号 を 用 いた リセ ッ ト 式 系 列 方 式 の 
復帰 時 間 特 性 
Fig. 10—Recovery characteristic of resetting 
MP i _ sequence system employing optimum code, 
- 才 5. フレ ー ム 構成 に よる 特性 の 改善 


洋孝 虎 選 ラレー ム 内 の 同期 系 列 は 境界 条件 と し て 与え 

「 られ る と と が 多い が , いま , と れ を 任意 に と り 得 る も 
の と し て いか に フレ ー ム を 構成 すれ ば 最良 の 復帰 特性 
が 得 ぁ れる か 検討 する ・ 
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底 越 方 式 に と お いて は 復帰 時 間 (bit 単位 は ほぼ ぽ N。 
の 自 乗 に 比例 し g に 反比例 し た .。 し た が ぁ て 回 線 の 利 

用 率 を 考え glN。 を 一 定 と すれ ば , 復帰 時 間 は NN。 に 
比例 する 結果 を 得 た . 一 方 リセ ッ ト 式 系 列 方 式 に お い ) 
て は , gq の 小さ いと き は NN 比例 し 」 g が ある 程度 7 
以上 大 きく な る と NN。 KK 比例 する :: し た が っ て qi 
を 一 定 に し て NN。 を 大 た する と や が て N22 より 22 
に よる 効果 が 影響 し て くる た め 復 帰 時 間 は 減少 し は じ 
め る . gq が ある 程度 以上 大 に な る と g に よる 減少 は 飽 
和 す る の で , 再び NN。 に 比例 し て 増加 し は じ め , 結局 
フレ ー ム 長 N。 と し て 最良 の 復帰 特 人 性 を 与え る 値 が あ 「 
る と と が 予想 され る : 
いま 基本 と な る フレ ー ム の 長 さ を N。, その 中 C9 
個 の 同期 パル ス が 含ま れる と し , と の フレ ー ム を ァ ヶ 個 
まとめ て フレ ー ム 長 2V。, 同期 パル ス ヶ *g 個 の 大 フ 
レー ム を 構成 し た と する : 跳 越 方 式 に お いて は 


ED (1 (24) 


と あぁ あらわさ れ , 互 (7) は ヶ に 比例 する こと こと が わか る . 
ete rt» 

f 2 
な デ —»£ tt Ee 
で あり , 計算 の 結果 を 図 11 に 示す . g=1 の 場合 は ヶ 


4 6 810 20 406080100 200 400600 
フレ ピー ム 構 成 
図 1 プア ジー ム 構 成 に よる 復帰 特性 の 改善 ~ 
Fig. 1i—Improveément of recovery characteristics 
® , by composing long frame,. 
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同 散 復帰 時 向 の 期待 偵 Es(z) (bit) 
* oc 
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NT 


F 1394 
を 増す と 復帰 時 間 は 一 た ん 大 きく な る が , と の 範囲 で 
| は が に よる 減少 より が に よる 増加 が 大 きく 影響 す 
X、 る た めで ある 。 ヶ r==8~16 程度 で 最良 の 特性 が 与え ら 
; れ , NN。 が 1,000 の と き は 16 フレ ー ム を 1 つ に ま と 
3 め る こと と に さをり 復帰 時 間 は 約 1/30 に 減少 する . g の 
| 大 きい 場合 も 同様 に 求め あら れる が , 元 来 g が 大 きい の 
有 】 で あぁ る か ら フ レー ム 構 成 に よる 改善 度 は 小さ い . な お 
) 最適 符号 を 用 いれ ば , さら に 改善 され る と と は 言う ま 
放 で も な い :。 

一 般 と に ディ ジタル 同期 方 式 に お いて は 同期 符号 自体 

が 伝送 途中 で 雑音 , 瞬 断 等 に より 誤っ た 場合 は 必ず 同 
| 期 く ずれ を 生ずる . 継続 時 間 の 短い 有 断 の 生起 し 易い 
| 場合 は , 大 フレ ー ム 構成 に より 同期 くず れ の 生起 確率 
] が 小 に な る の で , 雑音 に 強い 同期 方 式 で ある と 言え よ 
「 う ・ 実際 に 同期 方 式 の 決定 に 際 し て は , 前 記 境 界 条 件 
は も ちろ ん , 信号 ある い は 雑音 , 瞬 断 等 の 統計 的 性 質 
| を 克 分 考慮 に 入れ な く て は な ら な い . 
ンー 6. 同期 安定 度 の 改善 


a 


ディ ジタル 同期 と お いて は 同期 系 列 自体 た 誤り が 生 
し たと き は 受信 側 に ハン チン グ を 生ずる . 真 の 同期 く 
」 ずれ の 場合 は 直ちに ハン チン グ し て な る ご べ 《 く 短 時 間 で 
| 復帰 すべ さき で ある が , 単なる 符号 誤り の 場合 に も ハン 
= チング を 生ずる と と は 同期 安定 性 を 損 う の で 好ま し く 
な い . 伝送 路 に お ける 符号 誤り の 確率 は 一 般 に 非常 に 
小さ く , 2 フレ ー ム に わた っ て 相続 いて 誤り の 生起 す 
る 確率 は さら に 小さ い が 真 の 同期 くず れ の 場合 に は , 
「 ほとん どす べ て の フレ ー ム に 誤り が 検出 され る . と の 
"相違 を 利用 し て 同期 安定 度 か 改善 する と と が で きる ・ 
検出 し た 場合 に まず エフ レー ム 期 間 ハ ンチ ング を 
保留 せしめ , つ ぎの フレ ー ム の 同期 系 列 に も 誤り が 生 
じ て い る か 否 か 判断 し , 誤り の 発生 し て いる と きのみ 
ハン チン グ せ し め る . か くす れ ば 真 の 同期 くず れ の と 
き IK 復 帰 時 間 は 1 フレ ー ム 長く な る が , 同期 安定 度 は 
著しく 向上 し , 同期 系 列 が 誤り を 受け る 確率 を 10* と 
し て も ,1 フ レー ム 保 留 す る と と に より 10* 近く の 安 


図 12 ハン チン グ 保 留 回 路 の 一 例 
Fig. 12—An example of hunting 
_ reservation circuit, 


仲 丸 由 正 , 金子 沿 志 : 時 分 割 多 二 符号 伝送 に お ける 同期 方 式 


C20) 


示す よう に 誤り が 1 つ 発 生 す る と 。 ます 単 安定 マル チ 


MM, で 1 フラ レー ム 期 間 禁 止 , 保留 せしめ , つぎ の フラ 7 


レー ム の 同期 時 点 に 禁止 回 路 用 か を 開く .・ そこ と で 再 
び 誤 り が 生 ず れ ば ハン チン グ を し て 復帰 する が , 単 な 
る 符号 誤り の 場合 は ハン チン グ を 生じ な い ・ 単 安定 マ 
ル チ MM。 は 同期 復帰 時 間 よ りや や 長め に 調整 され , 
復帰 過程 に お いて MM, が 動作 し て 復帰 時 間 を 遅らせ 
る の を 防ぐ . Del は MM,,Ih:,:h。 に よる 時 間 遅 れ 
を 補償 する 運 延 回 路 で ある . と の 例 に お いて は , 真 の 
同期 くず れ に 対す る 判断 は 2 フレー ム 間 の 誤り の 発生 
状況 に 基づく も る の で あぁ る が , 障害 を 与え る 回 線 雑音 の 
統計 的 人 性質 に よっ て は , セク エン シャ ル ろ 波 器 等 の 論 
理 回 路 に より , 相続 く 系 列 和 群 に 対し て 種々 の 判断 機能 
を 与え る と と も る でき る. 


7. 同期 復帰 過程 シミ ュ レ ー タ の 試作 と 実験 


いま まで に の べ て きた ディ ジタル 同期 方 式 の 実験 を 
行なう た め , 復帰 過程 シミ ュ レー タ を 試作 し 実験 を 行 
な い , その 結果 理論 値 と 良い 一 致 み た . 

シミ ュ レ ー タ は 送信 部 と 受信 部 より な り , クロ ッ ク 
周波 数 10kc,;, フレ ー ム 長 NM,。=100, 同期 パル ス は 
g=1~5 まで すべ て の 配列 に プロ グ ゲラ ム で きる よう に 
構成 し た . 現在 の と と ころ 同期 パルス は すべ て オン の み 


ーー と な っ て いる 、 他 の 回 線 の パル ス は サイ ラ ト ロ ン 雑 音 


発生 器 に より オン ・ オフ 変調 され , その 生起 確率 は 
0~1 の 間 で 可変 で ある . 

復帰 過程 は 送信 部 に お いて 手動 電 鍵 に より 1 bit 同 
期 パ ルス を 除去 し , 受信 側 に 同期 くず れ を 発生 せしめ 
る ・ 送 受信 部 と も 同じ 回 線 分 離 回 路 を 持ち , ハン チン 
グ は 1bit シフ ト 方 式 と り セ ッ ト 方 式 を 切換 使用 で き 
る よう に し た 復帰 時 間 の 測定 は , 同期 くず れ を 生 ぜ 
し め た と きか ら , 送受 の 同期 系 列 が 一 致す る まで の 時 
間 に 入 っ た クロ ッ ク を な 計数 する と と に より 求め た . 
図 13 に シミ ュ レ ー タ の ブロ ッ ク 図 を 示す . 回 線 分 
離 回 路 は デカ トロン 二 段 で , その 出力 は マト リク ス で 
任意 に プロ グラ ム さ れ て 同期 符 母 Q:~Q。 を 発生 す 
る 同期 パタ ー ン さぶ は S=Q,VQ,V…VQ,。 で あぁ あり, 
と れ と サイ ラ ト ロ ン 雑 音 発生 器 に より 変調 され た パル 


ス と の 「OR」 が と られ , Zu た を 経て 多 宣 符号 系 列 と ー 


と し て 受信 部 へ 送ら れる . BM ( 双 安 定 マ ル チ ), MM 
( 単 安 定 マ ル チ ) お よび 有 選 (禁止 回 路 ) より な る 回 路 
は 同期 くず れ 発 生 回 路 で , 電 鍵 を 押す と BM は 「ON」 


に な り , 同期 ペル ス 時 点 に MM を トリ ガ し て BM を 


復旧 せしめ , MM の 出力 は ん に よっ て 同期 符号 の 


ts 
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図 13 同期 復帰 過程 シェ ミレ ー タ の プ ビ ドック 図 
fT Fig. 13—Blockdiagram of synchronizing process simulator., 
1 つ を 禁止 し て 受信 側 に 同期 くず れ を 生 ぜ し め る . 
受信 部 に お いて は 送信 部 か ら の クロ ッ ク に より デカ 

ド ョ ロン を 歩 進 せしめ , プロ グラ ム マ トリ クス を 経て 同 
期 パ ター ン を 作る . と の パタ ー ン は 刀 ん 。 に お いて 送 
信 パ ター ン と 比較 され , 誤り 検出 ご と に 1bit シット 
方 式 で は 乃 た で クロ ッ ク を 禁止 し , リセ ッ ト 方 式 で 
は デカ トロ ン を リセ ッ ト す る . 

同期 くず れ 発 生 時 諸 は 用 ん 。 に より ぷ を 6 で 禁止 
する こと と に より 得 ち られ, 終了 時 刻 は 送受 パタ ー ン の 
TAND」 で 与え られ , その 期間 の クロ ッ ク パ ルス 数 を 
カウ ンタ で 計数 する . 同期 パタ ー ン は 1 の み で ある か 
ら , 誤 接 続 未 発見 の 確率 か は パル ス の 生起 確率 に 等 
し く , 全 系 列 の パル ス を カウ ンタ に よっ て 長 時 間 平均 
を ゃ と る こと と に より 求め られ る . 

の 3 ーー な (に よっ g 寺 1 へ >~5 まで の 1 bit. シ 
フト 方 式 と リセ ッ ト 方 式 の 系 列 方 式 に つい て 実験 し た 
結果 を 図 6 , 図 7 に 示す . パタ ー ン は 1 の み で ある か 
ら 同 図 中 E。'(), go: て) に 相当 する . 両方 式 共 に 実 
験 値 と 理論 値 は か な り 良 い 一 致 を 示し て いる . 

8. 結 言 . 

多重 符号 伝送 の フレ ー ム 同期 に ディ ジタル 同期 方 式 
を 用 いる と , 他 の アナ ログ 方 式 併用 の ョ ング タイ ム 同 
期 ゆ た 比 し 復帰 時 間 が 短 紅 さ れ , か つ 調 歩 式 と 異な り 
多重 符号 系 列 中 に 同期 パタ ー ン と 同一 パタ ー ン が 生起 
し て る も 同期 くず れ を 生じ な い . 回路 る 比較 的 簡単 な 構 
成 で 実現 で きる . 本 方 式 の 解析 と 実験 に つい て 詳細 に 
の べ て きた が , その 結論 を まとめ る と 
て 1) ディ ジタル 同期 方 式 は , つき ぎの 2 つ に 代表 さ 

れる . 

1bit シラ フト 式 跳 越 方 式 
: の 


リセ ッ ト 式 系 列 方 式 


間 は g に 反比例 し て 改善 され る . 

(2) リセ ッ ト 式 系 烈 方式 は g を 増す と 急激 に 復 
帰 時 間 が 改善 され , 1 bit シ フト 式 跳 越 方 式 た 比 
し すぐ れ た 復帰 特性 を 示す ・ 

(3) リセ ッ ト 式 系 列 方 式 の 最適 符号 は すべ て 同 
一 符号 より な る パタ ー ン で , パタ ー ン の 両側 た 
反対 の 符号 を 付加 する と と に より , gq が ある 程 
度 以 上 大 きけ れ ば ほとん ど 1 フ ラフ レーム で 復帰 す 
六 。 

(4) リセ ッ ト 式 系 列 方 式 で 大 フー み x 構成 に す 
る と 同じ 回 線 の 利用 率 で 復帰 特性 が 改善 され 

る . 

(5) ハン チン グ 保 留 と に より, 同期 安定 席 を 著しく 

高め る と と が で きる . 

(6) シミ ュ レ ー タ に よる 実験 の 結果 は 解析 結果 と 

良 ぐ = 致 じ 7 

上 の 実験 の 他 に 試作 多重 定 差 変調 端 局 装置 の 同期 方 
式 と し て g=1 の 場合 を 用 いた が , 現在 良好 に 動作 
Bez: 

ディ ジタル 通信 , 多重 PCM の 同期 方 式 と し て 本 方 

式 の 応用 の 和 途 は 広い と 思わ れる が , 今後 伝送 信号 , 雑 


音 , 瞬 断 等 の 統計 的 性 質 。 ある い は ビッ トド ト 同 期 の ずれ 


に よる 影響 等 を 含め 検討 し て ゆき た いと 思っ て いる . 
本 研究 を 進め る に あたり , 種々 御 指導 御 べ ん た つ 賜 
わっ た 当 研 究 所 小林 所 長 , 鈴木 策 2 研究 室長 代理 , 出 
川 電 子 機器 工業 部 長 , 有益 な 御 討 議 い た だ い だ な 文部 省 
総合 研究 「 符 合 変 調 に よる 通信 方 式 に 関す る 基礎 研究 
委員 会 」 の 各 委 員 に 深く 感謝 する 次 第 で ある . 
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: 款 UDC 621.382.2 
2 ェ サ キダ タイ オー ド の 電気 的 特性 


1 
_ 
陸 正 . 員 古 ) 川戸:、 孝 
WW (電気 通信 研究 所 ) : 1 
. Cy 要約 エニ サキ ダイ オー ド の 電気 的 特性 は ダイ オー ド 製 作 に 使用 し た 素材 の 比 抵抗 また は 電子 ( 正 孔 ) 濃度 に 強く 依存 し 
] て いる . 本 論文 は ゲル マニ ウム を 用 いた エサ キダ イオ ー ド の 極大 電流 , 時 定数 の 電子 漢 度 依存 性 を 広範 囲 の 電子 渡 度 に わ 
Es た り 泊 定 し た 結果 を 結果 を 示す も の で ある 、 200 A/cm* の 極大 電流 9.5X10-!*sec の 時 定数 を 観測 し た . さら に , ダイ 
’ ーー オー ド の 温度 依存 性 , ふん 囲 気 の 影響 に つい て の 実験 結果 を 示す -. 
計 アン チ モ ン 漆 加 の ゲル マニ ウム を 用 いた ダイ オー ド は 牝 素 。 添 加 の ゲル マニ ウツ ム を 用 いた ダイ オー ド に 比 し 種々 の 
邊 し い 特 性 上 の 相違 を 示し , と の 相違 は 電子 の 実効 質量 の 差 に 基づく と 考え る と と に より 定性 的 に 説明 し 得る こと を " 
出し た 


家 が た の 電気 的 特 任 に つい て は 既に 種々 報告 が ある が の ~’, 
J < ; ’ と れ ら の 論文 で は 電気 的 特性 の 電子 測度 依存 性 に 対す 
。 ゲル マニ ウゥ ム を 用 いた エサ キダ イオ ー ド が 発表 の や さ る 見 通し は 不明 上 腔 で あっ た 
: て 以来 Si, GaSb, GaAs, InSb 等 の 素材 を 用 いて 一 方 , ダイ オー ド の 設計 上 , 極大 電流 , 時 定数 の 電 
Cg ド を 作る と と が 試み られ , 特に 時 定数 を 小さ 。 子 演 度 依存 性 を 広 箇 団 の 電子 沿 度 に わた り 明らか に す 
の する 目的 か ら InSb の ど で と き 実 効 質 量 の 小さ い 金 属 。 る と と , お よび 電流 電圧 特性 の 温度 依存 性 を 知る と ど 
全 物 が 注目 を 引い た 、 、 が 必要 で あっ た 、 ) ; 
し ゲル マニ ウム を 用 いて も 10 つ "sec 程度 の 売 本 論文 の 主 目的 は NM 形 ゲ ル マ ニ ウ a 
ト さ な 時 定数 が 得 ら れる と と , お よび と の 物質 の 取 。 ダイ オー ド に つい て 上 記 依 存 性 を 広範 囲 の 電子 漠 度 に 
| は 他 の 素材 に 比 し 極め て 容易 で ある 点 で ゲル マニ = わたり 測定 し た 結果 を 報告 する と と に ある ・. 
kh は 極め て 実用 性 に 褒 材料 で ある と 思わ れる ・ と | 
0 ; 「 ポ お よび どぶ ー ド の 
の よう な 理由 に 基づき 本 論文 に お いて は まず ゲル マニ 結 品 お よ ck 製作 
’ : げ けた. アン チ モ ン , 砥 素 , eR . ; 
と と ろ で , ゲル マニ ウム を 用 いた エサ キタ ダ イオー ドー ル マ ニ ウム 結晶 を 作成 し た 、 : 
Electrical Characteristics of Esaki.Diodes, By Yo- N 形 不純 物 を 有効 か つ 大 量 に 添加 し , その 際 。, 不純 。 
< 9 SHITAKA FURUKAWA, Member (Electrical Com. 物 の 蒸気 が 大 気 中 に 漏れ る と と を 防止 する た め に つき 
cation Laboratory, Tokyo). [論文 番号 3269] i な 方 法 を 用 いた 、 すなわち , 下端 を 寿 じ た 石 8 
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管内 に 黒 鈴 ル ツボ を 置き と の 中 に ゲル マニ ウム を 入れ 
る ・ 石英 管 の 上 端 に は 不 活 性 ガス の 中 へ 出 口 W お よ 
び 不 純 物 投下 装置 が 設け て ある 。 ゲル マニ ウム を 不 活 
性 ガス 気流 中 で 融 か し , つい で ガス の 入口 , 出口 を 閉 
じ て 和 密封 状態 に し て か ら 不 純 物 を 投下 する 不純物 は 
一 部 分 は ゲル マニ ウ ょ に 直ちに と け こ と み 大 部 分 は 蒸気 
化す る が , と の 状態 に aa i | 
暫時 保つ と と に より 気 | 
相 か ら 不 純 物 が ゲル マ 
ニウム に と け こ と み 添 加 
が 有効 に 行なわ れる . 
売 分 添加 が 行なわ れ た 
後 徐 冷 し , 奈 気 化し た 
不純 物 が 管 壁 に 全部 付 
着 し た 後 ゲ ダル マニ ウム 
を 取出 す ・ 
不純 物 添 加 後 表面 の 
エッ チ を 行ない , 結晶 
引 上 装 置 に より 単 結 唱 
を 製作 する . 
図示 すご で 8 く 
引上げ た 結晶 の 下部 は 


図 1 克 素 添加 ゲル マニ ウム 単 結 


不純 物 の 濃度 が 溶解 度 
を 越え る 場合 多 結晶 と 呈 結 品 の 下部 に 克 素 の 異 


状 折 出 が 見 られ る 
Fig. 1—Photograph of As-doped 
germanium single crystal. 
Tail end of crystal exhibits 
anomalous precipitation. 


な る . われ われ の 実験 
で は 砥 素 の 場合 4x 
en ラチ モン 
の 場合 6x10:8cm3 に 達する と こと の 現 祭 が 現われ た . 
科 の 場合 に は まだ 溶解 限度 を 得 て い な い が , 4.5x10" 
ecm? で は と の 現象 は 現われ な い . 

図る は 上 述 の ど と き 方 法 で 製作 し た 単 結晶 ゲル マニ 
ウム の 293°?KK に お ける 比 抵抗 9(Cohm-cm) と 電子 濃度 
zn(em) と の 関係 を 示す . 々 は ホー ル 係 数 RR を 測定 
し R=1/en の 関係 より 求め た . e は 電子 電荷 で みあ る. 
図 2 は 太 素 , アン チ モ ン 添加 の 場合 を 示し て いる . 


炊 添 加 の 場合 は 単 結晶 の 上 部 と 下部 に お ける 電子 濃度 


の 差 が 小さ く , 1.8x10"cm3~4.5x10"*cm* の 範囲 


ー の み を 測定 し た が , と の 範囲 内 で は 砥 素 添 加 の 場合 と 


ほぼ ば 一 致し て いる . 

図る か ら 解 る よう に , 同 選 々 の 値 に 対 じ アン チ モ ン 
添加 の ゲル マニ ウム は 砥 素 。 燃 添 加 の も の より る も 比 抵 
抗 が 低い すなわち 電子 易 動 度々 z( 三 1/en ?) が 高い ・ 


凍 村 4 地 の 計 導 名 作用 人 *、、 ア ンチ モン 
有 | は 軸 来 』 類 と 共に 周期 仲 表 で 同じ 五 局 に 局 す る 元素 で 
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図 2 上 比 抵抗 と 電子 濃度 と の 関係 : 
Fig. 2—Electron concentration versus resistivity 
curves for As- and Sb- doped germanium 


at 293°K. 
ある に も か か わら ず 電 気 的 特性 の 議論 に あたっ て 区 別 
し て 考え ね ば な ら ぬ と と を 示し て いる . 2 


と の 現象 に 対し 最初 は つぎ の よう な 理由 を 考え た . 
すなわち 克 素 , 炎 を 添加 し た 場合 に 限り 結晶 中 に 大 量 
RR 
は ヵ z=NNp-NN4 で ある に も か か わら ず 電子 の 散乱 中 
0 
度 が 小さ い . と と に Np, N4』 は 形 , P 形 不純 物 
濃 度 で ある ・. t- 

と の 考え に し た が を ば 図 2 の ど と き 易 動 度 の 大 き な 「 
差 を 説明 する た め に は NN4』 は Np と 同 程度 の 大 いさ 
で な く て は な らら ない. し か な し 分 光 分 析 の 結果 , と の よ 
うな 大 量 の 有 P 形 不純 物 を 検出 し 得 な か っ た . また エッ 
チ ピ ッ ト 濃 度 は いずれ の ゲル マニ ウム に お いて る 同 程 
度 で あぁ ある. し た が っ て こと の 現象 は 上 述 の ど と き 補 償 効 
果 (Compensation effect) と よる も の で な い .、 

そる と で こと の 原因 と つい て つぎ の よう に K 考 えた だ 、 さ な 
わ ち 往 素 , 灯 加 の ゲル マニ ウム の 電子 の 実効 質量 
が アン チ モ ン 添加 の も の の それ より 大 きい か ら で 
ある と 仮定 する . と の 仮定 に よれ ば 後述 の ど と き ダ イィ 
ォ ー ド の 温度 変化 の 相違 を る も 定性 的 に 説明 する と こと が 
CE は 

と れ ら の ゲル マニ ウム は 密 温 に お いて 既に 縮 退 し , 7 
鹿 温 以 下 の 温度 に お ける ヵ 々 z は 一 定 で あっ た . し か し 
Azm は 図 3 え の ど と く 温 度 に 依存 し て いる . で 

ダイ オー ド は 合金 法 に より 製作 し た . すなわち 水素 
気流 中 で 0.5 必 の ガリ ウム を 含む イィ ンジ ウゥ ウム (直径 約 

。* 電子 の 散乱 に 対す る 緩和 時 間 を + と する と gz=ecimi* 1 

で あめ 区 の で た が っ < で rR。 は っ れ に よっ て も また で まる 

っ て ゃ も 変わ り 得る が , と まで は m 寺 に よる 相 直 が 支配 

的 で ある と し た . . 4 


ro 


MEE CA RT 


s T1398 


” 
) Sp 1.6x105 
F 103 i , Sp 3x108 
> " ま Et 
補 る 23,39 
4 4 
な DON 
8 ET tm EM EE ir 5 
ーー 
< 


300 
100 ea 


図 中 の 数 値 は 電子 濃度 [cm3] 
図 3 電子 易 動 度 と 温度 と の 関係 
Fig. 3—Temperature dependence of electron mobility 
in heavily doped germanium. Electron 
concentrations are given in this figure. 


250 ミク ロン ) を ゲル マニ ウム と 合金 せ じ め た . 合金 
」 の 条件 は 10 分 間 の 加熱 に より 最高 温度 550°C に 遅 
有 し た 後 , 直ちに 冷却 過程 に 入り , 毎 分 80°*~90°C の 割 
合 で 急冷 する . この よう な 合金 条件 を 用 いる の は 不純 
。 物 の 拡散 に よ 
。 り 接合 内 の 電 


図 4 通常 の トラ ンジ スタ 用 へ 。 ダ に 
マウ ント し た エサ キダ イオ ー ド 

Fig. 4—Photograph of an Esaki-diode 

mounted on a conventional header. 


OR me Ts a bi 
| 上 記 合金 条件 下 で 製作 し た ダイ オー ド の 極大 電流 
\ Ip て (Peak current) と 極小 電流 lp (Valley current) 
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に 比例 する と と が 解っ て いる の . 


エネ ル ギ ・ ギ ャ ッ プ 正 。 (正確 じ は E+(Ev-Eoc), 


電子 の 既 約 実 効 質 量 m, (reduced effective mass)* に 
よっ て 定まる 定数 (温度 に より 変化 する ), ヵ , 2 は ダ 


ィ オ ー ド の ヵ 側 , ? 側 た に お ける 電子 お よび 正 孔 濃度 を 
示す ・ 
著者 の 製作 し た ダイ オー ド に つい て log7p) を 
(+ る ) に 対し ブ プロット し た も の が 図 5 で ある 
ヵ ゃ は 直接 測定 で き な い が 図 5 に お いて 10* や cm と 


2.0 き .5 30 35 : “0 a 
I 
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5 I と (+) と の 関係 


1 
Fig. 5—Ip versus (++ さ ) curves for As- and 


Sb- doped germanium at 293°K., 
仮定 し た . 
接合 は 完全 に 階段 状 (abrupt transition ) で あぁ あり, 
7p は 接合 内 の 最大 電界 強度 で 決ま る と 仮定 し た 場合 
i le 
h, 
と な る や 、 と と に ん は プラ ンク の 常 数 で ある . 
上 記 仮定 と 図 5 に 示す 直線 の 傾斜 より 砥 素 添 加 の 場 
* 既 約 実効 質 時 (reduced effective mass) は つき ぎの 式 か 
ら 求 まる . すなわち 運動 量 PP の 場合 は 潤 電 淀 と 充満 帯 の 
間 の エネル ギ ギ ャ ッ プ を 有 P。(P。 は 最小 の エネ ル ギ ・ ギ ャ 


ッ プ を 与え る 運動 量 ) の 周り で 展開 し て 
ec(P)—syCP)=sé[1+ Pi PeiDCPR — Po migso]? 


と し た 場合 
m, += る [Ccos *r;)/m:;] 


で 与え ち れ る 。 とり ぃ に ルル Mik A の 主 値 , 


ァ ヶ 』」 は テン ソル m』! の 主軸 と 接合 内 の 電場 の 方 向 と の 


成す 角 で ある , &。 は 最小 の エネ ル ギ ・ ギ ャ ッ プ を 表わす . 


と の < は 電 媒 常 数 e, 
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Sb 
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局 7y 三 0.08m。, アン チ モ ン 添加 の 場合 , m=0.06 以下 に 7pz の 温度 特性 の 定性 的 な 考察 述べ る 


2。 を 得 た . m。 は 自由 電子 の 質量 で ある 。,/m。 の 値 
に つい て は 最近 ェ サ キダ イオ ー ド の 電流 一 電圧 特性 の 
静 水 圧 依存 性 より 0.05 と 言う 値 が 報告 や され た が , 
いずれ に し て る 接合 内 の 電場 の 様子 が 正確 解ら な い 
の で ある か ら こ と れ ら の 値 は , に 対す る 目安 を 与え る 
程度 で あり ほぼ 一 致し て いる と 言え よう . 
図 5 に 示す ぐ ど とく, 同一 の ( エ + エ ) の 件 た 対す 
る Zp は 砥 素 添加 の 場合 の 方 が アン チ モ ン 添加 の 場合 
まり 大 で ある ろ る. 

トン ネル 効果 に 基づく 電流 分 は , 導電 帯 の 状態 密度 
に 関係 し , 状態 密度 は 球面 状 の エネ ル ギ 表 面 を 仮定 す 


れ ば 
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i EE 
で 与え られ る ・ し た が っ て 前 述 の ど と く ' 宮 凌 の 相違 
を 仮定 すれ ば , 図 5 た 示し た 7p の 相違 が 説明 で きる 
と 思わ れる . 


3. ゲイ オー ド の 極大 電流 Zz の 温度 特性 
7p の 温度 特性 の 実験 結果 を 図 6 に 示す . 表 1 に 実 
験 た 使用 し た ダイ オー ド の 諸 性 質 を 示す . 測定 温度 箇 
囲 は 77°~293°K で あり , 7p は と の 温度 範囲 内 で の 
最大 値 が 1 と な る よう に 表わし た . 
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6 ピー タク 電 流 と 温度 と の 関係 
Fig. 6—Temperature dependence of peak currents 
of germanium Esaki-diodes, 
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と の 場合 に お いて も , アン チ モ ン 添加 の ゲル マニ ウ 
| ょ と 克 素 添加 の ゲル マニ ウム に 著しい 相違 が 見 られ 


る . と の 租 違 は 前 述 の ど ご ど とく. 加 半 の 相違 と 考え る と 
と に より 定性 的 に 説 時 で きる ・ 
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ダイ オー ド の トン ネル 効果 に 基づく 電流 分 7 は 現象 
論 的 に じ つ ぎ の よう に 書け る の ①. 3 
ry ¥ 
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れる 治 仮 定 必 た 、 0 

た Ec, Ey は 導電 帯 お よび 充満 帯 の エネ ル ギ 端 , ぐ は 
ッ マエ ルミ 準 位 , を は ボル ツマ ン 常 数 で ある 


図 7 零 バ イア ス に お ける エネ ル ギ ダ イヤ グラ ム 
Fig. 7—Schematic energy diagram of Esaki-diode 
in thermal equilibrium condition. 


Ec, Ey, < 等 の エネ ル ギ 的 関係 は 図 7 に 示す . ; 
式 ① 〇 ) か ら 明 ら か な ど と く , ダイ オー ド の 温度 特 企 
は 2Z, お よび 式 (1) の 積分 項 の 温度 特性 か ら 決 まる 
Re 


Z は E+(Ey—Ec) 
マニ ウ 台 の 場 信 

BE OA T= TKO LCV 
の ど と き 温 度 変化 を 示す . 


ー た Ec は 後述 の ご と くさく 。, 負 の 温度 係数 を 有する ・ 
i Zlp に 対し 正 の 温度 係数 を 与え る 方 ~ 
向 に 作用 し , ゃ が 大 な る 程 と の 作用 は 小さ い . 

積分 項 は ヤ =Vp (Vp は Zp を 与え る 電圧 ) た お 際 - 
いて つぎ に 述べ る よう な 近似 を 行なっ て 求め た . す な 
や 才 杜 光 問 泊 中 の ラ uh 例 夫 の 培 人 


近似 に ょ り 積 分 は 


CEy-Ec- eVp)’ 
ざき が か 誠 さき 区 
Ey—E 
eVrs— 2 
を ゃ 考慮 すれ ば 


SA RO i 
Ec+eVp \ \ a 
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BR Et J 
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ーー ) a 
還 で な る 、 
式 (2) を 書 直せ ば 

[Ey D+ CE 
d 81 2 |) 
| となり, 選 - て , て -Ec は 金属 に お ける と 同じ 取扱 い 
有 | で , つき の どこ と く 表 わ さ れ る の . 
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fp C3 FP 
i] 
で 人 a Ti 


た が て Y=Vp Fb る 積分 項 は 式 ②) , (3) を 
應 する と と に より 7p に 対し 負 の 温度 係数 を 与え る 
方 向 に 作用 し , と の 作用 は ヵ 々 が 大 な る 程 ま た 低温 に 
お ける 程 小さ い . 低温 じ お いて は Z に よる 作用 が 支配 
的 と な り 7p は 正 の 温度 係数 を 示す . また 式 (3) に お 
\ て 明らか な ど と く , m* の 大 な る ほど 式 ①) の 積分 
項 の 温度 変化 が 増大 する ・ と の と と は 砥 素 添 加 の 場合 
£7 テモ MOM lp OM 
明 を 与え る も の で ある . 
ROMMIR FST 0) Ci の で ぁ る . し 
し 式 (①) は 電子 の 選 移 に 対し , エネ ル ギ 保 存 は 考慮 
er 対し て は 考慮 を 払っ て いな 
ERO RA OR RR. 
し た が っ て 定量 的 な 考察 を 行なう た め に は 間接 選 移 や 
BA を RE と する 
らち に 不純 物 を 大 量 に 添加 し た 場合 の 導電 帯 の エネ 
MO RRT RD 2. 極 低温 に お ける 
ゲ マニ ウム エサ キダ イオ ー ド の 電流 - 電 圧 特 人 性 は , 克 
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了 加 の ゲル マニ = ニウム の エネ ル ギ 端 が 純粋 の ゲル 
ム の 場合 に 比 し 著しく 変形 し て お り , 電子 の 状 
度 が 変化 し て いる と 仮定 する と と に より 説明 で き 
と と が 示 き れ て いる の. と の 状態 密度 の 変化 は , わ 
Do mat ORE EMT CDA LARA. 
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試料 Sb-2 の 場合 ) Ey-Ec ES on 


し て 図 6 の 低温 度 領 域 に お ける 直線 部 分 の 傾斜 と 図 5 


より 実験 的 に 求め た さか ら エ ネル ギ ・ ギャ ッッ プ の 温 麻 


変化 率 々 を 求め た 結果 3.7 x10-*(eV/T)^ で あっ た ・ 
と の 値 は 純粋 の ゲル マニ ウム の 場合 の 測定 結果 の と 一 
致し て いる . と の と と は アテ アンチモン の 場合 に は 大 量 の 
添 加 に る も か か わら ず 導 電 帯 の エネ ル ギ 端 が 純粋 の ゲル 
マニ ウム の 場合 と 大 差 な いと と を 示す る の と 考え ろ . 
図 6 か ら 解 る よう に , 克 素 漂 加 の ゲル マニ ウム の 場 
合 , 7p, Vp の 温度 変化 は 比較 的 小さい. し か し ly 
の 変化 は いずれ の ダイ オー ド に お いて も か な り 大 で あ 
り 常 に 正 の 温度 係数 を 有する . 77°?K に お ける lplly 
は 克 素 の 場合 , 25~30 程 度 , アン チ モ ン 深 加 の 場合 6 
程度 で あっ た ・. 


4. ダイ オー ド の 時 定数 


ダイ オー ド を 増幅 素子 と し て 用 いた 場合 の 利得 帯域 
幅 積 , 発振 素子 と し て 用 いた 場合 の 最高 周波 数 スイ - 
ッ チ ング 素子 と し て 用 いた 場合 の スイ ッ チ ング 速度 
は , 1/RC に K 関 係 し て いる . 太 は 負 竹 抵抗 の 絶対 値 の 
最小 値 で あり で は その と き の 接 合 の 容量 で ある . 
と の よう に RC は ダイ オー ド の 応用 に 共 し 極め で 
宣 要 な 量 で ある . 
実験 に 際 し 太 は カー ブ ト レー サ の の より, また C は 
ダイ オー ド と 既知 の イン ダク タン ス を 有する コイ ル と 
jo で タン ク 回 路 を 作 
り , 発振 周波 数 を 
測定 する と こと に よ 
_ りり 求め た ・ 測定 し 
も た 発振 周波 数 は も 
さ ちろ ん , ダイ オー 
~ ド の 直列 抵抗 に よ 
10° り 制 限 さ れる 最高 


a の 方 法 ゆ で 
求め た C は 低 イ ン 


致す る 
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図 8 太 ,C と ヵ の 関係 CAs 添加 
Nes YE 
Fig. 8—R,C versus » relation for 
Esaki-diodes made of As- 
doped germanium, 
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著者 の 作製 し た 
試料 に っ つ ta で 1R 
お よび C を z 々 に 対 
し プロ ッ ト し た せ も" 
の を 図 8 た , また 


発振 周波 数 より 低 
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RC を ヶ を に 対し プ 
ロッ ト し た も の を 
図 9Ne 示 すず 2。 天 C 
の 最小 億 は 9.5x 
1400sec で あっ た 。、 
と の 値 は 製作 技術 
の 進歩 に より さら 
に 小さ く な る も の 
と 考え られ る . 
な お 。 付録 1 に 
2 ER ル マウ 
ム の 場合 の CR の 


RC (880) 


最小 到達 限度 に 関 
する 考察 を 述べ 
。 
図 8 に 示し た 単 
0 xi0 
位 面 積 あ た り の 接 。 579 i : 
合 容量 は , 接合 が 図 9 RR,C と ヵ の 関係 (As 添加 
完全 に 階段 状 で あ ia 
Fig. 9—Electron concentration 
る と 仮定 た 場合 dependence of RC 
F< ¢ products for Esaki- 
の 理論 式 (付録 a diodes made of As-dop 
エリ ) か ら 求 め た germanium. 


値 に 比 し て か な り 小 さい 1/8 以下 ). と の 原因 と し て 
は , (1) ダイ オー ド 製 作 に 使用 し た イン ジウ ム 小 球 中 
の ガリ ウム 濃度 が , 完全 な 階段 状 接合 を 作る た め に は 
な お 不足 し て いる (2②2) 接合 面積 を 過大 に 測定 し た 
(3 理論 式 そ の も る の が エサ キダ イオ ー ド の 場合 適用 で 
き な い , が 考え られ る が 確定 的 な とこ と は 不明 で ある . 
RR に 関し て は , 同じ 電子 濃度 の 素材 を 用 いて 製作 し 
た ダイ オー ド に お いて も , Zp/7y が 大 な る ダイ オー ド 


| 程 太 が 小 で ああ る. し た が っ て Zz/7y が 大 な る と と は 


小さ な 太 C が 得 ら れる と 言う 点 て お いて も , また 回 路 
に 応用 し た 場合 必要 と する 電力 が 少な く て すむ と 言う 
点 じ お いて る 有利 で ある . と この 点 で , アン チ モ ン 添加 
の ゲル マニ ウム は 実用 性 に 欠け る . 

5. ふん 囲 気 の 影 響 
エサ キダ イオ ー ド は 表面 の 影響 を 受け る と こと が な い 


「 と され て いる , 事 実 . 試 料 を 水道 水 で 数 時 間 煮 沸 し た 後 


| に お ぉ いて Zp,y に 変化 を 認め 得 な か っ た ・ ま た 10 少 の 

| 食塩 水 で 1 時 間 煮沸 する 操作 を 10 回 繰返し た が , 図 10 
| に 示す で と く 施 , 用 に 変化 を 認め 得 な い . と の 場合 , 

| メダ ィ オー ド は 煮沸 後ろ 紙 で 水分 を 取 除 く の み で あり , 


. < 水洗 - 再 ェ エッチ 等 は 行なっ て いな い . ゲル マデ ご ウム の 
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図 10 7p・7y の 意 沸 試験 に 対す る 影 


Fig. 10—Esaki-diode is insensitive for the boiling test. 


表面 は 完全 に 光沢 を 失 し , イ ンジ ウム は 黒 変 て いる 7 


6. 結 言 

エサ キダ イオ ー ド の 7p ァ ,RC と 電子 濃度 と の 関係 を 
著者 の 製作 せる 試料 に つき 測定 し た . と の 実験 で 得 ら 
れ た 最大 の Zp, 最小 の RC は 砥 素 添加 ゲル マニ ウム 
を 使用 し た 場合 それ ぞ れ 200 A/cm?, 9.5 x10-*%sec で 
あっ た . : 

ァ アァ ンチ モン の ゲル マニ ウム は に お ける 溶解 度 は 6x 
10cm つ で あり , し た が っ て アン ヂ モ ン 宋 加 ゲ ル マ = 


\ 
I I 4 
幸せ 、  r。 
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“+ 


CC 


ウム を 使用 し だ サキ ダイ オー ポ ボド の 7 ァ は 所 0- 入 Jcma 詳 


以下 に 限ら れる . か つと の ダイ オー ド の Zp/y は 室温 
に お いて 2.5 程度 で あり 克 素 添加 ゲル マニ ウム の 場合 


の 値 ( 約 8) と 比較 する と 著しく 劣る 。 と れ ら の 点 よ 
り 。 アン チ モ ン 涯 加 ゲ ル マ ニ ウム は エサ キダ イオ ドー 


用 の 素材 と し て は 不適 当 で ある と 言え る . 


図 2,5,6 で 明らか な ど と く , われ われ は アン チ モ 」 
ン 漂 加 の ゲル マニ ウム を 用 いた ダイ オー ド の 特性 が , 放 


示し , と の 相違 は 既 約 実効 質量 の 相違 に よる と 仮定 す 


る と と で 定性 的 説明 で きる と と を 示し た ・ と の よう 
に ダイ オー ド の 特 販 が 不純 物 の 種類 に 依存 し て いる と 

言う こと か ら 2 種類 以上 の NN 形 不 純 物 ) た と えば 克 素 「 
と アァ アンチモン を 同時 に 添加 する と こと に よっ て ダイ オー 7 
ド の 特性 を 改良 する と と が で きる か も しれ な い : と て の 
点 に つい て さら に 実験 を 進め る つも り で ある . な お , 
RC が どこ と まで 小さ く で きる か と 言う 問題 は が ど 


と まで 大 きく な り 得 る か と 言う 問題 と , 過 午 電流 が ど 
と まで 小さ く で きる か と 言う 問題 に 関連 し , エサ キダ 
ィ オ ー ド の 一 つの 大 き な 間 題 で あろ う . 


終り に , 本 研究 の 機会 を 与え られ , 種々 御 指 導 を 賜 
8 仙 


わっ た 喜安 次 長 , 新 美 半導体 室長 , 結晶 製作 に 御 便宜 


を 願っ た 高橋 研究 主任 , 容量 測定 に 御 助言 下さ っ た 伏 


を 表わす 次 第 で ある . 
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、 雪 8 physic”, Wiley p 257, (1956). で 表わさ れ , さら に ¢—Eec, Ey—¢, (Ey—Eo)]2 "が 
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i 付録 RC の 最小 到達 限度 の 評価 


| 太 は ダイ オー ド の 負 性 抵抗 領域 に 現われ る 財 剰 電流 
(excess current) の 性 質 が 明らか で な い 現 在 , 理論 的 
| に 評価 で き な い . し か し 負 性 抵抗 領域 と お ける 太 は 究 
】 | バイ アス に お ける (gV/dD ャ -。 より 常に 大 で ある と 言 
| う 還 実 . さら に , 堆 パ イア ス に お ける C は 負 性 抵抗 令 
有 | 域 に お ける 値 よ り 小 で ある と 考え られ る こと と より , 

(CF は 与え られ た ゲル マニ ウム に 対し 到達 し 
| 得る 最小 限 の RC 値 よ りさ ら に 小さ な 値 を 与え る で 


et A 4 

33. っ ¥k (c 衝 を 評価 する 、 

| 有 バイ ィ テ アァ ス に お ける C は 
10 (1) 


” 、g が は えま 
0 ee 

と な る . また V=0 に お ける 2gV/d7 は 本 文中 の 式 
」①⑪① に お ける フェ ルミ 関数 の 差 を 表わす 項 を 8 関数 と 
陸 0 区 入る だ だ と に より 


bi 
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見 通 外 通信 低 周 波 合 成 回 路 の 不平 衡 ひ ずみ * 


* RW 所 上 提 下 ます 火 
A ( 卓 本 電気 株 式 会 社 ) 


NW r 
要約 本 駒 文 は 見 通 外 通 信 等 の ダイ バー シ チ 受 信 に 使用 され る 低 周 波 合 成 受信 方 式 中 の 共通 カッ ー ド 合成 回 路 に 発生 
する 信 入 力 不平 休 に 基づく ひずみ に つき 検討 し , その 動作 を 明らか に し , さら に か ょ る ずみ に 対し 必 章 され た 共 遂 プ ¢ 
|」」 レー ト 合 成 回 路 を 考案 し , その 動作 概要 , 原理 に つき 記述 し た も の で ある . 従来 より Ratio Squarer と 呼ば れる 低 周 波 - 
」。, 倉 成 方 式 が 古く か ら 採 用 され , 中 で も 共通 カソード 合成 回 路 が 使用 され て いた 。、 し か る に こと の 回 路 で は 合成 すべ き 入 力 信 
二流 間 に 振 幅 並 びに 位相 の 不平 側 分 が 存在 する と ひずみ 特性 が 著しく 劣化 する . とこ の ひずみ 特性 は 周知 の ごとく 特に 多 
用 と し て は 大 き な 問題 の ー つ で あり , と れ に 対し 検討 を 行なっ た 。 つ ぎ に こ と れ を 改良 する た め に 共通 プレ ー ト 合成 
' と し か つっ 共通 カソード 合成 回 路 の 持つ 特長 を 合わ せ も た せる と と が で きた . 入力 信号 波間 に 不平 衡 が 存在 し て も ひ 
。 ずみ 特 作 が 劣化 し な いとこ と は , 合成 時 の 特性 を 安定 化 で きる の で , 共通 プレ ー ト 合成 回 路 に よれ ば 多重 伝 ば ん に よる 溢 
」 択 性 フェ ー ジ ング が 多い 場合 等 に も ひずみ 特性 に 関し 良好 な 低 周 波 合 成 受信 が 行なえ る と と に な る . 


_* Unbalance Distortion of Video Combiner. By MASAHISA MIYAGI, Member (Nippon Electrie ct TN 
6 a ./ " ' $s ¢ 


て (28 ) 


共に 同 程度 の 大 き さ の 量 で ある と と を 考慮 すれ ば , 式 
(②,(3) より 


dV LEV 
er 0 
が 得 ら れる . 

(dV/daI)r=o, Vp, Zp の 実測 値 か ら 求 め た (dV 
/a1D)r-o gp/Vp の 値 は 式 (0) に 現われ た z/8 と 近似 
的 に 一 致す る . 一 例 を 示せ ば Vp=40mV, lp=12 
mA, (dV/dl)r-o=1.42 で (aV/dl)r=olp/Vp= 
0.42 で ある . 

Vp は 40mV 程度 で 総 て の 試料 に つき ほぼ 一 定 で 
ある か ら 式 (①), (4) より 


dV rs 
(c 生 td 10 


と な る ろ る . d 

われ われ の 試料 で は 7p=200 Ajcm* まで 観測 し た . 
こと の 値 を 用 い , 式 ⑤) より 1.7x10 つ "sec を 得る 、 
Sommers は ゲル マ ニウム の 場合 7p が 1000 A/cm* 
に 達し 得る と 予測 し て いる が こと の 値 を 用 いれ ば , 式 
(5) より 3x10 つ Nsec を 得る 。 し た が っ て ゲル マニ ウ 
ム の 場合 RC が 3x10 つ sec 以下 に な る と と は 無い 」 
で あろ ぁ 。 (昭和 35 年 5 月 12 日 受付 ) 
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1. 序 言 


お も に 広 帯 城 伝 送 す な わ ち 多重 無線 電話 等 の 中 継 用 
と し て 使用 する 見 通 外 通信 で は , 中 間 周 波 合 成 と 低 周 
波 合成 が 使用 され その 優劣 が 論じ られ て いる . 
低 周 波 合 成 受信 方 式 と し て は Ratio Squarer ツ と 
ば れる 合成 方 式 。 中 で も 共通 カソード 合成 回 路 を 使用 
し た 例 が 多い よう に 思わ れる ⑦ つ . と れ は , ダイ ペパー シ 
チ 用 に 特に 設計 され て いな い 装 置 で , 比較 的 容易 に ダ 
ィ バ パー シ チ 受 信 が 行なえ , か つ 諸 性 能 の 点 か ら 共 通 カ 
ソー ド 合 成 回 路 が 採用 され て いる も の と 思わ れる す 
な わら ち 。, 
GS 宇 交 o の N テ シテ チ の 次 数 に 制限 が な く ぐ ,。 た と えば 
三重 で る 四 重 で も 合成 で きる . 
(b) 信号 対 雑 音 比 が Ratio Squarer と し た 場合 , 
どの 方 式 よ り も 秀 れ て いる . 
(cec) 切替 方 式 に 見 られ る ど と きき 過渡 現象 が な い . 
(d) 特に 共通 カソード 合成 回 路 は , 雑音 分 に よる 
バイ アス 電圧 の 変化 に より 合成 信号 出力 レベ ル の 
変動 が 少な い . 
等 の 理由 に よる る の で あぁ ある. 
と こと ころ が 多 重 無 線 電 話 中 継 用 等 の 広帯域 伝送 に 使用 
する 場合 に は , 特に わい 率 特性 が 問題 と な り , と これ を 
いか に し て 最良 と する か は 従来 短波 帯 等 で 行なわ れ て 
いた ダイ バー シ チ 受 信 に は 見 られ な い 新 た な 要求 で あ 
る . と これ を 改善 する と こと は 広帯域 伝送 を 行なう 場合 に 
| 最も る 重要 な 要素 の 一 つ で あぁ る の で 従来 の 共通 カソード 
| 合成 回 路 に つき 検討 を 行ない その 欠陥 と 見 な され る 入 
| 力 信 号 波間 の 振幅 並び に 位相 の 不平 衡 に よる わい 率 の 
| 急激 な 劣化 に 対し 改善 を 行なっ た . 周波 数 また は 位相 
有 | 変調 を 使用 し た 場合 に は 復調 信号 出力 レベ ル は , 受信 
| 入力 変化 に 対し て ほぼ 変わ り は な い が , 多重 伝 ぽ ん に 
放 よる 選択 性 フェ ー ジ ング や 使用 真空 管 特性 の 劣化 等 に 
前 より 復調 出力 レベ ル に 変動 を 生じ , また 伝 ば ん 夏 そ の 
| 他 の 特性 の 相違 に より 合成 すべ き 入 力 信号 波間 に 位相 
| 差 を 生じ る . 特に 通話 路 数 が 多く 低 周 波 信 号 の 周波 数 
罰 - が 高く な る と 合成 すべ き 入 力 信 号 波間 に 位相 差 を 生じ 
a 
| か か る 入力 信号 波間 の 振幅 並び に 位相 の 不平 術 に よ 
| 5 従来 の 共通 カソード 合成 回 路 で は 急激 な わい 率 特性 
の 狗 化 を 起こ と す が , 以下 説明 する 共通 プレ ー ト 合成 回 
| 路 で は , その 欠陥 を は る か に 改善 する と と が で き , し 
か る 共通 カソード 合成 回 路 の も つ 特 長 を 合せ も っ て い 
供 補 共通 カ ソ ー ド 合 成 回 路 に つい て は C.L. Mack 等 


に より 動作 概要 が 明らか に され て いる の で 本 文 で 
は 主として , 入力 信号 波間 不平 術 に よる ひずみ の 劣化 
に 対し 検討 し , と の 対策 と し て 新た に 共通 プレ ー ト 合 
成 回 路 を 考案 し その 動作 概要 に つき 述べ る ・ 


2. 共通 カソード 合成 装置 の 構成 
並び に 動作 概要 


図 1 は 共通 カソード 合成 装置 の 構成 を 二 重 ダ イィ バー 
シタ チ の 場合 放つ らい て 示す 


図 1 共通 カッ ー ド 合成 装置 の 構成 
Fig. 1—Block diagram of common cathodes type 
video combiner, 


カソード に 共通 に 接続 され た 高 抵抗 を 有する カ ソ ー 
ド ホ ロア の コン トロ ー ル グリ ッ ド の バイ アス を 帯域 外 
音 の 積分 で 制御 し , 合成 する と と に より 最良 の 信号 
対 雑 音 比 が 得 ち られ る と と は 周知 の 通り で ある . と の 共 
通 カ ソー ド 合 成 回 路 は Day お よび Gruber に より 考案 
され た . その 動作 の 概要 は 各 受 信 機 復調 出力 に 現われ 
る 帯域 外 雑 音 を 帯域 ろ 波 器 に より 取り 出し と れ を 増幅 
検波 し , カソード ホロ ア に 積分 され た 雑音 バ パイ アス 電 
圧 と し て コン トロ ー ル グリ ッ ド に 加え , 受信 入力 レベ 


ル に より , それ ぞ れ の カソード ホロ ア の 利得 を 変化 し 


Ratio Squarer と し て の 特性 を 持つ よう に し て いる . 


と の 場合 2 る つの カソード 間 は 直流 的 に る 結合 され て い 


る の で , 真空 管 V,, V。 の イィ イン ピー ダン ス は か な り 広 
範囲 と 変化 する が , と の 並列 出力 インピーダンス は なほ 


ば ーー 定 で あり 受信 入力 レベ ル に より 利得 を 変化 し た 場 


合 に も 各 真 空 管 の 非 直線 性 ひずみ 特性 が 改善 され て お 


り , か つ 合 成 時 の 信号 出力 レベ ル に 変動 が 少な い ・ 合 
成 信号 出力 は さら に 必要 な れ ば パイ ロッ ト 信 母 に より 


自動 利得 制御 され た 共通 増幅 器 に より 増幅 され る . 
83. 共通 カソード 合成 回 路 の 考察 


共通 カソード 合成 回 路 の 動作 は , 受信 入力 レベ ル に 


対 店 する 雑音 バイ アス 電圧 に 対す る 差 動 増幅 器 と し で 
の 動作 と , 低 周 波 信 号 に 対す る カソード ホロ ア と し て 


の 動作 に 分 け て 考え る と と が で きる . 
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3.1 二 重 合成 の 場合 
3.1.1 差 動 増幅 器 と し て の 動作 共通 カソード 合 
成 回 路 の 雑音 バイ アス 電圧 変化 に 対す る 応 動 速度 内 に 
お ける 等 価 回 路 は 
差 動 増幅 器 と な り 
一 重合 成 の 場合 を 
図 2 に 示す . と の 
場合 まず 低 周 波 信 , 
号 に 対す る 応 動 は 
分 離し , フェ ー ジ 
: ング に 基づく 雑音 
og ieeeet ghia ‘ins 
アァ ス 変 動 に 4a り 制 ential amplifier. 
御 さ れる と と に 対す る 応 動 の み を 考慮 する 。 と の 場合 
共通 カソード 抵抗 Rx は プレ ー ト 抵抗 R, また は RR。 
| に 対し 充分 高く と っ て いる ・ 真空 管 。 へ の 入力 信号 
電圧 を 左 ,, プレ ー ト 出力 電圧 を 左 /, V。 へ の 入力 信 
| 号 電 圧 を 左 プレ ー ト 出力 電圧 を ', Rg の 両端 に 
有 生ずる 電圧 を 左 。 と すれ ば , 雑音 バイ アス 電圧 と し て 
| は 一 般 的 に 瓦 寺 。 すなわち 不平 衡 の 電圧 が 加え ら 


Yr E,= (E,+E,) J ED, | 
2 2 (1) 

RTE) CRB) | 

0 2 \ 


「 と 見 な じ し う る か ら そ れ ぞ れ 振 幅 位相 の 等 し い 同 相 分 と 
振 柱 が 等 し く 位相 が 180" 異な る 逆 相 分 に 分 け て 考え 


] (a) 同相 分 動作 Vu, V。 に それ ぞ れ (5 +E)/2 
ete Se カソード の 抵 
ed の 両端 に あら われ る 電圧 EZ。 は 


4 Rk LRk 
d EE, アト 太 +Rk a +Rk 
Ei+E, < 際 Rk LaRk 
A PitRi+Rg ritR+RE 
| (2) 
Rp が VV,,V。 の プレ ー ト 出力 電圧 の 華 瓦 ' 一 選 ! は 
; AR, “ LaR, 
すき fat+R, +R Tat+R;+RE 
ty Rk Rk 
far+R,+RE fa Ri+RE 
C99 


ER ht 


=A Fai=Taas R 
ト に 等 し い 電 圧 と し て 現われ る 。・ ま た 共通 カ ソ ー ド 抵 
抗 Rg の 両端 に 現われ る 電圧 E。 に 対し て も , プ レー ト 
出力 電圧 EE に 関 Gx も l+zRg/(Va + パ R, +Rx) 
+ 々 Rx/(Va。 寺 RR。+Rg) な る 負 帰 本 が 加わ り 同 相 分 
変化 に 対し 特性 の 変動 が 少な く な る . 

(b) 逆 相 分 動作 WV.,V。 に それ ぞ れ (E,—E.)/2, 
ー( 巨 ,- 正 ,)/2 な る 逆 相 の 電圧 が 加え られ た 場合 に は , 
カソード の 丘 抗 Rx の 両端 に あら われ る 電圧 左 。 は 


Rk LaRk 
E, TatR,+Rg TaatR.t+Rg 
EE, , ! Rk LR 
2 ER; 二 RE PERERE 
(4) 
どなり VV。 の プレ ー ト 出 力 電圧 の 差 上 ,-=E,' は 
の R;n; 2 Rg. 
E,—E, fat+R,+Rk Ta+R,+Rr 
2 
(5) 
ど な ろ る .., ‘ 


と れ は すなわち 本 回 路 ガ プッ シュ プル 増幅 器 と し て 
動作 する と こと を 意味 する . し た が っ て 完全 な 平衡 時 に 
は 正 。 の 電圧 変化 は な いと と に な る . 

た と えば V, に の み 電 圧 上 が 加え られ た 場合 に つ _ 
いて も , V, お よび V。 に それ ぞ れ 正 ,/2 な る 同相 分 が 
加わ りこ と これ に 対し て は , 負 帰 還 に より 各 変 化 が 減少 さ 
れる . 

また , V, に 戸 /2, V。 に 一 選 /2 な る 逆 相 分 が 加 
わり , と れ に 対し て は プッ シュ プル 動作 を 行なう と と 
は 上 述 の 説明 より 明らか で ある . 

3.1.2 カソード ホロ ア と し て の 動作 共通 カッ 
ー ド 合成 回 路 の 雑音 バイア ス 電 圧 変 化 に 対す る 応 動 速 
度 外 に お ける 高い 周波 数 すなわち 合成 すべ き 低 周波 信 
号 に 対す る 等 
価 回 路 は , 図 
3 に 示す ど と 
St ER RS 
に 共通 に 接続 
され た 高 抵抗 
を 有する カ ソ 
a ド ボ ボ 店 ゲ る と 


図 3 カッ ー ド ホ ド アプ と し て の 等 価 回 路 
Fig. 3—Equivalent circuit as cathode 
follower. 


前 提 が 成立 する , 真空 管 ひ 。 へ の 入力 信号 を へー 
の 入力 信号 を ea 共通 に 接続 され た 高い イン ピー ダン 
(30) 


CY 。 


昭和 35 年 12 月 電 気 通 学 会 "雑誌 第 48 券 12 号 1405 
ehiZ kg A Ei= ial tt (8) 
RAT RT 8 St 
4 i Zk Lab ‘ ) t=l Tai TR;+Rk 
at+Zk ee , / LiER; Ui EiriRit: 
EE 
で 与え らち られる. Trai +R; RE Ta t+ Ri TRE 
一 般 的 に は 入力 信号 波間 に は e。 池 e。 すなわち 不平 稀 I 
が 存在 し , 3.1.1 と 同様 に 同相 分 と 逆 相 分 に 分 け て 考 3 ーー Fai 
える と と が で きる . att A AE "ies TR 
t=l Trai+R;+Re 
(Ca) 同相 分 動作 VV。 の コン トロ ー ル グリ ッ RR 0 
ド Ic そ れ ぞ れ (e+e2/2 な る 同相 分 が 加え られ た 坦 Ci na 
合 , 諸 特 性 が 平衡 し て いれ ば , た だ 一 個 の カソード ホ ro Ra Rn 
ョ ア と し て 取扱 うこ と が で きる . 雑音 パイ アス 電圧 変 i 
化 た 対し て は 3.1.1 に 述べ た ご ど と く プ ッシュ プル 動作 (9) 


を 行なう と と か ら 低 周波 信号 に 対す る 内 部 抵抗 は ほぼ 
一 定 で あり 偶数 次 の ひずみ に 関し て 改善 され る . また 
音 バ イア ス 電 圧 変 化 に 対し e。 の 受け る 変化 量 を 三 
極 管 の 場合 に つき 求め る . と の 場合 カソード 電流 変化 
に 対し x の 変化 が 比較 的 少な いと と か ら =Z2=k 
faa 三 fa 二 47ra, faz 王 raー4rg と する と e。 の 変化 量 
doa 


4e, , 2LuZ kg 
ies Dlr 
5 Ztret+2LZE PS 
unZr 
AAEM 3 


で 与え られ る . と これ より e。 の 変化 量 4e。 が 極め て 少 
ググ と の > わる め る 。 

(b) 逆 相 分 動作 Vy の コン トロ ー ル グリ ッ ド 
4 (le;—e)/2, V。 に 一 (ei 一 e272 な る 逆 相 分 が 加え 
られ た 場合 , 両者 の 諸 特 人 性 が 完全 に 平衡 し て いる 場合 
た は eo。=0, すなわち 2Zg に は 無関係 と な る と と か 
ら 。 入力 信 号 に 対し て は 短絡 し て も 同じ で あぁ る. す な 
わ ち 入力 信号 の 逆 相 分 は 出力 と に 現われ な いで 真空 管内 
で 検波 され る と と に な る . 上 真空管 の 特性 を べき 級数 で 


表わし 』」 逆 相 分 に 対し 求め れ ば , 共通 カソード 出力 に 


は 偶数 次 の ひずみ の み 現 われ る . すなわち 入力 信号 に 
不平 衡 が あれ ば 出力 と は 主として 偶数 次 の ひずみ を 発 


RE CE On 


3.2 NM 重合 成 の 場合 


| 以上 は 二 重 合成 の 場合 を 示し た が 一 般 的 に NV 重合 


_ 成 の 場合 の 動作 を 式 で 示し て お く と , 差 動 増 同 器 と し 


た だ し 7 番目 の 真空 管 V, へ の 入力 信号 電圧 を 
左 ,, プレ ー ト 出力 電圧 を E”, 内 部 抵抗 を rez と し , 
Rgz は 各 真 空 管 に 共通 に 接続 され る カソード 抵抗 . 

こと な 
A ドロ 


Lke; 
4 bike; i Zk 
= et 4 - gm i 2 基 
ULK K 
4 Trait+ZE 1 る ZR 
mi Li 
0) 


た だ し 7? 番目 の 上 真空管 /y へ の 入力 信号 を ej, 
相 豆 コン ダク タン ス を gms どじ し , 2Z を は 各 真 空 管 の 
カソード に 接続 され る 共通 イン ピー ダン ス .. 

Ee 
4. 入力 信号 不平 衡 に 対す る 考 窒 
3.1.2 (b) で 述べ た ど と く ひずみ 発生 の 原因 と な る 


、 入 力 信 号 波 間 の 振幅 並び に 位相 の 不平 衡 を 従来 一 般 的 


に 考え られ て いる 二 雷 。 四 重 , 八重 ダイ パー ジジ チ 受信 
の 場合 C じ つき 考察 する 

4.1 二 重 ダ イ バ ー シ チ の 場合 

式 (10) よ り 二 重 ダ イ バ ー シ チ の 場合 に カソード 抵抗 
Rg の 両端 に あら われ る 電圧 ee は 。, 

Ze; " Le, 

RR ER 

EL TE A 


da) 


a 


a 


. > < © 
"- “ “Ra sa 
a ER 


« 
ce 
< 
a 


= 


mh Ny No Sn の 


で 与え ちろ れ る 

、4.1.1 位相 差 合成 すべ き 入 力 信 号 が 振幅 等 し く 
両者 の 間 に 9 な る 位相 差 が ある 場合 , 振幅 を 4 と す 
_ れ ば , 入力 信号 複素 量 2&,, 2。 は 


“ =AcosT +7Asin > 
っ G2) 
' = . 
R 8.=A cos>—J74 sin > 
※ と な り , し た が っ て 同相 分 は A eos テ , 逆 相 分 は 4 
sin テ 6 で あぁ る と と か 5 逆 相 分 に よる 二 次 ひずみ は gm 
a i sin*= に 比例 し て 急激 に 劣化 し , 


0 合 世 信号 は cos 2 と 計 便 し て 下 が る 


gm デ 9m: の i A ER 
。 相 分 に 対し て は 式 1) より 


a い 4 
oe 人 ーー 


Q 
CarDZgtra 2 


逆 相 分 た 対し て は , 式 QD) より 


’ ed ol 0 
% ut A CN 4 0 
A ES -) )+2i( + +22K) 
my j m2 mi Gmsz 4 
(4) 
し た が っ て mi と Gms の 相違 が 大 き く な る 
ま ど 3.1.2 (b) (に よ 述べ た 偶数 次 の ひずみ 発生 が 少な く 
Cy る 
し 
.1.2 振幅 の 不平 衡 合成 すべ き 入 力 信 号 の 位相 
が 等 し く 振 幅 そ を それぞれ A お よび 選 と すれ ば 


6 
(2 (48 | 


に と fab, mS (A+B)/2, 逆 相 分 は (4ーB)/2 と 
な る oT, 0m デー9mz の 場合 に は 逆 相 分 に よる 一 次 ひ 
A な は (4-B)*/2* に ほぼ 比例 し て 増加 し , 合成 信号 
A+B2 比例 し て 下がる . gmiegms の 場合 に 
3 位相 準 の 場合 と 同様 に し て 求め る と と が で きる . 
RN 。 四 重 ダ イ パー シ チ の 場合 

{fOr Gli KR 


(15) 


表 


KG 


- テ +é.—é,—8,) 


Ew 
Wi 
dー 一 (d+ 


1 
| 
な る 4 成分 を 考え 。 各 成分 に 対し a, 6 @ 相 分 と 各 
づけ る . 各 受 信 機 か ら の 復調 信号 を この 4 成分 に よっ 
て あら わす と , | 
é,=d+b+¢+d 
é,=d+8—¢-d 
é,=d—-b+¢-d 
é,=d—b—¢+d 
と な る .。 と れ か ら a 相 分 は 完全 な 動作 を 行ない gm 二 
ms 王 09ma 王 9m: の 場合 , 合成 出力 と に は z 相 分 の み 現 わ 
れ , 残り の 3 相 分 は 二 宣 の 場合 に の べた と 同様 に し で 
偶数 次 の ひずみ を 発生 する . 
各 gm が 等 し く な い 場 合 た と と えば ら 相 分 に 関し で は 。 
式 10) の ら 相 に 対す る e。=0 か ら 偶 数 次 の ひずみ が 起 : 
と こり 9m と 9mz 並び に gms と gm: の 相違 が 大 きく な 
る に つれ て , ひずみ の 発生 量 が 少な く な る と と が わか 
る . 他 の 各 相 分 に 関し て る 同様 に 求め られ る 4 台 の 
受信 機 よ 5 雑音 バイ アス 電圧 と し て 加わ る 信号 入力 に . 
関し て も 式 16), (17) と 全く 同様 な 取扱 い 方 と より 負 . 
帰還 が か か る 成分 と , .3 組 の パラ レル プッ シュ プル 動 : 
作 を 行なう 成分 に 分 け て 考え る と と が で きる . 
4.3 八重 ダイ バー シ チ の 場合 k 
台 の 受信 機 か ら 合 成 回 路 に 加わ る 復調 入力 信号 を 
それ ぞ れ 64,, 6 6,, és と すれ ば 四 宣 の 場合 の 式 (16¥ 
に 相当 する 下記 8 成分 を 考慮 する . 


(17) 


d= (+ あ 4+&+8。 + + +8+6) 
= (d+8,+8、+8。-8。-8。- 8-6 
6ー (+ あー あー + の 4+8-8-4,) 
d= +448 8-6+d+8。)| 
* G8) 

d= (④-8。+。ー み + +8-8,)| 

~ 1 i ns 
プー (4+ 一 8+d。ーd,+d,) i 
Nt CD ng 
= gda—Cs+C, +@,— de—8+6,) 


j= る (4-4- あ + EA 


i i lt i eek a iis. 


EY be i 
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奏 動 増幅 器 と し て の 動作 も 同様 な 取扱 い 方 と より 求 
め ら れる が ,。 と の 場合 各 相 分 は それ ぞ れ 4 組 の プッ シ 
ュ プル 動作 を 行なう と と に な る . 


5. 共通 プレ ー ト 合成 回 路 


以 凸 共通 カソード 合成 回 路 に つい て 検討 し た と と ろ 
か ら , 佐 周 波 合 成 回 路 の 不平 衡 ひ ずみ は , お も に , カ 
ソワソワ ー ド ホロ ワ と し て の 動作 の うち の 逆 相 分 動作 に 基 因 
し て いる . 差 動 増 幅 器 と し て の 動作 の うぅ うち, 同相 分 動 
人 必 は 電源 電圧 変動 等 に 対し て も 有効 に 動作 し ひずみ に 
対し て も 支障 が な い . 逆 相 分 動作 は , プッ シュ プル 増 
幅 器 と し て 動作 する と と か ら も 明らか な よう に た に, 真空 
管 の 非 直 線 性 , レベ ル 変 動 等 に 関し 李 め て の ぞ ま し い 
動作 で あぁ あり ひ ずみ の 改善 に 役立つ . 

カソード ホロ ワ は 周知 の よう に, それ 自体 が 負 帰 還 
の か か っ た 増幅 器 で あり , ひずみ に 対し て 一 般 的 に は 
長 好 で は ある が , 逆 た 電圧 利得 が 少な く , し た が っ て 
信 力 信号 レベル る 相当 に 高く な っ て くる .… と の よう な 
血 路 を 並列 接続 し て , 低 周 波 合成 を 行なう と , 入力 信 
号 波 の 不平 衡 に よっ て , 急激 な ひずみ の 劣化 を 起こ す 
と な る 、 

と これ に 反し , 緩衝 増幅 器 の 例 に 見 られ る よう に , 入 
力 側 と 出力 側 と の 間 に 結 合 が な い 場 合 と は; 出力 側 で 
並列 接続 を 行なっ た と し て る も , 入力 側 に 対す る 影響 は 
極め て 少な く な る 。 か つ , グリ ッ ド 側 た に 比べ て , プレ 
ー ト 側 は その 直線 範囲 ひろ く 真 空 管 の 非 直線 性 の 影 
絡 を 受け る と と が 少な い . 

また カソード ホロ ワ に 比べ る と プレ ー ト 負荷 の 場 
合 ; 利得 が 多い の で , 入力 信号 レベ ル も 少な く て すみ 
不平 衡 が 起こ っ て る , グリ ッ ド で 検波 され る と と が 少 
な く な る . 信号 の 入出 力 回 路 間 に 結合 が な けれ ば , 出 
力 側 で , 並列 接続 を 行ない 低 周 波 合 成 回 路 と し て 使用 
し て も , 入力 信号 波間 に 振幅 , 位相 の 不平 衡 が 存在 し 
た た め に グリ ッ ド 回 路 で 検波 され て ひずみ を 生じ る よ 
うな 現象 は 起こ て こら な い , したがって, 。 プレ ー ト 結合 形 
と し 信号 波 に 対し カソード 接地 形 と する 。 カソード ホ 
ロワ 並び と グリ ッ ド 接地 形 は いずれ る も こと の 意味 で 低 周 


流 合 成 回 路 に 適さ な い 。 た だ し と の 場合 に る 前述 の よ 


うに 共通 カソード 合成 回 路 と し て の 長所 を 失わ な いよ 
うに 差 動 増幅 器 と し て の 機能 は 持た せ カ ソー ド ホ ロフ ワ 
と し て の 動作 の み 変 更 す る よう に する . 図 4 に 共通 プ 


_ レ ー ト 合成 回 路 を 示す . すなわち 選 な る 高 域 ろ 波形 


一 端子 網 を 真空 管 の カソード に 共通 に 接続 され た 高 抵 


抗 Rk に 並列 接続 し 』 雑音 パイ アス 電圧 変化 の 周波 


数 に 対し て は 


成す べき 信号 
波 に 対し て は 
通過 する よう 
に 選べ ば 共通 
プル レー ネト 合 成 
回 路 の 応 動 速 
度 内 に お ける 
等 価 回 路 は 図 
2 と 同じ で あ 
り , フェ ー ジ 
ング に 基づく 雑音 積分 値 の 変動 に 対し て は 従来 通り プ 
ッシュ プル 増幅 器 と し て の 機能 と 負 帰 本 増幅 器 と し て 
の 機能 と を ゃ も つと と は 前 述 の 説明 の 通り で あぁ ある. 合成 
すべ き 信 号 波 に 対し て は ヵ カソード の 高 抵抗 は 接地 され 
単なる カソード 接地 形 に な る . プレ ー ト 側 の 共通 負荷 
を Zz と し , Zz に 現われ る 合成 出力 電圧 を es”' と す 
お 


図 4 共通 プレ ー ト 合成 回 路 
Fig. 4—Common. plates type video 
combiner. 


LiLre; 
pt Cok ZT yy 


と な り 五 極 管 の よう に 内 部 抵抗 の 高い 場合 に は 


gt 
NV 

0 gmiLre; (20) 
=l 


と る : 
と これ は プレ ー ト 側 で 信号 を 重ね 合せ る に 過ぎ な い . 


入力 信号 不平 衡 の 原因 で ある 逆 相 分 に 対し て も, 各 。 


真空 管 の g ぇ 変化 た 対応 する プレ ー ト 負荷 イン ピー ダ 
ンス に 変化 が な い 場 合 に は 出力 と に は 同相 分 の み が 関 係 
する こと と に な り , ひずみ を 生じ な い . 五 極 管 の 場合 は 


ほぼ ば と の 条件 が 成立 する ・ gm 変化 に 対応 事 る プレ ー 


ト 負 荷 イ ン ピ ー ダ ンス に 変化 が ある 場合 に る も る 。 プ レー 


ト 側 で ひずみ を 生じ る が , わい 率 と し て は , カソード 


ホロ ワ に よる 場合 に 比べ て 改善 で きる . 


8. 実 験 結果 


上 述 の 共通 カソード 合成 回 路 と 共通 プレ ー ト 合成 回 。 
有 路 の 中 , 二 重 の 場合 に つき 実験 検討 を 行なっ た 共通) 


カソード 合成 回 路 の 場合 , 入力 信号 波間 に 振幅 不平 衡 


6dB を 与え る と 合成 出力 の 二 次 わ い 率 約 70dB の も 


の な が 40 dB まで 劣化 し た . と れ に 対し 共通 プレ ー ト 


合成 回 路 で は 同じ 出力 レベ ル に お いて , 三 極 管 の 場合 こ 


出力 レベ ル 変 動 は 共通 カソード の 場合 と ほぼ ば 同じ で あ 
っ た .・ また 上 述 の 不平 衡 振幅 差 6 dB に 対す る わい 率 


(33 ) 


通過 きせ ず 合 


Ca Pe 3 a に 
て ま 生 いで 


| 
/ 


A 


2 ct 4 A a 
る cE Nt 1 
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4 は 二 次 ひ ずみ 約 60 dB に 対し て 約 6 dB の 変化 し か 認 
め ら れ な か っ た .。 さら に 大 幅 な 入力 信号 波間 の 不平 衡 
の 例 と し て 片方 の 入力 信号 波 が な く な っ た 場合 に つい 
て る も, 共通 カソード 合成 回 路 の 場合 に 二 次 が ずみ が 
26 dB まで 劣化 する の に 比べ て , 共通 プレ ー ト 合成 回 
) 路 の 場合 に は 二 次 ひ ずみ 47 dB で あり 約 20 dB 改 療 
3 され る .。 ま た, 五 極 管 に つい て 実験 し た が , 大 幅 な 入 
有力 信号 波間 の 不平 衡 を 与え て も わい 率 と し て は ほとん 
有 】 ご ど 変 化 が な く , 一 方 出力 レベ ル 変 動 が 三 極 管 の 場合 に 


RA 
放 比べ て 少し 増加 し , 約 1dB 程度 に な っ た . と の レベ 
有用 変 動 に 対し て は , 必要 な れ ば 合成 回 路 の 後段 に , パ 
| イロ ッ ト 信号 に より 自動 利得 制御 を 行なっ た 共通 増 幅 
> 


回 を 使用 すれ ば よい 共通 プレ ー ト 合成 回 路 の 実験 の 
) 場合 に プレ ー ト 合成 用 出力 回 路 に は , 差 動 増幅 器 と し 
て の 機能 を 失わ な い ど と く 出 力 変成 器 を 使用 し 雑音 制 
御 電圧 に 対す る 特性 が 劣化 し な い ど と く え ら ん だ . そ 
の 他 位 相差 の 場合 も 同様 に 検討 を 行ない 振幅 並び に 位 
_ 相 の 不平 衡 に 基づく ひずみ に 関す る 実験 結果 は 本 文 に 
, 涼 べ た 理論 と ほぼ ば 一 致し 充分 に その 現象 を 説明 で きる 
と と を 確認 し た 


7. 結 言 


(IBM・ リ サー チャ セン ター) 


0 1 広 言 
]】 = パラ メト ロン , エ サキ ダイ オー ド , 磁 心 論理 素子 等 の 
物理 的 な 多数 決 素 子 に つい て , 入力 数 に 制限 を 設け な 
。 い 場合 に , 素子 1 個 で 実現 し 得る 論 弄 関数 (多数 決 較 
) の 性 質 , また 多数 決 関数 を 実現 する 多数 決 素子 の 
Determination of the Structure of a Majority- 
A Decision Element by the Method of Linear Program- 
i ming. By SABURO MUROGA, (IBM Research 
Center, New York), SATORU TAKASU and IWwAO 
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- 半 次 (34 ) 


を 検討 し た . 
性 能 の ひずみ 特性 を 必要 と し 普通 二 次 ひ ずみ 50 dB な 
いし 55 dB 程度 に は 保つ と と が の ぞ ま れる .・ i 
本 文 た 述べ た よう に 入力 信号 波間 の 不平 衡 は 見 通 外 
通信 の 場合 , 特に 多重 伝 ざ ん に よる 選択 性 フェ ー ジ 
ング や , その 他 の 位相 , レベ ルル 変動 に より 発生 する -・ 
同一 真空 管 構成 , 同一 信号 出力 レベ ル に し た と きた に 共 
通 カ ソー ド 合成 回 路 と 共通 プレ ー ト 合成 回 路 と で は 
後者 の 方 が 約 20 dB ひずみ を 改善 する と と が で きる . 
共通 プレ ー ト 合成 回 路 を 使用 すれ ば 入力 信号 波間 の 
不平 衡 に よる ひずみ を 改善 で きる の で 特に 多重 伝 ポ ん 
に よる 選択 性 フェ ー ジ ング の 多い 場合 等 に は 極み て 有 
効 で ある ・ 
報告 を 々 終る に あたり 終始 御 指導 御 べ ん た つ を 賜 わ っ 
た 当社 森田 博士 , 桜井 課長 代理 , 実験 に 御 協力 いた さ 
いた 田村 亮司 氏 に 深く 感謝 の 意 を 表わす ・ 
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i 線形 計画 法 に よる 多数 決 素 子 の 構造 決定 * 
En 正 員 室 賀 三郎 正 員 高須 


遅 , 、 正 員 戸田 。. 居 
(電気 通信 研究 所 ) 


要約 線形 計画 法 を 用 いて , 与え られ た 論理 関数 が 多数 決 関数 で ある か 否 か を 判定 し 。 も し 多数 決 関数 で あれ ば , そ 
」 れ を 実現 する 多数 決 素子 の 構造 を 計算 し 得る こと を 示す .。 な お , 問題 の 定式 化 と 共に 制約 条件 を 計算 を 容易 に する よう 
に 湊 ら し 得る と と , 5 変数 以下 の 多数 決 関数 と それ を 実現 する 多 敷 決 素子 の 構造 の 表 も 示す 。 


構造 (入力 変数 の 結合 度 お よび 関 値 ) に 関し て は , すす 
で に 種々 論じ られ て いる が の ~ い の, "後者 に つい て は そ 
れ ゃ を 決定 する 具体 的 手段 が 見 出さ れ て いな い 状 態 に あ 
っ た ・ そ と で 本 論文 で は , 線形 計画 法 を 用 いて 与え ら 
れ た 論理 関数 が 多数 決 関数 で あぁ る か 否 か を 判定 し , も 
し 多数 決 関 数 で あれ ば , それ を 実現 する 多数 決 素子 の 
構造 を 計算 し 得る とこ と を 示す . な お , 入力 変数 の 個数 
が 6 以下 の 場合 に , すべ て の 多数 決 関数 お よび それ ら 
を 実現 する 多数 決 素子 の 構造 や , パラ メト ロン 計算 機 
MUSASINO-I を 用 いて 求め て みた の で の の ⑭, 5 
変数 以下 の も の を , 表 と し て 5, に あげ て で て おく. 


多重 無線 電話 に 使用 する 場合 に は 特に 高 


I Ee A 


j 


LE た ee si 


WN 


f 


Nr 


ラー 
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2. 多数 決 関 数 3. 多数 決 論理 


ヵ z 変数 の 論理 関数 を , ヵ 々 次 元 単位 立方 体 了 が の 頂点 
Ei3 Cj ea) (FeN={l,2,3, 21 a;;j=0 
また は 1) を 0 また は 1 に 対応 させ る 写像 と 考え る と 
に する 

与え られ た 論理 関数 代々 」,z。,… る) に 対し て , 立 
方 体 が を 切る よう な 適当 な 超 平 面 


3 WT; = i 


2 ky 
守る で どど が で き で て で, (a) ミ 1 の と き 

Suwai2T (2) 
が 成立 し , 人 (a め =0 の と き 

CT (3) 


が 成立 する と きた に, (ZZ っ る) は 多数 決 関 数 と 呼 
ば れる . 

論理 関数 ナチ が 多数 決 関数 で ぁ れ ば , 各 入 力 変数 の 
香 定 と 育 定 と を 同時 に は 含む と と の な いよ うな 了 げ の 
多項式 表示 が 存在 する と こと は よく 知ら れ て いる ふつ, し 
か し こと の 逆 は 成立 し な い . また , 入力 変数 の 杏 定 と 背 
定 と を 同時 に は 含む と と な いよ うな 多項式 に た お いて , 
ある 入力 変数 が 癌 定 で 現われ て いれ ば , その 入力 変数 
の 反転 値 を 新た に 大 力 変数 と 考え る と こと に より 和音 定 を 
全く 含ま な いよ うな 多項式 を 得る . と この よう な 多項式 
「 を 正 多 項 式 と 呼ぶ と と に し よう . 本 論文 で は , 与え ら 
れ た 論理 関数 が 多数 決 関数 で あぁ る か 癌 か を 論ずる の で 
ある か ら , 上 の よう な 考慮 の 下 で は , 考え る 論理 関数 
の 範囲 を , 正 多 項 式 表示 を 持つ 論理 関数 に 限定 し て 差 
し つか えな い .。 と この よう な 論理 関数 の 範囲 で は つぎ の 
補題 が 成立 する . 

補題 1. 正 多 項 式 表示 を もつ 多数 決 関 数 (zi,…, 
z』) に お いて , 入力 変数 zx;。 が 本 質 的 に げ の 正 多 項 
式 表示 に 登場 し て いる な ら ば , (②), (3) を 満た す 超 平 
面 (①〕 に お いて wp>0 で な けれ ば な ら な い . 

証明 . の 正 多 項 式 表示 で , 他 の 項 に 吸収 され な い 
よう な ヶ ;。 を 含む 項 る:… る が 存在 する か ら ,; 

a = ty dF 0 0 圭 2 


jp=L DE UR = LE, 


還っ て 定義 され る 7 の 頂点 a a G つ っ ついて, 


f(a?7) =1, (a*) =0 で あぁ ある. したがって, 式 ②), ⑬ 
か ら Fiaj> 3 ja すなわち wp>0 を 得る . 
rt (証明 終 ) 


多数 決 関数 の 条件 式 の うち 式 (3) は , の 頂点 が 
有限 個 で ある と と に よっ て , <>0 を 適当 と 選ぶ と き , 
FwiaisE Ts で お ね お さき の た る と と の で る 
w/e, 77s を 改め て wz と 書き , N,={ 衝 (a) =1}, 
No={ を (a*) =0} と お き , が 正 多項式 表示 を 持つ 
も の と すれ ば , 了 が 多数 決 関数 で ある た め の 条 件 は , 


2 wia;;- T20, IeN, (4) 
=1 
ーー wa + Tl1, keN, (59 
=1 
w,0, x wx0, T20 “OD 


を 満た す i Og er lh の 存在 する で で ある 

人 [ws; ws2, Wn : xd を 論理 関数 7 を 実現 す 

る 多数 決 素 子 の 構造 と 呼ぶ こと に する . さら に 
w,=2 0 * 


7 


に よっ て 定義 され る w。 の 絶対 値 lw。| を 物理 的 考慮 
に し た が っ て 常 数 入力 の 結合 度 と 呼ぶ . 今 0=①,…, 


すなわち 5 T= (OH 
=1 


~~ 


0) か ら 趙 平面 x : 双 gg ニー1 ま で の 距離 を 2(0, 


z= か ら 超 平面 な の iz ニ の まで 
の 距離 を 2(1, ヶ :) と すれ ば , ww。 の 幾何 学 的 意味 は 

w= VW + WwW + + Wg COC0, 0) — (C177,)) 
に よっ て 与え られ る . し た が うっ て 々 。 と 々 。 と が 平行 
な こと と に 注 意 す れ ば , 考え て いる 関数 (zp る の) と 
双対 関数 CZ)22 る (2 (パー は 否 
定 を 表わす ), と の 間 に プ (1①) つ /*!(1) (すなわち 論 
理 関数 と し て っ が) の 関係 が あれ ば we。 六 0 で あり , 
プイ (1) こさ (1) の 関係 が あれ ば 。 之 0 で ある ふ , な 
お プ が [wi,… wz: ] な る 構造 を も つ 多 数 決 素子 
で 実現 され て いれ ば , げ の 双対 関数 休 は Tw …, 
0m : wi ユー] な る 構造 の 多数 決 素子 で 実現 する 
こる ど が で さき さ , /* に 対応 る の は w= の 4 と 
Pa a 

式 ⑰⑦ を 式 ④,(5⑤) と それ ぞ れ 代入 すれ ば , we。 放 
0 の 場合 は loc| を 恒 等 的 0 の 常 数 入力 の 結合 度 と 
えて , . 
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3 Wad;;j— tt d+w. >l, | 
t=1 i=l 
. n ” C89 
1>X wiay— [Sw;(l—aig) +we] | 
i t= 3 
に また w。 交 0 の 場合 は lw。| を 恒 等 的 1 の 常 数 入力 の 
- 村 合 鹿 と 考 な て 
3 [3 CE [S wl a 12L, 


n ” 9 
12[ Swiain—we] | [wil—ai] + 
を 得る . いずれ に し て も , 常 数 入力 の 結合 度 を 考慮 に 
入れ れ ば , 0 を と っ た 入力 に 対す る 結合 度 の 和 と , 1 
を ゃ と っ た 入力 に 対す る 結合 度 の 和 と を 比べ て , どちら 
が 大 きい か に し た が っ て 出力 の 値 が それ ぞ れ 0,1 と 決 
| 定 さ れる . とこ の 意味 で “多数決” が 行なわ れ て いる . 

a Ms の zg お よび w。 が 与え られ て 。, 


2 wiaij— 2 wil—aij) —we20 の と き 

、 4 fa?) =1 
"Dwain- wai) wc0 Os 
1 | t=1 
Es yt ) f(a*)=0 
| に よっ て 論理 関数 げ を 決定 すれ ば , 上 の 不等式 の 右辺 
| を 適当 な 正 数 < で お さか え , 不 等 号 > を 等 己 を 含ん 
|| だ 不 等 与 る で お さき かえ, さら kK に wi/e,ws/e, wn/s 

】 お よび w/e を 改め て ono。 と 書く と と に 
すれ ば , (8 な いし 9 の 式 が 得 ら れ , を 式 ⑰⑦ 
3 Pt 式 (④, (5) が 得 ら れ ,。 し た が っ て 」 w」。 
7 0。 に 対し て 決定 され た 論理 関数 げ / が 多数 決 


ある と と が わか る ・ 
1 線形 計画 法 に よる 多数 決 素子 の 構造 決定 
3. で みた よう Kk, 正 多項式 表示 を も つ 論 理 関数 が 多 
半 数 濯 開 数 で ある た め の 条 件 は , 不等式 系 (④, ⑤) , 6) 
DO Wit0a, っ wa, の 存在 に 帰着 し た 。 し か し こと の 
よう な 解 が 存在 する と すれ ば 一 意 的 に は 決ま ら な い 、 

し た が っ て 不等式 系 ( カ わ ~(6) の 解 を 求め る 手続 に よ 
っ て 多数 決 関数 で ある か 否 か を 判定 する と すれ ば 解 
の 存在 を 損 わ な い 範囲 で , 付帯 条件 を 付加 し て , その 
| 条件 に 述べ ら れ て いる 意味 で 最適 な 解 を 探す と と が 望 
。 まし い . そこ と で て, 

. a +w + wl (10) 

。 を 最小 に する と いう 付帯 条件 を つけ 加 える と と に す 
, 0 と の 条件 は 実際 的 に は 極め て 雷 要 で あっ て , 者 
| トゥ ン や OME 層 寺 陣 の よう に 素子 間 の 結合 が 弟 


Wi Wg, 


NN RR < 
" a ne be 
- v s ” 
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で 行なわ れる 場合 に は , ER 
当 す る ・ エ サキ ダイ オー ド の よう に 抵抗 に よっ て 結合 「 
する 場合 は 抵抗 値 を 最小 に する と と 弥 相 当 す る が , と 
の 場合 それ は 経済 的 意義 は そう な く , むし ろ 抵 抗 値 が 
ある 箇 囲 内 に 入っ て いる と と が 望ま し いで あろ う .。 そ 「 
の よう な 場合 は 式 (10) の 民 を 最小 に する と いう 付 
帯 条件 の 下 に 求め た 解 に 適当 な 一 定数 を 乗 ず る か , あ 
る い は 抵抗 値 の 下限 を 示す 不等式 を 追加 し て K を 最 
小 に じす る 条件 の 下 で 解 を 求め れ ば よい . 
3. で 注意 し た よう に 多数 決 関数 げ と その 双対 関数 
* に つい て は , 太 の 値 は 共通 で ある か ら , プペ (1) と 
プ * さ (1) と の 包含 関係 を 調べ て 小さ い 方 の 関数 を と れ 
ば それ に つい て は wz。 之 0 と な る . し た が っ て , 考え 「 
る 範囲 を ww。 之 0 な よ ょ うな 関数 に 限定 すれ ば , 式 10) " 
の た は 式 ⑦ 応 よ っ て で 。, 
Ka Td 


と な る . 結局 , 多数 決 関数 の 判定 問題 は , 正 多 項 式 表 
示 を 持ち , 双対 関数 より も 出力 1 の 逆 僚 が 小さ いよ う 
な 論理 関数 の 範囲 で , つぎ の よう な 線形 計画 法 の 問題 
を 解け ば よい と こと に な る . 


問題 1. 制約 条件 
3 wiai;-T20, je Ni= {ilf (a) =1}» 1D 


- Swain + TRL, ke Ni= {Hf (at) =0} 2) 


w20, w.20, wr >0, T0 (13) 
の 下 で 目的 関数 7 を 最小 に じす る よう に Kw;, ww, , 
wan, T を 決定 せよ . 

さら に 線形 計画 法 の 双対 定理 に よっ て , この 問題 は " 


つき ぎの よう な 最大 値 問 題 に 等 価 に な る . 
間 題 2 制約 条件 
i ana20, i=1;2,…, ヵ 7 1 GQ 
"を + vl (15) 
20, jeN, vu20, keN, (a6) _ 


の 下 で 目的 関数 \ vx を 最大 じす る よう に K。 0g を 
決定 せよ ・ 

与え られ た 関数 が 多数 決 関数 か 否 か を 判定 する 問題 

は , 上 の よう な 線形 計画 法 の 問題 を (退化 の 場合 も 考 
慮 に 入れ た ) シン プレ クス 法 で 解け ば よい の で ある が 。 
と の 際 に , 問題 2 の 制約 条件 式 U4 ,(16) の 右辺 が 非 。 
負 な と と に K よ っ て , 与え られ た 関数 が 多数 決 関数 で な 


a EN a 

2 
ey 
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い 場 合 , 換言 すれ ば 問題 1. に 実行 解 が 存在 し な い 場 
合 に は 問題 . 2. の 実行 解 の 集合 は 有 界 で な く , し か る も 
て の こと と を 問題 2。 シ ンプ レク スタ ブロ か ら 判 定 す る 
と と が で きる の ⑭①、 逆 と 与え られ た 関数 が 多数 決 関 
数 で ぁみ れ ば , 問題 1, 2 は 必ず 最適 解き 持ち , し か も 
周 題 2。 の シン プレ クス タブ ロ か ら , 両方 の 最適 解 が 
一 度 に 算出 され , し た が っ て 与え られ た 関数 を 実現 す 
る 多数 決 素 子 の 構造 が 決定 され る . 

双対 の 問題 2 と どの よう な 物理 的 解釈 を つけ る か 
は 興味 ある と こと で あぁ る が , その 一 つ は つぎ の よう な る も 
の で ある . 与え られ た 関数 の 真理 値 表 の 中 で , 変数 の 
濾 合わ せ ( ヵ 次 元 立方 体 の 頂点 ) の 各々 に 正 数 vz な 
る 荷重 を 与え る の で ある が , 真理 値 表 全体 に つい て 各 
変数 , お よび 出力 が 1 で あぁ る 部 分 で の 荷重 の 和 と 0 で 
ある 部 分 で の 荷重 の 和 と の 間 に 大 小関 係 の 制約 を お き 
つつ , 出力 が 0 と な る 場合 の 荷重 の 和 を 最大 じす る に 
は oz を どう きめ た ら よ いか と いう こと こと で ある . 
不等式 系 (11), 12) の 不等式 の 個数 は 2* で あぁ っ 
て , ヵ が 少し 大 きく な る と , 不等式 の 個数 が 非常 に 多 
く な っ て , シン プレ クス 法 で は 解け な く な る よう に に 思 
われ る か も し れ な い が , 以下 述べ る よう な 操作 に よっ 
て 大 幅 に 不等式 の 数 を 減ら すこ と が で きる の で 問題 は 
な い . 

』 操作 1A. 不等式 系 11) の 係数 d&g;』 は 0 か 1 で あぁ 
る か ら , (11) か ら 任 意 の 1 式 を 選ん だ と き , その 式 の 
中 で aj=0 と な っ て いる 4 に K 相 当 す る を 加え て 
得 ら れる (11) の いか な る 式 も る, 最初 に 考え た 式 が 満 
た され る な ら ば 自ら 満た され る か ら 御 略し て よい 。 そ 
の よう に 逐次 不要 な 式 を 省 い て ゆけ ば , 最も る 項 数 の 少 
な い 式 が 残る 。 と これ を “上限 式 群 " と 名 付け よう . 他 
方 不等式 系 12) の 係数 zz は 0 か ー1 で あぁ る か ら , 
(12) か ら 和 任意 の 式 を 選ん だ と き , それ か ら 和 任意 の 項 を 
抹消 し た 他 の いか な る 式 も 同様 に し て 省略 し て よく さく, 
と の よう に し て 肥 次 不要 な 式 を 省 い て ゆけ ば , 最も る 項 
数 の 多い 式 の み が 残 る 。 とれ を “下限 式 群 ” と いう . 

? 次 元 単位 立方 体 の 頂点 a = (2; 0a23 "3 ans) gn 
(Zp, dk np CDT, ij Edi T=,2, Rh 
が 成立 する と き に a7 之 a* と 定義 する と こと に よっ て 得 


_ られ る 順序 関係 関し て , 立方 体 の 頂点 の 全体 は ブー 


ル 束 を な す が , 下限 式 群 の 各 式 は こと の ブー ル 東 の 単項 
ィ デ ャ ル の 生成 元 に 対応 し , 上 限 式 群 の 各 式 は 単項 双 


) 対 イ デ ャ ル の 生成 元 に 対応 し て いる と 考え られ る . な 
お と れ ら 2 組 の イデ ャ ル が ブー ル 束 を 完全 に 2 分 し , 
| と れ ら の いずれ に も 属さ な い 元 は 存在 し な い . 
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式 1) か ら 上 限 式 群 を 求め る 操作 は , 論理 関数 の 
多項式 表示 の 任意 の 項 を 因子 と し て 含む よ ょ うな 他 の 項 
は すべ て 省略 で きる と いう 吸収 則 の 適用 た に 他 な らら ない 
か ら , 吸収 則 を 適用 し て 最後 に 得 ぁ られ た 多項式 の 各 項 
は 上 限 式 群 の 各 式 に 1 対 1 に 対応 し て いる の で , 与え 
られ た 関数 か ら 上 限 式 群 を 書き 下す と こと が で きる を そ 
れ で は 与え られ た 関数 か ら 下 限 式 辞 を 求め る と と が で 
きる で あろ うか . それ は 単項 イデ ャ ル の 生成 元 を 求め 
る こと こと に 他 な ら な い が , 直接 的 と に は つぎ の よう に すれ 
よら 。 

操作 1B. まず 与え られ た 関数 の 双対 関数 を 作っ 
て か ら 吸 収 則 の 適用 で きる 項 は すべ て 除去 し て し ま 
う 。 つ き ぎ に そ の 各 項 に 対応 し て , その 項 に 含ま れ て い 
な い 変 数 の み の 積 を 作り , それ ら を 論理 和 で 加え た 関 
数 に 対応 し て 不等式 を 作れ ば 下限 式 群 と な っ て いる . 

た と を た ば, 関数 Zz。 填 えと 。 十 と 2Z』 土 2 と 光 。 が 与え ら 
れ た と き , 上 限 式 知 は この 各 項 に 対応 し て 


WwW, +w, ー 0 | 

wW;, +w。 0 | 
wW,+ wa SS) | 9 

wW; +w。 ーー ご 0 


が 得 ら れる . 図 1 は 変数 の ブー ル 束 を 示す が (変数 の 
添字 の み 示 し て あぁ ある), (17) の 各 式 は 丸 印 を 付 し た 
1234 売 記 相 当 8 

る SS 


LTT O な る 
の で 各 項 か ら 
上 の 操作 で 


図 1 変数 の プー ル 束 


Fig 1—Lattice for variables. 


つか の 単項 イデ ャ ル お よび , その 単項 双対 イデ ャ ル に 
わけ て いる . 下限 式 群 は とこ れ ら の 項 か ら 
ーーー の, 1 | 
ーw@,。†+ 1 (18) 
NR ) 


a 
a 


を 得る が , 以上 の 操作 に より 2*=16 個 の 不等式 の 代 


わり に 7) , (18) あわ せ て た だ 7 個 の 不等式 で すむ こと 
に - 


と れ ら の 不等式 の 個数 は 各 変 数 の 結合 記 を 問 接 的 記 っ 
比較 する つぎ の 操作 に より 一 般 に さら に 減ら し 得る . 


の 双対 関数 は こ 


TiTs FTC 


RE Ei a 
と nn の 3 の 
項 の 和 を 得る .。 と れ ら の 項 は 図 1 の 三角 印 で 囲っ た 元 。 
に 対応 する が , 前 の 丸 印 の 元 と あわ せ て と の 東 を いく 
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も ちろ ん いま まで 得 ら れ た 不等式 を 用 いて シン プレ ク 
| ス 法 を 適用 し て も , 以下 述べ る 操作 を 適用 し た 後 得る 
) 、 解 も 全く 同じ も の で ある . 
操作 2 A. 関数 の 多項式 表示 の 任意 の 2 項 A,B を 
' 選び , その 両者 に 含ま れる 変数 を 比較 し て , A 項 の み 
| 有 に 含ま れる 変数 の 値 を すべ て 1 と し , B 項 の み に 含 ま 
れる 変数 の 値 を すべ て 0 と し た と き の 関 数 を 4 と す 
】 る. これ は 残余 の 変数 の み で 表わさ れ た 関数 で ある . 
つき に 前 者 を 0 と し 後者 を 1 と し た と き の 関 数 を プ 

に 3 る が すさ を 比較 し じ で , も し じ ザ ヶ っ つっ プ 5 な らち 
ば A 項 に 相当 する 不等式 を 上 限 式 辞 か ら 抹 消す る ・ 

る も し 了 ナ aC プ sg な ら ば B 項 を 抹消 し , どちら も 成立 し 
。 な けれ ば その まま と する . つぎ に 残っ た 項 に つい て 上 
の 操作 を くり か え し , 最後 と どの よう に 2 項 を 選ん で 
も 抹消 で き な い と き , それ ら の 項 に 対応 し て 不等式 を 
。 作れ ば よい . 多く の 場合 この 操作 に よっ て 上 限 式 妖 
」 の うち か らい くつ か の 不等式 が 不 必要 と な る . 
こと の 操作 で 不等式 が 抹消 で きる の は つぎ の 理由 に よ 
| る 2. つ 誠 が 成立 する と と は , A 項 の み に 含 まれ 
】 る 変数 の 結合 度 の 和 を ダダ Sw と し B 項 の み に 含 まれ 
る 変数 の 結合 度 の 和 を ぶ @w と する と き 残 余 の 変数 
の 組合 わせ a の うち で 
| SESw+saw- TO0 
Ow Kaw+T>0 
を 満た す も の が 存在 する と と を 意味 する か らぶ Sw> 
る @w. し た が っ て A 項 に 相当 する 不等式 の 左辺 は B 
_ 項 に 相当 する 不等式 の 左辺 より も 大 きい と いう と と に 
」 な る . と と ろ で 問題 1. は 目的 関数 7 を 最小 に する 
問題 で あっ て , 制約 条件 (11) は 7 の と り 得 る 範囲 
」 を 上 か ら お さえ , 式 (12) は 下 か ら 制 約 し て いる も の 
_ で あり , 問題 1. の 最適 解 は 不等式 系 (11), (12) か ら 
適当 に と 選ん だ 式 の 不 等 与 を 等 号 に お きか ん えて 得 ら れる 
「 連立 一 次 方 程 式 の 解 " で ある か ら , B 項 に 相当 する 不 
7” 衝 技 寺島 橋 半 幸 和 款 拓 


¢ A 2 と Zaz。 を 比較 する 前 者 の み に 含ま 
et 


2 た き の 関 数 は Zs 故 , イド zi つ Zz。 vs 
6 か ら Zz。 に 相当 する 不等式 を 省 い で て よい . つき ぎ に 
r 3 と Les を 較べ る と =1, z。=0 と お いた と き 
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の 関数 は z。 填 z。。 る =0, z。=1 と お いた と き の 関 数 


は 2 故 , + る つ z。 と な る か ら z。 に 相当 する 不 


等 式 は 省 い て よい . 残る 2 項 zz:z。 と ziz。 は と この よう 
な 操作 を 行なう と と が で き な い か ら , と れ ら 2 つの 項 
に 相当 する 不等式 の み が 残 る . 一 般 に と に の よう に し て 
残さ れ た 不等式 の うち どれ が 等 式 と な る べき か は , 真 
の ヵ 変 数 関数 に 対し て 丁 訂 x+1 個 残っ た 場合 は すべ 
て 等 式 と お いて よい が , その 他 の 場合 に は 線形 計画 決 
に よら な けれ ば ば わからない . 

操作 2B. 今度 は 操作 1B. で 求め た 関数 に つい て 
操作 2 A. と 同様 の とこ と を 行なえ ば よい が , た だ し 
a つ プ gp! の と き , A 項 で な く B 項 に 相当 する 和 直 等 
式 を 下限 式 群 か ら 省 け ば よい . 

上 例 に つい て いえ ば , も と の 関数 か ら 操 作 1B: で 
求め られ る 関数 +z:z,+zsz。 に つい て 上 の 操作 
2B. を 行なえ ば よい . と の 場合 2 つの 項 zzz。 と zz。 
と を 比較 する と z ヶ z:=1, zs=0 と し た と き の 関 数 は z; 
+。。 ュー0, z。=1" と し た と さき の 関数 は z 寺 々 。 で 全 
く 同 じ で あぁ る. 他 に どの よう に た に 選ん で も 同じ で ある か 
ら 省 くべ き 不 等 式 は ひと つも る も ない. 

操作 3. 以上 の 操作 は 問題 1. に つい て 述べ た も の 
で ある が , と の 操作 の 後 で 問題 2. に 移せ ば 式 4), 
(15) の 不等式 の 個数 は ヵ x+1 個 で も と と 同じ だ が , 変 
数 v』 の 個数 が 一 般 に 2* か ら 大 幅 に 減少 する と と に 
な る < 

数 値 例 . 関数 Zz。+ る zz。 二 Zz。 に 対し て , 
問題 1・ を 考え れ ば , その 制約 式 は 上 述 の 操作 に よっ 
て 16 個 あ る べき と とろ , 5 個 の 不等式 


w, +w, ーT こ 0 
WW = i | 
ーー の 。 二 >1 (19) 
ーw。 ーw。+T>1 | 
Ww, + アン 1 
に な っ て し まう 。 こ とこ と れ は 操作 3、 に よっ て , 
U。 ーv。0 
0 ーY。 <0 
UV; = 20 (20) 
UU —U, 0 
ー ひ ュー ひ 0j 二 ひ 。 二 U4+ て vl 
お よび が * や) 之 0,/ ブ ブー=1;2,;…5 (2191 
の 下 で 目的 関数 | 
ひひ, 二 ひ 。 (22) 


を 最大 と する に は , Ui, Vg, 


…,0。 を どう 選ん だ ら よ い _ 
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か と いう 問題 2. の 形 に 書き 直さ れる .。 さ ら に つき の 
よう に , シン プレ クス ・ タ ブロ を 人 退 化 の 場合 を 考慮 し 
つつ 計算 し て ゆけ ば , 関数 を 実現 する 多数 決 素 子 の 構 
造 が 得 ら れる . た だ し , 下記 の 表 1 で zx; は 目的 関数 
(22) の 係数 で あり , 6;』 を 表 の 中 で 7 行 』 列 の 要素 
ど 守 2 る と j= Uibi; で ある 。 ん 4,…,2。 は スラ ッ ク 変 
数 を 意味 する . 
家 上 1 シン プレ タク スタ プ ド 


= CIR NA NS P89 P40 
Er ON BD 0 0 LAY ho 


||| 変数 店 辺 4 


行 の うち 負 で 絶対 値 最大 の zs 一 xg を みつ け , その 列 
(39) 


T Wi Wz Ws Wa T 


上 記 の シン プレ クス ・ タ ブロ に よっ て 結局 最適 解 と 


て, w=3, w=wWs=2, Ws=L, プー=4 を 得る ・ 


操作 4. タブ ロ の 進め 方 は まず ー 々 j』 と 記し た 
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の 中 で 正 の 値 を も つ 要 素 0。g を みつ ける . 王 般 に Zag 
は いく つか 存在 する が , 各 6。gg に つい て それ が 属す る 
行 の 左端 に 書い て ある 右辺 と 書い た 列 の 要素 cg, お よ 
び ス ラッ ク 変 数 に 関す る 部 分 の 要素 4』( 上 例 で は j 
=1 パ 5) っ つい で, 
ah 
bak i 
を 作り , それ が 最も る 小 さい 値 を も つよ うな 6。*g を た 

ゞ マー つつ 選ぶ (た だ し 。 は 非常 た 小さ な 正和 る < 
で , そ の 行 の すべ て の 要素 を 6。*g で 割っ た も の 60*j; 
ーー の 。*』/6g*g で お きか ええ る. た だ し 変数 と 記 じ た 列 の 
記号 は 第 を 列 の 変数 で お きか え , 々 ; と 記し た 列 の 要素 
は x 々 zg の 値 で お さき さか える . つき ぎ に 第 を 列 の 残り の 要素 
は すべ て 0 と お き , その 他 の 残り の 』 は すべ て 

bj DO akgbi 
で お きか を だ て か ら , 和み を 計算 天 れ ば Es 

以上 の 操作 は 普通 の シン プレ クス 法 で 使わ れ て いる 
タブ ロ の 作り 方 に 他 な ら な い へ ⑭①, そし て 最後 の 々 ブロ 
で は つぎ の 3 つの 場合 を 生ずる . 

(i) 変数 vj に 関す る 列 の うち て 上 例 で は 第 6 列 
か ら 第 10 列 ま で ), 上 述 の 操作 に し た が っ て , 1 が 1 
個 の み で 他 の 要素 は すべ て 0 と いう お きか を を 行なっ 
た 列 (基底 に 採用 し た 列 ) 以外 の すべ て の 列 で *;ー 


uj>0 な ら ば , 問題 1. の 最適 解 は た ベー つ で , し か 


も スラ ッ ク 変 数 に 関す る 列 <j』ー 々 j』 と し て 得 ら れる . 
G⑤①) も し (基底 に 採用 し た 列 以 外 の 列 で ) <&jー; 
=0 と な る も の が あれ ば , 最適 解 が 最後 の 々 ブロ に 現 
われ た る も の 以外 に る も 存在 する -. 


Gj) 上 述 の 操作 で 正 の 値 を 持つ 要素 gx が みつ か 
ら な い 場 合 , すなわち 0 か 負 か で し か な い 場 合 は , 問 


題 2. の 解 は 目的 関数 を いく ら で も 大 きく で きる の で 
“無限 大 ” で ある : と これ は も と の 問題 1 に 関し て で てい 
えば , 制約 条件 の 不等式 を 満た す 解 が 存在 し な いこ と と 


に な る . し た が っ て 与え られ た 関数 が 1 個 の 多数 決 素 。 


子 で 実現 で き ない 場合 に は 最後 の 々 ブロ が 必ず と の 形 
に な る . 

最後 の 々 ブロ で , 基底 に 採用 され た 変数 に スラ ッ ク 
変数 が 残れ ば , 対応 する 結合 度 は 0 と な る . 換言 すれ 


ば , 与え られ た 論理 関数 が 見 か け 上 の 論理 変数 の 個数 


より も 本 当 に 少な い 論 理 変数 で 表わし 得 る 場合 で あ 
る . また 結合 度 お よび 関 値 が 0 で な けれ ば , それ に 対 
応 す る 問題 2。 の 不等式 は 等 号 で 成立 し て いる . な お 
問題 2、 で 基底 に 採用 され た 0 で な い 変 数 に 対応 する 
問題 1・ の 不等式 % 等 号 で 成立 し て いる . 
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i 
5. 6 変数 以下 の 多数 決 関数 
表 2 
人 刻 V| て | 拉 全身 | 
« も 夫人 us 1+2 
i 2 |2|2| nlslie 
* ls tl 11|5|1¢2+3 
ペ 3 |s|2| m1|3 |12+13+23 
w 3.|3|31 111|5 |123 
" e212| 5 T1128 
es is.S 112| 5 | 12+13 
と 
Cn 4 ad 41 | 7 4 1442+45+4 
4 |4121 1111| 5 |12+13+23++14+34+24 
ji 4 [4|31 1111| 5 |123+124+134+234 
< Ea {1294 
” 和 4 |s5|2| 112| 7.|1+23+24+34 
4 |5131 112| 5 |12+13+14+234 
4 to 7 | 123-+224-£184 
4 6 211122| 9.| 1+2+34 
ネ ff 4 |s6|3| 1122|7 |12+13+23+14+24 
か 4'|6 31| st 7 1+234 
4 L614 C11 7 42+19#14 
2 C12 7 2 44 F234 
” 4 |e|s| 122| 91123-+124 
« 4 47.| 3 ,1123|.9.| 1+23.+24 
5 1i23| 9 |12+134 
ER 9 | 12+13+23-+14 
sk bt LS 9 | 12+13+234 
sl shir i111 9| 1+2+5+4+5 
D5 | 5|2|nuil 5 2 上 3+29+44+94+34 よ P+ 拓 + ナ 0 
i 5 513|1111| 5|123+124+134+234+125+135+235 
oid 5 +145+245+345 
| 5 | 5| 4|11111| 5|1234+1235+1245+1345+2345 
5 |5|.5|11111| 9]12345 
5 | 6| 2|11112| 91|1+23+24+34+25+35+45 
5 | 6| 3111112| 7|12+13+14+15+234+235+245+345 
5 | 6| 4|11112| 7|123+124+134+125+135 +145 +2345 
5 | 6| 5|11112| 91|1234+1235+1245+1345 
5 | 7| 2|11122|11 | 1+2+34+35+45 
5 |7|3|1t13| 9|1+234+225+245+345 
5 |7| 3|11122| 9|12+13+23+14+24+15+25+345 
jhs | 71| 4|1113| 7|12+13+14+15+2345 
5 | 7| 4|11122| 7|12+134+234+135+235+145+245 
5 |7| 51|1113| 9|123+124+134+125+135 +145 
5 1|7| 5|11122| 9|123+124+125+1345+2345 
| 5 | 7| 6|1122| 11 | 1234+1235+1245 
| 5 | 8| 2|11222|13|1+2+3+45 
5 | 8| 3|11123|11| 1+23+24+25+345 
5 | 8| 3|11222|11|12+13+23+14+24+34+15+25+35 
5 | 8| 4|11114| 9|1+2345 
"5 |8| 4|1123| 9|12+13+14+15+234+235 +245 
5§|8| 4|11222| 9|12+13+23+145+245+345 
5 |8| 5|1114| 9|12+13+14+15 
TT 5 | 8| 5|11123| 9|12+134+135+145+2345 
a 1 8| 5|11222| 9|123+124+134+234+125 +135 +235. 
| os | 8| 6| i1123|11| 123+124+125 +1345 
5 | 8| 6|11222| 11|123+1245+1345+2345 
5 |8| 7|1222|13|1234+1235 
et 311133!13 | 1+2+345 
タ . 
a 
Ge J 
i 


5 | 91 3]11122313 
5 9| 4 ed 11 
5 9| 4|11133| 11 
5 9| 4|11223| 11 
5 9| 5|11223| 9 
5 9| 61|11124| 11 
5 | 9| 6|11u33| 11 
5 9| 61|11223| 11 
5 | 9| 7|1u133|13 
5 91 7|11223| 13 
5 i に き 20 15 
5 10 4 | 11134 

5 「 4 | 11224 

5 |10| 4|12223 

5 [liol 5|11224| 11 
5 |10| 5|11233| 11 
5 |1o| 5|12223| 11 
5 10 6 11 
5 |ilol 6|11233| 11 
5 |10| 6 11 
5 0. 13 
5 |ilol 7 13 
Ss tr 13 
5 |10| 8 15 
pr Pi 15 
5 し ね ね 広吉 13 
5 1i1l 5 13 
5 L141.5 13 
1 13 
(は す 欄 / 13 
計 13 
U4 る 15 
5 12| 4 17 
5 |12]| 5 15 
5 |12| 5 15 
5 |12| 6 13 
5 {12l $6 13 
5 |i12| 6 13 
5 |i12| 6 13 
いて 電 / 13 
5 11/7 13 
5 |12| ? 13 
5 112| 7 13 
5 |12| 8 15 
Sf ha 15 
5 |12| 9 17 
5L L381 る 17 
1 13 
5 |a3| 6 15 
5 |13} 8 15 
5 |184 8 15 
5 |13}9 17 
5 144 $6 17 
SU GT 15 
5 |14| 7 15 
5 ]141 8 15 
hs 15 
5,|14| 9 17 
5 |15| 9 17 
5 eT 19 
5 Ih6.|,8 17 
5 |16| 9 17 


C40) 


1+23+24+34+25+35 
1+234+235 十 245 
12+13+23 十 14 寺 24 二 15+25_ 
12++13+23 14 +15+245 十 345 
12+13 +234 +235 145 

12 +134+135+145 

12+1345 +2345 

123 +124 +134 +125 +135+2345 
123 +124 +125 

123 +1245 +1345 

1+2+34+35 


13 | 1+23 +24+25 
13 1+23+245 +345 
13 | 12+13 十 23+14 十 24+34+15 


12+13 +14+15 十 234+235 

12+13 +23+145+245 

12+13 +14+234+235+245+345 
12+13 +145+2345 

12+134+234 +135+235 

123 +124 +134 234 寺 125+135 十 145 
12+1345 

123 +124 +134+125+135 

123 +124 +134 +2345 

123 +1245 

12+23 +14 圭 24 十 34+15+25+13 
1+234+235 
12+13+23+14 寺 15+245 
12+13+23 +14 +24 +345 
12+13+145 

12+134 寺 135+2345 

123 +124 +134 +234+125 - 
123 +124 +1345+2345 
1+23+24+34+25 

1+23+245 
12+13+23+14 二 24 +15+345 
12+13+23+145 

12+13+14 +15+234 

12 +13 +14 +234 +235 +245 

12 +134+234 二 135+235 +145+245+345 
12+13+234+235 
12+13+14+2345 

12 寺 134+234+135 +145 


123 +124 +134+234 +125 +135+235 
+145+245 


12+134+135 

123 +124 +134 +125 +2345 - 

123 +124 +1345 

1+23 +24 +345 

12+13+14 +23 +245 +345 

12+13 +14+15+23 

123 +124 +125 +135 +134 +234 

12+13+2345 

123 +124 +125 +134 

12+13 +14+15+23 +24 

12+13 +14 二 234+235 

12+13 +145 +234+235 +245+345 

12+13 +145+234 

123 +124 +125 +134 二 135 +145 +234 
+235 


12+134 +2345 
12+134+135 +234 
12+13 +14+23 +245 
12+13 寺 145 +234 填 245+235 
12+134 +145 +153 +234 寺 235 


A adr » | 電 寺 4 
a a a 
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1 4 3 1 
2 16 6 2 
3 256 20 5 
4 6 536 168 17 
5 4 294 967 296 7 581 92 
6 18 446 744 7 828 354 


073 709 551 616 


- 評価 式 に よる NN() の 
数 ! 

数 。 筐 員 設 近 短く 也 

1 3 4 4 6 
2 6 14 14 1.5x102 
9 20 104 104 5:1X108 
96 150 1 882 1 882 50 
2 690 3 287 94 572 37 612 1.5x1010 
226 360 244 158 15 028 134 ~~ 1.1X108 


今 ま で 述べ て 来 た 多 数 決 関数 の 種々 の 性 質 を 具体 的 
に 検討 する た め に , 入力 変数 の 個数 が 6 以下 の 場合 に 
つい て , すべ て の 多数 決 関 数 お よび それ ら を 実現 する 
多数 決 素子 の 構造 を パラ メト ロン 計算 機 MUSASINO 
1 を 用 いて 求め て みた . 

5 変数 以下 の 多数 決 関数 の 置換 , 耕 定 の 両 操 作 に よ 
っ て 類別 し , 各 類 の 代表 と し て , ww 逐 2 之 ⑦: 之 w. 芝 
@s 之 0 の 関係 を 満た す 関数 を 選び 表 2 に 示し た . 6 変 
数 の 関数 は 非常 に た 多く, プロ グラ ム に 特別 な 技巧 を 要 
し た の で 別に 述べ る ⑦. 

表 2 で は 関数 を 表示 する の に 変数 は 省略 し て その 添 
字 の み で 示し て いる 。 た と えば 関数 +z。 は 1+2 と 
表わさ れ て いる . 対応 する 多数 決 素 子 の 結合 度 は ws, 
の 4 の 2, の の 順に その 値 を 列記 し た . た と えば 
228337 は wid Wij=3, wi=27 WwW:=2 w=2 を 示 
CS 

表 中 , 了 は 賠 値 , V は 変数 の 結合 度 の 総和 , だ は 
常 数 入力 る 含め た 入力 総 結合 度 を 示す . すなわち 

V- 2 ws nx5 
2 ーー1 常 数 入力 が 0 の と き 
生生 RA の な 

表 2 に 示し た 多数 決 素子 の 構造 は 与え られ た 関数 を 
表現 する た め に 必要 な 最小 の ,V の 値 を 与え て いる 
と と が 確か め あら れ て いる . すなわち 問題 1. の 不等式 
を 満た す ww; の 組合 わせ で お よび V を 最小 と す 
る も の で あぁ ある. な お 5 変数 まで の 関数 は シン プレ クス 


潜 と , 各 変 数 に 整数 値 を 与え て か ら 関 数 の 形 を 決定 す 


る 方 法 と の 両方 で 合 致 する と と を 確か め て ある . と れ 
ら の 最良 の 構造 が 結合 度 , 関 値 等 すべ て 整数 値 で 実現 
で きる と と , お よび 民 ,V いずれ か 一 方 を 最小 に する 


組合 わせ は 他方 も 同時 に 最小 と し て いる と と は こと の 表 
か ら 確 か め ら れ た 多数 決 関数 の 興味 ある 性 質 で ある ・. 


4 ~~ . CA 


変数 の 否定 に 
よっ て 生ずる 
関数 も 数 える 


表 3 に は 変数 の 個数 が 小さ い 場 合 , 1 個 の 多数 決 素 
子 で あら わし うる 関数 の 個数 を いろ いろ な 立場 か ら 数 
えて 示し て ある . 

(i) ヵ ? 個 以下 の 変数 に 対す る 一 般 の 論理 関数 の 偏 
数 2* を 比較 の た め 示 し て ある . , 

G 届 ) 変数 の 否定 を 含ま ヵ 個 以下 の 変数 と 対す る 
関数 の 個数 , これ は Birkhoff の 本 ⑪⑦① か ら の デー タ 々 で 
ある . 多数 決 関数 は この 関数 と さら に 制約 を 付 し た も 
の で ある か ら 個 数 は と これ より 少な い . 

(G3) 変数 の 否定 を 含ま 丁度 ヵ 々 個 の 変数 に 対す る 
多数 決 関数 の 個数 . と これ は 6 通り に わけ て , まず 変数 
の 置換 , 癌 定 で 全く 同じ と な る 関数 の 類 の 代表 の 個数 
を 示し , つぎ に 変数 の 置換 の み を 考慮 し た と きど れ 位 
個数 が 増え る か を 示し た . 後者 は 部 分 的 に 対称 な 関数 
が ある か ら , 個々 の 関数 の 形 を 知ら ちな いと 計算 で き な 
い 。 た と えば ヵ r=2 で は zy, zy の 2 個 で ある 


Gv) 変数 の 否定 無し で 表わし 得る ヵ 々 個 以 下 の 変 数 


に 対す る 多数 決 関 数 の 個数 .。 た と えば ヵ z=2 で は , 0, 
1, ヶ ,y, る ナツ ,Zy の 6 個 で ある . 

(v) 変数 の 否定 , 置換 を と る と と も 含め て , ヵ 個 
以下 の 変数 に 対す る 異な っ た 多数 決 関数 の 個数 Nz) . 

(vi) 論文 (3 4. で 求め た 多数 決 関数 の 総数 の 上 
限 , 下限 を 示し た . 下限 は 論文 (3) の 補題 ユ ~6 な 
よび 定理 8,9 と 同じ よう な 方法 で 作ら れる 関数 の 偶 
数 を 示し て いる . と これ ら の 上 限 , 下限 は 々 が 大 と な っ 
た 場合 を 主として 取扱 っ て いる た め , と こと で 取扱 っ て 
いる よう な 範囲 で は 近似 は か な り 悪 い . 


な お 多数 決 関数 の 総数 と 一 般 の 論理 関数 の 総 直 の 比 


は ヵ 々 が 大 に な る に し た が い 零 に 近づく . 
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(1) 室 賀 三郎 : “多数 決 原 理 に 基づく 理論 素子 と その 還 
の 複雑 性 ”, 情 学 誌 ; 42, 3 Pp 993,(1959-11). 
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戸田 皮 , 近藤 衛 , 室 賀 三郎 : “6 変数 の 多数 決 函 数 ”, 
通 研 実 報 に 投稿 中 . 
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電話 回 線 に よる 2 進 デ ー タ 伝送 
正 員 南 徴 
(電気 通信 研究 所 ) 


要約 電話 回 線 を 通し て 2 進 符 号 の 系 列 に 符号 化 さ れ た デー タ を 送る 場合 , 信号 周波 数 と サブ 搬送 波 周 波数 が 接近 し て 


くる と , 従来 無視 し て も 差し つか えな か っ た 問題 , た と えば 信号 波 と サブ 搬送 波 の 相対 的 位相 差 に より 復調 波形 に ひずみ 
を 生ずる と いっ た よう な 問題 が お と っ て くる . 本 文 で は た と え ぇ 信号 周波 要 と サブ 搬送 波 周 波数 な 接近 し て お だ っ て る も, 適当 
な 処置 やす る と こと に より その 影響 を 取り 除く とこ と が 可能 で ある と と を 理論 的 に 証明 し , つぎ に その よう な 処置 を し た 場合 
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0 林 莉 言 


現代 産業 の 飛躍 的 な 発展 に 伴い , 各 企 業 の 事務 量 は 
非常 に 増大 し て き て いる . と の 増大 し た 事務 量 を 迅速 
区 枚 理 する た め , いわ ゆる 事務 の 機械 化 が 発達 し , デ 
ーー タ 伝 達 に 対す る 要 が 急速 に 高まっ て きた . 従来 デ 
|] ィ ジ タル デー タ の 伝送 と 言え ば , 高々 50 ボー まで の 
低速 電信 伝送 方 式 が 実用 に 供 さ れ て いる の み で あっ た 
ーー が, と の 増大 し た デー タ を さば く た め に , 電話 1 回線 
。 を 用 いた 高速 度 伝送 ある い は 電話 12 回 線 分 の 帯域 
4 用 軒 な 直 が 肖 度 信夫 2 光 還 C4 お いて 行なわ れ 
‘2 
i 党 村 生 の の 痢 全 に は , 


aE 


て で 代役 <、 比較 的 問題 が 少な い が , 
同 線 1ch 分 を 細分 せ ず に その まま デー タ 伝 送 に 用 い 
る 場合 に は , サブ 投 送 波 周波 数 と 信号 周波 数 が 接近 し 


a 


Cs 鐘 層 無 捉 し て も 差し つか えな か っ た 問 


る 必要 が ある . また 両 周波 数 が 接近 し て いる た め 1 ピ 
tS a 
_* Binary Data Transmission on Telephone Circuits. 


By TosHl! MINAMI, Member (Electrical Communi- 
A ein Laboratory, Tokyo). [論文 番号 3272] 


現用 の 電話 回 線 を 用 いて どの 程度 の 速度 まで の 通信 が 可能 で ある か に つい て 検討 し た 結果 を 報告 する . 


端 な 場合 に は 1 周期 以下 に な る と と も ある ), 両 者 の 相 
対 的 位相 差 が 大 き な 影 響 を 与え る よう に な る . 本文 で 
は ディ ジタル デー タ を 振幅 変調 両側 帯 波 方 式 を 用 いて 
伝送 する 場合 に じ 生 ずる 上 記 の よう な 問題 を 検討 し , 現 
用 電話 回 線 を 通し て デー タ を 伝送 する 場合 , どの 程度 
まで 通信 速度 を 高め る こと が 可能 で ある か に つい て 検 
討 し た 結果 を 報告 する . 


2. 振幅 変調 デー タ 伝 送 方 式 に お ける 
折返 し 成分 の 影響 


信 号 を 人 (①⑦ と し ,。 その 周波 数 スペ クト ル を Fo), 
サブ 搬送 波 の 角 周 波数 を w。, 伝送 路 の 周波 数 特性 を 
T(@)・e ぬ GQ) と すれ ば , 図 1 に 示す よう に K 被 変調 波 の 
下 側 帯 波 
の 一 部 は 0 
c/s の と て こ て 
ろ で 折返 さ 
れ て 伝送 帯 


” y, 伝送 波 
図 1 妨害 成分 説明 較 形 に 妨害 を 


Fig. 1—Aliased component. 与え る 、 こ と 


れ を 除く た め に は 信号 を 変調 器 に か ける 前 に 低 域 ろ 波 


器 に 通せ ば よい の で ある が , 実は と の 低 域 ろ 波 器 を 用 
(C42) ] 


域内 に 入 「 


NE 


i td sig 
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いる こと と に より , 信号 波 と 搬送 波 の 位相 差 に も と づく 
影響 も 同時 に 取り 除く と と が 可能 と な る . 以下 と の 点 
と つい て 説明 する . 

まず Go) は 


Fo) = | fe-rt gt (1) 
つき ぎ に 搬 送 波 を 了 (⑦ で 変調 し た 場合 の 波形 を g⑰④ , 
その 周波 数 スペ クト ル を Glo)) と すれ ば 
gt) = Ff Wcos(@ot +E) 
Glo) = ド fcoslo,t +E)e- lidt 


(2) 


1 
= te F low) +e Fo+o,)} ( 39 
た だ し < は 搬送 波 の 位相 
と と で 伝送 路 が , @。 一 @<@ ご < の @。+@」 以外 の 領域 で 
は 無限 大 の 減衰 や も つる の と すれ ば gq か ⑦ が こと の 伝送 
路 を 通過 し た 後 の 波形 R⑦ は 


RE | 6 Tlo) etatr+ Dg o 


き テ te| Fa) et 
£27 -@1 
Ss Tlo 直 @,) ettat+an = Hao}g wo 
¥Re| FI0, +a)etet 
° To 9 @,) eCat+aon 1 Cao)~2a} 7 @] 
“Cos{@,t+0(@,) +¢} 


= Pm さ Flo)etet 
27 ~@, 


“To+@,) tetad- KT wo 
tm Fo, +o)et 
Tilo+o,) eat+ao-Kao-2T wo] 
“esin{@,t +0(o,) +0} (4)* 
と な る . 上 式 の 第 1 項 は 同相 成分 を , 第 2 項 は 直交 成 


分 を 表わし て いる . 各 成 分 の 包絡 線 を 示す [……] 内 
の 各 積 分 表示 の うち で , 搬送 波 の 位相 〆« の 寄与 は それ 


「 ぞ れ [……] 内 の 第 2 項 と の み 含 まれ て お り , し か る も 


了 ア お ぉ よび 志 の 積分 に 寄与 する 領域 を 考え て 見 れ ば , 
と れ ら の 積分 は それ ぞ れ 折返 し 成分 を 示し て いる を と 
が 判る で あぁ ろう. 区 た が っ て こと の 式 よ りつ ぎの 定理 が 


) 得 ら れる . 


定理 1 搬送 波 と 信号 波 の 相対 的 位相 差 に る と づ 
く 愛 信 波 形 の ひずみ は , 信 母 を 変調 器 と に か ける 前 に 
低 域 る ろ 波 器 に 通す と と に より , と これ を 取り 除く と と 


が 可能 で ある . 

こと の 低 域 ろ 波 器 は 0~o; を 通過 各 域 。 2 @。@, 以上 
を 阻止 域 と する よう な も る の で あれ ば よく さく , 通過 帯域 内 
で 振幅 特性 が 平坦 で , 位相 特性 が 周波 数 に 比例 し て い 
れ ば , 伝送 波形 に 全然 影響 を 与え な いと と は 式 ④ 中 


[……] 内 の 第 1 項 を 見 れ ば ぼ ば 一目瞭然 で ある . た と え 
ば 300~3 400 c/s の 電話 回 線 を 用 いた 場合 , 帯域 の 中 


央 1850 c/s に サブ 搬送 波 を お け ば , 0~1550 c/s を 通 
過 和 帯域 , 2150 c/s 以上 を 阻止 域 と する よう な ろ 波 器 を 
設計 すれ ば よい こと と に な る .。 と れ は 一 見 当然 の よう に 
思わ れる と と で あり , “サブ 搬送 波 の 周波 数 は , と の 
バン ド の 信号 の 最高 周波 数 より も 高 く な けれ ば な うら 
な い ” と いう 記述 を の せ た 論 文 も ある が ②, その 理由 
を 詳し く 検 討 し た 例 は な いよ う で ある . と の 点 に つい 
て の 認識 が 小 い た め に , 搬送 波 と 信 忌 波 と の 間 の 位相 
差 を 一 定 に 保つ べく 種々 苦労 し て いる よう な 例 が し ば 
し ば 見 受け られ る や 。 そ の よう な と と は 一 切 不 必要 な 
と と が 上 の 証 朋 で 明らか に され た 訳 で ある . 


3. 伝送 路 特性 と 通信 速度 限界 と の 関係 


3.1 伝送 路 特性 と イン ディ シャ ルレ スポ ンス 
伝送 路 特性 の %&w。 に つい て の 対称 性 , 奇 対称 性 の 影 
響 を 見 る た め に 式 (④ を 書き 換え て 見 る . まず 


Fo) = FCo)| er (5) 
と すれ ば Flo) |=|FC(—o)| \ (6) 
Plo)=—p(— ひ ) ll 
で あり 。 また Tl@+ の = @) 
BT 0 


0(@,+o)—0(o,) = 0, (©) 

(0,—0) —0(o,) =0;(o) 
と お き , イェ ・04・*6z を 偶 対 称 成分 並び に 胡 対 称 成 
分 に 分 解す れ ば 


RE \ (8) 
=0,+0,, eeN 
A NC 偶 対 称 成 分 1 
To Ogieiiass 奇 対称 成分 。 ゴ 


と れ を 用 いれ ば RR(⑦ は つぎ の よう に な る . 
oS 際 放 8 at 
RE 記 の | Fe 
Tot+o;) era - KMId o 
+ Re FQo,+o) emt 
2 TJ -o1 


‘To-+o,) eKeten-M0-dg o 


“Cot +0(@,) +E} 


CD) 


i 
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} ー m=| . F(Z2o,+0)etet で” pe pd gt 4 
に ‘To-+o,) eilearen-KaD-20 dg o 人 
kr | a 
+ FT ¥ uae 
Pa ‘cos{w@ t+0,(@) +¢(0)}sin 0,(@)d © 2 is 
; 1 s 
¢ + FT ¥ LR 
- “sin{wt+0,(@) +g(@) }cos 0,(o) Ao] 巡 ” A 
E ‘sin{o;t+0(@;) +e} (9)* 豆 
_ 式 ⑨ より 一 応 , 振幅 特性 , 位相 特性 の 偶 対 称 成分 
) 並び 奇 対称 成分 の 寄与 , 折返 し 成分 の 寄与 等 が わか る 2000 to ト 
' 訳 で ある が , 伝送 路 特性 を 与え られ た と き の 伝送 速度 
限界 を 調べ る た め に 信号 入力 と し て 単位 関数 を 用 い , 
折返 し 成分 を 取り 除く よう に 理想 的 低 域 ろ 波 器 を 通し = 
i RR,( カ ⑦ を 求め て 見 る . 
Rt) = > 2 電話 回 線 の 群 伝 ば ん 時 間 特 性 
Ny 2 Fig. 2—Propagation times in relation to 
悦 - ee て | “Tlo)sin{@ t+0,(o)}cos 0,(@) frequency of telephone circuits. 
1 A rte. a dF at i A 
計 で れ て いる の 。 ま た ディ ジタル 計算 機 で 数 値 計算 を する 


" 


Fit wdcoskt ttstad beiptste) ; o| 場合 に も 簡単 な 変形 を する だ け で 4 つの 積分 を 同じ プ 
ログ ラム で 行なう と こと が で きる . 
3.2 現用 電話 回 線 を 用 いた と き の 伝 送 速度 限界 
3.1 で 得 ら れ た 結果 を 利用 し て , 現用 電話 回 線 を 用 


人 “Cost@,t +0(o,) +E} 
誤 “Tlo)costwot +0,(o)}cos 0,(@) 
r 7 


0 の 


HT,(@)sin{wo t+0,(@)}sin 0,(@) いて 符号 伝送 し た 場合 の 伝送 速度 限界 を 求め よう . ま _ 
EY CE ず 伝 送 路 の 運 延 特 人 性 で ある が , 現在 ま で の と と ろ FF-6 
esin{@,t +0(@,) +d} (10)* お よび S-18 方 式 の 特性 が 得 ら れ て お り と れ を 図 2 に 
特性 の 麻 対 称 成分 ・ 位 相 特性 の 偶 対 称 成分 が な い 。 示す.・ch 1 を 除き ほぼ 似 た よう な 特性 を も っ て いる ・. 
と き に は Ru(⑦ は つぎ の よう に な り と これ を 人 次 まで の 多項式 で 近似 し 計算 を 行なっ た . な 
。 "R= お 特性 は 1500 c/s を 中 心 と し 運 延 特性 で 偶 対 称 に な る 


Tlo,) 和え “T,(@)sin{w t+0,(o)} も の と し た . また 振幅 特性 も 1500 c/s に 対 し て 偶 対 称 
8 yk ーー 0 で ある と し て 八 次 まで の 多項式 で 近似 し , な お 100~ 


ひ の 

N " る - t+0(o,) +8} (1) 

MR RF, いわ ゆる 等価 低 域 ろ 波 器 特性 

庶 eo)elte) EG れる . 

以上 の と と か ら つ ぎの 定理 が 得 ら れる ・ 

2 搬送 周波 数 に 対し 伝送 路 の 振幅 特性 が 人 
対称 , 位相 特性 が 奇 対称 で あり , か つ 被 変調 波 の 下 

' 返し 成分 が な けれ ば 直交 成分 は 生じ な い . 05 

振幅 特性 の 麻 対 称 成分 ・ 位相 特性 の 偶 対 称 成分 が 存 

する と き 各 成分 の 寄与 は 式 (10) た に より 示さ れる ろ る. 

0) の 被 積分 関数 は いずれ も 有限 フー リ ェ 変換 


る 
振 恩 特 秩 (相対 振幅 ) 


層 延 特性 D (ms) 


400 868600 1200 


A 


dt) or が i っ て お り , Filon に より 近似 計算 法 が 与え ら RR CR MRREVOS, 
= ; 図 3 振幅 お よび 遅延 特性 
で 
a kis ‘ * “ 
本 OO 
NR | 4 


hy ky 
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tms 
2 fi kc 


図 4 イン ディ シャ ルレ スポ ンス 

Fig.4— Indicial responce. 
2900 c/s 以外 で は 7(@) =0 と し た とれ ら の 特性 を 
図 3 に 示す .。 さて と れ ら の 9 お よび を 用 いて 式 
で 10) の 包絡 線 を 数 値 計算 する と 図 4 の よう な 結果 が 得 
られ る . これ を 利用 すれ ば 1 短 点 が 入っ て きた と き の 
応答 を 求め る こと が で き , 図 4 に は その グラ フラ を も 示 
し て ある . 1 短 点 波形 に 対す る 回 路 綱 の 応答 か ら , 符 
号 伝送 と に お , 
ける 誤り 率 0 
を 求め る 方 oo 
法 迷 つつ いて. “go 
は , 先発 
記さ れ て で てい の 
る の C00) 20 


100~2900 C75 の 帯域 を も うつ 理由 ろ 波 時 
を 用 いた と き の 通 倍速 度 限 界 


それ に し 30735 40 45 50 55 60 65 
1 ey ee 短 瑞 幅 ( 宛 太 ce) 4 
2800 22001950 1760 1600 1460 1350 
| 殆 還 応 各 の EO 0 To gg 
名 ra rs, 
へ 需 図 5 通信 速度 対 マ ー ジ ン 特 性 
並び に 最小 Fig. 5—Margin to transmission rate. 


値 z。 を 求め る と 図 5 の ご ど と くに な る . た だ し 短 点 幅 
を 色々 に か えた と き の 残 留 値 ¢¢ を 求め る と き の サ ン 
プル 点 は , イン ディ シャ ルレ スポ ンス が 最終 収束 値 の 


( 才 =1.4) 


1/2 と な る 時 間 を 4, 短 点 幅 を + と し た と き 
が 
a | 


図 5 に は こと これら の 値 も 示し て ある . と の 図 よ り 
A 沿 | 
f=1.4 ke | 2 
すなわち 2,200 ボー 位 の 速度 まで の 通信 が 可能 で ある 
と と が 着 明 し た . 


4. 結 言 


以上 の 解析 に より 電話 回 線 を 用 いて 2 進 符号 伝送 を 
行なう 場合 に 用 いる 前 置 低 域 ろ 波 器 の 意味 が 明らか と 
な り , さら に 現用 電話 回 線 (た だ し こと れ は 300~2700 
c/s 帯域 を も つ 狭 帯域 の 方 式 で ある ) を 利用 し た 場合 , 
振幅 変調 両側 帯 波 方 式 に より デー タ を 伝送 すれ ば , 


2,200 ボー 程度 まで の 通信 が 可能 で ある こと と が 判明 し 


た . われ われ は こと これら の 検討 結果 を お りこ んで, 7 符号 
伝送 試験 装置 を 試作 し 目下 実験 中 で あり , 伝送 路 特 性 
と 波形 ひずみ 特性 , ある い は 通信 速度 と マー ジュ と の 
関係 に つい て の 結果 が 得 ら れ 次 第 また 別 の 機会 に 発表 
させ で いた だ さだ た いと 放 で いる 


最後 に 数 値 計 算 の 際 色 々 御 骨 折 願 っ た , 日 本 電信 電 
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用 研究 室 計 算 機 室 の 方 々 , お よび 色々 と 御 援 脇 を いた _ 


だ いた 電気 通信 研究 所 宮崎 次 長 ・ 新 堀 通信 網 課長 ・ 村 
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“453 


; < 0 
z=0, 土 1, 土 2……. | 
に 選ん だ . 
信号 レベ ル を さ どす れ ば , マニ = ジョ M0 
次 式 で 与え られ る . . 
Mn 13) 


s& i, to I a " E 
= costo,t +0Ca,) Re| [FQo,+o) +Flo)] Tio+o,)e do 


| 2 
。 SE int +0(o Im CRG o+0) + FT raetetreted- ergo 
3 * 店 —cos[w,t +0(o,)] 9m | "CFG, + 0) FT a)ettetere0 ed 0 
| 9 ¢ + = > sin[o,t +0(@,)] re” 1 [Fo oF (oJEClato, ek tr trad lo on 
8 = 5c0s(@,t +0(,) —@) Re | Feta T+ oeltetsssted keg oy 
” A 0 Fcostost +0(o,) +e} ne" FC Tot+o,)etettteted- NNI 0 j 
S sinto,t +0(@,) —a} 9m | Fa,+@) To+ oetttNered 0d 
’ 


SN —sin{@, t+0(@,) + ym Flo) Tlo+ ow,) eettKered-HKeNT 
、 me [ss F@) Ta+u; eri go tntD dg 
+ re F(Z0;+0) Tio+ oeNettteted-KeI-0T wo] costw@,st+0(o,) +E} 


民 計 十 gm FQGo,+0) To+o,) etitKeten- MWT sintot+0(o,) +e} (4) 


i a 式 (9,(10) の 誘導 a 

人 @ の 355 ち 

a . Flo)e* TCo +@,) el [letran-Kam dg wo 

区 a mF (@) | T;,(o) ett -et+ ul -9NT +m| FG |T,(o) eitett mlm g or 

4 el |Flo) | ee[ T eKet+tetrn) + Tye-Ketitttn I+ WY eKet+et+p) Te-Ketttn] dg $s 
th 21Flo) | T,(o) cos{w t+0,(@) +9lo) Ysin 0,C@o)d wo 


21F Co)|T,; (Co)sin{wo t+0,(o) +9(@) Jeos 0, (@)d wo | ’ (2-1) 


0 に 代入 すれ ば 式 (9 が 得 ら れる . 
1 て 信号 入力 と し て つぎ に 示す 液 形 を 用 いる 、 


て ts " 
) 7 0 0 と すれ ば 入力 は 単位 関数 と な り 


Ff@ =0" t<0 A 
a ft) =e-r >0 } (2.2) 

Y, し + は 正 の 天 洗 で 分 小 な る 値 と する ・ と れ よ り ok 
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kN 3 ん - ラ ーー Re A te ° a OA 
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赴 式 中 第 1 項 積分 は 実 と な る 故 
lim Ni 、 


\ p+0 rz に 


の W Ra A GS 
xz の 


積分 路 を 図 6 の ご と くに と ちら, ‘Co=pet]™ と お け ば 


CD 


(2.6) 


+>0 yt z の 


が 
また 式 (④ 中 第 3 項 の 積分 を 記 と すれ ば 


= ーー mm Flo) To + ,) eettKeren ta J 
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: 2 「 誓 + Tl&+o,) | 
lim a = lim — 9m 0 flat+0Ca+ao)- Koo}g @ 


ァ z>0 p>0 £ 2 xj @ 
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p @ 


ー 生 0 # | @ 
< 放 + Tl(o) [costw@ t+0,(@) }cos 0,(@) + sin{@ t+0,(@)}sin 9.(@)] , 


p @ 


半 3 に " To+o,) coslw t+0(o+o,)—MKo,)} i 

* eri @) A (@) —sin{@ t+0,(@) Jsin 6,(o)] , 

: ER . ] 0 CI Eh I OEE CR G@) Ysin C0)] , 
i i 10)_ 2 GD を 加え れ ば 


a : 
| ーー 9。 は 偶 関 数 , 7。。 9。 は 奇 関数 で ある か ら ! 
Tt kt te, 1 a Kot Ko + Ko 

Ak 10 + ko® RO eae = Kk EKO ER os 
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図 6 積分 路 
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な ETL Mark 4A の 磁 心 記憶 装置 * 
と 正 員 矢 板 徴 正 員 夏目 英雄 
8 新 田 松雄 後 杉 間 夫 
We (電気 試験 所 ) 
ーー 更 約 トラ ンジ スタ 駅 動 回 路 の 開発 に より 、 国 産 諾 い ・ 全 トラ ンジ スタ 駆動 に よる 必 記憶 幸 置 の 試作 を 目的 と し た 研 


) 宛 の 概要 と その 結果 を 迷 べ た 、 

) 容量 は 1,000 語 40,000 ビッ ト で , 電気 試験 所 の 電子 計算 析 ETL-Mark 4 A に 実装 し て 実用 に 供 さ れ て いる 

Ky 模 成 お よび 方 式 。 回 路 の 動作 。 用 いた 穫 心 の 特性 。 全体 の 動作 等 に つい て 詳 光 し た 特に XY 駅 動 回 路 お よび その 温 
0 Ye 計算 機 に 同期 し た 直列 虐 動 方 式 , お よび 実際 に 計算 機 に 連動 し た 運転 状 沈 等 に 主眼 を お いて 報告 し た . 


二 で 0 へ と サイ クル ・ タ イム の 短縮 お よび 信頼 性 の 向上 た カコ 
a が 革 が 注 が れ , 当初 10 gs 内 外 の サイ クル ・ タ イム が 2 ks 

内 外 に 短縮 され て いる (10) た よれ ば 0.5 xs まで 可能 : 

gg の 0 彼 に Forres- と 報告 され て いる が まだ 実用 化 さ れ て いな い )。 また 「 

CR や て か ら 懲 速 に 動 は 当初 すべ て 真空 管 に よっ て 行なわ れ て いた が , 


OC" | 連 度 情報 竹 衝 の 点 か ら 最 も すぐ れ た と 披 畠 の 送 放 に 硬 。 癌 理科 間 の ま 


3 et ed UT EAE ch て いる ジス タ 原 動 の も の が 作ら れる よう に な っ た GY:tm。 
RN oasisapismeih ’ mm の 失明 し 本邦 に お いて は 。 と れ ら の 研究 が 閉 し く 立 運 れ て い 」 
% 式 へ き に 2 磁 心 て 1 ビッ ト を 記憶 させ る 方 式 ” Setanta ER 研究 の 段階 か ら 実 用 の 段 麻 
方 式 へ さら > に 移り , 各所 で 磁 心 記憶 装置 の 試作 が 進め stiri 


A . Magnetic- Core Memory of ETL Mark 4A. By W900, 


pV YAITA, HIDEO NATSUME, Members, | 
eel NITSUTA and TATSUO GoTO (Electro. 筆者 ら は , か つて 真空 管 記 動 の 256 語 3, 840_ sy ! 
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産 ト ラン ジス タ の 進歩 に より トラ ンジ スタ に よる 磁 心 
記憶 装置 の 駆動 が 可能 で ある と 考え , 種々 回 路 の 研究 
を 行ない , 上 昨 1959 年 8 月 電気 試験 所 の 電子 計算 機 
ETL-Mark 4 A に 国産 磁 心 , 全 ト ラン ジス タ 駆 動 
の 磁 心 記憶 装置 を 取り 付け その 運転 を 開始 し た . 当初 
は 人 各部 回 路 に 種々 不備 な 点 が あり , 駆動 電流 の 振幅 の 
均一 性 お よび その 温度 制御 , 読取 り 増 幅 器 利得 の 温度 
補償 等 る 充分 で な か っ た . その後 これ ら に 種々 の 改良 
を 施し , また 実際 に 計算 た 用 いる に あたっ て 生ずる 思 
わ 上 障害 を 吉 服 し , 本 年 に 入っ て か ら 終 夜 連 続 運 転 に 
も 充分 耐え る よう に な り 全 体 と し て の 完成 を 見 た . 各 
部 回 路 90⑤ や 駆動 方 式 ? 。 磁 心 の 特性 e の 等 に つい 
て ば ぱす で に 二 , 三 報告 を 行なっ た が , その 後 計算 機 に 
連動 し た 運転 状況 を 含め 改め て 全 装 置 と し て の 報告 を 
行なう 。 


2. 構成 お よび 方 式 


Mark 4A は 内 部 10 進 法 の 固定 小数 点 同期 式 直 並 

別 形 電子 計算 機 で あっ て , クロ ッ ク は 約 200kc, 1 語 

は 直列 8 桁 , 1 桁 は 並列 4 ビット (1-2-4-8 コー ド ) 

で ある 。 本 磁 心 記憶 装置 は と これ に 付属 せしめ る 

た め 。, 語 の 構成 は 計算 機 本 体 と 同一 と し た . た 

だ し 本 体 と の 情報 の 授受 に 際 し 1 桁 と に つき 1 ビ 

ッ ト の パリ ティ ・ チ ェ ッ ク を 付 し た . 容量 は 

1000 語 で 合計 5x8x1,000=40,000 ビッ ト の 

磁 心 を 持ち , 線形 パル ス 変 圧 器 , 全 ト ラン ジス 

タ に よう ちり 駆 動 し て いる . すなわち 約 600 個 の ト 

デン ジス スタ , 約 1000 個 の ダダ ダイオード お ね よび 

| 180 の 線形 ペル ス 変 圧 器 を 約 180 個 の パッ ケー ジ お よ 

び 変 圧 器 ボード と に 組み 込み , 磁 心 を 含む 全体 を 一 

放 つの 架 に 収納 し て いる . 全体 の 消費 電力 は 全 運 転 時 約 

0W で あぁ ある: 駆動 は 通常 の 一 致 電 流 方 式 に よっ て い 

る . この 方 式 そ の も の に つい て は すでに 周知 の と と で 

ある の で の ~) 詳細 は 省略 する が , その 適用 に 従来 の 

| も の と 若干 の 相違 が ある の で 以下 本 装置 に 用 いた 奈 動 
00 る 

と の 装置 は 計算 機 に 同期 し た 運転 と 言う こと を た て 

有 | まえ と し た . も と より 記憶 装置 と し て は 全 ビ ッ ト 並 列 

| に 圭 込 みお よび 読出 し を 行なう と と が 速度 の 点 で 望ま 

| しい 訳 で ある が , 計算 機 本 体 が 直列 方 式 の も の で あぁ る 

】 恨 り 記憶 装置 の み 並 列 と し て も 動作 速度 の 向上 た な ん 

| ら 寄 与 し な い の み な ら ず , 入出 力 と お いて 直 並 列 変換 

| の レジ スタ を 必要 と し , また 書込み 駅 動 回 路 (Z dri- 

| veD,- 読 取り 増幅 器 は 全 並 列 ビ ッ ト 分 用 意 し て お か な 


] ] (4) 


けれ ば な ら な い 等 の 欠点 が ある. と これ ら の 困難 を 避け 

る た め , と の 記憶 装置 で は 計算 機 に 同期 し た 直 並 列 脈 

動 方 式 を 採用 し , 計算 機 本 体 と 記 殿 装置 内 に お ける 情 

報 の 速度 を 同一 に し て 入出 力 の レジ スタ を 省く と と る も 

に , 読取 りり 増幅器 お よび 書込み 駆動 回 路 数 を 節約 し た 

(1 語 の 桁 数 を ヵ ぁゃ と する と き , それ ぞ れ 2/ ヵ 々 と な る )。 

計算 機 の クロ ッ ク は 約 200kc, し た が っ て 1 周期 は 約 

5us で ある の で , と この間 に 読出 し お ょ び 再 生 書 込み を 

行なう と と は 磁 心 の スイ ッ チ ング 時 間 か ら や や 無理 が 

ある . そ と で ある 直列 桁 の 読出 し と 同時 期 に その 前 の 

桁 の 書込み を 行なう 方 法 を 採用 し た . と うす る こと と に 

よっ て 波形 発生 回 路 は や や 複雑 と な り , XY 駆動 回 路 

数 が 若 十 多 く な る て (1 語 の 許 数 を ヵ 々 と すれ だ ば, 生 宮 本 
ィ ン シ デン ス に より 選択 する 場合 通常 の 並列 駆動 と 比 ' 

較 し て 約 が ヵ 倍 の 駅 動 回 路 が 必要 と な る ) 等 の 欠点 

は ある が , 既 述 の 利点 に よっ て 充分 補い うる . ; 
マト リク ス は 全 記 憶 語 数 を W, 1 語 の 桁 数 を み ゃ ユエ 

桁 の 並列 ビッ ト 数 を g と する と き , XY= ニ =W, zrX メ =Y 
を 満足 する よう な 整数 X,Y を 選ん で 区 く と と 
ゃ それ ぞ れ の 和 辺 と する マト リク ス を ヵ ? 枚 積み 重ね て 構 N 
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マト リク ス の 配置 と XY 巻 線 


図 1 


Fig. 1—Configuration of core matrix and X and ¥Y windings. 


成す る -。 。 わ れ わ れ の 場合 は . =1000, z=8, gqg=5 で 


ある の で ,. 交 =10, Y=100 を 選び , 50x1000 の マト 
リク ス 8 枚 (実際 に は 便 家 上 50x50 を 16 枚 ) で 構 「 
成 じ し た. 図 1 た 本 装置 に . 用 いた マト リク ス の 配置 と 
XY 巻 線 の 一 部 を 示し た .・ ア 巻 線 は 全 桁 直列 に 100 組 , 
X 巻 線 は 各 桁 ど と 全 並 列 ビ ッ ト 直 列 に 10x8 組 ほ ど 「 
と す . つぎ に Y 巻 線 の 中 の 選ば れ た Y。, ぶ 巻 線 の 中 
の 選ば れ た 2 Xa … 2pe に それ ぞ れ 図る 2 示す まま 
うな 電流 を 通ずる 。 た だ し 各 電 流 パ ルス の 振 凡 は 磁 心 
を 駆動 する に 適当 な 値 の 172 で あり , パル ス 間 隔 は 5 
4s で ある . 各 マ トリ クス に お いて 相 隣 る 磁 心 は すべ 
て 互い た 90 度 の 角 を な す よ うに 配置 され て いる が , 
磁 心 の 一 つ に 注目 し た と き 交 』 Y と 後に 述べ る 2 の 
電流 の 相対 的 な 向き が , 全 磁 心 に つい て 図 2 の 通り に 
な る よう に 電流 を 通ずる と こと に むし じゅ ん は 生じ な い . 
と の よう に する と 図 2 の 時 刻 1 た お いて パル ス ⑬, 」 


図 2 X,Y,Z お よび スト ロー プ ・ パ ルス 
タイ ミン グ ・ ダ イヤ グラ ム 

Fig. 2.—Timing diagram of X,Y,Z currents 

a 1 and strobe pulse. 


| と 書く ) の 読出 し を 行ない , 


の 書込み と M。 の 読出 し を 行 


上 ) が M, の 中 の 選ば れ た 磁 心 5 個 (以下 単に MM, 等 
時 刻 2 に お いて パル ス 
(CO (Cd が MC に “1 を 書 穫 な と ど と る (CC); CO) 
が MM。 の 読出 し を 行なう ・ すなわち パル ス (ce) は M; 
な う . 以下 同様 に し て パ 
了 ルス (⑮,① が 時 刻 9 に お いて M。 に “1” を 書 込 ん 


| で 全 配 の 読出 し お よび “1” の 書込み を 完了 する ・ 上 


の 拘 作 と 並行 し て 2Z 巻 線 に よる 選択 書込み を 行なう . 
| 2Z 巻 線 は 混乱 を 避け る た め 図 1 に は 記入 し な か っ た 
が, 奇数 析 の マト リク ス の 全 磁 心 を 任 通 する Zoaa と , 
偶数 桁 の マト リク ス の 全 磁 心 を 貫通 する Zeven の 2 


| 有 揚 を 名 並列 ピッ ト ど と に 計 10 組 ほ は ほど と こし て ある . と 


| Savea。 の 計 10 組 ほ ど と し , それ ぞ れ 別々 の 読 
取り 増 則 押 に 導き 図 2 に 示す 時 刻 ヒ に スト ロー 
る. し か し て 同一 並列 ビッ ト に 属す る 韻 偶 
RDA TL EDY NO 
と する. 


3. 回 路 お よび 動作 


katko7s me Ru. Ta? 
ッ ク 回 路 に つい て 簡単 に 記述 する . 
a RE 


TT 
| aiamiiks5 2 >it 
Ts 


r. 品 


|| れ ら に 再生 また は 新た に 書 込 む 情報 が “0” の 場合 に 
| 図 2 に 示す よう な 選択 書込み 電流 を 通ずる と と た よう っ 
| て 選択 書込み を 行なう . 読取 り 巻 線 も Z 巻 線 と 同様 , 
各 ビ ピット ど と に 奇数 析 の も の Soaa と 偶数 析 の も の 
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3 . 全 プッ ク 図 
Fig. 3—General block diagram. 
する もの で ある . 記 億 装置 か ら 見 た 計算 機 の 命令 に は 軍 
常 の 読出 し , 書込み の 他 に アドレス 部 の み に 書 込 な ズ 
ト ア ・ ア ドレ ス の 3 通り ある ( 注 , ア ドレ ス 部 の ぁみ 読 
出し の 命令 は 記憶 装置 と し て は 区 別して な い ). 液 形 
発生 回 路 は これ ら 命 令 め うち いずれ か ー つ が スタ ー 
ト ・ パ ルス の 形 で 入る と こと 記 よ っ て 動作 を 開始 し , 動 
作 の 終了 を 自 か ら の 計数 回 路 に よっ て 判断 し て 動作 を 


停止 する . これ ら の 機能 を 図 4 に お ける SSE, FF, 


STP が 行なう . し か し て その 動作 中 読出 し パル ス , 

スト ロー ブ ・ パ ルス , リセ ッ ト ・ パ ルス お よび ZZ 回 路 
用 トリ ガ パ ル ス を 指定 の 時 刻 に 発生 し て それ ぞ れ に 送 
り 出 す . 3 種類 の 命令 で read”, “write”, “store 
address'”?) の 区 別 は つぎ の 通り で ある .。 いずれ の 命令 
に よっ て も 波形 発生 回 路 は スト ロー ブ ・ パ ルス を 除き 
同様 に 動作 を 開始 する が , 
“read” の 場合 に は 全 8 桁 発生 し て いる の に 対 し て 
“write” の 場合 に は 全 桁 , “store address” の 場合 に 
は 最初 の 5 桁 (符号 部 1 桁 と アド レス 部 4 桁 ) だ け 抑 


トリ ガ が “パルス 発 生 器 SPG : スト ロー プ ・ パ ルズ ス 発 生 器 
: ス ター ト ・ ス トッ プ 制 御 器 SPD : スト ロー ブ ・ パ ルス ヌス 分配 器 
補 克 トリ ガ 発 生 器 FF : フ リップ ・ フ ロッ プ 
『 計 出 し パル ス 発 生 器 STP: スト ッ プ ・ パ ルス 発生 回 
: 計 出 し バル ス 分 配 回 RST: リセ ッ ト ・ パ ルス 発生 回 


図 4 波形 発生 回 路 ブ r ッ ク 図 


Fig. 4—Block diagram of wave form generator circuit, 
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スト ロー ブ ・ パ ルス の み は _ 
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TE EL TR し て 無視 し , 7,。。 の ベー ス 接 地 電 流 増幅 率 を "¢。 と す 


0 TY OC CC i a 
XY 用 立 三 ト リガ が (DTG) 1 | | I | | ] | | 
スト ロブ 用 措 が 0789| 1 ーー 
( 話 ヵ 出し の 場合 ) 
同上 (スト アア ドレ ス の 場合 ) 
激 | | | | 
zm 
( 費 数 枚 ) 
時 向 ーー 
図 5 波形 発生 回 路 タ イミ ング ・ ダ イヤ グラ ム 


Fig. 5—Timing diagram of wave form 
generator circuit. 


止 さ れる よう に な っ て いる . 図 5 た 波形 発生 回 路 各 部 
の 波形 あ 如 イ 及 E シ シゲ ・ ダ イヤ グラ と し て 示し た . 
3.2 お よび \ ビ 駆動 回 路 ™ の 

前 人 節 で 述べ た よう に 直列 駆動 方 式 を 用 いた 結果 , 桁 
番号 る 記憶 装置 内 で は 一 種 の アド レス と し て 取り 扱 
い , 結局 1,000x8=8,000 の アド レス が ある と と に な 
る . これ ら の うち X 駅 動 回 路 は 100 位 ア ドレ ス (0~ 
9) と 桁 番号 (1 ユ 1~8), Y 駅 動 回 路 は 10 位 ア ドレ ス (① 
へ ~9) と 1 位 ア ドレ ス (0①~9) の お の お の 一 つ あ ぁ て を 受 
け 取 り , 読出 し お よび 書込み パル ス と の コイ ン シ デ ン 
ス に よっ て 選ば れ た アド レス に 所要 の 駅 動 電流 を 送 
る . 図 6 に 実際 の - 交 駆動 回 路 を 示し た . 同 図 に お い 
て 7, は 読出 し お よび 書込み パル ス と アド レス 信号 
の 一 方 (X の 場合 は 桁 番 号 , は 10 位 ア ドレ ス ) と 
の AND 回 路 出 力 を 電流 増幅 する エミ ッ タ ・ ホ ロワ 。, 
7,。 は エミ ッ タ 接地 主 電流 増幅 トラ ンジ スタ , 7,。 は 
ベ ペース 接地 イン ピー ダン ス 変換 用 トラ ンジ スタ で あ 
る で の 回 路 で 7 の エニ エミッタ ・ ト コレクタ 間 お よび 
7,。 の ェ エミ ッ タ ・ ベ ー ス 問 電圧 降下 を |V。ーV:| に 比 


E 


ーー ミー キト ーー-ーーーーーーーーー ィ ーーーーー- 


れ ば , 負荷 イン ピー ダン ス の 変動 に か か わら ず (cj| V。 
ーV,D/(R:/2) の 電流 を 変圧 器 一 次 側 に 送る と こと が で 
さき さる. また 77, は アド レス 信号 の る う 一 方 CX は 100 
位 , ア は 1 位 の 各 ア ドレ ス ) を ダイ ナミ ッ ク な 形 か ら 
スタ ティ ッ ク な ゲー ト 電 圧 に 変換 する スタ ティ サイ ザ が 
で あり , 7 に よっ て その ゲー ト 電 圧 を 反転 増幅 
らし て で て る Ry ホ m ワ の EC VR LD rR 
ッ チ 作用 の トラ ンジ スタ で その ベー ス 電 流 が ゲー ト 電 
圧 波 形 に 与え る 影響 を 少な くす る た め 7,, と の 複合 接 
続 と し た . と うし て 変圧 器 マ トリ クス の な か の 一 つが 
選ば れ , その 二 次 側 に 接続 され た 記憶 磁 心 群 に 所 望 の 
駆動 電流 を 通ずる . 


図 6 に お いて 変圧 器 の 中 性 点 か ら 27,。 の エ ェ エミッタ 


に 至る 回 路 に 入っ て いる CR 並列 回 路 は , 7,。。 の コレ 
クタ 消費 電力 お よび フラ イ バ ッ ク 時 に ベー ス ・ コ レク 
タ 間 に か か る 電圧 を 少な くす る た め 挿 入 し た も の で あぁ 
る すず す な わな の の ご レタ を TO の ER LO 
に は 77,』 が オン の と き V。-V。 の 電圧 が か か る が , と 
の 電圧 は 電流 パル ス の 立ち 上 が り 時 に 変圧 器 一 次 側 換 
算 の イィ ンダ クタ ンス に か か る 電圧 (主として 磁 心 が 1/ る : 


の 励磁 を 受け る た め に 生ずる 雑音 電圧 ) を 見 越し て 大 . 」 


きく と っ て お か な けれ ば ば ならない . も し CR 並列 回 路 -" 


が な けれ ば パル ス が 一 定 値 に 達する と その 必要 な 電圧 


は 負荷 の 抵抗 分 に 供給 する 電圧 だ け に な っ て , その 差 
は 全部 人 7,。。 の ベー ス ・ コ レク タ 間 に か か る . 図 の よう 
に CR 並列 回 路 を 入れ て お け ば , 電流 パル ス の 立ち 上 
が り 部 分 に 対応 する 間 は C を 通し て 電流 を 流し , パル 
ス が 一 定 値 に 達する に つれ て C が 充電 され RR で 電圧 を 


負う よう に する と と が で きる . また 電流 パル ス が 終っ 「 
た と き 変 圧 器 中 性 点 の 電位 は で に 充電 され て いる 電圧 
、 だ け V』。 より 上 が っ ぅ て いる か ら , 変圧 器 の フラ イ バ ッ 
電圧 の 影響 その 分 だ け 減殺 する と と が で きる . 図 ー 


7 に X,Y 電流 波形 の オシ ョ 写真 を 示し た . パル ス 和 帆 
約 2z 秒 , パル ス 間 隔 5 々 秒 , 電流 振幅 400mA で, 
X に は 500 個 , 
態 (その 中 最大 4 個 反転 する ) で 


振幅 330~450 mA 
立ち 上 が り 時 間 0.4 ks 
の 3 以下 


5 ジ 以 下 で ある . 


RI i ト 


Y に は 400 個 の 磁 心 を 負荷 し た 状 : 「 


な お 温度 に よっ て 最適 駆動 電流 が 変わ る の で , 自動 的 


に 最適 値 を と る よう な 固 路 を 付加 し た . 
。 幅 は 図 6 に お ける V。 の 絶対 値 に 比例 し て 増大 する の 
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1 
で , 温度 に 2 VVoit) 
応じ て V。 
を 変化 せ し 
め れ ば ょ よ 420 
い . 個々 の 
磁 心 の 温度 
特性 C” か ーー 
ら 推 論 し て 
大 体温 度 の 400 
|) 上昇 K 比 例 . Rise 
図 9 周囲 温度 と 駆動 流 の 実測 値 
し て 駄 動 電 Fig. 9—Ambient temperature vs. observed 
流 の 振幅 を values of driving current. 
減少 すれ ば tha 約 - - 前 節 で 述べ た よう に た , 図 2 の 時 刻々 た お ける Y 電流 
良い と 考え ルス 本 株 パル ス は ヵ 杵 有 目 の 読出 し を 行なう と と も た に, ( ヵ zー1) 桁 
較 計 に た し か し 較 7。 2 お よび 5Y。 電流 波形 に “1” を 書 込 む 。 し た が っ て ( ヵ ーD) 桁 目 選 “0” 
で その 頒 冬 si aie: ty を 書く た め に は 時 刻々 選 電流 Cwrite。*0 や う を 流す | 有 邊 TT 
R は 2.3 mA pulse amplitude’ 400mA 必要 が ある . すなわち 彰 数 桁 の 磁 心 群 と 偶数 杵 の 磁 心 
eR Rt 天 に 交互 に Z 電流 を 通ずる と と が 必要 で ある . 実際 


| 電流) に と り 一 定 分 は 任 性 に 変え ちら れる よう に し た . の 回 路 は 図 11 た 示す 通り で, 庁 数 桁 , 偶数 桁 に 対応 
有 図 8 に 所望 の V。 を うる た め の 回 路 , 図 9 に 実際 に 本 = する 2 通り の トリ ガ , 計算 機 よ り の 書込み 情報 お よび 
回 路 を 付加 し た 状態 で 周囲 温度 と V。 を 連続 記録 し た 出力 回 路 よ り の 読出 し 情報 が 図 に 示す よう な 論理 回 路 
結果 か ら 1 時 間 あ て の 平均 

値 を プロット し た 図 を 示し lvz-Val 


" 1 (mA 
a 計 - ン Volt 
\ た 連続 記録 と し て は 12 
有 | 18"C の 小 範 軒 に と ど ま 9 409 
| 有 ) っ た が , 実験 的 に は 0~40 

| C の 範 団 で 調整 し た . 図  。。 s 350 

| 10 に 温度 と |V。ーV,| の 関 

」 係 お よび V。 と 駅 動 電流 の 8 ey 

振幅 と の 関係 の 実験 値 を 示 0 0 20 30 40 i 80 i 

員 豆 マヤ ; Va (Votty 
_ fr» 図 10 XY 駆動 回 路 の 温度 補償 特性 

の 駆動 回 路 Fig. 10—~Temperature compensation characteristic of X and ¥Y driver circuits. 
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を へ て , それ ぞ れ 単 安定 マル チバ イブ レー タ を トリ ガ 外部 回 路 抵抗 を 挿入 し て 安定 化 を は か る 一 方 図 


し て 主 羽 動 回 路 に 至る . 主 駅 動 回 路 は X, Y ど の それ と 13 に お ける V。 を 温度 に よっ て 変化 させ て 初段 エミ 
は ば 同様 で ミミ ッ タ 接地 段 と イン ピー ダン ス 変 換 用 ベー ーッ タ ・ ホ ロワ 段 , し た が っ て エミ ッ タ 接地 霞 の ペイ ア 
ー ス 接 地 段 と を 有 し て いる . 電流 振幅 を 周囲 温度 に 応 。 ス を 自動 的 に 変え て 温度 補償 を 行なっ た . と 温 記 


じ て 自 動 的 
に 変化 させ 
5 

XY の それ 
と 全く 同じ 


と の 関係 は , 温度 に か か わら ず 一 定 の 磁 心 出 力 を 生 ず 
る よう に YZ の 各 双 動 電流 が 調整 され て いる も の 
と し て , 実験 的 に 定め た . すなわち 一 定 の “1 ” の 読 
出し 電圧 (RS1) お よび “0” の 読出 し 電圧 (WS0) 


RSI 82 mV 


and Z current wave form, 4900 mA 


で あぁ る. 図 ペペ 0 8 
12 に 計算 機 。 隊 12 書込み 情報 (上 ) ぉ よび 2Z 電流 波 吉 RSI 74mV s 

形 , 400mA (< ト ) 情報 が -0101010 3 2 a 
本 体 よ り の の 場合 s ® 
書込み 情報 Fig. 12—Information to be written (upper) So 0 さ 


る そ れ に よ ま (lower). The information is -0101010. 
る ど Z 電流 波 形 を 示し た . これ は 書 込 情報 が -0101010 1 ” rd 
の 場合 で , “0” の 情報 と Z 電流 と が 対応 する ( 負 号 自 RC 


は “1” で 表わさ れる . tn 

3.4 出力 回 路 of sense amplifier. 

読取 り 増 幅 器 は 書込み 時 に 生ずる 磁 心 の 出力 を 除去 を 増幅 器 入 出 に 加え て お いて 周囲 温度 を 変え た 場合 , 
する た め , 韻 数 桁 と 偶数 桁 の 出力 を 独立 の 回 路 で 増幅 理想 的 に は 増幅 器 出 力 が 一 定 と な る よう に , 実際 に は 
し じ て 交 互 に スト ロー ブ す る 必要 が ある . 図 13 に 庁 数 どの 温度 で も “1”, “0 や の 判別 が 売 分 に つく よう 
桁 の 増幅 お よび スト ロー ブ 回 路 を 示し た . マト リク ス に 定め た . 図 14 に と の 実験 的 に 定め た V。 の 値 を 点 
線 で , 増幅 器 入 力 (変圧 器 一 次 側 ) を パラ メー タ に と 
っ て “すす の 読出 し 電圧 .82m VST V08 
の 読出 し 電圧 が 52mV の と き の 図 13 .7,。 の コレ 
クタ 電位 の ピー ク 値 を 実線 で 示し た . 図 か ら 明 ら か な 
EK WSO. が 52mV 以下 る ば Ta 
タ 電 位 は 2V 以上 た に な ら ず , RSI が 74mV 以上 


な ら は 8 
VI 以下 と な 
ら な いて W 
4 SOW RSI 
図 13 読取 り 増 幅 器 3 
Fig. 13—Sense amplifier. に よる 感度 
読取 り 巻 線 か ら の 信号 を 変圧 器 で 昇圧 し , ゲル マニ ウ | の 相違 は 増 
。 } か (a) 情報 が -0101010 の 場合 己 器 の 周波 

ム ・ ダ イオ ー ド で 両 波 整流 し た 後 エ ミッ タ ・ ホ ロワ , ; 田 豆 
エミ ッ タ 接地 の 2 段 増幅 を 行なっ て スト ロー ブ 回 路 に 数 帯域 と 整 
入れ た 。』 ス トロ ー ブ 回 路 は トラ ンジ スタ に よる 増幅 回 流 ダ イオ ー 
ド の 非 直 線 


店 出力 と スネ ストローブ ・ パ ルス と の AND 回 路 で , と 
の 出力 が 偶数 側 の 同じ 回 路 の 出力 と 一 緒 に な っ て 双 安 ト に + | UGULCEELE 性 に よる る も 


: 定 マル チバ イブ レー タ を セッ ト す る . 一 方 情報 の 有無 の 宮 R や 
4 と か か わら ず J < 民 4 ト パル ス が 該 マ ル チ を U) セッ ト (b) 情報 が 1111111 の 場合 れる ) * し 
て お り , その 出力 が 計算 機 本 体 お よび Z 駅 動 回 路 図 15 読出 し 命令 パル スネ て 上 ) と だ が うっ で そる 
<< の 測光 な る Fig. 15—‘‘Read out’” order puise (upper) 3 
読取 b 増幅 器 の 利得 は , ER タタ 接地 段 の ェ * ッ タ タ and sutput pulse (lower). 基 色 0 玉 e 
0 (53 ) 
、 ee 


レベ ル を セッ ト す れ ば , 両者 と も か な り 余 裕 の あ る 値 


で ある か ら 分 弁別 が 可能 で あぁ る. と の 上 に た 時間 的 弁 
| 別 で ある スト ロー ブ を 施す か ら さ ら に こと の 弁別 が 良く 
i な っ て いる は ず で ある ・ 図 15 (a),(b) に 情報 が それ 
ぞ れ -0101010 の と き お よび -1111111 の と き の 読 出 
し 命令 ペル ス と 出力 パル ス 流 形 を 示し た . 

4. 磁 心 


「 磁 心 は 東京 電気 化学 製 R2 材 外 径 1.8mm の も の 


を 使用 し た . 当初 これ が 購入 の 試験 基準 は , 個々 の 磁 
心 を 図 16 Cs 
ic 示 す , ーー 

ーー 
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3 一 次 誘起 図 16 磁 心 テス ト 用 電流 パタ ー ン と レス ポン ス 


Fig. 16—Current pulse pattern for testing 
memory cores and response from 
a core. 


電圧 を 同 
暫 b) に 
記す で まわ し 
0) 電流 也 を 横 軸 に , RS1/WS0 を 縦 軸 た と っ 
8 た 曲線 で 後者 を 最大 に する 前 者 の 値 を 7p と する 
i き , と れ が 700mA 以下 に 存在 し , 
eo "多数 個 の 磁 心 の 7p の 平均 値 を fp と し , 0.9 
dg で 故 動 し た と き ( イ ) RS1 の 平均 値 50mV 
Ot 「 以上 ), その ば ら つ き 士 10 以内 (gm) WS0 は 
RS1 の 平均 値 の 25 少 以下 ( ハ ) スイ ッ チ ング 時 
M2 BF 
"で あっ た . し か し 後に 上 記 基 準 を 若干 さげ て , 30°C に 
RS お ! Ce I =640 mA で 刀 動 し た と &, WS0 は 25 mV 
避 UF RS1 は 90~120mV と し て , 既 述 の 50x50 の 
トリ クス 16 枚 を 購入 し た 納入 され た マト リク ス 
lekLTEE 17 に 示す よう な X,Y, Z の 各 電 流 


tT Er マト リク ステ スト 用 電流 パタ ー ン と 
dt レス ポン ス 

Ig 17—Current pulse pattern for testing memory 
eee matrices and response from a core matrix, 


か 


(‘549 


を 作り , 実際 に 用 いる 読取 り 増 罰 器 に 入れ た . 
て その 出力 が RS1 に よっ て は 3.4 で 述べ た 双 安 定 マ 
ル チ パ イブ レー タ (当時 は 単 安定 の も の を 使用 じ て い 


た ) が 確実 と トリ が され, . WSO0 に よっ て は ドリ ガ が さ 
れ な いこ と と を 全 磁 心 に つい て 試験 し た . な お RS1 の 
テス ト に は 74=350mA を , WS0 の テス ト に は a= 
400 mA (室温 20°C) を 用 いた . その 結果 不良 磁 心 を 
見 出し て , 当該 磁 心 を 交換 編 組 し て 繰返し テス ト を 行 : 
な い , 全数 合格 の 後 実際 の 装置 に 付 し た . 


5. 運転 状 況 


記憶 装 田 と し て 一 応 の 完成 を 見 た の が 1959 年 7 月 
で , その 後 別に 作っ た モニ = ニタ 回路 に より 綿密 な 動作 試 , 
験 を 行なっ た 。 すなわち 17 イン チ の テレ ビ 受 像 管 . 
2,000 個 の スポ ッ ト を 出し 手動 20 回 の 切換 えた に よっ 
て 全 40,000 ビ ピット の 磁 心 に 対応 せしめ た 磁 心 内 の 


。 し か し ‘ 2 8 


や 
" 
| 

i 

’ 


情報 の “1” に 対応 し て スポ ッ ト が 現われ , “0 きき 


対応 し て スポ ッ ト を 消す 方 式 で , 情報 志 タ ー ン は 手動 


に より 全く 任意 に 。 ま た 自動 に より 規則 的 な パタ ー ン 
を 作り 繰返し 読出 レ し テス ト を 行なっ た :. モニタ 試験 た 


より 動作 の 完全 な こと を 確か め た 上 実際 に 計算 機 に 装 。 
着 し た . その 後 計算 機 に より 記憶 装置 の 動作 を 試験 す 


る つき ぎの よう ない ぐっ か の プッ グラ な を 作 ぶ で i 


を 行なっ た . 

(1) た と えば 0000000, 上 0123456 等 の 特定 の : 
数 値 パ ター ン を 全 番 地 に 書込み それら を 繰返し 
読出 す プ ロ ゲ ラ ム (この 場合 読出 し た 情報 だ 誤り 
が あぁ れ ば 計算 機 が 停止 する か , 
どの よう に 間違え た か を 印字 する ) . 


また は な ん 番地 カ が" 


(2) mid square method に よ っ て 妨 数 を 発生 し . - 


て (1) と 同じ と こと を する プロ ゲラ ッ ぇ 


(3) 任意 の アド レス は に 任意 の 数 値 パ ター ジン を 衝 入 


み 読 出し を 繰返し て , 磁 心 の レス ポン ス ま た は 各 - 
部 回 路 の 波形 を 観測 する こと が で きる よう に する 
ログ る 放 4 


この 他 長 時 間 に わ た る 記憶 幸信 の 安定 度 の テス ト 用 | 


と ど 以 で 


制約 か ら 桁 数 は 6000 桁 ま で ) 

(5) 素数 を 探し て 印字 する プロ グラム GM の の 衣 
を 任意 セッ ト す れ ば , それ 以上 の 数 の 中 か ら 素 数 
を 順次 探し 出し て 印字 する 、 た だ し 10? まで ) 


(4) 円 周 素 を 計 筑 する プロ ダ ラム で “で り (記憶 傘 量 の | 


以上 の プロ グラ ム に よっ て 種々 の テス ト を 行なっ た ud 


結果 , 当初 は 回 路上 に いく つか の 不備 な 点 を 見 出し で 


ET NG i, 
司 和 35 年 12 月 電 気 通 学 * 会 雑誌 
こと これら の 改良 を 行なっ た . それ ら の お も な も の は , 


Et 


0 CE a akg ' 
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(1) 各種 の 遅延 回 路 の 補 衝 時 間 の 調整 と その 温度 
変化 対策 
(C2) ショ ッ ク に よる 誤動作 に 対す る 対策 
(3) 入出 力 部 の イン ピー ダン ス と 直流 レベ ル の 調 
整 
(4) 3. で 述べ た X, Y, ZZ 電流 の 温度 補償 と 読了 
り 増幅 器 利 得 の 温度 補償 
以上 の 改良 を 行なっ た 結果 , 安定 に 動作 を する よう 
に な りほ と ん ど 手 入れ を 要 せ ず 終 夜 連 続 運転 に る 売 分 
堪え 日 夜 稼動 し て いる . 
製作 当初 は 運転 中 た 他 の 電源 を 開 義 し た りす る と 誤 
動作 を 起こ と すこ とこ と が 多かっ た . と これ は 命令 や アド レス 
の 受入 回 路 が 電源 開閉 の サー ジ 電 圧 を 擬 信 号 と し て 受 
け 取 っ て し まう た めで あっ た . その た め 受 入 側 の 入力 
イン ピー ダン ス を 下げ る と と も に , 許さ れる 限り 深い 
カッ ト オ フ 状態 に 保つ 等 の 措置 を 講じ た . 
室温 は 特に 制御 し て な い が , 昼夜 連続 記録 を と っ た 
当時 は , 一 日 の 温度 変化 が 比較 的 少な く 12~18°C の 
小 範 囲 で あっ た . し た が 。 っ て 周囲 温度 の 広範 に わた っ 
て の 動作 を 実証 する に 至っ て いな い が , 前 に 述べ た よ 
うに XYZ の 各 電 流 値 お よび 読取 り 増 幅 器 の 感度 は 
0~40°C に わた っ て 最適 値 に な る よう 調整 し て あぁ る の 
で , トラ ンジ スタ 内 の 消費 電力 に よる 温度 上 昇 を 考慮 
し て も , ほぼ 四季 を 通じ て 無 調整 で 使用 し うる も の と 
考え らち られる. 
駆動 電流 の マー ジン に つい て は 室温 20C で 740~ 
830mA で あっ て 4. で 述べ た マト リク ス ・ テ スト の 電 
流 に 比べ て か な り 電 流 の 多い 方 に 推移 し て お り 。 幅 も 
若干 減少 し て いる . と これ は 実際 に 計算 機 に 装着 する 
と , マト リク ス 読 取り 巻 線 か ら 読 取 増 幅 器 へ の 導線 が 
長く な っ た り そ の 他 各 種 の 信号 (また は 民 動 電流 を 通 


i ずる ) 径 路 が 錯 線 する た め 雑 音 が ピッ クア ッ プ され る 


機会 が 多い . し た が っ て 読取 増幅 器 の 利得 は 許さ れる 
限り 落し て 入力 信 峡 その る の を 大 きく する 方 向 に セッ 
ト し た た めで ある と 考え られ る . 駅 動 電流 を 大 きく し 


て る も る 3 の 読出 し 電圧 WS0 が i と 誤認 され 
は らん と な が か っ 7 に - 
] の 段 際 で 見 付け て 不良 磁 心 は ほとん ど が RS1 の 過小 


事実 マト リク ス ・ テ スト 


で あぁ っ て , WS0 の 過大 の る の は 不良 磁 心 全体 の 10 錠 


有朋 に 大 た な か っ た . と の と と は マト リク ス ・ テ スト で 
| wso の テス ト に 用 いた 400mA と 言う 値 は 過小 で あ 
た の と 完 多 な れる 
】 トラ ンジ スタ , ダイ オー ド そ の 他 部 品 の 劣化 に つい 
I (C55 ) 


て は , 一 部 回 路 は 一 昨年 末 マ トリ クス プレ ー ン の テス 
ト か ら 約 1 年 半 , その 他 に つい て は 約 10 か 月 間 に 取 
扱 上 の 不 注意 と 当初 の 回 路 設 計 の 欠点 じ による も の を 除 
き 機能 が 劣化 し て 交換 し た も の は トラ ンジ スタ が 6 本 
で ある . と これ ら は いずれ る 波形 発生 回 路 , 読取 りり 増幅 
冬 , 駆動 回 路 の アド レス 部 等 に 用 いて いた トラ ンジ ス 
タ で あっ て , 電流 や 有 瞬間 電力 の 点 で 規格 を か な り 上 回 
っ て 使用 し て いる 駅 動 回 路 の トラ ンジ スタ ( 図 6 の 
7 7 お よび 図 11 の ドラ ンジ スタ に は 目下 の 
と こと ろ 劣化 は 認め られ て いな い 。 ま た 上 記 6' 本 る 劣化 
の 発生 の 割合 と し て は 激減 し て いる か ら 今 後 新た に 劣 
化す る も の は 極め て 少な いと と が 予想 され る . 


ETL Mark 4A は 本 磁 心 記憶 装置 の 他 に 1000 語 


の 磁気 ドラ ム 記 憶 装 置 や 有 し て いる が , 本 装置 の 付加 
に より 計算 速度 が 所 期 通 り 著 し く 増 大 し , 内 外 の 各種 
計算 た 広く 使わ れ て いる ・ 


6. 結 


戸 


以上 ETL Mark 4 A に つけ た 磁 心 記憶 装置 の 概要 


と その 運転 状況 に つい て 述べ た . 
本 研究 の 目的 は 国産 の 磁 心 を 用 いた 全 ト ラン ジス タ 
駆動 の 磁 心 記憶 装置 を 開発 する こと に あっ た 
トラ ンジ スタ 駅 動 回 路 を 種々 研究 し た 結果 , 国産 ト 


ラン ジス タ に より 振幅 の 安定 し た 立ち 上 が り の 良い 電 


流 パ ルス を 得 て , と これ を 用 い 実 際 の 記憶 装置 を 実現 す 
MR 


長寿 命 等 の 特徴 を 実現 する と こと が で きた . 
本 装置 で 新た に 採用 し た 計算 機 同期 の 直 並 列 駆動 方 
式 は 全 並 列 駆 動 方 式 に 比 し て , 本 文 で 述べ た よう に 所 
要 ト ラン ジス 々 数 を 著 . く 減少 する こと が で ぎ き 5 民 


面 同期 式 と 言う 点 で 各種 パル ス の 発生 時 刻 が 比較 的 厳 ~ 
密 に 抑え られ , その 時 間 的 安定 性 が 要求 され る が , 建 


設 当 初 そ の 調整 に 意 を 用 いれ ば , その 後 の 安 定性 に つ 
いて は 筆者 らち の 用 いた 回 路 で 充分 で あみ っ た . 


また 本 装置 で 用 いた 磁 心 は いわ ゆる SN 比 が 4 を 若 「 


王 下 回 っ て お りか つば ら つ きも 多く 決し て 最 状 の も の 
と は 思え な い が , な お 充分 の 動作 を する こと こと は すでに 
言い 尽 さ れ た と と で は あぁ ある が 磁 心 が 記憶 素子 と し て す 
ぐれ だ 特性 を 持 る ふぁ で いる と と を 示す る の と 言 よ りう: 


し か し な が ら 駅 動 電 流 の マー ジン が 100 mA 以下 で あぁ _ 
り , 原理 的 に は 万 </2 に 対応 する 電流 値 近 くま で ある ,」 
は ず の と と ろ を , 周 動 回 路 の 不備 で な ん 割か を 。 磁 心 ) 
特性 の 非 理 想 性 と ば ら つ き と で な ん 割か を けず っ て し 


トラ ンジ スタ 駆動 に よっ で 真空 管 
駆動 に 比べ て 回 路 と し て の 信頼 性 が 高く , 小 形 小 電力 ・~ 
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“ 1430 家 入 勝 吾 : トン ネル ・ ダ イオ ー ド を 用 いた ダウ ン ・ コ ン パ バー タ に つい て Ww Rt “ 
> ” RO ご 層 
> まっ た 結果 に 他 な ら な いし た が っ て で て, その 双方 に 改 (7) E. Foss, R.S. Partridge IBM Journal lp 3 
: ‘ RR a Rr » 1957). 
4 良 を 加え る な ら ば さら に 安定 な 動作 を 期待 し うる も の C0 eR CE 、 
有 】 こと きえ られる. その 人 後 国産 の 磁 心 や トラ ンジ スタ の 特 (957. 
7 性 も 向上 し て お り , さら に 大 容量 の も の る も 売 分 可能 で (9).<AgMelued- RsSherlia Rhett Se ak 
4 あろ う University (1959). a 
a A (10) C.J. Quartly : Electronic Engng. p 756, (Dec. 
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へ 
dy 


する 場合 ダイ オー ド の 電流 電圧 特性 曲線 が 近似 的 に 


& ング より も 有利 で ある と こと が 述べ て ある . 
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1. 序 言 

・ 夫 , SHF 帯 の 受信 装置 を 構成 する 場合 , ァ 

yy プ ・ コ ン パ ー タ より も ダウ ン ・ コ ン パ バ パー タ 方 式 を 採 

M2 装置 は 一 般 に 簡易 化 さ れる ・ の 


ter ip 0 
まで に 1 つの 装置 で と これら の すべ て の 要求 を 満足 する 
陸 oe ら な い .K.K.N. Chang の が 述べ て いる 
ower Sideband Down-Converter Using Esaki.- 
Diode. By SHOGO IEIRI, Member (Technical 


Pr Laboratories, Japan Broadcasting RO 
i Tokyo). [論文 番号 br 
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(17) 高橋 , 加藤 , 油 , 近藤 : 昭 34 信 学 全 大 68. 


トン ネル ・ ダ イオ ー ド を 用 いた ダウ ン ・ コ ン バ ー タ に つい て " 


給 正 内 家 入 勝家 
, ( 卓 本 放送 協会 技術 研究 所 ) 


要約 トン ネル ・ ダ イオ ー ド (エサ キ ・ ダ イオ ー ド ) が 量 す る 負 の 非 直 線 抵 抗 を 利用 し て ダウ ッ ウン ・ コ ン パ バー タ を 構成 
三次 式 で あら わ さ れ る な ら ば , 回 路 が 安定 に 動作 し , か つ 1 よ ょ より 
: も 大 きい 変換 利得 を 得る た め に は , 励 振 電 圧 の 振幅 は , ある 範囲 の 値 を と ら な けれ ば な ら な い . 
ンー 周波 数 帯域 幅 , 変換 利得 , 雑 人 指数 な ど は , 励 振 電圧 を 陽 に 含ん で いな い 回 路 の 基 護 方 程 式 か ら 求 めで て あ る. 
r な お , ダイ オー ド の 非 直 線 抵抗 の みな ら ず , 障 蝶 容量 が 励 振 電圧 に ょ っ て 同時 に 時 間 的 変化 を うけ て いる と 考え られ る 
の と き に は , 下 仙 法 帯 ダ ウン ・ コ ュ コンバー タ と し て 動作 させ る 方 が , 利得 お よび 雑音 指数 の 点 か ら み て 、 上 側 波 帯 ダ ゥ ッ ン ・ 
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ュ コンバータ の 入力 アド 


よう に , 飛 通 使用 され て いる ダイ オー ド ・ ミ クサ で 
は , ダイ オー ド の 量 す る 正 の 非 直線 抵抗 特性 を 利用 す 、 
る か ら , 必ず 変換 損失 を 伴い , か つ 雑 彰 指 数 も 低下 す 
る 、 ま た , 最近 各 方 面 で 盛ん に 実用 化 研究 の 行なわ れ 
て いる 非 直 線 リ アク タン ス を 利用 し た パラ メト リッ ク 
な コン パー タ で は ; 周知 の よう に 7 アップ コシ 0 
タ の み が 低 雑音 で あっ て ,。 ダ ウン ・ コ ン バ ー タ と し て 
動作 させ る と , 雑音 指数 が 悪く , し か も 疾 帯 域 で ある 
と いう 欠点 が ある ・ 0 
最近 ソニ ー, 江崎 氏 に よっ て 発明 され , 国内 外 で 脚 、 
光 を あび て いる トン ネル ・ ダ イオ ー ド (エサ キ ・ ダ イ 
オー ド ) は , ダイ ナ ト ロ ン 形 の 負 性 抵抗 特性 を 示す か 


ら , その 性 質 を 適切 に 利用 する と , 1 より も 大 きい 変 、 
\ ベ ’ E a r 3 マ } 
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換 利 得 を 得る 可能 性 が 期待 で きる . 他方 , トン ネル ・ 
ダイ オー ド 自 体 は , 不純 物 濃度 の 極め て 高い も の で あ 
る か ら , トン ネル 現象 を お と し て いる 領域 内 で は , 比 
較 的 低 雑 音 性 の 半導体 素子 で ある . これら の 点 を 考慮 
する と , トン ネル ・ ダ イオ ー ド の 負 性 抵抗 を 利用 し 
て , 低 雑 音 , 高利 得 , 広帯域 な どの 諸 要 求 を 満足 する 
新しい 形 の コン パー タ を 開発 する と と が 可能 で あぁ る と 
思わ れる . 

と の 論文 で は , トン ネル ・ ダ イオ ー ド に 関す る 最近 
の いろ いろ の 研究 の うち , ダウ ン ・ コ ン バ ー タ の 回 路 
解析 に つい て 述べ て あぁ る . 解析 方 法 は 別段 目新し い 
も の で は な く て 本 .E. Rowe の 方 潜 や を 用 いて あ 
る . この 動作 解析 か ら , トン ネル ・ ダ イオ ー ド を ダウ 
ジン ・ コ ン バ ー タ に 応用 する と き の 動 作 点 の えらび が 方 , 
変換 利得 , 帯域 幅 , 雑音 指数 な ど を 知る と と が で さき 
る . また , ダイ オー ド の 非 直 線 抵 抗 の みな ら ず , 障壁 
容量 も 励 振 電圧 に よっ て 時 間 的 に 変化 し て いる と き に 
は , 下 側 波 帯 ダウ ゥ ッ ン ・ コ ン バ ー タ と し て 用 いる 方 が , 
利得 お よび 雑音 指数 の 点 か ら , 上 仙波 帯 ダ ゥ ン ・ コ ン 
バー タ と し て 動作 させ る より る も 有利 で ある と こと が わか 
る そら て で る で れ ら ちの 灯 果 が か がら, トド シネ ル ダイ オー 
ド を 積極 的 に ダッ ウ ン ・ コ ン バ ー タ に 応用 し うる 見 通し 
が 得 ら れる と 考え られ る . 


2. 電流 電圧 特性 と 動作 点 


順 方 向 整 流 電流 


be ター 
Gh 


ド の 電流 電圧 特性 は , 電 
図 1 の よ ょ うに NV 字形 曲 放 
線 で ある か ら , ダイ オ 
ー ド 電流 7』 ょ は, 電圧 
ゆり: の 任意 の 一 価 関 数 


向 第 電流 


イイ (V) で あら わ さ れ る ・. 
©E= . 才 の 

特性 曲線 の 山 の 部 分 に ん = ボル ツマ フ 定 数 
T= 組 対 温度 


ドコ 
ラダ クタ ンス が 正 で あ 


図 和 ヤジ ネル ゃ イネ = トト の 
る 領域 内 に えら び , 動 


電流 電圧 特性 


} Fig. 1—Cu t-volt 
喧 を 証人 也 記入 Tl Crentrotege 
菩 1 を 画 き あ 5 た め る tunnel diode. 


と 図 2 え を 得る . 動作 点 の えら び 方 は , 図 2 の 場合 の み 


SD は シク 


負 で ある 領域 内 に 定め る と と も で きる が , その と き に 
は , バイ アス 点 の 定め 方 が 極め て critical で あり の , 


し か も 大 きい 振 凡 の 励 振 電 圧 を 加え る と 発振 を お と し 
«57) 


0O0< VsVeL V3 < V4 


Us 


電圧 (VV) rr 


hoV- VE+ fo + 


の =z (VA) 

Ve= Fis (Ai VA4foho) 

=372 (fat Vhi- 3hoh2) 

V4 = hz (A + VAf- 4hoh2 ) 
ん イー4 ん 0 記 2 > (0) 


図 2 動作 点 に お ける トン ネル ・ ダ イオ ー ド の 電流 電圧 特性 


Fig. 2—I-V characteristics at operating point. 


や ゃ や すく, 安定 な 動作 点 を 見 出す こと が 困難 に な る 
また , 動作 点 を た V 特性 の 谷 の 付近 に えら ぶ こ と と も 
で きる が , その 辺り で は か な り の 過剰 1// 雑音 が 観 滑 
され て いる ゆ や か ら , 雑音 指数 の 低下 と いう 見 地 か ら み 
PERI 

それ 故 , 動作 点 を 図る の よう に えら び の の , か つ ダ イ 
ォ ー ド 電流 7g』 は, 近似 的 に つき ぎの 三次 式 で あ 師 わ さ 
れる も の と する . 

=f{(V)=hVーh,V* 
0 

と この よう な VYV 特性 を 有 し て いる 非 直 線 素 子 に , 

外部 か ら 角 周波 数 w。 な る 正弦 的 な 励 振 電 圧 Vcos @』t 


を 印加 する と , 74 は か が V:( そん Vy] だ け 滅 少 7 


7 


する . また , プ パ (V。) は , その 時 間 的 変化 が 非 直 線 性 
や 励 振 源 の 電圧 波形 に よっ て 定め られ る 等 価 可変 コン 
クタ ンス で ある ec 次 式 で 与え られ る? 


; CC V) = Syren 2) 


= Vac0#@3t 


Jr= FJ-m = 層 導 


ig ーー V ょ + ラテ か Vy ) 


て 
\ 


9 は 励 振 源 の 1c/s に わた る 平均 コン ダク タン ヌス, 
9g は 変換 ュ コンダクタンス を あら ね わす. 


つき ぎ に o@。 の 他 に , @。 と 相 異 な る @ な る 角 周 波 


数 の 周期 的 信号 波 ucos 4 を 非 直線 素子 に 加え る 
と , 一 般 に mm の , 寺 ?@。 (m,; ヵ 7 は 整数 ) な る 種々 の 周波 : 

V。 た 比 し て Vj が 到 分 
に 小さ く 」 か が つ @, と @。(= の 一 @」) な る 2 つの 周波 、 


数 成分 が あら われ る . いま , 


燈 成 分 に の み 着 目 し , それ ら 以 外 の 周波 数 に 対し て 人 ダ 


EP 


* 


# 


CC 紅 人 導い 格 に 

~ ‘ * te 4 ん ” 

T1482 0 
半生 
イオ ー ド は 短絡 的 で ある と 仮定 し て 小 信号 解析 を 行 な 


: 
: う . する と @ な る 信号 電流 電圧 用, V, と @。 な る 
Ra 信号 電流 電圧 た , V。 と の 間 に は 周知 の よう に , つぎ 
有 の 関係 式 が 成立 する . 


i 

4 L, 1% gg: V, (3) 
NE Yl し V 

8 * 印 は 複素 共 や く 量 を あら わす *. 


有 | 非 直 線 抵抗 の と さき に は , 非 直線 リア クタ ンス の と さき 
| 、 そ 異なり , 相反 関係 が 成立 つ . 式 (3) に 対す る 等 価 zx 
回 跡 は 図 3 の よう "4 

| た あら わ さ れ る か ら , 上 
| 入出 力 に 接続 され る ア 
ドミ タタ 区 な どり が 与 入 
」 “られれ ば , 周知 の よう 
選 , 普通 の 線形 回 政 綱 
。 の 計算 か ら 所 望 の 回 路 
DL CER. 

. 図 3 と て 9g。<60, また は gg <0 で あれ ば , un- 
EY "stability の 可能 性 が 存在 する の . 式 ② か ら ge>0 で 
0 ある の で , 9 ーー9*<0 で あれ ば unstability の 条件 を 
満足 する ・ その た め に は , 9。 が 小さ く , gq が 大 きい 
て と が 望ま れる . 正 の 非 直 線 抵 抗 特性 を 利用 する と き 
に は , 上 i 記 の 条件 を 英 足 する と と は な いな が, 負 性 抵抗 
特性 を 示す トン ネル ・ ダイ オー ド を 用 いる 場合 に は , 
Rt 与え られ る 箇 囲 内 に V。 の 値 や えら さば, un- 
| ability iC 対す る 必要 条件 を 満足 させ る と と が で き 


< 吉 Gh- yh — 6 hh,) 


4 4 3 (hi+ vVh—6 hh,) <v, (4) 


し 1 の 表示 に お いて , V* 以上 の 項 を も 含め て 
RT RD LI EE, 当然 な が ら , 式 (④ の 
a の 箇 囲 は , さら に 制限 され る ・ 


rs 


図 3 式 (3) に 対す る 等 価 x 形 
回 路 


Fig. 3—Small signal equivalent 
x circuit for Eq. 3. 


紅 98. 小 信号 解析 ①) 


入出 力 信号 同 当 と 方 に それ ぞ れ 共振 する 2 
= 2CMMMNMNM sist ziR 4 mirc 


3 


本 泊 ね よび 人 共 が 扶 統 きれ て お り , 図 4 の 系 に 対す 


の 共振 回 路 は , トン ネル ・ ダ イオ ー ド が 星 す る 非 直線 
WK や 式 (3) に て , * を つけ る 必要 は な い が , 第 4 節 と の 関連 
※ 、 が 夫 

: ME 
A 


FT t 
rr 


0 ル ギ は , 局部 発振 器 か ら 供 給 さ れ て いる . 2 っ つ _ 


C58 ) 


共 畠 回 路 n+ Wz2= Ws 共 療 回 路 #2 
2 = 2 Ff2= wz 
= 共振 回 路 #$? の イン ダク タン ス 
Ci'= » 々 容量 < 
Gi= ~*~ ァ ヶ ゃ コン ダク タン ス 
(=1,2) 
Gg 一 電流 誠 7g の 内 部 コン ダク タン ス 
GC ょ = 負荷 コン ダク タン ス 


Ca トン ネル ・ ダ イオ ー ド の 麻 忌 容量 
図 4 え トン ネル ・ ダ イオ ー ド を 用 いた ダウ ツン ・ 
ュ ン バー タ の 等 価 回 路 
Fig. 4—Equivalent circuit of a down converter 
using tunnel-diode. 


抵抗 で も っ て 互い た 結合 され て お り 。 か つ 各 回 路 に は 
理想 的 な BB.P.F. が 揮 入 され て いて , 各 周 波数 成分 
は , それ ぞ れ の 回 路 の み を 流れ , 互い に 完全 に 分 離さ 
れ て いる も の と する な お , ダイ オー ド の 障壁 容量 は 
一 定 で あっ て , 励 振 電 圧 に よっ て 変化 し な いも の と に と 
し , また ダイ オー ド の 直列 抵抗 に よる 影響 は 無視 し て 
ある . 
4 の 変換 回 路 に お ける 電流 電圧 間 の 関係 は , つぎ 
の 方 程 式 で 与え られ る . 
[ly= (Gri +jB,)V, +g. Vt 
i 0=9; y' t (Gr,—jB;,) か 
た だ し , Gz,=G,+G,+9。, Gr:=G1++G,+9, 


『 2 do 
Br o,C,— Or Gr,z 


(5) 


5B, rg wo,C,— 


1 2 4o 
o;L, A Gr.Q; A 
= —Gr, cz 


r= C;=C"'+C4a4 =1,2) (3) 


wo,=N,;+4do, o,=N,- do, a 
0, ' - a 
A,= 同 調 回 路 ま の 共振 角 周 波数 に 
4 に お いて の 代わ り に 変成 器 が 用 いら れ て で てい 
る と き に K は , 式 ⑮) の 係数 を 若干 修正 し な けれ ば な ら 
な い が , 本 質 的 な 差異 を 生じ しない から, 解析 上 必要 と 
思わ れ な い の で 省略 し て ある Oy/ 
式 (⑤) か ら , 入力 アド ミタ ンス Yj eost, ? 


Yia= (Gr,— i Ci 閣 0 


守り る 両 回 路 が 共振 し て いる と き に は , Yin t tt 
Gs= Yi Cz=0)=Gr;(1—@) (9) 
々 は 回 路 が 安定 で ある か , 不安 定 で ある か を 決定 す 


る パラ メー タ で あっ て , つ き ぎの 関係 が 一 般 に 成立 する ・ 
| 0<a<1 2 雪 » 定 
UR es es rts 不安 定 


変換 利得 ve Ks 7 TB: 出力 電力 と トト が る 
R.F. 源 か ら の 有 能 電力 と の 比 と し て 定義 され て いる 
か ら , 次 式 の よう に あら わ さ れ る . 


= TR F(z,6, 0) 1) 
1+c’z* 
a (1l+c0) °° +2c 1-0) 
! (ee)* 
. citce°+2(1+c@)} 
3 a) (U0* 
G,G 
LL 
, Gr:Gr. t 
} 式 ① か ら , 
共振 時 (z=0) 3 
の 変換 利得 9 
は , (8B) 
Eat dol 
yr co (0)* 
(13) 20 
CS) ET 守 
¢ が 0 か ら 1 ま 
で 変化 する と , 
ges/a の 値 は 0 8 
か ら ゃ まで 変化 NH 
還る . それ 落 。 
gc は 所 望 す る 0 A 0 RB 10 
こけ 汰 きく 光る 用 
CTS 2. i 
< RS gesla 
。 と < 々 の 関係 を 示 図 5 gela と « の 関係 


gE Conversior gain as a pation- 


C59°) 


otad Cs pe x ' EE | 
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~Gr1 < =) gy 
1+ez NE ダイ オー ド を コン パー タ に 応用 す 
+iGrz(1+ i ) (7) , 変換 利得 が ある た め に は eC Eo i 
Ce a sti, し た が っ て , 式 UO) と go>1 の 条件 か 
ET Ra ¢ ら , 〆¢ は つき ぎの 範囲 内 の 値 を と ら な けれ ば ば ならない. 
Gr + BY 0 Ge ®) de 0 


すなわち , 
1>g>U+2 0 の =2 vaGFD (14) 

図 6 に a と y=(1 ユ +2a)-24a(a+1) の 関係 が 示 
0 し て ある : @ は 
a の 値 に 応じ て 
図 6 の 曲線 より 
うえ の 告 線 を 引 
いて ある と とろ 
の 値 を と る よう 
人 ずれ は 
り 大 きい 変換 利 
得 を 得る と と が 


¥ Y=(1+2a)-2 Va(an 


0 .2 .4 .6 6 8 
a で る 


図 6 yw と 2a の 関係 


Fig. 6—y as a function of a. 


式 


9。 と 9: の 満足 


すべ き 上 関係 , すなわち V。 に 課せ られ る 条件 と し て 
つき の 不等式 を 得る ・ 


go gi gs ‘Cs gs 
+ 各 >8 ら y1+() > 宙 
(15) 


た ky 式 , (15) は G,=G,=0, Gy,=Gri=G, と お 


いて 求め た る の で ある . 

3 dB-down 帯域 幅 は , ge。 が ge。 の 1/2 に な る z の 
値 , すなわち だ だ ( ヶ ,c,@) =1/2 を 満足 する et 
式 に よっ て 求め れ ば よい . 

cz +c te +2 CL+c EYE + {1 +c Ey}? 

F208 (0) EE 0 

式 (16) は zz に つい て 三次 式 で ある が 
し た 形 に 解く と と は むず か し い 。・ と と ろ が , 人 2,28 
の 係数 は , すべ て 正 で あり かつ) (= の * き 1 で あ 
る . それ 故 , 1 より 充分 大 きい 変換 利得 を と っ で いる 
よう な 動作 状態 の も と で は , c る 1 な ら ざ る か ぎり , 
z の 値 は , 近似 的 に 次 式 で 与え られ る . 


{1l+ca) +2 Cal1—0)y , 
Fil oe) A bi 
2 tc +2(1+c 0)} 
2 {1+cd) °° +2 Cal1—)} 
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(eo) 
(lo)! 


3 
3 (1-ey 
2 
G7) 
0 図 7 は , c を パラ メー タ に し て , < の 根 を «の 関数 
と し て 示し た も の で ある . 

’ (13) と (17) の 両 式 か ら , が 1 に 近い と き の 和 利得 

| 帯域 幅 積 は , 


| Fig. 7—Bandwidth function of a function 
yt of @ for various of C. 
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3 t p 
| CE 4 


と な る . 式 8 の < を パラ メー タ に し て , c- B 積 
0 Q, の 関係 を 図 8 に 示し て あぁ る. 
和 2 


に 
[ 
bh 


: 7 JB 
KY " &i 
図 8 Q; と 利得 帯域 幅 積 の 関係 
oe 8-Gain-bandwidth products vs. circuit Q; for 
various values of C and «, 
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OE 
EN く えら れる ・. , 
ー⑪ 共振 回 路 所 自身 の 損失 G, か ら 発 生 する 熱 雑音 
i 共振 回 路 約 自身 の 損失 G。 か ら 発 生 する 熱 雑音 
ー⑬ トン ネル 電流 に 関連 の ある 散 射 雑音 


i 0 > 


(60 ) 


(4) ダイ オー ド の 直列 抵抗 か ら 発生 する 熱 雑 音 」 

(5) 1/ げ 形 の 過剰 雑音 

(6) ダイ オー ド の 障壁 容量 の 変動 に よる 雑音 

(7) 励 振 源 か ら の 熱 雑音 

と れ ら の 他 に , 負荷 Gz か ら 発 生 す る 熱 雑音 も 雑音 
指数 に 影響 を 及ぼす (た だ し , 雑音 指数 の 定義 に よっ . 
て , と の 雑音 源 を 考慮 し な か っ た りす る が , と こと て で は 
含め て 扱う ちこ ど に する ぞう 

つき に 上 記 の (①, (②), (3) お よび Gz か ら の 幸 
雑音 の み が 主 要 な 雑音 源 で あっ て , その 他 の 雑音 を 無 
視 し て 雑音 指数 を 求め て みる . いま , 人 各 雑音 源 は 互い 
に 独立 で あっ て 雑音 の 相関 が な いも の と する と , 雑音 
指数 は 式 (5) か ら 容 易 に た 求 まり , 次 式 の よう に な る . 


a 


- 
I 


* G, G, Gr, 
+ ET 
-(G:+ GE+ G9 | G9) 
* 
i 2 


7。= ダ イオ ォ オード の 直流 電流 , 
T= 入力 , コン バー タ の 温度 で K) 
た だ し , 入出 力 回 路 の 雑音 等 価 帯 域 幅 は 相 等 し いと 
すす ' 
式 19) の N.F. は , 非 直 線 り アク タンス 装 置 の 場 
合 と 異な り , 入出 力 周 波数 に は 無関係 で ある .。 以上 の 
結果 は , ダイ オー ド の 電流 電圧 特 人 性 が 三次 式 で 与え て 
ある 点 。 お よび 回 路 の 基礎 方 程 式 に 励 振 電 圧 が 陽 に 含 
まれ て いな い 点 を 除け ば , 形式 的 に は K.K.N. Chang 
の 与え て いる 回 路 特 性 と 同じ で ある . 


4. 小 信号 解析 II) _ 


前 節 で は トン ネル ・ ダ イオ ー ド の 隊 壁 容量 が 励 振 電 
圧 に よっ て 変化 し な いも の と し て 取扱 っ た が ,! 実際 に 
は ダイ オー ド の 接合 状態 は abrupt type で ある か がら; 
障壁 容量 は 印加 電圧 の -1/2 乗 に 比例 し て 変化 する も 
の と 考え られ る 。 し た が っ て , トン ネル ・ ダ イオ ー. ド 
を 局 発電 圧 で 励 振 す れ ば , 非 直線 抵抗 の みな ら ず 障 忌 
容量 の 明 扶 も 同時 に あら われ る で ある ろう ・ 0 "0 

いま , 励 振 電 圧 に よっ て 非 直 線 コ ンダ クタ ンス が 式 」 


(2) の よう に 9+2 gcos @# で , 障壁 容量 C。 が C。+21 


Ccos wf で 変化 し て いる も の と する と , | 図 9 に お い 

て 入出 力 の 電流 電圧 間 に は , つぎ の 関係 の が 成立 つ . . 
1, が @,C, の +7 0.C; Ks . て 4 \ 
9 a) w,C, 9s —7 0,C。 oN C20) Ry 


3 図 9 の 入出 力 

0 端子 に , 図 4 の 

よう な 同調 回 

有 路 , 電流 源 , 負 
荷 が それ ぞ れ 接 

図 9 非 直線 抵抗 玉 よ び 障 壁 容量 が 変 


続き され て お れ 化し て いる と き の 等 価 回 路 

ば そ の 回 路 に 対 Fig. 9—Equivalent circuit of a tunnel- 
A diode with nonlinear capaci- 
9 る 方 程 式 は ’ tance and conductance. 

つぎ の よう に あら わ さ れ る . 


I,= (Gr: こ =o V+ CA us ) @,C;) a 


; 2 
0= (9; rg @,C,) We (Ih ug 
SS 
B= B+B," 
= oC +C; Fn 3 
! = Gr,L 
F $7 ペー (@,—o,)9;C, 
名 hi ér Gr:Gr. 
ea, ee (—2 4o) 
B= oC,+C,) 性 導 Gr,Q, 8 
= — Gr,¢t 
OC CF 。 
Om EE Gi=1,2 
Ti 
(22) 
計 (217524 ら 信和 力 ア ドミ ペンス Vir は 。 
: Oh (+nN+chz 
Yi Gr hi 1+cz* } 
3 Or I es (23) 
"a T+ 
; @ OC 
RC GG 
| と な る . < は 前 節 の 式 (3) と 同じ も の で ある が , ヶ は 
可変 容量 に よっ て 回 路 に 導入 され た 負 性 抵抗 た 相当 す 


計る 共振 時 (z=07 と お ける 入力 アド ミタ ンス Gz は 
tL (GY (24) 
と な る ろ る. 前 と 同じ よう に , 1>¢ 寺 >0 の と き に は 動 
| 作 は 安定 で あり , ¢+ ァ テン 1 の と き に は 不安 定 に な る . 
共振 時 と お ける 変換 利得 ge。 は, 
eC 4a(&+ (2,/22 
本 ユー(2+ の 了 

】 と な る . 式 2 に て 分 子 の 第 1 項 は 負 の 非 直線 コン 
| ダク タン ス に よる も の に 対応 し , 第 2 項 は 可変 容量 に 
| よる 寄与 を あみ あらわす. ダウ ン ・ ェ コ ュ ン パー タ で は > 
¥ で ある か ら 5, ァ が 小さ けれ ば 9eo は 々 の み に よ っ 


(25) 


(61) 


a 
VV 名 
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て 定まる と 見 な す と と が で き , 式 (25) は 近似 的 に 式 
(13) に 等 し い : 

3 dB-down 帯域 幅 は 式 (12) の 下 に 相当 する 式 が 
1/2 に な る ヶ の 値 か ら 求 まる . 了 の 形 は 相当 複雑 で あ 
る が ,(&+ り を 1 の 場合 そ に は, ゃ は 次 式 で 与え られ る 

> 1—(¢&+7) 
A et 
帯域 幅 は (z+ カワ そ 1 の と き に は 式 (17) と 比較 する 
と が 0 4 と よ な る な 分 さげ け 疾 で な ろ る 7 る の 坦 科 
に は 式 (17) と 近似 的 に 等 し く な る . 
利得 帯域 幅 積 は (25) と (26) の 両 式 か ら , 
A EC OO 
N/ a | | (27) 
N.F. は 各 雑 音 の 間 に 相 関 が な く , か つ 前 節 の 仮定 
を 用 いれ ば 次 式 で 与え られ る . 
a 8 
nos CT 
(+) (G+Gz+G,) 
3 C+ (ol/@,;)r | CR) 
式 (28) に お いて <d>(o。/ei)r ヶ r で あれ ば , N.F. は 


(26) 


N.F.=1+ 


が に よる 分 だ け 苦 "Q9) さよ も る 劣る が 。 2 そ 10775 
N. F. は ほとん ど 非 直線 抵抗 に よっ て 定まる と 見 な し 


A 
以上 の 結果 は @ の +o=@。 な る 下 人 男 波 帯 ダ ゥ ン ・ コ 


ン パ バー タ に 関す る も の で ある が , @, 一 @, デ = の 。』 な る 上 側 " 


波 帯 ダウ ン ・ コ ン バ ー タ に つい て , 入力 アテ ドミ タン 
ス , 変換 利得 , 帯域 幅 , 雑音 指数 な ど を 求め る と , そ 
の 結果 は 次 式 で あら わ さ れ る . 
CG (29) 
_4a(e + (2,/2,)n 
(1+r—@) 
1+r—¢@ 


TE 3 


(30) 


co 


se.? a 培 了 YS OC 0 A 


(1 +c 
De 
GR GE GR 
UPLI CGIY GLC) 

C+ (o,fo;)r 
(o;+@©,) G1C; 
Gr:Gr. 
1+ ァ >c¢ >0 pea et 安 = 定 
a ens 未 安 定 
と れ ら の 結果 か ら , 非 直 線 抵 抗 の なみ な ら ず , 際 容 


NEF.=1+ 


(33) ~ 
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, > ド a i i ™ 
家 入 勝 吾 : トン ネル ・ ダイ オイ オード を 用 いた ダウ コンパ バース NY 


a 


量 の 時 間 的 変化 を も 考慮 に 入れ る と , 下 側 波 帯 ダ ゥ ン 時 間 的 変化 を も 考慮 する と , 下 側 波 栓 ダウ ゥ ン ・ コ ン パ バ 
 ・ コ ン バ パー タ と 上 仙波 各 ダ ウン ・ コ ン パ ー タ で は , 入 ー タ と し て 動作 させ る の が 有利 で ある と と が 導 か れ て で 
| 出力 周波 数 お よび «の 値 が 等 し いと き に は , 前 者 の 方 いる 。、 ま た , 動作 点 は 安定 な 動作 あるいは N.F. の } 
8 が 利得 , N.F. (@ の 値 に よる ) の 点 に お いて すぐ れ て 和 品 か ら た V 特性 の 山 の 部 分 の コン ダク タン ス が 正 で 7 
ーー いる. それ 故 , コン バー タ の 動作 が 非 直線 抵抗 に よっ ある 領域 内 に えら ぶ べ きこ と と を 論じ た . 


| て ね も に 定まる に し て る も, 下 例 流 吾 ダウ ン ・ コ ン パ バー われ われ は ゲル マニ ウム ・ ト ン ネ ル ・ ダ イオ ー ド を 
罰 2 タ 方 式 を えら ぶ 方 が 好ま し い . 用 いて 下 側 波 帯 ダ ウン ・ コ ン パ ー タ の 実験 (入力 周波 
¥ 数 =175 Mc, 出力 周波 数 =35 Me, 局 発 周波 数 =210 
“ 5. 直列 抵抗 を 念 む と き の Mc) を 行ない , 変換 利得 4~10 dB, 帯域 幅 1~2Mc 
ーー アド ミタ ンス 行列 な る 結果 を 得 。 ま た 上 個 波 准 ダ ウゥ ン ・ コ ン ペ バー タ よ り 


ダイ オー ド の 


も すぐ れ て いる と と を 認め た . 動作 パ ィ アス 点 は , 20 
- ~50 mV, 励 振 電圧 =100mV 以上 で ぁ る . し か し , 
直列 抵抗 を 考慮 WV | 
" a ささ に ご ダイ オー ド の LV 曲線 の 近似 的 表示 , N.F. の 問題 
* 全 3 は \ PE 3 3 * 
水 璧 容量 が 一 定 で な ど に まだ いろ いろ と 検討 を 要する 点 が 多い の で , 本 


> a 
"0 ” ER 0 の 種 の 研究 分 野 に お いて 幾 分 で る 参考 に な れ ば と 思っ 
“A て 発表 する 次 第 で ある .・ 


’ で あぁ ら わ され Fig. 10—Eauivalent circuit of a tunne!l- 化 研 究 に つい て 終始 御 指導 を 賜 わ っ た NHK 技術 研 


が diode with series resistance and 塞 所 の 関係 各位 , ダイ オー ド を 供給 し て 下さ る とう ッ = 
 」 る. と の 等 価 回 constant barrier-capacitance. A 


4 2 1 
| 路 に お いて ダイ オー ド を 二 端 子 回 路 と し て みた と き の 株 式 会 社 の 御 好 意 に 深く 謝意 を 表す る と と も に た , 本 


文 で は 詳細 な 実験 資料 を 割 受 し た 。 し か し 本 文 が , と 


KJ 
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空中 線 共 用 増幅 器 の 相互 変調 と その 軽 減 対策 * 


正 員 佐 


藤 敏 巡 


(国際 電信 電話 株 式 会 社 ) 


要約 短波 の 受信 空中 線 共 用 増 凡 
生ずる が , る 
単に 説明 し て いる . 


愉 江 | おき ビビ 発 め か きま 


短波 の 国際 通信 を 行なう 受信 所 で は , 空中 線 を 経済 

的 に 使用 し , その 運用 を 容易 に する た め , 全 波 空中 線 

の 出力 回 路 に 空中 線 共 用 増幅 器 (以下 , 共用 増幅 器 と 

呼ぶ ) を 接続 し , その 出力 端子 に 通常 最大 6 台 ま で の 

複数 個 の 受信 機 を 互い た 干渉 な く 接 続 す る と こと が で き 
CR 3 いる. 

すでに 報告 され て いる の やつ よう に た に,, と の 共用 増幅 器 は 

第 二 次 相 互 変調 波 を 除去 する 目的 で , 図 1 に 示す よう 

て 高 g 々 真空管 2 本 を プッ シュ プル に 接続 し , か な 

り 良 好 な 諸 特性 を 得 て い る . し か し 最近 の 強力 な 外国 

| 国際 放送 波 の 増加 に 伴っ て 相互 変調 波 に よる 混信 が 次 

7 第 た 多く な り , 当社 小野 受信 所 に お ける 軌 和 34 年 6 

計 月 の 調査 に と よれ ば 5 つの 実用 回 線 に 対し て と これが 認め 

ち れ て お り , と の 種 の 混信 は 今後 増加 の 一 途 を た どる 
る の と 予想 され る . 
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nput 
Terminal 


図 1 現用 の 共用 増幅 器 結線 図 
“ Fig. 1—Conventional antenna multicoupler. 

従来 共用 増 性器 の 第 二 次 相互 変調 波 の 大 き さ た 関し 
| て は , 2 信号 に よる 混 変 調 係数 や と いう 概念 が 便利 に 
| 使わ れ て きた が , と と で は , と れ を 次 数 の 高い 方 まで 
) 拡張 し て 用 いる と , 各 次 数 の 相互 変調 波 な ら び に 高調 
ーー Improvement of Intermodulation Coefficient of 
| Antenna Multicoupler. TOSHIO SATO, Member 
計 (Kokusai Denshin Denwa Co., Ltd., Tokyo). 
| [論文 番号 3275] 
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は , 強い 外来 電波 の ある 場合 , その 非 直線 人 性 に ょ り 相 互 変調 波 な らち ら びに 高調 波 を 
こと これら は 負 帰 還 を 用 いる こと こと に より 有効 に 抑圧 で きる と と が 示さ れ て いる . な お 相互 変調 係数 に つい て も 簡 


波 の 大 き さ を 容易 に か つ 統 一 的 に 評価 する と こと が で さき 
る の で と これ に つい て 簡単 に 説明 し , つぎ に 負 帰 還 を 用 
いる と 上 記 非 直線 ひずみ を 有効 に 抑圧 で きる と と を を そ 
の 実験 結果 に 基づき 資料 と し て 報告 する に と と し 7 ご 

な お , 従来 共用 増幅 器 に つい て 混 変 調 と 呼ば れ で い 
た も の は , すべ て CCIR 規定 に よる イン ター モジ ョ 
レー ショ ン に 相当 する も の な の で , 混乱 を 避け る な ため 
と の 際 相 互 変調 と 呼び か える と と に し た 


2. 相互 変調 係数 


2.1 相互 変調 係数 の 定義 
いま 任意 の 個数 の 入力 信 峡 e。 が 平坦 な 周波 数 特性 
ゃ もつ 共用 増幅 器 を 通っ た 後 @ に な っ た と する と 


小 振 幅 の 範囲 内 で これ は つき ぎの よう に べき 級数 に 展開 


する と と が で きる . | 


a (Se, ) (1) ¢ 、 
n=l y 
と て と に gaz は 定数 係数 で ある : 
EV 
ei= v2 Ejcoso;t+y2 Ej;cosoj;t 
(2 


な る 信号 が 加わ っ た と すれ ば , 式 (① の 第 ヵ ゃ 項 か ら , 


つき に 示 す よ うな 2 個 の 第 々 次 高調 波 と , 2( ヵ z-) 個 ) 


の 第 々 次 相互 変調 波 が 生ずる ・ 
の xC, = 
Cr v の (rE E; ) 
・ COs|(n—7) Ot Ot 
=X3,4, 2; FE0, 12 I 


(3) 


EG 


CE ! 
の の と き : 第 ヵ 次 高調 波 
デー1,2)eee カー1】 の と き : 第 ゃ 次 相 豆 変調 波 


以下 本 文中 で ひずみ 信号 と いう と き は , 特に 断 わ ら 


・ な い 限 りこ と の 両者 を 指す と こと に する . な お , より 高 次 


の 項 か ら 同 一 周波 数 に 落ち る 成分 も 生ずる が , これら 


-f ne 


a 


な は 上 の も の に 比 し て 充分 小さ い の で 無視 し て いる 
肖 と と で こと れ ら の ひずみ 出力 信号 を 等 価 的 な 入力 信号 


3 寺 ァ ol =@。 に 等 し いよ うな 信号 を 加え , と れ に 対す 
2 出力 が さき の ez の 実効 値 左 , と 等 し く な っ た と き 
| の 強度 を 選 と すれ ば つき の 式 が 得 ら れる . 

Es=OnEs Ey (4) 

| nC a 

3 3 Re el = 2 (5) 
は と と で 式 (4) を デシ ベル で あぁ あらわ せ ば 
a EEA 6 + (nD LE +r[E;] (dB) (6) 


| 実用 上 の 便 か ら , 1zV の 電圧 を 0dB と し て , この 
| [8] を 相互 変調 係数 と 名 づけ る . 

| 特に r=0, 々 の 場合 に は , 

"n 裕 [El= [an] +nCEr], (dB) ( 


民 A a EDs 2 カー1) 

。 と な り , 第 々 次 高調 波 係 数 [dxx] は 第 ヵ 次 相互 変調 係 

下 ょ り [C1]dB だ け 小 さい と と が わか る 

2.2 各 次 ひずみ 相互 の 比較 

8 人 次 数 の 相互 変調 作 致 が 得 ら れれ は , つき ぎの よう に 
し て 各 次 の ひずみ の 大 き さ の 相互 比較 を する と と が で 

2. いま 2 信号 入力 が , Eg=5=』 の と き , 第 ヵ 

次 の ひずみ 等 価 入力 信号 に 比較 し て , それ より m 次 

Cn si 高い 第 (4m が) 次 の それ が 等 し いか 

ある い は より 以上 の 大 きき さき に な っ た と する と , 式 ⑥ 

OROMWRNS NS. 


陸 2 信号 の 入力 強度 が それ ぞ れ 式 (9 の 値 を 
OW 商 足 する と 。 次 数 の 高い も の の 方 が 大 きく な る と と が 
知ら れる . 
ト VY 
光 3. 相互 変調 係数 の 測定 例 
A 測定 原理 
交 (21 に 述べ た と と ろ に し た が い , 任意 の 強度 の 2 つ 
| の 信号 Ka, を 選び , と れ に よっ て 生ずる 各 次 数 の 
の ずみ 出力 選 』 と 同一 周波 数 で 同一 出力 を 得る よう な 
* 名 の 強度 E。 を 測定 し , 式 (6) より [84] を 求め れ 
は 相互 変調 係数 は 負 の デシ ベル 値 と し て 得 ら れる ・ 
と の 内 = た = た と すれ ば 式 (6) は 
* が CE= [3] +nCE (dB) 0) 
べ 補 + 測定 上 便利 で ある 


“, 2 n 


{i 
i oT (8) 


に 換算 し て あら わす た め , 新た に 周波 数 が 1( ヵ 一 の oz 


C64 ) 


な お , 共用 増幅 器 に 対す る 入力 強度 は , て : 
源 の 開放 電圧 で 表示 する も の と する .・ 
3.2 測 定例 3 
図 2 は 共用 増 凡 器 の 非 直線 ひずみ 生成 の 模様 を 示し 
て いる ・( 以 下 秘 } 
単 の た め , [] ] 
を 省 い 共 8。 で 
dB 値 を あら む わ | 
する の と する ) 
と の 例 で は , 
= —158 dB, ' 8, 
=-ー250dB で 
ある . 2.2 で 述 
べた と ちわわ 弓 よ 
りり 0,。—8;=92 
dB で あぁ る か ら , 
92dB 以上 の E; 
に お いて 一 次 
より 三次 の ひ ず 
み 等 価 入 力 の 方 
が 大 きく な る と こと 


図 2 共用 増幅 器 の ひずみ 信号 実測 例 
Fig. 2—Second and third order 
distortion signals. 

と が わか る . 

現行 の 共用 増幅 器 で は , 両 入 力 信 号 が それ ぞ れ 100 
dB 以下 の 場合 に は , 四 次 以上 の ひずみ ぁみ は 最大 10 dB 
程度 の 大 き さ で あり 無視 し て も さしつかえ な か っ た 
が , ヵ 次 の ひずみ は 入力 の ヵ 々 乗 に 比例 し て 増大 する か 
ら ,。 大 き な 入 力 の ある 場合 あるいは さら に 直線 性 の 」 
悪い 回 路 の 場合 に は 充分 注意 する 必要 が ある . 

従来 共用 増幅 器 で 混 変 調 と いえ ば , ヵ r=2 の 場合 の 
第 二 次 相 互 変調 に あたる も の の み を 意味 し て いた が , 
今回 の 検討 に より , 第 三 次 の 相互 変調 波 は 無視 で き 馬 
大 き さ で ある と と が 明らか と な っ た 。 ま た 高調 波 に つ 
いて は いま まで 全然 問題 に され て いな か っ た よう で あみ 
る が , 対応 する 次 数 の 相互 変調 波 と くら べ る と , その 
係数 は , 第 二 次 で 6dB, 第 三次 で 10 dB, それ ぞ れ 小 
さい だ け で あり , 共用 増幅 器 の よう な 広帯域 増幅 器 で 「 
は , と これら が 受信 機 に 入り こと む 機 会 は 充分 ある か ら 注 - 
意 を 要する と 思う ・. YA に 


4 非 直線 ひずみ を 減少 させ る 試み 


短波 の 通信 回 線 の 実状 か や らし て , 電離 周 伝 ば ん た に よ 「 
る 2 つの 妨害 波 が フェ ー ジ ング を 伴い つつ それ ぞ れ 最 ) 
大 値 100 dB 前 後 で 入射 する と き に た に, 30dB 前 後 の 希 
望 信 号 を , 実用 上 さしつかえ な い 程 度 の SN 比 を も 「 


0 


相 呈 万 油 係 履 (dB) 


まま ee 電 T ト 
es ' ¢ 


照 和 35 年 12 月 電 気 通信 


学 会 雑 第 43 券 12 号 


ul 
Gt 
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で 選 司 必 生 1 うま する 7 だ 6 め 師 は ば は, 0 で ゃ 180:dB , 以 
下 , 8。 で 一 280dB 以下 位 の 値 が 必要 と な る が , 図 
1 の よう な プッ シュ プル 増幅 器 で は , 最良 の 平衡 を と 
っ た 場合 で も , 真空 管 の 特性 の 不同 や , 入力 変成 器 の 
わずか な 不平 衡 等 の た め , 通常 92。 は 160 dB 程度 
で あり , 一 方 6。 は -250dB 位 の も の で ある か ちら , 上 
の 要求 を 満足 させ る と こと は か な り 困 難 な と と で ある . 
共用 増幅 器 内 で 生ずる 非 直線 ひずみ 信 峡 は その まま 受 
信 機 の 入力 信号 と な り , 直ちに 混信 妨害 を 与え る 可能 
性 を る も つの で , と これ を いか に 抑圧 する か は 大 き な 問 題 
で ある . 以下 , 相互 変調 係数 を さら に 小さ くし よう と 
する 試み を 2 例 あ げ よ う . 

4.1 負 帰 運 に よる 方 法 

各種 の ひずみ を 減少 させ る 方 法 と し て , まず 負 帰 還 
や ゃ か ける 方 法 を あげ る と と が で きる . 電流 負 帰 本 を 使 
ええ ば, 図 1 に 示さ れる 現行 の 増幅 器 な がら カソード の パ バ 


雑音 指数 お ょ よび 利 得 (dB) 


相互 変 貞 係 敷 (dB) 
$ 
8 
向 
ト 
2 
NI 
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50 。 100 
td) カリ ソー ト 拭 抗 (オー ム ) 
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(b) カリ ー ド 抵抗 (4- ム ) 


図 3 プッ シェ = プル 増幅 器 に お ける 負 帰 居 の 効果 
(実線 は 負 帰 還 の な い 場 合 , 破線 は あぁ る 場合 
Fig. 3—Improvement of intermodulation coefficients 
with and without feedback in push-pull type 
amplifier. 


dz 3 
20 -220 


50 下さ 100 
tb) カリ ソー ド 抵 抗 (-) 


図 4 単 球 増 己 器 に お ける 負 帰 還 の 効果 
(実線 は 負 帰 居 の な い 場 合 , 破線 ほな あ る 場合 ) 


Fig. 4—Improvement of intermodulation coeficients 
の with and without feedback in single tube 


_amplifier. 


イィ パス ・ コ ン デ ン サ を は ず す だ け で よい か ら 極 め て 簡 
単 で あぁ る . 

図 3 は プッ シュ プル 増幅 器 に お ける 負 帰 本 の 効果 の 
一 例 を 示し , 図 4 は 単 球 増幅 器 の 場合 の それ を 示し て 
いる ・、 両 図 か ら わ か る よう に , カソード 抵抗 の 値 を 大 
きく する ほど 相互 変調 係数 は 小さ く な る 傾向 に ある 
が , それ に 伴っ て 利得 が 減少 し , 雑音 指数 が 大 きく な 
る の で , 適当 な 動作 点 を 見 出す 必要 が ある . 図 3 の プ 
ッシュ プル の 場合 , 最良 点 で は 8。 で =-180 dB きき で 
ー275 dB 程度 の 値 が 得 ら れ , 負 帰 還 を か け な い 場合 
選 く . ら べ て いずれ る お は よそ 20 dB" の 改善 玉 で 
いる ・. 一 方 図 4 の 単 球 の 場合 に は , 利得 が 少な い の で 
と れ を -0dB 応 抑 える と すれ ば , 9。 で 155 dB 25 
で 一 285 dB と な り , 9。 は 負 帰 本 を か け な い プッ ショ 
プル 増幅 器 の それ に 匹敵 し , 8。 は 負 帰 病 を か けた そ 
れ よ り よ い 億 を 得る こと が で きろ る . 

さら に 負 帰 病 の な い プ ッシュ プル の 場合 ,。 その バラ 
ンス に は 鋭い 周波 数 特性 が あり , た と えば 和 の 周波 数 
に つい て よく バラ ンス が と れ て も 差 の 周波 数 に つい て 
は それ が くず れ , 相互 変調 係数 が 大 と な る と こと が ある 
が , 負 帰 還 を か けた 場合 に は とこ の 影響 が 減り , 任意 の 
周波 数 で バラ ンス を と っ て お け ば よい と いう こと と も 確 
認 さ れ て いる 


つっき に , と れ ら の 場合 に お ける 利得 の 減少 は , 受信 


機 の 実効 選択 度 を 下げ な いた め に むし ろ 望 まし い 方 向 
で ある と いう と こと が で きる . また 雑音 指数 が 悪化 し 
上 例 の 場合 , プッ シュ プル で 9dB, 単 球 で 11 dB 前 
後 と な る が , 短波 帯 と に お いて は , 多く の 場合 受信 機 雑 
音 よ り も むし ろ 外 来 雑 斉 あ る い は 混信 に よっ て ぷ SNN 比 
が 決定 され る と と を 考え れ ば , 特に 相互 変調 波 な ら び ぴ び 


に 高調 波 を 抑圧 し た い 場 合 , この 方 式 は 有効 な 手段 で 


ある と いる え よう. 
4.2 増幅器 の 伝送 帯域 を 多数 個 に 分 割 す る 方 法 
多数 の 増幅 器 の 入出 力 回 路 を や を, それぞれ 帯域 通過 ろ 
波 器 に よっ て 並列 に 結合 し , 全体 と し て 短波 帯 全域 を 
カバ ー す る よう に し た 人 後 , 信号 分 配 回 路 よ り 多 数 個 の 
出力 端子 を と り 出せ ば , 相互 変調 の 原因 と な る 強力 な 
信号 2 つ 以 上 が 同一 帯域 内 に 落ち る 確率 が 減少 する の 


で , 相互 変調 の 発生 する 確率 は 減少 し , また , た と える 


分 割 き され た 各 増 幅 器 の 申 で 相互 変調 を 発生 し た と し て 


る , 各 増幅 器 固有 の 帯域 内 に 落ち る る の 以外 は すべ て 
除去 する こと が で きる の で , 相互 変調 波 な ら び に 高調 
波 発 生 の 確率 を 全体 と じ て 非 常に 小さ くす る と と が で 


きる . 
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衣 以上 を まとめ る と つぎ の よう に な る . 

(1) 相互 変調 係数 8』 は, 1zV の 電圧 を 0dB と 
PF し た と さき 負 の デジ ベ ル 値 を も ち , 妨害 入力 信号 と , そ 


| れ に よっ て 生ずる 各 次 数 の ひずみ 出力 に 等 価 な 入力 信 

| 号 と の 大 き さ の 関係 を 規定 する も の で ある . 

月 (2) 電流 負 帰 選 を か ける と , プッ シュ プル 増幅 器 
の 場合 , 周波 数 に 関係 な く 8。 で 170 dB, 6。 で -275 
dB 程度 を 容易 に 得る こと が で きる .・ 単 球 の 場合 に は , 

| 。 5』 で -155dB, 8。 で -280 dB 程度 が 得 ら れる . ま 
た 伝送 帯域 を 多分 割 す る 方 法 に よれ ば , 広帯域 性 に 基 


正 員 高村 真 夫 


交換 機 の 誤動作 の 原因 と な る . 
_「 と き め の 振動) チャッ タ 回 数 *, 


1 


eo ered 接点 ば ね が 箇 突 を 含む 
動 を 行なっ て いる た め に 起こ る と 考え られ る . 

と の チャ ッ タ 現象 は 通話 系 の 雑音 や 交換 機 誤動作 の 
原因 と な り , また 接点 圭 命 に 悪影響 を あたえ て いる 、 
ー 般 に 2 個 の 機械 振動 体 が 箇 突 する と , 数 多 の 振動 
が 成 生 し , その 振動 変位 は , ほぼ 振動 数 に 逆 比 例 
考え られ る の の, | 

t 振 動 様式 の 振動 数 が 基本 振動 様式 の 振動 粗 に 比 
極め て 大 きい 振動 系 が 衝突 を 含む 振動 を 行なう 
と き は , 衝突 時 に 誘起 し た 高 次 振動 は すみ や か に 滅 栓 
EP RCO RIETI Ts あ た 
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正 員 百合 野 豊 二 
(電気 通信 研究 所 ) 
要約 通信 用 継電器 が 動作 す る 場合 接点 ば ね が 衝突 を 伴う 振動 を 起こ し て , チャ ッ タ 現象 を 誘発 し , 接点 の 消耗 , 


」 と の 報告 は 継電器 の チャ ッ タ を 防止 する 手がかり を うる た め に , 
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以上 高い 次 擬 ま で 拡張 し た 相 志 久作 数 に つい て 設 
有明 し , 非 直 線 ひ ずみ の 抑圧 方 法 に つい て 述べ た . 
終り た にあたり, 本 研究 の 機会 を 与え られ た 当社 の 難 
波 研 究 所 長 , お よび 終始 御 指導 を いた だ いた 宮 電 波 課 
長 , 佐々 木 調査 役 な ら び に 石川 主任 に 厚 ぐ 謝意 を 表す 
る . 
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正 員 大 塚 猫 二 


減衰 の あぁ る 1 自由 度 の 振動 系 が 固定 接点 に 衝突 し た 


お よび 動作 時 間 * に つい て 実験 的 考察 を 行なっ た も の で ある . 
速度 に 比例 する 減衰 力 が 作用 し て いる 1 自由 度 の 振動 系 が , 
聞 は 減衰 定数 , 押付 距離 , 初期 変位 , 反発 係数 お よび 共振 周波 数 に よっ て 異な り 、 
0 衝突 直前 の 速度 ⑦: 共振 角 周 波数 。 zs: 接点 の 押付 距離 ) の 引 団 で 算出 され た 計算 値 は 。 実測 値 と 良好 な 一 致 を 見 た . 
際 また , 実測 され た 反発 係数 は 衝突 時 に 誘起 する 高 次 振動 幅 の 大 いさ , お よび 接点 の 材質 に よ ょ っ て 変化 し , 誘起 し た 高 
」 次 振動 振幅 が 大 きい 程 , また 接点 材料 の 硬度 が 低い 程 , 反発 係数 が 小さ いと と が 判明 し た . 


固定 接点 に 衝突 する と き の チ ィ ャ ッ タ 回 数 , お よび 動作 時 
Vowo Zo>0. 05 (uo-n: ”n 回 目 の 


か も 1 自由 度 の 振動 系 が 衝突 を 含む 振動 を 行なっ て い 
る ど ご と く な る 、 こ と の 場合 , 衝突 振動 の レス ポン ス は 簡 
単に な っ て , チャ ッ タ が 終止 する 条件 , 反発 係数 』 お 
よび 振動 定数 が チャ ッ タ 現象 に お よ ぼ す 影 響 等 を 考察 
する に 便利 と な る . 

また , 継電器 の チャ ッ タ は , 可動 部 分 に 制動 力 を あ . 
た える と 有効 に 減少 する の . i 
と の 報告 は 上 述 の 有害 な チャ ッ タ 現象 を 防止 する 
手がかり を うる た め に , 滅 論 の あぁ る 1 自由 度 の 振動 系 
が 固定 接点 に 衝突 し た と き の レ スポ ンス , チャ ラッ タ 回 
数 *。 お よ OM 時間 iC つ いて 環 給 的 実験 的 考察 を 。 
行なっ た も の で ある . “ 

実験 に 用 いた 振動 系 は , パイ ブロ メー タ ふ ⑦ ょ 語 


4 


じ 構 造 で , 振動 体 に 強 磁界 内 で 運動 する 動 コ イル を 付 


EO EE RAI TT 
* ここ とこ では, 2 個 の 接点 が 閉じ る 場合 , あら か じ め 適 当 な 


間隔 で 開い た 一 方 の 可動 接点 が , 運動 を 開始 し て 衝突 振 
動 を 行ない , 固定 接点 と 閉じ て チャ ッ タ が 終息 する まで 


の 時 間 を 動作 時 間 と し , その 間 , hE し 


ャ ッ タ 回 数 と いう . 


昭和 35 年 12 月 
Ee le Reds dt ot th a ee 


加 し て , 振動 に よっ て 動 コ イル 内 に 生じ た 起 電力 と よ 


. る ジュ ー ル 損 で 振動 系 に 任意 の 制動 力 を 与え る と と が 


i 
と の よう な 振動 系 に よる 実測 値 と , 1 自由 度 振 動 系 
の レス ポン ス を 図式 的 に 求め た 値 と の 比較 検討 を 行 な 


OC 
2. 理論 的 考 窒 


質 葉 も 才 ペチ フネ 込 : ラ 5, 抵抗 係数 : 


A し LEE き 


RR 


"ns 0 a 


る 9 0 
FF テー の 十 sz== LE) 


| の よう な 微分 方 程 式 で 支配 され る 1 自 

放 由 度 振動 系 が , その 自然 平衡 点 よ りり xz。 + 

議 だ け 振 動 系 に 押付 ける 方 向 に 位置 し た 92 

衣 固定 接点 に 衝突 する 場合 を 考え る . 

隊 時 刻 z=0 に お いて , 式 (1) で 示さ 

3 れる 1 自由 度 振動 系 が 固定 接点 に ゃ 回目 の 衝突 を 行 な 
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い , 衝突 後 速 慶 vu+。 の で 反発 され た と すれ ば jj ゃ 々 回目 
の 衝突 後 の 振動 変位 < の や お よび 速度 の は 次 式 の よ 
うに な る 


の で | ocos vi— ot 


Vi + eg-. ーー 
ーーsin V1—8% ot 


6 o 
2 Vi cos 1— 8 @t 


— Rt in V1 デ の | 

py i a 

_ 衝 た だ し , = (G2 om ls; - 0o°*=st; 

凍 7z 回 目 の 衝突 後 ) 時 刻 z= な に お いて , も -。( 千 の の 
速度 で 再び ( ヵ +1) 回 目 の 衝 突 を し た と すれ ば , その 

と き の 変 位 は 固定 接点 の 位置 z。 に 等 し いと と か ら , 

式 ② に お いて zm の =z, 0 の =e, =m と お 
Y Gk <1 の と き の 関 作 式 は つぎ の よう に 


A (n) ) A ] 
i CE 


t 


電 気 通 信 学会 雑話 


の 


(4 
0 一 1 の と き は 
re +9 + 6 FT Je-@- YmDan 
AE, 
7( 独 
-( 空 EE I Je-ar oe | 
Es 
[ 2 i | (5) 
に (8+ v8 a 
-l@- v= 1 ニー +1le- G- btn | 
RD が 才 を 2 と すれ は 
Uo . る (6) 


e895 
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—— ” 


同様 に し て 9 之 1 の 場合 も , 次 式 の よう に 導き 出さ 
れる . 
6=1 の と き は 


ひ 
i (2 RE 1 t k 2 | 
» < 1) os (2) 
i E Vi 
ーー =| ーー|( +1l lot, le-tm 
© TZ, Ls hv 


々 回目 の 箇 突 後 , で re⑳ の 速度 で 反発 され た 振動 系 
の 最大 変位 zmax の は 振動 加 度 が 者 に な る 時 刻 /= 
zg に お ける 変位 と し て 求め られ る ・ 


6<1 の と き 
n (2) a 
Fa ee cos VI or 
XT。 
( )+38 し 
a sin v1—6° or 
wil’ ] 
ーー 
tan v1—6° wr, Flo Zi) 
. OR 
sR 


式 ③⑪~(7) を 用 いて , 与え た られ た 反発 係数 @ み 初 
期 変位 zsz。 押付 距離 zx。、 減衰 係数 3 に より , 衝突 
直前 。 直後 の 速度 で 7@ ze) re の jo zo, と 時 間 間 
阿 @4m を 逐次 求め る と 接触 時 間 を 無視 し た と き の 衝 
穴 叶 の 舞 生 導 度 お よび 最大 所 動 位 の 時 間 的 経 肖 が 生生 
られ る . 
どの 0 か し て 最初 を の 変位 を 与え られ 前 止 し 

て いる 振動 系 が , 運動 を 開始 し て 固定 接点 と 衝突 運動 
を 行なう とき, jo 0.05* の 電 半 に お ける 


動作 了 時間, = Foi BOT ro RD 


た 結果 を 較 1 (A) (B)- に 示す -. 
_ 図 1 (A) (B) は a=0.95,0.6; Zsr/zo= 


の * COR の りえ られ た も の で ある . 


10<2 ‘ 
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チャ ッ タ 回 散 7 一 


©o 


動作 時 向 T 一 


チャ ッ タ 回 炎 メー 


(B) 
図 1 動作 時 間 , チャ ッ タ 回 数 と 初期 変位 , 押付 下 
離 , 減衰 係数 と の 関係 [計算 値 ] 
« Fig. 1-Operating time and number of contact closes 
as a function of damping coefficient, initial dis- 
placement and position of rigid wall. (computed) 


05~2.0, の と き の 計 算 値 で , 反発 係数 , お よび 


| 滅 論 係数 に よっ て , 動作 時 間 お よび チャ ッ タ 回 数 が 著 
| し く 変 化し て いる と と が わか る 

また , と の 範 団 と お ける 動作 時 間 を 最小 に する 滅 座 
) 係数 の 値 は , 36』 半 0.8~2 で , ヶ sr/z。 が 大 きく な る に 
y US, また は , 反発 係数 が 小さ く な る に し た が 
A っ て 6p は 小さ く な る . 

固定 接点 が 振動 系 の 自然 平衡 点 に ある と き は , 前 記 
関係 は 簡単 に な っ て 


RL 0 n+1 
pe tpt ) な 4 選 ) 


Re wv Tmax 
(8) 

1 自由 度 の 振動 系 が 固定 接点 に 御 突 する 場合 。 箇 突 
|) 時 に お ける 反発 係数 は 式 (6) の よう に 衝突 の 前 後 の 速 
| 度 比 で 与え られ る が , 実際 に は 後述 の よう に , 高調 波 


高村 真 夫 , 百合 野 豊 一 , 大 塚 獲 二 : 減 座 の ある 1 自由 度 振動 系 の チャ ッ タ に つい て 


いい C68 ) 


が 誘起 し , 計測 は 容易 で な い . 
うぅ に 固定 接点 を 自然 平衡 点 に 配置 し て , ( ヵ n+1), ヵ 回 
目 の 衝 突 前 の 速度 比 。 お よび ヵ ?, (zn 一 1) 回 目 の 衝 突 
後 の 最 大 変位 の 比 を 計測 する と と に よっ て 反発 係数 を 
求め た : 


3. 実験 装 半 


実験 装置 の 概要 は 図 2 に 示す . 2 枚 の 薄い チタ ン 材 
振動 板 で 吊 ら れ た 振動 体 * に , 制動 コイ ィ ル と 駅 動 コ イ 
ル を 取付 け , 円 形 強 磁界 内 で 振動 させ る と , 制動 コイ 
ル に 衣 起 し た 起 電 力 て と よっ て 電流 が 流れ , ジュ ー ル 損 
が 生じ , 振動 体 に 制動 作用 を 与え る . と の 場合 , 抵抗 
太 , を 加減 し て , 減衰 係数 を 任意 に 変化 する こと が で 


図 2 実験 装置 の 概要 


Fig. 2—Apparatus for impact phenomena measurement, 


実験 に 用 いた 振動 系 の 共振 周波 数 , 実効 質量 , 実効 
スチ フネ ス , お よび 力 係 数 を 表 1 に 示す . 


表 1 振動 系 の 定数 


りす 4 
1.38x10" 
1.38x107 


表 1 の 力 係 数 は 振動 系 に 氏 を の せ て , その 変位 が 不 
変 と な る よう な 直流 電流 値 よ り 求 め た も の で ある . 


表 1 の 静 的 に 実測 され た 制動 コ ィ ル の 力 係 数 を 用 い 


て , 自己 イン ダク タン ス を 無視 し て 算出 し た 減 奏 係数 ー 
と , 自由 振動 変位 の 減衰 曲線 か ら え た 減衰 係数 の 実測 
ーー と れ は 強 磁界 内 で 


* 振動 体 は 布 入 ベー クラ イト で 作っ た . 


振動 する こと に よっ て 生ずる ジュ ー ル 損 を で きる だ け 少 
と が 望ま れる か ら で 


な くす る た め に , 電気 抵抗 が 高い と 
ある . 


と と で は , 式 ⑧ の よ 


I 


| 
i NN 
拍 0 


まま t 2 4 6810 20 406080100 200 400600 


制動 コイ ル 回 路 の 抵抗 (3) 一 - 
図 3 制動 コイ ル 回 路 の 抵抗 と 減衰 係数 の 関係 
実線 : コイ ル の 自己 イン ダク タン ス を 無視 し た と 
き の 計 算 値 点 : 実 測 値 


Fig. 3—Damping coefficient as a fnction of electrical 
resistance in damping coil circuit. 


solid lines : computed value that inductance of 
coil is neglected. 
points : observed.) 


慎 と は 。 図 3 の よう に 良好 な 一 致 を 示し て いる . し た 
が っ て 減衰 係数 8 は 制動 コイ ィ ル の 自己 イオ ンダ クタ ンス 
は 無視 で き て , 
e as* 
re SN) 
と に だし, as: 制動 コイ ィ イル の 静 的 力 係数 
75 : 制動 コイ ル 回 路 の 電気 抵抗 
実験 に 用 いた 振動 系 の 振幅 周波 数 特性 を 図 4 に 示す . 
! 図 4 は 振動 系 (1), (3) の 実測 例 で , ほぼ 1 自由 度 
} の 振動 系 と みな され る が , 2kc/s 以上 た に お いて 多少 の 
| 高 次 振動 様式 の 発生 が 認め られ る . と の と と は 後述 の 
友 発 係数 に 大 き な 影 響 を や を およぼす -. 


振幅 比 (dB) 一 


0 p00 
駆動 周波 匠 (c/s) 一 
層 図 4 振動 系 1, 3 の 振幅 周波 数 特性 


Fig. 4—Displacement frequency character of 
vibrating systems (No. 1,2). 
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4. 実験 結果 


図る 2 る に お いて 電池 左 , に より 接点 圧力 を 与え , 電池 
だ 。 に より 初期 変位 を 与え そる よう に 駆動 コイ ル に 直流 
を 供給 し , スイ ッ チ …S, を 開け ば , 振動 系 は 運動 を 開 
始 し て “Lift-off type” 継電器 の よう に 接点 を 閉じ る 
動作 を 行なう 。 と の よう に し て 制動 コイ ィ ル 回 路 の 抵抗 
R, を 変え て 減衰 係数 を 加減 し , 衝突 振動 を 観測 し た . 
衝突 振動 が 終息 し た と と を 検出 する た め , 図 2 に 示 
す よ うに , 接点 が 開い た と き の 接 点 間 の 電圧 を 0.22 
ボル ト , 接点 が 閉じ た と き に 接点 回 路 に 流れ る 電流 は 
1.2x10* アン ペア の 条件 で , その 接点 信 母 が 完全 に 
階段 状 に な っ て , 定常 状態 に と な っ た と き を る も っ て 』 衝 
突 振 動 が 終息 し た と 判断 し た . な お , スイ ッ チ 8…,」 を 
開い た と き , 駆動 コイ ル お よび 制動 コイ ィ イル に 電気 的 過 
渡 現 象 が 生ずる が , 実測 に よれ ば 極め て 急速 に 減衰 し 
て , スイ ッ チ が 開い て か ら 1ms 以内 に 消滅 し その 間 
の 振動 変位 は , ほとん ど ご ど 不変 で お っ た したがって, 
と の 電気 的 過渡 現象 は 無視 し て も 差し つか えな い . 
4.1 反発 係数 に つい て 

2 項 に 述べ た よう に 反発 係数 は 衝突 の 前 後に おけ る 
速度 比 で 定義 し た が = 衝突 直後 高 次 振動 が 誘起 し て 計 
測 が 容易 で な いと と で は 式 (8) に よっ て (7 ヵ z+, 
? 回 目 の 衝突 前 の 速度 比 。 お よび ヵ , (一 1) 回 有 目 の 
衝突 後 の 最大 変位 の 比 を 計測 し て , 等 価 的 に 反発 係数 
を 求め , その 結果 を 図 5 に 示す . 速度 比 は 制動 コイ 


ル の 開放 電圧 を , 最大 変位 の 比 は , 光電 管 式 変位 測定 


器 ゐ "で 実測 27 
図 5 は 衝突 振動 の 測定 に 用 いた 振動 系 ユ 1~ 5 の 反発 
係数 の 実測 値 で , 固定 接点 は 半径 0.5 cm の 半球 状 の 


黄銅 材 に 金メッキ を ほど と し た も の で , 可動 接点 は 平 」 


垣 な 黄銅 材 に 金メッキ を ほど こし た も の で ある . 

5 に お いて , 反発 係数 は 衝突 速度 が 増大 する に つ 
れ て 小さ く な っ て いる . 図 6 に 示す 衝突 前 後 の 制 動 コ 
ィ ル 開放 電圧 (速度 曲線 ) の 実測 例 の よ ょ うに, 衝突 後 


0.4 06 . 10 2 4 
笑 容 速度 (Cm/sec) 一 


図 5 "衝突 速度 と 反発 係数 (実測 値 ) 
Fig. 5—Coefficient of restitution as a function 
of velocity in impact. 
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て 下 ま > 時 間 


図 6 振動 系 3 を 中 立 点 で 固定 接点 に 衛 突 させ た 
と き の 速 度 曲線 (実測 値 ) 
Fig. 6—Velocity of vibrating system (No. 3) collides 
with rigid wall positioned at neutral of vibrator. 
誘起 し た 高 次 振動 は 急速 に 減衰 し , 再 衝突 まで に ほ と 
ん ど 消 滅 し て いる . し か る も 衝突 直前 の 速度 v-。 に 対 
する 高 次 振動 速度 の 振幅 vr。( の の 比 vrs( の /v-。 は 
も 呈 が 大 きぐ な る に つれ て 大 きく な ろ る -. 
図 4 の 振幅 周波 数 特性 の 高 次 振動 周波 数 と 衝突 時 に 
誘起 し た 高 次 振動 周波 数 と は 同じ で , また 振幅 周波 数 
特性 より 高 次 振動 の 影響 の 少な いと 判断 され る 振動 系 


) (1) お よび (⑦ に お いて は , 振動 体 が 布 入 ベー クラ イ 


ト で 作ら れ て いる に も か か わら ず 反 発 係数 は 極め て 高 
い 値 を 示し , 速度 が 増大 し て る 反発 係数 の 減少 率 は 他 
の 振動 系 に 比 し て 小さ い .。 し た が っ て 反発 係数 は 高 次 
振動 成分 が 大 き な 寄 与 を し て いる と と が わか る .・ 

振動 系 4 と 同じ 振動 定数 を 有する 振動 系 で , 可動 接 
点 材質 を 変え て 反発 係数 を 実測 し た も の を 図 7 に 示 
す . 図 7 に 示し た 硬度 は , 明石 式 微少 硬度 計 で 測っ た 
値 で , 硬度 が 高い 程 反 発 係数 は 高い . 鉛 の 場合 は 反発 


(A) 振動 系 :1 | 


(B) 折 動 未 :2 
図 8 動作 時 間 , チャ ッ タ 回 数 と 初期 変位 押付 工 離 , 減衰 係数 と の 関係 【 実 線 : 計算 値 , 点 : 実測 値 〕 


Fig. 8—Operating time and number of contact closes as a function of damping coefficient, initial displacement 
and position of rigid wall. (solid lines ; computed, points : observed) 


係数 は 衝突 速度 と と る に 増大 し , 黄銅 負 , アル ミニ 
ゥ ぁ ム は 衝突 速度 が 増大 する と 』 反発 係数 は 減少 し て いい 
る . と の 測定 に お ける 固定 接点 は , 半径 0.5cm の 半 
球状 黄銅 材 に 金メッキ を ほど こと し た も の , 可動 接点 は 
同質 量 の 平坦 な 黄銅 , 銅 , アル ミニ = ニウム, 鉛 材 質 に 


rr » a 7 - 
メッ キ を ほど こと し た も の で あろ. 


02 04 06 10 2 4 RM 2 
街 穴 運 度 (cm/sec) 一 = 


図 7 異種 金属 の 反発 係数 と 衝突 速度 (実測 値 ) 
Fig. 7—Coefficient of restitutijon as a function of 
velocity in impact and contact materials. 


最初 に 固定 接点 と 可動 接点 を 衝突 させ る と , 接触 部 
の 下 性 変形 の た め 反 発 係数 は 低い が , 反 狼 衝突 させ る 
と 次 第 に 高く な っ て 一 定 値 に 近づく . 図 7 の 値 は 25 
cm/sec の 衝突 速度 で 50 回 反 導 衝突 させ た 後 計測 し た 
も の で ある . 

4.2 チャ ッ タ 回 数 , 動作 時 間 に つ いて 

表 1 に 示し た 振動 定数 を も つ 振 動 系 ( 〇 )~(5) を 用 
いて , 表 2 に 示す 初期 条件 に より 実測 し た チャ ッ タ 回 
数 。 お よび 動作 時 間 の 結果 は 図 5 の あぁ あらかじめ 計測 し 
た 反発 係数 を 用 いて (3) 項 と 同じ 方 法 で , vm/ez 
>0.05 の 範囲 で 計算 し た 値 と 良好 な 一 致 を 見 た :。 


動 條 時 間 T 一 = 


0 04 0. 


| 12 1 
燃 爽 係 匠 ナーー 


ow 


08 1.2 1.6 4 
度 豆 係数 ブー (C) 質 動 系 :3 


C0.3 
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表 2 実験 の 初期 条件 > 
振動 系 | lze | (xi: | (x10- 棋 3 
に cm) cm) 
Er こと の 報告 は , 継電器 の チャ ッ タ 現象 を 解明 し , 防 目 
! = する 手がかり を 得る た め に , 衝突 を 含む 振動 が 簡単 な 
' 2 6.5 3.2 応答 を 示す 減衰 の ある 1 自由 度 振動 系 が 固定 接点 に 衝 
6 4.9 b 突 す る 場合 の 実験 的 , 理論 的 考察 を 行なっ た が その 
2 3 | 6.1 2.0 結果 , 高 次 振動 周波 数 が 基本 振動 周波 数 に 比 し て 極め 
TE て 大 きい (本 実験 で は 80 倍 以 上 ) 振動 系 が 固定 接点 
. * se ・ : に 衝突 する 場合 の 衝突 振動 は , 初期 変位 と 押付 距離 の 
" re 2 比 zss/z。, 共振 角 周 波数 w, 減衰 係数 8, お よび 反発 
と i 係数 @ に よっ て 定まり , その と き の 動 作 時 間 , チャ ッ 
] : 補 3 タタ 回 数 は v-。 7/e xz。>0.05 の 範囲 で 計算 する と と に 
2 6.0 3.0 よっ て , 容易 に 推定 する と こと が で きる 
EQ 0 な お , 実験 に より 求め られ た チャ ッ タ が 閉止 する 最 
5 3 6.0 1 終 速度 (本 報告 で は , v-。⑳/o xz。=0.05), お よび 接 触 
2 8.0 4.0 時 間 の 理論 的 考察 は , 接点 の 局部 変形 を 考慮 する 必要 


図 8 (A)(B)(C) は お の お の 振動 系 (1)~(3) の 測定 
例 で , 点 が 実測 値 , 実線 は 計算 値 で ある. 

0 の?/oz が 極め て 小さ いと き (⑩.15 以 下 ), 接点 
の 接触 時 間 が , 接点 の 開い て いる 時 間 に 比 し て 次 第 に 
無視 で き な く な っ て , 動作 時 間 の 計算 値 は 実験 値 よ り 
小さ く な る が , 実測 され た 接触 時 間 を 計算 値 に 付加 す 


れ ば , さら に 良好 な 一 致 を 見 た . 
な お , と の 実験 に お ける 変位 お よび 接点 パル ス の 観 
測 例 を 図 9 に 示す ・ 


図 9 振動 系 1 を 固定 接点 に 衝突 させ た と き の 変 位 曲 線 
と 接点 パル ス 間 隔 (実測 値 ) 
Zi :0.049cm; zo: 0.008cm; @:31.6c¢/s; 8: 0.6 
Fig. 9—Displacement and signal of contacts closes 
when vibrating system (No. 1) collides with 
rigid wall. (observed) 


が ある と 思わ れる eh 0 DY CT SE 


ら に 検討 中 で ある . 

終り に と に のぞみ, と の 報告 は 当所 の 早坂 次 長 並 びに 備 
藤 研 究 室 長 の 終始 適切 な る 御 指 導 あ を いた だ いた た まる も 
の で あり , 厚く 謝意 を あら わす . 
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も の と な っ た . 本 文 で は 途中 の 過程 は 一 切 こ れ を 省 略 し . 
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1. 序 言 


筆者 は 先 に 「Hybrid 形 ダ イプ レク サ の 特性 」 な る 
表題 や に て お も に 日 ybrid Ring を ダイ プレ クサ と し 
$ “て 使用 する 場合 すなわち 2 個 の 出力 端子 へ 伝達 され る 
| 電力 が 等 し いと き の 諸 特 性 たつ いて 述べ た が , その 人 後 
Bhid Ring の A kt 


光 ar が 子 (4) へ 、 (ユー の x100 が 端子 (3) 
NT 端子 (2) に は な ん ら の 電力 も 伝送 きれ 


図 1 Hybrid Ring の 構 遺 図 
Fig. 1—Structure of Hybrid Ring. 


+ Characteristics of Hybrid Ring to Devide the 
Power_ at Desired Ratio. By KEN-ICHI ITO, 
Cr Member (Tokyo Shibaura Electric Co., Ltd., 
epeli), [論文 番号 3277] 


ER 


要約 Hybrid Ring の 特性 に つい て は 既に 相当 程度 解明 せら れ て 来 た が の ® ゐ , 
"0 端子 へ 電力 を 希望 通り の 比率 に 分 割 し て 伝送 する 場合 に つき 解析 する と こと が で きた の で , その 計算 結果 を 図 並 びに 表 に 

0 より 報告 する も の で ある . し か し て その 理論 式 の 算出 に は な ん ら の 近似 , 省略 を も 行なわ な か うた の で , か な り 複 雑 な 
: , その 最終 結果 の み を 記載 する と こと と し た . 求め た も の は 種々 
の 電力 分 配 率 に お ける 入力 イン ビー ダン ス , 出力 特性 , リー ケー ジ 特 性 , 位相 特性 等 で あり , 


スタ プ を 使用 する こと に よ 
た こと こと が 判明 し た の で 最適 な る スタ プ の イ マセ = 次 ンス を 定め , か つ ス タブ の 使用 に より 改良 され た 後 の S.W.R. 値 を 


最後 に 従来 電力 を 分 割 す る 際 に 使用 され て 来 た 了 分 岐 回 路 と の 比較 に 述べ , 
が 一 方 に 比較 的 多く , 残り の 端子 へ は 少し し か 行か な いよ うな 目的 の 回 路 に Hybrid Ring の 特性 が 正 に 適し て いる と 


C72 ) 


2440 伊藤 健一 : 出力 を 希望 する 比率 に 分 制す る Hybrid Ring_ 
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出力 を 希望 する 比率 に 分 割 する Hybrid Ring* 


, 
3 正 員 伊 衣 健 一 
» (東京 芝浦 電気 株 式 会 社 ) 


a I 


その 後 Hybrid .Ring の 2 個 の 出力 


いずれ る も 直ちに 利用 で き | 


り 入力 イン ビー ダン ス を 改善 し 得 


さら に 2 つの 出力 端子 へ 伝送 され る 和 電力 


1 
子 (2) に 発生 する 漏えい 電圧 V。, 端子 (3),(4 う に お 
ける 出力 電圧 V。, V。 お よび 出力 電圧 間 の 位相 差 等 
は 相当 複雑 な 計算 と な る が 省略 せ ず に 厳密 に 計算 し た 
結果 つぎ の 式 で 与え られ る ・ 
z: a+ 
さて c+7d 


ーー ニナ + ナ + と 


a=[n(2m+n) Zz, +m(mMm+2n)Z;Z, 
+(m+?n) ZT,Z,]cos’8 sin 8 
— (mR + LL, + RZ,L,) sin‘D 


b= —2(m++n) ZZ, ZC + (m+ m | mana, +z; 
+ 
= tutst, kos 8 sin’8 


5 計 e 2) て 。 二 (mm 十 ?) と + ヵ n(2 m+n)Z, | 


4(m+n)* 。 
- sti, os'o sin 9 


2 wr 
a [a + カカ, +(@ ー 0 uu, in'o . ) 


d= —2(m+n) (ZZ,+ LT, + LZ,) Cos’Q 


志 ,) 二 


に 2 
(mm 十 m | mm i 
nn 
sn (ZL EFL, ta os 0 sin’@ | ; 
= エナ 0 
て , 0 Tv; , CT, i AL な た (13 ( 
PR CEE + LE ‘QQ 3 
ET A ‘4 ) 


た だ し 了 ア 。 は 有 反射 係数 , S$: は S.W.R. 條 を 表わす 


' 才 衣 
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Ps Ri z。 の 値 に 無関係 に 出力 端子 に た 表 わ れ る 電圧 は , V/V 
Cr 2 コー ルン VV ニー な て で と な る さす が 9 
5 {2Cm+m stscos'0 (3) に は 入力 電圧 より 180 度 運 れ し か も その 大 き さ が 
ER V1ーz の 電圧 が 得 ら れ , 端子 () に は 位相 が 入力 よ 
-(m tin'0} | (3) り 90 度 遅れ 大 き さ が ペ \ ょ の 電圧 を 生ずる . また 当然 
1 ¢ の こと な が ら 伝 送 さ れる 電力 る 電圧 比 を 自 乗 し て それ 
Cr mn(z,+Z,)sin @ ぞ れ (1 ユ 1- わ X100 必 , zx100 必 に な っ て いる て で と も 将 
’ 明 す る ・ 
—7 2(mM+n) ZZ,cos 0| (4) EG トス 

(D) zz; 二 1 な らち ば , 式 (3) より ヶ 。 の 値 に 無関係 
( mm-+m) (z+Z,)cos 8 sin 8 に 端子 (2) の 電圧 は 零 で あり か つ 入 力 イ ン ピ ー ダ ンス 
ke- な は ヶ z。 すなわち 端子 (3) に 接続 され て いる 負荷 イン ピ 

ー7 hh ー ダ ンス ド に 等しく な る h 
ey ト (E) 特に (①) に て z。 が 純 リ アク タン ス の と さき に 
(wn+ 2 ds zx, jsin’ | (5) は z ヶ , も 反対 符号 の 純 リ アク タン ス と な り 入 カイ ィ イン ピ 

or ー ダ ンス も $ 純 の アク タン ス と な る 
i= Tan- | (F) 堪 子 3 (4 を z。 で 終端 し 端子 ① (②) より 
る azS1 
i i 大 き さ が A, B で 位相 が 90 度 違 うう 電圧 を 同時 に 加 を た 
I Et 4 kn bd ot ee る と 図る 2 に 示す ど と き 大 き さ の 電圧 が 端子 (3) (4) に 
m(m+?) 表 わ れ る 
— (mn+ i 


St 6 
(Zz,+. て ;)cos 8 sin 8 

し か し て 式 (~~(6) は 図 エ につい て 計算 し た も の 
で あっ て 中 Hybrid'Ring と し て の 条件 は な に も 入っ て 
WW な いかが で て で 

m= = YT OQ 

な る 関係 式 を 導入 する と , 端子 (2) (3 (4 の) に z。 な る 
負荷 を 接続 し た と き 正 に 中 心 周波 数 に と お いて 端子 (④" 
に ょ x100 の 電力 が 伝送 され か つ 端 子 2) に は な ん 
ら の 電圧 も 発生 し な いと と が 式 (①~(6⑥) より 容易 に 
判明 する . すなわち 図 1 の 回 路 は 7) な る 関係 が 成立 
する 場合 に ybrid Ring と し て の 特性 を 有 し , し か 
も 各種 特性 が 式 U)~(6) で あたえ られ る と と を 知る . 


8. 中心 周 波数 に お ける 性 質 


HHybrid Ring の 特性 を 理解 する た め に は 特に 中 心 
周波 数 と つい て 考え る の が 便利 で ある . その お も な る 
性 質 を 列記 する と つき ぎの ご ど とく な る -. 

(A) 各 端 子 に 純 抵抗 を 接続 する と 中 心 周波 数 に お 
ける 入力 イン ピー ダン ス は 純 抵 抗 と な る . 

(B) 出力 端子 (3) (4) を x ぇ 。 で 終端 する と ヶ 。 の 値 


に 関係 な く 入 力 イ ン ピ ー ダ ンス は *。 に 等 し く な りか 


つ 端 子 (2) に は な ん ら の 電圧 る 発生 し な い ・. 


(と 〇 ) 出力 端子 (3 ( カ ゎ に ぇ x。 な る 負荷 を 接続 する と, 


端子 0) え ぇ の 入 力 と 端子 (2) 
| え の 入 力 と に 分 解 し 各々 の 


丹 子 (1) と (2) え の 入力 
を 合成 し た 場合 の 図 


ANT-BITE 


i 
MAE+BNT 


矢印 に 倫 記 せる 数 字 け そこ に 加わ る 電圧 の 大 き さ を 赤 わ す , 
矢印 方 向 は 夫々 の 位相 囚 係 を 示し て いる. 


A =BVT-t また は AVT-E= ロ YT 43 肉 係 に A,B,t の 大 きき さ を 
選ぶ と 出力 敵 孝 の 序 方 5 出力 を 守 と する こと が 可能 て ある. 
図 2 端子 (1)(2) へ 90 度 位 相 の 違っ た 電圧 を 同 
時 に 加え た と き の 出 力 の 大 き さ と 位相 関係 を 
表わす 図 


Fig. 2—Amplitude and phase relation 
between the two output. 


(G) 前 項 に て 入力 電圧 の 大 き さ A, B を 適当 に た 


ら べ ば , 出力 端子 の 片方 へ の 出力 を 零 と する と こと が で 


きる 


4. 入力 イン ピー ダン ス 
本 ybrid Ring を 使用 する 場合 , 通常 出力 端子 3 
£ 
(4) に は <。 に 等 じい 純 抵抗 を 接続 する の で 以下 z= 


る で 大 カイ ジロ ビータ ンズ を 計 集 お る る SE 


ん 前 節 (B) に よれ ば 中 心 周波 数 と お いて は SWR は 
1 と な る は ず で あな が, これ は あく まで る も 中 心 周波 数 


C73 ) 


a lh っ 


伊藤 健一 : 出力 を 希望 する 比率 に 分 割 


N 一 
He “ 


較 3 Oito MRR 
a DNS os 
Fig. 3—(A)B ta i 


IR Nl 


NN 
= 


A 
| 
N | 

RN N\ 


fl 
> 図 3 (B) TsO T= T= の 場合 
' “ Y 


g = RN a N 

& * ” 8 

6 - £010] 
= : | te 
a “R に ) 
0 に Eg - 
Rs i ee 
“8 — =5 ら 0 
~ の た 3 1 一 
& 
a Es 
ト 


養 し つか ええ ない. 


a " 


照 和 35 年 12 月 電 気 通 


つい て の み 言 える と こと で あっ て , ある 吉 域 に つい て 
考え た 場合 に は 事情 が 多少 違っ て 来る の で ある. 式 u) 
(②) を 用 いて 計算 し た 結果 を 図 3 (A) (B)(C)~4 に 
示す . と これ ら の 図表 より , SWR 値 は 中 心 周波 数 を 離れ 
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図 5 漏えい 特性 端子 (2) へ の 出力 ) 
Fig. 5—Leakage to the terminal (2), 


to be connected to the 


equalizing dummy load. 
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5. 出力 特性 並び に 漏えい 特性 


VV, な る 電圧 を 入力 端子 へ 加え た と き の 各 端子 へ の 
出力 電圧 は 式 (3) ~ (5) に より 計算 きれ 図 5, 6 ⑭), 
(B) と し て 記載 し た . な お 計算 は 種々 の ヶ z』 の 値 ど 対 
し 実施 し た が 実用 上 必要 な z。= ヶ 。= 々 , =1 の 場合 を 図 
示し た . また V。, V。 の 位相 差 % を 式 (6) に よう り 計 算 
し た 結果 を 図 7 と し た . 


( 匠 = 還 島 ) <|< 


位 記 せる 敷 字 は て の 値 


2 
6 (B) 端子 (4) へ の 出力 特性 
図 6 出力 端子 へ の 出力 特性 
Fig. 6—Frequency characteristic at the 
two output terminal,. 


A 
/ ( NI 


( 渦 )& 一 


ET IIR A NE 
20 1.8 1.6 1.4 1.2 10 
RS er 


図 7 出力 の 位相 特性 ( 傍 記 する 数 字 は ょ の 値 ) 
Fig. 7—-Phase relation between 
the two output. 
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6. 入力 イン ヒー ダン スズ ス の 履 請 


Hybrid me て s Cl r+ a 
Ring の 入力 WW- 太 
2 
ンー 
ス は 第 4 侵 で | 
た で ゐる 
コ ds 0 ッ - ジ イス Zs 
V 生 形 特性 を EA 
有 し 使用 で き 図 8 カイ ン ビ ピー ダン ス の 改 衣 回 路 
ーー W Fig. 8—Stub attached to the Hybrid 
; る 帯域 幅 が 比 Ring to improve the input 
較 的 鉄 い . と V.S.W.R. 


| の 改良 方 法 と し て 図 8 に 示す よう に スタ ブ を 利用 する 
有 有 | と か な り 特 性 が 改善 で きる と と が 剖 明 し た 。 すなわち 
到 8 に て 端子 5) より 見 た スタ ブ と Hybrid Ring と 
| の 合成 アド ミタ ンス Y は , 

A ※= E45 (8) 
で 求め らち れる. 

a Nie 


- CE 


~ 


‘ 


\ と rcos 8 sin @—uv 
、 GG ニー ーー+ ト 9%$ 
¢ の cos’ +u” rcos’0 + ” 
滴 介 ts sin8+zcosdh 0 1 
;= a a 9 


“ A v= cos 0— 4 
a ™ 


0 を 。 は スタ ブ の サー 

} zi ジイ ン ピ ー ダ ンス 
bh t 

J まい (9) 


| スタ ブ を 含ん だ 端子 5 に お ける 反射 係数 7。 お よ 
びび SWR 値 S$。 は 


vs CE ki 

RR TN ET i は 
Ug =, = rE p スタ ブ プ を 
用 いて 改良 され た SWR 値 を 式 ⑬~(1) より 求め 
に 示し た . な お, と の 際 使 用 すべ き ス タブ の サー 
c と ダン ス <。 の 値 に は 多少 幅 が あり ,. 改良 後 
$ SWR ( 値 の 周波 数 特性 が 少し ずつ 違っ た も の が 得 ら 
5 この辺 の 事情 は 文献 (1) の 図 8 を 参照 すれ ば 容 
時 解 で きる と と ろ で ある . し か し て 図 9 は 文献 ①) 
48 の C, 曲線 に 相当 する も の で あり , 各種 の 4 の 
対し 図 10 に 示さ れる よう な サー ジイ ン ピ ー ダン 
を 持っ た スタ ブ を 使用 し た 場合 に 得 ら れる SWR 
を 示し た も の で ある 、 

z=1 の 条件 の 下 に 論 を 進め て 来 た が , 特に 
周波 数 付近 に て は ヶ 。 の 値 の 影響 は 非常 に 少ない 
, 図 9, 10 は ヶ 。 の 値 に 関係 な く 広 く z=z,=1 
と その まま 利用 で きる も の と し て スタ ブ を 設計 
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7. 結 言 


以上 Hy- 
brid Ring 
の 諸 特 性 に 
つき 理論 的 
と 求め られ 
た 式 を 基礎 
と し て 色々 0 
計算 し た 結 
果 ゃ を 表 あ る 
い は 図 と し 
て 報告 し て 
来 た 次 第 で 
ある 3 
Hybrid 
Ring を い 
わ ゆ る ダイ 
0 
る い は それ 
に 準ずる 方 
法 で 使用 す 
る 場合 の 利 
害 得失 に つ 
いて は 文献 
(① kK て 論 
じ し た みる 
で ある が , . 
出力 を 1 対 
1 に 分 割 す 
る の で は な _ 
く 違 っ た 割 


図 9 スタ プ を 用 い 改 良き され た SWR 特 
性 (zi=zs=z:=1 の 場合 ) ( 傍 記 
せる 数 字 は ょ の 値 ) 


Fig. 9—The improved input V.S.W.R. 


S.W.R. を 改良 する た 押入 する スタ ブ の サージ 
イン ビー ダン ス Z。 と 電力 分 配 率 せ と の 関係 曲線 
図 10 スタ プ の イン ビー ダン ス 曲 線 
Fig. 10—Impedance of stub to be used 
to improve the V.S.W.R. 


き 以 下 論 じ て 本 文 の 結 言 と し よう 、 
(1) 分 岐 回 路 と の 比較 Ce 
た と えば , テレ ビ 放 送 用 アン テ ナ に お いて デン テ ナ 

素子 を 多数 科 陳 ね る と と に より 生ずる ナル ・ ・ ポ イン | 
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図 11 分 岐 回 路 の 構造 図 並 びに 数 値 例 (括弧 内 
の 数 守 (92 値 ) は 電力 を 7 : 3 に 分 割 す る 場合 の 例 ) 
Fig. 11—Power devider circuit with 2/4 
impedance transformer. 


補償 する 際 に 普通 上 半分 の 素子 の 励 振 電 力 と 
下 半 分 の 素子 の 電力 と を 7: 3 の 割合 に す する 方 法 が 用 
いら ちら れ て いる . て の よう に 電力 を 分 割 す る 方 法 と し て 
は 図 11 の よう な プ 分 岐 回 路 が 用 いら れ て 来 た . 図 11 
は その 実施 例 を 示す も の で あぁ っ て SWR 値 に つい て 
言え ば げ /7。=0.90. で 1.04~1.05; 太 た =0.95 に て 
1.01~1.02 程度 の 実測 値 を 得 ち られ て いる が , 一 方 
且 ybrid Ring は スタ ブ の 併用 に より 図 9 の 教え る ど 

「 とき SWR 値 が 得 ら れ ほ ば 7 分 岐 回 路 に 匹敵 する 性 
能 の も の が 得 ら れる の みな ら ず , 負荷 イン ピー ダン ス 

が 理想 倍 よ り ず れ た 場合 に る 端子 2) に 接続 され る 抵 
抗 の た め 入 力 イ ン ピ ー ダ ンス が それ ほど 劣化 し な いと 
言う 利点 も ある の で , 将来 この 方 面 の 研究 な いし は 実 
用 化 が 期待 され る 


ト の の を 


| (2) 電力 分 配 率 の 大 きい 場合 の 利用 


_ 前述 の 分 岐 回 路 で は 1/4 波長 回 路 を 利用 し た イン 
“A ダン ス 変 成 回 路 ウ ™⑪ を 利用 し て いる の で , 余り 大 
きい 電力 分 割 比 の も の は で き な い の で ある ・ だ と えば は 


et 9 記 電 力 を 分 割 す る に は 
全 | 図 1 に て zz 三 55.6 の, zp 人 =500 ひ 3 と な り 実 現 不能 で 


・ て これ に 反 し Hybrid Ring で は 比較 的 容易 に 実現 
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れる ど と く ょ が 大 きい ほど ます ます 帯域 幅 の 広い 良い 
特性 の も の が 得 ら れる . し た が っ て 電力 分 配 素 4 が 大 
きい ほど 分 岐 回 路 に 比 し Hybrid Ring の 方 が 有利 
尺 な で 来る の で ある そそ た と な た ば 台 の 送信 機 に より 
1 方 向 に 10 W, 反対 方 向 に 1 W の 電力 を し か も 相当 
鋭い 指向 性 を 有 せ し め て 送信 する 必要 が ある よう な 場 7 
合 , 当然 HHybrid Ring の 使用 を 考慮 せ ね ば な ら な い . 
た だ と の 際 注 意 す べき は 図 ユ 1 に て 端子 ④ へ べ ょ り 多 

く の 電 力 を 伝送 する よう に 使用 すべ き で あっ て とれ 
を 反対 に する と と は 帯域 を 狭め 悪い 特性 た て 使用 する 
で どど と どど な る の で あめ る と の 窟 味 か ら す る と 7 を 05 
下 と し て 使用 する と と は 全く 意味 の な い ど ご と で あ 
すなわち Hybrid Ring を 使用 する 際 に は 必ず は 
0.5 以上 すなわち 端子 ④ へ 伝送 され る 電力 を ③⑬ へ 
行く 電力 より る 多く な る よう に し て 使用 すべ き で あ | ), 
さら に Hybrid Ring の 特性 の 良 吾 を 論ずる 際 に は ; 
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12 調 序 言 


周波 数 安定 度 の 極め て 高い 高 Q の 空洞 共振 器 と し 
て は 線 膨 妥 係 数 の 極め て 小さ い 燈 融 石 英 円 筒 の 内 面 に 
rt させ た も の を 円 筒 と し , 

れ に 独立 に 熱 膨 月 し 得る 金属 端 板 を 圧着 させ る 構造 
の 波 空 洞 共振 器 が よい こと と は 既に 報告 し た の . 
と れ で は 温 FT 


度 お よび 圧 ; スカ カメ グ 
力 の 変 / ヒ と に 2E ONONNNNNNNNNNNNNNY I ONAN ; ワッ シャ 
対す る 影響 4 」 導 a 
を 除去 する 1 
た め , 齋 燥 2 2 i 
気体 を 封入 1 
” OE 

し な 気密 函 a 
共 振 器 を ; 
et スグ 
放 村 を 金属 薄明 
照 ). 透明 還 。 ボ リス 各 - ル 左 敵 i 燈 馳 石英 
石 美 円 得 で 商 朋 目 8a 過 笠 

* I NIN Sg mm 


s は ーー(0.6 土 
0.bx10- イカ て 画 圭 
: (b) 
放 dag, 不通 > 図 1 試作 室 胴 共振 器 の 構造 
! 上 明石 英 円 筒 Fig. 1—The¥construction of air-tight 
. cavity resonators. 
4 で ーー (0.9 キ 
Nn TO0™ 
/dag, の 素 
材 の 線 膨 服 
選 係数 と ほ と 還 i 
ん と 等 し い 
| 奇 導 数 安定 EF Rate 
* 200 7) 通明 石 問 内 の 場合 
度 を 得 ( 共 員 板 向 圧 カ eg 
' 振 周 波数 温 7 投 触 面 墜 折 八 oi9 
旅 特性 の 一 RR CO 
例 を 図 2 に と 図 2 共振 周波 数 温度 特性 の 例 
へ Fig. 2—The te t depend of 
示す , Q の RS i 
a 値 も 理論 値 resonators, 


7 で 近く 金属 と 同等 ある ぁ る い は それ 以上 の 値 が 得 ら れ て い 
有る とこ とろ で 前 報告 いで は 高い 周波 数 安定 度 を 得る た 


め の 電 気 的 , 機械 的 構造 面 の 設計 条件 の 理論 的 実験 的 
根拠 に つい て は ほとん ど ふ れ な か っ た の で , と れ ら の 
周波 数 温度 係数 に 及ぼす 種々 の 影 線 に つい て 周波 数 
6600"Mc で 検討 し た 結果 を と と に 取り まとめ て 報告 
し , この 種 の 空 胴 共 振 器 を 実用 する 場合 の 設計 資料 に 


田 幸信 子 : 高安 定 周波 数 空 胴 共振 器 の 安定 度 に 及ぼ す 諸 影響 


供し た いと 思う . 
2. 端 板 の 加工 ひずみ 

加工 後 焼鈍 し て な い 上 下 両 端 板 の 間 に 石 英 円 筒 を は 
さ み , 接着 面 に は 圧力 を か け な い で 周波 数 温度 特性 ゃ 
測定 し た 結果 は 図 3(a) の 通り で あぁ る. この 履歴 曲線 
に は 加工 時 の 影 結 が 考え られ た の で , 焼鈍 を 行なっ て 
再び 測定 し た と と ろ 同 図 (b) と な り , と これ より ひ ず 
み の 影 響 が ある と と が 確認 され た . と こと で 端 板 は 真仁 
製 で 銀 メ ッ キ し た も の で あり , 接触 面 の 摩擦 係数 は 約 
0.3 で ある . 
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図 3 端 板 焼 鈍 前 後 の 周 波数 温度 封 性 
Fig. 3—The temperature dependency of the resonant 
frequency of a cavity resonator. 
Curve (a) is the value before annealing. 
Curve (b) is the value after annealing. 


3. 端 板 間 圧 カカ 


3.1 端 板 圧 着用 ば ね の 強 さ 

石英 円 筒 上 で 端 板 を 押え る の に, 図 1 (a コ ) あぁ あるいは 
(b) の よう は に 線 膨 妥 係 数 の 大 きい 真 鈴 棒 を 用 いて ば ね 
で 圧着 する よう な 方 式 を と っ た 場合 は , 石英 も 弾性 体 
で ある か ら 圧 力 に より 圧縮 され , 温度 が 上 上 昇 す る 場合 
は , 真人 鈴 棒 の 伸び の た め 固 有 の 線 周 服 係 数 以上 の 膨 服 
率 で 石英 が 伸び る 場合 も ある 。 こ と の 場合 の 合成 の 共振 
周波 数 温度 係数 を 求め て みる .。 た だ し ば ね で 加 圧 用 端 
板 に 力 を 加え て も , とこ の 板 は ワッ シャ の 位置 を 支点 と 
し て 拉 ま ず , また 図 1 ユ の 女 , Zz に 相当 する 部 分 の 賀 
鎌 棒 と 端 板 > ワッ シャ ォ , 加 圧 用 端 板 の 部 分 は , 温度 変 
化 お よび 圧力 に 対す る 変形 の 度合 が ほぼ 等 し いと みな 
し て , 力 の 約 合 を 論ずる と きこ と の 部 分 の 長 さ は 両者 か 
ら 取 除く と と に する . 

温度 7 に お いて 圧力 PP, で 端 板 を 締め つけ た と き 」 
石英 管 , 真 鈴 棒 , ば ね の 長 さ は それ ぞ れ 4 ご >(l。—hg), 
lg つ (s+hg), 7 ご (7。-h。) と な り 。 また , と の 状態 
の まま で 改 度 を 7 っ +4 7 に に 変化 じ た と き , P= 


C78 ) 
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P,—4P, (Cg—hg) lg 1+g4 T) —hgr, (pFhp 
lpl+apdT) +hg', (i—h) ll+C;AT) —-hs’ & 
な っ て 釣合い が 保 た れ た と する . と の と き 温 度 : 思 で 


lgーhg= +h。+ ブ p+hg= ム 4 (1) 
1 / l 
a i = 
“RpE sks ha っ : ER " 
(2) 


慢 麻 : T+4T で 
ll+agdT) —hg = —l, 1+E;A T) +h 

i@ + Th =0,. (1)’ 

lll+capd T) 


=AP) npEpks =hg, 

BAA) © 

ER 2 a a 
sw (C1+C4d i スー 
(PAP) (2) 


の 関係 が 成立 する . と と で /。, "47: 

(+47) に お ける 空 胴 共振 器 の 長 さ , Z: 温度 7 に 
ゼ け る 共振 器 の 長 さ , た: 温度 で で 有 ア 。 が 加わ っ た と 

き の 共 振 器 の 長 さ の 変位 が : 温度 (T+4T) で (P。 

ー4P) が 加わ っ た と き の 共 振 器 の 長 さ の 変位 , ¢: 線 

計 服 係数 , : ヤン グ 率 , だ : 断面 積 , ヵ z: 個数 で あり 

こと の 場合 添字 gq, B, s は それ ぞ れ 石英 管 , 真 鐘 棒 , ば 
放 ) ね に お ける 値 を 意味 する . し た が っ て 長 さ 方 向 の 見 か 
け の 線 膨 服 係 数 &。 は , 式 ①), ①', ②, (②" より 

y= ds 1 (3) 

CE = lpS Cg, CBAT, CgAT, Cs4 Tl, 
Lllo=l, A=l,/ EE,, 


RA RR 
ER RE PN 
Fi < P25x10'kg で i 六 S1%), 


と な る . と これ に 対し て , 半径 方 向 の 線 膨 服 係 数 &g" は 
5 条 厚 る 半径 の と き に , 


Rn i ーー (4) 


CN 


0 ボボ グ ッ ジン 尼 記 大 : 石英 管 の 形 に 
深まる 大 誠人 >c の と どき 1>K た >0, gg 内 半 
| 径 と な る . し た が っ て 圧力 が 加わ っ た 状態 で の 周波 数 
| 過 度 作 数 は i。 波 に 対し て 


CA 
{i+ I ®) 


温度 7 お よび 
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と な り , 第 2 項 だ け 周 波数 変化 率 が 大 きく な る . と の 
影響 を 無視 で きる た め に は K。 の 大 きい すなわち 弱い 
ば ね を 用 いれ ば よい こと と に な る . すなわち と の 和 集 2 項 
が 0.1 以下 に な る た め の 。 を 式 (5) か ら 求 め る と , 
{1l—oC} ¢, 
th 
td ty lg 
EF, nsEpks 
0 誠 し て , 図 1 で 不透明 石英 管 を 用 い 7e と 
き に 式 (6) を 満足 する 太 。 を 求め て みる と >, 
ly=4 cm, ¢y=10, Go=1.9X10, Rg=5X 
10°"kgW/cm’, F,=10.5cem’, Eg=10kgW/cm’)} 
Fs=0.6cm’, ls=5,5 cm a=3.3 cmio= 0 
n;=3, Np=3, 
の 場合 (CK: つつ >8.8 x 10 cm/kg, 
と な る , と これから 判る よう に , ば ね と し て は 相当 だ 強 
いも の を 用 いて も よい . た だ 真 鐘 棒 の 弾性 を 利用 
ば ね や を 用 いな いで 剛体 の ナッ ト で 締め た 場合 は 問題 
で , 温度 上 昇 で ゆる くく ならない 程度 締め た と すれ ば ; 


だ ,。 ン 10 KY ) (6) 


eA 


2 
ニテ は 
(kc) 
400 (5) で l=lgp, 
NK 
200 ば よく 
| | Meonts 
深 克 面 の 0g は 0.3 
0 1 
0 10 20 30 40 50 一 = ター=ー2.0 
気密 財 温 度 (%) fd 
図 4 スプ リン グ 無 し で 締め つけ た x10~*/ deg と 
と き の 周 波数 温度 特性 > 
Fig. 4—The temperature dependency < さる. この 場 
of the resonant frequency a 谷 の 実 測 例 
cavity resonator, the end 
plates of which are attached は 図 4 で あっ 
on the wall. «as 理論 値 に 


良く 一 致し た 値 を 与え て いる 

3.2 上 下端 板 間 圧力 の 限界 

線 膨 朋 係数 の 異な る 円 筒 と 端 板 を 圧着 し た 状態 で 
は , 熱 膨 月 に際し て その 接触 面 に 摩擦 力 が 働く . し 
た が っ て 圧着 力 : P。(=2 ヶ a。p ゃ z) と 膨 妥 カ i 
2zasP,) の 間 に 

PL Ns | (7) 

と と で 96。: 摩擦 係数 , as: 円 筒 の 肉 厚 中 心 ま で の 半 
径 , Pz, 2 : 円 筒 端面 に お ける を 方 向 , ヶ 方向 の 線 圧 
力 。 の 関係 が あれ ば 両者 の 間 は 平滑 に 動く が , 限界 の 
P。 以 E の 力 で 圧着 し じ だ と き に は 図 5 の よう に 円 筒 が 


変形 し , 周波 数 温度 係数 に 影響 を 及ぼ ぽ す と と が 考え ら 
CD 


a 
es 


ey 


.4 
"3 


_ 
{ 
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れる . と と ろ で 端 板 間 圧力 は 使 
用 条件 か らい っ て , で きる だ け 
大 きい と と が 望ま し く , 限界 の 
圧着 力 P。。 を 求め る と こと に す 
る . 

今 (円 筒 の 長 さ う 外 ( 端 板 の 厚 
さ ), (円 筒 の 剛性 率 )<( 端 板 の 
剛性 率 ) と し て 端 板 の 変形 は 考 
えな いと し , さら に その 長 さ 方 向 を < 軸 と し て , 円 筒 
の 縁 に < 方 向 お よび 半径 方 向 に それ ぞ れ Pz, 2, の 線 
圧力 が 作用 し た と き の 緑 に お ける 半径 方 向 の 変位 々 
の 基本 関係 式 を 求め る と 


8'u Lb Pu Fs 
nD 2 = te 


図 5 円筒 の 変形 

Fig. 5—The defor- 
mation of a 
cylinder. 


a; 3 89& a 
(8) 
(0 
FS = T+ ) tL 12 E,, 
こと で ) 092', 9 : 円 筒 肉 厚 @ の 平均 応力 ,, »: 石英 の 


ポア ッ ソ ン 比 , の D: 曲げ 剛性 , 
で 与え られ る. と これ を つぎ の 4 つの 境界 条件 

⑪ 変形 は <=0 に 対し て 対称 で ある . 

(②) 円 周縁 (z=7。/2) で 曲げ モー メン ト mz が 0 で 
ある . 

(3 z=4/2 で の 変位 は U7g/z。 で ある . 

(4) ヵ , は 円 筒 を 軸 に 垂直 に 切断 し た と き 作 用 し て 
いる 筋 断 力 gs に 等 し い . 


「】 お よび 式 ⑰) の 関係 を 用 いて 解く と , 石英 端 で の 変位 


びび 2g7z "と 半径 方 向 の 線 圧 力 rz の 間 に は 
Dad 3 軍 +w, ul tt 尺 si 


} +( a cr te mal (mM — m4 | 


CR nN; トカ RN, | 


リー イ 王 し 


| tao, umm 
-( MM;(n,’ — mn | (9) 
lL 


(C80 ) 


: 高安 定 周波 数 空 胴 共 振 器 の 安定 度 に 及ぼ す 庄 影響 nN 


= Ly , (2,300 kg/cm で 


の ,, 。 の 誤差 ミ 1 A 

の 関係 式 が 得 ら れる . 一 方 Uzg/s は 近似 的 に 
Ua = Ci AT (10) 

と と で dx : 端 板金 属 の 線 膨 有 眼 係 数 , 4 : 温度 変化 , 
と お く と と が で き , 端 板 の 熱 膨 月 か ら 求 め ら れる . し 
た が っ て Ugiz に よる 円 向 の 体積 変化 を 4v と し た と 
き , 共振 器 自 身 の 周波 数 温度 係数 に 比べ て , この 4 ゥ に 
よる 周波 数 変化 の 影響 が 一 桁 小さ く な る よう に 式 10) 
の 4 を 選び , と これ を 式 (⑨⑬ に 代入 すれ ば これ より 
限界 の 端 板 圧着 力 P。。 を 求め る と こと が で きる . 

と と ろ で この 場合 も 実例 と し て 3.1 と 同様 不透明 石 
英 管 を 用 いた 場合 に つい て Ps を 求め る と , 


E;=5Xx10°’kg/cm’, cu=1.3x10 つ J D=5.2 
| x10*kg cm, 9。=0.3 (4.2 参 照 ), 
4 T=. 2 


i 
| a,=3.6 cm, d=0.5 cm; ly,=4cm, 1=0.2, 


の と きた に 膨 服 時 で 7.5kg, 収縮 時 で 10.3kg と な る . 
と と で 47 で ぁ る が , 膨 有 収 縮 時 の 体積 変化 が 標 め 
て 小さ く 援 動 論 が 成立 する 範囲 で は , 石英 端 が 線 膨 有 眠 
係数 の 大 きい 端 板 の 温度 変化 に よっ て 引っ 張ら れ 図 5 
の よう に 変形 し た た め に 生ずる 空 胴 の 体積 変化 と , 端 
板 中 央 に ポス ト を 挿入 し た と き の 空 胴 の 体積 化 が , 同 

じ と き に それ ぞ ざれ が 周波 数 に 及ぼす 影響 が 同じ で ある 
と 仮定 で きる の で , 空 胴 共振 器 の 周波 数 温度 係数 の 1 
割 の 周波 数 変化 を 与 そ る よう な 変位 を , 測定 お よび 摂 
動 論 を 適用 し て 理論 的 に 求め , これ か ら 換 算 し て 求め 
た も の で ある . 

一 方 上 記 の ど と き 寸 法 で , 0。=0.3 の 不 忌 明 石英 管 7 
ゃ 用 いた と き の , 圧着 圧力 変化 に 対す る 周波 数 温度 特 
性 変化 を 測定 し た 結果 は 前 報 ツ 図 5 (B) の 通り で , 
P。 を 35kg 程度 大 きく すれ ば 線 膨 服 係 数 で 決ま る 周 
波数 温度 係数 の 7~8 倍 に も な る 部 分 が 観察 され て で て い 
る が , PP』 二 10 へ 25 kg に 対し て は 測定 誤差 範囲 で 平滑 
な 特性 を 示し 。 上記 検 計 結 果 と 比較 的 よく 全数 提 
果 が 得 ら れ た . & 

つき に 最小 端 板 間 圧 力 は その 使用 条件 に よっ て 決ま 
っ て 来る の で ある が , 一 例 と し て 震動 の 全く な いと こと 
ろ で , 円 筒 部 を 横 に し て 用 いる と と を 考え る と , それ 
は 自重 : M に 耐え れ ば 良い わけ で ある か ら , 端 板 問 _ 
圧力 と し て M/69。 が 下限 を 決め る も の と 思わ れる . た 
と えば 上 記 実 例 に つい て は M/0。=0.7 kg と な る . 
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3.3 端 板 の 固定 
と と ろ で 空 胴 共振 器 を 実用 する 場合 , 輸送 ある い は 
使用 時 に 不慮 の 衝撃 力 が 加わ る 場合 も あり , その た め 
の 対策 と し て は , 図 6 の よう に 用 服 , 収縮 が 許容 で き 
る だ け の 間 げ き : 4g を あけ て 端 板 に 凸 起 ある い は 加 
み を 作り , 石英 管 と 端 板 の 相対 
的 移動 を 避け る よう な 固定 方 法 
を ゃ と る こと こと が 望ま し い . と の 範 
囲 で の 移動 が 周波 数 安定 席 に 及 
ぼ す 影 絡 の 検討 を 約 6600 Mc の 
万 波 空 胴 共振 器 で 行なっ た . | ; 
張 め っ き バフ 仕上 し た 端 板 (4) 納 板 (dm) 
の 間 鏡 面 仕上 不透明 石英 管 。 図 6 端 板 の 固定 法 
Fig. 6—The fixing 
(No2 2) を 置い て , 結合 用 スロ methods of discs. 
ッ ト の 長 辺 方 向 に 石英 管 を 相対 的 に 移動 し た 場合 と , 


] 蛋 方 向 に 移動 し た 場合 に つい て , 周波 数 変化 を 測定 し 


た 結果 は 図 7 の 通り で あっ て , 前 者 は 200 kc/mm, 後 


F=6580kMc 


(矢印 の 方 向 に 円 筒 を 動か す ) 


a 


図 7 石英 管 の 移動 に 対す る 周波 数 変化 
Fig. 7—Deviation of the resonant frequency versus 
the shift of the quartz. 


者 は 700 kc/mm と な っ た . と の 結果 か ら , 石英 管 と 
端 板 の 相対 的 移動 を 避け る た め に 図 6 の よう な 固定 方 
法 を と っ た 場合 の 間 げ き 4g は , お よそ (&yーCg) ao 
・4 7 で 表 わ せ る か ら , た と えば 4T=50°C, ¢m= 
90X10 コ mg。=3.6cm の と き に 4 ga=0.032 mm と な 
る し た が っ て 石英 管 の と これだけ の 偏 移 に 対す る 周波 
数 変化 は スロ ッ ト の 長 辺 方 向 に 石英 管 を 動か し た どき 
を 約 王 6.4Ekc, 幅 方 向 に 動か し た と き に 約 土 21kc と 


| な 5, 一応 と の よう な 固定 方 法 が 周波 数 安定 度 に 及ぼ 


PE 


」 す 影 響 は 無視 する と こと が で きる . 


] な お 端 板 の 圧着 を 円 筒 の 真 上 で 行なわ な い 図 1 (b) 
の 場合 の 周波 数 温度 特性 は 前 報 ① 図 5 (c) に 示し た よ 
うぅ うに, 許容 端 板 間 圧力 内 で は ほとん ど そ の た め の 影 響 


が 観察 され ず , それ 以上 の 圧力 の と き に 端 板 の ひ ずみ 


が 重ね 合 さ れる と いう 結果 を 得 た . し た が っ て 端 板 圧 


有 着 方 法 と し て は どちら の 方 法 で も 差し つか た な いと 思 


C81) 
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4. 円筒 端 板 間 の 接触 面 
4.1 汚 れ 
接触 面 の 汚 れ は 周波 数 温度 特性 に 影 結 を 及ぼ すこ と と 
が 考え られ る . 油脂 , 蛋白 質 , 應 垢 等 を 含ん だ 汚物 が 
接触 面 に 存在 し た 場合 その 厚 さ を '@z, 線 周 有 眼 係数 
を &, 石英 管 の 長 さ を 7。, 線 膨 服 係数 を z。 と すれ 
ば , 長 さ 方 向 の 合成 線 膨 服 係 数 &。 は 


2d 
d= a1+ 7 ) i 
q 


と な り , し た が っ て 周波 数 温度 係数 は 娘 。」: 波 に 対し て 
内 2 


RE 

a f,. ( 1 2d7¢rl 

| ES | 
(12) 

と と で zg: 石英 管 の 内 半径 ir=3.83 
と な る ・ し た が っ て 一 例 と し て @&z=10 つ づり (安全 係数 を 
見 込み 油 類 の 線 膨 服 係 数 の 最大 値 と と っ た ), <&。==5x 
10™, 7Z。=3.8 cm, a=3.4 cm の 場合 に , 第 2 項 を 071 
以下 に する た め の は 2.5g 以下 と な り , 浩 物 の 存 
在 は 多少 影響 を 及ぼ ぽ す が 普通 の 清浄 法 で この 影響 は 容 
易 に 避け る と と が で きる . 

4.2 粗 E 

接触 面 の 粗 さ が 粗い と き に は , 端 板 間 圧 力 変化 に よ 
る 周波 数 変化 が 大 きく 思わ れる た め に , 等 価 ヤ ング 率 
が 見 か け 上 小さ く な り , し た が っ て 許容 スプ リン グ の 
強 さ の 設計 に 補正 を 加え る 必要 が 生ずる .、 ま な た 粗 く て 
摩擦 係数 だ が ある 程度 大 きく な る と , その た め に 不 規 則 
な 周波 数 温 麻 係数 を 示し , さら に 接触 面 層 の 存在 の た 
め に 見 か け の 周波 数 温度 係数 が 大 きく な っ た すり , 端 板 
間 圧 力 の 最小 限 に 影響 を 及ぼ し た りす る 都合 上 , 高安 
定 空 胴 共振 器 を 設計 する 上 に は , 適当 な 接触 面 を 選ぶ 
必要 が ある . 
最初 た 石英 円 筒 の 等 価 ヤ ング 率 で ある が , 端 板 間 圧 
力 に 対す る 共振 周波 数 変化 の 測定 結果 の 一 例 は 図 8 に 「 
示す 通り で, 燈 融 石英 の ャ ング 率 と し て 知ら れ て いる 
5x10skgW/cm? に 比べ て 接触 面 が 鏡面 の と き 約 1/10, 
3 研 訂 の と き 約 1/40. と な る . し た が っ て スプ リン 
グ の 強 さ 太 。 の 設計 に 当たっ て は , 安全 慶 を 見 込ん で 
式 (6) か ら 計 算 さ れる 値 の 約 100 倍 程 度 以 上 に し な 方 
が よい と 思わ れる . 

つき ぎ きた に, 接触 和 面 の 粗 さ に 対す る 摩擦 係数 の 実測 値 は 


結果 を 得 


1456 田 幸信 子 : 高安 定 周波 数 空 胴 共振 器 の 安定 度 に 及ぼ す 庄 影響 


図 9 に 示 
す 通 り で 
ある . 種 
々 の 記 控 
係数 で 圧 
力 を 変え 
だ と さ の 
周波 数 温 
度 特 性 の 
実測 結果 
(前 報 の 
図 5 お よ 
び 表 1 参 
照 ) か ら , 
摩擦 係数 
が 0.2~ 
0.3 で 適 
当 な 圧力 
DE k 
NR 0 
材料 の 線 
膨 妥 係 数 
に 等 し い 
平滑 な 周 
波数 温度 
特性 を 示 
し > それ 
) 以上 の 摩 
. 擦 係数 の 
| と き に K 不 ,。 
| 規則 な 変 
動 を する 


() 通明 石英 管 ( 向 厚 2mm) i i 
喘 板 は 鉄 吊 拍 メ ッ キ 欄 バ パフ 研 


敵 要 (Ga) て 同じ 
(C) 子 通 明石 毅 管 (内 厚 5mm) 面 4000 箇 エメ リコ 研 摩 
暴 放 ば 欲 補 3 財 切 怖 伝 銀 メ ッ キ 


図 8 端 板 間 圧力 に 対す る 共振 周波 数 の 変化 

Fig. 8—The resonant frequency change 
versus the pressure between two 
end plates. 


( 溢 剖 落 埋 ) Qo 


0.1 03 0507T 1 
相 き Rg 
図 9 粗 さ に 対す る 摩 哲 係 数 
_ Fig. 9—Coefficiens of friction versus the 
roughness of contact surfaces, 


0 


i る 
な お , こと の 場合 , 接触 面 剛 が 存在 し その 界面 周 の か 


っ 合い の 選 科 を 合 め た 符 価 線 計 選 保 数 を 長 さ 方 向 に つ 
いて 訟 対し て 三 く 必 京 が ある . 3.1 と 同様 な 取扱 い 


圧力 P。 カ 学 わっ た と き の 見 か け の 線 肝 服 係数 を 
| 計算 じ 実 例 に つい て 検討 し た 結果 , と の 影響 は 無視 で 
きる こと と ヵ 着 | 明 し た ・ 

な お , 図 8 で 上 下端 板 間 圧力 が 2kg 以下 で は 接触 
面 の 摩擦 係数 が 0.3 以下 で あぁ っ て も , 圧力 に 対す る 周 


区 変 化 が 着 し く 大 きく な っ て いる と と が 令 察 され る 


有 | が な が, と れ は 接触 面 の 影響 と 思わ れ , 図 1 の 構造 を 用 い 
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る 場合 , 最低 2kg 以上 の 圧力 と し な いと 不 規 則 な 変 


動 を 誘起 する 恐れ が あり , 最小 限界 に は この 考慮 が 必 
要 と 思わ れる .: 

4.3 面 の 凹 凸 

端 板 お よび 石英 円 筒 接触 面 の 平坦 度 は , 所 定 の 単位 
面積 当たり の 端 板 間 圧力 に 空 胴 共 振 器 を 設計 する た め 
に で きる だ け 平 坦 に する の が よい .。 また ,。 と これ は ]13.3 
の よう な 円 科 固 定 法 の 場合 , 端 板 と 円 筒 の 間 の 相対 的 
な 移動 に よっ て 等 価 共 振 円 筒 k 長 に 不要 な 変動 を も た ら 
す 原 因 と る な る . 一 方 後者 の 固定 法 の 問題 に 対し て は 
平坦 度 30 程度 の 端 板 と 1z 以下 の 石英 端面 を 用 
いた 図 7 の 実測 より と の 程度 で は 共振 周波 数 に 余り 不 
規則 な 変化 は 認め ちら れ な い . 


5. さ 繧 瞬 ER 


妨 。」 波 空 胴 共振 器 に お いて は , 巨 : 波 が 縮退 し て い 
る た め , 共振 器 の Q が 低下 する ば か り で な く , 円筒 
を 端 板 で 圧着 する よう な 共振 器 構 造 の 場合 は 特に 接触 
状態 に よっ て 下 波 の 結合 係数 が 大 きく 変化 し , し 
た が っ て 出力 ,。 QQ, 共振 周波 数 等 に 影響 を 及ぼ し , 安 
全 度 を 碁 し く 損 う 恐れ が ある . と の 縮退 モー ド の 分 離 
に 対し て は 巨 」 波 の 正 , 成分 が 最大 に な る 部 分 に ポ 
リス チロ ー ル の ポス ト を 付加 する 方 法 ” が 適当 で あ 
り , 実際 に は 図 1 の よう に 0.8cm¢ で 高 さ 0.4cm 
の ポリ スチ ロー ル 片 を 貼 布 し て 縮退 波 の 分 離 を 行 な 
い , その 影響 を 完全 に 除去 し た . 


石英 円 筒 の 内 面 に 付着 させ る 金属 膜 の 厚 さ が 厚い と 
き に は , とこ の 周 の 線 膨 服 係 数 が 周波 数 温度 係数 に 影響 
を 及ば す 場 合 も ある . すなわち 膜 の 厚 さ お よび 線 膨 服 
係数 を dr お よび cz, 石英 管 の 内 半径 お よび 長 さ を 
a お よび 7。, 石英 管 の 線 肝 服 係数 を ¢。 と し て , 周波 
数 変化 率 の 温度 係数 を 求め る と 娘 。: 波 た 対し て 

14d Ulglra)’ dpe 

A - Re a- 1 * a 
と な る 、 こ と の 第 2 項 の 影響 を 第 1 項 に 比べ て 5 必 以 内 
に する た め の dr の 値 を , 実際 に 用 いた 4=4cm, a 
=3.4 cm, @p/&。=40 の 空 胴 共振 器 の 場合 に 求め て み 
る と , dr=6x10-'cm と な る ,、 し た が っ て 膜 と し て 
金属 蒸着 膜 を 用 いる 場合 は 問題 な い が , 銀 焼付 膜 を 用 
いた り , また 石英 筒 の 内 面 に ラッ カ ヵ 等 で 下 塗 処理 する 
場合 は と この 影響 を 考慮 し て 膜 厚 を 決め る 必要 が ある . 
し か し 有 厚 の 影響 は 補償 の 方 向 で あり , 余り 厚く な い 


a 
科 OY 


負荷 の 変動 
今 ま で は 共振 器 の 構造 自体 が 周波 数 安定 度 に 及ぼ ばす 


影響 の お も な る の に つい て 検討 し た .。 と と ろ で 空 胴 共 
振 器 自体 の 安定 度 の 問題 か ら は 多少 外れ る が , 実際 に 
は 種々 の 形 で 外部 結合 回 路 を 接続 し て 用 いる 場合 が 多 
く , と これ に つい て は 付随 的 事項 と し て 検討 を する 必要 
が ある . 一 例 と し て 筆者 が 周波 数 安定 度 の 測定 に 用 い 
た 図 10 の 回 路 構 成 の 場合 に , その 外部 回 路 の 変動 が 
周波 数 温度 係数 と いか に 影響 する か を 検討 し て みる と 


i 5 Le ET TT 2 NO 


に と する 
まず 空 胴 共 振 器 に mass 
3 外部 結合 回 路 が 接続 【 RS ht 
で され た 場合 た ,。 その UD gD 
還 共 振 周 波数 の 変化 を LTE 29 


外部 回 路 の 反射 係数 
衣 7=rer の 変化 で 表 


図 no 補 且 共振 器 の 外部 結合 回 路 
Fig. 10—The coupling cct. of a 
cavity resonator. 


庄や する, 。 
"Ee 4 f/fs= (Ffi>T sin g/(1+2T cosg 
肖 4 + Qy 4) 
百 た だ し 。 : 共振 器 の 等 価 コ ンダ クタ ンス , 
| Qpy: 無 負荷 時 の Q, 
‘3 TT sin 8/( ユ +27 cos $+7*) geQg 20.02 な ら 
に ば 綱 只 芝 1% - 


の (付録 参照 2。 と と ろ で 周囲 温度 , a 
_ 動 に よっ て 外部 回 路 の 回 路 定 数 が 変動 し た 場合 ; 

| nismisomn, Rionm eno Tm 
i ol tt eee 


_2a + DT cos g+4T* 
Tt CO TI 
(15) 


CT NG 
FZ gD) 
sa i (16) 
i を が メー タ Tt, 5) 
, ? を パラ メー タ に し て 
ある 、 と れ よ り 容 易 


a 0 - 
607! 
= 6040 6050 8080 6070 


3 4f 
図 12 (nT 


Fig. jp (2 rE 


ar 


function of T. 


(Qa) 検波 土 抽 


fo= 6055MC 
(7 =.0.125 ) 
yg = -102° 


図 13 47, 4p の 周波 数 特性 の 


測定 結果 


Fig. 13—Measured values of the 
character- 
istics of 4AT and が 


frequency 


ph} 


がめ 


4% (tb) 先 抜 雷 例 ーッ ぁ 


0 

6050 6070 
0 

Fy = 6060MC 

("=009 ) 


g =-4Y° 


. T= 0.2, p=180° お よこ 


i 
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た 結果 は 図 13 に 示す 通 
り で ある . と と で 位相 
は 端 板 と 導 波 管 と の 境 
界 に 基準 面 を と っ た 場 
合 の 値 で ある . 以上 の " 
実験 値 を 参考 に し て , 

9 =0.5, Qy=20,000 7 
の 誠 表 0 30_ 2 
CENLTU NOE 


1 (a), Cb) 拉 全 < 
ey きら に 条件 が 悪い 
場合 を 想定 28 半生 
0.02, 4p= =10 と UT 5 


び 「=0.2y る 二 eg 
場合 を 求め る と , 表 1 
(co)(d③ の よう に な る 
i 
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で ある が , と これ ら か ら か か る 空 胴 共 振 器 の 設計 基準 を 
要約 する と , 
1) 上 下端 板 は 加工 時 の 残留 ひずみ を 除去 する た め 
焼鈍 を 行なう とこ と と. 

(2) 端 板 圧着 用 ば ね は , その 強 さ と し て 圧着 に 用 い 
る 真 鐘 棒 の 伸び が 影響 を 及ば さ な い 10*cm/kg 
程度 以上 の 変位 を 与え る も の を 選ぶ と と . 

円 筒 端 板 間接 触 面 は 充分 清浄 に 保つ と 同時 に , 
両者 間 の 摺 動 を 充分 平滑 に 行なう た め , 摩擦 係 
数 19。 三 0.2~0.3 の で きる だ け 平 坦 な 面 に 仕上 
必 交 さと 
端 板 間 圧 力 は , 熱 膨 服 の 了 共 円 筒 と 端 板 の 接触 面 
の 摩擦 で 円 筒 が 変形 し , 周波 数 温度 係数 に 影響 
を 及ぼ すこ と と が 無い 範囲 で 決ま る 最大 圧力 と , 
使用 条件 か ら 決 定 さ れる 最小 圧力 の 中 間 に す る 
必要 が あり , 上 記 上 摩擦 係数 の も の に 対し て は 約 
1~2.5 kg/cm* が 適当 で ある . 
(5) 端 板 の 固定 に は 輸送 ある い は 使用 時 の 不慮 の 衝 
撃 を 避け る た め , 端 板 に 図 6 のど と き 凸 起 あ る 


(3 


~~ 


<4 


“— 


Ct 


放 い は 思 み を 作り 固定 する と と が 望 まし く , また 
3 端 板 の 圧着 は 円 筒 の 真 上 で 行なっ て も 外側 で 行 
Be な っ て も 制限 圧力 範囲 で は 差し つかえ ない. 


議 (6⑥) 娘 。」 波 は 縮退 し て いる 」 波 の 存在 は , 安定 
度 に 影響 を 及ぼ ぽ す の で , ポリ スチ ロー ル 棒 等 で 
分 離す る と と . 
: 1⑳ 石英 円 筒 内 面 に 付着 させ る 金属 膜 (ラッ カ 等 で 
有 下 塗 処理 を する 場合 は その 厚 さ も 含め て ) は , 
周波 数 温度 係数 に 影 結 を 及ば さ な い よう 6x 
10'cm 以下 の 厚 さ に する と と . 


沿 の 整合 を と る と と . 
衣 と な り , と れ ら の 設計 基準 に 基づき 試作 し た 共振 器 で 
及 は 前 報 や の ょ うに 円 位 材 料 の 線 膨 眼 係数 に 等 し い 周 波 
有 | 炎 安 定 度 の も の が 得 ら れ た . 
終り に , 本 研究 に 際 し 終始 御 懇 切な 御 指導 を いた だ 
有 】】】 いた 柳井 教授 を 始め , 箇 々 御 あ 助 いと た だ いた 本 学 高 周 
| 波 研 究 密 の 諸氏 お よび 日 本 電気 株 式 会 社 の 森田 , 立 
沢 , 海東 , 高 
| 研究 室 に 研修 中 実験 た 当たら れ た 加納 , 中 島 の 両氏 に 
a な お 本 研究 に 関す る 
| 久 用 の 一 部 は 文部 宮 科 学 試験 研究 費 の 援助 に よっ た . 
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⑧) 負荷 側 の 変動 を 抑制 する た め に , 外部 結合 回 路 、 


高橋 の 諸氏 に 感謝 の 意 を 表す る と 共に , 当 ・ 
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(3) 柳井 


付録 式 (14) の 誘導 


空 胴 共 振 器 に 外部 回 路 
が 接続 され た 場合 の 等 価 
回 路 を 付図 の よう に 示す 
と , 基準 面 か ら み た 空 


tN yy 胴 共振 器 の アド ミタ ンス 
Appendix は 
Io= Go +IQg gC ff — flf) ( 付 1) 
た だ し : 空 胴 共振 器 の 共振 周波 数 


と な り , また 基準 面 か ら み た 外部 回 路 の アド ミタ ンス 
を 反射 係数 で 表わす と , 
Le ZN 1—T*—j2T sin ¢ 
ER Tcosg+I* 

( 付 2) 
と な る . 故に 全体 の アド ミ タン ス の 虚数 部 を 0 と お い 
て 外部 回 路 が 接続 され た 場合 の 共振 周波 数 : 了 ナ を 求め 


Ve= ge+ID.= 


さと 
Fu T'sin @ \ 
(1+2 Tcos@e+ TT 9.Q5 
/ TI'sin @ NR 
ま 4 +/。 
( 付 3) 
と れ を 共振 周波 数 変化 率 で 表わす と , 
a T sin g 1 
Ff ft TT cot RR 
I sin @ と pn 
+ Te ) tt or 
T'sin g 
d+2 roet 0 る 
T sin 
誤差 1 と な る . 


(昭和 35 年 5 月 13 日 受付 , 9 月 1 日 再 受付 ) 
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昭和 35 年 12 月 電 気 通 


海 外 
エサ キダ イオー ド を 用 いた 高周波 
負 性 抵抗 回 路 理論 
M.E. Hines : “High-freguency Negative- 
Resistance Circuit Principles for Esaki Diode 
Pplican on BST. 39; 3 p477, (May 
1960) . 中 村 親 市 [資料 番号 4849] 


エニ キサ ダイ オー ド は 他 の ジャ ンク ショ ンダ イオ ー ド に 比 し 
て 容量 が 大 きい が 負 性 抵抗 が 大 きく , 通常 負 性 時 常 数 は 10 つ ? 
SB あり 7 ンジ の ムアン シンチ モ ン の イン ター スタ リリ ラク 
の も の で は 10 せ 10* が 得 あ られる. し か し 回 路 と 負荷 の 抵 
抗 , ダイ オー ド の 容量 と 負 性 抵抗 の 効果 を 含め て 考え る と マ 
イク ケド 波 で は 非常 に 小さ な 大 き さ を 必要 と する . も し 大 き な 
マイ ク r ァ 波 電 力 が 必要 で あれ ば , 分 布 的 回 路 を 必要 と し , 狼 
いい ストリップ ダイ オー ドジ ャ ンク ショ ン , また は 小さ い ス ボ 
ッ ト ダ イオ ー ド を 複合 し た フイ ル 巡 タイ プ を 必要 と する , とこ 
の 場合 回 路 の 設計 は 不要 な 共振 波形 を 生じ な いよ うに 注意 す 
る 必要 が ある . 一 般 的 な 回 路 は 図 ユ 1 のど と く 示 され , R, と 
太 呈 の 比 が 非常 に 小さ いか また は 大 きい と き , それ と イン ダ 
クタ ンス と 容量 の 比 が 非常 に 大 きい と 不安 定 で ある . 多く の 
エニ サキ ダイ オー ド は 負 性 抵抗 が 大 きい か ら 小 さ な リー ド で 十 

に 発振 する 。 故に 特別 に 低い イン ダク タン ス を 必要 と す 
る -: 低い VHF 帯 で は 容量 を 十分 に 負荷 し て 正弦 状 の 動作 を 
させ る こと が で きる . 高い 周波 数 に お ける 負 性 抵抗 の 効果 を 
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TD-2 無線 中 継 方 琉 に お ける 
無線 周波 干渉 の 考察 

H.E. Curtis: “Radio Freguency Interference 

Considerations in the TD-2 Radio Relay 
Syetem”’, B.S.T.J. 39, 2, p 369, (March 1960). 
高田 正美 訳 [資料 番号 4850] 
Bell System で は TD-2, TH, TJ の マイ ク ェ モ r 方 式 が 広 
く 実 用 され あぁ あるいは 開発 中 で ある が , 現在 失 鋭 な 指向 性 の 空 
中 線 を 使用 し て いる に も か か わら ず 生 渉 の 問題 が ある . 本 文 
で は 経験 が 多く 得 ら れ て いる TD-2 に つい て 記述 し て いる 
が が, その 概念 は 他 の 方 式 に も 適用 され る -. 

最も 重要 な 生 渉 は 同一 区 間 を 伝 ぽ ん する も の と 隣接 区 間 を 
伝 ぽ ん する も の と の 2 つの 同一 チャ ネル 干渉 で ある . 干渉 の 
問題 な 沢山 の 方 式 が 集まる と と ころ で 段々 複雑 に な っ て いる . 
その 代表 的 な 個所 は = ュー ヨー ク で , 図 1 に 示す よう に 6 つ 
の 並行 シス テム を も つ 5 つの ルー ト が 集まっ て いる . 

TD-2 方 式 の 同一 チャ ネル 干渉 雑音 は 0 相対 レベ ル の 点 で 
で -I (希望 波 対 千 渉 波 比 〉 が 約 10 dB 以上 の と き 図 2 の よう 
に な る . (82dBa は 3kc 幅 で 1mW の 雑音 に 相当 する ) 
| 長 距 離 回 線 (4000 mile) の 雑音 は 38 dBa 以下 で あれ ば ょ よ 

い . この うち RF 干渉 に よる も の と し て 24 dBa を 割当 て , 
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決め る も の と し て , mu ニーr で と 表わさ れる . と の 式 の 
分 母 は な ジャン クション の 個性 に 関係 し , 構造 に は 無関係 で あ 
る . 分 子 は ダイ オー ド マ ウ ント の 機械 的 と 電気 的 設計 に よっ 
て 影響 され る . 舌 際 上 スポ ボ ポット の 方 が スト リッ プ 形 より 約 
1.6 倍 Cralr;=0.1 と し て ) 高い 周波 数 限界 を 持つ こと に な 
る , 大 き な 電 力 容量 に 使用 する も の と し て プッ シェ = プル 方 法 
と 進行 波形 が 考え られ る . 進行 波形 と し て は 図 2 の よう ア 
イソ レー タ と 一 緒 に し て 設計 され た も の が 実用 的 で ある 』 発 
振 器 は 狭い ライ ン エ サキ ダイ オー ド を 2 個 使用 じ た プ ッ ャ シェ 
プル 回 路 で 電流 300 mA, 出力 数 ミリ W が 9000 Mc で 得 

れ て いる , 発振 の 場合 の 不要 波形 を さけ する た め に リン グ 状 の 
空 胴 で リン グ 直径 を 適当 に する と と に より 解決 する こと が 考 
えら れる . また 分 布 形 増幅 器 の 雑音 指 救 は 
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の 形 で 表わさ れる . (森永 委員 ) 
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図 1 ニュ ー ヨ ョ ー ク に お ける マイ ケロ ウエ ー ブ 方 式 
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ト DBA AT 0 DB TRANSMISSION LEVEL 


o t 20 30 40 50 0 60 
RATIO OF DESIRED TO INTERFERING CARRIER IN DECIBELS 
図 2 全部 電話 の と き を , TD-2, TH 方 式 に お ける 同一 
チャ ネル 王 渉 の 電話 通話 路 和 渉 維 音 
表 1 同一 二 ャ ネル 和 干渉 に 対す る 2 通路 間 の 最小 角 


Polarization 
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"The objective cannot be met at any angle with these conditions. 
主 回 線 内 の 干渉 に 22dBa を ゆる す . 
個々 の 千 渉 を 検討 する に は 空中 線 の 指向 性 を 検討 する 必要 
が ある . ホー ジレ フレ クタ 形 , 遅延 レン ズ 形 , パラ ボラ 形 の 
名 指向 性 が 本 文中 た に 示し て ある が その うち の ホー ン レ フレ タケ 
交 形 を 図 3 に 示す . 指向 性 に は 山 や 谷 が ある か ら この 図 の 値 


対流 圏 散 乱 伝 ば ん を 利用 する 

無線 中 継 の 経済 的 な 設計 
C. A. Parry: “Optimum Design Consider- 
i ation for Radio Relays Utilizing the Tropos- 
3 Pheric Scatter Mode of Propagation”’, Comm. 
1 ミ & Electronics, 47, p71, 80, (March 1960). 
ミ 大 谷津 透 訳 [資料 番号 4851] 


有 有 世界 名 地 で 骸 乱 波 に ょ る 回 線 の 作成 が 要求 され て 来 た の で 
経 茹 的 な 設計 法 に つい て 人 述べ て いる . 帯域 が 切ら れる と と に 
まる 非 直 線 雑 音 が 解析 の 基本 と な る . 信号 対 雑 音 比 は トラ ヒ 
ッ ク の 上 量 と 雑音 ^ 帯 城 の 関数 で 示さ れる . デー タ は トラ ンク の 
占有 訟 会 話 の 晶 サー ビス の グレ ー ド お よび 最 穫 時 の 時 間 バ パー 


| ャ ント の 関係 を 示し て いる . 一 般 に 最適 の 信号 対 雑 音 比 と ト 


ラプ ヒッ ク の 負荷 率 は 実用 化 さ れ て いて , と れ ら の 表現 より 
最適 設計 上 の 最少 の 最適 送信 電力 は 知れ る . 設計 上 の 信頼 
慶 ( 伝 ば ん) は 年 間 を 通じ て の 瞬時 フェ ー ジ ング の 確率 分 布 
の | 99i92 で 行なう べき で ある . 最少 電力 は 設計 の 能率 と し 
て 導 か れこ れ は 通話 路 数 の 差異 や サー ビス 信頼 度 等 の 比較 の 
上 で 経済 的 な 面 も 考慮 し て 論 ぜ られ る . また 安定 化 方 式 と にょ 
り 送信 電力 の 減少 法 も 二 , 三 述 べら れ て いる . 新しい 方 式 の 
ーー つ は トラ ヒッ ク の 量 に 応じ て 帯域 を 制限 する 方 法 が ある . 


IN OB RELATIVE TO A VERTICALLY POLARIZED 


SIGNAL AT ZERO DEGREES ON AN ANTENNA 
ARRANGED TO RECEIVE VERTICALLY POLARIZEO WAVES 


RESPONSE 


° 40_ 
Eg AZIMUTH IN DEGREES FROM MAIN LOBE 


図 3 4kMc に お ける ホー ン フ レク タ 補 中 線 の 
水平 面 の 平滑 化し た 指向 性 
で その まま 計算 し た も の より 6dB だ け 和 干渉 が 少な いと 見 て 
よい (た だ し 搬送 周波 数 の ずれ は 数 10kc 以内 ). 140 中 継 
で は お も な 和 干渉 は 280 ある か ら 一 つの 干渉 に は (+22 dBa 
ー 10 log 280 填 6)dBa を 許せ る . と この よう に し て 放射 状 回 線 
の な す 角 の 最少 値 を 求め て ,、 同一 チャ ネル に 対す る も の , ス 
ビット チャ ネル に 対す る も の を 表 に 示し た . 同一 チャ ネル の 
表 を 表 1 に 示す . (森永 委員 ) 


その 他 に も 考え ちら ち れ て いる . な お 本 文 に た 述べ て いる も の は 
FM 中 継 で 周波 数 分 割 の ch 構成 の も の に つい て の 検討 で あ 


る . 回 線 の 基本 的 な 検討 の 出発 点 は 通信 帯域 内 の 信号 対 雑音 


比 で 総合 の 雑音 は 非 直 線 に よる も の と 熱 雑 音 と の 条 で ある . 
と こと で 問題 に な る も の は 周波 数 偏 移 を 最適 に 選ぶ こと で あ 
る . 偏 移 を 増す と 多重 路 伝 ぽ ん に ょ る 非 直 線 ひ ずみ の 増加 が 
実質 的 な 雑音 と し て 表 わ れ て 来る の で CCIR で も 人 各 通 話 路 
の 偏 移 は 定め て いる . 非 直 線 ひ ずみ で 帯域 に 関係 する も の は 
二 っ あり 第 一 は 側帯 波 テ ネル ギ の 切ら れる と と で あり , 第 二 
は 位相 の 非 直 線 で あり と れ ら に 対す る 種々 の 設計 法 を 示す . 
つぎ に 多 電 回 線 の 平均 電力 に つい て は 二 , 三 の 研究 者 の カー 
プ を 比較 し て いる が どれ も 指 関 数 的 な 関係 で 特に 差異 は な 
い . 通話 路 は CCIF の 周波 数 割当 は 4 ke 幅 で 最低 周波 数 は 
12kc で ある . 12kc 以下 は サー ビス ch と し て 特種 な も の に 
使用 し 全 ス ペク トル を 一 ば ぽい に 利用 され て いる . CCIF の ゲ 
ルー プ お よび スー バ パ ・ グ ルー プ の 配列 も 示し て いる . 最適 帯 
域 と 変調 度 の 関係 で は 計算 図表 を 示し こと と で 注意 を 引く と と 
は 最適 偏 移 は 一 般 と に 用 いら れる ch 当たり の 偏 移 + り 大 きい 
と と で ある . そし て 経済 的 な 変調 度 の 関係 式 を 示 じ て いる 」 
結 論 と し て 多 電 通信 方 式 の 解析 で 帯域 を 切ら れる と と に よる 
非 直 線 雑 音 は 計算 で きる . 信号 対 雑 音 比 は トラ ヒッ クボ リウ 
と 雑音 帯域 の 関数 で 計算 に より 最少 の 帯域 標準 を 導 け ば , 
と れ を 行 な は な いも の に 比較 し て 大 き な 信 号 対 雑 音 比 と 低い 
送信 電力 が 得 ら れる . (森永 委員 う ) 
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ガウ ス 形 ろ 波 器 の 設計 法 

M. Dishal; “Gaussian Response Filter De- 
sign"', El. Comm. 36, 1, p 3, 1959). 富川 洋 訳 
[資料 番号 4852] 


| V/V|=exp(X/X,)? 
=exp[0.3466C(X/Xsap)*] 寺 

な る 特性 の ろ 波 器 を ガウ ス 形 ろ 波 器 と いう . と と で XX は 低 
. 域 ろ 波 器 で は W と 一 致す る . と の 特性 の ろ る 波 器 は 有限 個 の 
: 素子 で は 完全 に は 近似 で き な い . (1) を 展開 する と, 

和 NE OE 0 
8 計 所 人 ) 誠人 k) i 
に 2 う 

と な る が , ヵ 個 の 素子 を 用 いる と , 最初 の ヵ z 十 1 項 が 等 し く 
な る よう な ろ 波 器 を 構成 で きる . 

図 1 は な ヵ z と 近似 の 度合 を 示し た も の で , と の 論文 で は ヵ 
三 9 まで の ろ 波 器 に つい て , 伝達 関数 の 極 の 位置 を 求め , 設 
計 の 資料 と し て いる . さら に スタ ガ ろ 波 器 , 一 様 損 失 ろ る 波 
器 , 抵抗 終端 ろ 波 器 , な ど で と の が ガウス 形 ろ 波 器 を 具体 的 に 
琶 計 す る た め の 数 表 を 与え , また 実験 に より る ろ 波 器 の 過渡 特 
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長 距離 無線 電信 用 SSB また は ISB 方 式 
W. Lyons: ‘‘Considerations in SSB and ISB 
Systems for Long-Distance Radiotelegraph 
Comnmaunications”’, Comm. and Electronics, 
46, p921, (Jan. 1960). 高羽 誤 雄 訳 [資料 番号 
4853] 
| 本 文 は 長 距 離 固定 無線 電信 に お いて トラヒック 量 が 大 きい 
| 場合 に 、 通常 の FS 電信 を 高速 化す る 代わ り に , 多数 の 音声 
] 副 ゴ 搬 送 波 で FS を 行ない , 多重 化 さ れ た 信号 を SSB 変調 す 
る 方 が 有利 で ある と と を 述べ , 考 寄 を 加え た も の で ある . 
| 短 点 長 が 10 ms 以下 の 高速 電信 で は 多重 径 路 伝 ば ん に よ 
) る 遅延 ずみ が 大 きく , 多く の 高調 波 成 分 を 送る 必要 が ある 
| な が, こと の 方 式 に よれ ば 符号 は 並列 に 伝送 され , と れ を 避け 得 
る . また , 5 単位 印刷 電信 符号 を 通常 の 無線 電信 系 で 用 いら 
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音声 スイ ッ チ 方 式 拡声 電話 機 の 
設計 に 関す る 基礎 的 老 穴 

_A. Busala: “Fundamental Considerations in 
he Design of a Voice-Switched Speaker- 
phone”’, B.S.T.J. 39,2, p265, (March 1960). 
浦 宏 康 訳 [資料 番号 4854] 


有 | 回 1 に 示す ど と く , 横 瑞 に 拡声 器 の 端子 電圧 (も る し く は 入 - 


線路 電圧 を と り , 縦 軸 に マイ ク = ホ ン の 端子 電圧 を と る 
; の 平面 上 に 拡声 電話 機 の 定常 並び に 過渡 状態 に お ける 


jine が ひか れ , また 送 話 より 受話 へ の 切替 線 お よ 


こ 音声 スイ ッ チ 方 式 の 拡声 電話 機 の 動作 特 
回 路 設 計 の 資料 を 与え た . - 

に お いて は , 鳴 音 , 送 話 ブ ェ ッ キ ング , 受話 
ミ こと の Switching Diagram 上 
に Hybrid_ Sidetone Line お 
ine と 切替 線 と の 関係 な ら び に 


を 示す Hybrid Sidetone Line と Acoustic - 


の 意義 を 論じ 。 切替 線 の 形 


Vpeak/Vew IN CECIBELS 


図 1 ヵ 次 ろ 波 器 に よる ガウ ス 形 ろ 波 器 の 
近似 に っ いて 


性 と 次 数 と の 間 の 関係 を 検討 し て いる . (宮川 元 委 員 ) 


れる 4M3S 符号 に 変換 する 等 の 誤 訂 正 用 の 装置 も 簡単 化 で 7 
き , デー タ 伝 送 等 に 独自 の 符号 を 用 いる 場合 に も 便利 で € 
る . 
SSB 方 式 を 採る 場合 , 多重 信号 に 対す る 送信 増幅 器 の 
荷 が 最も 問題 と な り , 多重 度 を 増し て (た と えば 6 以上) 


M.S 符号 に 与え る 影響 が 等 し く , 都合 が が 良い . 

時 分 割 和 名 2 通話 路 を 120 c/s 間隔 の 副 搬 送 波 23 に の せ , | 
声 通 話 路 1 回 線 で 印刷 電信 46 回 線 を 得る 系 を 考え , 音 
な 実験 を 短期 間 行 な っ た が , 従来 の 系 より 誤字 率 等 に お 
著しい 改善 を 示し て いる . td 


¥ 5 Elements for a Nondestructive 
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状 と し て は 低 レ ベル の 方 の 先端 が 水平 に 曲っ て いる 方 が 望ま 
Ra お よび それ を 実現 する 手段 に つき 論じ た . さら に 
音声 スイ ッ チ 方 式 の 制御 回 路 を 4 つの 形 に 分 類 し 各回 路 を 上 
記 手 段 を 用 いて 検討 し , プロ ッ キ ング を 防止 する た め に は ど 
と を 改善 すべ きか を 述べ , 最後 に 過渡 条件 の 場合 の Swit- 
ching Diagram を 検討 し て , 送 話 受 話 の build up お よび 


立体 お よび 準 立体 音 再 生 

J.P.A. Lochner. & W. de V. Keet: “Stereo- 
phonic and Quasi-Stereophonic Reproduc- 
ion" JAS.A. 32, 3, p393, (Feb. 1960). 
二階 堂 誠 也 訳 [資料 番号 4855] 
立体 再生 が 単 一 チャ ネル 再生 より すぐ れ て いる の は , つぎ 
の 2 つの 性 質 を も っ て いる 点 に も と づく と 考え られ る . 第 一 
は 音源 が それ ぞ れ の 方向 に 分 離し て きこ とこ える こと こと, 第 二 は 音 
源 に 東 行 き と “'presence” が 感じ られ る こと で あり , と くに 
第 二 の 点 が , 立体 再生 の 品質 を 特徴 づけ る も っ と も 重要 な 要 
楽 で あろ う . と 思わ れる . 

謙 体 再 生 で は 音源 か ら の 直接 音 が 両 耳 に 到達 する 時 間 差 と 
振幅 差 に ょ っ て 定位 の 印象 が 生ずる と と は 知ら ちら れ て お り , 奥 
行き や “presence” の 印象 も 同じ 原因 に も と づく と いう 考 
え 方 も ある . し か し , 立体 再生 で も 聴取 位置 に よっ て は 音源 


強 磁性 と 圧電 性 を 同時 [に 有する 新 物質 

J.P. Remeika: “GaFeO,: A Ferromagnetic- 
Piezoelectric Compound”, J.A. Phys. 31, 
p263S, (May 1960). 

P.H. Fang and R.S. Roth : ““Ferroelectric and 
Ferrimagnetic Properties of (Bas_-ss Rs;x») 
Noss Ker) Os , p278 S. 黒田 鎮 次 訳 [資料 
= 番号 4856] 

強 磁性 で あり か つ 圧 電 性 を 示す 新 物質 が 2 種類 同時 に 発表 
され て いる . GaFeO,; (Bas-s。 Rs.)(Nby-,, Fei+。)Os。 で あ 
る ここ と で R は イオ ン 半 径 の . 大 き な 稀 元 素 イ オン Nd*, 
Sm+, Eut? Gb+* な ど を 表わす . 

(DD) Gacg-, Fe,Os: GasrO;+FesOs か ら 単 結 晶 が つく ら 
れ た . Ga** と Fe の 割合 を 変え て 強 磁性 キ ェ ー リ 点 を 室 
温 と 779K の 間 に 選 ぶ と と が で きる . と これ ら は すべ て 圧電 性 
を 有する . 和 結 品 構造 は orthorhombic で , た と えば 格子 常 
数 は ある 場合 に a=8.77 A, b=9.44 A、 c=5.08 A で あっ 


CCDC 


decay time お よび attack, release time が Hybrid 
Sidetone 浴 よ び Acoustic Coupling Line を いか に 変形 
させ る か に つき 論じ た . その 結果 , Bz=Bk, Dz=Dx お よ 
び reverberation time Ry=D ぇ x で ある と こと が 望ま し いと 結 
論 し て いる . 

(富田 委員 ) 


の 定位 は か な ら ず し も ゃ も 明瞭 で な い 聞 , その 場合 も 音源 が スピ 
ー カ の 背後 の 広い 空間 に 存在 し て いる よう な 実在 感 を 伴う と 
と は 認め られる. 著者 は 上 の 2 つの 性 質 が 別 の 原因 に も と つづ 
く と 考え , 第 2 の 性 質 を “‘ambience” と 名 づけ た . 音 の 分 
離 が 直接 音 の 時 間 差 と 振幅 差 に も と づく の に 対し ,  ““ambi- 
ence” は , 残 響 音 お よび エコ ュー の 波形 が 両 チ ャ ネル で 異な る 
と と に よっ て , 間接 音 に よる 二 次 的 な ビ ピー ク に も 時間差 振 
幅 差 が 生ずる こと に も と づく と 考え らち られる. 

と の 考え に よれ ば , 革 一 チャ ネル の 録音 を 分 藤 し て 一 方 は 
第 一 の スピ ー カ か ら 直 接 に 出し , 他方 は な , 他 の スタ ジオ で い 
っ た ん 再生 し た も の を 収 音 し て 時 間 お くれ と 波形 の 変化 を 与 
えた の ち 第 二 の ス ピー カ に 出せ ば , “ambience” の 効果 が 得 
られ る こと が 期待 され る . と この “guasi-stereo” 再生 の 条件 
を いろ いろ に 変え 。 真 の 立体 再生 の 聴感 上 で 比較 し た 結果 , 
再生 条件 と 聴取 位置 に よっ て は , 立体 再生 と 同様 な “ambi- 
ence” の 効果 が 得 ら れる こと こと が わか っ た . (吉田 ( 順 う 委員 ) 


た . 圧電 常 数 は ds:=14.5x10-* esu, dj;=6.8x 10 esu が 
得 ら れ て いる . 強 誘電 性 は な いら し い . ヒス テリ シス ルー プ 
は 77° 氏 で も 観測 する こと が で き な か っ た . 

単 結語 だ け で な く 焼 結 体 も し ら べ た . X 線 回 折 写 真 の 結 
果 , Gai:.sFes.7Os と Ga。.sFe:.。 〇 Os の 間 で は orthorhombic 
だ が , その 外側 で は free な Fe:O:, free な Ga:O。 が 存在 
する こと と が 判っ た . 

(2) (Bas-:。 Re.)(Nby-。 Fe:-。)Os: 今 ま で 行なっ て いた 
強 誘電 体 の 延長 で 見 付か っ た 新 物質 で ある 、 結 品 構造 は . 
tungsten bronze structure. ヒス テリ シス ズ スループ と piezo- 
electric resonance の 存在 か ら 強 誘電 性 が た し か め ら れ , 他 方 
フェ リ 磁 性 は 残留 磁化 が ある の で 明らか で ある .。 Nd** イオ 
ン の 場合 に は 室温 以下 で , Sm**、 Eu**, Gd や * の 場合 に は 室 
温 以 上 で 強 磁性 と 強 誘電 性 が 共存 する . し か し La** の 場合 
に は 77°K まで 両方 と も 存在 し な い . 遂 磁 率 と 退 電 率 の 分 散 
は 共に 20 Mc 近辺 で 生ずる 強 誘電 性 の 抗 電場 は 温度 に よ 
っ て 非常 に 変わ り , か つ 温 度 履歴 が あぁ る. 抗 磁力 は 約 1000 
エル ステ ッ ド で あっ た . (三宅 委員 ) 


記憶 素子 用 磁性 薄膜 
T.R. Long : “Electrodeposited Memory 
Memory”, 

ABhvs suppls to. 1, 5, p123 S, (1960); 

五味 勇二 訳 [資料 番号 4857] 

円 周 方 向 に 強い 磁気 異 方 性 を も つ 円 筒 状 泥 性 材料 は 四方 向 
の 磁界 に ょ よ っ て 可逆 的 に 磁化 が 回 転 す る た め 非 破壊 記憶 素子 
と し て 使用 する こと が で きる が 極め て よい 一 様 性 (19) と 再 
現 作 を 得る と と が 必要 で ある . と の た め 下地 と し て 陰 禁 に は 


有 5 mil の 銅 線 を 用 い , 磁場 中 電 落 に よっ て 厚 さ 約 1.2k の パ 


ー マ ビ イ 膜 を 作っ て いる . この 程度 の 厚 さ で は 試料 の 特性 が 
下地 の 表面 状態 , ひずみ な ど に 著しく 影響 され る た め 洗 浴 , 


鈍 し に 注意 する こと は も ちろ ん 磁 わ い が 零 の 組成 (Ni81%, 
Fe 192%6) を 得る た め 電解 条件 を 決定 し て いる . 一 例 と し 
て 電流 密度 40 amp/dm*, 液 温 150°?F pH=4.0 で よく 措 控 
し た と きこ と の 条件 は 満た され る, また 液 に 対す る 安定 剤 , 
長い 線 に 連続 的 に 電 落 する 方 法 に つい て も 述べ て いる . 試料 
の 万 loop を CTR に よっ て 測定 し 磁化 容易 方 向 と 困 
難 方 向 の 保 磁力 の 差 か ら 異 方 性 energy を 決定 し て いる 
30, Oe の 磁場 中 で 電 落 し た も の は Hec=1.7,(HkIHc)=3.9 
で あり , 無 磁場 の と き の 電 落 で は (万 k/HHc)=1.00, 角形 比 
は 0.99 で あっ た . 出力 信号 は 長 さ 250 mil で , 50mV, そ 
の 逆転 時 間 は 0.5xs で あり 一 様 性 は 3 久 で 再現 性 は 満足 す 
べき も の で あっ た . 


W. Dietrich and W.F. Proebster : “Millimicro- 


C88 ) 


0 Magnetization Reversal in Thin Magnetic 間 と パル ス 磁 界 と の 関係 が 直線 で ある と 考え れ ば その 傾斜 は 
Films”, ibid. p 281S. 1 の 7Oe sec で あっ た 模 方 向 の 磁束 変化 の 観測 と よっ て 着 党 
単 軸 異 方 性 を も つっ つ パーマ セイ の 基 薄 膜 の 磁化 逆転 時 間 は 干 の 振動 と その 減衰 が み ら れ , と れ か ら 得 た 減衰 係数 と 強 磁 


強 磁 性 共鳴 の 実験 か ら 1mgs 程度 で ある と と が 予知 され て 性 共鳴 か ら 得 た も の と は 一 致し て いた RT > 
¢ いる . と この よう に 速い 立 上 が り 時 間 を も つ 試料 の 細か い 逆 転 J.S. Eggenberger : ign of Near by Con- < 
R 過程 を 調べ る た め 0.35mgs の 立 上 が り 時 間 を も つ pulse ductors on Thin Film Switching”,ibid. p 287 8. 

“| sampling oscilloscope を 用 い , 出力 信号 が 1.0mgs も の 平面 状 落 膜 を 記憶 素子 に 使う 場合 合 , 駅 動 , 読取 等 の 導線 が 
; 短い 立 上 が り 時 間 を 測定 し て いる . 同軸 cable に 落 え た その 近く を 走っ て いる の が 普通 で ある . ep 
} 


dg charge を 同軸 水銀 スイ ッ チ に より 50 cps の 周期 で strip line 損失 や シー ルド 効果 に よっ て 素子 の 逆転 時 間 や その 波形 に 大 「 
| に よっ て 試料 に 加 を , 縦 方 向 お ょ び 横 方 向 の 磁束 変化 を pi- き な 影 響 を 及ぼ す . と と で は 便 宮 的 に 試料 は 平坦 な 角形 ど と 
b ckup し 出力 パル ス の 波形 と 時 間 か ら 磁化 逆転 の 過程 を 調べ し , と れ に 平行 お よび 直交 し た 二 つ の 導線 が 電 ね られ て いる 
放 て いる . 種々 の 大 き さ の 万 4 を も つ 厚 さ 700 か ら 3000 A と し て 各々 の 効果 を 近似 的 に 計算 し 磁化 回 転 を 起こ す に 必要 | 
7 まで の 試料 に つき パル スズ 磁界 を 磁化 容易 方 向 に 与え , bias 磁 な 磁界 の 増し 分 , 現 動 和 界 の 遅れ を 見 積 っ て , 弧 立 し た 試料 | 
¥ 界 を 困難 方 向 に 加え 終 方 向 の 磁束 変化 を みる と パル ス 磁 界 の と は 異な っ た 逆転 時 間 を 持つ と と を 述べ て いる . と これ に よ ラ 3 

増加 と と も に 可逆 的 な 磁化 回 転 に 基づく 短い パル ス に つづ つい て 現在 考え られ て いる よう な 導線 で は 早い 立 上 が り 時 間 を 衝 


放 で て 磁 演 移 動 に ょ る 長い パル ス が 観測 され た . 得 ら れ た 逆転 時 = 用 する と と は で き な い と 結論 し て いる RD 


1 
いる と と が わか っ た . と の で 相 の 磁気 的 性 質 は : Curie 点 = 
380° C, 異 方 性 常 数 =10"erg/c.c- 磁 化 の 飽和 値 i E 
Oe gr, 4z 記 =6200G で ある . 以上 の よう に 異 方 性 が 大 き | 
いと と か ら 塊 状 物質 を 粉末 に する と その 抗 磁力 zc(=500, a 
nent Magneto on a Base of Mn and AU’, J.A 1000 oe) の 増加 が 期待 され る が 実際 に 乳鉢 で 粉末 に し た と Ce 
Phys. 31, p 75 S, (May 1960) . 青柳 恵三 訳 [資料 ろ そ の 粒子 の 直径 が 200~300g の も の で :Hc が .2600 Oe \ 
ミ 番号 4858] に な る と と が わか っ た . つぎ に 粒子 直径 170~2004 の も の 
t “Mn が 40~1002 の 範囲 の MnAl 系 を 研究 し て , Mi を 数 時 間 ボ ー ル ミル に か けた と ころ zc は 粒子 の 大 V 
放 Al の 組成 で 1150°C に お いて 1 時 間 加 熱 均質 化し た 後 。 よら ず ほ ぼ 一 定 で 4100 Oe に よっ た . と の と と か ら 1 
月 825°C600°C の 温度 範囲 を 30°C/sec の 割合 で 冷却 する と 粒子 の 大 いさ と の 間 に は 緊密 な 関係 は な くむ し ろ x 

衣 進 夫 定 な 強 磁性 相 (< 相 ) が 得 ら れる と と を 見 出し た . と の 本 の 作り 方 に 関係 する , すなわち ょ 挟 c の 増加 は 粉末 

| ェ z 相 は ズ X 線 回 折 と より 正方 唱 構 造 を 有 し , その 格子 定数 は < と に よる の で は な く , むし ろ 物 質 の 変形 に より 起 選 
=2.77 A, c=3.57A で あぁ り , Mn 原子 は 000 (4 位 A と 推定 し , pA it i 

0 ing) 変形 し た と とこ と ろ は 増大 し 。, に 平行 

| DD テテ ラテ ( ぷ 位置 ) の 格子 位 置 を 占め 易く , 中 性 子 線 回 を も っ 水 人 人 訟 村 料 を 得 た その 磁気 特性 は : Br= 
| 有 折 に ょ り Mn 原子 の 磁気 能率 は C 軸 に 平行 で し か も 4 位置 お 1Hc=4600 Oe, gHc=2750 Oe BH sa, =3.5x 10 
放 ょ び 5 位置 の Mn 原子 の を それ ら は 互い に 反 平 行 に 配列 し て 。 ある . 


Mn-Al 系 の 新 永 久 磁 石材 料 
A.J.J. Koch, P.Hokkeling, M:G.V.D. Steeg, 
and K.J.DE Vos: ‘“‘New Material,for Perma- 


; 低 雑音 電子 ビー ム 増 幅 器 
J. Labus : “Rauscharmer Elektronenstrahlen 
» Verstérker”, A EU 14,2; p49, (Feb:1960) . 
a i DS 859] 


I 5 3% 形 幅 を 邊 な ド il Tube が ti 
絡 と し て 注目 を 准 びている が , 波長 が 短い と と ろ で 使 : 


夏 さ ? が 軍 め て 短く な る と と で あり , 第 二 は 信号 周波 数 が 大 
よそ サイ クセ トロ ン 周 波数 と 等 し いと と が 必要 な た め サ イク 

周波 数 し た が っ て 磁界 が 極度 大きな も の に な る と 
提案 する 方 法 は 各回 路 を いずれ も る 低速 
に よっ て NPR また 円 師 


« Ml Yo と 


図 3 ; 
する TE 波 を 生 ぜ し め 。 と れ を 適当 な 遅 波 回 路 | 
本 連 度 Co thh で 進行 させ る . 電子 が DA 
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の 電界 で 常に 加速 され る た め の 条件 は 相対 論 的 考慮 を も 加え 
る と 。 
@ lo c=2y1— FF/ {1- | 

と な り , と の 関係 は 図 3 で あら わ さ れ る . 普通 の パラ メト リ 
ッ ク グ 増 幅 の 条件 は (0 pp = で @ =2@。 の と と ろ で あ 
る が "こと の 場合 は (oD/ ve く oo に と る と @。>2@。 と な 
る ろ る . し た が っ て 同一 ポン ピン グ 周 波数 に 対し て @ 。 し た が っ 
て 磁界 を 小 に で きる . 一 例 と し て は 


f=20,000 Mc, f.=2,000 Mc, B=720 Gauss, 

clvga=cll. ll vo, C0 pl Ve =3, 

Fs»=3f.=6,000 Mc 
と な る . と れ に よっ て 信号 周波 数 より 低い ボ ポン ピン グ 周 波数 
で の 増幅 が 可能 で ある . 出力 の 取出 し は 入力 結合 器 と 同一 の 
遅 波 率 を 有する 出力 結合 器 を 用 いれ ば よく , また 遅 波 率 の 異 
な る 回 路 を 用 いれ ば 周波 数 変換 器 と し て も 使用 で きる . 

(小山 委員 ) 


5~6 ミリ 波 整 の 1/72 ワッ ト 出 力 を 
も つ 連 続 波 進 行 波 管 

H.L. McDowell, W.E. Danielson and E.D. 
Reed: “A Half-Watt CW Travelling-Wave 
Amplifier for 5~6 Millimeter Band”’, I.R.E. 
48, 3, p 321, (March 1960). 末松 安 晴 訳 [資料 
番号 4860] 
と の 論文 は ミリ 波 帯 で 広帯域 に 動作 する ら 線形 の 出力 用 進 
行 波 管 の 試作 結果 に つい て 述べ た も の で ある . この 管 を 試作 
する に 当たっ て は つぎ の 点 が 問題 で あっ た . (1〉 ら 線 回 路 の 
適当 な 冷却 方 法 , (2) 電子 ビー ム の 形成 と ビー ム 集 束 の 維 持 
方 法 , (3) ら 線 回 路 損失 の 減少 方 法 、 そ し て (④ 電子 銃 , ら 
線 と 集束 磁界 の 軸 を 一 直線 上 に 並べ る こと と. 

さて , ら 線 は 高周波 損失 お よび 回 路 に 衝突 する 電子 流 に よ 
っ て 加熱 され る . その た め の 対 策 と し て 図 1 の よう に ら 線 を 
さび 形 の ステ アタ イト 棒 また は サフ ァ イ ブ ア 棒 の 先端 に 落着 
し この 棒 を 銅 プ ェ ッ ク に 圧着 する 構造 に よっ て 冷却 し て い 
る . と の 方 法 は 冷却 効率 が 良い の と , 誘電 体 に よる 損失 が 少 
な き て すむ 利点 を も っ て いる . 図 2 に は , 同一 消費 電力 に 対 
する 普通 の 方 法 と この 冷却 方 法 の 場合 と の , ら 線 の 温度 上 昇 
の 比較 が 示し で て ある. また この 方 法 で は , 増幅 器 と し て の 
%a を 0447 くら いま で は 増大 さす と と が で きる と し て いる . 

ビー ム の 集束 用 磁界 を 最小 に する た め に , 電子 の 熱 速 度 の 
効果 を さけ て 陰極 面 を 磁気 し ゃ へ いし , 磁界 の 均一 度 は 1500 
ガウ ス 二 0.122 で ある . 電子 効率 は 高 電 圧 動作 と 回 路 損 失 の 
た だ ため に 1.42% 程度 と 予想 され た が , と の 値 は コレ クタ 電圧 を 
下 が る と と に よっ て いく ら か 向上 で きる で ある ろう. 組立 精度 
だ た は 極め あて 高度 の 注意 が は ら わ れ , 一 直線 配置 の 精度 は 4 イ 
ジ チ の 長 さ で 1/2 ミル 以下 に な っ て いる . 

と の 管 を 電圧 7000 V, 電流 3 mA, 周波 数 50~60 kMec 
| で 一 作 させ た と き の 出 力 は 0.5 ワッ ト (連続 波 ) で , 利得 は 
90idB 以上 上 で あっ た . 

放 長後 で , スケ ー リ ング 法 に よっ て 推定 する と , 150kMc で 


も 100mW 程度 、 X パン ド で は 200 ワッ ト の 連続 波 出 力 

が 本 文 の 方 法 で 実現 で きる と と が 述べ て ある . (と の 管 に つい 

て は , 本 誌 の 本 年 8 月 号 の = ニュース 欄 に も 載せ られ て いる ) 
(末松 委員 う ) 


横 電界 形 低速 波 回 路 中 の 線 状 電子 
ビー ム 上 の 波動 
A.E. Siegman : “Waves on a Filamentary 
Electron Beam in a Transverse-Field Slow- 
Wave Circuit", J.A. Phys., 31, 1, p 17, (Jan. 
1960). 樋口 政明 訳 [資料 番号 4861] 


| 有 | 太 さ が 雰 と みな し 得る 細い 電子 ピー ム が , 軸 方 向 集束 硬 
有 の 作用 の も と に, 横 方 向 電 界 し か 存在 し な い 低速 波 回 路 中 を 


ITT 
TT 


進行 する 場合 に つい て , 電子 ビー ム 上 の 波動 と , こと れ と 回 路 


波 と の 相互 作用 に つい て 解析 を 行なっ た も の で ある . と の 動 
機 と な っ た の は アド ラ 管 の 広 帯 城 結合 器 設 計 の 問題 と 思わ れ 


る が , 電 要 な の は 目標 その も の より も Pierce 流 の 伝 ぽ ん 方 
程 式 と 結合 モー ド 理 論 に よっ て , こと の 波動 と その 相互 作用 の 
本 質 を 明らか に する 過程 を の も の で ある ろう ぅ . 

波動 に 関係 する 各 量 を 全て 正 お よび 負 の 円 偶 波 の 合成 波 と 


考え , 普通 の 進行 波 管 同様 電子 方 程 式 と 回 路 方 程 式 を た て 2 


式 か ら 伝 ば ん 方 程 式 を 求め る . と の 根 は 一 般 に 四 つ あ り , 回 
路 が な いと き , 表 1 で 示さ れる 電子 ビー ム 上 の 四 つ の 波 に 対 
応 す る . 特 別 な 場合 と し て 直線 偏 波 の と き は 同期 波 が 消え, ま 
た 正 ( 負 ) の 円 儲 波 の と き は 速い (お そい ) サイ クセ ト r ン 
波 が 消え て 三 つ の 波 が 残り 、 適当 な 変換 を 行なう と 進行 波 管 
の 伝 ば ん 方 程 式 と 同一 の 式 が 得 ら れる . と の と と は 結合 モー 
ド 形 式 の 表示 に よれ ば 一層 明 白 で ある . また 結合 モー ド 表 示 
か ら ビ ー ム 上 の 波 は 回 路 波 の 成分 波 と の み 結 合 し , 相互 に は 


mm 
(C90) 


3 : Wave Symbol Free 8 Energy Polarization 
| Fast cyclotron 4: Be—B8: ポ ss 
Synchronous A; e Fa 

| Synchronous As 本 二 生 

, | Slowcyclotron A Be+8B« で 2 

' 


| 活 合 が な く , また 回 路 波 は 全て の ビー ム 波 と 結合 する と と が 
| ちか る . また 電子 流 の 電力 保存 則 か ら , と の よう な 形 の 相互 作 
| 用 で は , 横 方 向 電界 と 横 方 向 速度 の 間 の 相互 作用 より , 中 必 
| 直上 を 離れ る と 不可避 的 に 存在 する 終 方 向 電界 と 縦 方 向 電子 
衣 」 速 度 の 相互 作用 の 方 が 大 きく , し た が っ て 電子 ビー ム 上 の 流 


UHF 帯電 力 増幅 用 クラ イス トロ ン に 
対す る 理論 的 考察 
C. Zlotykamin : “Etude Ph des Kly- 
strons amplificateurs de puissance destinés a 
la bande UHF”, L6nde Elect. 15, 395, (Feb. 
1960). p 103. 


電力 増幅 用 クラ イス トロ ン の 
調 造 上 の 諸 問 題 
R. Champéix : “Aspects Technologigues et 
pratigues de la construction de Klystrons am- 
plificateures de puissance”’, p 139, 仁尾 浩一 訳 
[次 料 番 4862] 
| この 二 っ つの 論文 は , ク テ ライ スト r= ン の 増幅 動作 に 対す る 理 
論 的 考察 と , この 考察 を も と に し て 作ら れ た クラ イス トピ セン 
4 の , 「 製造 上 の 諸 問 題 に 関す る 報告 で ある . 
CC. Zlotykamin の 論文 で は , 電圧 利得 と ビー ム 電 圧 Vo と 
2 関係 を , 広帯域 , 狭 帯 域 の 二 っ の 場合 に つい て 考察 し て い 
帯域 増幅 の 場合 の 一 段 当 た り の 電圧 利得 は , Vs* に 
5 と と を 示し , 狭 問 城 増幅 の 場合 は , 出力 段 以外 の 電 
> 電圧 利得 は ee を 比内 する と i do 
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次 流 電流 増 司 率 bauz。 入力 イン ビー ダン ス ha エミ 


| 


「 電圧 こり zg の 7 つ で ある . 


て 1) 変化 は 最初 の 150 時 間 に お いて 甚だ し い . 


の テ エネルギ 供給 源 は 横 方 向 の 電子 の 運動 エネ ル ギ よ り む し ろ る 
縦 方 向 の 電子 の 直流 速度 の 変化 分 で ある と と が 明らか に され 
容 っ 
最後 に アド ラ 管 の ご と く 横 電界 形 の パラ メト リッ ク 増 幅 器 
kl, 回 路 と 速い 波 と で エネ ル ギ 授 受 を 行なう いわ ゆる “fast 
wave coupler” が 必要 で ある が , 広帯域 性 を も た せる ため 
負 の 円 偏 波 を 有する 低速 波 回 路 と 本 論文 の 速い サイ ク ZF トピ 
ン 波 を 用 いる 可能 性 に つい て 人 述べ て ある . と の 理論 的 な 取扱 「 
い は 普通 の 進行 波 管 の いわ ゆる “Kompfner dip problem™” 
と 形式 的 に は 全く 同一 で ある と と を 示し , し た が っ て 設計 に _ 
当っ て は Kompfner dip 用 の 図表 類 が その まま 使用 し 得る > 
と と が 明らか に され た . Ch 委員 ) i 


に と る と れ て いる . ") ペペ 尼 
. RR. Champeix の 論文 で は , クラ イス トロ ン の 技術 上 の 
般 的 な 問題 や , 陰極 , 電子 銃 等 の 各部 電極 の 諸 問 題 , ぉ ょ びー 
ガラ ス と 金属 の 接合 や , 排気 等 の 製造 上 の 問題 点 に つい て 人 洲 ” で 和 
家 べ て いる . この 論文 / 

に 紹介 され て いる 
Nombre Nombre Gain total en ジイ PO 
d'étages de cavites tension お よび 四 空 胴 の ガ : 
ス 紅 訂 示 0 


1~2kW で ある が 」 将来 , セラ ミ a 
4~15kW に 増大 さす と と を 目的 と し て いる 。 


ゃ 了 断 電流 7czo, コレ クタ 容量 Cse, 7。 一 赴 と な る に 


測定 量 の 時 間 的 変化 , お よび いわ ゆる 48 時 間 効果 に つ 
も 検討 し て お り , 48 時 間 よ り ず っ と 以前 に 大 きい 変化 は 終 
り , また 48 時 間 で 完全 に 変化 が 終ら な いこ 0 a 
効果 に 疑問 を は さん で いる 
ha NR に 示さ れる ®~® は 人 奏 | 


ぁ る . ⑧ お よび ® は 45°C で 最大 消費 を 与え た も の で 
り , © は 75°C に 洲 け る 放置 試験 で ある . oh 
お も な る 結論 は つぎ の ど と きも の で ある . Ce 
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Knderung von hyyy in 670 Std, 
89.3% 4! -41,7% 
2:-317% 5: -477% 
3:-41 % 6:-455% 


8 "#" ,max, Belastung bei 45°C 
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"Emax, Belastung bei 45°C 
100 1: -585 % 
WE DE EE i 
:-615% 
キー イト 3 -619 % 
1 4: -645 % 


(4) 25°C 1000 時 間 の 放置 試験 で は パラ メー タ の 変化 は 
認め られ な か っ た . 
(5) う hzz。 の パー セン ト 変 化 は 初期 値 に 依存 し な い . 
(6) う haz:。 と caso の 変化 に は 妥当 な 関係 を 見 出す こと が 
で き な か っ た . 一 方 , uu。 と hsz。 の 変化 は 
hse= Rss' + hn 
な る 関係 で 表わさ れる . 


トラ ッ ピ ング を 老 慮 し た 半導体 に 
お ける 電流 キャ リヤ の 輸送 お よび 
光電 導 の 理論 
W. Van Rousbroeck : “Theory of Current- 
Carrier Transport and Photoconductivity in 
3 Semiconductors with Trapping”’, B.S.T.J. 39, 
= 3, p 515, (May 1960). 阿部 寛 訳 [資料 番号 4864] 


拡散 , ドリ フト , 再 結 合 , トラ ッ ピ ング を 考慮 し た 基本 の 
微分 方 程 式 を 導き , 定常 状態 に お いて トラ ッ ピ ング が 再 結合 
と 輸送 過程 に いか な る 効果 を 示す か を 検討 する . こと の 役 分 方 
程 式 は 磁界 痛 存 在 す る と き に る ゃ も 拡張 され る . 一 般 的 な 両極 キ 
キャ リ イ ヤ の 式 を 潤 き , トラ ッ ピ ング を 種々 の 関連 に お いて 調 
べ , 定常 状態 に お ける 拡散 距離 と ライ フタ イム 関数 を 出し , 
また PE:M. 効果 の 解析 も 行なう. 質量 作用 の 方 程 式 か ら , 


月 本 の エレ クト ロニ クス 
F. Leary : “Electronics in Japan'”', electro- 
nics. 33, 22, p 54, (May 27, 1960). 阿部 寛 訳 
[資料 番号 4865] 


日 本 の 電子 工業 を 約 50 page に わた り 詳 細 に と りあ げた 
ニー ク な 報告 で あり , (1) 日 本 電子 工業 の 土台 , (2) 生産 , 
実用 化 の 現状 , (3) 研究 分 野 に つい て , (4) 市 場 お よび 輸出 
に つい て の 4 部 分 か ら 構 成 さ れ て いる . と こと で は (3) に 特に 
強調 され て いる 研究 体制 に つい て 紹介 する . まず 日 本 の 電子 
工業 界 を 代表 する よう な 大 き な 会 社 は 外国 の 有名 会 社 と 契約 
】 を 結 な で お おり, 自 ち の 力 で 生み 出す 以上 の 仕事 を 行なっ て い 
】】 る . これ ら の 大 会 社 は , 有力 大 学 か ら 工 科学 生 を 多数 採用 す 
る が , か れ ら は , と の 契約 を うら の み に す る 仕事 に ほとん ど あ 


1 -436% "4: -23,2% 
Zz - 24% 5:-31,7% 
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(7) う Zcgo は 他 の パラ メー タ と つぎ の 関係 を 保っ て 変化 
する と と が 確認 まれ た . 

Icso 

1—ars 


=Ilcso(l+arg)=Ilcsot re 


(菊池 元 委 員 ) 


Icgo = 


有効 捕 か く 周 波数 と 放出 周波 数 を 定義 し , これ に よっ て 少数 
キャ リヤ の トラ ッッ ピング, 再 結合 お よび 多数 キャ リヤ の トラ 
ッ ピ ング の 領域 に 対す る 定量 的 な クライテリア が みち び か れ 
る . 光電 導 の 過渡 減 衣 に つい て は , 線形 な 少 信号 の 場合 
は , decay は exponential mode の 和 と し て 与え られ る ご 
と が 示さ れ , また 一 般 的 な 場合 に は nonlinear 微分 方 程 式 
の 支配 を うけ る こと が 示さ れる . negative photoconducti- 
vity, すなわち 光 注 入 に じ よ ょ っ て 電導 度 が 平衡 値 よ りゃ も 減少 す 
る 効果 は 、 本 質 的 トラ ッ プ か ら の 少数 キャ リヤ の 励起 が 他 の 
中 心 と 再 結 合 す る こと か ら 起こ る も の で ある こと が 説明 され 
る . 不 連続 な multi trapping levels に 対す る 解析 が 行なわ 
れ , Hornbeck と Haynes の 理論 と の 比較 , deep level の 
性 質 に つい て も 言及 する . 最後 ヒ に バル ス の 形 と し て 注入 され 
た キャ リヤ の 輸送 の 解析 が あり , トラ ッ ピ ング に よっ て 
“reverse drift” の 現象 と キャ リヤ の 局 在 的 な デブ プリ ー シ ョ 
ン 領 域 が 存在 し うる と と に つい て 論 ぜ られ る . (阿部 委員 う 〕 


て が われ て いる . 技術 的 指導 と いう も の は , 常に その 本 質 的 
な 基礎 を 明らか に する も の で な い の で , その 結果 , 日 本 の 電 
子 工業 は し ば し ば 表皮 的 で 深い 本 質 に 立脚 し て いな い . また 
日 本 に お ける 電子 工業 の 各 研究 プロ ジェ クト は , 他 の プ r ジ 
ェクト と 関係 な し に 進ん で お り , 発展 する 知識 も 工業 全体 の : 
基 礁 と は な ら ず に 弧 立 し た 研究 者 に より 各々 独立 な 成果 が ラ 
ンダ ム に 表 わ れ る . し か し , 研究 の 関連 し た 分 野 に お ける 共 . 
同 活 動 を 可能 に する 商業 的 , 文化 的 , 精神 的 条件 は 若干 で は 
ある が 存在 し て いる の で ある . 若く , し か も 多く の 可能 性 を 
も つ 技 術 者 の 創造 性 を 大 い に 生 か す た め , 古い 職人 気質 を と 
り 去 ら な けれ ば な ら な い . 政策 も 電子 工業 の 分野 を 広く 関連 
の 上 で 発展 させ よう と する 点 に か け て お り ,” と れ が プ ド ジニ 
クト を ます ます せま い 領域 に と ぢ 込め る と と を 促進 し て いる 
よう で ある . 以上 の 諸点 に つい て 実例 を あ ば ずく わし い 検 討 を 
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加え て お り , 外 か ら 専 門 的 な 目 で みた 日 本 電子 工業 と いっ た 


硫化 カド ミウ ム Field Effect 
Photo Transistor 
R.R. Bockemuehl : “Cadmium Sulfide Field 
Bs Effect Photo Transistor”’, I.R.E. 48, 5, p 875, 
3 (May 1960). 飯島 茂 訳 [資料 番号 4866] 
昇華 再 結 品 法 で 作っ た 硫化 カド ミウ ツ ム の 板 状 の 単 結晶 を 
3 mm ゞ 3 mm の 正方 形 に 切り 出し ( 厚 さ は で きた まま で 使 
3. 0.15~0.5 mm の 範囲 内 に ある ) 図 1 の よう に 各 電 極 を 
つけ field effect transistor の 形 に する . 整流 人 性 を も っ つ ゲー 
ト 電 極 は 銅 を 百 分 の 数 ミク r ン の 厚 さ に 共 着 し , 空気 中 で 
400°C; 10 分 間 熱 処理 する こと に より 作る . 蒸着 膜 は 半 透 明 
に な る よう に 十分 薄く する . オー ム 性 の マー ス と ドレ ー ン 電 
極 な イン ジッ ム を メッ キ し て 作る . 硫化 カド ミッ ム の よう な 
光 伝 導 考 の ある 物質 で この よう な デバ イス を 作っ た と き に 
| は . ゲー ト か ら の 空間 電荷 層 の 広がり は 各 電 極 に か ける 電圧 
| の 他 に 光 の あて 方 に よっ て も 変わ っ て 来る . し た が っ て 単に 
ドー プ さ れ た 半導体 に お ける 普通 の 場合 に 比べ て パラ メー タ 
| が 一 つ 増 々 やき て それ だ け 複雑 に な る . 図 1 の よう な 結線 の と き 
放 の 典 形 的 な ドレ ー ン の 電流 電圧 特性 を 図 2 る に 示す . と れ は 
9 200 フィ ー ト キャ ンド ル の 百 熱 電球 の 光 を あて た 場合 で 、 ペ 
計 ラス メー タ は ゲー ト 電 圧 で ある . 同様 な 200 フィ ー ト キャ ンド 
て た と き の い ろ い ろ な 定数 は つぎ の よう で ある . 
ピン チオ フ 電 流 (ゲー ト 電 圧 =0) : 200 gA 
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点 で 多く の 示唆 に 富む 報告 で ある . 
{ 


第 43 姜 12 号 


(阿部 委員 ) 


(空間 電荷 と せ ば め ら れ て 電流 が 一 定 に な る と き の 電 流 ) 
| vs ビン チオ ププ 電 坪 ; 
"LV: の 1 
(同士 の と き ぎの 電圧 J 計 還 
本 与 ョ ング クタ で 2 る 半生 庄 庫 
:20 16 rE 
短絡 電流 利得 8 ・ 
: 400 ーー 
開放 電圧 利得 
: 1000 . 
出力 イン ツー 
(抵抗 ) 
: 50 MQ i WC: 
カカ イン シビ の ンス 
: 202t00 MG 
光 に 感ずる と いう 普通 の ^ a 
field effect transistor に は 
な い 独 特 の 性 質 の た め に , た 計 
と えば 光 の 強 さき で 振幅 の 変わ 
る 吉利 剛 の 変わ る 坦 3 
器 等 が 応用 江 汰 な < 5 3 3 
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多 方 面 に 利用 し 得る 機構 節 品 , 
単 一 振動 片 形 共振 継電器 
W. Rauch und A. Ueberschuss : “Das Ein- 
zungen -Resonanzrelais, ein vielseitig verwend- 
bares Bauelement”’, ETZ-A 81, 8, p 300, (Apr. 
1960). 赤塚 通訳 [資料 番号 4868] 
周波 数 1000 c/s 以下 の 選 沢 受信 に は 高 Q の 機械 振動 系 を 


Maqnet 

Zunqeneinspannklotz 

Sthwingzungae 

Arbeitsluftspalte 
octhe 


couoneaten 
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Triger 
持っ 共振 継電器 が , 電気 フ ィ ル タ 々 に 優 っ て いる . Breageg 
1 券 線 1 磁石 で 数 個 の 振動 系 を 持つ も の は 磁気 回 路 の 影響 9 Kontakttriger 
に より 共振 周波 数 (77) が 特に 変化 する の で 調 整 が 困難 と な 1 Steiechreube 
り ,。 ま た 従来 発表 され た 音叉 形 , 複 共振 片 形 の も の も 調整 に 3 Aniammg 


茸 点 が ある . これ より 図 1 の ご と き 単 一 振動 片 形 の も の が よ 
い . 全長 17x22Xx81 mm, ハー メチ ッ ク シ ー ル され 6 ピン の 
ッ ケ ッ ト を 持つ . 磁気 回 路 は 電信 用 有 極 継電器 の ご ど ごとく, 永 
久 磁 石 を 持つ プリ ッ ジ 回 路 で ある . 系 全体 は 非 磁性 の 箱 12 中 
に 組込ま れ 外 人 筐 6 より バネ 13 で 浮か され て いる . 系 全体 の 固 3 
有 振 動 炒 は 振動 系 の た に 比 し 非常 に 低い の で 外部 振動 30 図 1 共振 電 圭 の 構造 
c/s 加速 度 4g 程度 まで 影響 が 少な い . プチ の 選択 は 振動 片 
の 長 さ の 調節 に よる . 信号 周波 数 は 通常 等 間隔 に 配置 され る 
の で 高い 周波 数 の 継電器 ほど 高 Q で ある 必要 が ある が , 本 
例 で は 制動 片 14 と 振動 片 3 と の 間隔 を 調整 し Q を 変え て , 
全 周 波数 帯域 に わた り 図 2 の ご とき 選択 特性 を 得 て い る . 了 。/ 
〇 は 約 1.1c/s で ある . 

接触 率 « に より 図 2 る の ご と くに 共振 周波 数 が 変化 する . 通 
党 感 度 を 失わ ず 安 定性 , 寿命 を 得る た め に « は 約 102 を 選 
訟 本 例 で は «a==5% で 0.5 A, 3 W, を 開閉 で きる . 

他 に た の 変動 要 困 と し て は 温度 , 老化 に よる も の が ある . 
温度 の 影響 は お も に 振動 片 で ある の で , 材料 と し て ヤ ャ ング 率 
の 温度 係数 の 少な いも の を 選ぶ . また 温度 に より 動作 空 げ き 
長 が 変化 する と 感動 電流 が 異な る の で , 留意 する 必要 が あ 
る 』 本 例 で は 一 20°C~60°C で ナチ o=500 に お いて , In 7/ ム 、, 1 接触 素 非常 に 小 2. 5% 3 10% 
が 0:7N,, 老化 に よる の 変化 0.22 を 考え れ ば 充分 で あ 図 2 感動 特性 
る . な お 本 器 の 応用 例 に つき 種々 考察 し て いる . (富田 委員 ) 


ホー ル ジ ェ ネ レ ー タ を 用 いた 
実効 値 計 お よび 電力 計 
G. Rehm : “Selbsttatige elektronische Effek- 
tvewert und Wirkleistungs-Messumformer mit 
Hall-Generatoren”’, A.T.M. 290, s 61, (Miirz 
1960). 東口 実 訳 [資料 番号 4869] 
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a:l-=50mA b:I-=100mA c: I-=150 mA 
d:I-=20mA ee: Ip=250 mA 
図 2 同一 特性 の ホー ル ジ ェ ネ レ ー タ を 用 いた 場合 の 
直流 実効 値 出 力 と 交流 実効 値 出 力 (ホー ル 電 圧 ) 
と の 開 (S & H, JC 24). 
ホー ル 効 果 を 利用 し た 素子 (ホー ル ジ ェ ネ レ ー タ ) を 掛 穫 
回 路 に 用 いて 座 流 , 直流 の 実効 値 ま た は 電力 を 比較 測定 する 
回 路 例 を あげ て いる . 素子 を 2 個 用 いた の で は その 間 に 特 性 
の 不一致 が あぁ る の で 1 個 だ け で 図 1 に 示す よう に 自動 平衡 形 
" DD: チョ ー ク コイ ル ) た だ. 克 : 礎 界 発 生 コ イ ル と し て 構成 し て いる . と こと で ポー ル ジ ェ ネ レ ー タ に 流れ る 電 
療 G : 可動 線 輸 形 検 流 計 流 を 電圧 に 比例 する よう に と れ ば 電力 計 が 構成 され る . 図 2 
互 : ホ ー ル ジェ ネ レ ー タ ,。 77: トラ ンジ スタ に 示す 特性 の ホー ル ジ ェ ネ レ ー タ (S & 有 H, JC24) を 用 い 
Ph-w : 光 可 変 抵抗 て 通常 の 検 流 計 を 使っ た と き に 図 1 の 回 路 の 測定 誤差 は 20 
図 1 交流 実効 値 計 の 一 例 cps~2 kc/s で 0.2~0.5% で あっ た . さら に 図 1 と 同じ 方 
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法 で 構成 し た , ある 与え られ た 直流 値 と 一 致す る 実効 値 の 次 
流 電 流 の 発生 回 路 , お よび 独立 な 直流 と 交流 と の 比較 回 路 に 


トン ネル ダイ オー ド の バイ アス 方 法 

R.P. Murray : “Biasing Methods for Tunnel 
Diodes”’, electronics, 33, 23, p 82, (June 8 
1960). 渡辺 宅 治 訳 [資料 番号 4870] 

と の 論文 は トン ネル ダイ オー ド を スイ ッ チ と 増幅 喘 ま た は 
発振 器 と し て 用 いる 場合 。 バイ テス と 回 路 イン ビー ダン ス の 
決め 方 に つい て 述べ た も の で ある . 

まず スイ ッ チ と し て 
用 いる 場合 , 図 1CA) 
の よう に バイ アス 抵抗 
太 。 を トン ネル ダイ オ 
ー ド の ダイ ナ ト セ ン 特 
性 より 得 ち れる 最小 負 
性 抵抗 ヵ の 絶対 値 よ り 
大 きく 選ぶ と , 同 図 
(B) の よう に 負荷 直線 
が ダイ ナ ト + ドン 特性 と 
3 点 で 変わ る か ら , 双 
安定 回 路 と な る . また 
現 2CA) の よう に | rl 
より 大 き な 抵 抗 RR を 
ダイ オー ド と 直列 に つ 
な ぐ と , と の 合成 素子 
の 電圧 , 電流 特性 は 同 
鋭 (B) の よう に な る か VOLTAGE Vs 
ら , 太 , と 電源 電圧 V, は SN (B) 

を 適当 に 選べ ば 単 安定 0 
回 路 に も ゃ 双 宏 定 回 路 に も な る . 

第 二 に ,. トン ネル ダイ オー ド を 増幅 器 ま た は 発振 器 と し て 
用 いる 場合 に は , ス イッ チ 作 用 を 防ぐ よう 図 3CA う CB) の よう 
に 太 ,<| ヶ | に 選び , 適 当 な ヤ , を 与 を て 負 性 抵抗 部 分 に 動作 点 
を 与え れ ば よい . 実例 と し て 図 3C(A) の 回 路 は 図 4 に な る か 
ら , これ を 発振 器 と し て 用 いる と き に つなぎ うる 外部 抵抗 は 
1402 より 小さ い . また 増幅 器 と し て 用 いる と き は , 負荷 抵 


CURRENT 


新 考 案 に な る パル ス 増 幅 器 の 設計 

J.F. Golding : “Novel Approach to Pulse 
Amplifier Design’”’, electronics, 33, 19, p 64, 
(May 6;, 1960). 吉田 裕一 訳 [資料 番号 4871] 

と に 述べ る パル ス 増 幅 器 は , 負荷 容量 に 流れ る 電流 を 付 
属 増幅 器 で 供給 し て , 特性 の 改善 を し た 直線 パル ス 増 幅 器 で 
ある . 

基本 的 な 回 路 を 図 に 示す . Vi は 主 増幅 器 , V2, Vs は 付属 
増 弓 喘 で , Vs は 負荷 容量 に 流れ る 電流 の 検出 増幅 器 , Vs は 
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つい て 述べ て いる . 
(東口 委員 ) 
1,000 , 抗 を 含め て 1409 以 
StorEr に 上 の 抵抗 を 接続 し な い 


と 発振 する . 後者 の 場 
合 な お か つ 負 性 抵抗 部 
分 に バイ アス する た め 
に は , 前 者 より 調整 が 
クリ チカ ル で ある きこ と 
の 考察 は 図 5 に し めす 
よう な リア クタ ンス 分 
を 無視 で きる 低 周波 で 
高周波 で は 負 性 抵抗 


CURRENT 


Vs VOLTAGE 
(A) (8) 
図 3 
ダイ オー ド が 動作 する と き 成立 する が , 
の な く な る し ゃ 断 周波 数 =[1/C2zlzlc う ]| 1 お 
び , イン ダク タン ス と 容量 で きま る 自己 共振 周波 数 = 


2 1/2 
CIC2 zlrlo)]| ーー1| を 考 託し な く て は な らら ない. な 
わ ち 太 , は 動作 点 を 負 性 抵抗 部 分 に バイ アス する た め 77| 
より 小さ く な けれ ば なら な い 上 , 増幅 器 と し て 用 いる 場合 発 
振 を 防ぐ た め に , 図 5 で 発振 可能 な 周波 数 で 生じ る 高周波 負 
性 抵抗 の 絶対 値 よ り 大 きく な けれ ば な ら な い . それ に は プ ? 
eb RR より 高周波 負 性 抵抗 の 絶対 値 
が 小さ く な る よう に すれ ば よい . 


0 0,006 pH 


0.15V 
r=~150 


図 4 図 5 


と の 外 ダ イオ ー ド の ダイ ナ ト ピ ドン 特性 を 直視 で きる 回 路 を 
挙げ , 回 路 常 数 が 不適 当 な 場合 ダイ オー ド の 電圧 , 電流 特性 
が , 発掘 、 あるいは スイ ッ チ 作用 を 伴っ > た と き の オ シセ r グ ゲラ 
フ 図 形 を 掲げ て ある . (森永 委員 ) 


その 電流 を 供給 する た め の 増 幅 器 で ある . な お V。 は B 級 増 
幅 器 に な っ て いる . 付属 増幅 器 の 設計 条件 は , V。 と V。 の 
総合 相 王 コ ンダ クタ ンス を A と する と , 

A= (Ci CCiR:; 
と な る . また 負荷 容量 へ の 充電 電流 の 隣 時 値 を 7z。, 出力 ペル 
ス の 立 上 が り 実効 時 定数 を . 了 , 出力 パル ス の 振幅 を V と す 
る と 

i= CC ELL 
と な っ て V, の 最大 出力 電流 が 定め あら れる. つぎ に V。 の 入 
力 に 対す る 応答 速度 は , 立 上 が り が 早く な る と 問題 と な る が 
付属 増幅 器 の 増幅 立 上 が り 時 間 が , 出力 パル ス の 立 上 が り 時 
間 の 1/10 程度 な ちら ば 問題 な い . 安定 性 に 関し て は , tz な る 時 
間 に お ける 出力 電圧 の 朋 時 値 が , 


2 GR t 
ーー[+( 0 2 
“exp[—t CCiRiC;R,)*] 
な る 式 で 与え ら 和 れる より も 小さ けれ ば 安定 で ある . 
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な お , 図 の 回 路 は 正 の ステ ッ プ に 対し て の み 完全 な 動作 を 
する も の で , 完全 な パル ス 増 幅 器 と し て は , さら に 負 の ステ 


マイ クロ 波 演算 回 路 

F. Leary : “‘Microwave Computer Circuits”, 
electronics, 32, 47, p 77, (Nov. 20, 1959). 
= 大 越 孝 敬 訳 [資料 番号 4872] 

最近 話題 と な っ て いる マイ ク ョ セ 波 演算 回 路 の 種々 の 形式 
を 最近 の 米国 で の シン ポジ ッ ム に お ける RCA,BTL,GE, 
IBM,Sperry Rand, Illinois 大 学 等 の 報告 を も と に し て 平 
易 に 解説 し た 論文 で ある . 

今後 数 年 な いし 10 年 の 計算 機 開発 の 方向 と し て は , クラ 
イオ トン を 用 いた も の と , マイ ク r 波 演算 回 路 を 用 いた も 
の が 有望 で あろ う . そし て 後者 の 方 法 で は , 情報 を 正負 二 様 
の 位相 で 表わす 方 法 が 実際 的 で ある . 

どこ と で 人 述べ られ て いる 回 路 も その 方 法 に よる も の で まず マ 
イク rr 波 ヘ イプ リッ ド ・ リ ング を 用 いた NOT 回 路 ・AND 
回 路 * 定位 相 出 力 HALF-ADDER が 述べ られ て いる . つ 
ぎ に EXCLUSIVE OR, AND, OR 回 路 に 共用 で きる 便 
利 な 回 路 と し て 図 に 示す も の が 指摘 され て いる . 図 中 , 十字 


非 直 線 伝 送 線 (こそ っ た パラ メト リッ ク 
増幅 

R. Landauer : “Parametric Amplification 
Along Nonlinear Transmission Lines”’, J.A. 
s Phys 31, 3, p 479, (March 1960). 中 村 親 市 訳 
= [資料 番号 4873] 

Ferroelectric crystal は 自然 の 極性 の 無く な る 温度 で 強い 
非 直線 容量 を 示す . この よう な 材料 の 分 布 し た 伝送 線 に よる 
増 編 は Suhl や Cullen に よ ょ っ て 論じ られ て いる が , 小 信号 
容量 の 解析 で あり 増幅 され る 信号 は 常 数 項 と 無 ひ ずみ 伝送 正 
弦 波 の 項 か ちら な る と され て いる . と れ は パン プ 信 号 が 波形 を 


7 変え ない 進行 波 で あれ ば 正しい が われ われ の 作っ た 小 信号 と 


ペ ポンプ 信号 を 一 本 の 線 で 伝送 する 場合 に は 伝送 する に し た が 


っ て ペン プ 信 号 の ひずみ が 増加 し て いる . 通常 の パラ メト リ 


ツク プア ンプ は 同調 回 路 を 持っ て いる か ら 不要 の 周波 数 を 非 直 
線 リ アク タン ス の 前 後 で 少な く で きる が , dispersion less 
伝送 線 で は すべ て の 周波 数 が 通る か ら 問 題 で ある . 前 進 す る 


電圧 を 図 1 の 実線 と 考え る . と れ は 点線 で 示し た 関数 で 近似 
有 】 | できる. この 不 連 続 な 範囲 は 微分 容量 CV) に 近似 で きる , 
すす な ね わら 各 段 の 速度 は xC =1[Z.CV)]!? で 動く と と た な 


りり 役 分 容量 の 小さ な 値 と 一緒 に な っ た 波 の 部 分 は 早く 移動 


ッ プ に 対し て 動作 する 付属 増幅 器 を 付加 し て いる . 
(宮川 元 委員 ) 


の 導 波 管 は マジ ッ ク 了 ア を 表わし て お り , た と えば 入力 C が な 
常に 存在 すれ ば , 右端 の 出力 は 入力 A,B に 対す る EXCLU 
SIVE OR を 与え る . 

論文 の 後半 は 低い 周波 
数 に お いて は すでに パラ 
メト r ン と し て 実用 され 
て いる _ PCO (phase- 
locked oscillator) の 解 
説 に あて られ て いる . 論 
理 回 路 素 子 と し て PLO 
を 用 いる と き に は 立 上 が 
り 時 間 が 軍 要 で ある が , チー=4,000 Mc に お いて 立 上 が り 時 間 
8 サイ クル (すなわち 2 mgs) 程度 に は で きる . 

マイ ク ャ ド 波 演算 回 路 に 用 いる 増幅 管 と し て は ,、 広帯域 性 の 
点 か ら 進 行 波 管 が 最も 有望 で あぁ ろう. し か し 進行 波 管 は 遅 廷 
時 間 が か な り 長 い の で , な に か 新しい 演算 原理 を 考え る と ど 
も 必要 と 思わ れる . 


DETECTOR B 


( 猪 地 元 委 員 ) 


Zz ーー 
する . 最後 に は 前 端 の 立 上 が っ た 形 と な り 伝送 式 の 取 あ つか 
い に shoch wave の 取 あ つか い が 必 要 に な る ,、o@,。/2x ヶ x で 動 
作 の 変化 する 伝送 線 に お いて , 小さ な 信号 が 伝送 する か ぎり 
で は 直線 で あぁ あり, 入力 の 小さ い charg g の 存在 は 出力 まで 
保 た れ ,' 反射 は な いと する と 出力 は , 


on = Salte tnepy | eicetnep)f,Cr)ar 


と な り @ 十 x @。 の 高調 波 を 含む と と に な る , と の 場合 に w 
ーm の デー の と も な りう る , すなわち w=mo,/2 な る 条件 
で 信号 と パン ビン グ の 位相 が 適当 で ある と 増幅 する , 正 の パパ 
ルス が (パン ピン グ 周 期 に 比 し て 短い よ ょ うな) ペン プ 信 号 に 
加わ る と 増幅 する , し か し 位相 の 合わ な い 部 分 も ある の で 実 
際 に 問題 に な る 程 の 大 き さ に は な ら な い . (森永 委員 ) 


| | 全 ば ん 定数 の 摂動 に よる 結合 。 


イン ピー ダン ス の 測定 
P.R. McIsaac, C.C: Wang : “Tnteraction Dm- 
Pedance Measurements by Propagation Constant 
Perturbation”, I.R.E. 48, 5, p 904, (May 1960). i 


| = 末松 安 晴 訳 [資料 番号 4874] 


この 論文 は 円 筒 状 また は 周期 状 の 棒 を 導 波 管 の 軸 に 平行 に 
押入 し た と き , 損失 の ある 非 可逆 周期 導 波 管 の 複素 伝 ぽ ん 定 


“% 数 に 起こ る 摂動 に つい て 論じ て いる . と の 理論 が 進行 波 管 の 
設計 に 必要 な 導 波 管 の 結合 イン ピー ダン ス と 電磁 界 分 布 と を 


実験 的 に 決め る の に 応用 され , その た め の 近 似 式 が 示し て あみ 
る . 結合 イン ビー ダン ス を 与え る 摂動 式 は (1) 無 損失 の 可 遊 
円 筒 回 路 , (2) 損失 の ある 非 可 逆 円 筒 回路 , (3) 損失 の ある 
非 可 逆 周期 回 路 に つい て 計算 され , その 適用 限界 と に つっ いて 人 逮 
べら れ て いる . 

任意 の 断面 を も つ 導 波 管 が , 伝 ば ん の 方 向 Z に 周期 , の 
周期 的 形状 を し て いる と する . と の 導 波 管 に 平行 に 一 様 の 断 
面 ま た は 2Z 方 向 に 選 の 周期 の ある 棒 を 挿入 する と ,。 電 磁界 
分 布 が 乱 さ れ , その 電界 を 式 (1) の ょ うに 表わす . 

EB,(z,y,2, = [ECz,y) 


+E,,.Cz,y)Jetat -CTo+ Tit+ lanl DZ (1) 


(96 ) 


MMi Tin 


ip. 9205, Marz 1960) 辻本 駅 [資料 4876] 
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eT iy CE CEC ES SR CE CE CR 


と と に Eo E。 は 元 の 電界 と 乱れ た 電界 成分 , パ 。 は 元 の 伝 
ば ん 定数 で ,「 の 。 十 =o 十 十 o+』 4 は 乱 さ れ た 伝 ぽ ん 
定数 で ある . 乱れ た 部 分 は 小さ いも の と し , 磁界 も 同様 に 考 
えて , マク スウ ツウ エル の 式 か ら と 電磁 界 と の 一 般 関 係 式 を 
a て いる 。 

例 と し て と れ を 損失 の ある 非 可逆 周期 導 波 管 に 適用 し た 結 
果 に つい て 紹介 する . と の 場合 は 誘 磁率 x を テン ソル と 考 
ええ る. ZZ, を 第 ヵ 空間 調 波 の 結合 イン ピー ダン ス と し , 周期 
状 の 棒 の 形 。 また は 材質 が 適当 に な っ て いて で て 分 極 だ けが 強調 
され て いる と する と , 錠 , は 


Z,= 久 g 7 
e848 | (人 計 + (志和 ) | 


導 波 管内 の 散乱 に 対す る 等 価 回 路 素 子 
の ( 変 分 法 に よる ) 上 , 下界 . エー 理論 
I 一 誘電 体 obstacle へ の 応用 

L. Spruch and R. Bartram : “Bounds on the 
Elements of the Eguivalent Network for 
Scattering in Waveguides. I. Theory, Il. Appli- 
cation to Dielectric Obstacles”, J.A. Phys. 31, 
5, p905 & p913, (May 1960). 飯 口 真一 訳 
[資料 番号 4875] 
量子 理論 に お ける 中 心 ポテ デ テン シャ ル に よる 粒子 散乱 の 問題 
に 関し て , 加藤 敏夫 氏 に よっ て 考案 され た 変 分 法 の 一 方 法 を 
導 波 管内 の obstacle に よる 散乱 の 問題 に 応用 し た 論文 で あ 
る . 加藤 氏 の 方 法 は , 上 記 の 散乱 の 問題 に お いて , 与え られ 
た 角 運 動 量 に 対す る 部 分 波 の 位相 推移 量 を ヵ と し , 9 を パラ 
メー タ と する と , cos(7ー0) の 上 界 お よび 下界 を 与え る も の 
で ある . この 方 法 は , その 問題 が , 互い に 結合 し な い 定 在 波 
た 分 けら れ , その 各々 の 定 在 波 が 1 つの 実数 の 位相 推移 量 に 
よっ て 規定 され る よう な も の に は 応用 可能 で ある . 

変 分 法 は 散乱 の 問題 の 解決 に は 大 い に 貢献 し た けれ ど , そ 
の 次 分 表示 は 一 般 に 上 界 を も 下界 を も 与え な いと 言う 欠陥 が 
あっ た . 従来 , 導 波 管内 の 散乱 に 関し て , 1 つの スカ ラ ・ ボ ポ 
テン シャ ル か ら 導 く と と の で きる 問題 に 対し て は , その 変 分 
表示 が , 上 界 ま た は 下界 を 与え そる と こと が 示さ れ て いる が , 夏 
に 三次 元 の 場合 に は , その 限界 を 与え る 方 法 は な か っ た の で 
ある . 

と の 論文 は , 加藤 氏 の 方 法 を 応用 し て , 真 に 三次 元 の 場合 
に も, その 限界 を 与え 得る こと を 示し た も の で ある . 電界 は 
つぎ の 方 程 式 を みた す . 

LE=—PXPXE+Co/c+W)E=0 
STiC, W=ole—l)/e 
導 波 管内 の z> 二 ce に 対す る 解 は , 
BE,:(r)=elz,y)[—sin(ks+0)+cot(7。 一 0)cos(kz 二 0)] 
EjoCr)=e(z,y)[cosC(ks+ の 十 cot(2o 一 の sin(kz 二 の)]. 
と れ は , 上 記 の 定 在 波 で ?。,7w は それ ぞ れ の 位相 推移 量 で 


TO 
ms 


あり , eCz,y) は 基底 姿態 関数 で ある . 


と に 4 は 棒 の 断面 積 , z。 は 棒 の 有効 分 極 率 は 有 
he\ 分 極 係数 で 棒 の 形 か ら 静 電 的 に 計算 され る 人 0 i 
2z ヶ 77 , * は 共 や く 複 素 量 を 表わす . し た が っ て 伝 ぽ ん 定数 
の 乱れ 名 が 測定 され れ ば ZZ が 定まる . 

式 (2) の 結果 は 棒 の 位置 で 第 ゃ 空間 調 波 の 電界 成分 が 他 の 
成分 に 比べ て 十分 に 大 きい と し た 場合 で ある が , 他 の 容 間 調 
波 成 分 が 無視 で き な い 場合 に は つぎ の よう に する 』 は な む わ 
ち , 理論 的 に 名 は 各 電 界 成分 に より 表わさ れる か ら ,7 枯 を 
移動 させ て 名 を 測定 し , これ を フー リリ ニテ 分 解す れ ば 名 電界 
成分 が 知ら れる の で , と の 値 か ら 乙 。 が 求め られ る . 

(末松 委員 う ) 


こと これら より , 変 分 形式 と し て , 次 式 を 得 
kcot(7—0)=kcot Sa 


キ frostwedt CY 


Us= {J[eCz,y) Xa.]*d 0} NE, 
ws—=Uss— Us 
us は, 正しい 電界 (正規 化 ) で あり , us は 試験 関数 で あ 
る . ww』 は それ ら の 差 で ある . 故に 試験 関数 が 正 ピ いい 電界 に 
か な り 近 けれ ば , (1) の 右辺 第 3 項 は , その 誤差 の 三次 の 微 
小 量 と な り , か な り 良 い cos ( ヵ ー の ) の 値 が 得 ら れる こと と に 
a 
つぎ た に, 誤差 の 限界 を 求め る た め に , 
Lr)+prplr)$Cr)=0 ) 
な る 方 程 式 を 用 い , 計算 する と , 


Far [Gu pdrz 3 froo-srora 7 
< | Cun pat 


が 得 ら れる . と と に <«。 は (2) の 最小 の 正 の 固有 億 で あり 

ー8。 は その 絶対 値 が 最小 で ある 負 の 固有 値 で ある . と この Us 
が , 正確 な 関数 uw。 の 良い 近似 関数 な ら ば , (区 us:)* は 二 次 
の 役 小 量 で ある 故 , dQ。,Bg に 余り よく な い 下 界 を 代入 し て る $ 


誤 誠 の 項 攻 [mp・cwud rs iC 対 し て 精 夫 な 限界 を 与え 」 そ れ 


故 , cos( ヵ 一 0) に 対し て 精密 な 限界 を 与え る . 

応用 と し て は , 導 波 管 内 の 等 方 等 質 の 誘電 体 の obstacle ご 
よる 散乱 の 問題 を 考え た . obstacle の 形 は , 直方 体 お よい 
その 軸 が それ ぞ れ と ,y,< に 平行 な 円 筒 で ある . 

試験 関数 と し て は , 管 軸 方 向 の 長 さ が , 上 記 の obstacle の 
管 軸 方 向 の 最大 長 と 等 し く , そし て 導 波 管 の 導体 境界 に まで 
広がっ て いる 等 方 等 質 の 誘電 体 の slab に 対す る 正確 な 解 を 
用 いた 。 その よう な 簡単 な 試験 関数 を 用 いた 結果 で も , 位相 
推移 の 上 界 と 下界 の 数 値 は 極め て 接近 し て いる と と を 示 じ て 


いる 。 
(森永 委員 ) 


大 容量 通信 方 式 
WwW: N. Harlow : “Ubermittlungssysteme hoher 
, Bull. Suisse Electriciens. 51, 5, 
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数 千 の 電話 チャ ネル また は 二 , 三 の テレ ビ 信 号 の 同時 伝送 
が 可能 で ある 現在 の 伝送 方 式 お よび その 将来 に つい て 概説 し 
た . 現用 伝送 方 式 と し て は 同軸 ケ = ブ プル 方 式 と マイ クモ 方 式 
が ある が 疾 波 管 伝送 方 式 は まだ 実験 的 段階 に ある . 変換 多重 


方 式 と し て , (1 う 3- 周 波数 分 割方 式 と , (2〕 時 分 割方 式 の 2 種 


で 97) 
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が ある が 現在 ほとん ど 前 者 が 使用 され て いる : 現在 の 同軸 ケ 
ー プ ルル 方式 は 2700ch また は 1200 ch 圭 ITV で 回 線 長 2500 
km, 500 中 継 で 総 線路 損失 20,000 dB の 補償 が 必要 で ある . 
安定 度 の 確保 , 相互 変調 ひずみ の 抑圧 の た め に は 負 帰 居 増 幅 
器 が 有効 な 手段 で ある . 従来 の 同軸 対 の 外部 導体 内 径 9.52 
mm を 46mm に 細心 化し た 発泡 ポリ エチ レン 充実 形 の 細心 
同軸 ケー プル を 使用 する 方 式 も ある . マイ ク ャ 方式 は 3 一 15 
em の 波長 を 使用 し て いる が , と の 程度 の 波長 が 集束 ある い 
は 雨 ど よる 吸収 の 点 か ら 適当 な と と ころ で ある . 現在 の と と ろ 
マイ クモ ェ ド 方 式 と し て は テレ ビ ま た は 1860ch の TH 方 式 も 
ある が , 周波 数 変調 に お ける 非 直線 ひずみ , 位相 特性 お よび 
導 波 管 の 反射 等 の 問題 か ら さら に 多重 度 を 増す こと は 困難 で 
ある . フェ ー ジ ング に 対し て も 種々 対策 が 考案 され て いる . 
新 方 式 を 考え る 場合 当然 経済 的 な と と と 回 線 長 が 本 質 的 に 
長い 方 式 で ある こと が 必要 で 導 波 管 を 用 いた ミリ 波 の 伝送 方 


中 央 反射 板 励 振 方 玉 に よる 広帯域 パラ ボラ 
アン テ ナ の 理論 的 お よび 実験 的 研究 

P. Foldes and S.G. Komlos : “Theoretical 
and Ezxperimental Study of Wide-band 
Paraboloid Antenna ‘with Central-reflector 
5 Feed”, RCA Rev. 21, 1, p 94, (March 1960). 
- 大 橋 啓 吾 訳 [資料 番号 4877] 


最近 広帯域 マイ ク r 波 中 継 用 アン テ ナ と し て は 偏 波 共 用 を 


| 有 必要 と され て いる が , と の 要求 に 対し て ホー ソン リフ レタ クタ 和 形 


式 で は 大 形 の た め 高 価 な も の と な り , 一 方 従来 の パラ ボラ 形 
式 で は イン ピー ダン ス の 要求 を 満足 する とこ と が 困難 で ある 等 
それ ぞ れ 欠点 が ある . とこ の 点 に か ん が み RCA で は 尺 帯 城 
G1700 Me~2300 Mc) 見 通し 内 FM 通信 用 と し て 新しい 形 


式 の アン テ ナ を 実用 化し た . 本 文献 は その 実用 化 報 告 を 行 な 


っ た も の で ある . 
まず その 動作 機構 を 説明 する と , 図 1 に 示す よう に パラ ボ 
ラ 反 射 鏡 i(e) の 中 央 に 中 央 反射 器 と 称す る 回 転 二 次 曲 面 の 金 


有 属 体 (の を 置き , 軸 上 に 置か れ た 円 形 フィ ー ド ホー ン () 


で られ を 昭 射 する 形式 で ある が , (7 の 形 は と の ホー ン か ら 
発射 され た 球面 波 (その 位相 の 中 心 は c) が (の で 反射 さ 
れる と きこ ら の 反射 波 は あたかも パラ ボラ 反射 鏡 の 焦点 (cas) か 
ぢ 発 対 され た 球面 波 と な る よう に 選ん で ある . と の 条件 は 紫 
何 光 学 的 に 与え られ た 関係 式 を 満足 すれ ば よい が , 6,a, プ , A 


| 有 の それ ぞ れ の 独立 変数 を 定め る に 当たっ て る ゃ も 灯 何 光学 的 計算 
有 有 | 法 に ょ り 近 似 的 に 開 品 能率 と 指向 性 を 求め 大 体 の 傾向 を 見 付 


ける こと と が で きる . し か し , と の 近似 計算 法 だ け で は 決定 し 
好 い 問題 , すなわち フィ ー ド ホー ン と 中 央 反射 喘 で 構成 され 
る フィ ー ド 系 の 正確 な 指向 性 , 中 央 反射 器 に よる 回 折 波 が 二 
次 く 射 特性 を じょう 乱す る 量 , また は ホー ン と 中 央 反射 器 
の 笑 際 の 最適 位置 の 決定 な ど は 実験 的 に 求め る 必要 が ある .、 

どの た め 実 験 の 都合 上 1/3.3 縮尺 の モデ ルアン テ ナ を 造り 


; E 5.7~7.7 Gc で 実験 を 行なっ て と れ ら の 点 を 明確 に し た . 


式 が 対象 と な る . た と えば 35 一 75 Gc/s の 40Gce/s 帯 城 を 
伝送 する と と が 考え られ , と の 4~8.5 m/m の 波長 に 対し て | 
は 直径 50~70 m/m の 円 形 導 波 管 の 使用 が 考え られ る . ら せ 
ん 導 波 管 が 要求 精度 断面 径 0.02 m/m、 屈曲 半径 300m に 
対し 設計 可能 で ある が まだ 実施 上 種々 問題 が あぁ る. 400 Mc/s 
間隔 , 200 Mc/s 帯域 幅 の 高周波 で テレ ビ 1 回 線 ま た は , 電 
話 1000 回 線 が 送れ る が , と この 際 コ ー ド 変調 方 式 が 採用 され 
言 号 が 時 間 的 に 配列 され て いる の で 多重 方 式 と し て は 時 分 割 
方 式 が 最良 で ある . 25 回 線 , 10 ディ ジタル の PCM で は 
2.5 Mc/s の イン パル ス 周波 数 と な る が , と の と き の サ ンプ 
リン グ 周 波数 10 kc/s は 電子 交換 関係 を 考慮 し た も の で , テ 
レビ 信号 と の 関連 か ら は 7.8125 kc/s も 考え られ る . さら に 
高い イン バル スズ 周波 数 で 起 群 構成 を 考え る とこ と が で きる . 電 
子 交換 , 模写 電信 ある い は デー タタ 伝 送 を 考慮 し た 地球 を お お 
う 広 い 通 信綱 の 構成 が 可能 で ある . ( 由 塚 委員 ) 


以上 の 研究 解 析 の 結果 を 総合 し て , 実 大 の 実用 化 ア フン テ ナ 
を 設計 し , 入力 イン ビー ダン ス に つい て は こと れ に よっ て 攻 完 
し た が , その 結果 , 図 1 に 示す center pin は 無く て も よく 』 
と の 代わ り に 中央 反射 器 の 中 央 に 取付 けた 頂点 整合 板 と ホー 
ン 開 口 部 に 取付 けた 4 本 の 調整 棒 に より 広帯域 整合 を 行なえ 
ば 所 要 の VSWR 値 に 追 込む と と 共 で きる と と が わか っ た . 
な お 風速 54 m/sec の 風圧 に 耐え る 機 
械 的 強度 , 大 幅 の 温度 変化 に 対す る 耐 
修 性 等 は も ちろ ん , 雪氷 対策 と し て 電 
熱 に よる 加熱 (所 要 電 力 2.5kW) ま 
た は レー ドー ふ ム 取付 け 等 を 設計 に 織 込 
ん で 実用 化 を 完 茂 し て いる . 

1700 Mc~2700 Mc 帯 で の 最終 性 能 
お よび こと の アン テ ナ の 特徴 を 列挙 する 
と つぎ の よう に た なる. 

(1) 開口 能率 が 従来 の アン テ ナ よ 

説 明 図 り 良 好 で あり , ホー ン リ フレ クタ に 比 
べ れ ば 経済 的 に 有利 な 構造 で ある .。 と これ は 開口 照度 分 布 の 最 
大 値 が リン グ 状 に 広がる 形式 で ある か ら で あ る (具体 的 値 に 
つい て は 本 文 た 明確 に され て いな い ) 

(2 ) 前 方 の 指向 性 は あま り よ く な い が , 後方 の 指向 性 

(150*~210* 方 向 ) すなわち 太 B 上 比 は 失 頭 値 で 同一 偏 波 に 
対し 56dB 以上 , 変 叉 偏 波 に 対し 59 dB 以上 が 得 ら れる . 
前 方 の 指向 性 の ょ く な い 原因 は 前 記 リ ング 状 の 央 度 分 布 の ほ 
か , ホー ン か ら の 直接 波 が 中 央 反射 器 を 回 折 し て 前 方 た 漏れ 
る た めで , と の 形式 アン テ ナ の 根本 的 欠点 で ある . 

(3 う 入力 イン ビー ダン ス 特 性 すなわち 給電 点 よ り 見 た 
VSWR は 土 12% の 帯域 幅 で 1.06, 圭 15% で 1.08 以内 
に な る . し か し 広帯域 軸 合 し な い 状 態 で の お も な 反射 源 と し 
て , ホー ン 開 品 部 で 5%6、 中 央 反射 器 で 15%。 パ ラボ ラ 反 射 
鏡 で 3 の 反射 係数 が 考え られ る の で , と の アン テ ナ は 本 質 
的 に 反射 が 小さ いと は 言い 難い . 上 記 VSWR 特性 が 得 ら れ 
た の は 掃引 発振 器 等 を 用 いる 広 帯 城 瑞 合 調整 の 技術 が 発達 し 
た た め と 考え られ る . (森永 委員 ) 


英国 に お ける カラ ー テ レビ ジョ ン 
R.D. Maurice : ““A’ Review of Colour Tele- 
"vision in the U.K.”, Electronic Engng., 32, 
384, p 68,(Feb. 1960). 吉田 順 作 訳 [資料 番号 4878] 


1953 年 より 1958 に いた る 間 BBC が アメ リカ の NTSC 


| カラー テ レビ 標準 の 405 本 方 式 に 対す る 適合 性 に っ いて 


C98 ) 


Alexandra Palace の 送信 機 k り 5kW e.r.p. (映像 ) の 電 
波 を 発射 し て 調査 を 行なっ た 結果 の 集大成 で ある . 
OO 両立 性 に つい て の 実験 
( 音声 チャ ネル に 対す る バズ , (⑪) 音声 搬送 波 お よび 色 
別 搬送 波 の ビー ト に 基づく パターン 炉 害 , Giii) カラ ー バ ー ス 
ト の 存在 に ょ る 寺 直 バー, (jv) ペー スト に よる 同期 上 の トラ 
プ ブル, (v) 電源 非同期 に よる ハム , (vi) RR,G,B 信号 を 7 補 


Cr 
et 


Eg a " N Pa yf, 
Ce ® Fe 
Tt "本格 “ CY 


た LS 電気 通信 学 会 雑誌) 第 43 巻 12 号 
" 箇 正 し た た め の 会 色 性 の 多 如 (vii) 色 信号 た に よる ドッ ト 妨 害 , 解像力 低下 の 効果 , Gii) カラ ー 同 期 の 困難 さ 。 Gi 動き に 
| 等 に つき 専門 家人 お よび 一 般 人 の アン ケー ト を 求め た 結果 を 整 よる カラ ー の スト リー キン グ , (iv) 多重 伝 ぽ ん 路 に よる 多重 
理 報告 し て いる . 総合 的 な 評価 と し て は 次 表 が 得 ら れ , BBC 像 の 効果 , (v) 色 忠 実 度 。 で vi) 原色 像 に 対す る レジ スト レー 」 
EE NTSC 方 式 が Band I に つい て は 十分 両立 性 を 有 ショ ン の ずれ , (vii) 色 副 搬送 波 近 傍 の 明度 信号 の 存在 に も 
する と 結論 し た . と づく 混色 妨害 , (viii) ラン ダム お よび イン ペル ス 雑 音 の 寄 。 | 
与 , GX) 連続 波 妨 害 の 寄与 , 等 に つい て の 実験 結果 を 述べ て 7 
り , 結論 と し て , レジ スト レー ショ ン の ずれ , 色 上 忠実 度 の 77 
低下 , 雑音 の 3 つが 信号 と し て カラ ー カ メラ 出力 を 用 いる と 
き で 株 着 た 家 われ た し か し と れ ら は カラ ー カ メラ の 将来 
の 改良 に よる 解決 を 期待 で きる . 英国 の 50 フィ ー ル ド テ ルレ 9 
of Public * ビ 方 式 で は 。 60 フィ ー ル ド 方 式 ほど NTSC 方 式 の 菅 城 共用 ー 


効果 は 有効 で は な い が , 色 信 号 の coding, decoding の 方 0 
〇 ヵ ラ ー 受 信 の 特性 法 は 将来 の カテ ラー テレ ビ 方 式 に お いて 望ま し いと 思わ れる 7 
⑤ 両立 的 受信 に よる ドッ トバ パタ ー ン の 存在 お よび 画面 の en 0 8 
ts 
RR 


偏向 電界 に よる 像 変換 の 一 般 論 
G.G. Gassman : “Allgemeine Untersuchung 
von Bildtransfarmationen auf dem Bildschirm 
von Kathodenstrahlréhren, hervorgeru ‘fen 拡大 像 が えら れる . (た だ し 4 性 音 位 ベ クト. 

durch konstante Ablenkfelder"’, A 14y2; と の よう な 電界 は 図 1 の よう な 双曲線 形 電極 で 作ら れる .。 
71, (Feb. 1960). 内 藤 喜 之 訳 [資料 番号 4879] つぎ に レン ズ 系 を 使っ て 被 変換 像 を 小さ くす れ ぼ ば 式 @ 0 
| とれ は 従来 の プラ ッ ン 管 の 中 に も う 一 組 特 別 な 偏向 電極 を ゃ が 万 に くら べ て 無視 で き て rt 人 
挿入 する か (⑪ の 場合 ), また は 特殊 磁界 (3 の 場合 ) を Ws Sd と な り 一種 の 等 角 変換 と な る . "その 例 と : 
5 加 そ える こと こと に よっ て 座標 変換 され た 像 を 描き 出 そ う と する も て W=- と いう 変換 を すれ ば , と れ は 直交 座標 を 
) の で , こと の 図形 変換 用 の 電極 系 に つい て 理論 的 検討 を 加え て z , 
| いる. ぶ ⑪ 電界 に よる 場合 . 特殊 偏向 板 の 長 さ が 非常 に 短 か 図 の 円 座標 に 変換 す 
党 9 れ E, 偏向 角 » は 次 式 で 与 そ られる. が で きる . と の 場合 に 
er tan p=KilE| Ch) i 

拉 属 四 和 下界 を 志 る 前 の 電子 の 応 を ぇ = を 十 jy。 けい 光 面 上 EE 机 
の 座標 を W=u 十 jo と すれ ば (< は 偏向 器 と けい 光 面 と の と な り 図 2 に 示す よう ド 
軸 電 極 で 作ら れる ._ 


沼 間 の 下 W の 
G) 破 界 に よる 場合 


角 変 換 を 行なわ 芝 る 
で きる が 装置 が ぼ < 
な り , 経済 的 で は な い の で 
lr J 


W=zt+ztan £¢= ぇ + KE C0 

と こと ろ で 電界 だ は E=EC*) (* は 共役 ) と 表わさ れる . 式 7 
(2) か ら わ か る よう に , こと の 変換 は 等 角 写像 と に は な ら な い 3 : 
こと の 一 例 と し て - KE=3 (zi 一 yj) と すれ ば ee 
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原子 量 を 持っ た 個々 の 原子 が それ に 応じ て 運動 方 向 * 
れる と 言う 原理 に 基づい て いる . リー 検出 器 は 3 
ム ガ ス の み を 検出 する よう に 作ら れ た も の で あ 
れる リー ク の 程度 は 検出 器 に お ける イオ ォ オン 電流 の 
て 表わさ れる . 図 1 は リー 検出 器 の 四 つ の 利用 
リー 検出 器 と し て 応用 する _ た も の で ある . (A) お よび (B) は 試験 され る 部 品 
2 NOT PR り ヘ へ ヘリ ウム が 流入 し , と れ を 検出 器 に 導く 方 法 で あ 
_ お よび (D) は 試験 され る 部 品 の 中 に 封入 され 7 
流出 し , それ を 検出 器 に 導く 方 法 で ある . と れ ま " 
* 本 で 形 ) 2 夫 寺 は 分 本 器 と nie bo 
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(0} SAMPLING PROBE METHOD 

図 1 リー ク 検 出 器 の 利用 方 法 

で は 従来 の 一段 形 の も の を 改良 し て , 二 段 分 解 形 と し , イオ 
ンコ レク タタ と し て 二 次 電子 増 倍 管 を と 用 い , その 感度 を 10 つ や 
cc/sec に まで 高め 得 た こと が 述べ られ て ある . 図 2CB) う は そ 


喘 


子 磁 束 計 

R.R; Birss, J.P. Fry: ‘‘“An Electronic Fluz- 
S71 31, (Jam.419603)., "末松 
安 晴 訳 [資料 番号 4881] 
と の 論文 は , 普通 の 磁束 計 に 比べ て 多く の 利点 を 持っ た 電 
季 磁 束 計 に つい て 人 述べ て いる . すなわち , (1) 携 構 的 に 頑丈 
で (2) 4 レン ジ で あっ て 高 抵抗 形 の サー チュ イル が 使え る . 
3) 自己 較正 が で きる 等 の 利点 を も ち , た だ や や 高価 に な る 
欠点 が ある. 

測定 方 法 は 普通 の 方 法 と 同じ で , 磁束 を 急変 させ て その と 
% さ に サー チ ゴ イル 回 路 に 流れ る 電流 を 積分 し て 表示 する . とこ 
の 積分 に は ミラ ー 形 の 積分 回 路 を 用 いて いる . 図 1 に は と の 
回 路 図 を 示す . 直流 増幅 器 に 入力 差 動 増 編 器 , 電圧 増幅 
と カウ ツー ド ホ ドウ ワウ 形 出 力 段 と か ら な り , 初段 に は 商 gz 管 を 用 
いで ピー タタ 電圧 変化 に よる ドリ フト を さけ , また , R。 に は 
高 抵抗 値 を 用 いて 格子 電流 を 零 に し て 誤差 の 混入 を 防止 し て 
いる. 

と の 装 圧 の 確度 は X1 レン ジ 土 0.5% 


で , 磁束 が 3 秒 以 


OUTPUT METER, FULL SCALES 


OUTPUT METER, FULL SCALES 


ION ACCELE RATING VOLTAGE ION ACCELERATING VOLTAGE 
A (5) 


二 段 (B) 分 株 形 検出 圭 に ょ る 分 析 曲 線 

も し 小形 出力 管 (容積 100cc) が 
10-!%cc/sec の 感度 の 検出 器 に より 試験 され , リー ク が 認め 
られ な か っ た と し て も , ある 場合 に は 一 週間 の 後に リー ク に 
より 不良 と な る 可能 性 が ある . し か し 10-*cc/sec の 感度 を 
持つ 検知 器 の 試験 を こ - も の は 10 年 の 動作 が 保証 され る 
と と と な る . (三宅 委員 ) 


図 2 二 段 (A) お ょ 
れ に よる 分 析 曲 線 で ある 


4 
] 
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内 に 変化 すれ ば 、 計器 の フレ は 磁束 変化 と 対し て 直線 的 に な 
る . 感度 は x0.01 レン ジ で 5x10* マク スウ ウェル ・ 々 ター ン 
に 対し て 土 500mV で , と れ は 計器 の ドリ フト に ょ っ て 限定 
され る の で , この ドリ フト を 最小 に する た め の 配 線上 の 注意 
が な され て いる . 較正 は フル スケ ー ル 用 と 微 分 用 の 机 者 が 用 
いら れ て いる . 

こと の 装 置 は また , 適 隔 制 御用 に も 利用 で きる と と が 示唆 し 


測定 お よび 制御 に 用 いる 装置 
お よび 方 式 の 分 類 特 号 方 式 
E.A. Keller: “PERCOS-Performance Cod- 
ng Hystem of Methods and Devices Used for 
Measurement _and Control”’, LR.E. 48, A 
p 148, (Feb. 1960). 加藤 満 左 夫 訳 [資料 番号 4882] 


と の 論文 は シス テム 設計 者 に 有用 な 装置 の 機能 お よび 動作 
特性 を 分 類 し 符号 化す る 方 式 と に つい て 述べ て いる . 分 類 項 目 
は 装置 の 用 途 を 定義 する も の 3 種 , 精度 や 速 度 を 示す も の 3 
種 , 信頼 度 に 関す る も の 3 種 , 価格 容積 等 相対 的 な 要 目 に 関 
する も の 3 種 の 計 12 種 が ある . 装置 は 各 項 目 ど と に 文中 に 示 
きれ で いる 規定 に し た が っ て 0 か ら 9 まで の 10 進数 字 で その 
特 人 性 が 表現 され る . た と えば 精度 で は , 精度 の オー ダ が 丁度 
その 数 字 と 対応 し て いる . 分 類 項 目 と その 符号 は つぎ の 通り 


て ある . (末松 委員 う 
i で ある . 
s 符 号 
5 分 類 1 鞭 置 (で O~9) 
ミ 定 牙 | x る 7 ご 大 力 特性 080 
B "3 出力 特性 (の O10) 
: al 度 。 (0~9) 
日 精度 と 動作 特性 | 々 5 較正 の 安定 度 (0O~9) 
々 6. 動作 如 度 89) 
ヶ 7 平均 貯蔵 寿命 (0~9) 
信頼 度 | ヶ 8 平均 障害 時 間 (0~9) 
" 9 平均 修理 時 間 (一 2 へ ~5) 
ヶ 10 価 格 (0~5) 
相対 性 要 目 | "11 入 手 語 性 うっ) (0 
» 12 容 積 => 


分 類 さ れ た 装置 特性 の 記帳 に は 6.5x7.5 イン チ の ホー ル 
ソー トカ ー ド が 用 いら れる . 周囲 CE 122 の さん 乱 位 置 が あり 
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中 心 の 97 平方 イ ンチ に その 装置 の 詳細 な デ ー タ を 記入 し お よ 
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図 1 ミリ マイ クロ セコ ンド , バル ス 試 験 方 式 系 統 図 


_ 円筒 状 磁気 薄膜 を 用 いた 高速 

ー_ デ ィ ジ タル 記憶 装置 

G.R. Hofftman et al.: High-speed Digital 

Using Cylindrical Magnetic Films”, 

た it, LRE. 20, 1, p 31, an. 1960). 田中 
で [資料 番号 4884] 


試作 報告 で ある . と の 円 科 状 和 床 に は 恭 着 の 際 ガ ラス 
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Es = Sarvse ts oesreos oe 30pSEC 
_ NEA0PULSE 3 0 0ERSTEDS FOR pC 


、 び マイ クロ フィ ルム を 貼付 する . 装置 の 特性 を 記述 二 る 各 項 
2 目 の 室 義 は 分 類 の 尺度 で ある の で 極め て 重要 で ある 。 と れ に 
y . つい て 述べ て いる . な お 本 論文 は IRE の Industrial Elect- 


s ee 8 図 1 RC 


ラス 管 の 表面 に 鉄 ニ テッ ケル 薄膜 を 真空 蒸着 し た 記憶 


うに , 円 簡 中 を 通し た 線 (X) に よる 容易 軸 方 向 磁 
K に 准 き つら けた 線 (Y) に よる 困難 軸 方 向 磁界 と の 'c 


ronics 論 員 会 の 要請 並び に 協力 に より まとめ られ た も の で お 

IRE 以外 の 団体 た と えば Instrument Society of America 

の 支持 を 受け て いる kA . 
(岸上 要員) \ 抽 
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8 PCM な どの パル ス 伝 送 に 用 いる と き に は 進行 記 
波 管 自体 に よる 反 敵 が 問題 と な る . 本 論文 は と の 反射 の うち 
進行 波 管 の へ リッ クス の 反射 に つい て し ら べ た も の で ある . 

進行 波 管 の 内 部 反射 は パル ス の 幅 に 広がり を $ た だ らし た 
り , エコ ー を 生じ た りす る の で 極力 少な いと と が 望ま oe 
が , その 原因 は 主として ヘ へ リッ クス の 構造 の 将 き 調 半 0 
よる . と れ ら 反射 の 位置 や その 大 いさ を 知る た め に に ご る さて 
は 図 1 の 系 統 図 の よう な ミリ マイ グ ク Se ドン ルズ の "+f 
ダ を 用 いて いる 。 と の レー ダ の 観測 方 式 が 普通 と 異な る 点 ほ 
ミリ マイ クビ セコ ンド バ パルス を 観測 する の に 超 広 帯域 の オシ 4 
ド を 使用 せ ず に , 単に 普通 の 低 周 波 の オシ r で 上 過 る こと が で 7 
きる 新しい 方 法 と し て “スト ドロ ボ ス ュー ププ 方式” を 用 いて いい 7 
る と と で ある と れ は テス トラッ ル ス を スト ミ ボ ゲ デ = ト zg 
1 種 の 高速 の 変調 器 を 図 1 の 諸 元 で 動作 せしめ , その 出力 に" 8 
スドー ダウ ツン し た パル ス を 得る も の で ある . * 

トペ ルズ ス は ベース え 幅 7 a 

-33db で 2~3mgs で あり , : 

HELIX NO.125 キキ ペル ス よ y 45~50 ¢ 下 

の 反射 パル ス ま で 測定 で き 
St 
管 は M 1917 と 呼 【 
10.711.7 kMe の ? 
る . 図 2 た 代表 的 な 
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HELIX NO. 119 


科 愉 きれ で 大 きく た た と と で ある と の 実験 で ミ Cs PF 
セ ュ ンド バル ス の 技術 が この よう な を : 
に 有効 で ある る こと が わか っ た . 


ey 
管 の 中 心 に 直流 を 通す こと に よっ て , 円 周 方 向 に ek 


いる の で 出力 が 大 き い . 叶 較 的 大 容量 の A 
き , 試作 で は 1 回 の 蒸着 で 1 本 当たり 16 楽 の 9 も ! 
得 て い る . 

記憶 方 式 と し て は 通常 の 方 法 よ り 素 子 間 の 科 
キ を 許容 で き る 方法 が 試み られ て いる . 一 つ は 図 


dence に よ り 選 ば れ た 
の み に 書 込む も の で ER 
民 は Y 方向 か ら 行 
力 は 引か か 六 
KS 表 | 
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波形 を 示す y 知 
の 間 に は 鋼管 を 入れ て 
力 線 の アー ー ス 放線 
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図 2 愉 拓 肖 陸中 い た 
記憶 装置 の 図 ; 
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Py a VR " 。 a wt 
1476 ; 外 論 計 NN ee NE 
UO 本 紹 」 4 で 際 鐘 も 
。 き る 程度 で ある . 別に 9 本 の 平行 伝送 線路 を 引合 わせ て 1 っ PARE GT 


有 】 の Y 方 向 を 構成 する と と も 試み , 全体 で 数 mrs の 遅延 に 
| 有 | お ぉ さえ られ た . 


図 3 01gs 読出 し バル ス に 対す る 出力 波形 
Rt は , 困難 軸 方 向 に 強 磁界 を 加え て 一旦 多 磁 
MW を 大 させ る と , 単 磁 区 構造 の 場合 より 小さ な 磁界 で 


A 


航空 機 用 コ ンピュータ の 微小 化 

RE E. a < “Microminiaturizing a Space 
“3 § vehice Computer”’, electronics 33, 18, p 95, 
」 = ミ (April 29, 1960). 佐々 森元 訳 [資料 番号 4885] 
it 寸法 お よび 重量 の 節減 が 
る が , 本 論文 で は その 一 つの 方 法 と し て 回 路 素 子 を 
けた 匠 を 葛 ね 合わ せ て 敵 革 を 作成 す る 例 に つい て 


1 BN ラン ジス タ は 拡 本 形 で 。 さ れ た 拓 抗 
: タン 酸 ベ リッ ム の コン デン サ と 共に , 回 路 を 構成 す 
基板 の 寸法 は 0.5x0.5x0.03 イン チ で ある . 7 個 の 増 


CN i 
ー セ ブ プ ト ロ ン ・ シ ミュ レー ショ ン 実 験 
RU i Simulation Ez- 


に 中 する が われ で いる が Nd 
の よう な 頭脳 そ デ ル の 一 竹 で ある .。 と の 論文 で は バ 
: ジジ の 構成 の 概略 と その 視覚 パタ ン の 酸 識 に つい て 

RE を 述べ て いる . 

ョ ン の 基本 形 は 図 1 に 示さ れる も の で , sensory 
バタ ン を メッ シュ に 分 け て 量子 化す る . と の メッ 
7 » 個 の 点 を えら び , 前 者 は 正 , 後者 は 負 の 入 
unit で その 和 を と る . と の よう な 接続 の A unit 
」 こ と の 出力 が ある 値 を と える と Runit が “1” に 


向 か ら 読出 し を 行なっ た 後 , 小 電流 で 方 向 の みか ら 
む . 読出 し 出力 が 最大 値 の 1/2 に な る 点 ま で を 動 ? 
れ ば 。 パ ルス 幅 0.1 gs の 場合 書 込 志 界 は 2.5-5 me 
書く , 素子 間 の バラ ッ キ を 大 きく 許し 得る .。 な お と の 値 で _ g 当 
200 万 回 の 書 込 を 行なっ て も 他 の 素子 に 妨害 を 与え そえ ない: 
円 筒 状 薄 膜 は 閉 気 回 路 で ある た め , 板 状 薄膜 に 比 し 厚 さ 
や 長 さ の 許容 度 も 大 きい . 出力 は 薄膜 の 断面 積 の み に 関 係 す 
る の で , 半径 を 小さ くす る と と に より , 現在 の も の より 
電流 を 減少 し , 小形 化 に より 高速 化す る と と が 可能 で ある .7 
(垂井 委員 ) 


図 1(A) 上 
(B) 右 


れ て いる . 


トリ ガ が され る よう に な っ て いる . R=1,0, に 応じ て 名 Aunie 
に フィ ー ド バッ ク が か か り , 一 竹 の 記 憶 回 路 と し て 動作 する ・ 

記 剛 する に は ま 規 区 か 同じ 字 ま た は 図形 を 読ま せ , 一 定 
範囲 内 の 変形 に 対し て A unit の 反応 と し て 記憶 させ る . 3 a 
ぎ に 認識 させ た い 字 を 読ま せ て 記憶 と の 一 致 に より NS 
る . 実際 に は IBM 704 を 用 いて プロ グラ ム に より シミ ョ レ 
ーション を 行ない , 入力 は パン チカ ー ド に ペ バンチ し た も 
用 いて いる . 理 諭 的 に 種々 の 結果 を 予測 し て 実験 し て いる 
が , デー タ の 一 部 を 図 2 に 示す . 横山 は 学習 の 数 , i 
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ER EDN LA 
A 各種 の 条件 の 実験 結果 で ある が , 神経 組織 の シ 


文字 認識 の 研究 
W.E. Dickinson : “A Character-Recognition 
Stdy'"', IBM Jour. 4, 3, p 335, (July 1960). 
関口 基 記 [資料 番号 4887] 


単 一 の スリ ッ ト で 文字 を 読取 り , 認識 する 際 の 問題 点 を , 
IBM 650 で シミ ュ レ ー ト し て 研究 し た . 対称 と する 文字 は , 
特別 に 設計 され た 0~9 の 数 字 で ある . こと の 系 で は , 走査 さ 
れ た 信号 と “比較 信号 "の 集合 を 比較 し , 最良 の 適合 を 示し 
た も の が 選択 され る 、 と の 方 法 は , 走査 に より 多く の 情報 が 
失わ れる が , 簡単 で 低 ュ スト と 言う 点 で すぐ れ て いる 、 比較 
信号 と の 適合 性 の 判定 は matching filter (CM.F) で 行なわ 
れる . どれ は ある 信号 に 対し , イン パル ス 応 動 が 次 式 で 表 わ 
され る ジル レタ で ある 
: hCG=A-sG—t) 

(の: フィ ル タ の イン パル ス 応 動 
s( ヵ ) : 適合 され る べき 信号 ~ 
" A,: 定数 , 
制限 を ら せ た 情 倒 に 対す る M.F は タッ プ の 出 た 遅 
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事 伝導 を 利用 し た 電磁 石 


S.H. Autler : “Superconducting Electromag- 
nets”’, R.S.I. 31, 4, p 369, CApril 1960). 吉川 
る 省吾 訳 [資料 番号 4888] 


有 | 液体 へ リッ ム の よう な 極 低温 (4.2K) と 加減 磁場 を 必要 


Mo ( 


a 
tna 


TITTIES 


し た 電磁 石 を 使用 する こと が で きる . 鉄心 を 用 いた 超 伝 導 
- る 14K 世 ガウ ス の 高 磁場 が 得 ら れ た . 

」 通常 これ ら の 実験 は Dewar 泊 の 中 に 装置 され 電磁 石 の 
Pole faces の 間 に 置 かれ る. し た が っ て こと の よう な 磁石 で 
ti et 強い 磁場 を 供給 する た め に , 多 
】 く の 消 費 電力 が 必要 で あり , また 大 変 に 重く な る . 

と a 0 era a ウツ ム に 入れ コ 


CMs 選 ま うう @ 鉄心 に と 超 伝 導 ュ イ 
給 す る と と に よっ て 刀 。 より 高 い 磁場 を 
gots そこ と で の 最大 磁場 万 


と する 物性 実 険 , また は 固体 メー サ 装 置 な ど で は 超 伝 導 を 利 。 


最初 ヘリ ウッ ム 液 面 上 に 出し て 置き , 必要 な 磁場 が 供給 さき 
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第 43 券 12 号 


“rE 
ミュ レー ショ ン の 一 例 と し て 興味 ある も の と い 入 よう . 
CR 


\ 


延 線 で か ん た ん に 実現 され る . また と の よう な 信 号 は 標本 化 

定理 に より , W を 最高 周波 政 と すれ ば 1/2 W 秒 ど と の 標本 
値 で 表わさ れる の で , ヵ 々 次 元 想 何 学 の 観点 か ら 波形 を 取扱 う 5 
の が 便利 で ある . すなわち , M.F に より 未知 の 波形 の ベク 

トル と 比較 ベク トル と の 内 積 を 作り 両者 の 接近 の 度合 を 判定 
する . つぎ に 信号 波形 を 比較 ベク トル と 同位 相 に する と と が 7 
必要 で ある が , と これ に つい て の 考 究 , 実験 結果 が の べら れ て | 
いる . スリ ッ ト 式 走 胡 法 に 必要 な 字形 は , で きる だけ 
が 区 別 し ゃ すい も の で な けれ ば な ら な い . 字形 の 美学 前 価値 7 
は 別 と し て , 機械 の 読み 易 さ を 改善 する た め に , 文字 を 再 2 
する (restyle) 技術 の 検討 が 行なわ れ て いる . 基本 的 接近 
A 文字 の 集合 を 表わす ベク トル を 作り , 他 の ベル トル 7 
か ら 充 分 分 離さ れ 字 の 外観 が 不満 足 な も の と な る か , ベク トド 3 
oo ghia 実現 で き な い よう う に トル 
他 , プリ Nt ト の 良さ Cprint GS ei 
られ て いる . と の よう な 立場 か ら 。, の 
トル 構造 , 比較 波形 に つい て の 相関 関数 , 誤差 お よび イ ン i 
密度 と print quality の 関係 等 の 実験 結果 が 示さ れ て いる .。 


RR } 
ィ 1 和 


ュ コイル の 長 さ を 7。 と すれ ば 万 。 は 近似 的 た 巨 Hl 
な る . し か し , 舌 際 に 磁石 で 得 ら れる 値 は いく つか の 理由 で 
と れ よ り 小 さい . も ちろ ん , 鉄心 が 飽和 し て いる 場合 に 
式 た し た が わな い . また コイ ル の 位置 が 間隔 に 近い と ri 
ing CE よっ て 福 , は 小 ぎ きく な る .、 し た が っ で 0 で 
適し た コイ ル の 位置 が あぁ る. と の よう な 方 法 で 15 イン チ の 7 
pole pieces か ら 間 隔 で 1 インチ に taper し , 0.25 ィ 1 F 
間隔 で 14K ガウ ッ ス を 得 た . エネ ル ギ の 供給 は 図 に 示す よう 
な 回 路 で 行なわ れ た . コイ ル と 並列 に 入っ た = = オビ ウム 線 ほ は" 


と ヘリ ウム の 中 に 入れ られ る . 後 は Faraday の 法則 に 
が っ て 氷 久 電流 が 発生 し 安定 な 磁場 が 得 ら れる . _ 6 
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1478 海 外 論 文 紹 人 錯 
いて は つき ぎの よう に 考え られ て いる . ⑤⑪ 綱目 構造 は (111) 


面 に つい て の み 現 われる. (⑤⑪① a 通 の CP4 で 現 
われ る が , 一 次 また は 三次 構造 は Br の 濃い CP 4 で な けれ 
ば 出 な い (9 - 次 構造 ド + 試料 面 の 作 es! り 異 な る . 

= 次 構造 の 


(iv) 一 次 構造 は くぼみ の 境界 を 示す . (v) 二 次 , 
くわ か ら 7 と の 論 六 ! ょ 以上 の 考え 方 を 確か め る 
F 
i 


誠 符 人 け 

, 腐 に ょ る Ge の 減量 と 時 F 間 の 諾 係 , お よび * Ge 表 
面 の 3 W 目 1 し た 此 つ か の 転位 に つい て 誰 を 電 ね る ど ご と に 写真 
を と り , 上 に 述べ た 構造 の 様 の 変わ り 方 を 確か め た も の で 
ある , 実験 の 結果 GG 寿人 錠 吉 度 は 次 第 に 減少 し , 表面 は いわ 
ゆる 不動 態 に 近く の 様 そ を RN Cii) 10*/cm* 
の 転位 密度 の Ge 表 面 を 1,6,16,24,36 お よび 60 分 間 腐 錠 
し その 写真 を と る と , 
が ,。 そ の 中 に ある 三 
化し , 二 次 航 造 は 一 次 構造 に 変 
構造 の 中 に 三次 蒼 造 が 現われ , 


る . 図 1 は こと こ 


一 次 構造 に は 本 質 的 変化 は 見 ら PV 
交 構造 は 腐 触 の 進行 と 共に 二 次 構 造 に 変 
ぶ 化 し て ゆく . 


1 ph = 
4 れ は 一 次 


さら に その 一 次 
一 次 に 変化 する . 


d » 
5 fto g/miin ) 


図 1 腐 触 時 間 と 腐 骨 量 の 関係 


パル ス 人 圧縮 一 レー タダ 伝送 の 高 効率 化 へ の 氏 

C.E. Cook : “Pulse Compression-Key to More 
Efficient Radar Transmission’”, I.R.E. 48, 3, 
p 310, (March 1960). 宮川 洋 訳 [資料 番号 4890] 
一 般 に 超 達 距離 レー ダ で は トー ェ ー ゴ | 
受信 機 の 中 間 周 波 帯 域 を 狭め 
で 革 SIN 比 を あげ る た あめ に に , 。 ス 
幅 の 長い 送信 ペル ス を 用 い 
. また , ご どの と こと は レー ダ 
送信 管 の 衝撃 比 を 下げ る 点 か 
ら ゃ も 好ま し い の で ある が , 結 (b) 
局 こ の た め に 距離 分 解 能 が 低 上 ---- 
下 せ ざる を 得 な い . この 報告 td 。 ント 
は 送信 時 に は 長い パル ス を 用 OM 
いる が , 受信 時 に それ を 線形 
回 路 で 短い パル スズ ス に する 方 式 
に つい て 実験 と 解析 を 行なっ 
た も の の 報告 で ある . (の 


その 原理 は 図 1 に 示す よう に ィ ェ ゴ s 
記 ! 送信 時 に 送信 バルス に 直 MD- 
線 的 に FM を か け , 受信 蜂 Cr 


で は それ を 適当 な 周波 数 一 遅 1 
延 特 性 を 有する 回 路 を 通し 
て , 非常 に 短い 時 間 内 に 圧縮 
じ , 人 失 頭 値 を 高 あ よう と する 


理想 パルス 圧縮 特性 (a) 広 
幅 パ ルス 包絡 線 (b) 周波 数 変 
調 (c) 遅 婚 時 間 特 性 (d) 圧 
縮 さ れ た バル ス 包 絡 線 (e) 圧 
縮 ろ 波 器 の 入出 力 波 形 の 関係 


あく な り . 
GE に 3 . 不動 態 化 i 理由 は 不 月 で あ 
る が , 著者 達 は 一 応 よう な 説明 を .。 すなわち 
三次 構造 を 生じ な く な る の は Gi) 転 ( が C と で 待 っ た か ら で 
ある . (1) alii aiok 積 し た か ら で あ る 。 と の 点 に つ 
いて は な お 研究 中 で ある . (三宅 委員 ) 


sreu T 
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SureuT 
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図 2 バル スネ 圧縮 方 式 の 多 電 反射 パ バルス に 対す る 

電 ね 合せ の 理 の 実験 例 
も の で ある . 図 2 は 実験 結果 で あっ て , 適当 な 線形 回 路 を 通 
すこ と と に よっ て , 従来 の 技術 で は 全く その 工 離 分 解 が で き な 
い 二 つの 長い パル ス が 明瞭 に 分 解 さ れ て いる の が ね わかる. 


(宮川 元 委 員 う ) 
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A 


三 極 管 電位 計 の 対数 特性 

S. K. Chao: “Logarithmic Characteristic of 
Triode Electrometer Circuits RESID, 12) 
p1087, (Dec. 1959), 高橋 貞夫 訳 [資料 番号 4891] 
放射 線 の 測定 に は 対数 特性 を 持っ 二 極 管 , また は 三 極 管 電 
位 計 が 良く 使用 され て いる . 後者 は 前 者 に と 比べ て カン マー ド 温 
度 の 影響 が 少な く , 増幅 作用 が ある の で 有利 で ある . と の 論 
文 で は CK 5889 を 三 極 管 接続 し た も の の 特性 (特に 対 至 循 
性 ) こつ いて 突 験 , 考察 を 行ない 。 そ の 応用 回 路 の 実例 を の 
せ て いる 

三 極 管 の 陽極 電流 > は 理論 的 に 次 式 で 表わさ れる 。 

y=(CSlogi,+a)%? ; 

さ : カソード 温度 , 構造 に よっ て 決ま る 定数 . 
9g: カツ ソー ド 温 度 , っ 構造 。 カソード -- グリ ッ ト 間 の 接触 電位 


z。 と logz。 の 関係 は 図 1 に 示す が , 電 印 が 実 喉 値 , x 印 本 
が 上 式 た よっ て 計算 し た 結果 で ある . 特性 は 球 に よっ て 変わ 
る が 対数 特性 を 示す の は ほぼ 。=10-410-6amp の 範囲 で 


差 , プレ ー ト 電圧 等 に よっ て 決ま る 定数 。 ーー ; 


RS Ce 


mur 


cK5889 


eg 


Rg 


i 


tte 
AMBER 


WE FE 


= 


まる 
グリ ッ ト 舞 抗 erro 
影響 を 詳し く 実 験 し て ある . 


RR 


いい 
Ng 
箇 
調 


§ つぎ に グリ ッ ド イン ビー ダン ス (応答 速度 ! 
i 関係 する ) は p 三 5.2V の と き ヶ ,==0.11 
寺 | な る 結果 を 得 て い る . また フィ ラメ ント 電圧 
で fe 変化 に は 最適 値 が あり , きら に 動作 の 安定 性 
Re 中 天主 エー ジン グ に より 良く な る と と が 実験 に よ Ny 3 
CB 


判明 し た . つ ぎ に 精 度 と 安定 性 を 知る た め に i150 
個 以上 の 真空 管 に つい て 対数 特性 を 測定 し た 


i 二 “ーー 
i 硬 HH Ei 
| * LJ RR « 


果 , 電流 計 の 誤差 を 含め て の 再現 性 は 土 10%" 
ga NN EE Es あっ た これ ら の 実験 人 上 を 半 に し て KD 


図 の 


非常 に 細 ト ウラ スト ン 線 の 作り 方 
だ Bomelburg : “Handling of Ezxtremely 2 プ の ー 給 に つけ て どら TT。 Meta 

7 1mm の と と ろ ま で カナ ダバ パル サム 液 を っ つけ て 保護 謀 

テッ チン グ の 際 こ の 部 分 が 軒 さ れ な いよ うに し て お < 


その 感度 を 高 に こと の よう に し た 線 を 図 2 の よう な 形 で , 20% 是 


222 sinemiM cts と と が ある が 。 自 金 必 量 の AgNO。 を 添 


DROPLET OF 
FRESH PT. PASTE 


クン 程度 以 こ な る と , その マッ ント お よび 
に : R 電 に 困 茸 に な っ て “Ss 

うな 細い 線 の マウント お よび テッ チン グ の 
OE . 
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CERAMIC TUBE coarEb END 


NL ARE TE CE 沈ま 
_ ツ ント し た 線 の 抵抗 は 数 百 2 で ある . i 
筆者 は と の 方 法 で 直径 0.5 ミ ク ョ ン , KS 2mm 

トン 線 を マッ ン ト で きた と 記し て いる 
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放送 プロ グラ ム 伝 送 用 コン パン ゲ ダ 

W. von Guttenberg und H. Hochrath : “Ein 
3 Kompander fiir Rundfunkprogramm-Uber- 
5 tragung”’, NTZ. 13, 1, s 9, (1960). 沢田 新一郎 訳 
= [資料 番号 4893] 

経済 的 見 地 か ら , 同軸 ケー プル や 無線 中 継 等 の 多 電 伝送 路 
を 通し て 放送 プ ョ グラム が 伝送 され る と と が ます ます 増加 し 
つっ つっ ある. 電話 3 通話 路 を つぶ し て 放送 1 回 線 を と る の が 普 
通 で ある が , (1) 電話 回 線 の 雑音 は CCITT 放送 規格 よ 
り 11.5 dB だ け 多 い . (2) プロ グラ ム 自 体 の 平均 勢力 も 3 倍 
程度 高い の で ,。 レベ ル 上 上 昇 に より S/N を 上 げ る こと と は 困難 で 
ある . (3) Pre-emphasis は 低 周波 部 分 の 漏 話 を 悪化 させ る 
の で , 改善 度 は 2~3 
dB し か 期待 で き な い . 
> 等 の 理由 に より 放 
送 中 継 線 に ュ ン パン ダ 
を 使用 する こと が 望ま 
し い . 本 論文 は ュ ン バ 
ンダ を , (1). 時 定数 か 


nitiseais 


図 1 搬送 周波 一 放送 コン パンダ (帯域 
通過 お よび 帯域 抑圧 は パイ ロッ ト 
周波 数 に 対す る も の ) 

形 , ⑫) 制御 方 式 か ら …… 特 殊 チ ャ ネル 使用 パイ ドッ ト 式 , 

正 縮 信号 自体 に よる 制御 の 3 方 式 , (3) 伝送 帯 城 か ら …… 低 

周波 と 搬送 周波 , 等 の 各種 に 分 類 し , 各々 に つい て 詳細 に 検 

討 し た の ち , 図 1 の ご と き 搬 送 周波 の 放送 ュ コン パン ダ が 最も 

適当 で ある と 述べ て いる . 

と れ は 一 種 の 音節 コン パン ダ で , 制御 電圧 は 自身 の 信号 電 
圧 か ら と り , 別に 圧縮 , 伸長 回 路 を 含め て パイ ロッ ト に よる 
自動 制御 を 行ない , 回 線 の レベ ル 変 動 , コン ペン ダ の 制御 素 
子 の バラ ッ キ や ゃ 温度 に よる 変動 を 防止 し て いる . パイ ドッ ト 


IF お よび ビデ オ 合 成 ダ イ バー シ チ 

受信 機 の 評価 
R.T. Adams and B.M. Mindes : “Evaliation 
of IF and Base Band Diversity Combining 
3 Receivers’, El. Comm. 36, 2, p. 123, (1960). 
大 谷津 艇 訳 [資料 番号 4894] = 

見 通し 外 通 信 方 式 の 進歩 に つれ て ダイ バー シ チ 技術 は 急 
に 進歩 し た . 対流 園 散乱 伝 ば ぽん に よる 急激 な 信号 の 変動 は 
絆 択 (スイ ッ チ ング ダイ バー シ チ ) か ら 合成 法 に 代わ っ て 


有 | 来 た 。 ま た 合成 法 も 検波 後 の レシ オォ ス ケア ラ 合成 か ら 検 波 前 
用 の リー ニヤ 合成 が 使用 され る よう に な っ た . 本 文 は と これら の 方 


式 に つい て 理論 的 実験 的 に 検討 し て いる . ダイ バー シ チ 受 
信 は 早い フェー ジン グ を 生ずる 対流 園 散 乱 通信 に 対し て 特に 


有 優れ た 効果 が ある . 合成 は 種々 の 方 法 で 行なわ れる が , 検波 


前 と 検波 後 と あり , 信号 は 選択 (スイ ッ チ ) また は 直線 ある 
い は 他 の 種々 の 比例 関係 の 合成 が 行なわ れる . セレ クシ ョ ン 
は 最も 簡単 な 方 法 で ある が スイ ッ チ の トラ ンジ ェ ン ト が あり 
早い フェ ー ジ ング の 場合 に 問題 が あぁ ある. ビデ オ 合成 は 対流 園 
通信 に は 広く 使用 され , 検波 後 の レ ベル は 調 刺 さ れ て 合成 さ 


| れる 最良 の 合成 は スケ アラ 合成 で ある . 制御 に は ビデ オォ オ 


淀 域外 の 雑音 を 使用 する が , 弱 信 号 の と き に 発生 する 雑音 を 


除く 心 要 が あり FM の 検波 後 の 合成 は 実用 的 で な い . リ ミ ラ ッ 
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図 2 CCITT 基礎 己 群 中 の コン バン ダ 付 
搬送 周波 放送 
制御 部 の 時 定数 は 25 ms で , コン ペン ダダ 自体 の 時 定数 (立ち 
上 が り 2.5 ms, 降下 8 ms) より も 大 きく し て 損失 変動 を 防止 
する . パイ ドッ トレ ベル は 相対 レベ ル 0 におい て, 一 5 dB っ 
ン パ ンダ に よる 雑音 抑圧 量 は 無 通 話 時 約 17 dB で ある . 周波 
数 配置 は 図 2 の 通り で , 0 周波 は 85.35kc.。 パイ Fr ッ ト は 
84.75kc で ある . 
表 1 コン バン ダ 付 搬送 放送 回 線 の ひずみ お よび 結合 音 の 
係数 (発生 周波 数 は cls また は kc/s) 


ks, (60) | ks (90) | ks (533) | ks (800) | V; (4,2/6,8)|P; (5,6/7,2) 
% % % % % 6 


015|0,1 |0,15 |<0,05| 0,15 
0,3 |0,15|0,3 


Pegel am rel. 
Pegel + 6dB 
dB 


+15 

十 18 

ドイ ツマ 郵政 庁 と の 共同 研究 に より , と この 装置 を 200~2,000 

km の ケー プル また は 無線 回 線 で 試験 し た 所 で は , ひずみ は 

表 1 の ご ど ご とく, ほとん と ど 音 声 放 送 と 変わ ら ず , また 残留 損失 

の 変動 は +2dB か ら 土 1dB に 圧縮 され た . コンペ ンダ 付 

の 搬送 放送 回 線 と , コン バン ダ な し の 音声 放送 回 線 を 交互 に 

10 回 ずつ っ 試聴 させ た 所 , ほとんど 区 別 が つか な か っ た と 述べ 
て いる . 


(中塚 委員 ) 


色 や 検波 器 以前 で 信号 が リ ニ = ヤ に 合成 され た 場合 に は 元 の レ 
シオ は その まま 保 た れる . 簡単 な リ ニ = ヤ 合 成 は 最良 の 場合 
比 し て 0.6dB 以内 の S/N を 保つ っ. 一般に 信号 の 位相 を 制 
御 し リミッタ に より 信号 レベ ル が 変化 する 以前 に 記号 を リ ニ = 
ヤ 合成 する 方 法 が 行なわ れる 。 リ ニ = ニヤ 合成 は 理想 的 な 場合 よ 
り わ ず か に 劣る 程度 で 良い 合成 が 行なわ ゎ われる. 理想 的 合成 の 
場合 の 信号 対 雑音 比 か ら つ ぎの と と が 知れ る . セレ クタ タイ 
プ は トラン ジェン ト が ある た め に 使用 され ぬ . プレ ジテ クシ 
= ン レシ オス ケア ラ は 最も 良い が 複雑 な わり に SIN が いく ら 
も 得 に な ら ぬ . 検波 後 の リ = ヤ 合 成 は 明らか に 好ま し く な い . 
つぎ に 現在 使用 され て いる IF 合成 お よび ビデ オォ 合成 回 路 の 
ブロッ ク 図 全 よ び 動作 の 概要 を 述べ て ある . 使用 例 ち し て は 
ビデ オ 合 成 は 軍用 に 二 , 三 使用 され て いる ,. プ ェ ルト リコ と 
ドミ ニカ プリ ー お よび サル ドニ = ニヤ (イタ リー) と ミノ ルカ 
(スペ イン ) 間 で は IF 合成 が 使用 され , 前 者 は スペース 後 
者 は 周波 数 ダイ バー シ チ を 実施 し て いる . ひずみ の 理論 的 
な 検討 の 面 で は 多 軍 路 伝 ぽん ひずみ の 計算 図表 を 示し つぎ に . 
IF コン パイ ナ お よび ビデ オォ コン バイ ナ の ひずみ に つい て 言及 
し て いる . IF コン バイ ナ が 高調 波 ひ ずみ の 点 で 優れ て いる 理 
由 と し て , 多 電 波 の 大 き な コン ポー ネン ト 同志 を 合成 し 振幅 
は ます ます 大 きく な る 巡 , 小さ な コンポーネント は 逆 相 に 加 
わり ひずみ は 改善 され る と と に な る . (森永 委員 ) 
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昭和 35 年 12 月 電 気 ' 通 


寺 術 戻 人 


I 序 言 


電子 装置 の 医用 面 へ の 応用 は , 最近 の ェ レ クト ロニ 
クス の 進歩 と 共に 著しい 発展 を と げ , 特に 診療 を 科学 
的 に 行なう 目的 か ら こ と これ ら の 諸 装 置 の 発達 は まこと と に 
目覚 し いも の が ある . 

医用 電子 装置 の 発達 を 歴史 的 に みる と , 一 般 通信 機 
と 同様 に 真空 管 お よび その 技術 と 共に 進歩 し て いる . 
し か も その 歴史 は 非常 に 古く 三 極 管 が 発明 され る と 間 
る も な く こ れ が 医学 の 面 で 活用 され て お り , 今日 の 隆 感 
を みる に 至る まで ほとん ど 間 断 な く 発 展 の 一 途 を た ど 
っ て いる こと と は 驚 嘆 に 値する もの が ある . 

欧米 に お いて は 戦前 既に か な り の 研究 成果 が あげ ら 
れ て いた が , わが 国 の 戦前 の 研究 は は な は だ 微々 た る 
も の で 現在 の 盛況 あみ る に 至っ た の は ほとん ど 戦 後 の 
成果 に よる も の が 多い . 

すなわち 国内 に お いて か か る 研究 を 大 きく 推進 させ 
た る の は , それ ぞ れ の 要求 に 応じ て 結成 され た 研究 団 
体 の 活動 (本 誌 昭和 31 年 11 月 過 電 子 応 用 特集 号 1074 


表 1 生体 電気 現象 


前 頭 か ら 後 頭 に か け て の 半球 


第 43 巻 12 号 1481 


UDC 621.37/.39: 61 


医用 電子 装置 の 展望 
正 員 高木 末 夫 


正 員 萬 西 晴雄 
(東京 大 学 工学 部 ) 


ペー ジ 参 照 ) と 各 装 置 製造 会 社 の 技術 担当 者 等 の 活 曜 
で あぁ あり, な お 最近 の 数 年 間 に お いて は , 科学 技術 庁 電 
子 技術 宮 議 会 の 長期 計画 部 会 医療 分 科 会 , 重要 研究 部 
会 第 3 分 科 会 (医用 電子 技術 よそ の 装置 ) の 動き を あ 
げ る と と が で きよ う .。.' ま た 1958 年 弘 来 六 計 所 層 認 香 
士 等 の 呼び か け に よっ て こと の ほど よう や さく 結成 され 
International Federation of Medical Electronics の 
成長 と この 連合 団体 の 主催 する Medical Electronics 
に 対す る 国際 会 議 も また 医用 電子 装置 の 発達 の た め に 
よき 刺激 と な っ て いる と と は 見 の が せな い . 


2. 装置 の の 分類 


現在 医学 の 各 分 野 で 利用 され て いる 電子 装置 は ま と 
と に 広 は ん に わた っ て いる が , 電子 機械 工業 会 医用 電 
子 機器 技術 委員 会 (委員 長 岩 井 喜 典 氏 ) の 分 類 法 に し 
た が えば , これ ら の 装置 は 

(1) 生体 内 部 に 発生 する 電気 現象 の 記録 装置 

(②) 生体 の 物理 的 な 現象 を 対象 と する 電子 計測 装置 

(⑬ 生体 を 媒体 と 間 る 電子 装置 


選 録 装 四 
信号 源 の 性 質 * 


Sih 


問題 点 そ を その他 


(1) 1~60 c/s 初段 増幅 管 の 雑音 , 入力 格子 


\ 妥 放 法 。 計 | | テン カン , 用 間 等 の 診断 . | 頭皮 上 に 20~30 個 お よび 耳 電流 の 低 滅 . 多 チ ャ ネル 特殊 
Electroencephalo- ; ; 茶 に 各 1 個 の 電極 を 装着 し , | ②) 10~ 数 100 xV 使用 法 を 採用 する た め 入 力 回 
graph 問題 児 , 異常 児 の 研究 等 電極 間 に 発生 する 現象 電圧 を (3) 10~ 数 10 kn 路 の 平衡 を 保つ こと が 困難 
(E.E.G.) aS 
ee 直 記 式 記 録 器 の 周波 数 特性 の | 
| b ) 
k i 四 牙 に 科 1 個 ど 胸部 の 敷 が 所 00 本 大仙 
4 Cardiograph 心臓 疾患 の 診断 に 電極 を 装着 nig の と Cr ( 直 記 式 記録 ) 質 ) と の 間 に 生 i る 分 極 電圧 
(E.K.G.) i る 現象 電圧 « 記録 す る * に 関す る 問題 


(E.M.G.) 


単細胞 , 神経 繊維 等 の 静止 電 


6 細 位 ま た は 活動 電位 を 測定 する 


電圧 を 記録 また は 観察 する 


失 端 の 直径 ユ 1 々 な いし 数 々 
の ガラ スピ ベット に 3Mol. | (2) 数 100gV へ 数 10mV 
KC1 を 充 し た 微小 電極 を 用 | (3) 数 10~ 数 100 MQ 

い 信 号 電圧 を 取出 す 


(3) +~ 数 10k9 


: 物 引 才 、 半 注射 針 状 同心 電極 を 筋肉 中 に | (1) 10~1000 cls 初段 真空 管 の 雑音 増幅 回 の 入 
Electromyograph 筋肉 運動 神経 系 等 の 半 患 の 診 | 挿入 し , 筋肉 に 力 を いれ た と (2) 数 10zgV~ 数 mV カイ ン ビ ピー ダン ス を 高 ぐ する 
) 断 き に 発生 する パル ス 状 の 現象 (3) 表 10~ 数 100kQ 必要 あり 


ビ ペ ッ ト に 付随 する 容量 の 補 
償 , 初 段 管 の 格子 電流 を 10 つ 12 
A 以下 きず る こと 


(1) 0~ 数 10 kc 


> 
n ーー 
4 


3) 電極 か ら ろ みた 発電 源 の 内 部 イン ピー ダン ス で 表わし た . 


* 信号 源 の 性 質 は , 1) 記録 に 必要 な 周波 数 帯域 2) 現象 電圧 の 大 き さ ( 失 頭 一 失 頭 値 ) 


> Review of Electronic Apparatus for Medical Use. By SUEO TAKAGI and HARUO KASAI, Members 
(Faculty of Engineering, University of Tokyo). [資料 番号 4895] 


G0 
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(@④ 刺激 また は 治療 の た め の 通 電装 置 述 し て ある の で と と に 宣 複 を 避け , 以下 最近 Medical) TT 
⑤) その 他 の 関係 装置 Electronics の 方 面 で 内 外 の 注目 を ひい て いる 装置 に | 


の ど と く 分 類 さ れ て いる .。 上記 の 5 項目 に つい て それ つい て 二 , 三 の 例 を あげ な が ら 解 説 す る と と と すろ. 1 
ぞ れ お も な る 装置 名 , 用 途 , 測定 法 , 信号 源 の 特性 , 
. Transd 子 装置 
お よび 問題 点 等 を 表示 する と 表 1 な いし 表 5 の ど と く 3. Transducer を 介 じ で 計測 する 臣 
で ある 、 Transducer と 増幅 器 を 組合 わせ る と と に よっ て 種 7 
生体 電気 現象 の 記録 装置 すなわち 心 電 計 , 脳波 計 等 々 の 医学 的 な デー タ が 得 ら れる が , 診断 を 精密 に 行 な | 
増幅 器 を 主体 と する 装置 に つい て は , 文献 1) に 詳 うた め に は , 性 能 の 優れ た Transducer の 開発 が 必 


表 2 生体 の 物理 的 な 現象 の 計測 装置 | 
装っ 臣 : 名 用 送 US 現象 の 周 渋 数 範囲 問 十 点 その 他 


胸部 用 マイ クロ ホン また は 振 


る 動 ビ ピッ クア ッ プ を 用 い 増 幅 回 規格 の 制定 , 性 能 の 統一 , 記 i 
r Phonocardiograph 心臓 疾患 の 診断 に 高 域 ろ 波 回 また は 帯域 ろ 波 録 方 式 の 開発 等 ] 
(P.C.G.) 回 を 併用 し て , 周波 数 成分 の 


分 布 か ら 判 定 す る . 


心臓 に お ける 血液 の 持 出 に よ 
っ て 生じ る 反作用 を 検出 記録 
する . 


音 の 可聴 最低 音 圧 を 患者 の 
判定 に よ ょ っ て 測定 する . 


普通 の 血圧 測定 と 同様 に マン 
シ エ ッ ト を 用 い , 加 圧 , 減圧 
を 自動 的 に 行なわ を 装置 が 情 
報 を 判定 確認 し た 後 圧 力 を 打 
点 に よっ て 記録 オオ る . 


振動 系 の 特性 , 人 体 の 保持 方 
法 


循環 器 系 に 関す る 研究 数 分 の 1~20 cls 


較正 装置 に 信頼 度 が 必要 


血圧 を 繰返し 測定 し , その 結 
自動 電気 血圧 計 果 を 自動 的 に 連続 記録 し て 診 
断 の 資料 と する . 


患者 に 与え る 茜 痛 が で きる だ 
け 軽 く な る よう 手段 を 講ず る 
必要 が ある : 


~ 


脱出 血 を お こす 動脈 血管 と 眼 
座 に あぁ る 網膜 中 心 動脈 が ほ 


眼球 に 外圧 を 加え て 眼 内 圧 を 
上 昇 さ せ 綱 膜 中 心 動 脈 の 持 動 Transducer の 信頼 度 の 向 


っ tok 


眼 座 血圧 征 同一 の 状態 に ちる こと か ら , = 0~ 数 10 cls 
を 変化 させ て 。 こ れ を 
: 眼球 を 介し て 血圧 を 計り 脳 内 en 
血圧 を 類推 する . 

: 培 a 寺 7 攻 = 名 用 途 測 定 法 | 現象 の 周波 数 細 囲 問題 点 そ の 他 
ラク 血液 中 の 酸素 衣 和 度 を 測定 し | 光源 と 光電 池 を 耳 徐 の 両側 に 区 電池 の 寿命 お よび 光学 的 な 

や お き 了 血液 に よる 光量 の 変化 を i 
Oximeter 心臓 機能 診断 の 資料 と する | 油 定 二 る . フィ ル タ に 問題 が ある . 

| エレ クト コロ ャ モク ラフ | 心 度 の 欄 枝 的 な 動き を 闘 べ 心 | 心 肛 の X 線 像 を けい 光板 に う 

いい r け , その 機械 的 偏 位 を 光電 管 0.1~ 敷 10 cls 

有 | Electro-kimograph | 肛 疾 思 の 診断 に 利用 する . で 測定 する ・ 

» 東洋 医学 に お ける いね わ ゆ る 


『「 っ つぼ 」 と 皮膚 の 電気 抵抗 と 
の 間 に 審 接 な 関係 の ある と こ 


測定 方 法 は 極め て 簡単 で 皮膚 測定 点 の 数 が 非常 に そ 多 いため 


来 器 系 診断 の 資料 と する 


皮膚 電気 抵抗 計 に 瞬 着 し た 個 定 電極 と 人 休 の k 
a る か ら 皮 周 各 部 の 抵抗 を 測定 | 竹 部 移動 し 得る 小 電極 と の 間 pie oii, 
し 西 医 学 と の 関連 を 明らか | の 抵抗 を 測定 する . . 
に る . 
ee 手 普 と 共 に 各 1 個 の 電極 を 装 
| 及 膚 電気 反射 計 
Galvanic 交感 神経 系 の 疾 感 に 対す る 診 | 上 者 し , 両 電極 を 介し て わずか 
. Skin Reflex | 販 な 直流 電流 を 通じ て お き 交 感 数 分 の 1 へ 数 cls 
(G.S.R.) 神経 の 働き に よ ょ る 汗 線 の 抵抗 
て 変化 を 測定 する 
いい に 光源 と < 
a edi tts 想 正 方 法 お よび 光電 池 に 問 基 


血液 の 吸光 庶 の 変化 を 測定 
する . が ある . - 


(108) 


軍 和 35 年 12 月 電 気 通信 
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‘て 表 4 刺激 また は 治療 の た め の 通 電装 置 3 
薬代 る 用 途 使 用 法 周 波 数 問題 点 そ の 他 
3 a rat epiietbereretiis 全 朋 旧約 に よっ で 暴 な る が 計上 | 注い 電流 の 除去 が 極め て 還 
i こ て に よっ て は 素 と も て 灯 形 また は 単 一 
| Stimulator し て 利用 する . 生じ る 興奮 を 調べ る 条 繋 波 茸 で ある . 
患部 を 挟ん で 百 か 
: 麻 導 状 枯 に ある 神経 和 錠 の 里 | cg 多 板 電 析 用 医学 的 に 直接 の 治療 効果 は 求 
低 周 波 治療 回 る . 直 に 100~300 cjs 短 形 流 め が た い が 精 神 的 な 効果 の 方 
. 活 よっ て 異な る が 通常 4~5mA R 湊 人 
" が 適当 : , 
関節 炎 , 神経 痛 ロ イマ チ ス , | 人 体内 の 恵 部 に 誘電 体 損 に よ * 
¢ 言 R 去 の た め 
EE 超短波 治療 回 挫 素 等 の 治療 る 熱量 を 生 ぜ し め て 熱 効 果 を 数 Mc 通信 回 線 へ の 妨害 除去 
利用 する 、 発振 周波 数 の 安定 化 ' 


LE dE EE EE NE 2 


' 硬 表 5 


その 他 の 関係 装置 


1 匠 こ ご -* 倒 ) 名 用 途 使 用 法 装置 の 特異 性 問題 点 そ の 他 
腰 波 は 主として 波形 その も の | 脱 波 の 記録 と 並行 し て 分 析 す | 周 破 数 選択 回 路 の 帯域 幅 と 使 
を 観察 する こと に よっ て 診断 | る 場合 も ちる が これ で は ある | 用 個数 に は まだ 定説 が な く 。、 
脱法 分 本寺 | の 費 料 と され て いる が , 周波 | ネル の 現象 の 分 析 に 限ら da 周波 数 選択 増 己 器 の 安定 度 ) 
る の 範囲 を | 杭 分 回 路 の 直線 性 と SIN 等 
観 的 に 行なう た め に 使用 す 形 を 記録 し 改 あ て 再生 分 析 す * て 1 
衝 る こと が 便利 で ある ・ 7 個 の 帯域 ろ 波 器 で 分 割 し て 
いる . _ 
- ¥ 
脳波 , 心 電 曲 線 , 心音 図 等 , 搬送 波 を 使用 し て FM また テー プ の ワウ ・ フ ラッ タ が 問 
磁気 テー プ 録 液 装置 | 超 低 周 波 領 域 に お よ 現 象 の | 記録 の 際 の 録音 レベ マル は 充分 | は PWM 変調 を 行ない , こ | 題 で もり 精密 な 記録 を 行なう 」 
記録 再生 に 使用 する 監視 する 必要 が ある . れ を テー プ に 記録 する 方 法 が た め に は と れ ら の 補償 が 2 要 
一 般 に と られ て いる . で ある . 
現在 で は 訂 波 また は 筋 電 図 の | 現象 を 一 度 高 性 能 の 磁気 テー | 特に 脳波 用 の も の は 遅延 時 間 ma 
相 。 関 計 | デー タ 処 理 の た み ゐ に 使用 され | プ 記 録 吉 に 記録 し た 後 相関 を | が 長く 数 秒 な いし 10 秒 程度 | な 制約 が 出 て 来る が この 解決 


て いる 


有 要 で ある 。 現在 の 段階 で は な お TTransducer に は 多 
< の 問 題 点 が ある が , と と に と の 種 の 電子 装置 の 数 例 
Rk 
3 .1 心音 計 ⑦ 

心臓 の 活動 は 電気 機械, 代 計 の 名 現 象 と な っ て 
表現 さき れる . し た が っ て 心機 能 に 異常 が ある 場合 に 
| は, これ ら 三 つの 方 面 か ら の 観察 と よっ て 診断 し 得る 
h は ず で ある が , 電気 現象 の 面 か ら 観 察し ょ うと する も 
| の が 心 電 計 で あり , 従来 は この 心 電 計 か ら 得 られ る 所 


rr 
と が 可能 と な る . すなわち と a 


\ 5 ORC EON て 
『 の 一 つ で ある が 。 現在 の 自 陸 で は 欧米 の 各 


求め る 方 法 が と られ て いる . 


RANEL, CMEGERRR CNT 


00 a 


が 必要 と され て いる が 相当 困難 で ある. = 


状態 で ある . し か し 技術 的 な 面 で は 必要 な デ 
実に 通 が 記録 し る 所 に は 9 怪し て いる 。 2 


給 記 の 分 布 は 約 15 4B/Oct の 傾斜 を も っ て お り 周波 
数 の 上 昇 と 共に 振幅 が 減少 し て いる . し た が っ て 診断 
資料 と し て 有効 な 記録 を 得る た め に は 増幅 器 に ろ 波 特 
性 を る も た せる と と が 必要 で あり , 約 25 dB/Oct の し 
ゃ 断 特 性 を 有する 高城 ろ 波 器 を 用 いか つ そ の し ゃ 断 周 


いる . yt 
ーー 0 
氏 ) で 毎月 一 回 心音 計 に 関す る 問題 点 す な わ ち Trans- 
ducer の 較正 方 法 , ろ 液 器 等 に つい て 対 議 が 行なわ れ 0 
て お り , 規格 に つい て も 審議 が 進め られ て いる .・ 


, £ Oximeter 


族 で あみ る ラー 
i lS も の で あっ て Transducer 


w 


Ee は 計る ル が と 
光電 池 を 組合 わせ た も ge 
の を 用 い , 光源 と 光電 


2 池 の 間 に 耳 菜 を 挟み , 
光電 池 の 出 力 電流 を 読 
み と ろ も の で ある . こと 
れ は HbO。 と Hb と 1 
: 1000 0 800 TT 00 
; ce 図 1 HbO, お よび Hb の 
3 ; 特 任 が 図 図 1 に 示す ど と 吸収 スベ クト ル 例 


. く 異な っ て いる と と を 
、 利 用 する も の で , 構成 
] 図 を 示す と 図 2 の よう 
失 (C な る 、 イ ヤー ピー ス 
。 は 光源 の 前 面 の が コス 
| お よび 怖 明 な 薄い ゴム 
7 太る 左 7 
| ル を 有 し , と の カプ ャ ル の 内 圧 を 200mmHg に し た 
"場合 此 血 状態 が 得 ら れる . し か る に こと の 内 圧 が 零 で あ 
る 通常 の 状態 と お いて は , 耳 秦 の 固有 組織 に よる 吸光 
RC RRR RE Eh 
の 内 圧 を 高く し て 虚 血 状態 と し た と き の 光 電池 の 出力 
と 内 圧 雰 の と き の そ れ を 比較 する と と に よっ て 血液 の 
吸光 度 を 算出 する と と が で きる . 最近 安定 な 増幅 器 と 
御 系 を 使用 する と と に より 血液 の 吸光 度 を 連続 
と 記録 し 得る 装置 も 発表 きれ て いる その 構成 図 を 
図 3 に 示し た . 
大 の よ うに 本 装置 の 原理 は は な は だ 簡単 で ぁ る 
実際 に は 光電 池 の 安定 度 と 孝 命 に 対し て 問題 が あ 
すなわち 電池 が 度 お よび 庫 度 に 対し て 弄 い と 
が 大 きい 欠点 と な り , 便利 な 装置 で は ある が 信 
補 分 で な いう ら ろ が ある と の よう な 状態 に あ 
電池 の 安定 度 の 向上 開発 が 要望 され て いる 


I : Iron-Selenium photocell と 
Wratten 87 ゼラ チン フィ ル タ 
RR: Wratten 29 フィ ル タ 
2 Oximeter の 一 例 


i “4 図 3 自動 記録 Oximeter 
| 14. テレ メー ター 
*ー タ は 工業 方 面 に お いて は 広く 応用 され て い 


* あ る が 医学 分 野 で も 補 検 重 物 また は 人 間 が 
C03 


OP NTA に 


に 行 動 し て いる と きら の 計 理学 約 垢 放 の 古 先 ある 
い は 航空 医学 に 応用 され て いる ・ また と れ と は 別に 最 
近 の トラ ンジ スタ の 発達 と を それ に 伴う 小形 部 品 の 開発 「 
等 と によって, 人 体 の 胃腸 内 部 の 物理 的 る し く は 化学 的 
な 情報 を 得る た め の 超 小形 送信 和 機 と し て も 利用 され る 
よう 応 な ms 
医用 テレ メー タ の 技術 は 欧米 に お いて は 既に 相当 な 
発達 を 遂げ て いる よう で ある が , わが 国 に お ける 現状 
で は こと の 方 面 の 研究 が よう や く 各 ん に な ろう と し て い 
る 段階 で ある ・ 
4.1 医用 テレ メー タ の 具備 すべ き 条 件 
通常 の 生理 学 的 な 研究 用 装置 と し て 必要 な 特性 は 
(1) 直流 か ら 1kc 程度 まで の 現象 を 伝送 し 得る 
CE 
(2) 送信 機 の アン テ ナ は 無 指向 性 で , わずか な 機 
械 的 衝撃 に よっ て 雑音 を 生じ ない こと. | 
(3) 被 検体 に 装着 する 装置 の 重量 は 1kg を 越え 
な いて と 。, 
(4) 操作 が 簡単 で 特に 無線 工学 の 知識 を も た な い 
医学 者 で る 容易 に 取扱 い 得る と こと と. 
(5 ラジオ テレ ビッ で で の 他 の 志 枯 闘 栓 内 間 
害 を 与え な いこ と と 
等 で ある. : 
こと れ ら の 要求 は 比較 的 容易 に 実現 し 得る 面 も ある 
が , 医学 に お ける テレ メー タ の 特異 性 は 必要 な 現象 を 
被 検体 か ら ど の よう に し て 取出 すか と 言う と と と , と 
れ の 変調 器 へ の 導き 方 で あぁ ろう ぅ . 
4.2 心電図 用 テレ メー タ 装 置 
図 4 は トラ ンジ スタ で 構成 され た 心電図 の 遠隔 伝送 
用 の FM 送信 機 ブロ ッ ク 図 で ある 、 伝送 を 多重 化す 
る 方 法 と し て FM-AM 方 式 を 採用 し , 受信 機 出力 側 
に 帯域 ろ 波 盟 を 置い て 分 波 し て いる が , と れ は 通信 工 
学 の 面 か ら は 常識 で あり 別に 変わ っ た と と で は な い 。 
し か し , と と で 問題 と な る の は , 被 検 動物 また は 被 検 - 
者 が 動く と 言う こと と で あり , その た め ア ン テ ナ と 大 地 
iii iptnatins fore 
で ある 、 hdmihacme thsi 
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を 水晶 制御 の も の に する と と が 必要 に な る . VHF 帯 
を 使用 すれ ば 外来 雑音 も 少な く , 周波 数 変調 も 行ない 


易 い 訳 で ある が , いずれ に し て も 被 検体 と 変調 器 と の 


間 の 電気 的 な 回 路 の 構成 , 無 指向 性 で 軽量 な アン テ ナ 
の 設計 等 , 実際 の 問題 に 当面 する と 色々 な 制約 の た め 
解決 は 容易 で な い . 


4.3 胃腸 用 カプ セル 送信 機 


人 間 の 胃腸 内 の 医学 的 情報 を 得る 目的 の た め に , カ 
- プ ャ セル 送信 機 が 考案 され , Zworykin⑭⑮⑪ 並び に Ar- 
denne”™ らち ら に よっ て 開発 され た . とこ の 装置 の 出現 する 
請 ) ま で は これ ら の 情報 を 得る た め に は 口 ) 鼻 等 か ら 可 観 
計 性 の パイ プ を 通す か ある い は 外科 手術 の 際 な と 調べ る よ 
り 方 法 な が な か っ た = し か も こと れ ら の 測定 方 法 に よる と 
き は 思 者 に 与え る 苦 彰 の た め 得 た い 情 報 と は 異な る 結 
果 が 出る 怖 れ る 多分 に ある 訳 で ある . 
且 。 カプ ャ ル 送 信 機 は さして 困難 を 感ずる と と な く 知 込 
避 こ と が で きか つ 胃 腸 内 を 不快 感 を 起こ さ ず に 通過 す 
半 拓 科大 交 .4 RF 環 特 Tom: の ブラ ステ ッ タ の 
放 円 柱状 の 容器 に 納め られ て いる . 内 部 に は 寿命 約 10 
| 時 間 の Ni-Cd 電池 で 動作 する トラ シ ジ ス ネタ 無線 周波 
放 人 信 機 を も っ て いる 圧 方 の 測定 用 の Transducer と 
| し て フラ エラ イト スト レー ン ゲ ー ジ , 温度 の 測定 用 と し 
テスタ また PE 測定 の た め に Sb 電極 と Ag- 
| AgCl 電極 等 を 使用 し て いる . Zworykin ら に よっ て 
試作 され た 圧力 測定 用 の カプ ャ セル 送信 機 の 構造 は 図 5 
に 示す ご と き も の で あっ て , 圧力 と よっ て 周波 数 変調 
有 有 を か け 腹 部 近く に 置か れ た アンテ ナ を 経て FM 受信 
計 機 で 現 人 象 を 取出 ゆで いる = と の よう に し て 得 ら れ た 
| 胃 , 空腸 盲腸 の 内 圧 曲線 は 図 6 の ご ど ごとき も の で あ 


。 : a 舞 劉 トラ ンジ スタ 容量 フェ ライ トコ ア “フェ ライ ト 放 
回 5 軒 腸 用 カプ セル 送信 機構 成 図 並 びに 回 路 図 


Gastric ( 胃 ) 
0 S51. F045 60 75 
| て 称 


Jejunal ( 室 腸 ) 


ーー、、Cecat 間 過 
ル 送 信 で 得 ら れ た 内 圧 変化 ・ 


; mm 


Tcl 
rc 


る .。 な お カプ セル の 位置 は X 線 の 有 透視 に よっ て 調べ 
て いる 

最近 わが 国 た に お いて カプ セル の 内 部 電池 を 省き , 外 
部 か ら 無 線 に よっ て エネ ル ギ を 供給 し よう と する 試み 
も ある . 


5. 磁気 記録 装置 
医学 現象 の 記録 に は 通常 ペン レコ ー ダ , ヒー トス スタ 
ィ ラ ス に よる 感熱 紙 へ の 記録 等 の 直 記 式 あ る い は 電磁 


オシ ログ ラフ , 陰極 線 オ ショ ロス コー プ に よる 写真 撮影 


等 が 使用 され て いる . し か し 最近 で は 記録 波形 を その 
まま 観察 する の み に と ど ま ら ず こ と これら の 波形 に 種々 の 
操作 を 施し , 別 な 観点 か ら 分 析 す る と と が 試み られ る 
よび だ な も りつ っ ある 

と の よう な 目的 の た め に は ," 現象 波形 を 一 度 点 実に 


磁気 テー プ に 記録 し て お く 方 法 が 便利 で ある 王 般 ( で ご 


生体 電気 現 祭 は その 周波 数 成分 が 超 低 周 波 の 領域 に ま 
た が る も の が 多く , 中 に は 直流 を 含む も の る ある し 
た が っ て 場合 に よっ て は 直流 か ら 数 kc/s まで の 周波 
数 範囲 が 必要 と な る . この よう な 記録 を 行ない 必要 に 


応じ て 再生 する 場合 , 医学 的 な 要求 と し て は , S/N= 
40 dB, S/D=30 dB, 多重 記録 の 際 の 漏 話 ニ =ー40dB) 


程度 で みれ ば よい . l 

と の よう な 現象 の 磁気 テー プ 記 録 の 方 法 と し て は , 
(a) 面積 法 に よる 直接 記録 方 式 ) (b) FM 変調 方 式 
(c) PWM 方 式 等 が 考え られ る が , (a) は 特殊 な へ 


ッ ド を 必要 と し また レベ ル 変 動 が 避け られ な い S/D 
が 人 奈 ひ よく な い 等 の 欠点 が ある . (b),(c) の 方 式 で は 


いずれ の 場合 で も S/NV=40 dB, S/D=40 dB 程度 を 


容易 に 実現 し 得る 以下 医学 現象 の た め に 考え られ た 


装置 の 実例 を 挙げ て みよ う ・. 

5.1 脳波 磁気 多重 記録 装置 

現在 使用 され て いる 脳波 計 の チャ ネル 数 の 標準 は 
12 で ある カカ こと これら 12 チャ ネル の 現象 マー カ お 
よび 刻 時 用 の 各 チ ャ ネル を 加え た 合計 14 個 の 同時 記 
録 を 行なう 装置 が 筆者 あみ に よっ て 試作 され た ⑪, 
市 販 の 1/4 イン チ 幅 の 磁気 テー プ を 用 いる ステ 
レオ 放 デ テープ デッキ を 利用 史学 テー ニブ プ 速 度 を 115 ン 
チ / 秒 と し て 上 下 の 両 トラ ッ ク に それ ぞ れ 6 現象 の 脳 
波 と 刻 時 また は マー カ 用 の 信号 を FM 多重 化 方 式 で 


録 波 し 得る よう に し た 本 装置 の 構成 図 は 図 7 の ど と 


きも の で , 変調 器 に は マル チバ イブ レー タ を 用 い , 復 
調 器 と じ で は パル スレ ー ト メー ト 形 を 採用 し て いる . 


た だ し 搬送 周波 数 の 低い チャ ネル で は SJD を 改善 す 。 


(i) 


Play Back 
out put 


ue 


LPF 
[LEFToen] 


Ne 


" ; 図 8 搬送 周波 数 を 2 倍 に あげる 復調 器 
* 可 る た め 図 8 に 示す よう な 搬送 周波 数 を 2 倍 に 上 げ る 復 


_ 調 回 路 を 利用 し た . 

A 9 細胞 電位 記録 装置 

有 | 微小 電極 法 に より 細胞 内 の 活動 電位 を 記録 する に 
]】 は , 直流 か ら 数 kc まで の 周波 数 特性 を 必要 と する ・ 
| て の よう な 現象 を 磁気 テー プ に 記録 する に は 色々 な 方 
4 法 が 考え られ る が , 筑 者 みあ は テー プ 速 度 15 イン チ / 秒 
の x テレ ォ テー プ デ ッ キ を 用 い , 現象 を あぁ る 周波 数 を 
P 者 と し て 高周波 成分 と 低 周波 成分 に 分 制 し 。 こ と れ を そ 
EY 22 2 RR Tt. 再生 の 際 両 者 
PP eR すなわち と の 方 式 で は 
WM は その まま テー プ に 記録 し , 直流 を 含む 低 
周波 成分 は FM 変調 方 式 に よ ょ っ て 記録 する . 試作 装 
Smams に 示す ど と き も の で ある . 


A 


: ーー を トラ ッ ク 1 ( 人 震 側 ) 


i 
]】 り 速 く な い レ コー ダ を 利用 し 得る こと で ある が , 合成 
0 の 際 位相 ひずみ な を も つ 要 素 の 多い 高周波 側 の トラ ッ ク 

の 特性 が 問題 と な る の で , 高周波 加 の 低 坊 を 夫 分 の ば 


: SN し 数 100 c/s で 継 合わ せ を 行なう とこ と が 必要 で ある .、 


\ 
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6. 超 音 波 の 利用 


超 音波 は 戦後 探傷 器 あ る い は 魚群 探知 器 等 と し て 
広く 実用 化 さ れ て いる が 医学 上 の 診断 , 治療 。 並び 
に 生物 学 的 な 諸 量 の 開 記 ら も 選 私 ちの 凌 首 が 用 全 1 
れ て いる . 

6.1 組織 に よる 超 音 波 の 吸収 "の 1 

生体 内 に お ける 超 音 波 の 吸収 は 物質 の 性 質 に より 
周波 数 の 影響 を 異 に し て お り , 身体 組織 に よる 吸収 
係数 並び に 速度 は 表 6 に 示す ど ご と き で あぁ る. 大 体 角 


以外 の 軟部 組織 の 音 杖 イ ン ピ ー ダ ンス は ほぼ 水 の そ れ . 
に 近い 値 で ある . 

6.3 超 音波 を 利用 する 診断 装置 < 

診断 に 応用 する に は 人 体 に お ける 超 音 波 の 欧 収 , 諾 こ 
射 お よび , 屈折 の 現象 を 利用 する が 。 超 音波 は X 線 と 
は 伝 ば ん 状態 が 基本 的 に 異な っ て いる た め , XX 線 で は . 
見 る こと の で き な か っ た 了 収 , 反射 像 の 検出 が 可能 に 」 
な る 。 適 当 な 寸法 の Transducer を 使用 し て 指 調 を 


表 6 身体 組織 に お ける 吸収 係数 並び に 速度 


Muscle 


Fat (脂肪) 
Bone 


速 度 _ 
Muscle ( 筋 両 ) 1570 mjsec 
Fat ( 階 防 ) 1440 
Bone 本 1 3360 
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持た せれ ば , 弱い Focusing lens を 使用 し た 場合 よ 
り , 鋭い ビー ム を 作る と こと が で き , 5 へ ~10 Mc/s 程度 
の 周波 数 を 用 いて 0.3 mm 程度 の 組織 構造 を 分 析 す る 
と と も 可能 に な っ て 来る 。 た だ し 超 音 波 の 吸収 は 軟部 
宜 織 で は 比較 的 大 きい の で 診断 する 位置 に よっ て は 使 
用 し 得る 周波 数 が 制限 され る 場合 も 生じ る . 図 10 た 
山川 氏 " や ら の 超 音波 断層 写真 装置 の ブロ ッ ク 図 を 示 
し た が , 診断 の 実例 と し て 脳腫瘍 , 乳 腫 瘍 , 胆石 等 の 
検知 が ある . こ と の 他 わ が 国 に お いて は 吉田 ? , 円 子 ③ 
民 ら に より Doppler 法 に よる 心機 能 診断 並び に 末 税 
循環 の 研究 が 行なわ れ て お り , 測定 技術 の 進歩 に より 
多く の 分 野 に 応用 され よう . 

6.3 超 音 波 利 用 計測 

6.3.1 超 音 波 血 流 計 生体 の 循環 系 の 計測 と し 
で 用 いら れる 血 流量 の 測定 方 法 は 観 血 的 な も の と 非 観 
血 的 な 方 法 と が ある が 血管 を 切断 する とこ と な く 測 定 を 
行ない 得る こと が 重要 で あり , 理想 的 条件 と し て は 心 
臓 の 1 サイ クル の 間 の 流量 変化 の 定量 的 測定 が 可能 で 
ある こと, 測定 値 と 流量 と に 直線 関係 が ある 等 で あ 
る . 超 音 波 血 流 計 は こと これら 諸々 の 要求 を 充 た する の で 
ある . 1 に その ブロ ッ ク 図 を 示す が 血管 を は さん 

チタ ン 酸 バ リウ ム ワ リ スタ ヌル 


1 秒 
図 11 超 音 波 血 流 計 プ ブ ァ ョ ッ ク ダ イヤ グラ テム 


「 で 設置 され た 送受 クリ スタ ル 各 1 組 を 400 c/s に て 交 
互 に 切換 えて 使用 し , 共振 周波 数 は 3 Mc で ある . 受 
信 機 を 経て up-stream と down-stream の 伝 ば ん 時 
| 和 剖 4z を 測定 する と 次 式 の よう に 表 わ せ , と これ に より 
流速 が 求まる . 

hr DD 
\ * TC ° 


cc PD: 変換 器 間 の 距離 , C: 音速 , ?: 流速 で 


ある . 
し の * し パル ス の 伝 ば ん 時 間 差 は 血 流 速度 1m/sec, 


1 血液 中 で の 音速 を St Transducer の 間隔 を 


25.4mm と する と 2Xx10%sece と な り , 極め て 短い 時 
間 の 測定 を 必要 と する た め パ ルス の 立 上 が り 特 性 等 の 
優れ た 装置 に より 正確 に 立 上 が り 位 置 を 再現 する と と 
が 必要 と な る . 

こと の 装置 で は 変換 器 が 小形 で あぁ り , 生理 的 条件 で の 
測定 に は 好都合 で ある が 装置 が 複雑 と な る 欠点 を る っ 
て いる . し か し 動物 実験 に お いて 各部 血管 変換 器 を 
設置 し て 切換 えて 各所 の 血 流量 を 測定 する 際 等 に は 優 
れ て お り , 今後 も 異な る 原理 を 用 いた 超 音 波 血 流量 計 
が 開発 され よう ・. 

5.3.2 血液 濃度 の 測定 血液 濃度 を 測定 する 


“Ultra-viscoson”” が 商品 化 され て お り , 濃度 変化 は 
自動 的 に 測定 され 図式 的 に 記録 され る . 測定 機構 は 


zW 程度 の 電力 強度 を 用 いて , 血液 の 特性 た 関す る 超 
音波 エネ ル ギ の 減衰 を 測定 する も の で ある . 血栓 症 の 
思考 の 血液 濃度 変化 の 研究 等 に 利用 され る . 


7. 了 .V. 技術 の 応用 


T.V. 技術 の 発達 に 伴っ > て と れ を 医学 に も 応用 する 
と と が Zworykin その 他 に より 考え られ た , その 始 
め と し て 閉 回 路 カ メラ , 受像 機 を 使用 する 臣 床 医学 教 
育 が あり , この 方 法 は 受像 機 の 数 と 場所 に 制限 を 受け 
な いた めい まま で の 店 床 講 議 の 際 の 不便 さ を 一 挙 に 解 
決 じ た 言える. や る の さま よら 2 で TT. V4 の 利用 雇 定 関 
回 路 TT.V. を 利用 し た 観測 装置 と T.V. 回 路 に お け 
る Video 信号 か ら の 定量 的 情報 の 収集 が ある . 

7.1 隊 .V. 顕微鏡 

従来 顕微 鏡 で 資料 を 観察 する 場合 に は 染色 等 の 処置 
を 行なう 必要 が あっ た が , 紫外 線 を 光源 と し て 使用 す 


れ ば 核 , 原形 質 等 に より 紫外 線 の 吸収 スペ マク トル が 四 


な る と と が 既に 1904 年 K6hlen に より 発見 され で 
いた . し か じ 紫 外線 
は 眼 で 直接 観測 し 得 
な いた る め 染色 処理 等 


いる まま 観測 で きる 
紫外 線 顕 微 鏡 の 実現 
カ 3 屋 れ ME 


図 12 T.V. 顕微 鏡 構 成 図 


紫 外線 の スペ クト ル を 柴 外 線 に 高 感 度 の 撮像 管 を 使用 
esheets 
. その 構成 図 は 図 12 の ご で と きも の で ある . 
"0x 3 ERMC T OK 
の よう な 特長 が ある .。 すなわち 
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較 . V. 技術 を 用 いて 
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(1) 大 きく 明る い 像 が 得 ら れる ・ 

|) (2) 観察 標本 の コン トラ スト を 高め る と と が で き 
$) る 

(3) 直接 赤外線 か ら 紫 外線 まで の 光源 で 観察 する 


的 情報 を 引出 すこ と が で きる . 
等 で ある . 
7.2 病 細 胞 検出 装置 "” 
有 。 正常 の 核 と 癌 細胞 と の 核 で は 直径 並び に 吸収 量 が 媒 
】 な みこ と と を 利用 て この 2 つの デー タタ すなわち 振幅 
と パル ス 幅 に より , 正常 と 異常 と に 区 別して 両者 の 数 


' 
ペ 
ds 
¢ E: と が ご さる 
is (4) Video 信号 の 電気 的 Processing に より 定量 


「」 を カウ ント し , 正常 な 物 の 数 が 一 万 個 に 達する まで 装 
| 置 の 動作 を 継続 させ る . この よう に し て 正常 な も の と 
異常 な も の と の 割合 が 迅速 


際 料 が 太 ン ト され る "で の 装 

置 の ブロ ッ ク 図 は 図 13 に 
| 示す ご と きも の で あり , 選 
OR と て 
は , 同一 走査 線上 に 2 っ の 
0 ゆっ て 1M 
語詞 六 ポポ する と と, Video 信 
。 馬 に お ける 雑音 等 が 挙げ ば ら 


図 13 自動 冶 細 胞 予 備 
検出 器 


れる . て と の 装置 に より 予備 検出 が 極め て 容易 に な り 病 


RN 


の 早 其 発見 等 に 有効 と な る ・ 
" 自動 カウ ンタ 等 が ある . 


A 医学 に お ける デー タブ プロ セ シ ン グ 


通信 工学 の 発達 に より 工学 関係 に お いて は , 最近 
RS Gnaeing MRE ん iC 用 きれ で いる が 話 学 の 
“ 分 野 に お いて も この 技術 が 順次 利用 され つつ ある . 
本 本 村 半 次 な われ とい た せ の ふし て 麻 鐘 の の 
『 を 挙げ る と こと が で きる が , と れ が さら に 進ん で 相関 
の WU に 属し た また こと れ と は 別に 統計 的 な 処理 
! 、 で て , 現象 を 分 か り 易 い 形 に 変え て 観察 し よう と 
” \ み も 実用 に 供 さ 松 で いる .。 
脳波 分 析 回 
REN I ree CF < 
関係 か ら 脳 波 の 周波 数 を 変換 し て 可聴 周波 析 に 持 
、 esonepyiing 現在 で は 超 低 周波 


な お 同種 装置 と し て 血球 


C “sot opamp eos Rms 
| 癌 を 第 きる の 各々 の 出力 を 連続 記録 し て 観察 


rt rr 


( 展 所 ) 高森 林 夫 , 葛 本 晴夫: 有志 隊 還 の 也 2 
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a dd 3 
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の 
10 あご と の 9 島 と し て 結 生 を える で と き 林寺 と | 
し た も の で あろ で 


図 14 脳波 分 析 器 ブ セ ッ ク 図 
8.2 脳波 相関 計 
周波 数 分 析 を 行なう と こと と , 直己 相関 関数 を 求め る 


と と と は , 理論 的 に 等 し いと こと で ある が 。, 有 波 を 観察 
する 方 法 と し て いずれ が 有利 で ある か は まだ 明らか に 
され て て いない: 
Wiener'*) に よれ ば 騰 波 の 自己 相関 を 求め る 場合 。 
遅延 時 間 < を 10 数 秒 ま で 廷 ば し て は じ め て 明 上 膝 に な 
る 種類 の 現象 も 存在 する と 言わ れ て いる が , 超 低 周波 
領域 の 相関 計 で < を 大 きく と る と と は 装置 の 設計 上 色 
々 と 厄介 な 問題 が 付随 する 最近 だ お ける 医学 者 の 報 
AR 
3。 穫 者 等 は これ ら の 問題 に 対し ある 程度 の 目安 を 得 

CR を 約 10 秒 と し た 標本 化 アナ ョ クタ 形式 
の 相関 計 * や を 試作 し た ; 
現象 の 記録 お よび 運 延 機構 と し て , と の 試作 装置 の 
た め に 設計 し た 2 トラック の 特殊 テー プレ コー ダ を 利 
用 し , 1/4 イン チ 幅 の 磁気 テー プ 約 16m を 無 終端 環 」 
と し て 装着 し た . 図 15 は 録音 部 の ブロ ッ ク 図 で お 


図 15 相関 計 録 音 部 こ 


, 昭和 35 年 12 月 


また 図 16 は 計算 部 の ブロ ッ ク 図 を 示し た も の で ある . 

N 録音 時 の テー プ 速 度 は "3 イン チ / 秒 で 約 3 分 の 脳波 の 
デー タ を 記録 し , 計算 時 に は テー プ 速 度 を 15 イィ ンチ / 
秒 に あげ て 演算 を 行ない , + の 最小 歩み 10ms で r 
約 10 秒 ま で の 自己 相関 関数 を 自動 的 に 描記 し 得る 構 
5 千 志 5 

8.3 電子 計算 機 の 応用 

電子 計算 機 は 医学 分 野 に お いて も 重要 な 役割 を もつ 
よう に な っ て 来 て いる が , その 用 人 和 途 と し て は 研究 用 に 
使用 され る も の と , 診断 に 役立た せる も の と に 大 別 す 
6 

(a) 研究 用 計算 機 研究 用 の 計算 機 と し て は , 
細胞 内 の 代謝 過 程 研 究 の た め の 化 学 方 程 式 を 解く と 
と “?, 循環 器 系 の 制御 機構 の 解明, 心筋 の 仕事 量 等 の 
記録 , ある い は 生体 現 祭 に お いて 種々 の デー タ が 皿 富 
に ある に も か か わら ず こ と れ ら の 情報 を 有効 に 利用 され 
て いな い 面 も ある の で , デー タ に な ん ら か の 処理 を ほ 
, どこ と し 新た な 情報 と し て 引出 す 試み も 行なわ れ て い 
る . すなわち, その 一 つ は 先 た あげ た 相関 計 の 利用 で 
あり , 他 は ALMIDO (Amplitude and Latency 
0 Measuring Instrument with Digital Output) 等 で 
. ある . 
3 と こと で は 一 例 と し て 循環 器 系 の 血圧 制御 機構 に 関す 
層 る 研究 を 紹介 する と こと と する . 

人 体 の 血圧 制御 機 

構 は 図 17 に 示す ど 
. 4 ee も の で あっ て , 
| 動脈 血管 内 の 圧 変動 
は 筆 動 脈 洞 (Carotid 
sinus) に ある 圧 受 容 
器 を 介し て 中 枢 伝 
達 さ れ , 中 枢 内 の 神 図 17 人 体 に お ける 血圧 制御 機構 
経 機構 の 作用 に よっ て , 血管 の 平滑 筋 の 収縮 様式 を 調 
| 整 し 血圧 が 制御 され て いる . 
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。 図 18 制御 機構 プ ョ ッ ク 図 
。 と の 際 の 伝達 関数 は 
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ルス の 周波 数 , P は Carotid sinus に お ける 圧力 ,P, 7 
は Carotid sinus に お いて イン パル ス を 生じ 得る 最 ] 
小 静 的 圧力 , ぶ は Laplace 演算 子 , , あ は 定数 , レモ 
た が っ て こと これ を Computer 並び に Stimulator に 置 . 
換え る と こと が 可能 で あり , ブロ ッ ク 図 を 示せ ば 図 18 
OC nd 

と の よう に すれ ば , Computor の 挿入 と よう り 外界 
条件 等 , 血圧 を 変化 させ る 因子 の 影響 を 打 消 すこ と が 
で き , た と えば 犬 に お ける 実験 で 時 間 以 上 た わた っ 
て 血圧 を 一 定 に 保つ と と が 可能 で あっ た と 報 ぜ られ て 」7 

(b) 診断 用 計算 機 。 この 数 年 来 診 断 の 目的 に 電 
子 計算 機 を 利用 する と と が 考え られ て お り , 病気 | 
の 症状 の 解析 に よる 診断 表 の 作成 , 可能 性 の ある 病気 。 
群 判別 の た め の 検 査 の 指示 , 診断 確率 の 計算 , 病気 群 
と 症状 和 群 お よび 予後 予測 の 統計 等 の 目的 に 使用 され つ 
つ あ る . 

と の よう な 目的 の た め に 計算 機 を 用 いる 場合 の 利点 
と し て は , 理論 , 確率 , 統計 お よび 治療 方 法 の 点 で 医 
師 の 有用 な 助け と な る 外 , 診断 お よび 治療 の 面 で 新 分 
野 が 開拓 で きる と と に な る . その た め に は より 多く の 
新しい 検査 法 を 必要 と する と と に な る し また , 無駄 な 
検査 を 省き 最少 の 検査 で 確実 な 診断 が 下 せ る よう に な 
る た め に は , いま まで に 判っ て いる 医学 デー タ を 基 と 7 
し た 統計 , 確率 計算 並び と デー タ 処 理 等 の 結果 の 集積 
を 記憶 させ 得る 極め て 記録 容量 の 大 きい 計算 機 を 必要 
Se 
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9. 結 言 


以上 医用 電子 装置 に お いて 注目 され て いる も の に つ 
いて の 概略 を 述べ た . 最近 ソ連 に お いて 既に 100 以 | 
上 の 病気 を 数 必 の 確度 で 診断 で きる 計算 機 が 活動 を 始 
め , また 米国 に お いて Cornel Medical Center, 等 に 
て 同様 の 試み が 成 さ れ て いる の . 将来 これ ら 各 種 装 「 
纏 の 発達 が 期待 され る が , 健康 管理 の 面 に お ける 著 し 
い 発展 が 考え られ る . 終り に 臨み 日 頃 御 指導 いた だ い 
て いる 阪本 教授 に 深 基 の 謝意 を 表す る 次 第 で ある . 
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採録 決定 論文 


12 月 編集 会 分 [  ] 内 の 数 字 は 寄稿 月 日 
岡島 徹 , 大 島 弘 至 : 広 … 帯 域 ラ メト r ン 増 編 器 [35.7. 
20,11.26] 


青柳 砕 次 , 宮脇 一 和男, 前川 病 男 : ビリ オド グラ ム 計 算 機 
[35.10.12] 

新保 修 : 多重 信号 の 非 直線 ひずみ に つい て [35.6.7] 

中 田 和 男 , 角川 靖夫 : 日 本 語 ま さ つ 音 の 合成 [35.8.22] 

喜連 川 隆 , 有田 不 二 男 : 金網 入り 需 電 体 テ ドー ム [34. 
tk 、 

新保 修 : 雑音 を 伴っ た 多重 FM 測 す の 本 
る 理論 的 考察 [35.7.18,10.24] 

大 和 和 茂樹 。 渡辺 臣 也 , 室 賀 弘 , 奥田 二郎 : 直子 交換 機 の 
一 方 式 と その 使用 実績 に つい て [35.10.5] 

雇 部 題 一 : 入線 の 保留 時 間 が 出 線 よ り 長 い 待 時 式 完全 線 
菩 [35.9.6] 

高島 臣 助 ミラ メト r ン 計算 機 M-1 の 運営 状況 に つい 
て [35.9.8] 

藤井 忠 邦 , 綾 木 和 雄 , 阿部 届 : 大 電力 ミ ) 波 磁 電 管 [35. 
11.4] 

山本 達夫 , 渕 本 晃 : 江崎 ダイ オー ド に よる バラ メー 大 
振 お よび 増幅 [35.7.18] i 

富田 泰夫 , 山口 強 : チタ ン 本 パリ ウム 磁器 の 分 林 現 象 と 

電 わ い 方 穏 式 に 対す る 二 、 三 の 考察 [36.10.6] 
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渡 周 波数 の 不足 を 補い , 


昭和 35 年 12 月 電 気 通 信 


日 台 間 散 乱 波 通 信 回 線 の 開設 決ま る 


国際 電電 (株 で は 1957 年 夏 以 降 1 か 年 半 に わた っ て テス 
+ を 行なっ た 超短波 散乱 波 通 信 方 式 に よっ て , 大 阪 ・ 台 北 間 
た 多重 電信 回 線 を 開設 すべ く 台北 国際 電 人 台 と 折 衡 を 読 け て き 
た が , 今夏 よう や く 台北 側 で 同国 政府 の 正式 許可 が 得 ら れ た 
と の 通知 を 得 た の で , 早速 技術 者 4 名 を 派遣 し て 具体 的 な 事 
項 を 打 合 わ せ た 結 果 , 下記 の 要領 で 散乱 波 回 線 を 開く と と に 
両者 の 意見 が 一 致し た . 


周波 数 : 30~50 Mc 
容量 : 時 分 割 4 重 印 刷 電信 CARQ 付 ) 
送信 電力 : 20 kW (平均 電力 ) 
変調 方 式 : 2 トー ン 方 式 (6 kc 間隔 ) 
受信 :.2 臣 ス ペー ス ダ イ バー シ チ 
空中 線 : 反 射 器 付 カ ー テ ン 形 

利得 21 dB, 前 後 比 25dB 以上 
距離 :1700km 強 


使用 する 送 ・ 受 信 所 は 大 阪 で は 短波 同様 河内 ・ 小 野 で ある 
が , 台北 で は 現存 短波 送 ・ 受 信 所 で は 前 方 の 山 が 障害 と な る 
た め , 西海 職 寄 り に 新しく 送 ・ 受 信 所 を 設け る 予定 で ある と い 
う . し た が っ て 今 か ら 進 備 を 始め て も 本 回 線 の 商用 化 は な 1962 
年 末 以 降 に な る と 予想 され る . 

と も あれ , この 散乱 波 通 信 の 活用 は 最近 と み に 遥 迫 し た 短 
し か る も 良質 な 電信 回 線 が 得 ら れる も 
の と 大 い に 期 待 さ れ て いる . 


る 27 Me 帯 を 簡易 無線 に 開放 


郵政 省 電波 監理 局 で は 27 Mc 帯 に 簡易 無線 業務 用 の 周波 数 
帯 を 設け , 従来 以上 に 簡単 な 一 般 市 民 的 な 業務 に も 割当 て る 
方 針 を 打ち 出 そ う と し て いる . 

こと の 周波 数 帯 は いわ ゆる 工業 科学 医療 用 周波 数 271, 20 kc 
の 前 後 0.626. に あたり , と この間 に 8kc お き に 39 チャ ネル の 
個別 周波 数 を 設け よう と する も の で ある . 電力 は 最大 3 W 程 
度 と 考え られ る が , 都市 雑音 の 少な い 地 域 で は 2,3 km は な 
れ た 通信 も 充分 可能 と 予想 され る の で , 用 途 い か ん に よっ て 
は 相当 数 の 需要 が 見 込ま れる . 広い 農場 や 牧場 , 山間 仙 地 , グ 
ルー プ 登 山 用 , 個人 医者 の 連絡 用 な ど その 偉 力 は 高く 評価 さ 
0 る で あろ ろう. 

な に より も チャ ネル 数 が 格段 に 多く , 従来 な ら 免許 に な り 
に く か っ た よう な 業務 に も 期待 で きる の が , 最大 の 和 魅力 で あ 
a 

電波 形式 は As だ が , チャ ネル に よっ て は 4:, 4。 も 認め 
らち られ る は ず で , 玩具 飛行 機 の テレ ・ コ ント ロール な ど は その 
チャ ネル で や れ ば よい . た だ , 他 か ら の 混信 保護 ほな うぅ うけ られ 
な い の で , 都心 な ど で は 効果 は あぁ まり 期待 で き な い で あろ 
う . また , テレ ビ の 中 間 周 波 に 近い の で 使え ば 自分 の 察 の テ 
レビ の 同期 が 飛ぶ と いう と と も 考え られ る . とこ の 点 に つい て 


| は , 装置 自体 の アン テ ナ 以外 は 使用 を 禁止 する な どの 処置 が 


。 考え られ る . 


" 


る 警視 庁 東京 タワ ー か ら 無 線 指令 
次 腐 庁 で は 敬 察 活動 の 能率 化 を 目的 と し て か ね て か ら 散 察 


) 官 個人 装備 用 無線 機 の 強化 を 計画 中 で あぁ っ た が , その 一 環 と 


し て 無線 指令 受信 用 超短波 受 令 機 の 開発 を 行ない よう や く 実 
」 用 の 段階 に 至っ た . 本 受 令 機 は 30 Mc 帯 FM 受信 機 で , 区 1 
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| 府 官 の 携帯 使用 に 便利 な ょ うに 工夫 され た 全 ト ラン ジス メタ 化 
小形 セッ ト で ある . A 
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本 
首都 東京 の 治安 に 当たる 警視 庁 で は その 管轄 範囲 が 中 心 市 


街 地区 は も と より 遠く 三 多 摩 地区 に まで 達し て お り , と の 広 
男 な 地域 に 対し て 有効 な カバ レジ を 得る た め , 親 局 送信 設備 
を 東京 タ 々 ワー に 設置 し , この ほど 都 下 全域 に 無線 指令 を 開始 
し た : 
送信 設備 の 概要 は つぎ の 通り で ある . 
1. 送信 装置 
出 力 :30Mc 帯 約 300W 
設計 場 所: 大 展望 台 2 階 (地上 約 125 m) 
2.。 アプ アンテナ 
設 赴 場所 : 支 持 塔 体 最上 部 (地上 約 259m) 
形 式 : スー ペ ・ ゲ イン 形 算 直 ア テン ドナ 
塔 体 4 側面 (1 段 ) 
: ダイ ポー ル 長 約 5m 
反射 板 幅 約 6m 高 さ 約 7m 
ダイ ポー ル ・ 反 射 板 間隔 2m 
偏 波 面 : 垂 直 偏 波 
水平 指向 性 : 水平 面 無 指向 性 
指向 偏差 +3 dB 以内 
定 在 波 比 :VSWR 1.1 以下 
電力 利得 :0dB 
サー ビス エリ アプ は タワ ー を 中 心 と し て 半径 約 40 km, 信 王 
子 市 を 含む ほか 神奈 川 ・ 埼 玉 ・ 千 葉 の 隣接 県 の 一 部 に まで 達 
し て お り 警 視 庁 に 新た な 大 き な 偉 力 を 加え て いる . な お 送信 
設備 は すべ て 警視 庁 か ら 遠 隔 制御 され て いる . 
警察 庁 で は 今後 6 大 都市 は じ あ 全国 主要 都市 に 無線 指令 施 
設 を 行ない 警察 力 の 増強 を 計る 予定 で ある と いう . 
る C1 形 ク ロス バー 交換 方 式 の 
試用 試験 始ま る 
わが 国 で は , 小 局 の 自動 化 に 古く か ら A は 4 号 小 自動 変換 機 
が 使用 され て きた が , 近年 に お ける 電話 回 線 網 の 飛躍 的 な 増 
大 と と も に , この 方 式 で は 近代 的 な 小 自動 局 と し て の 機能 を 
満足 し えな く な っ た : 
各種 の 変換 方 式 の 検討 , 諸 外 国 の 状況 等 を 調査 し た 結果 , 
経済 的 に 小 局 を 運営 する に は “クロ スバ バー 方式 に よる 無 和 自 


動 化 が 最も 有利 で あぁ ある” と の 見 通し が えら れ , 収容 加入 者 数 
240 以下 の Cl 形 グ gr スバ ー が 試作 され , 11 月 中 に 電電 公社 


の 東京 関東, 近畿 通信 局 管 内 の 職員 アパ ー ト 3 か 所 に 設置 


され , 試用 試験 に 入っ た . 

と の 交換 装置 は 中 継 交換 機能 を も た な い 単なる 加入 者 線 交 
換 機 で あぁ あり, わが 国 の クセ ロス バー 方 式 中 最小 容量 の も の で あ 
る . フレ ー ム 構成 は 2 段 構成 で , 対局 条件 は 直接 親 局 の み に 
線路 を 設け る , いわ ゆる 切 百 方 式 が 採用 され , 共通 制御 装置 
が 極め て 簡易 化 さ れ て いる . 

交換機 容量 は , フレ ー ム (80), 2 フレ ー ム (160), 3 フ 
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| レーム (240) と 3 段階 に 分 け て 設置 可能 で あり , 局 階 位 と し 

て は 端 局 , . 終局 いずれ も 装置 内 の 布 線 変更 程度 で 極め て 簡単 
に 適応 で きる . 従 局 の 場合 , 単 一 機 条 で A,H,XB 共 電 の 各 

種 の 親 局 に 適合 し , 加入 者 タラ テラス も 単独 , 2 共同 , 代表 , 公 

* 葵 , 地域 団体 加入 の 識別 が 可能 で ある . 

3 装置 は 交換 機 , 電源 装置 , 収容 箱 の 3 要素 か ら な り , 組立 
式 の 収容 箱 が 従来 の 局 舎 の 代わ り に 使用 され る . この 収容 箱 
は 2.4x1.1x2.4(m) 程度 の 箱 を ユエ ニッ ト と し た も の で , 自動 


ah 1 


車 運搬 が 可能 で ある . この ユニ = ニット を 2 へ ~3 個 並 べ て 交換 局 が 
で き あ ぁ あがる. 電源 装置 は 全 浮 動 用 整流 装置 と 密閉 形 蓄 電池 1 
| 組 か ら な る 端 電 池 方 式 が 採用 され てい る. 

こと の 方 式 は 可 搬形 電話 局 装置 と も 称 さ れ う る も の で , 取付 , 
取外し が 簡単 な の で , 将来 1000 加入 程度 の 交換 局 の 設置 が 予 
想 き され る 地域 で あっ て も , ち だ これ を 建設 する こと と が 不 経 
済 な 場合 に は , 取 あ え ず C1 形 で サー ビス を 開始 し , 適当 な 
時 期 と C2 形 等 に 切替 える こと も 考え られ て いる . 


る 愛知 県 で 防災 用 無線 通信 網 拡充 


_ 相 つ ぐ 災 害 に 備え て , 各 都 道府県 で は VHF 帯 で 県 内 連絡 
| の 無線 通信 網 (移動 局 を 含む ). を 整備 , 拡 去 し よう と する 傾 

| 向 が 強く な っ て きた . 愛知 県 で は 昭和 28 年 以来 , 県 行政 の た 
る ふ め , 県 庁 と 地方 事務 所 を 結ぶ VHF 帯 (162-170 Me/s 帯 ) 固 定 
| 回 線 を 本 宮山 を 中 継 所 と し て 実施 し て きた が , 昨年 9 月 26 日 
東海 地方 を お そっ た 伊勢 湾 台 風 の 深 刻 な 被害 の 体験 に か ん が 
_ み , 防災 態勢 を 確立 する 目的 で , 前 記 回 線 を 拡張 し , 県 庁 と 
直接 各市 町 村 と を 連絡 する と いう 図 1 の ごと き 構 想 で , 無線 
; hE その 一 部 分 が 本 年 度 分 と し て 9 
月 に 郵政 よう 免許 に な っ た . 今回 免許 され た の は 固定 局 78 
」 局 (実用 化 試 験 局 を 含む ) で , 
円 で ある . 
な お 同 県 
3 衝 后 川 
_ の 治水 管理 
_ お よび 道路 
管理 を 目的 
し た 水防 7、 


a 


る 


これ に 要 し た 経費 は 約 7000 万 


(2- 


" 衝 。 「 愛知 県 に お ける 無線 通信 納 計 画 の 構想 
I. 
3 


る 新 形 受 像 管 を 使用 し た カラ ー 受 像 機 を 試作 
た 3 電子 鉄 シャ ドウ マス グ ク 形 カラ ー 受 像 管 を 使っ た カラ ー 受 


ン 思 こ と きり や ゃ すい こと , _ 不 規則 な ミス コ ン ペ ー ゼ ンス を 防ぐ た 
め 大 き な 信 貞 電 力 を 安 す る こ と , お よび シャ ドウ マス タク の 衣 
仙 率 や ,。 け い 光 体 の 発光 能率 が 悪い た め 画 面 が 暗 い こと の 庄 
が 大 き な 欠 点 と し て あげ られ る . 

電波 技術 協会 カラ テー 受像 管 試作 委員 会 で は 昭和 33 年 以来 , 
が 国 状 に 適し た 17 形 (43 cm) 角形 シャ ドウ マス ク 3 電子 
rtetiteiines すでに これら を 使っ た カテ ー 受 像 
。 機 され て いる が , と の 受像 管 は RCA の 21 CYP 22 と 
同形 の 電子 多 を 使用 し だ の で , 前 述 の 諸点 は 改善 され な か っ 
た . 同 委 員 会 で は 引続き 昭和 34 年 か ら , NHK 技術 が 中 心 
] となり, 関係 各社 の 協力 に よう 前述 の 欠点 を 改良 する た め 研 
C 疫 が 


で は , "3 電子 ピー ム の ミス コン バー ゼン ス に よる 人 色 ず れ 


究 を 進め , 3 電子 ピー スム の 間隔 を せま くし た 新 形 17 形 ガ ラー 
受像 管 を 開発 し , NHK 技研 で これ を 使用 し た 受像 機 を 試作 
だ: 

新 形 受像 管 で は , 師 向 中 心 に お ける 3 電子 ピー ム の 管 軸 か 
ら の 距離 を 従来 の 6.5mm か ら 5 mm に 縮小 し た の で , = さ 
ン バ ー ゼ ンス を 劣化 させ ず に , 偏向 コイ ル の 直径 を 小さ ぐす 
る こと が で き , この 受像 機 に は 直径 を 従来 の 形 よ り 10% 幽 小 
し た 
た . また , 3 電子 ビー ム の 間隔 の 縮小 に より , 動 ュ ン バ ー ゼ 
i i と き の 画面 周辺 高 の ミス さ ン ペー ゼン 
ス 量 が 従来 の 受像 管 に 比べ て 約 30% 減少 し た の で , 動 テ ン ペ 
ー ゼ ンス の 調整 が 容易 に な り , 調整 後 の 安定 度 も 向上 し , 色 
ずれ が 目立た な く な っ ぅ な だ: 

今後 は 受像 管 の シャ ドウ マス タク , 
残さ きれ た 明る さ の 向上 と 


けい 光 体 の 改良 と によって 
うぅ 問題 の 解決 が 望ま れる . 


上 : 従来 の 受像 管 の 3 電子 銃 
下 : 新 形 受 像 管 の 3 電子 銃 
( 各 電 子 銃 を 小形 に し て 電子 鉄 相互 の 間隔 を 縮小 ) 
従来 形 と 新 形 受像 管 の 電子 銃 の 比較 


⑳⑦ へ リコ ブタ 用 テレ ビ カ メ ラ を 試作 


NHK で は , イメ ー ジ オル シコ ンカ メラ と 815 Mc の 送信 
機 を も つ 移 動 局 を ベル 47D 形 ヘ リュ プ タ に 塔 載 し , 室 中 か 
ら 撮 影 し た 映像 を UHF 帯 の 電波 で 局 地 的 に 地上 の 基地 局 旋 


中 継 する ヘリ コブタ 用 特殊 テレ ビジ ョ ンカ メラ の 試作 を 完成 、 


と 光 。 
移動 局 は 場所 と 重量 と を 極端 に 制 良 され る の で , 機器 全 重 
量 は 約 90kg に し て ある . 


属 回 路 の み を 収容 し 、 回 路 の 大 部 分 を カメ ラ 制 御 器 に 移し て 
小形 軽量 化 を は か っ て いる 。 カメ ラ 制 御 器 は 複合 同期 信号 を 
発生 する 同期 信号 盤 を 内 蔵 。、 モ ニ = タ は 映像 と 波形 を 一 画面 に 
切換 えて 監視 する . 
ル 形 4 素子 で 無 指 向 性 で ある . : 
名 で 安 全 に , 便利 に 操作 で きる よう に 設計 され で て おり, 12V 
20AH の 六 電池 2 個 に より 約 3.5 時 間 の 連続 使用 が 可能 で あー 
る と いう ぅ . 

基地 局 は ヘリ コブ プ タ を 追跡 する 受信 空中 線 を 含む 受信 匠 置 


モニ タク と ん ビュ ェ ュー ププ ァ イ ン が と も て カメ ラベ ラッ Fo 


8, , i 


上 部 に 取付 た 場合 
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カメ ラベ ペッ ド に は F.:2.8, 445 
200 mm の ズー ムレ ンズ と イメ ー ジ オル シュン お よび その 付 「 


送信 機 出力 は 2W, 送信 空中 線 は へ リカ 
すべ て の 機械 は カメ ラマ ン 1 
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A 話 
左側 カメ ラ 制 御 器 , 右側 UHF 送信 機 
と , 映像 を 御 制 監視 する 制御 装置 に 分 か れ て いる . 
移動 局 一 基地 局 間 は 4km の 使用 距離 が あり , 
タリ ー 信 号 は 1W 形 の ウォー キ ・ 
方 式 で 通話 で きる : 


る 薄膜 パラ メト ロン 海 外 で て 注目 さる 

最近 ポラ メト ピン が 海外 , と くに 米国 で 光 第 に 注目 され る 
よう に な っ て きた . 東京 電気 化学 (株 〕 で は 1960 年 度 ウ ェ エスタ 
ン ・ シ ジョ に 試作 薄膜 パテ メト ドン を 用 いた カウ ンタ を 出品 
し た が , これ は 磁性 薄膜 の 実用 化 と パラ メト セン 技術 の 新生 
面 を 開拓 する も の と し て , 大 き な 注 目 を 集め たと いわ れる . 

と れ は 論理 回 路 素子 に 薄膜 パテ メト r ン を 使用 し た も の 
で , カッ ンタ は 18 個 の 薄膜 パラ メト r ン と 構成 部 品 が 総 て プ 
リン トト 配線 され た プラ グ ・ イ ン 方 式 の パッ ケー ジ と な っ て お 
り , 1 ニット 当たり 500 個 突 装 さ れる . お も な 性 能 は クモ 
ッ ク 500 kc, 消費 電力 3 mW, 動作 温度 簡 囲 一 30~120°C と 
いわ れる . 周知 の と うに, 薄膜 の パラ メト r ン へ の 応用 は ④ 
スイ ッ チ ング 速度 が 極め て 速い る フェライト に 比 ベ キューリ 
点 が 高く 高温 に 耐え る ③⑨ 高 導 磁 率 材料 の た め 本 質 的 に 小形 化 
が が 司 能 で 消費 電力 が 少な い ⑨ ユニ = ニット の 構成 が 簡単 な どの 利 
点 を 持ち 非常 に 有望 視 さ れ て いる . 

薄膜 の 製法 に は , 電 着 と 蒸着 の 2 方 式 が あり , 同社 の 方 法 
は 銅 線 上 に 磁性 材料 を メッ キ し , その 上 に 巻 線 し た 電 着 式 の 
も の で ある . 恭 落 式 は 国際 電電 研究 所 で 数 年 前 か ら 研 究 に 着 
る は ガタ ダス 。 ジス チッ 天 テン レス な ど 
に モリ プ ブ デ ン ・ パ ペパー マセ ド イ を 厚 さ 1~2g に 蒸着 する も の で 
ある - 最近 の デー タタ では, スイッチ ング ・ タ イム 5mgks, Hc 
0.5, m10,000, 励 振 30 Mc. な お 同 研究 所 の 技術 指導 に よ 
“yee 東北 金属 の 2 社 が 薄膜 工業 化 を 進め て いる 
, 最近 で は 992%2 の 歩 留 が 得 あ られ る 段階 と な っ た と 伝え ら 

em NE ND MRT hs 
メモ リ や リア クト r ン の 広 用 可能 な 点 , これ ら 計 算 機 素子 の 
実用 化 に は 大 き な 期 待 が が 寄せ られ て いる . 


③ カ ム ボ ジャ ヤ へ TV 放送 機 輸出 


去る 6 月 カム ボ ジ ヤ 政府 に より 同国 最初 の TV 放送 局 設 置 
の た あめ の 国 際 入 札 が 行なわ れ た が , と この ほど 欧米 用 メーカ 
| と 激 じ い 競 和 争 の 末 , 日 本 電気 (株 の 落札 が 決定 し た . この 計 
。 画 は 首都 プ フ プン ペン に 5EkW 放送 局 と 同国 唯一 の 海港 シヤ ヌメ 
罰 作 どる を カー 学 る よう ポコ ー ル に eine 


連絡 電話 ゃ 
トー キ に より プレ スト ー ク 
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協 この 中 約 に ょ り 供給 され る 機器 は , プノンペン 局 用 と て 
y 5EW MV 送信 機 , アンテナ , 100 メー トル 鉄塔 , スタ ジン 
dt テレ ビ 中 継 車 1 台 等 , また ボコ ー ル 中 継 局 用 と し て は 
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100 W テレ ビ 送 信 機 , アン テ ナ 等 , 並び に 中 継 放送 に 必要 な 
一 切 の 機器 が 含ま れ , 総額 約 1 億 4 千 万 円 た 達する 模様. 

な お , この 答 出 は 沖縄 に 同じ 日 本 電気 に より 供給 され た 2 
局 を 除け ば , 日 本 より の TV 局 プ ラン ト 輸 出 第 1 号 と な っ た 
わけ で あり , 東南 アジ ア 向 を 初め あ , テレ ビ 放 送 装置 輸出 の ロ 
火 を 切る も の と し て 注目 され て いる . 


る 1,000 Me で 1W を 得 た 半導体 装置 
米国 加 州 の Pacific Semiconductors, Inec. ( 称 P.S.I.) 
で は , 今年 の 夏 『 ス アン ゼル ピス で 開か れ た I.R.E. の WES- 
CON 大 会 に だ お いて , 1,000Mc で 出力 1W の 半 遵 体 装置 を 
発表 , 注目 を ひい た . 
と の 装置 は トラ ンジ スタ の 発振 器 , 増幅 器 ど 可変 電圧 容量 


dbs \ た 周波 数 通 倍 器 の 組合 わせ に よる も の で 』 従来 の 技術 
よる 限界 を 一 新 し た も の で ある . を の 系 統 図 を 示す と , 


水晶 発振 器 -ーー 31.25 Mc 第 1 通 倍 器 で 82.5 Me 第 1 増 嘱 器 一 策 

2 通 倍 品 時 コ 55 Me 第 2 増幅 器 一 第 3 通 倍 器 っ 50 Mc 沈 4 謗 
Td rng 3 
倍 器 500 Me 第 5 謗 倍 器 1000 Me 509 負荷 


と な っ て お り , 通 倍 器 は 第 1 通 倍 器 の み が 直 列 形 で 第 2 第 
5 通信 は すれ ゃ も 並列 形 , 水 表 発 振 器 の 出力 は 約 280 mW, 


第 1 増幅 器 は 入力 200mW, 出力 1.5W, 第 2 増幅 器 の 入力 


1.2W, 出力 3.5W で 最終 出力 1000 Mc, 1W を 得 で いる , 


と いう ぅ . 

な お 使用 トラ ンジ スタ は 水 卓 発振 器 2N 1410, "第 1 増幅 器 
2N 1506, 第 2 増 過 器 は PT 530 で , 可変 電圧 容量 は P.S.1: 社 
で 開発 し た ' フ 〇 の 高い 
(IRE WESCON Record 1960 より ) 
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標準 電波 の 偏差 表 
郵政 省 電 波 研究 所 


JJY STANDARD-FREQUENCY 
TRANSMISSIONS 
(The Radio Research Laboratories) 
Frequencies 
2.5 Mcls, 5 Mc/s, 10 Mcls, 15 Mcls, 


a Frequency Lead of JJY TG Frequency|Lead of JJY 
Deviation limpulses on Deviation limpulses on| 
1960 | Parts in TJS |1960 Parts in SE Ra 
M 109 0900 |millisecond RA 10% 0900 |milliseconds 
4 に 生 0900 J.S.T. | 4 SE 0900 J.S.T. 
| 
1 | + キ 11 | 16 + 8 +22 
2 *¥18 #1 EZ v9 +23 
3 F お +12 18 9 +24 
ュ + 9 113 19 + 9 +25 
5 + 9 +13 20 + 9 +25 
6 +10 +14 21 + 9 , 十 26 
7 +10 +15 22 9 +27 
8 +10 +16 23 + 9 +28 
9 +10 +17 24 9 28 
10 +10 +18 25 + 8 寺 29 
11 +10 +19 26 +10 +30 
12 +10 +19 27 +11 +31 
13 +10 +20 28 +10* 2 
14 11* +21 29 5 +32 
15 7 +22 30 +16 キキ 33 
31 i +33 


The values are based on the Time Service Bulletin 
from the Tokyo Astronomical Observatory, 
* Adjustments were made on the days indicated by * 


“Vari-Cap” (同社 商品 名 ) が 使用 さ 


第 7 回 理事 会 


第 2 回 評議 員 会 


( 略 和 35 年 1 月 25 日 (を 午 化 時) 
、 電 電気 通信 学会 事務 所 会 識 室 


が 米沢 会 長 , 三 態 , 内 田 (委任 ), 松本 (委任 ) 各 副 会 長 , 妻 


" 蓄 , 柳井 両 庶務 幹事 , 林 会 計 幹 事 , 伊藤 , 河津 , 末 武 各 編 集 

幹事 , 宇都 宮 調 査 幹 事 , 温 美 , 販 崎 , 古橋, 小沢 , 田島 各 評 
', 議員 お よび 肥 土 主事 出席 

ni ; - 議 事 
1. 昭和 35 年 度 前 期 (第 12 回 ) 稲田 記念 学術 
了 奨 成金 受領 者 に つい て 
wn 選定 手続 で は 約 10 件 を 選定 すべ き と こ と ころ, 下位 に 得票 同数 
の も の 7 件 あり 優劣 を つけ 難い の で 13 件 を 選定 し た 引 報 告 
され ,。 と れ に より 後期 は 約 7 件 選定 する こと と な る が , 連合 
大 会 (前 期 ) と 全国 大 会 (後期 ) の 通信 関係 論文 数 の 比率 か 
_ ら 考え て , この 選定 数 は お お むね 妥当 と 認め られ る 所 合 わせ 
」 て 報告 が ぁ り , 委員 長 報 告 通 り 決定 し , 本 会 誌 36 年 1 月 号 に 
し 広 ぐ 会 員 に 周知 する こと と し た . 
2. 昭和 35 年 度 支 部 長 会 議 の 結果 に つい て 


_ 過 日 行なわ れ た 昭和 35 年 度 支部 長 会 議 の 結果 に つい て 妻 藤 
幹事 か ら 報 告 され た が , 定 癌 改正 に 触れ る 重要 議 味 を 含む の 
¢ で 次 回 に 検討 する こと と し た . な お ぉ お , 巡回 講習 会 の 計画 と 講 
_ 演 会 の 講師 幹 旋 に つい て は 宇都 宮 調査 幹事 が 社 急 検討 , 立案 
es a hn a ea il 


功績 賞 , 論文 賞 , 著述 賞 , 稲田 賞 ( 昭 和 33 年 度 
後期 ) お よび 岡部 賞 各 委員 会 の 設定 に つい て 


rp 
運営 予定 を 決定 し た . た だ し , 特に 稲田 党委 員 会 の 委員 構成 
i: 
Cc つい て て は 委員 会 構成 を 規定 する 選奨 規程 第 42 条 を 再 検討 
「 する 必要 が ある の で は な いか , また , 可 成 り む ず か し い 問 題 
で る が 座長 を 江 定 依 嘱 する 際 に 稲田 賞 の と と も 考慮 し て 選 
5 必要 が ある と の 意見 が 述べ られ た . 
(イイ ) 昭和 35 年 度 第 22 回 功績 賞 選定 委員 会 委員 名 潤 
) (40 名) 
も 委員 長 
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了 原島 牧志 な. が 9 [0 
漠 係 - で 実 苦 や の Er 
見 半 下 も 測 寺 に る E 
上 生田 滋 品 ( ぁゃ) 宮 衣 
。 湊 落 君 ( を つう 電電 公社 
小 OS ld 
( ハ ) 昭和 35 tia ed (25 名 ) 
三 」 衣 文 N HE 
柳井 < 久 東 
河津 祐 通 
末 人 走 男 東 
字 都 官 仁 東 
野 村 遅 
高 森 
伊 際 義 
弄 島 光 


\ 昭和 35 年 12 月 電気 務 供 信 き 学ば 会 " 稚 き 誌 第 43 巻 12 号 1495 
6 相生 節 圭 較 で GC' は と" さり や 1 電電 交社 委 員 野 村 達治 君 ( 理 事 ) N 了 HK 技研 | 
» | 研 » 河 津 祐 元 君 (編集 幹事 ) 通 研 
” 新 堀 達也 君 (調査 幹事 ) 通 研 ” 交 光生 震 きり て マ 介 間 大 4 
” 安 田 一 次 君 (編集 題 問 ) NK 技研 ” 索 こ ご * 直 。 ご 韻 こ く 状 媒 光 5 と 9 東 届 江 全 大 没 . 
” 妃 崎 7 覧 、 治 君 て を )。 東芝 マ 研 ” 関 生き 各 冊 滞 に 務 衝 計る A 表 研 ! 
» 大 - ie : ” : a » 新 堀 達也 君 led 通 研 
» 々 豆 "| \ 究 
WT RE 後 原 以 四半 ( 委 民 ) 工 扶 院 
” とこ HK 撤 折 ” 岡部 則 比 " 吉 君 (を 東芝 で 研 
” 平 山 0 大 * 小 ・ 聞 - 馬 y 郎 用 23 て つっ ゃ の RR 
» 原 島 て ( 注 拉 て 二 二 5 A - | 電 ” 富田 " 、 義 細 君 世 で こ 
” 潤 操っ で 実 著 CK 大 * 人 
” 見 結衣 了 っ 道 衝 0 電 ” 高 や 木 」 に 紅 "人 條 理江 科す 2 衝 者 震 井 大 
» 生 田 1 通 ” 加 藤 宏 太 郎 妊 .( 々 を うう 電気 机 業 
< 々 大 会 区 君 ( ぁ ヶ ) 電電 公社 2 ご 上 の 多 衝 0 
| 研 ” 才 「 一 夫 >- 基 東 の 大 
| =) 本 和 35 年 度 役 期 ( 条 1 回) 和田 区 委 貞 会 委員 名 草 EH RE RR 
1 る ) ” 仮 で 本) 記入 大 
: : » 高橋 和夫 供 君 "" > う 》 東 疾 
\ 安打 括 7 三 た 交 て 浴 叶 ( 間 低 表 ) NHIK » 大 束 ゃ >: 売 ざさ 錠 基 1 OR 
幹事 柳 井 . 久 義 君 (庶務 幹事 ) 東 < ~ 朝田 芝 ペ 滞  R 
‘ ” 副 島 光 積 君 (編集 幹事 ) 早 大 » 卓 - 本 "世間 徐 半 で 、 DN 洒 理 Nf 
” 叶 を 索 窒 し 0 こ 3 澤 研 » 絡 っ vr 欠 rs ) 研 
” 字 都 宮 伯 男 君 (調査 幹事 ) 東 玉 ~ 聞 野 在 寺 て 
" 委員 野 村 達治 君 ( 理 事 ) NHEK 技 研 , 
‘ ” 伊藤 義 一 君 (編集 幹事 ) 通 研 (へ ) 選奨 関係 各 委 員 会 運営 予定 表 
ヶ 元 若 ヶ ヶ 。 
】 ‘ 4 “ oS : 功績 賞 | 論 次 | 著 光 賞 | 稲田 賞 | 岡部 條 
ーッ > = = = = et “ 2 抽 例 宮 お よど 11.26C( 二 | 2. 1( 水 】 左 と 同じ 1.26(+) 
» 高 橋 秀 松 才 "tS, 0 に 々 ゲ グ 切 112.20( 火 | 2.20( 月 ) タ 12.24( 土 )12.31( 土 y 
: » 茸 こ 。 肥 傾 吾 CS, 712 松下 吉 第 1 回 答 員 会 | 1.13( 金 | 2.24( 金 】) ヶ | 1.10( 火 ) 
; ” 衣 詳 本 『 る 、 刻 客 CS,3,4) 小林 細 研 (予選 名 薄 ( 第 1 次 一 (。) (第 ユ 次 一 
¥ の 抽 実 春 (S, 5) 東大 航 研 作成 ) - 覧 表 ) 覧 表 ) 
k Wi 2 ee RS, 1 通 研 第 1 次 投票 依頼 | 1.17( 火 〕 2.27( 月 )〕 1.14( 土 ) 
” EC 所 折 ご お っ 半 涯 で (5S、 8 が りら 東 4 比 、 胡 ヶ 。 ググ 切 |1.31( 火 | 3.15( 水 】 ヶ 1.31( 火 ) 
・ 岡 部 - 農 比 古 君 (S, 9) 東芝 マ 研 第 2 次 投票 依頼 | 2. 6( 月 | 3.18( 土 )| > ゃ 2. 4( 土 ) 
” 大 齋 寺 ) CS。 1 電電 和久 社 ヶ ゲ 切 |2.20( 月 】| 3.31( 金 〕 を | 2.20( 月 ) 
0 吉 人 る 券 勲 君 CS, 12) 。 運 研 策 2 回 委員 会 12.27( 月 )| 4. 3( 月 | ヶ |2.22( 水 ) K 
~ 交 語ら 村 * 三才 a. tS, . 1 NUK 技研 理事 会 決定 |3.24( 金 4.21( 金 ) ヶ 2.24( 金 〕| 4.21( 金 〕】 
] : ” 演 保 」 夫 君 (理論 ) 東 大 
握 00 直美 板 ) 三条 で て 古 " 抜 ) - 電 庄 近 大 3 を 
る ’ - 笠 " 副 寺 ( 計 洋 必 且 ) 了 た 4. 次 年 度 役員 候補 者 の 推薦 依頼 に つい て 3 
» 大 鳥 信 太郎 呑 ( ゃ -) 国際 電 電 下記 の 通り その Schedule を 決定 これ に 基づい て 候補 者 こ 
| ? 放 才 “A 2 推薦 依頼 の 手続 を 進め る こと と し た . B。 
1 » i 1 1 : i Lb 
Et 1. 候補 者 推薦 依頼 (役員 , 幹事 et J 3 
. % 艇 本 利 夫君 (マイ クロ 波 ) 阪 大 産 研 Lt 20 
$ 3 天 2. 地方 在住 評議 員 候補 者 (支部 長 ) 3 の 
> 近 導 厚 実 寿 (電子 管 ) 電 庄 放 補 0 
2 求 そ に 笠 と 村 - 3. 役員 , 幹事 , 評議 員 投票 依頼 12.26 の 
: 千 ( 半 導体 ・ ト 2 , だ 5 下 20! 
0 吉 電 還 本 和 12 る の っ 2 旬 半 玉 4. 侯 補 者 決定 (理事 会 ) 1.27 (を ) 
和信 5 美 お 0 Le 立 中 研 5. 投票 用 紙 発送 2.15 ( 水 〉 
” 鳥 崎 俊 助 者 (電子 回 路 ) 防衛 大 0 ; ; 
細 6. 2 3.1510K> 
a 三 ) 宅 :- 誠 友 君 rs, | 大 NR 
。 河野 士 修 娠 (有線 通信 ) 古河 電工 々 功 | 3 
I 一 生 ( う 朋 電 7 計 開 票 3.20 (月 〉 
注 侯 一 君 (交換 ) 電電 公社 8. 理事 会 決定 3.24 ( 金 ) 
ャ 深 海 規 君 (無線 通信 ) 通 研 と 3 3 
2 へ へ 1 を -, 5 i 
中 35 ER 28 る ) Ea ONS ee 
紀 長 高森 昇 君 ( 罰 会 長 ) 東大 生研 OS ; 
rg . 準 - 員 青山 剛 三 者 外 16 名 
事 析 井 久 義理 ( 許 務 幹事 ) 東 大 : 
i | 学生 員 " 相原 , 康行 外 62 名 
ヶ 伊 藤 義 一 君 ( 坊 集 攻 事 ) 通 研 
本 放つ の 2 電電 公社 特殊 員 協和 テレ クト ニク ス 
i 敏男 君 (調査 幹 事 ) 東大 邊 ーー 114 名 
y i (121) 
ks i 
。 w < | es 
生き 千 し る 5 0 


5. 会 費 滞納 者 (雑誌 発送 停止 者 お よび 除名 会 員 


(EAE 
・ 会費 清 納 に よる 雑誌 発送 停止 者 名 秒 お よび , 会 費 滞 納 に よ 
る 除名 敬 告 会 員 調 書 を 配布 し , 滞納 会 費 を 一 授 す る た め 各 役 
員 の 側面 か ら の 協力 を 依頼 し た . 


7. 昭和 35 年 度 上 半期 収支 実績 報告 


有 | 別 打 報告 に 基づい て , 林 会 計 嘉 事 か ら 本 年 度 上 半期 収支 の 
概要 に つい て 説明 が あっ た . 


8. 維持 員 増 強 と 事業 拡 去 に つい て 


先般 行なわ れ た 大 口 維持 員 各 社 と の 懇談 会 の 状況 に つい 
て 、 大 体 各 社 と も 異議 が 無い よう 見 受け ちら れ た の で 具体 的 に 
」 書面 に よる 依頼 状 を 発送 中 の 旨 報 告 が あぁ あり, 大 体 36 年 1 月 以 
| 「 隆 , すなわち 第 4 ・ 四 半期 分 貰え る も の と すれ ば 約 80 万 の 収 
有 | 入 と な る が , こ とれ の 使途 に つい て 協議 の 結果 , 差 向き 下記 (a) 
| <d の 2 項目 の 実現 に 努力 する こと と な っ た . 
ユエ . 増額 見 込み 約 80 万 円 


2. 人 坊 加 事業 計画 
© 専門 委員 会 の 増 置 (用語 委 員 会 ) 30 千 円 

‘ ⑮⑤ IEC 規格 翻訳 刊行 100 7 
⑥ 支部 活動 の 助成 200 ヶ 

④⑨ 海外 論文 紹介 欄 等 の 増 頁 200 
re ⑥ 事務 費 の 増 100 » 々 
| ®@⑨ 来年 度 へ の 繰越 170 » 
1 " 生 k 圭 800 ヶ 

_9. 特許 法 第 30 条 の 規程 に よる 学術 団体 の 指定 に 

の いて 


_ か ね て 特許 法 第 30 条 に よる 学術 団体 4 し て の 指定 方 を 申請 
| 中 で あっ た が , と れ に 対し 特許 庁 長 官 か ら 今般 指定 が あっ た 
| 守 報 告 さ れ た . これ を 会 員 全般 に 知ら せる た め , 12 月 号 会 告 
は こ 指定 承認 の 事実 を 記載 し , な お と の 規定 に 関す る 解説 を 電 
気 通信 研究 所 の 特許 に 関す る 専門 家 に 執筆 し て 貨 い , 36 年 1 
」 月 与 に 寄 書 の 形式 で 発表 する こと と し た . 

な お この 規程 に より 11 月 21 日 受理 し た 下記 証明 願 に 
し 証明 書 を 交付 する と と と を 決定 し た . 
人 日 本 電信 電話 公社 
本 表す 者 = 大 さす 横 * 洲 き 称 
a 指定 代理 人 清水 林 次 郎 、 
論文 名 高周波 電界 に 対す る プラ ズ マ の 応 符 
hs 発 表 昭和 35 年 7 月 1 日 (昭和 35 年 電気 四 学会 連合 
。 大 会 講 六 答 文 集 ) 


10. 日 本 学術 会 議 に 対し 国際 会 議 派 中 者 へ の 拓 
Ct! by 生じ っ いて 


961 年 5 月 (Westcast of U.S.A.) 行なわ れる 電子 部 品 
件 の 国際 会 議 の 予定 を 第 5 部 長 あ て 報告 し , 学会 代 
区 遺 の 場合 の 援助 を 求め ある と と に つい で 協議 の 結果 , 半 洲 
; (電気 学会 ) 航 宰 電 子 機器 (東工 大 , 森田 氏 ) 医用 電 
& 阪本 氏 ) その 他 IEC 関係 な ど で き る だ け 調 査 
この 内 同時 に 報告 する こ と と と し た . 


0 
11. 文 都 省 科学 研究 費 等 分 科 稚 議会 艇 員 候補 者 の 


A 


A : 記 
推薦 に つい て 1。 編集 長 の 後任 に つい て CO 
前 年 本 会 推 訪 で 当選 され た 高木 昇 風 が 留任 し 前 々 年 電気 2. 会 費 徴 収 方 法 の 変更 に つい て (第 2 回 理事 会 
E 鳴 の 稲田 金次郎 妊 が 退任 され る の で , 本 年 は 電気 学会 3. 日 立 製作 所 株 式 制 当 引 受 に つい て (第 5 回 理事 
WR 明 学 会 に 一 任 し 。 本 会 と し て は 候補 者 を 推 為 し な い 4. i RO 
(第 6 回 理事 会 ) ; 


12. 第 10 回 工 経 連 講 應 後援 の 名 義 使用 承認 方 に つ 
いて | i tg 
日 本 工業 経済 連 明 主催 の 第 10 回 講座 「 空 と 海 の 電子 航法 技 


術 」 に 後援 名 義 使用 方 の 件 は 異議 な く 承 認 の こと に 決定 し 
ro J 


13. マイ クロ 波 真 空 管 国際 会 議 東京 招致 に つい て 


1964 年 の マイ ク ャ 液 真 空 管 国際 会 議 東京 招致 の た め の 人 準備 
委員 会 設置 方 の 提案 が あっ た が , 完 分 検討 を 要する 事柄 で あ 
り , 1 月 以降 の 理事 会 で 決定 し て も 間に合う と 思わ れる の 
で , 大 体 の 構想 を 提案 者 に 確か め た 上 で 1 月 の 理事 会 で 協議 
RP 


報 告 
( イ ) 会 員 現 況 (昭和 35 年 10 月 31 日 現在 ) 


会 員 別 | 名 符 員 | 橋 持 員 | 正 員 | 半 中 | 学生 員 | 特 株 員 | 。 計 


昭和 35 年 | 9| 1s | 81731 195 | 12.2939 


i 1,747 ] 1,376 ( 
天 会 0 1 48 | i 0d 135 
師 会 所 26 
除 名 | 0 7 者 相 鐘 
10 月 末 会 員数 | 9| 175 | 8.631 | 1,760 | 1.474 | 194 | 12,243 
増 06 | っ 放 二 m6 


4 出 | 華 ⑦ に は 減 ) 


ーー 灯 会 計 | 1074.518 973,596 100,922 
特別 事業 会 計 174,065 852,687 | A 678,622 
収益 事業 会 計 | 1.574.567 | 1,614,059 | ム 39,492 
奨学 資金 会 計 — 3.692“|A 13,692 
竹田 記念 資金 会 計 - 5 A Ts 
岡部 資金 会 計 ー 5,392 | ム 5 0 
退職 積立 金 会 計 = ー ー 

仮 受 払 金 | 2023.027 | 2,056,048 | ム 353;021 | 


| en | ss ja me 


( ハ ) 球 人 月 氷 可 な 放 (昭和 35 年 10 月 31 日 現在 、 印 減 ) 


2,079,143*1,507,223 
366,257|*1,000,432*1,545,389 - 
tf 834 
39,000 
824 i 


i 0) 
oe 
664 998 _ uF 

; 3 吉 
第 2 回 評議 員 会 ~ 


理事 会 を 終了 後 下記 評議 員 会 提案 事項 に つい て Si 2 
事 か ら 説明 が あり , これ に 関し 種々 懇談 し た . 放 


» 


(122) eo yh 0 et tt 2 


ts 電 気 通 信 学会 雑誌 第 43 券 12 号 


像 パラ メー タ 汽 波 器 の 動作 特性 . 9. リア クタ ンス 四 端 子 網 の 動作 特性 公式 .・10. 涙 波 器 減衰 量 の チ 
テ ェ ビ シェフ パラ メー タ ・ 11. 涙 波 器 の 動作 イン ピー ダン ス . 12. 分 波 器 ( 定 入力 イン ピー ダン ス 分 波 


ーー 虹 ・ 近 似 分 波 器 ・ 設 計 硬 )、13. 波 日 の 損失 補償 方 法 (損失 の 影響 ・ 補 償 方 法 ・ 設 計 便 ) 


K: [ 1497 
C 
各 委 員 会 の 会 合 昭和 35 年 度 前 期 受領 侯 補 者 を 決定 し た . ’ 
1. 編集 関係 | 3. 維持 員 懇 談 会 11 月 11 日 , 正午 「 学 土 会 館 
eR 4. 昭和 35 年 度 電気 通信 学会 全国 大 会 
イ , 海外 論文 委員 会 11 月 1 日 4.00 p.m. | 11 月 18 日 か ら 20 日 iin 
ロロ, ニュ ェ ュー ス 答 員 会 2 5.30 p.m. \ 学会 事務 所 5. 昭和 36 年 連合 大 会 の 部 会 連合 会 
へ ハ へ , 論文 奏 員 会 1 月 4 日 2:00 4 会 議 室 11 月 28 日 , 2.00 p.m. 電気 クラ ブ 
=, 臨時 編集 幹事 会 11 月 11 日 5.30 p.m. 6. 昭和 36 年 連合 大 会 委員 会 , 実行 委員 会 合同 
2. 稲田 党 第 2 回 委員 会 11 月 10 日 , 学会 事務 所 会 議 補 A 
|, 学会 事務 所 会 識 室 11 月 30 日 5.30 p.m. 変 通 協会 会 議 室 
30 和 年 考 11 放 月 語 入 全 会 
, 」 
正 内 浅田 篤 君 石川 覧 三 君 石川 好 男 君 内 田 長 志 君 大 川戸 更 一 君 。 大 久保 特 郎 君 
伊賀 * 和 夫君 。 今井 導 夫 君 。 魚住 紋 昭 大 太田 邦彦 独 。 大塚 正昭 風 加藤 光平 君 
大 右 炭 君 大 東 幸男 君 春日井 克彦 君 川崎 和宏 君 金田 一 正夫 君 。 票 栖 義昭 君 - 人 
問屋 広美 理 ) 亀山 利 生 君 川崎 淳 君 栗田 謙一 姓 。 小林 正巳 君 斎藤 賢 君 3 
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小堀 真 路 君 小室 圭 五 君 斎藤 戒 君 真柄 佐 俊 看 横田 健一 旭 。 松本 忠 看 ; 
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内 容 7. 伝送 四 端 子 綱 の 動作 諸 量 (動作 伝送 量 ・ 挿 入 伝 送 量 ・ 開 放 伝 送 量 ・ 反 級 伝 送 量 ). 8. 影 i 
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則 有 製品 の 製 穫 販売 (有田 ) 3 
電線 製造 業 
( 代 ) 6231 
0 2301 


電気 通信 施設 工事 請負 並び に 電気 通信 用 品 及び 機器 


(2) 3247, (3 ) 1425, (4) 4059 代表 5) う 7126 
鉄道 信号 保安 装置 , 朋 生 困 導 衝 押 。 整流 装置 
(横浜 ) (5) 6591 C 


人 8 8111~5・7005 直 運 2822 


一 般 放 送 業務 C23 う ( 代 ) 5121~5125 
電気 通信 施設 の 建設 お よび 保存 工事 


(481) ( 代 ) 4111 


禁 導 Et A ビニ ー ル 線 
) う (武生) 1 


印刷 電信 機 製造 
(738) 0191 


通信 機 、 テ レビ, ラジ オォ オ 用 固定 抵抗 器 , 鞭 電 器 製 造 
販売 ( 便 孝 ) 代 2121 


無線 方 位 測定 機 、 ロ ラン 受信 機 、 速 隔 無 
TOMER 
。 導 休 製 品 、 テ レビ ジョ ン 、 ラジ 
ビョン スン ジオ 、 原 隆 
作 旨 聞 信人 、 了 同 吉 品 。 測 二 品 。 高周波 応用 導 業 機 

(416) 0171 


際 電 事 楽 
(231 代表 023l 1 ( 代 ) 0281、3521, 4521 
電子 用 剛 定 唱 さ よび 電源 装置 和 作 販売 


主要 製品 計 全 宮 対 ま 測定 圭 , 交 直 
流 補 写 代 電 間 人 叶 。 4 る トイ 
(717) Rae x 
々 公社 指定 ケー プル リン グ 再 門人 
39) 3214, 0596, 
テレ ビジ ョ ン 放 送 , 放送 に 関す る 出版 音 
販売 、 ラ ジオ, テレ ビ 坦 の 経 その 他 
連 す る 事業 LR C4 [や 8 
玉 折 入間 設 抽 7117~8, 8114~5 
直人 信 機器 お よび 陣 線 材料 工具 製造 販売 


の 
王 エ 生 ( 視 導電 、。 ぎ 才 折 器 そ の 他所 八 間 修 


ラジ オ , A te トラ ンジ スタ 々 , 家庭 電化 機 
民 座 < の 衝 吉 販売 1181 (大 代表 ) 


SC 5061 | 


交信 抽 罰 。 太 和則 E 則 類 C4 SI 


人 人 拓 引 他 性 久 湊 吾 区 記 を 必 各論 


(0229) 4101 ( 代 )~8 


入村 二 提 泊 ( 学 。 医 放電 気 話 。 芝 £ 
EE Rp nr 


各種 ゴム , ビ ニー ル 、 電線 


< 


昭和 35 年 12 月 電 気 通 信 


昭和 機械 工具 株 式 会 社 
昭和 電子 株 式 会 社 
昭和 電線 電 纏 株 式 会 社 


新 電 元 工 業 株 式 会 社 


菩 訂 新 三 凌 重 工業 株 式 会 社 
| 神戸 造船 所 。 


新 日 本 電気 株 式 会 社 
言 利 興業 株 式 会 社 
須 田 人 製 作 所 
和 株式 会 社 鈴木 工作 所 
住友 電気 工業 株 式 会 社 
西部 電気 工業 株 式 会 社 
ー 株式 会 社 

タケ ダグ ダ 理 研 工業 株 式 会 社 
放 タン ツタ 電線 株 式 会 社 
株 式 会 社 タム ララ 製作 所 
株 式 会 社 田村 電機 製作 所 
大 栄通 信 工 業 株 式 会 社 
株 式 会 社 大 興 電 機 製作 所 
大 日 電線 株 式 会 社 
大 北 電 建 株 式 会 社 
大 明和 電話 工業 株 式 会 社 


る 
| 高千穂 通信 機器 製作 所 


ゝ — 
— 


| 高橋 電気 株 式 会 社 
| 中 国電 力 株 式 会 社 
中 部 通信 建設 株 式 会 社 
中 部 電力 株 式 会 社 
_ 申 部 日 本 放送 株 式 会 社 
| 長 浴 通信 株 式 会 社 
月 澤田 電線 株 式 会 社 
MTR 会 社 


CE = 


; 


舞 


“ 避 避 S 販 比 ゃ 


東京 都 目黒 区 下 目 黒 
社長 中 「 山 


東京 Mg 
取締 役 


8 


雄 
$ 本 新 田 田 1380 
孝 


コレ 


渡 
hiram 3 の 1 の 1 
社 藤 井 次 
東京 Et 
取締 役 社 
半 了 W 区 和 内 町 3 丁目 
取締 役所 長 水 夫 
(本 社 ) 東京 孝和 代 軸 区 丸め 調 2 の 10 
取締 役 社長 田 人 
太 隊 了 北 区 析 2 
社 長 小林 球 一郎 
東京 都 新宿 区 若松 町 102 
代表 取締 役 鈴 木 顕 三 
東京 都 中 央 区 銀座 東 6 の 4 
代表 者 須 田 俊 軍 


RNNE MINTS 30 
鈴 木 終 一 


2 の 
深 当 


油 党 潤 


et hr 
社 長 北 栄 


me 
取締 役 社長 守 惣 市 
東京 都 品 ) 上 区 北 品 川 6 の 351 
取締 役 社 長 井 深 
東京 都 練馬 区 如 町 285 

代表 取締 役 武田 郁夫 


本 千 800 
社 長 三 半 


東京 a 4 es 
8 


京都 明 挫 区 下 目 湿 2 の 864 
村 邦 夫 


東京 都 洪 区 芝 自 人 金 三光 町 508 
代表 取締 彼 柳 島 久 夫 


交 記 才 夫 邦生 隆 4 の 1402 
長 上 I 梅 三郎 


本 訂 
大 阪 事 
ビル ) 
札幌 市 南 一 条 西 

取締 役 社 長 選 息 作 太郎 


都 港 区 芝 4 の 27 
i 半 拉 0 


株 式 会 社名 古屋 a 5 の 5 
最 才 人 長 魔 

MTR RPM の 4 
取締 役 社長 高 人 敏 


夫人 科 長 島田 兵 大 


古屋 市 中 区 葛 町 1 の 29 
久井 訪 英 億 


古屋 市 中 区 南大 津 通 2 の 5 
i 


屋 市 中 区 新栄 町 4 の 15 
寺家 佐藤 義夫 


L 11 条 西 8 丁目 
U3, 


EN 
山区 電 大 格 氷 大 
孤 科 


長 武雄 


K 生 全 過 mgr 


(C127) 


4 大 時 ピ 
。 郎 


選 央 市 束 向 島本 之 町 8 
所 大 阪 市 北 区 梅田 7 の 3 (梅田 
i 今 : 上 江 に 夷 


第 43 巻 12 号 1501 


通信 機 用 工具 製造 
(712) 0366, 0367, 0377, 0253 


マイ ク ァ 波 測定 器 及 装 
ルズ 発生 装置 及 電子 応 用 計 際 甘 (国分 寺 )1121~5 


電線 電 纏 , 伸 銅 品 , 防 振 さ ム 台 の 
を き の 附 乏 事 業 UIE) C3 2 び 前 


整流 問 電気 機械 器具 お よび その 付属 品 , 部 ¢ 
舌 、 販売 (201) (人 9 297 


船舶 新造 修理 , 舶 用 機械 , 一 般 弄 
欠 電 の 他人 衣 動 力 機 


リ 波 測 定 器 及 茜 置 , パ 


電気 通信 用 機器 製 
(341) 8684 (0881) ‘2449 


ライ ボー ル (特殊 無線 杜 ) お よび 空 中 線 
孔 式 建 柱 工具 電信 用 仁村 る か て 0 生 款 吉村 1 丈 


電 # 二井 村人 ガス ケー プル 用 各種 部 品 製 作 


(64) 60 
線 , と 康 の 拉 特殊 金属 線 , 

放 人 久具 その 他 給 玉 滞 金 製品 ゴム 製品 

反 (46) ( 代 ) 1 

電気 通信 - 工事 

(熊本 ) ( 代 ) (2) 6151 


半導体 素子 , 電気 通信 機 , 電気 測定 器 , 六 よ びそ 
他 の 和 電気 通信 機器 の 製造 販売 (441) (大 代表 う 0161 


カウ ンタ , 直流 増幅 器 等 テレ クト クス 測定 器 と 
放射 線 測定 穫 器 等 の 製造 販売 (933) 4 4111 a 


電線 お よび 電 終 製造 販売 
(大 阪 ) (72) 3331~8 


陳 信 用 量 置 。 カ a 
や 電 略 全 種 衝 応 品 , 電信 用 機 名 装置 , カッ トミ 


超 硬 


通信 設備 お よび 人 中 の 建設 保存 工事 の 請 
に 電気 エ 加 病 C441) tO S12 


有線 , 無線 通信 機 並 びに 同 測定 器 , 各種 制御 
び 部 品 の 製造 販売 (781) 7181 ( 代 ) 7155 ( 


電気 機器 付属 品 (電線 電 繕 ) 製造 販売 、 本 店 
(大 阪 ) (48) 5781~5 事務 所 大 阪 (36) 5551~9 


電気 通信 施設 工事 請負 通信 機器 販売 加工 , 修理 , 鉄 
塔 及び 管 路 工 事 (3) 811 


電気 通信 建設 工事 一 般 
(45) 5171~5 


0 線路 用 機器 製作 


RRRRI NDR 電灯 電力 , 通信 
線路 工事 発動 発電 機 設置 普 繕 工事 トランジスター 
ラジ オ 用 コイ ル 製 作 外 (人 全 ) (2) 8879 (3) 4832 


電気 供給 事業 

C4) 0211 

電気 通信 施設 工事 請負 テー ブル 鉄 架 お よび 雑 架 類 の 
製作 (32) 6456~8 


8 98 


放送 事業 

(24) 8111 

局 信夫 際 計 計 68 C3) 7032 (3) 7604 
支店 5425, 0231 専 79 


器 及 


電 縮 製造 販売 
(0 て (6) ( 代 ) 6101 
電気 通信 機器 製造 販売 


「 仙 含 3) 2200 (3 ) 8963 東京 (473) 2538 


表 ~ * 


1502 駐 持て 虹 入江 
nD 、 
電気 興業 株 式 会 社 間 WEE の 打つ i RO 
電源 開発 株 式 会 社 Ot 本 代 田 市 丸の内 1 の 1 第 2 鉄 有 ビ ま 生 放 に 対す る 直 力 の 人 夫人 関内 
電信 電話 工事 協会 |tumii i 裁 藤 井 崇 治 3832211 ( 代 ) 3311 ( 代 ) 4411 ( 代 ) 
会 
北海 道 支部 支部 長 村 田 直 明 CR 
東 東 都 新宿 区 諏訪 町 235 通信 用 測定 器 , 工業 用 計測 器 , 医学 用 測定 器 


東 陳 電波 工業 株 式 会 社 
。 東海 テレ ビ 放 送 株 式 会 社 
東京 宮 筑 株 式 会 社 
株 式 会 社 東京 計器 製造 所 
| 東京 航空 計器 株 式 会 社 
東京 芝浦 電気 株 式 会 社 
東京 電力 株 式 会 社 
東京 特殊 電線 株 式 会 社 
株 式 全社 東京 放 送 
東邦 産 研 電気 株 式 会 社 
東邦 電気 工業 株 式 会 社 
有 東方 電機 株 式 会 社 
| 末 北 念 避 工業 株 式 会 社 
| 東北 通信 建設 株 式 会 社 
| 玉 北 電 カ 株 式 会 社 
衣 北 放 送 株 式 会 社 


相本 箇 信 寺 設 株 式 会 
更 日 本 電線 株 式 会 社 


代表 取締 役 前 東 計 兄 


名 古屋 証 東 区 < 東 新町 7 
締 役 社長 千 田 密 


a 1 の 3 
取締 役 社長 本 田 弘 仙 


東京 都 大 田 区 東 蒲 田 4 の 31 
社 長橋 井 真 


UH 


東京 都 中 央 区 入 軍 州 2 の 5 不 ニ ビル 
代表 取締 役 日 高 義 久 


川崎 市 堀川 町 72 
社 ぶ 紅 全 岩 店 計る 次 


東京 都 千代 田 区 内 幸 町 2 の 9 
社 長 青木 均 一 

東京 都 条 宿 区 西 大 久 保 2 PW 

小 林 延 

ee ー ツ 木町 36 

ey a me 
ibis i Co 133 
幸生 時 
東京 都 渋谷 区 山下 町 60 
取締 役 社長 花 岡 亀 工 
東京 都 目黒 区 下 目黒 2 の 179 
社 長原 洪 
仙人 台 市 郡山 字 生 訪 脇 南 10 
柱 長 佐野 広一 
仙 信 市 東 七 番 了 13 
収 締 役 社長 右 田 弥 
仙人 市 束 二 秋 T70 


人 二 寺 1 代々 木 孝三 郎 
人 g 
の 
本 の 12 


長野 市 大 字 和 賀 西 1463 _ 
取締 役 社長 1 


電 衣 上 ー 
東京 都 世 田 ees a S45 


Rn 
a 

Pn 
ER 


(C128 ) 


(369) Cf 


代 ) 
社 東京 都 中 央 区 銀座 東 6 一 7 ( 木 換 秋 ビ ピル 内 ) 
支社 大 阪 市 東 区 道修 困 4 丁目 21( 神 戸 祭 行 ビ じ ル 四 階 ) 
東 42) 1231 ( 代 ) 大 阪 (26) 0005 
の 製造 お よび 供給 
855 0111 (大 代表 ) 
精密 計器 類 の 製造 
東京 (731) 2211, 7181 


航空 用 只 。 地上 操 終 訓練 横 。 電子 栓 器 , 通信 用 朱 
(20) ( 代 ) 7751 (20) ( 代 ) 7756 
電気 機械 器具 製造 販 
川 騎 (3 う 2561 (大 代表 ) 
電気 代 給 事業 
591) 2251 ( 代 10) 4341 ( 穫 20) 

’ ニナ ビニ ー 5 
マー ニル ポリ を チ レン 線 類 下部 品 。 電子 計 測 吉 品 
の 製造 販売 (369) 2161~5 


放送 事業 
電話 赤坂 (481) 8711 


セレ ン , シリ スシ rR 亜 酸 { 器 
SIC パ リス ター。 


利 電 正装 軒 。 直流 も 
硫化 カド シ ム 光 導電 素子 (新座 )31~32 


褒 旨 8 本 古語 Bo 

9 9019 PS 

笠間 計 加 革 入 葉 選 村 料 3 が に ’ 
び 販 売 で 代表) 作 


8 
i 5) 2111 

0、 3101 

通信 線 、 線 


(351) 6131~8 
UO * 
pT 
8S to 


OR OO 


ケー プル 
6141 Cf 
5 ンプ 論考 その 人 
メー ショ ン 


(451) 4767, 8 


信夫 聞 信 機器 製 人 


Ne I EE 


昭和 35 年 12 月 電 気 通信 学会 


且 新 電機 株 式 会 社 
株 式 会 社 日 辰 電機 製作 所 
日 本 海底 電線 株 式 会 社 
日本 コロ ム ビ ア 株 式 会 社 
本 航空 電子 工業 (株 ) 


日本 高周波 株 式 会 社 


日 本 製 線 株 式 会 社 
上 本 通信 建設 株 式 会 社 
是 本 通信 工業 和 株式 会 社 
kgs 
日 本 電気 株 式 会 社 
日 本 電気 機材 株 式 会 社 
上 本 電 業 工作 株 式 会 社 
日 本 電信 電話 公社 
日 本 電線 株 式 会 社 
日 本 電池 株 式 会 社 | 


昌 本 ビク ター 株 式 会 社 
印 本 放送 協 会 


日 本 無線 株 式 会 社 


会 社 
浅 傘 川 電機 製作 所 
株 式 会 社 白 山 製作 所 


早川 電機 工業 株 式 会 社 


| 株 式 会 社 日 立 製 作 所 


衣 立 電線 株 式 会 社 
| 堪 鳥 建設 工業 株 式 会 社 
有 | 宣 士 通信 機 製造 株 式 会 社 


京都 市 右京 区 梅津 高 敵 町 20 
社 長 香 川 修 一 
14 

長 岩崎 > マ ャ 了 チ 
sce ens 


取締 役 社 長 川 清 
i 
秦 造 
京都 区 
二 補 人 東急 ビル ( 洒 乱 スカ イラ イン ) 四 際 


本 
区 中 調 0 
東京 事務 所 こ 東京 者 夫 区 南條 人 間 - -:55 


東京 研究 所 東京 葛 坂 町 3 
東京 者 代田 区 神田 本 山 町 5 
社長 川野 昭 松 


東京 都 港 区 芝 高 輸 南 町 7 
取締 役 社 長 津 田 竜 三 


川崎 市 北見 方 260 
ki。 沢 


革 


竜 
東京 都 千 代田 区 二 番 町 14 
取締 役 社 長 清水 与 七 郎 


i EO) 
渡 辺 江 笑 


RR Eh/ 
代表 取締 役 島 津 洋 二 
東京 次 幸 大 田 由 2 の 19 

役 社長 真 木 雄 


事 容 補 引 区 放 2 
裁 八郎 


東京 者 加 SC 
仮 締 役 社 長 崎 山 義 一 


京都 市 南 区 吉祥 院 西 ノ 庄 猪 之 馬 場 町 
社 長 山岡 景 艇 


本 社 横浜 市 神奈 川 区 守恒 町 3 ~2 
本 社 事務 所 東京 都 中 央 区 中 本 橋本 町 4 一 ユー1 
代表 取締 役 副 社長 百 瀬 結 


十 代 田 区 内 幸 町 2 の 2 
拉 衣 寺 エ 同 郭 評 妥 


ミミ 都 三鷹 市 上 連 洪 930 
東京 直 久 


品川 区 小山 台 2 丁目 135 

科 胃 都築 武 一 

東京 oie 
代表 取締 役 中 川 与 
軸 OS 
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**9901 
***1241(119 
シ 
***489( 4 ) 
A1014( 9 )***1281(11) 
241037( 9 ) 1115(10) 
889( 8) 
+655( 
目次 裏 (4) 
894C8) 
800C 7) 


597(5) 
***484( 4) 
12(1) 258C2) 
A2629( 5 ) 
19C1) 280C 3) 
#418( 4) 
**71C 1 
55C19 
1325(11) 
***1232(11) 


昭和 35(1960) 年 度 絵 目次 
タ 新 美 達 志 * せ *424(4)***489C(4 う | 松田 売 一 *925C 8 YT 
多田 頁 三 朗 545(4) | 新山 冬 959(9) | 松 本 秋 」 箇 787(7) 
田 幸 信子 138(2) 1451(12) | 西周 次 320C 3 ) ミ 
田 : 衝 ジ 放 25(1) | 西尾 衝 彦 *649(5 うに 三 浦 ! 宏 康 21043( 9 ) 
田 島 清 971(9) | 西崎 太 郎 4779(7) | 三橋 広 ニ ***480C( 4 ) 
田中 - 耕 一 1340(11) | 西 沢 潤 一 459C4 う 着る の トド 欠 る 窟 545C4) 
田 潤 誠 一 ***440(4) | 西 、 辻 昭 1109(10) | 水 ロロ ーー 21030C 9 ) 
高 木 末 夫 *1481(12) | 西野 博 二 ***511(4) 上 水原 徳 至 ***413C( 4 ) 
高 木 向 目次 裏 (11) |. 西 巻 正 郎 64(1 う | 南 敏 。 146C(2 う ***1249(11) 
高須 達 1408(12) | 新 田 松 雄 1422(12) 1416(12) 
高橋 久太郎 CT ヌ 宮城 正 久 1122(10) 1402(12) 
高橋 久 夫 a41357(11) | 捧 山 平 一 4CT う | 宮代 彰人 1083(10) 1102(10) 
高 林 真 ***400C 4 ) ハ ム 
高村 真 夫 1440(12) | 葉 原 耕平 965(9) | 虫 明 康 人 310C3) 825( 7) 
褐 と 496G4 ぶれ 栓 2 て 太 - 杏 *380C 3 ) 943C 9 ) 
武井 武 1115C(10) | 橋 本 恵 士 813C(7) | 室 賀 三 部 1071C10)1408(12) 
武 田 行 松 ***413(4) | 橋本 真 豊 PACLD モ 
橋 魚 , 志 46(1) う 573C(4) | 鳩 山 道夫 *409(4) | 森川 貞 軍 +*1213C119 
705C6) 11 林 ふ る 演 六 夫 ***472(4) | 森 田 清 286C3) う ***1169(11) 
垂井 康夫 4500C4) | 林 徴 也 298( 3 ) ャ 
チ 林 . 友 直 50C1 う 305(3) | 大 板 撤 1422(12) 
千 次 ***516C(4) | 半 沢 幹雄 +t*1262(11) 矢崎 銀 作 ***520( 4 ) 
っ 伴 野 正美 4 ***467( 4 ) 
に に 人 屋 中 次 1317(11) ヒ 柳 井 久 義 19(1) 村 *418C(4) 
< ro 広瀬 健雄 *740(6) | 数 本 忠一 ***475( 4 ) 
£3; 敵 邊 カバ - 水 691(6) う | 樋 渡 油 二 ***529(4) | 身内 睦子 ***409( 4 ) 
8 守 守 3 村 洪 一 806C7) 7? 山浦 弘 夫 2a202( 2) 
計 伝 『 田 ) 特 - 一 ***454C4) | 深瀬 彦 a1022(9) | 山 品 開 生 **71(1) 
a ト 深 海 規 ***524(4) | 山口 普 司 ***1232(11) 
戸 田 剛 1071(10)1408(12) | 福 井 客 一 ***1200(11) | 山下 業 吉 39C1) 
0 ( 博 " 44200C(2) | 福井 初 照 株 *462C4 う 1351C11) | 山 田 茂 春 193C2) ( 質 侍 討論 ) 
人 ~ 江 "用 夫 813C7) | 福岡 武治 965(9 ) 627(5 ) ***1204(4) 
人 千 山 「 競 ***448C(4) | 伏 見 和 子 959(9) | 山 本 武夫 567(4) 
放 知 信号 aa202(2)948C9) | 導 井 忠 大 64C1) = 
| の 藤木 久 男 ***516(4) | 湯原 仁 夫 ***1179(11) 
鐘 光 須 伝 夫 310C3)825C(7) | 衣 村 実 志 604(5) | 百合 野 豊 ニ 1440(12) 
放 中 和 島 平 太郎 W224014 う に 、 族 で 木 ミ = 内 ***346( 4 ) ョ 
四条 、 男 55C(1) | 古川 吉孝 1396(12) | 横井 満 180C 2) 
放 原 恒 圭 611(5) | 古 店 源 治 (講演 ) 677(6) | 横 坂 技 夫 71C1) 
人 促 學 。 由 - 正 1388(12) へ 横 瀬 芳郎 ***1262C11) 
剛 中 村 勝 吾 561(4 う | 別所 照 彦 198C(2y | 召 田 進 ***424,***431C) 
証人 寅 619C5 ) ホ 米 沢 滋 ( 会 長 も あい さっ つ )674C6 う IT 
% 水田 策 WIC2 3 量子 剛 男 146( 2 ) (講演 21375C12) \ 
月 交友 1422(12) | 細 川 悦 利 2a1049( 9 ) ラ 、 
| 平木 美 宮 座 ( 綿 括 計 論 ) 624C5) > 来 に 全球 **104C1) 
江川 敏彦 1329(11) | 艇 本 利夫 +**1288(11) ” 4 
| 成田 臣 人 134011) | 増沢 健郎 971C9) ** 和 1232C11) | 和田 弘 者 01 う 115G0) 
志 a 松 井 七五三 男 64(1) | 渡辺 竜 起 292C.859 
一 隊 堂 靖 短 *1360(11) | 松尾 正之 160(2) | 渡 辺 和 271(3) 
拉 ーー 条 弱 其 yi 夫 松 田 和 長 545(4) | 渡辺 宗男 21022( 9 ) 
導 一 官 灯 縮 952C(9) | 松田 人 節雄 320C 3 ) 。 #4 
計 CY 


ます 。 


(2) 各種 部 品 及 び 回 路 の インピーダンス を 適当 な 周波 数 

で 測定 する と こと に より , 量産 過程 で の 品質 管理 に 広く 

応用 され ます 。 特 に 位相 角 を 測定 する と と は 製品 均一 

箇 性 の 微少 な る 差 を 拡大 いた し ます の で , 
a いた 青 種 の 試験 項目 を 省略 する と と る も 可能 と なり ま 


| す 。 例え ば 


6 有 ②2. 1) 各種 リレー, チョ ヨッ パー 
、 上 品 の インピーダンス の 均一 性 を 測定 する と と に 
より 賠 間 短絡 また は 異常 の 検出 

培 (2. 2) L.C.R. 複合 回 路 の 合否 判定 (あら か し じ め 規 定 し た 数 点 の 周波 数 で 測定 する ) 
| 2.3) 各種 コン デン サ の tan8 の 異常 検出 客 
用 2. 通信 用 波 器 の 槍 城 内 入出 力 ィ イン ピー ダン ス の 測定 に より , 

その他, 多く の 新しい 応用 面 の 開拓 が 期待 され ます 。 


| 規格 


M275 A 形 直読 イン ピー ダン ス 計 ! は 携帯 形 発振 振 器 等 と 
併用 し て , 通信 線路 お よび 通信 機器 , 各種 通信 用 部 品 の イィ 
旧 ピー ダン ス の 絶対 値 お よび 位相 角 を ゃ メー ター の 指示 に よ 
放 り , それ ぞ れ 直読 測定 する も の で あぁ あり, 下記 の 利用 面 で 有 
効 適 切 に 用 いる と と が で きま す 。 

(1) 通信 線路 の イン ピー ダン ス の 測定 が 迅速 確 央 た で き 


従来 実施 し て 


変成 器 等 , 巻 線 部 


oC ect i 


他 の 検査 項目 の 一 部 を 省略 する 。 


絶対 値 測定 範囲 


0 


計 用 人 折角 軸 カ レベ ペル ) 


計 全 用 周波 弘 % 範 - 囲 


位相 角 測 定 範 囲 


衣 電 池 持 続 時 


_220x320x175 mm, 約 7kg 


訓 
ロ 
区 
唄 


東京 都 港 区 麻布 富士 見 町 39 電話 473) 2131 ( 代 ), 2141 ( 代 ) 
営業 所 神戸 市 生田 区 栄町 通 5-10 電話 元町 4) 3614() 


0.2 kc~10 kc 


509~11.1kQ 但し 下記 の 5 レン ぽ ヂ 切 換 に よ 
50 2~160 2, 160 2~500 A, 500 2~1. SE 本 :6k2.5k0, 5kA~16kQ 


0°~+ 90° 
4 以 内 
絶対 値 502D~5k2 に て 土 (3 + が)》 以内 
絶対 値 5k2 以上 た と て 土 (6 +4) 以内 


約 +4dBm 


連続 8 時 間 以上 の 使用 に 対し , 乾電池 電圧 は +10%~-20 弦 を 保持 する 。 


* 


Er 


A et 


A CI i 
形 計 0 0 て ¢ を > 
5 PR 事 女 > 。 2 
ンー iJ ンー る 守 yr 
Py or 、 * 
同一 ベー ス に シリ コン 二 素 子 を 組 込 ん だ 復 合 極小 形 他 に 
類例 の な い 特 許 新 製品 | 


倫 和 ( 


SP-2 TV 電源 磁気 増 巾 問 最適 品 小 容量 電力 用 に 最適 品 


tr 


ーー 条 果 最高 由 の 東邦 拡散 


MRE2 


科す V 
| | 放 谷 交流 入力 電圧 ( 実 効 値 


に 衝 


En wr 
vov mov uv [anv wmvyl mylomv hmev 
av [sv [amv mv lm wm 


1 


。 電力 用 大 ・ 中 容量 素子 も 生産 好調 で 在庫 豊富 に 用 意 し て お り ま す 。 
と 営 業 品目 RC 
シリ コン 整流 問 ゲル マニ ュ ウ ム 整 流 問 セレ ン 可 流 問 = 


Qo S ic パリ スタ Cds 光導 電 素 子 琶 化 負 束 流 普 。 
磁気 増 巾 器 A V. R 速 断 ヒュ ー ズ 


、 


東邦 産 研 電 気 株 式 会 社 


務 所 東京 都 豊 島 区 東池袋 1 の 11( 大 和 ビ ル ) TEL, (971) 1959・8992 0 : 培 

] 埼玉 県 北 足 立 郡 新座 町 北町 TEL 埼 玉 新 座 31・32 
' 

後 一 2 


電子 管 技術 の 総力 を 結集 / 
プレ ー ム グリ ッ ド : チュ ー ブ プ 


ッ ド 管 の マウ ンド 


テレ ビ 受 像 機 の 性 能 を 飛躍 人 的 に 向上 きせ た 7 DJ8 を 始 め 、 最 近 当 社 で 開発 に 成功 し た 
一 連 の フレ ー ム ・ グ リッ ド 管 は 。 セット の 小型 化 、 機構 の 簡 雪 化 に よる コス ト 光 ウン 人 符 
技術 的 に も 、 経 済 的 に も 一 層 優 れ た テレ ビ セ ッ ト の 量産 化 を 目指 し て 、 設 計 き れ な た 最新 の 
喜 空 乱 で す 。 | 


1 


テレ ビ 受 像 機 用 フレ ー ム ・ グ リッ ド 管 の 推奨 品種 


ナシ ョ ナル フン ゃ = ム 
高周波 増幅 と 自 励 | グリ ッ ド 管 の 特長 


ナ 用 3 極 管 で あり , 


これ は 新しく 開発 され た VHF チ ュー 


振 ミ クサ と し て 使用 .g m=10:5m ワ 0 (1jgm が 非常 に 高く 
{ 中 間 周 波 増 幅 用 高利 得 シ ャ ー プ ・ カ ッ ト オ フ 5 極 管 .g m=15.0m ひ 0 と れる 
| } (2 剰 価 雑音 抵抗 が 
| リモ ー ト ・ カ ッ ト オ フ 特 性 を 持つ ほか は 6EJ 7 に 同じ ヒ .g m=12.5m0 一 層 低 く な る 
これ は , よく ご 存じ の よう に VHF チ ュー ナ 用 双 3 極 管 で て , カス コー ド 弄 増 | (3 特性 の ペラ ツネ 
幅 に 使用 . g m =12.5m ワ が 大 変 少 な い 
[ 良好 な 混 変 調 特性 を 持っ て いる VHF チ ュー ナ 用 の リモ ー ト ・ カ ッ ト オ フ 高 | (4) マ イク ロホ ニー 


周波 増幅 肥 3 極 管 .g m=12.5m ひ 
Ef=6.3V ,If =0.365 A と ヒー タ ・ カ ソー ド 間 最大 定格 以外 の 電気 的 特性 は 
7 上 E58 に 同じ ig 2.5m{ 


が 一 層 少 な ぃ 
(5 特性 、 寿 命 な ど 
が 十分 に 信頼 で 


Ef=6.3V,If =0.365A と ヒー タ ーー 導 吉宏 格 以 0 


3 | 邊 の 電気 的 特性 は 7 DJ 8 に 同 ヒ .g m=12.5m 


EN 


6iE J7 


松下 電器 産業 株 式 会 社 


特 長 

(1) 可 拉 性 に 富ん だ 接続 の 
な い 長 尺 の ケー プル で 
ある 。 

(2) 品質 が 極め て 均一 で あ 
る 。 

C3) 低 損 失 で ある 。 

(4) 電気 持 性 の 経年 変化 が 
な い 。 

(5) 軽量 且つ 強 較 で お る 。 

(6) 建設 及び 保安 が 容易 で 
極め て 経済 的 で ある 。 


用 途 
各種 放送 : 
TV 放送 FM 放送 短波 
放送 ST リン ク 共同 財 視 
各種 無線 通信 
マイ クロ ウツ エー ボボ UI タ 
VH.F 帯 無線 通信 レー ダー 
宇宙 通信 見 透 外 伝播 通信 


' 本 社 尼 内 市 "東向 、 島 m 四 きき 交 そ 中 人 8 補 舌 、 地 
に 大 阪 事務 所 天 孤 さき 届 北 4 技 区 橋 博 田 X 格 る HR 
y 支 社 東京 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 / 工場 尼崎 ・ 和 歌 山県 筑 島 


@ 
(垂直 、 水 平 プラ グイ ン 型 ) 


DC-50MCEC 


広帯域 六 9 四 ス コ -Z 


新 製品 ら 〇 1 A 型 


501A 型 ツン クロ ズ スコープ は YV( 型 
直 軸 )、 昌 (水平 雷 ) が 、 プ ラグ イン 
式 で すか ら 、 付 属 の ェ + ェ ニット を さじ し 
か えれ ば 、 一 台 で 広範 囲 に 活用 で き 
ま 直 き 


DC~5B5 OMOC eeeeeereeeeeeeeee 501A 型 

i ds Nh ) 
J ies 2 OMC A A ら (0) 2 A 

@ プ ラグ イン 
DC 15MC ee CT—ー5215B 型 
DC~10MC C.T 520A 
DC 1ME ee CTー511A 型 


お 問 合 わ せ は ……ー… 
最寄り の ナジ ショ ナル 計測 回 販売 代行 店 ある ら は 、 遇 填 
の 営業 所 、 出 張 所 まで ご ど 連絡 下 さい 。 ; 


ELECTRONICS 


松下 通信 工業 


カタ ログ 進呈 。 松下 通信 工 楽 株 式 会 社 
横浜 市 港北 区 綱島 町 TEL(46) 2.7 5.1 代 


RE 
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線 。 


ケー ブフ ブル 


征夫 電 折 


本 儲 ・ 東 京都 黒田 区 寺 
営 業 所 ・ 東 京都 中 央 区 築地 3 の 
大 阪 販売 店 ・ 大 阪 市 北 区 ey 
名 古屋 出張 所 ・ 名 古 恒 市 中 区 広 』 


福岡 出張 所 ・ 福 岡 
仙台 吐 在 員 事 務 所 ・ 仙 台 
札幌 星 在 員 事務 所 ・ 


札幌 市 北 三 条 西 E 


10 懇 和 会 船内 


42 
38 


トル に 対す る 高 
信 発 受信 機 及 レ 


電 話 611 局 101~7 
電 話 (541) 2021~9 
電話 大 阪 09 3658・1171 
電話 本 局 (23)0284 


電 話 東 (3) 4397 


電 話 仙 台 3515 
電話 札幌 (4)1768 


回 
用 
抵 
ン 


Ve 


抗 
ト 


抗 


案 海 高熱 工業 株 式 会 詩 


本 社 
営業 所 


_ 


場 名 古屋 ・ 京 都 


広島 ・ 


東京 都 千 代田 区 神田 旭 町 2 大 ビ ル 電 話 8 
大 阪 ・ 名 古屋 ・ 福 岡 、 富 山 .。 


仙 台 


TATEISI 


2 樺 の 大 きき で A C37 5 A ん を 開閉 で きる 
資 」 と りつ け に 場所 を と ら ず 経済 的 
六 プラ グ ・ イ ン 式 で 補修 に 便利 


自動 制御 用 に / 遠方 制御 用 に / 
決定 版 の 小形 パワ ー・ リ レー で すす 


ほか に マイ クロ スイッチ 、 リ ミッ ト ・ ス イッ チ 、 限 時 継 電 回 


フロ ー ト な し スイ ッ チ 、3 モ ー タ ・ リ レー、 誘 導 形 保護 継電器 、 MK2 
圧力 スイ ッ チ 、 起動 スイ ッ チ 、 制 御 盤 な ど 製 作 。 小形 パワ ー・ リ レー 
株 - 式 会 社 
士 堂 町 1 0 電 (44) 5181 . 
売 式 会社 
E 新 大 ビ ル 9 隊 電 (36) 8571 
まま ビル 別館 4 階 電 (231) 5864 
ビル 9 階 電 (55)-5437 
6 電 (2) 7226 


マル コン シリ ー ズ No. 6 


新 製品 ・ タ ソン タル 固体 電解 コン デン サ 


SOLPET 


小 サ ク テ 品 質 ノ ョ ヨ イィ 


カタ ログ 贈 旦 


東京 電器 株 式 会 社 


東京 営業 所 er 9 (東山 ビ y) TEL (201) 9494( 代 表 ) 
大 阪 営業 所 大 阪 市 北 区 絹 笠 思 50 (堂島 ビル ) TEL (34) 8 7 2 0 


後 一 7 


航空 機 , ロケット, 自動車 等 の 機構 体 解析 
電子 機器 お よび 部 品 等 の 振動 試験 

各種 物体 の 共振 周波 数 の 測定 

各種 物体 の 振動 次 衣 の 測定 

各 租 物品 , 材料 の 疲労 試験 

ダン ピン グ 特 性 の 測定 

構造 物 の 振動 試験 

液体 の 乳化 , 提 捧 , 混合 

その 他 , 各種 の 振動 試験 全般 


振動 数 が 広範 囲 に 連続 可変 出来 ます 。 

振幅 を 任意 に 調整 出来 ます 。 。 
取扱 が 容易 で 可 搬 型 で す の で 何 拠 へ で も 移動 出来 ます 。 VB 一 10 型 
ォ ー ト サイ クリ ング が 可能 で す 。 

双 音 が 有り ませ ん の で 耳 に よる 不良 個所 の 摘出 が 出来 ます 。 

MIL, NDS, JIS, の 振動 試験 全部 が 可能 で あり ます 。 

加速 度 」 振幅 , 速度 メー ター で 直読 出来 ます 。 

記録 され た 振動 の 復元 試験 が 出来 ます 。 

芸 振 機 に 比べ 共振 点 の 測定 に は 最適 で す 。 
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ey 流 株 ェ エ 
本 「 社 : 東京 都 文京 区 白山 前 町 44 き TE 選 (921) 8145 ( 代 
藤 工 場 。 埼玉 県 革 市 上 町 4 一 33113'TEL (0889) 4576( 代 
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| 電気 県 業 株 式 会 入 


東京 都 品川 区 大 井 元 芝 町 880 電 話 (761)311』 
営業 所 札幌 ・ 刈 谷 ・ 大 阪 ・ 門 司 ・ 失 剛 
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上 温度 測 空 、 温 慶 制 御 、 ト ラ シ ジ スタ 


| | 温度 補償 、 超 高周波 電力 測定 、 発 振 

A | 妖 拓 巾 安定 、 通 信 回 路 自動 利得 調整 、 

| | ; 継電器 騙 作 遅延 、 サ ー ジ 電流 抑制 用 
T その 他 


occ oi re 
る : 終る 
£ - 


度 の 高 い 石塚 電子 の 半導体 製品 


火花 消去 に FR 
シリ スタ 
(SiC バ リス ター) 


(カタ ログ 進呈 ) 火花 消去 、 サ ー ジ 電圧 抑制 、 
定 電 圧 用 その 他 


" 石 : 塚 電 Sa 株 式 会 


! 束 京都 演 戸 州 区 苦 町 騙 の 2916 代表 a: 引当 t P | 
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次 手動 式 ・ 油 圧 
Type 8—SCTH 次 半自動 式 ・ 油 圧 操 作 


次 自動 式 ・ 油 圧 操作 ラジ ェ ッ ト 方 式 
使用 ブレ ー ド 径 75 mm t0.4, 
100 trinmt 04 125 mm t0.4 


© 〇 ラッ ピン グマ シン 
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* ラッ ググ 2 一 タイ ホブ プ “ 

1 仕様 タイ マー・ 自 動 所 捧 装置 ・ 電 磁 パ ルプ 付 § 

.§ ラッ プ 磐 径 12 吐 ミ ハ ナ イト 鋳鉄 使用 

_ (ヌス ヌ ラ イシ ング マジ シン ) 


三池 理化 工業 株 式 会 社 
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AD (3513 6222024 
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年 間 保 
広 い 測定 趣 囲 で 用 途 


周波 数 D 1.2MC/S | 
回 転 数 0 -600, 000 rpm 
時 間 間 隔 10™° ~10°* sec | 
小 型 ・ 軽 量 (重量 6.5kg) 1 
に ーー を 変 4 下 名 湊 朋 


源 
A.C. 100V(15VA) “D.C.12V(7 VA) 


きき 小野 測 器 製作 所 


(738)1900 


(731)9937 
東京 都 大 田 区 下丸子 257 Tel i338866 


営 業 品目 
ペン 書き オシ ョ ログ 
NP RC 


4 
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rR, 


"MA 弄 
MA—P A | 
CH 穫 

3 | 


外 summas " 
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EE Ge A RE RE i 


TEL 東京 (491) 1966・ 3250・ 38 


| 1. 記録 面 : 有効 記録 面 が 大 きい 4』 i OY i : 

N 2. 記録 速度 : 最大 速度 50cem /sec 、 計量 a 3 に 

| 3. 最高 感度 : 0.5mV /cm (西山 共 ペ ン の 唱 & に 対し て ) a A i 由 

si 人 」 解 ! 能 壮 : ワル スケ ルル の 0.1% 以内 TEL a 0 Ey ” 
5. 記録 面 の 個 紋 : 記録 面 は 水平 及び 25° 50° i a 


75” の 4 段 に か えら れる 6 
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cr リス モー ター 
の グロ ロス モー ター 
OSS なー モー ダー 

は 特に 量産 し て お り ま す 。 


その 他 小型 モー ター と 発電 機 に っ つい て は 
' 御 相談 下さ きい 。 必ず 御 期 待 に そい ます 。 


癌 
= 
EE 
< 
選 
= 
| 
に i 
al 


| 
上 
謗 a 
ドド 
3 
則 く 
地 
SS 


オオ 居 
> 斗 


証 員 幸 員 
a 
朋 
図 
| 
| 
9 
3 
wo 


A+ 
万 ご 
斗 哲 こ 

<1 

ot 4 
二 - 鞭 青 、 
っ こ 選 8 

に 


( 旧 社名 花 」 坦 電 機 産 - 柴 株 式 会 社 ) 


ココ ロブ モー ラー 析 式 合 寺 


東京 都 目黒 区 東町 5 2 番地 電話 目黒 (712) 代 素 3146-9 


Dw oo 


貴社 の 生産 性 向上 と 新しい 技術 躍進 に は 
新 製 品 _ 826A(A1) 型 新 製品 50 1 A 型 


em 乗 直 区 
標 準 信 


V・ 日 プラ グイ ン 型 


号 発生 和 


本 器 は 50kc~50Mc の 範囲 
の 非 変調 波 , 振 巾 変 調 波 を 
発生 する 普及 型 信号 発生 器 
で 各種 受信 機 の 調整 , 試験 
ぁ る い は 衝 々 の 通信 機 用 部 
上 品 の 試験 用 な ど に 適し て い 
まま 


シン クロ スコ ー プ 


概要 
本 器 は , 垂直 軸 と 水平 軸 を プラ グ ゲ 
イン 型 に し た dc 50Mc の 広和 帯 域 
シン クロ スコ ー プ で #。 
附属 の プラ グイ ン ユ ニッ ト を 差し 
換え る こと を に より 72 現 提 才 4 お 
る い は 違 姓 掃引 用 な ど 万 能 型 と し 
て , あら ゆる 用 独 に 利用 で きま す 。 


新 製 品 _ 5A 型 

宅 和 プ ラグ イ ン ュ ユニット 
と 4 51B 型 
広帯域 二 現象 垂直 プラ グイ ン ユ ニッ ト 

新 製品 515S 型 
遅延 掃引 水平 プラ グイ ン ユ ニッ ト 


計 補 
通 信 測 定 器 
Te 用 


新人 製品 976 A 型 ; 
っ E 抗 ブリ ツジ 


概要 

本 器 は , 検出 器 に 高 感 度 の 
直流 増 巾 器 を 使用 し , 他 に 
| 電源 , 標準 抵抗 な ど を 使用 
する こと な く 1,211M9 ま 
て で の 測定 が で きる 高 抵抗 プ 
リッ ジ で す 。 高 抵抗 の み で 
| な く , 比較 的 低い 抵抗 で も 
人 簡単 に 測定 で きる の で 一 般 
「 の 直流 抵抗 の 精密 測定 に も 
本 GU ます 


4 本 日 本 電 計 株 式 会 社 


£14 ; 松下 通信 工業 株 式 会 社 代行 店 東京 都 和子 代田 区 神田 須 田 町 1 の 28 (291)5111~ 5 
の ; 


@ 誤 誰 
» 
江 


電 計 ショ ー ル ー ム を 御覧 下さ い 。 


身 一 半 


| アル ミニ ウム 表面 処理 専門 


o( 特 許 ) ア ルミ ニウム 超 硬 質 処 理 ( 寅 縁 性, 耐 褒 触 性, 耐 磨 性 ) 等 に 最適 


白色 , 金色 , 銀色 , 黒色 , 原色 , パー ル , 
OF ルミ ライ ト 法 に 依る 装 飯 及び 防 細 遇 理 一 式 ( その 各 衝 名 形 / ッ キ 及び 梨地 仕上 ) 
塗装 下地 用 アル マイ ト 処 理 


〇 鐵 金 処理 (アル ミニ ウム 及び アル ミ 合 金 に 各種 電気 メッ キ ) 


電化 皮膜 工業 


東京 都 大 田 区 今泉 町 259 番地 TEL (3) 99 


jy 
RE 


40% x50 25% x40 


原 理 メー ター リレー は 可動 コイ ル 型 の 計器 軒 用 途 真空 管 回 路 の 保護 , 電源 電圧 の 自動 調 
リレー で 直流 の 電圧 電流 で 動作 させ る 外 整 流 節 。 温度 。 回 転 数 , 過 負 荷 , 周波 数 制御 の 外 
器 と 組合 せ 交流 で 熱電 対 と 組合 せ 高周波 で 光 火災 警報 。 機器 絶縁 異常 報 。 そ の 他 広 く 使 
電池 と 組合 せ 光 で 動作 で きま す 。 岐 で きま. ず 。 


渡辺 電機 工業 株 式 会 社 


東京 都 渋谷 区 神宮 通 二 ノ 三 六 番地 
電 話 青山 (401)2281・614 1 —4 


ワ ド ー の トラ ンジ スタ ー・ 電 子 管 金属 材料 


INIRON 52 


軟質 ガラ ス 封 入 用 


Fe-Ni-Cr 合金 


平均 膨 須 係 数 8~10/C 


(20°C~500°C) 


中 里 合 名 会 社 


東京 都 中 央 区 日 本 橋 両 国 五 番地 
irog な. 前 22。 pt28 
電話 東京 (851) 局 5124 。5125 。5126 


由 造 本 式 会 社 。 林 同和 チ 材 笠 下 造 部 


の 元 級 を 完全 に する 


灯 ・ 含 演義 直 
・ コ ン パ ウン ド 人 言 漫 避 置 ) 


愛知 電機 中国 電力 ・ 安 川 電 機 
沖 電 機 ・= 葵 電機 ・ 北 辰 電機 ・ 住 友 機 械 
東洋 レー ヨン ・ オ リザ ヂ っ ン 電 機 三洋 電機 


ee 6 


主 な る 
納入 先 


空 工業 株 式 芸 計 

昌 zz 由 

本 社 大 阪 市 西区 江戸 吉 責 朋 3 の 
東京 都 台 東 区 二 胡 村 1 


EC 18. 9512~4 
電導 0 2161 (代表 ) 
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新 製 品 | 
本 器 は オー トメ ーション シン に こ = お ける 圧力 の 検 出 
部 に 広く 利用 失っ らら る 電気 変 兵 凌 填 で 。 
Bellows な よび Coil spring か ら な る 受 圧 部 
の Strroke を 直接 linear motion Potentiomet 
er に 連 勤 せしめ ゅ た も の で Frictionless Sup’ 
port に より Hysterises を 極度 に 減じ た 構造 と 
な っ て いる 。 ‘ 
Continuous 
Potentiometer 
CP-5S | 


持 緑 測 器 研究 所 ermvaeraniom 
mn 明 立 技研 株 式 会 


本 本 流 二 韻 1 の 3 | 
TL 8 10・ “6! 


' 


i 


計測 器 ・ | 
電話 機 ・ 交 換 折 ・ 講 部 分 上 品 

挫 線 用 ・ 請 材 半 
ケー プル 電線 ・ 工 裏 用 諸 材 料 


株 式 会 本 画 


本 社 大 阪 市 浪速 区 恵美 須 町 2 丁目 27 番 地 
電話 大 阪 (64) 5 番 ・6 番 ・7 番 ・18 番 ・19 番 
出張 所 電 京都 千代田" 区 ..6 才 。 虹 き 5R 稚 計 地 
電話 九段 (331)60.31 番 て 301) 2765 鱗 

(33291.4 "39.615 筐 


選 護 \ 志 謀 式 志 


SO RE 
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パラ ボラ 
で P 18 一 妹 弄 夫 下 表 紹 
東京 タワ 鉄 培 1.50m ド に 
取付 けち られ た 回 転 ペ ラボ ラ 
四 装 置 の 中 一 台 を 示す 


用 x 索 
本 装置 は TV 放送 局 に お いて , TV 映像 の 移 
馬 , 中 継 局 より の 受信 に 使用 する バラ ボラ 空中 
線 装 置 で 一 組 又 は 四 組 の ラボ ポラ 装置 を 鉄塔 上 
に 設備 し 遠隔 制御 に より 任意 の 移動 中 継 局 よ り 
の 映 1 象 受信 を 全 方 向 カ バー する こと か で きる 。 
格 
G) 使用 周波 数 6875Mc 一 7125Mc 
(2) 利 得 35db 
(3)T VSWR-", 1 以下 
(4) 隔 ロロ 筆 RE も 使用 出 
来る 


ボラ , 回 転 装置 を 含み 1 組 の 理 量 は 約 450kg 
で 


吉 加 藤 電 気 工業 所 

会 社 乾 戸 工業 A 
eb KR < E 
王 子 (911) 3672・0093 ・(919)2230 


tta 


IMN +01% (3 A 
378:4 


PT ER 


Ea eR a EE A iB a EE 2 

寸 B 20 20 2 E22 | 

HH 

Tk | 

に D500 半 際 60 00 50 て | mm 生き | 補っ こ の N54 に 7 | 

| Rn |1ima| 2m™a lisoka|sooka| 1ma RE OT 4 か 5 

| RA |150Ka |400Kn | 25KA |150Ka |200 KA Ra 2Ma2|2M9| 5MQ|1MQ 

1 [1%| 100 | i100 | 200 | 200 | i100 | 滞 Rl 10 00 0 20 

Rmin |.25%| 50 | 50 | io0n | i100 | 50 | 念 0.25%| 5 | 5 ーー 

ns%| 190 | 19 | 20 | 20 | 10 囲 n [5 %| 1 | 1 Lr 
] 1%|o10 |o.10 |o.10 |o.1a |o10 | 1 %| 01| 0.1| 01 
i ZT EE 
SET RT CEI EE | 0.5| 1.5| 0.8 


ロミ 
】 
(1 


最大 加 電 庄 V 


[ 最 天 加 電話 V| F | 1000 | i500 | 270 | 900 | 1000 | 2000 | 1200 | 2000 | 1000 | 270 | 
EE EE | A A EE A a TA IE 


Rmax 最大 筐 抗 値 , Rmin 最小 抵抗 値 , Ra 擬 抗 温 庶 係 数 十 1、3X10-*/C'(0.12% 以 下 2 X10)R4 士 0.2x10-*/C' W40 温度 上 昇 40*C,W20 温度 上 秦 29"C 


カタ ログ 贈 号 


{ 真下 製作 所 sk 合 区 下 此 寺 品 1 本 18 電話 (461)0712・8037 
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' 由 画 千 完全 な 技術 で お く る … 


== "4 


12GC 簡 易 マ イク ロ 波 通信 装置 


特 長 


1 ゃ マイ クロ 波 真 空 管 、 特殊 真空 管 以外 の 
定 用 小 通 話 路 用 (12C HH 以下 ) トラ ンジ スタ イヒ 
の マイ クロ 波多 重 通信 装置 で , こ 信 管 。 選 発 管 共用 方 式 
折 送 端 局 装置 と 組合 せ 電 話 回 線 e 狭 帯 域 受信 方 式 
を す 安 # 光 づる る こと の で きま すす 。。 < に e 送受 空中 線 共用 , 偏 波面 に よる 送受 分 苑 
で a \ の e マ イク ロロ 波 ヘ ッ ド 部 と 空中 線 の 一 本 イ 化 
通話 路 に 最も 適し た 通信 方 式 を . e 低 損 失 高 感度 方 式 に ょ る 反射 板 使用 押 
採用 いい で て で. いま す 。 団 の 拡大 


沖 責 気 工業 株 式 合計 


東京 都 洪 区 芝 高 浜町 10 TEL.(451)2191, 9271 


NC RNMC ° 


EP PLVELRS 


これ が 66560 年 型 の 


~” 


ン 


クロ スコ ーー ププ で け す - 


EC LL FA 


園内 最大 の シン クロ スコ ー プ 専 問 メー 
カー の 岩崎 通信 機 は 、 ら いよ いよ DC へ ~ 
6 0MC の 広 芝 域 型 シ ンク タロ スコープ 
SS-5601 の 販売 を 開始 し まし た 。 


SS 一 5 6.0.1 の 性 能 


ラウ ンジ 5BHP2 
感 度 0.05V/cm ~0.2V/cm 
周波 数 特性 DC~60MC-3db 


掃引 速 度 拡大 回 を 含め 
0.02usec/cm~12sec/cm 
0. 15mv~50V 
寸 法 350W X450 有 HX720L 
叉 、 新 製品 と し て 、5 叶 ブラ ウン 管 2 
使用 し た 、 DC~5MC の SS 一 5051 
DC~2MC の SS-—5021 
も 加わ り ま し た 
どの ほか 、 次 の 種類 の シン クロ スゴ コ ゴー 
プ が あり ます 。 
DC~4MC SS~3041 ミゼット タイ プ 


Nt 


‘ご 


DC~5S5MC SS~5052。 ポ ー タ ブル テレ ビ 用 
DC~10MC SS~5102 プラ グイ ン シ ス テム 
彼 5MEC SS 151 スタ ンダ ー ド 

4 SS =515200 ス タン ダー ド テ レビ 用 

” SS~5154 南方 向 

” DS~5155 2 スピ ビーム プラ グイ ン 
D: 選 =30MEC SS S5302 プラ グイ ン シス テム 
BGAMC MS~5012 メモ リー プラ グイ ンタ イプ 


ェ エレ クト ロニ クス の 有 太 ゆ ⑭ る 分 野 で 活 
し て いる 岩崎 の シン クロ スコ ー プ を 御 
用 命 下 さい 。 


冨 崎 通 剣 株 式 基 社 


カタ ログ 等 お 問合せ は 営業 所 又は 出張 所 に 
お 願い し ます 。 


東京 営業 所 東京 都 : 
市 東 区 淡路 "町 5 の 2 


大 阪 営業 所 大 阪 


S$ S-5601 


中 央 区 日本橋 通 り 1 の 6 


S S—5022 
DEAZMG 
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出 張 " 所 札幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 名 古屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 熊 本 
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. ラ ンジ ス 旭 化 さ ミ され 


最近 ラジ オ ・ テ レビ ジョ ン な ど 放 和 送 欄 器 が ト 
る 傾向 あり ます か ヵ 7 当社 に 
ff == 


3 いし 8 いさ つよ に まい に 和 著 了 で 7 すでに 


ォ ル シコ ニコン ・ カ メラ , カラ ーー 用 マイ ク ケロ 流 中 終 
装置 を は じ め と し て 各種 映像 機器 の トラ ンジ ス 


タ 化 を 完了 て だり ます 。 


今回 は トラ ンジ スタ 化 放 送 機器 の うち 特に 映 


し まま に 


wr 


像 機器 4 種 に つい て 
特徴 


1. そ ニ ター タタ 4 ププ と し て は 非 常に 小形 化 き れ て いて 


携帯 用 に 便利 


2. 高圧 刺 流 管 以外 は 全部 トラ ンジ スタ 化 き れ て いる 


83. "機能 的 に は > ゃ ルス クロ ス の ほか は 従来 の マス ター そ 


ニー ニタ に 準じ て 使用 可能 
4』 有 7JTP 4 の 懇 像 管 を 使用 し , 電流 は 直流 一 21.5 一 
26.5 V で 使用 


5. 寸法 ・ 重 量 240( 店 ) x340( 高 き ) x525( 奥 行 )・ 約 17kg 


オー ルト ラン ジス タイ ヒヒ … 


特徴 (同期 信号 発生 器 , 映 像 分 配 増幅 喘 、 間 期 分 配 志 


幅 敵 に 共通 ) 


1. 各部 が 標準 寸法 で ユニ ッ ト 化 きれ て いて , マラ グイ 


ン 方 式 上 と な っ て いる た め に 取扱 い に 便 利 


2. 電源 は 交流 100V, 200V ま た は 夫 泊 24V, いずれ て で 
も 使用 可能 (停電 の 時 は リヒ レヒ イ に て 自動 切 帽 へ 可能 ) 
ユニ ッ ン ッ ト 変 換 カ か で 


3. ユニ ッ ント は ラッ ク に 納め られ , 
きる 


同期 信号 発生 器 は 本 体 , 電源 部 お よ ょ び 同 期 結 合 部 、 濾 形 
監視 部 の 3 棚 よ り 構 成 き れ で て で てい ます . 


OTIS GI GIDE 


本 誌 の 転 載 【 は EE | 由 て a 出 所 明記 - する 共に 転載 誌 2 


Free_ toreprint, in_the. condition.thaf the gablsher receive- tio conies Of ai 


CSRS GR EOE Rt 0 ESS 


2 工場 東京 都 世田谷 区 野沢 町 2 丁目 148 (421) 5111~5 


ERAT, 


トラ ンジ スタ イヒ 
マス ター モニ 


を 2 部 学会 へ 送付 し て 下さ い 。 


“ 


